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NINJAL職業発見プログラム
（2016年10月21日：国語研）
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2016 年度年報の発刊にあたって

2016 年度の年報をお届けします。昨年 10 月 1 日付けで影山前所長の後を受けて国立国語研究所 

（以下，国語研）第 9 代所長を拝命いたしました。着任以来まだ 3 カ月余りで，私自身がかかわっ

た研究はごくわずかですが，この 8 年余り，客員教授としてまた運営委員として国語研の研究や運

営にかかわり，その歩みをつぶさに見てきたものとしてその研究の全貌を見渡せる年報の発行をうれ

しく思います。

国語研は 1948 年 12 月に設立されました。来年度には 70 周年を迎えます。また，2009 年 10 月 1

日には，独立行政法人整備合理化計画により，大学共同利用機関法人人間文化研究機構の一員として

再発足しました。再来年度には人間文化研究機構移管 10 周年を迎えます。移管以前も国語研は日本

語に対してデータに基づく経験科学的なアプローチをしており，いわゆる「正しい日本語」を策定す

るような国語政策的なアプローチは取っていませんでした。例えば 1960 年代の国語研の『話し言葉

の文型 1，2』は独話録音データ，対話録音データに基づく画期的な文法研究で，世界的に見ても先

駆的な研究と言えるでしょう。『分類語彙表』，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』，『日本語話し言

葉コーパス』，『日本語歴史コーパス』をはじめとして，国語研はいわゆる「文系」の日本語研究のみ

ならず，日本語情報処理の基礎資料となる研究を数多く出版・公開してきています。また，社会言語

学的研究にいち早く高度の統計的手法を用いてきたことも特筆に値するでしょう。移管に際しては，

日本語の名前はそのままで英語の名前を National Institute for Japanese Language and Linguistics と

しました。これは国語研を狭い意味での日本語研究のみならず，生成文法，類型論などの理論言語学

の成果に基づいた言語学的アプローチを全面に出した先端的言語研究の中心としようという意欲が表

されていると思います。

国語研は人文系の日本語研究機関と思われていますが，言語情報処理，認知科学関係の優秀な研究

者を数多く有していますし，いわゆる人文学の伝統で訓練を受けた研究者の中にも工学的な言語処理

に通暁した文理融合的研究者も多く働いています。現在のビッグデータやAI時代の到来に当たって，

国語研のさらなる発展のためそれらの人材により一層活躍していただく機会がやってきていると認識

しています。

国語研設立 70 周年，人間文化研究機構移管 10 周年を迎えるにあたり，国語研はこれまでの研究成

果を総括し，その上に立って，より高い目的に向かって進んでいくために，記念事業を計画していま

す。皆様方のより一層のご指導，ご協力をよろしくお願いいたします。

 2018 年 1 月
 国立国語研究所長
 田 窪 行 則
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Ⅰ
国立国語研究所のめざすもの1

沿革
国立国語研究所は，国語に関する総合的研究機関として 1948（昭和 23）年に誕生した。幕末・明

治以来，国語国字問題は国にとって重要な課題であり，様々な立場からの議論が行われてきた。第二
次世界大戦の敗戦とその後の占領期は大きな転機となり，戦後，我が国が新しい国家として再生する
に当たって，国語に関する科学的，総合的な研究を行う機関の設置が強く望まれるようになった。各
方面の要望を受けて「国立国語研究所設置法」が 1948 年 12 月 20 日に公布施行され，国家的な国語
研究機関である国立国語研究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期に
かけての日本語の混乱（漢字の激増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資すると
いう当初の設置目的が薄れるとともに旧国語研は廃止され，2009（平成 21）年 10 月 1 日に大学共同
利用機関法人人間文化研究機構の下に設置された。現在，国立歴史民俗博物館，国文学研究資料館，
国際日本文化研究センター，総合地球環境学研究所，国立民族学博物館に次ぐ 6 番目の研究機関とし
て再発足し，日本語および関連する領域の学術研究機関として活発な活動を展開している。

ミッション
国語研は，日本語学・言語学・日本語教育の国際的研究拠点として，国内外の大学・研究機関と連

携することによって大規模な共同研究を全国的・国際的に推進し，共同研究から得られた各種の成果
や学術情報を研究者コミュニティと一般社会に提供することで，日本語と人間文化の新しい研究領域
を開拓することを実質的なミッションとしている。そのため，大学共同利用機関への移行にあたっ
ては研究所の英語名称に “linguistics”（言語学）という言葉を加え，National Institute for Japanese 
Language and Linguistics（「日本語と日本語言語学の国立研究所」，略称 NINJAL（ニンジャル））と
した。言語学・日本語学とは，日本語を人間言語のひとつとして捉え，ことばの研究をとおして人間
文化に関する理解と洞察を深めることを意図した学問であり，そこには，当然のことながら，「国語
及び国民の言語生活，並びに外国人に対する日本語教育」（設置目的）に関する研究が含まれる。

日本語の研究を深めることは，究極的には日本という国を発展させることにつながる。私たちの財
産である日本語を将来に引き継ぎ，発展させていくことが国語研の役割である。

2016 年度の活動の概略
国語研では，国内外の諸大学・研究機関と連携して，個別の大学ではできないような研究プロジェ

クトを全国的・国際的規模で展開しているが，それらの土台となるのは「多様な言語資源に基づく総
合的日本語研究の開拓」という研究所全体の研究目標である。この目標の達成に向けて，研究領域に
設けられた合計 6 件の共同研究プロジェクトとコーパス開発センターで研究テーマを定め，数々の共
同研究プロジェクトを実施した。

日本語研究の国際化に向けては，外国人研究者を専任教員，客員教員，共同研究員として招聘する
とともに，中国・北京日本学研究センター，台湾・中央研究院語言學研究所，オックスフォード大学
人文科学部との協定に加え，新たにペンシルベニア大学言語学科，ヨーク大学言語学科，ブランダイ
ス大学情報科学科，コロラド大学ボルダー校言語学科との学術交流協定を締結した。また，ドイツ・
De Gruyer Mouton 社との協定による日本語研究英文ハンドブックシリーズ（全 12 巻）を，順次刊
行している（既刊 5 巻）。

概 要
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学術研究の成果は専門家の枠を超えて広く一般社会の様々な方面で利用・応用されるべきであるか
ら，多くの成果物を電子化し，ウェブサイト上で無償提供している。専門家向けに『国立国語研究所
論集』などの刊行物，一般向けに『国語研 ことばの波止場』『NINJAL フォーラムシリーズ』など
の冊子，研究資料・研究材料として『現代日本語書き言葉均衡コーパス』，『日本語歴史コーパス』， 

『アイヌ語口承文芸コーパス ―音声・グロスつき―』などのコーパス群，あるいは日本語教育者・学
習者向けには『中国語・韓国語母語の日本語学習者縦断発話コーパス』，『基本動詞ハンドブック』，『複
合動詞レキシコン（国際版）』などのデータベース類と，多岐にわたる。さらに対象者別に，国際シ
ンポジウム，コロキウム，チュートリアル，フォーラム，セミナー，ニホンゴ探検など，種類の異な
るイベントを多数開催した。また，地方自治体との連携による地域社会への研究成果還元の一環とし
て島根県隠岐の島町教育委員会及び島根大学と協働して島方言調査を実施し，隠岐の島町と共同で「隠
岐の島方言・調査のつどい」を開催するなどの活動を行った。

活動・成果の詳細は各項目をご覧いただきたい。
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組織2

（1）組織構成図
2016 年度

運営会議

外部評価委員会

所長

影山 太郎

IR推進室

国際連携室

広報室

監査室

研究情報発信センター

コーパス開発センター

理論・対照研究領域

領域代表：窪薗 晴夫（教授）

言語変異研究領域

領域代表：木部 暢子（教授）

音声言語研究領域

領域代表：小磯 花絵（准教授）

日本語教育研究領域

領域代表：石黒 圭（教授）

センター長：プラシャント・パルデシ（教授）

センター長：前川 喜久雄（教授）

研究推進課

管理部

部長：渡部 博靖

総務課

課長：草彅 公

財務課

課長：鹿又 仁郎

課長：堀 敏治

領域代表：小木曽 智信（准教授）

言語変化研究領域

研究主幹：野田 尚史（教授）

研究系

副所長

副所長

木部 暢子（教授）

窪薗 晴夫（教授）
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（2）運営組織

運営会議
（外部委員）

伊東 祐郎 東京外国語大学大学院国際日本学研究院教授 / 留学生日本語教育センター長
上野 善道 東京大学名誉教授
呉人 惠 富山大学人文学部教授
近藤 泰弘 青山学院大学文学部教授
田窪 行則 京都大学名誉教授
樋口 知之 統計数理研究所長 / 情報・システム研究機構理事
益岡 隆志 関西外国語大学外国語学部教授
馬塚れい子 理化学研究所脳科学総合研究センター シニア・チームリーダー

（内部委員）
木部 暢子 副所長 / 教授
窪薗 晴夫 副所長 / 教授
Timothy Vance 教授
野田 尚史 研究主幹 / 教授
Prashant Pardeshi 研究情報発信センター長 / 教授
前川喜久雄 コーパス開発センター長 / 教授

 任期：2015 年 10 月 1 日～ 2017 年 9 月 30 日（2 年間）
外部評価委員会

樺山 紘一 印刷博物館館長，東京大学名誉教授，元国立西洋美術館館長
林 史典 聖徳大学言語文化研究所長 / 教授，筑波大学名誉教授，元筑波大学副学長
仁科喜久子 東京工業大学名誉教授
門倉 正美 横浜国立大学名誉教授
後藤 斉 東北大学大学院文学研究科教授
渋谷 勝己 大阪大学大学院文学研究科教授，日本学術会議連携委員
早津惠美子 東京外国語大学大学院総合国際学研究院長 / 教授
峰岸 真琴 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授
 任期：2014 年 10 月 1 日～ 2016 年 9 月 30 日（2 年間）
門倉 正美 横浜国立大学名誉教授
田野村忠温 大阪大学大学院文学研究科教授
沖 裕子 信州大学人文学部教授
小野 正弘 明治大学文学部教授
片桐 恭弘 公立はこだて未来大学学長
木村 英樹 追手門学院大学社会学部教授
佐久間まゆみ 早稲田大学大学院日本語教育研究科教授
橋田 浩一 東京大学大学院情報理工学研究科教授

 任期：2016 年 10 月 1 日～ 2018 年 9 月 30 日（2 年間）
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所内委員会組織

●連絡調整会議（所長，研究教育職員，管理部長，その他所長が必要と認める者）

《連絡調整会議に置かれる専門委員会》
＜管理運営関係＞

・自己点検・評価委員会
・情報セキュリティ委員会
・知的財産委員会
・情報公開・個人情報保護委員会
・ハラスメント防止委員会
・研究倫理委員会
・施設・防災委員会
・研究図書室運営委員会

・選書部会
・将来計画委員会

＜学術・発信関係＞
・プロジェクトレビュー編集委員会
・コーパス開発センター運営委員会
・研究情報発信センター運営委員会
・広報委員会
・研究情報誌編集委員会
・論集編集委員会

●共同研究プロジェクト推進会議（研究主幹，プロジェクトリーダー，所長の指名する研究所職員）

●安全衛生管理委員会
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（3）構成員

所長
影山 太郎 言語学，形態論，語彙意味論，統語論

研究教育職員・特任研究員
○理論・対照研究領域

領域代表 / 教授
窪薗 晴夫 言語学，日本語学，音声学，音韻論，危機方言

教授
Timothy Vance 言語学，音声学，音韻論，表記法
Prashant Pardeshi 言語学，言語類型論，対照言語学

特任助教
船越 健志 言語学，統語論，生成文法

○言語変異研究領域
領域代表 / 教授

木部 暢子 日本語学，方言学，音声学，音韻論
准教授

朝日 祥之 社会言語学，言語学，日本語学
井上 文子 言語学，日本語学，方言学，社会言語学
熊谷 康雄 言語学，日本語学

助教
三井 はるみ 日本語学，社会言語学，方言文法

特任助教
原田 走一郎 方言学，琉球語学，記述言語学

○言語変化研究領域
領域代表 / 准教授

小木曽 智信 日本語学，自然言語処理
教授

相澤 正夫 社会言語学，音声学，音韻論，語彙論，意味論
大西 拓一郎 言語学，日本語学
山崎 誠 言語学，日本語学，計量日本語学，計量語彙論，コーパス，シソーラス
横山 詔一 認知科学，心理統計，日本語学

准教授
高田 智和 日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
新野 直哉 言語学，日本語学

特任助教
藤本 灯 国語学，文献学，古辞書
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○音声言語研究領域
領域代表 / 准教授

小磯 花絵 コーパス言語学，談話分析，認知科学
教授

前川 喜久雄 音声学，言語資源学
准教授

柏野 和佳子 日本語学
山口 昌也 情報学，知能情報学，科学教育・教育工学，言語学，日本語学

○日本語教育研究領域
領域代表 / 教授

石黒 圭 日本語学，日本語教育学
教授

宇佐美まゆみ 言語社会心理学，談話研究，日本語教育学
野田 尚史 日本語学，日本語教育学

准教授
野山 広 応用言語学，日本語教育学，社会言語学，多文化・異文化間教育

研究員
福永 由佳 日本語教育学，社会言語学，複数言語使用，識字

○研究情報発信センター
特任助教

石本 祐一 音響音声学，音声工学（～ 2016.12.31）

○コーパス開発センター
准教授

浅原 正幸 自然言語処理
特任助教

石本 祐一（2017.1.1 ～）
岡 照晃 計算言語学，自然言語処理

○ IR 推進室
特任助教

山田 真寛 言語学，形式意味論，言語復興

客員教員（2016 年度在籍者）

客員教授
［理論・対照研究領域］

伊藤 順子 カリフォルニア大学教授
Wesley M. Jacobsen ハーバード大学教授
岸本 秀樹 神戸大学教授
小泉 政利 東北大学教授
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斎藤 衛 南山大学教授
柴谷 方良 ライス大学教授
John Whitman コーネル大学教授
堀江 薫 名古屋大学教授
松本 曜 神戸大学教授
宮川 繁 東京大学特任教授
吉本 啓 東北大学教授

［言語変異研究領域］
岩崎 勝一 カリフォルニア大学ロサンゼルス校教授
狩俣 繁久 琉球大学教授
佐々木 冠 札幌学院大学教授
渋谷 勝己 大阪大学教授
新田 哲夫 金沢大学教授

［言語変化研究領域］
青木 博史 九州大学准教授
岡﨑 友子 東洋大学教授
金水 敏 大阪大学教授
田中 牧郎 明治大学教授
Bjarke Frellesvig オックスフォード大学教授

［音声言語研究領域］
大野 剛 アルバータ大学教授
菊池 英明 早稲田大学教授
伝 康晴 千葉大学教授

［日本語教育研究領域］
白井 恭弘 ケースウエスタンリザーブ大学教授
田中 真理 名古屋外国語大学教授
砂川 有里子 筑波大学名誉教授
迫田 久美子 広島大学名誉教授
籾山 洋介 名古屋大学教授

客員准教授
［理論・対照研究領域］

秋田 喜美 名古屋大学准教授
［言語変異研究領域］

Anna Bugaeva  東京理科大学准教授
下地 理則 九州大学准教授

名誉教授
角田 太作 2012.4.1 称号授与
John Whitman 2015.10.1 称号授与
迫田 久美子 2016.4.1 称号授与



14 Ⅰ 概要

プロジェクト PDフェロー（2016 年度在籍者）

窪田 愛 理論・対照研究領域
陳 奕廷 理論・対照研究領域
松井 真雪 理論・対照研究領域
乙武 香里 言語変異研究領域
坂井 美日 言語変異研究領域
鴻野 知暁 言語変化研究領域
居關 友里子 音声言語研究領域
今村 泰也 日本語教育研究領域
小西 円 日本語教育研究領域
蒙 韞 日本語教育研究領域

外来研究員
青井 隼人（日本学術振興会特別研究員（PD）） 受入教員：木部 暢子

「関係性に着目した宮古語音韻構造の探求」（2014.4‒2017.3）
Clemens Poppe（日本学術振興会外国人特別研究員） 受入教員：窪薗 晴夫

「言語類型論から見た日本語諸方言におけるトーンと母音の相互作用」（2015.4‒2017.3）
三樹 陽介（日本学術振興会特別研究員（PD）） 受入教員：木部 暢子

「消滅の危機に瀕する八丈語調査・記録と談話資料の作成・公開」（2015.4‒2017.3）
Stephan Wright Horn（オックスフォード大学（イギリス）） 受入教員：小木曽 智信

 「近世以前の日本語の通時コーパスの統語情報付加：言語学研究の実用化に向けて」（2015.9‒
2016.8）

吴 孟根格日乐（赤峰学院外語教学部（中国）准教授） 受入教員：木部 暢子
 「（中国領内）モンゴル語オルドス方言の変化・変遷とその趨勢についての調査研究」（2016.3‒
2016.8）

Nguyen Bich Ha Thi（貿易大学日本語学部（ベトナム）言語学科長） 受入教員：柏野 和佳子
 「論文形式文書作成のための日本語教育 ―ベトナム人の文化的特性による語彙の選択と構文―」

（2016.3‒2016.8）
Armin Mester（カリフォルニア大学サンタクルズ校（アメリカ）教授） 受入教員：窪薗 晴夫

「マッチ理論と統語・韻律構造のミスマッチについて」（2016.6‒2017.3）
玉 栄（内蒙古大学蒙古学学院（中国）教授） 受入教員：前川 喜久雄

「コーパスを利用した日本語，モンゴル語の韻律特徴の対照研究」（2016.9‒2017.8）
劉 金鳳（無錫職業技術学院外国語及び観光学院（中国）副主任講師） 受入教員：石黒 圭

「日本語の接続詞の中日対照研究」（2016.9‒2017.8）
陳 鳳川（暨南大学外国語学院日本語学部（中国）准教授） 受入教員：野田 尚史

「日本語学習者の日本語コミュニケーション能力育成の実践」（2016.9‒2017.8）
Giuseppe Pappalardo（ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学（イタリア）助教授）
受入教員：前川 喜久雄

「話し言葉コーパスに基づく現代日本語音声特徴の実験的分析」（2016.10‒2016.11）
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Ⅱ
　本章では，共同研究活動として，（1）各種の共同研究プロジェクト，（2）人間文化研究機構基幹
研究プロジェクト等，および（3）外部資金による研究をまとめるとともに，共同利用のための成果
として（4）研究所からの刊行物，（5）2016 年度公開中の各種コーパス・データベース，および（6）
研究成果の発信・普及のための国際シンポジウム，研究系の合同発表会，プロジェクトの発表会，コ
ロキウム，サロンなどの催しを掲げる。

共同研究プロジェクト1

　第 3 期中期計画における国語研全体の研究課題は「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開
拓」である。これを達成するため，5 研究領域とコーパス開発センターでは共同研究プロジェクトを
展開している。共同研究プロジェクトは，プロジェクトリーダーを中心とし，国内外の共同研究員の
参画によって成り立っており，研究領域・センター間，プロジェクト間で連携しながら研究を進めて
いる。また，この研究課題は，国語研が所属する人間文化研究機構における，機関拠点型基幹研究プ
ロジェクトの 1 つとして位置付けられている。
　2016 年度は，「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」のプロジェクトとして基幹型 

（6 件），領域指定型（5 件），および新領域創出型（3 件）の 3 タイプと，コーパス基礎研究（1 件）
を実施した。

【基幹型】6 件

　基幹型プロジェクトは，国語研における研究活動の根幹となる大規模なプロジェクトで，日本語の
全体像の総合的解明という学術的目標に向けて研究所が総力を結集して取り組むものである。5 研究
領域の専任教員のリーダーシップのもと，国内外の研究者・研究機関との協業により全国的，国際的
レベルで展開している。

基幹型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

対照言語学の観点から見た日本語の音声と文
法

理論・対照
研究領域教授

窪薗　晴夫 2016.4‒2022.3

《研究目的及び特色》
　日本語の研究は日本国内に長い伝統と優れた成果を有している一方で，他の言語と相対化させる
努力が十分ではなく，（ⅰ）世界諸言語の中で日本語がどのような言語であるのか，（ⅱ）一般言語
学・言語類型論の視点から見ると，日本語の分析にどのような知見が得られるのか，（ⅲ）日本語
の研究が世界諸言語の研究や一般言語学・言語類型論にどのように貢献するのか，いまだ十分に明
らかにされたとは言えない。現代の日本語研究に求められているのは，日本語の研究が世界諸言語
の研究，とりわけ一般言語学や言語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を
見る」視点と，一般言語学や言語類型論研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという 

「外から内を見る」視点である。
　本プロジェクトは，この両視点から日本語の言語事実を分析することにより，日本語（諸方言を
含む）を世界の諸言語と対照させて日本語の特質を明らかにし，それにより日本語研究の国際化を

共同研究と共同利用
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図ることを主たる目的とする。日本語の音声・音韻，語彙・形態，文法，意味の構造を，言語獲得
（第一言語獲得，第二言語習得）はもとより，言語に関係する他の学問分野（心理学，認知科学他）
との接点・連携をも視野に入れて，対照言語学・言語類型論の観点から分析することにより，諸言
語間に見られる類似性（普遍性）と相違点（個別性・多様性）を明らかにする。このような対照研
究を通じて得られた研究成果を国内外に向けて発信する。
　上記の目的を達成するために，本プロジェクトは音声・音韻特徴を分析する音声研究班と，形態・
文法・意味構造を分析する文法研究班の 2 つの研究班（サブプロジェクト）を組織する。音声研究
班は「語のプロソディーと文のプロソディー」を主テーマに，文法研究班は「名詞修飾表現」「と
りたて表現」「動詞の意味構造」の 3 つをテーマに研究を進める。ともに海外の研究者との国際共
同研究と国際シンポジウムの開催・誘致を軸に，論文集（英文，和文）の刊行や，アジアを中心と
する諸言語の構造の異同を可視化する言語地図（電子媒体）の刊行を目指す。
《2016 年度の主要な成果》
1．研究
・ 対照言語学研究を推進するために，公開研究発表会を合計 7 回開催し，これまでに合計 363 人

が参加した。また 2017 年 2 月に，音声研究班と文法研究班の合同研究発表会（Prosody and 
Grammar Festa）を開催した（参加者合計 107 人，うち海外機関所属研究者 5 人，大学院生 16 人，
学生 2 人）。

・ プロジェクト全体で論文 76 件，図書 5 冊，データベース 3 件を公開・刊行した。
・ 連濁や促音（重子音）に関する共同研究の成果を英文論文集（専門書）にまとめ，国際的な出版

社から刊行していることは，日本の研究を広く海外に発信するという大きな意義を持つ。
・ アクティブ・ラーニングに対応した日本語学の教材『日本語を分析するレッスン』（野田尚史・

野田春美共著，大修館書店）を完成した（2017 年 4 月刊行予定）。
・ 共同研究員 82 人（うち大学院生 5 人，学振 PD 2 人）による共同研究体制を整えた。共同研究員

の所属機関数は 50（うち海外の大学・研究所は 10）である。
2．共同利用・共同研究
・ 公開研究成果発表会を合計 7 回開催し，これまでに 363 人（延べ）が参加した。
・ 2 つの公募型共同研究プロジェクトと合同で，プロジェクト全体の成果発表会 Prosody and 

Grammar Festa を開催した（参加者合計 107 人，うち海外機関所属研究者 5 人，大学院生 16 人，
学生 2 人）。

・ BCCWJ コーパス検索ツール NLB にオノマトペ検索機能を開発し，12 月 12 日に公開した。
・ 名詞修飾表現に関する著名な業績である寺村秀夫（1999）『寺村秀夫論文集 1 ―日本語文法編―』

の英語訳・ウェブ公開作業の準備（著作権処理，翻訳）を整えた。
・ 鹿児島県の危機方言の一つである甑島方言について，アクセントデータベースを正式公開した
（2017 年 3 月）。

・ コーパス検索ツール NLB にオノマトペ検索機能を開発する，日本語研究の名著（寺村秀夫論文集）
を英訳する，危機方言（甑島方言）のアクセントデータベースを開発・公開するという共同利用
に関わる活動は日本語研究に資するものであり，多くの日本語研究者による利用が期待される。

・ 海外機関所属の研究者 10 名を含むアドバイザリーボードを設置した。
3．教育
・ 国際シンポジウムや研究発表会において，合計 46 名の大学院生に研究発表の機会を提供した。



18 Ⅱ 共同研究と共同利用

・ 日本語学の教材『日本語を分析するレッスン』（野田尚史・野田春美共著，大修館書店）を完成
した（2017 年 4 月刊行予定）。

・ プロジェクト PD フェローを 2 人，非常勤研究員を 5 人雇用し，プロジェクト活動に参画させた。
・ 国際シンポジウム（JK24）において若手研究者 12 人（国内 9 人，海外 3 人）に対して発表のた

めの旅費支援を行った。
・ 方言調査旅費の支援計画に応募してきた大学院生 1 名に対し，調査（壱岐方言）の旅費を支援 

した。
・ 埼玉県の高校教員を対象にした教員研修会において講演を行った。
4．社会との連携及び社会貢献
・ 甑島方言の保存・調査と地元市民への啓蒙のために，鹿児島県薩摩川内市と共同事業の協議を開

始した。
・ 「オノマトペの魅力と不思議」と題する一般向けの講演会を第 10 回 NINJAL フォーラムとして

企画・開催し，NINJAL フォーラムとしては過去最高の参加者（372 名）を得た（2017 年 1 月
21 日）。

・ 上記のフォーラムの成果を「オノマトペ」に関する啓蒙書『オノマトペの謎』（岩波書店，岩波
科学ライブラリー）して立案し編集作業を完了した（2017 年 2 月入稿，5 月刊行予定）。

・ 立川市歴史民俗資料館と国語研の協定に基づき，日本語に関する講演会を開催した。
・ 国際日本語普及協会や東京言語研究所設立 50 周年セミナー，語学教育研究所シンポジウムにお

いて，小中高教員に対して日本語アクセント等に関する講演・発表を行った。
5．グローバル化
・ 海外の研究者 10 名を含むアドバイザリーボードを設置し，また海外の研究者 13 人を共同研究員

に加えて共同研究を開始した。
・ NINJAL 国際シンポジウムとして The 24th Japanese / Korean Linguistic Conference（JK 24）

とオノマトペ国際シンポジウム（Mimetics in Japanese and Other Languages of the World）を
開催し，それぞれ予想を上回る参加者（193 人と 127 人，いずれも異なり数）を得た。

・ プロジェクト全体で，国際会議において 45 件の発表を行った。
・ 英 語 に よ る 研 究 論 文 集Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku 
Project（Timothy Vance and Mark Irwin eds.）を John Benjamins 社から出版した（2016 年 
６月）。また，The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants（Haruo Kubozono，ed.，
Oxford University Press）の編集を終え入稿し，校正作業を行った（2017 年 4 月 27 日刊行予定）。

・ Cambridge Handbook of Japanese Linguistics（Cambridge University Press） に 2 編 の 論 文 
（‘Pitch accent’ お よ び ‘Mora and syllable’） を，Oxford Research Encyclopedia of Linguistics
（online， Oxford University Press）にも 2 編の論文（‘Accent in Japanese phonology’ および
‘Rendaku or Sequential Voicing in Japanese Phonology’）をそれぞれ寄稿した（それぞれ Haruo 
Kubozono， Timothy Vance 執筆）。

参加機関名

愛知教育大学，大阪大学，金沢大学，九州大学，京都大学，熊本大学，神戸大学，
東京外国語大学，東京大学，東京女子大学，富山大学，名古屋大学，新潟大学，
一橋大学，北海道大学，室蘭工業大学，琉球大学，総合地球環境学研究所，大阪
府立大学，熊本県立大学，神戸市外国語大学，首都大学東京，沖縄大学，神田外
語大学，京都外国語大学，京都外国語短期大学，京都産業大学，慶応義塾大学，
札幌学院大学，聖心女子大学，東京理科大学，同志社大学，東邦大学，東洋大学，
日本女子大学，北星学園大学，美作大学，麗澤大学，日本学術振興会，理化学研
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究所，ルンド大学，マサリク大学，ラドバウド大学，カリフォルニア大学バーク
レー校，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，カリフォルニア大学サンタクルス
校，韓国外国語大学，国立東洋言語文化大学，赤峰学院

共同研究員数 82 名

基幹型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

統語・意味解析コーパスの開発と言語研究
理論・対照
研究領域教授

Prashant 
Pardeshi

2016.4‒2022.3

《研究目的及び特色》
　現在世界の主要言語について Penn Treebank 方式の統語解析情報付きコーパス（ツリーバンク）
が作られ，言語学および言語処理の研究に目覚ましい成果を挙げている。しかし日本語については
十分な規模の公開されたツリーバンクは存在しない。
　本プロジェクトでは，上記のような日本語研究の遅れを挽回し，多様な日本語の機能語，句，節
および複雑な構文を大量の言語データから検索・抽出して研究することを可能とする統語・意味
解析情報タグ付き日本語構造体コーパス NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）
を開発するための基礎研究を行い，十分な規模のコーパスを構築し，公開する。さらに，このコー
パスを利用して，日本語の研究を行い，その成果を国内外に向けて発信する。コーパスの共同利用
の推進の一環として，最終年度までに 5 ～ 6 万文規模のコーパスを完成させる予定であり，言語処
理の技術を持たない人でも簡単に利用できるインターフェースとともに，国立国語研究所のホーム
ページから一般公開する。また，日本語に堪能でない海外の研究者にも本コーパスを利用できるよ
うにローマ字版も用意する。
　上記の目的を達成するために，本プロジェクトでは，日本国内外の研究者から構成される研究班
に加えて国立国語研究所，東北大学，神戸大学にコーパス開発班を設け，それらの班が相互に連携
しながら開発と研究を進める。また，日本語研究の国際化を目指して，世界のコーパス言語学研究
の最前線で活躍している海外の研究者および日本国内の中堅研究者で Advisory Board を構成し，
このメンバーのアドバイスを中心に諸企画の方針・方向を決定し，国際的研究ネットワークの構築
を図る。また，国際シンポジウムなどを開催し，その成果を海外の定評のある出版社・研究雑誌を
通じて発信する。
《2016 年度の主要な成果》
1．共同研究
・ 1 万文の日本語のテキストに対して統語・意味解析情報付きコーパス（NPCMJ コーパス・

Keyaki ツリーバンク）を構築し，6 種類の検索用インターフェースとともに 2016 年 12 月に一般
公開した。

・ 国内外の学会で発表を 10 件，国際ワークショップを 1 件（Unshared Task on Theory and 
System analysis with FraCaS， MultiFraCaS and JSeM Test Suites ＠国立国語研究所，2016 年
11 月 13 日），国内ワークショップを 1 件（日本言語学会第 153 回大会＠福岡大学，2016 年 12 月
3 ～ 4 日）実施し，研究成果を発信した。

・ 海外における統語解析情報付きコーパスの主要な拠点（University of Pennsylvania， University 
of York， University of Colorado Boulder， Brandeis University）で日本語のアノテーション方式
ついて発表し，意見交換をした。
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・ NTT コミュニケーション科学基礎研究所との共同研究・共同実験に向けて協議し，協定を締結
した。

・ 対照言語学プロジェクトと共同でオノマトペ国際シンポジウム（Mimetics in Japanese and 
Other Languages of the World）を 2016 年 12 月 17 ～ 18 日に開催した（発表件数 30 件，うち
学生発表件数が 10 件）。総参加者数は 127 人（うち海外機関所属外国人研究者 26 人，学生 52 人）
であった。さらに，オノマトペ国際シンポジウムの開催に合わせて BCCWJ コーパス検索ツール
NLB にオノマトペ検索機能を開発し，2016 年 12 月 12 日に一般公開した。

・ コーパスの構築・公開を実施するために，国立国語研究所ユニット，東北大学ユニット，神戸大
学ユニットを合わせ，非常勤研究員を 10 名以上雇用し，OJT 方式で育成を行った。非常勤研究
員の内 4 名は大学院生である。非常勤研究員以外に，3 名の学部生もアノテーション作業に参加
している。

・ 英語，韓国語，中国語など主要な言語の統語解析情報付きコーパス開発の実績のある University 
of Pennsylvania， University of York， University of Colorado Boulder， Brandeis University と交
流協定を締結し，研究者間の意見交換，相互訪問，ツールの提供などを行った。

2．共同利用・共同研究
・ 日英語によるプロジェクトホームページを開設し，随時更新した。
・ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）・Keyaki ツリーバンク検索・検出用の 

ユーザフレンドリーインターフェースを開発し，1 万文規模のコーパスと共に公開した。
・ 日本言語学会 153 回大会（福岡大学，2016 年 12 月 3 ～ 4 日）でワークショップを開催し，プロ 

ジェクトの成果を発表した。
・ プロジェクトの運営と成果発信について助言を求めるために，海外研究者 6 名を含むアドバイザ

リーボードを設置した。随時アドバイスを得ながらアノテーション方法，研究成果の発信，国際
シンポジウムの開催の準備などを進めている。

3．教育
・ コーパスに基づく日本語統語論の教育に資する教材を開発・出版する準備作業を進めた。
・ コーパスの構築・公開を実施するために，国立国語研究所ユニット，東北大学ユニット，神戸大

学ユニットを合わせ，非常勤研究員を 10 名以上雇用し，OJT 方式で育成を行った。非常勤研究
員の内 4 名は大学院生である。非常勤研究員以外に，3 名の学部生もアノテーション作業に参加
している。また，コーパスに基づく研究の方法論などの指導を行っている。

4．社会との連携及び社会貢献
・ データ使用・公開に関して，仙台の河北新報，『基礎日本語文法』の著者である益岡隆志氏お

よび田窪行則氏から承諾を得て，NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese （NPCMJ）・
Keyaki ツリーバンクを検索用インターフェースと共に 2016 年 12 月に公開した。このデータは
国内外の研究者・大学生などが研究目的で自由に使うことができる。

5．グローバル化
・ ヨーク大学（英国），ペンシルバニア大学（米国），コロラド大学（米国），ブランダイス大学（米

国）と連携協定を結び，統語解析情報付きコーパス構築に関する共同研究を開始した。また，コ
ロラド大学の大学院生を 1 名招へいし，プロジェクトが共催した国際シンポジウムで共同研究に
基づく発表をしてもらった。

・ 海外在住の研究者（6 名）をアドバイザーとして加え，統語解析情報付きコーパスの構築に関す
る意見交換を行った。

・ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）のローマ字版構築の準備を進めた。
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参加機関名

お茶の水女子大学，京都大学，筑波大学，東北大学，鳥取大学，北陸先端科学技
術大学院大学，愛知淑徳大学，関西外国語大学，同志社大学，南山大学，立命館
大学，神戸大学，神戸市外国語大学，マサチューセッツ大学，マサチューセッツ
工科大学，デラウェア大学，ペンシルベニア大学，ヨーク大学

共同研究員数 21 名

基幹型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメ
ンテーションの作成

言語変異
研究領域教授

木部　暢子 2016.4‒2022.3

《研究目的及び特色》
　本プロジェクトは，日本の消滅危機言語・方言の記録・分析・継承を目的として，各地の言語・
方言の調査を実施し，言語資源の整備・分析を行うとともに，言語・方言の継承活動を支援して地
域の活性化に貢献する。
　近年，世界的な規模でマイナー言語が消滅の危機に瀕している。2009 年のユネスコの危機言語
リストには，日本で話されている 8 つの言語 ―アイヌ語，与那国語，八重山語，宮古語，沖縄語，
国頭語，八丈語―が含まれている。特に，アイヌ語は危機の度合いが高く，系統関係も不明で，そ
の解明のためのデータの整備と分析が急がれる。それだけでなく，日本各地の伝統的な方言もまた，
消滅の危機にさらされている。これらの言語・方言が消滅する前にその包括的な記録を作成し言語
分析を行うこと，また，これらの言語・方言の継承活動を支援することは，言語学上の重要課題で
あるばかりでなく，日本社会においても重要な課題である。
　本プロジェクトの実施内容は，以下のとおりである。（1）語彙集，文法書，談話テキストの作成
と言語分析，（2）音声・映像資料（ドキュメンテーション付き），『日本語諸方言コーパス』をはじ
めとする言語資源の整備，（3）地域と連携した講演会・セミナーの開催，（4）若手育成のためのフィー
ルド調査の手引き書の作成。
　なお，実施にあたっては，機構の広領域連携型基幹研究プロジェクト「日本列島における地域社
会変貌 ･ 災害からの地域文化の再構築」の「方言の記録と継承による地域文化の再構築」，ネット
ワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連在外資料調査研究・活用」と連携する。
《2016 年度の主要な成果》
1．研究
・ 日本各地の危機言語・方言の記録・保存のために，全国 40 地点の 3 点セット（語彙集，文法書，

談話テキスト）の担当者を決定し，調査を開始した。
・ 地域の言語の記録・保存，継承活動として，（1）宮崎県椎葉村方言，（2）島根県隠岐の島方言の

合同調査，（3）石川県白峰方言の合同調査を実施した。（1）は宮崎県東臼杵郡椎葉村教育委員会，
椎葉民俗芸能博物館研究事業における 5 ヶ年計画「椎葉村方言調査と『椎葉村方言語彙集』の作成」

（2014 ～ 2018）との共同事業，（2）は島根県隠岐郡隠岐の島町教育委員会と共同実施，（3）は石
川県白峰町の協力を得て実施したものである。これらの報告書は来年度作成の予定である。

・ 調査報告書として，『沖縄県久米島方言調査報告書』（調査は 2013 年度実施），『首都圏大学生の
言語使用と言語意識の地域差に関する調査 2010‒2016 報告書』を 2017 年 3 月に刊行した。

・ この他，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，論文 46 件，報告書・論集 4 冊，図書 2 冊，
発表・講演 83 件，データベース等 5 件，その他 46 件を公開した。
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・ 世界的に言語や文化の多様性が重視される中，危機言語・方言に関する本プロジェクトの活動は，
学術的・社会的に大きな意義を持つ。学術的には，プロジェクト共同研究員の五十嵐陽介，平子
達也が日本音声学会全国大会で琉球と九州のアクセントの対応関係を新たに指摘した「「肩・種・
汗・雨」と「息・舟・桶・鍋」がアクセント型で区別される日本語本土方言 ―佐賀県杵島方言
と琉球語の比較―」を発表し，第30回日本音声学会全国大会 優秀発表賞を受賞した。社会的には，
プロジェクトリーダー木部の研究や松森，山田の研究が東京新聞・中日新聞の社説，南海日日新
聞，京都新聞等に取り上げられ，地域語の復権の重要性が紹介された。

・ 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（以下東京外大 AA 研）と共同で，フィールド
調査に関する教育プログラムの開発と教科書の作成を行うための検討を進め，その一部を「隠岐
の島方言調査事前ワークショップ」で実践した。

・ 研究体制を強化するために，（1）東京外大 AA 研，（2）琉球大学と連携協定を締結した。（1）は，
2017 年度の東京外大概算要求に基づくもので，今年度は，クロスアポイントメントによる特別
研究員 1 名の選考（2017 年 4 月 1 日赴任），フィールドワークに関する教育プログラムと教科書
の開発に関する打合せ，「隠岐の島方言調査事前ワークショップ」を実施した。（2）は，従来か
ら行っていた琉球大学との連携を強化するもので，これに基づき，琉球大学に事業を委託し，沖
縄本島北部方言の調査を実施した。

2．共同利用・共同研究
・ 『日本の危機言語・方言音声データ』，『アイヌ語口承文芸コーパス』，『『日本言語地図』データベー

ス』，『首都圏の言語の実態と動向に関するデータ』を補充・整備し，公開した（『日本の危機言 
語・方言音声データ』，『アイヌ語口承文芸コーパス』については，作業が遅れたため，5 月の公
開となった）。

・ 方言の音声データがほとんど公開されていない現状を改善するために，日本語諸方言の音声付き
データベース『日本語諸方言コーパス』（COJADS）の構築を進めている。今年度は，『ふるさと
ことば集成』の音声データと方言テキストデータを検索システムに載せるための整備を進め，47
地点の音声データの整備を行った。2018 年度にモニター版の公開を予定している。

・ アイヌ語のコーパス，琉球語のデータベース，日本語諸方言の記述，諸方言コーパス等の危機言
語・方言のデータは，学術的，社会的意義が大きいが，まだ，これらを活用した研究成果はそれ
ほどあがっていない。今後，データ量を増やし，これらを活用したパイロット的な研究を推進す
る予定である。

3．教育
・ AA 研 LingDy3 プロジェクトと共同でクロスアポイントメントによる特別研究員 1 名を公募し，

選考を行った（2017 年 4 月 1 日赴任）。
・ 東京外大 AA 研 LingDy3 プロジェクトと共同で，フィールド調査に関するワークショップ「隠

岐の島方言調査事前ワークショップ」を島根大学で開催した。
・ フィールドワークを通じて若手研究者を育成するという本プロジェクトの人材育成方針に沿い，

島根県隠岐の島方言調査に参加する大学院生を全国に公募し，書類審査で 3 人を選抜した。
・ 島根県隠岐の島方言調査を実施するにあたり，地元の大学である島根大学の学生に調査への参加

を呼びかけ，3・4 年生 8 人が隠岐の島調査に参加した。この 8 人と公募による大学院生 3 人に
対しては，「隠岐の島方言調査事前ワークショップ」，およびフィールドワークを通じて，言語調
査の基礎と地域貢献について指導を行った。

・ 「危機的な状況にある言語・方言サミット（奄美大会）・与論」（2016 年 11 月 13 日）や国語研セミ 
ナー「隠岐の島方言・調査のつどい」（2016 年 12 月 10 日）を通じて，地域の言語・方言の継承
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　活動に携わる社会人に学び直しの場を提供した。
4．社会との連携及び社会貢献
・ 宮崎県椎葉村椎葉民俗芸能博物館研究事業における 5 ヶ年計画「椎葉村方言調査と『椎葉村方言

語彙集』の作成」（2014 ～ 2018）に基づき，椎葉方言調査を実施した。また，島根県隠岐郡隠岐
の島町教育委員会と共同で隠岐の島方言合同調査を，石川県白峰町の協力を得て白峰方言合同調
査を実施した。

・ 文化庁，鹿児島県，与論町，与論町教育委員会，琉球大学と共催で，全国の方言研究者と方言継
承活動に携わる人たちが方言の記録や継承に関する問題について意見交換を行う「危機的な状況
にある言語・方言サミット（奄美大会）・与論」を開催した。

・ 方言継承活動の一環として島根県隠岐郡隠岐の島町教育委員会と共催で，市民向けセミナー「隠
岐の島方言・調査のつどい」を隠岐の島町文化会館で開催した。

・ 上記の催し物を通して，研究成果を地域に発信した。
・ プロジェクトのホームページを充実させ，「プロジェクトの成果物」，「フィールドワーク」の情

報を発信した。
5．グローバル化
・ 2018 年度に危機言語に関する国際シンポジウムを国立国語研究所で開催する。また，言語の記

録に関するワークショップを 2017 年 5 月にハワイ大学で開催する。今年度はその準備を進めた。

参加機関名

岩手大学，岡山大学，九州大学，島根大学，上越教育大学，金沢大学，京都大学，
熊本県立大学，札幌学院大学，東京理科大学，日本女子大学，北星学園大学，千
葉大学，東京大学，東北大学，一橋大学，広島大学，福岡教育大学，琉球大学，
愛知県立大学，首都大学東京，沖縄国際大学，関西大学，駒沢大学，成城大学，
弘前学院大学，広島経済大学，文教大学，別府大学，安田女子大学，浦添市浦添
小学校，椎葉民俗芸能博物館，日本学術振興会，フランス国立科学研究所，シン
ガポール国立大学，オークランド大学，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，県
立広島大学

共同研究員数 53 名

基幹型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開
言語変化研究
領域准教授

小木曽智信 2016.4‒2022.3

《研究目的及び特色》
　本プロジェクトは，上代（奈良時代）から近代までの日本語資料をコーパス化し，日本語の歴史
研究が可能な通時コーパスと語誌のデータベースを構築する。そして，このコーパス・データベー
スを活用することで新たな観点から日本語史研究を展開する。従来の日本語史研究は，専門知識を
必要とするさまざまな文献を取り扱う必要から，研究が特定の資料や形式に偏ったものになりがち
であった。通時コーパスを構築し活用することよって個別の資料だけでなく日本語史全体をマクロ
な視点から見た研究を展開することを可能にする。さらにコーパス言語学で培われてきた新しい研
究手法を導入し，従来行えなかった視点からの研究を展開する。
　既に国語研究所では『日本語歴史コーパス』の構築に着手しているが，本プロジェクトではこの
コーパスを通時コーパスとして利用可能にするために大幅に拡張する。第 2 期中期計画で構築済み
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の「平安時代編」（平安仮名文学作品），「室町時代編」（狂言）等に加え，上代の万葉集・宣命，中
古以降の和歌集，中世のキリシタン資料・軍記物・抄物，近世の洒落本・人情本，近代の雑誌・教
科書・文学作品等をサブコーパスとして追加する。このほかにも，日本語史研究に資する資料を選
定してコーパスに追加し，上代から近代までの日本語を一本に繋ぐ通時コーパスとして完成させる。
また，コーパスと関連付けた語誌データベースを構築し，語誌情報のポータルページを公開し，研
究者のみならず日本語の歴史に興味を持つ人々に役立つ情報を提供する。コーパスを活用する研究
班には，上代，中古・中世，近世・近代の各時代別の研究グループの他，文法・語彙，資料性・ア
ノテーションの検討の研究グループを設け，コーパス構築に携わるメンバーも全員が参加して研究
活動を展開する。
　なお，プロジェクトの実施にあたっては，オックスフォード大学東洋学部日本語研究センター，
および人間文化研究機構の広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による総合書物学の構
築」の中の「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」（代表者・高田智和）
と連携して行う。また，実践女子大学との提携に基づきデジタル化された所蔵資料の活用を図る。
《2016 年度の主要な成果》
1．研究
　日本語の歴史を通時的に研究することのできる『日本語歴史コーパス』を構築し，これを活用し
た新しい日本語史研究を実施すること，さらにはコーパスの活用を広く普及することが，本研究プ
ロジェクトの目的の一つである。これを実現するために次の取り組みを行った。
・ コーパスを活用した日本語史研究の対象を拡大するために，『日本語歴史コーパス』の「明治・

大正編Ⅰ雑誌」ver. 1.0（約 1,400 万語），および「鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行」（『十六夜日記』『東
関紀行』『海道記』『建礼門院右京大夫集』『とはずがたり』の 5 作品，計約 11 万語）の構築を完
了した。また，来年度以降の研究活用の準備のため，「奈良時代編Ⅰ万葉集」，「室町時代編Ⅱキ
リシタン資料」の本文・形態論情報の整備を予定通り実施した。

・ 上記資料を活用した日本語史研究を展開するため，コーパス活用班の研究会を各グループに分か
れて合計 12 回行い，この中で①日本語史研究に資する資料選定と資料性検討，②日本語史研究
に資するアノテーションの研究，③コーパスを活用した日本語史の研究を行った。また，このコー
パス活用班を中心とする全体の研究成果の発表会として「通時コーパス」シンポジウム 2017 を
2017 年 3 月 11 日に開催し，18 件の研究発表（口頭発表 8 件，ポスター発表 10 件）を行った（参
加者数 78 名）。

・ 共同研究員のプロジェクトに関連する研究活動の成果は，謝辞を含まない関連する研究を含めて
論文で 56 件，研究発表で 79 件に及び，計画を大きく上回った。
『日本語歴史コーパス』とその関連研究について，『日本語の研究』学界展望（第 12 巻 3 号 p.32）
において白百合女子大学中里理子教授により「2014 年 3 月，国立国語研究所により日本語歴史
コーパス「平安時代編完成版」が公開され，現在は「室町時代編 I 狂言」，試作版「江戸時代編」
等も公開されている。コーパスについては，『日本語学』（33-14，2014.11) の特集「日本語史研究
と歴史コーパス」や，近藤泰弘・田中牧郎・小木曽智信編『コーパスと日本語史研究』（ひつじ
書房．2016.10）によって，その意義と活用法を具体的に知ることができる。日本語史研究にコー
パスが重要な位置を占めることを改めて感じる（下略，下点線引用者）」と評価された。
また，大阪大学田野村忠温教授による書評「近藤泰弘・田中牧郎・小木曽智信編『コーパスと
日本語史研究』」（『日本語の研究』第 12 巻 4 号，2016 年 10 月）でも，「本書で概略が述べられ，
応用事例の示された『日本語歴史コーパス』の完成は日本語研究史の時代を画する出来事となる
であろう。」（p.158）と評価された。
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・ コーパスを活用する教育プログラムとして，連携大学院である東京外国語大学国際日本学研究科
において「Japan Studies Ⅰ コーパス日本語学入門」「Japan Studies Ⅱ 日本語コーパスの活用」
の授業を実施した。
また，コーパス研究の普及のため NINJAL チュートリアル「『日本語歴史コーパス』活用入門  
―「中納言」による検索と集計―」を 2016 年 9 月（大阪），2017 年 2 月（東京）に開催した。

・ 共同研究員は 56 名（うち大学院生 5 名），共同研究員の所属機関数は 33（うち外国の大学は 4 機 
関）である。また，コーパス構築のため，プロジェクト非常勤研究員を 5 名，プロジェクト PD
フェローを 1 名雇用した。さらに「異分野融合による総合書物学の構築」の中の「表記情報と 
書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」の研究組織と連携して研究を実施した。

2．共同利用・共同研究
　大学の研究・教育活動で利用可能な『日本語歴史コーパス』を通時コーパスとして構築し，公開
するのが本プロジェクトの重要な貢献の一つである。これを実現するために下記の取り組みを行っ
た。
・ 「明治・大正編Ⅰ雑誌」ver. 1.0（約 1,400 万語）を 2016 年 10 月に一般公開した。さらに，「鎌倉

時代編Ⅱ日記・紀行」（5 作品，約 11 万語）を 2017 年 3 月に一般公開した。
・ 日本語学会春季大会（2016 年 5 月，学習院大学）において，ワークショップ「『日本語歴史コーパス』

の拡張とその課題―「通時コーパス」をめざして―」を開催した。
・ 『日本語歴史コーパス』の普及活動を行うとともに，コーパス開発センターと協力して利用しや

すい登録システムを整備したことで，2016 年 4 月～ 12 月だけで 2,050 名以上の新規登録ユーザー
があり，計約 2,700 名となった（2016 年 12 月現在）。

・ 日本語学会でのワークショップ「『日本語歴史コーパス』の拡張とその課題―「通時コーパス」
をめざして―」には約 80 名の聴衆が参加し高い関心を得た。

・ 『日本語歴史コーパス』は日本語史研究の分野において広く参照されており，これを直接利用
した研究論文（学会予稿集を含む）が 2016 年 4 月から 10 月までの半年間で 33 件発表された。 
なお，こうした研究成果のリスト「CHJ を用いた研究業績一覧」を作成し，Web ページ上での
公開を開始した。

・ オックスフォード大学と連携協定の下，人間文化研究機構若手研究者海外派遣プログラムにより
PD フェロー 1 名を同大学に派遣し万葉集コーパスの統語情報アノテーションの研究を行うなど，
共同研究を推進した。

3．教育
・ コーパスを活用する教育プログラムとして，連携大学院である東京外国語大学国際日本学研究科

において「Japan Studies Ⅰ コーパス日本語学入門」「Japan Studies Ⅱ 日本語コーパスの活用」
の授業を実施した。
また，コーパス研究の普及のため NINJAL チュートリアル「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中
納言」による検索と集計―」を 2016 年 9 月（大阪），2017 年 2 月（東京）に開催した。

・ 大学院生 5 名（うちプロジェクト非常勤研究員 3 名），PD フェロー 1 名をプロジェクトのコーパ
ス活用班に参加させ，日本語の歴史研究のための指導と援助を行った。

・ PD フェロー，プロジェクトで雇用したプロジェクト非常勤研究員に対しコーパスの構築・活用
法を指導することにより，コーパスを活用した日本語史研究を展開できる人材の育成に努めた。

・ 人間文化研究機構若手研究者海外派遣プログラムにより PD フェロー 1 名を連携協定先である
オックスフォード大学に派遣した。また，大学院生ら若手研究者に対して，通時コーパスを活用
した研究発表のための費用（出張費，大会参加費）を援助した。



26 Ⅱ 共同研究と共同利用

　こうした若手研究者育成の成果として，来年度より教育職として大学に採用される者が複数出る
　 見込みである。
・ NINJAL チュートリアルとして一般社会人も対象として『日本語歴史コーパス』活用の講習会を

行った。
4．社会との連携及び社会貢献
・ （株）小学館および（株）ネットアドバンスと連携して『日本語歴史コーパス』検索アプリケーショ

ン「中納言」とジャパンナレッジ「新編日本古典文学全集」とのダイレクトリンクを実現した 
（2016 年 11 月）。また，「明治・大正編Ⅰ雑誌」と JKBooks『太陽』本文画像とのリンクを行った 
（2016 年 10 月）。
【研究成果の社会への普及】
・ 『日本語歴史コーパス』を拡充しインターネット上で無償にて一般公開したほか，コーパス開発

センターと協力して形態素解析用の電子辞書 UniDic を拡充し，これによる解析用ツール「Web
茶まめ」をインターネット上で一般公開した。また，『日本語歴史コーパス』利用の講習会（チュー
トリアル）を実施してコーパス利用の社会への普及を図った。

5．グローバル化
・ プロジェクトの共同研究員として海外の大学の研究者 4 名が参加した。
・ オックスフォード大学東洋学部日本語研究センターと共同で万葉集のコーパス構築，統語情報ア

ノテーション，上代語に関する研究を共同で行った。また，人間文化研究機構若手研究者海外派
遣プログラムによりPDフェロー1名を同大学に派遣し共同研究を推進したほか，オックスフォー
ド大学の大学院生を 1 名特別共同利用研究員として受け入れ指導を行った。

・ 『日本語歴史コーパス』の英文ホームページを作成し 2016 年 10 月より海外に向けて発信を開始
した。

・ 台湾の国立台湾大学において NINJAL セミナー「データが主導する日本語研究」として『日本
語歴史コーパス』の講習会を行った（2016 年 9 月 15 日）。また，国際会議で計 5 本の研究発表を 
行った。

参加機関名

愛知教育大学，大阪大学，九州大学，群馬大学，埼玉大学，千葉大学，東北大学，
富山大学，長崎大学，奈良先端科学技術大学院大学，福井大学，北海道大学，三
重大学，青山学院大学，関西学院大学，國學院大學，駒澤大学，上智大学，昭和
女子大学，白百合女子大学，成城大学，中京大学，東京電機大学，東洋大学，二
松學舍大學，花園大学，明治大学，立命館大学，コーネル大学，オックスフォー
ド大学，シカゴ大学，啓明大学校，東京大学

共同研究員数 41 名

基幹型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の
多角的研究

音声言語研究
領域准教授

小磯　花絵 2016.4‒2022.3

《研究目的及び特色》
　本プロジェクトの目的は，均衡性を考慮した大規模な日本語日常会話コーパスを構築し，それに
基づく分析を通して，日常会話を含む話し言葉の特性を，レジスター ･ 相互行為 ･ 経年変化の観点
から多角的に解明することである。そのために，（1）多様な日常場面の会話 200 時間を納めた大規
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模コーパスの構築を目指す会話コーパス構築班，及び，構築したコーパスを用いて，（2）語彙・文
法・音声などに着目してレジスター的多様性や仕組みを研究するレジスター班，（3）会話相互行為
の中で文法が果たす役割や構造を研究する相互行為班，（4）語彙・文法・音声などに着目して話し
言葉の経年変化を研究する経年変化班の 4 つの班を組織して研究を進める。
　会話コーパス構築班では，日常の会話行動に関する調査にもとづき，自宅・職場・店舗・屋外で
の家族・友人・同僚・店員との会話など，多様な日常場面での会話を網羅するようコーパスを設計
するものであり，世界的に見ても新しい試みである。また，従来の多くの会話コーパスのように収
録のために人を集めて会話してもらうのではなく，生活の中で生じる会話を会話者自身に収録して
もらうことにより，日常の会話を自然な形で記録する点にも特色がある。会話の音声・映像を収録
し，文字化した上で，形態論情報や統語情報，談話情報などのアノテーションを施し，一般に公開
する。これにより，話し言葉に関する高度なコーパスベースの研究基盤の確立を目指す。こうした
コーパスは，話し言葉や会話行動に関する基礎研究だけでなく，日本語教育や辞書編纂，音声情報
処理，ロボット工学などの応用研究にも資するものである。また，後世の人々が 21 世紀初頭の日
本人の生活や文化を知るための貴重な記録となる。
　コーパスに基づく話し言葉研究では，現代の日常会話に加え，講演などの独話や発話を前提に書
き言葉で記されたシナリオ，発話を前提としない小説などの会話文，50 年前の話し言葉など，多
様なデータを対象に，高度な統計的分析や緻密な微視的分析を通して，話し言葉の語彙・文法・音
声・相互行為上の特性や仕組み，その経年変化の実態を，実証的に解明する。こうした研究を支え
るものとして，昔の話し言葉のデータや BCCWJ の小説などの会話文，国会会議録などを対象にデー
タを整備し一般に公開する。
　このように本プロジェクトでは，大規模日常会話を含む様々なコーパスやデータベースを整備・
構築し一般に公開することによって，共同利用・共同研究の基盤強化をはかる。
《2016 年度の主要な成果》
1．研究
・ コーパスに基づく実証的な話し言葉研究を推進するために，既存の話し言葉のコーパス・データ

ベースを整備し，『国会会議録検索システム』ひまわり版，『名大会話コーパス』中納言版・ひま
わり版，『日本語話し言葉コーパス』中納言版を一般公開した。また『女性のことば・男性のこ
とば ―職場編―』ひまわり版を整備し，プロジェクトメンバーに限定して公開した。

・ 今年度は上記のデータに基づき各班の研究を推進し，シンポジウム『日常会話コーパス』Ⅰを
2016年 9月1日に，シンポジウム『日常会話コーパス』Ⅱを2017年 3月1日に国語研究所で開催し，
研究成果を発信した。参加人数の合計は 242 名，口頭発表 8 件，ポスター発表 10 件，デモンスト 
レーション 11 件，パネルディスカッション 1 件であった。

・ 『日常会話コーパス』のデータとして 190 時間（延べ話者数 793 名）を収録し，2021 年度の本公
開に向けて準備を進めた。特に，データ公開に伴う法的・倫理的な問題等について，知財関連を
専門とする弁護士と面談して方針案を策定し，関連分野の研究者と意見交換するために，シンポ
ジウム『日常会話コーパス』Ⅱでパネルディスカッション「日常会話データの公開における倫理
的・法的な問題について」を企画した。

・ 『日常会話コーパス』の設計のために準備研究として実施した会話行動調査の報告書として『一
日の会話行動に関する調査報告』を 2017 年 3 月に刊行し，プロジェクトのホームページで公開
した。

・ そのほか，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，論文17件，報告書1冊，発表・講演100件，
データベース 3 種 4 件を公開した。
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・ 共同研究員 21 名（うち大学院生 1 名）による共同研究体制を整えた。共同研究員の所属機関数
は 17 である。またプロジェクト非常勤研究員（PD フェロー）を 1 名，非常勤研究員を 6 名，技
術補佐員を 4 名雇用し，コーパス構築およびその活用を視野に入れたアノテーション設計のため
の体制を築いた。

2．共同利用・共同研究
・ 来年度からのプロジェクトの研究推進に向け，コーパス構築班では『日常会話コーパス』のデー

タとして 190 時間（延べ話者数 793 名）の収録と 34 時間分の文字化作業を，レジスター班では
『BCCWJ』のうち 1930 サンプル（小説の 39％）の会話文への話者情報の付与を実施した。また
経年変化班では『昭和話し言葉データ』50 時間（独話・対話各 25 時間）の文字化を完了させた。

・ 『名大会話コーパス』14 万語に形態論情報を付与し，会話・話者に関するメタ情報を整理した上
で，2016 年 12 月 14 日にオンライン検索システム『中納言』および全文検索システム『ひまわ 
り』にて公開した。『中納言』の実装はコーパス開発センターと共同で進めた。

・ 『国会会議録検索システム』ひまわり版として，1947 年～ 2012 年開催の本会議・予算委員会の 
データ（11106 会議，4.5 億字）を整備し，開発版を 2016 年 5 月 24 日に，発言者の生年情報を付
与した拡張版を 2016 年 12 月 8 日に公開した。

・ 『女性のことば・男性のことば ―職場編―』（ひつじ書房）の転記テキストに形態論情報を付与し，
会話・話者に関するメタ情報を整理した上で，全文検索システム「ひまわり」で研究利用できる
よう整備し，出版社の許諾を得てプロジェクトメンバーに限定して内部公開した。

・ 『日本語話し言葉コーパス』の形態論情報を BCCWJ と同じ体系に修正した上で，中納言版をコー
パス開発センターと共同で構築し，2016年9月1日に試験公開を，2017年3月に一般公開を行った。

3．教育
・ コーパス言語学分野の人材を育成するために，若手研究者や大学院生を主対象に，第 1 回コーパ

ス利用講習会（ひまわり・中納言の 2 コース）を 2016 年 9 月 1 日に，第 2 回コーパス利用講習会 
（同 2 コース）を 2017 年 3 月 1 日に開催し，それぞれ 27 名，22 名が参加した。

・ 若手の非常勤研究員および共同研究員 6 名（うち大学院生 1 名）に対し，シンポジウム『日常会
話コーパス』Ⅱ（2017 年 3 月 1 日）で発表の機会を提供した。

・ 一橋大学との協定に基づき，2名の連携教授が，コーパスを活用した計量的研究の演習を担当した。
・ 大学院生 1 名，学振 PD1 名を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。また若手研究者 6 名 
（うち大学院生 2 名）を非常勤研究員として雇用し，コーパス構築に携わると同時に，話し言葉
研究のための指導と援助を行い，人材育成に努めた。

4．社会との連携及び社会貢献
・ 『名大会話コーパス』と『日本語話し言葉コーパス』についてはオンライン検索システム「中納言」

で公開することにより，また『名大会話コーパス』と『国会会議録』については全文検索システ
ム「ひまわり」パッケージをホームページで公開することにより，書き言葉だけでなく話し言葉
についてもコーパスを容易に検索できる環境を整えた。

5．グローバル化
・ 海外の研究者 1 名を共同研究員に加えて日常会話コーパスの設計・構築に関する共同研究を行っ

た。
・ 共同研究員の鈴木亮子氏が代表をつとめる国際プロジェクト「会話における言語と相互行為の 
「単位」：複数言語からの創発的アプローチ」と連携し，発話単位などアノテーションの仕様につ
いて協議した。

・ ロマンス語のコーパスプロジェクト「C-ORAL-ROM」を主宰する Emanuela Cresti 氏，Massimo 
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　Moneglia 氏と日常会話コーパスの設計について議論した。
・ 『名大会話コーパス』中納言版・ひまわり版，『国会会議録』ひまわり版，『日本語話し言葉コーパ 

ス』中納言版をウェブサイトで海外に向けて発信した。

参加機関名

お茶の水女子大学，九州大学，一橋大学，千葉大学，東京大学，熊本大学，関西
学院大学，名古屋大学，愛知学院大学，慶応義塾大学，同志社女子大学，日本女
子大学，早稲田大学，国際交流基金，日本学術振興会，アルバータ大学，NHK
放送文化研究所

共同研究員数 21 名

基幹型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

日本語学習者のコミュニケーションの多角的
解明

日本語教育
研究領域教授

石黒　圭 2016.4‒2022.3

《研究目的及び特色》
　本プロジェクトの目的は，日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するとともに，そ
の成果を日本語教育に応用する方法を明らかにすることである。具体的には，日本語教育やその関
連領域の研究者や教育者，そして日本語学習者に有益なコーパスを構築すること，論文集や教師指
導書を刊行すること，シンポジウムや研修会を開催することである。
　本プロジェクトでは日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するために，3 つのサブ
プロジェクトを設ける。「日本語学習者の日本語使用の解明」，「日本語学習者の日本語理解の解明」，

「日本語学習のためのリソース開発」である。
　サブプロジェクト「日本語学習者の日本語使用の解明」では，「学習者の会話能力の解明」と「学
習者の日本語習得過程の解明」を行う。「学習者の会話能力の解明」としては，母語話者と学習者
の自然会話コーパスを構築し，それをもとにして学習者の会話能力を解明する。この研究は，自然
な日常会話をデータとした研究であることに特色がある。「学習者の日本語習得過程の解明」とし
ては，さまざまな言語を母語とする学習者の対話や作文のコーパスを構築し，それをもとにして異
なる言語を母語とする日本語学習者の日本語の習得過程を解明する。この研究は，日本を含む世界
のさまざまな地域において統制された条件で収集したデータを用いることにより，母語による違い
を重視することに特色がある。
　サブプロジェクト「日本語学習者の日本語理解の解明」では，「学習者の読解過程の解明」と「学
習者の聴解過程の解明」を行う。これまでの研究は学習者の言語産出活動である発話や作文に焦点
を当てたものが中心であったが，この研究は学習者の言語理解活動である読解や聴解に焦点を当て
たものである。学習者に理解した内容を母語で語ってもらったデータや教室での学習者の談話を通
して，外からは見えない読解や聴解の過程を可視化する研究である点に特色がある。
　サブプロジェクト「日本語学習のためのリソース開発」では，「オンライン日本語基本動詞辞典
の作成」と「読解教材・聴解教材の開発」を行う。「オンライン日本語基本動詞辞典の作成」とし
ては，日本語の基本動詞が持つさまざまな意味を図解なども用いてわかりやすく解説する音声付オ
ンライン辞典を作成し，日本語教師や学習者に提供する。これは，大規模コーパスを活用して作成
した辞典である点に特色がある。「読解教材・聴解教材の開発」では，日本語学習者用の読解教材・
聴解教材を作成するための共同研究を行った上で，ウェブ版教材サンプルを作成し，日本語教師や
学習者に提供する。これは，サブプロジェクト「日本語学習者の日本語理解の解明」で得られた調
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査結果に基づいて教材を作成する点に特色がある。
《2016 年度の主要な成果》
1．研究
・ 学習者の日本語使用面では，母語話者と学習者の自然会話コーパスである『BTSJ（Basic 

Transcription System for Japanese）日本語会話コーパス』と多言語を母語とする日本語学習者
コーパスである『I-JAS（International corpus of Japanese As a Second language）多言語母語
の日本語学習者横断コーパス』の構築に，当初の計画のとおりに着手した。とくに，後者は準備
段階を越え，検索システムである I-JAS 中納言ととも，第一次公開として 225 名分の発話データ，
および 145 名分の作文データの公開に至った。

・ 学習者の日本語理解面では，中国・ベトナムで 3 回，計 123 名の学習者への文章理解過程調査を
行うと同時に，国内・海外（中国・欧州等）の現地の調査協力者による所属機関の日本語学習者
を対象にした読解調査を，当初の計画のとおりに推進した。

・ 学習者のためのリソース開発面では，日本語学習者用の読解教材を作成するための共同研究を，
当初の計画のとおりに開始する一方，オンライン日本語基本動詞辞典である『基本動詞ハンドブッ
ク』の拡充を，当初の計画を超えて進め，後者が 20 見出し，例文音声 1173 文，ショートアニメ
を 31 点それぞれ新たに追加することができた。

・ 『基本動詞ハンドブック』に対して，九州大学の内田諭准教授から「コーパスに基づいた先進的
な取り組みとして一見の価値がある」と評価された。

・ 『BTSJ』に関わる講習会等を 5 回，『I-JAS』に関わるワークショップ等を 3 回，読解コーパスに
関わるチュートリアルを 2 回開催し，大学院生を含む日本語教育研究者，および現場の日本語教
師を対象に，研究成果の教育的普及に努めた。

・ プロジェクト全体として，73 機関（うち外国の大学・研究所は 28 機関），101 名の共同研究員（う
ち大学院生 4 名）を組織し（当初の計画では約 90 名），プロジェクト非常勤研究員（PD フェロー）
を 3 名，非常勤研究員を 11 名，技術補佐員を 4 名雇用した（当初の計画では順に 3 名，約 7 名，
約 3 名）。

2．共同利用・共同研究
・ 学習者の日本語使用面では，母語話者と学習者の自然会話コーパスである『BTSJ（Basic 

Transcription System for Japanese）日本語会話コーパス』と多言語を母語とする日本語学習者
コーパスである『I-JAS（International corpus of Japanese As a Second language）多言語母語
の日本語学習者横断コーパス』の構築に，当初の計画のとおりに着手した。とくに，後者は準備
段階を越え，検索システムである I-JAS 中納言ととも，第一次公開として 225 名分の発話データ，
および 145 名分の作文データの公開に至った。

・ 学習者の日本語理解面では，中国・ベトナムで 3 回，計 123 名の学習者への文章理解過程調査を
行うと同時に，国内・海外（中国・欧州等）の現地の調査協力者による所属機関の日本語学習者
を対象にした読解調査を，当初の計画のとおりに推進した。

・ 学習者のためのリソース開発面では，日本語学習者用の読解教材を作成するための共同研究を，
当初の計画のとおりに開始する一方，オンライン日本語基本動詞辞典である『基本動詞ハンドブッ
ク』の拡充を，当初の計画を超えて進め，後者が 20 見出し，例文音声 1173 文，ショートアニメ
を 31 点それぞれ新たに追加することができた。

・ その結果，プロジェクト全体のデータベースの活用促進を図るという目的を達成するために，合
同研究発表会を開催することが可能になり，プロジェクトの成果を共同利用・共同研究できる環
境が整った。
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・ オンライン日本語基本動詞辞典に関わる研究成果である BCCWJ コーパス検索ツール NINJAL-
LWP for BCCWJ（NLB）が，コーパスに基づいて編纂された日本初の国語辞典である『現代国
語例解辞典』〔第 5 版〕（小学館）の編纂に使用された。

・ 日本語学習者の 4 年間の変容と成長のデータ収集および縦断コーパスの構築のために，連携協定
を結んでいる北京日本語学研究センターと共同で年 2 回の現地調査を計画どおりに継続する一
方，2016 年 4 月に新たに連携協定を結んだ国際交流基金日本語国際センターとも，日本語学習
者のコミュニケーションに関する研究の一部を共同で推進した。

3．教育
・ コーパス構築作業に 2 名の大学院生が参加し，指導を行う一方，教室談話の分析に 4 名の大学院
　 生が参加し，国際学会で発表を行った。さらに，インド在住の大学院生 1 名に視聴覚コンテンツ

開発作業に携わり，インドの日本語教育現場との連携を深めた。
・ 一橋大学との連携講座に参画し，修士 3 名，博士 10 名の指導教員として研究論文の指導に当た

る一方，非常勤講師として首都大学東京，大阪府立大学，南山大学，東海大学で大学院教育に協
力した。

・ 雇用したプロジェクト非常勤研究員（PD フェロー）3 名のうち，1 名は博士論文を基にした著作
を 2017 年 2 月に刊行し，残る 2 名も NINJAL サロンで自身の研究成果を発表し，次年度以降，
研究が本格化できる態勢を整えた。

・ 日本語教師セミナーを当初の計画どおりに国内・海外で 1 回ずつ開催し，社会人日本語教師の研
修に努めた。

4．社会との連携及び社会貢献
・ 外国人にとってわかりやすい日本語という視点を取り入れたビジネス日本語のプロジェクトを，

企業関係者を中心とした日本テレワーク学会 Job Casting 部会との協力のもと開始した。
・ 日本語教師セミナーを国内と国外で 1 回ずつ開催し，研究成果の社会への普及に努めたほか，日

本語教師やボランティアを主な対象とする研修会を 5 回，そのほか，学習者，高校生らを対象と
する講演を各地で開催した。

5．グローバル化
・ 海外在住のプロジェクト共同研究員 28 名を軸に，日本語学習者のコミュニケーションに関する

研究を推進しているほか，連携協定を結んでいる北京日本語学研究センターと共同で，学習者の
日本語習得過程に関するデータ収集を継続している。さらに，『基本動詞ハンドブック』に関す
る発表とデモンストレーションをインドの 2 大学で開催した。

・ 日本語教師セミナー（海外）を中国の北京師範大学で計画どおりに実施した。
・ NCRB の開発の趣旨と活用方法についての発表を，北京外国語大学および仁川大学の特別講義，

韓国外国語教育学会の招待講演，2016 年日本語教育国際研究大会の口頭発表として行った。ま 
た，BTSJ や NCRB を生かした談話の理論研究やポライトネス研究を，第 31 回国際心理学会（横
浜）の口頭発表，2016 年日本語教育国際研究大会の口頭発表，第 8 回中日対照言語学シンポジ
ウムの招待パネルにて発表した。

・ 日本語教育の教室談話（使用・理解）についての発表を，2016 年度中国日本語教育研究会年次
大会で，大学院生や現地の共同研究員とともに行った。

・ 日本語読解教材の作成に関するパネル発表を，第 20 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウムで，
ヨーロッパの共同研究員とともに行った。

参加機関名
大阪大学，金沢大学，北見工業大学，九州大学，京都教育大学，神戸大学，埼玉
大学，筑波大学，東京外国語大学，東京海洋大学，東京大学，東北大学，名古屋
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大学，一橋大学，広島大学，福井大学，北陸先端科学技術大学院大学，北海道大学，
山口大学，琉球大学，国際教養大学，首都大学東京，大阪観光大学，大阪産業大
学，大阪女学院大学，学習院女子大学，関西看護医療大学，関西学院大学，実践
女子大学，聖心女子大学，清泉女子大学，東亜大学，東北学院大学，名古屋学院
大学，法政大学，武庫川女子大学，明海大学，早稲田大学，神戸市立工業高等専
門学校，国際交流基金，麗澤大学，日本学生支援機構，岩谷学園，バルセロナ自
治大学，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，ブタペストビジネススクール，チュ
ラーロンコーン大学，コロンビア大学，グリフィス大学，オックスフォード・ブ
ルックス大学，サンフランシスコ州立大学，グルノーブル・スタンダール第三大
学，サンフランシスコ市立大学，香港大学，ミネソタ大学，アルバータ大学，オー
クランド大学，ハワイ大学，リュブリャーナ大学，ロンドン大学，ミュンヘン大
学，パリディドロ第七大学，広東培正学院，慶熈大学校，西安外国語大学，台湾
元智大学，東海大學，トゥラキットバンディット大学，華中科技大学，北京外国
語大学，明知大学人文科学研究所，横浜国立大学

共同研究員数 92 名

【領域指定型】5 件

　第 3 期中期計画において，新たな研究領域の創出に資するため，外部研究者をリーダーとする共同
研究を開始した。領域指定型は，中期計画に定められた基幹研究プロジェクトの範囲内で，各研究領
域における共同研究を充実・補完するもの。

領域指定型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

日本語から生成文法理論へ：統語理論と言語
獲得

南山大学教授 村杉　恵子 2016.10‒2019.9

《研究目的及び特色》
　極小主義アプローチに基づく統語理論は，併合やラベリングといった最低限必要とされるメカニ
ズムによって，言語の諸特性（句構造，名詞句の分布，移動の義務的適用，移動の循環性と局所性，
照応形に課せられる束縛条件，削除の諸条件など）を説明する仮説である。したがって，この枠組
みに基づいた日本語の分析はそれ自体に意義があるといえるだろう。
　さらに，このプロジェクトは，統語理論を発展させる直接的な契機となりうる点で重要な意味を
もつ。言語の相同と相違は，LGB（Lectures on Government and Binding）理論においては，統語
原理群と付随するパラメータを仮説することにより説明されていた。一方，限られた普遍的特性の
みを仮設する極小主義には，もはやその余地はない。したがって，日本語文法の類型的特徴と獲得
のプロセスを適格に捉えるためには，そして，より一般的に言語間変異を説明するためには，基本
的な操作や概念に踏み込んで研究を遂行しなければならない。ラベリング，素性与値，フェイズと
いった基本的な操作や概念を，どのように設定・定義すれば，日本語の類型的特徴を捉えることが
できるのか。その仮説は，多言語の言語事実を広く正確に説明しうるのか。現時点での日本語文法
の理論的研究は，統語理論の根幹に関する研究に礎となりうる。
《2016 年度の主要な成果》
　極小主義アプローチに基づく統語理論は，「併合」による構造の生成，そして情報の解釈部門へ
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の「転送」を中心として構成される。この限られた理論的枠組みの中で，類型的な言語間変異，な
らぶに幼児による個別言語の統語的特質の獲得がどのように説明されるのだろうか。
　この問題について日本語研究から貢献すべく，各研究員は，お互いに情報を交換しながら様々な
統語現象の分析を発展させ，研究を進めている。初期の研究成果を共有し，統合するために，2016
年 12 月 26 日～ 27 日には，国立国語研究所にて公開ワークショップを開催し，12 名が研究発表を
行った。議論された現象は，言語間変異が興味深い形で観察される照応系の分布，文法格，数表
示，引用形式，省略，移動の局所性，主節不定詞などであり，統語と音韻，統語の意味の接点に言
及しつつ考察が紹介された。また「併合」と「ラベリング」の獲得についても議論があった。さら
に，より広い研究者を対象として The First International Conference on Theoretical East Asian 
Psycholinguistics（2017 年 3 月 10 日～ 12 日 研究員 2 名）において，構造，格，削除，移動に関
する研究成果が発表された。

参加機関名
南山大学，北海道大学，大阪大学，神戸大学，三重大学，東北大学，金城学院大学，
明海大学，福岡大学，横浜国立大学，九州大学，獨協大学，山形大学，中京大学

共同研究員数 14 名

領域指定型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

議会会議録を活用した日本語のスタイル変異
研究

福岡女学院
大学教授

二階堂　整 2016.10‒2019.9

《研究目的及び特色》
　本研究は，これまでの日本語の方言研究や社会言語学的研究において，「フォーマル」または「カ
ジュアル」のようにやや単純に場面への言語的反応としてとらえられてきた「スタイル」という概
念を，言語への意識（イデオロギー）や話題等に対する話者の心的態度や社会的立ち位置の表明（ス
タンス取り）などにより生じる「言語変異の社会的意味」を考慮して，話者が自ら創り上げる言語
的構造物であると仮定する。その上で，委員会や本会議のいくつかの状況に生じるスタイル変異を
考察することにより，日本語のスタイル研究に新たな発展をもたらす。また最近の海外のスタイル
研究では，特に質的側面からの議論が盛んだが，本研究でも量的研究に加えて，待遇表現，ポライ
トネスなどの質的側面の研究からの知見も取り入れた考察を行い，より総合的・包括的に言語変異
とスタイル構築の関連を明らかにする。また，議会会議録資料を言語研究のためのデータベースと
して整備することで，言語学のみならず，政治学等の他分野を含め，会議録を利用した国内外の研
究での新たな相互作用が期待できる。
《2016 年度の主要な成果》
　本年度は活動開始年度であり，まず組織内で，研究の方向・内容について，共通理解を持つよ
う，努めた。その上で，2017 年 2 月 17 ～ 18 日，国立国語研究所で研究会を開催し，4 名（言語系： 
二階堂・松田，情報系：高丸・乙武）の発表を行うとともに，来年度へ向けての研究打ち合わせを
行った。

参加機関名
福岡女学院大学，高知大学，宇都宮共和大学，福岡大学，弘前大学，鹿児島大学，
神戸松蔭女子学院大学，小樽商科大学，関西大学，東北大学

共同研究員数 14 名
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領域指定型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

古文教育に資する，コーパスを用いた教材の
開発と学習指導法の研究

群馬大学
准教授

河内　昭浩 2016.10‒2019.9

《研究目的及び特色》
　本研究の目的は，『日本語歴史コーパス』をはじめとした言語資源を活用し，国語教育の古文教
育分野に資する，新たな教材の開発と学習指導法の研究を行うことにある。国語教育学におけるコー
パス活用研究は，語彙教育分野でその成果が認知されているものの，古文教育分野においての研究，
実践はいまだ行われていない。本研究によって開発する学習教材や指導法は，古文教育分野に新た
な地平を開くものと期待できる。さらに，次期学習指導要領において高等学校国語の科目編成が大
きく改訂され，古文の学習は新たに創設される科目である「言語文化」「古典探究」で行われる見
込みである。特に必修科目となる「言語文化」は，「上代から近現代につながる我が国の言語文化
への理解を深める科目」であるとされており，これはまさに「通時コーパス」と理念を一にするも
のである。本共同研究は，新科目の内容形成の基盤となり得るものであり，研究の意義は極めて高
いと考えられる。
《2016 年度の主要な成果》
　国語科古文教育におけるコーパス活用の研究目的を達するために，コーパス活用研究に関する
研究発表会を 3 回開催した。研究成果として，通時コーパスシンポジウム（2017 年 3 月 11 日，国
立国語研究所）において，口頭発表（河内昭浩「新しい古典指導における通時コーパス活用の可能 
性」）とポスター発表（須永哲矢他「コーパスを利用した学習教材作成と，教材作成を通しての教
育実践例」）を行った。

参加機関名 群馬大学，埼玉大学，東京大学，昭和女子大学，富山大学
共同研究員数 8 名

領域指定型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

会話における創発的参与構造の解明と類型化
慶應義塾大学
講師

遠藤　智子 2016.10‒2019.9

《研究目的及び特色》
　本研究の目的は，多様な会話インタラクションのマルチモーダル分析を通じ，参与構造が会話の
各局面でどのように創発するのかを明らかにすること，およびその中に見出されるパターンを整理
し類型化することで，個々の会話データを理解する際に注意すべきパラメータを明らかにすること
である。
　従来の会話を利用した言語研究や会話コーパスの構築においては，話し手・聞き手を単純に捉
えるモデルが暗黙のうちに採用される傾向がある。他方，参与役割の多様性の問題に取り組んだ
Goffman や Clark の研究は，理論的なモデル構築に主眼がおかれたため，現実の場面における参与
構造の多様性を捉えきれていない。それに対して本研究では，様々な種類の活動をデータとして分
析し，ボトムアップ的なアプローチでモデル構築を行なうことで以下のような研究の進展をもたら
す：（1）多様性を踏まえた参与構造モデルの提示，（2）参与構造類型化のための枠組みの確立，（3）
参与構造が動的に構築されるプロセスの解明。
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《2016 年度の主要な成果》
　2016 年 10 月よりプロジェクトが開始した初年度は，2016 年 11 月に慶應義塾大学にてキックオ
フミーティングを行い，各メンバーが取り組んでいる相互行為活動について全体で理解を共有した。
その後は各自で分析を進め，2017 年 3 月の初旬に日常会話コーパスプロジェクトのシンポジウム
にてメンバー 4 名（安井・杉浦・鈴木・遠藤）がポスター発表を行った。中旬には初の公開研究会
を国語研にて開催し，参与構造がなぜ相互行為研究にとって重要であるのかを 2 件の総括的発表 

（片岡・高梨）で確認し，3 件の事例研究（秦・坂井田・遠藤）にて各場面に個別の問題を検討したほ 
か，全体討論を行った。

参加機関名
慶應義塾大学，東京外国語大学，愛知大学，千葉大学，大阪大学，京都大学，摂
南大学，名古屋大学，九州大学，京都産業大学

共同研究員数 10 名

領域指定型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

「具体的な状況設定」から出発する日本語ラ
イティング教材の開発

早稲田大学
教授

小林　ミナ 2016.10‒2019.9

《研究目的及び特色》
　日本語教育におけるこれまでのライティング教材は，初級では「既習の文型や語彙を定着させる」
ための作文が主であり，「学習者が実際に書く／打つ状況」を視野に入れたものはほとんど見られ
ない。中級以上では，学術論文やビジネスメールなどが扱われるようになるが，そこでの学習項目
は，教材作成者や教師によって経験的に設定されたものであり，「何を書かなければいけないのか」

「どのような支援を必要としているのか」といった，学習者のニーズに即したものではない。また，
現実のコミュニケーションにおけるライティングは，IT 技術の発達やインフラ整備などにより， 

「手で書く」から「キーボードやタッチパネルで打つ」に移行している。これからのライティング
教材は，このような現状も踏まえてデザインされるべきであろう。
　本研究では，「「具体的な状況設定」から出発する日本語学習のためのライティング教材の開発」
を目的とする。「状況設定」「必要なスキル」「学習者が抱える困難点」に関する 3 つの実態調査の
成果を踏まえて教材を作成することにより，現行教材が抱える問題点を克服する。また，ウェブ教
材の特性を最大限に生かすことにより，練習の形態，改訂の可変性，利便性といった面においても，
紙媒体の教科書の限界を克服することができる。
《2016 年度の主要な成果》
　「学習者が実際に何かを書く / 打つ状況」を明らかにするために（【状況調査】），調査方法の確立

（Web アンケート回答システムの設計，および，システム構築における技術的側面の検討），調査
項目の検討を行い，状況調査の実施案を作成した。
　「【状況調査】で得られた状況で書く / 打つために必要とされる言語，非言語のスキル」を明
らかにするために（【スキル調査】），スキル抽出のためのパイロット調査を行った。パイロット
調査では日本語母語話者数名の SNS（LINE，Facebook，Instagram 等）のやりとりを収集し，
収集したデータに対して産出者や受信者へのインタビュー調査を行い，スキル抽出を行った。
　「【状況調査】で得られた状況で書く / 打つ際に，学習者が抱える困難点」を明らかにするために

（【困難点調査】），スキル調査のパイロット調査の際に収集した実例と，研究会での発表内容をもと
に，困難点調査を必要とする状況を抽出し，困難点調査方法の具体案を作成した。
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　公開研究発表会を 1 回，非公開研究発表会を 3 回開催した。

参加機関名
早稲田大学，群馬大学，金沢大学，マレーシアプトラ大学，ナンヤン工科大学，
藤女子大学，同志社大学，帝京大学，金沢工業大学，長崎外国語大学，ブラジリ
ア大学，神戸大学

共同研究員数 15 名

【新領域創出型】3 件

　第 3 期中期計画において，新たな研究領域の創出に資するため，外部研究者をリーダーとする共同
研究を開始した。新領域創出型は，研究領域や基幹研究プロジェクトの枠を越えて，新たな研究の展
開・創出を探るための萌芽的研究。

新領域創出型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

語用論的推論に関する比較認知神経科学的研
究

早稲田大学
教授

酒井　弘 2016.10‒2019.9

《研究目的及び特色》
　言語によるコミュニケーションなくしては，現在のような人類の繁栄は考えられなかった。これ
までの実験を用いた言語研究は主に狭義の言語能力を対象にしてきたが，「狭義の言語機能は語用
論機構に繋がっていなければ役に立たない」という趣旨の Chomsky（2014）の言葉をひくまでも
なく，人間の言語コミュニケーション能力を解明するためには，狭義の言語能力に加えて語用論
能力の研究を推進することが必要不可欠である。そこで，本研究プロジェクトでは，関連性理論

（Sperber and Wilson 1986/1995）や理性的言語行為モデル（Frank and Goodman 2012）などを踏
まえて，狭義の言語能力のアウトプットである論理形式から表意（明意）や推意（暗意）を導く語
用論的推論の認知基盤である語用論モジュールの仕組みを，日本語と系統的・類型的に異なる言語
を比較しながら，脳機能計測を含む種々の実験手法を用いて実証的に研究する。
《2016 年度の主要な成果》
　プロジェクト第 1 回のミーティング及び公開研究発表会を 2017 年 2 月に実施し，最新の語用論
研究の動向について情報提供のセミナーを開催するとともに，推論の認知神経メカニズムを実験的
に検討する複数のプロジェクトを立ち上げるための意見交換を実施した。また，2017 年 7 月に国
立国語研究所で開催される国際学会 MAPLL-TCP2017 において，プロジェクトのメンバーが企画・
実施に関わる形で「実験語用論」をテーマとするシンポジウムを開催することになり，開催に向け
て準備を進めた。

参加機関名
早稲田大学，東北大学，目白大学，津田塾大学，三重大学，香港中文大学，ロン
ドン市立大学

共同研究員数 9 名
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新領域創出型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

all-words WSDシステムの構築及び分類語彙
表と岩波国語辞典の対応表作成への利用

茨城大学
教授

新納　浩之 2016.10‒2018.3

《研究目的及び特色》
　本研究の目的は以下の 3 つを作成し公開することである。（1）語義を岩波国語辞典の語義にした
all-words WSD システム，（2）語義を分類語彙表のコード番号にした all-words WSD システム，（3）
分類語彙表と岩波国語辞典の対応表。word sense disambiguation（WSD）は，意味解析のプリミティ
ブな処理でありながら，実際のシステムで利用されてはいない。これは通常の WSD が対象単語を
限定しているからである。対象単語を限定しない all-words WSD システムが利用できれば，意味
解析システムがより現実的なものとなり，同時に意味解析の研究も進展する。また分類語彙表のコー
ドは概念であり，その説明が不足している。岩波国語辞典の語義と対応させることで，その概念が
何を意味しているかが明確になる。更に岩波国語辞典の語義と対応させることで，分類語彙表に不
足している部分や岩波国語辞典よりも詳細になっている部分が判明し，この観点から分類語彙表の
評価が可能になる。
《2016 年度の主要な成果》
　本年度の目標は岩波国語辞典の語義を付与する all-words WSD システムを開発することであっ
た。まず all-words WSD のサーベイと利用するデータを準備し，各自が WSD に関する研究を行う
ことから開始した。年度末に公開研究発表会を言語処理学会第 23 回年次大会（筑波大学）のテー
マセッション「語義タグの付与とその利用」として開催し，82 名の参加者のもと，本プロジェク
トの研究成果として 3 件の発表を行った。目標とした all-words WSD システムは，研究代表者ら
が以前開発した KyWSD を改良して流用した。

参加機関名 茨城大学，北陸先端科学技術大学院大学，山梨大学
共同研究員数 5 名

新領域創出型
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

日本語の間接発話理解：第一言語，第二言語，
人工知能における習得メカニズムの認知科学
的比較研究

東京学芸大学
教授

松井　智子 2016.10‒2019.9

《研究目的及び特色》
　近年世界的にも文脈理解を含めた言語コミュニケーション（語用論）の発達研究の必要性が高ま
り，本研究代表者を含む複数の研究者が国際的な学術誌に特集を組んでいる（Ifantidou & Matsui 
2013; Matsui 2014）。また，それぞれの言語文化に特有なコミュニケーションスタイルに関する文
化比較的発達研究の重要性も指摘されている（Fitneva & Matsui 2014）。このような国際的な研究
動向を背景に，言語学のみでなく，心理学や認知科学を含む学際的な研究領域として方法論も確立
しつつある今，間接発話理解の総合的な習得研究の機は熟したと言えるだろう。さらに人工知能の
研究が近年勢いを増しているが，文脈理解に関しては未だ研究が進んでいない中，本プロジェクト
でアイロニーや間接的表現の計算モデルの構築と検証が成功すれば，世界に先んじた研究として注
目されることは間違いない。



38 Ⅱ 共同研究と共同利用

《2016 年度の主要な成果》
　間接発話理解の発達研究で用いる課題の開発のために，「アイロニー」や「遠回しな言い方」な
どを含む間接発話の解釈メカニズムについて詳細に検討した。さらに就学児童や日本語学習者にも
理解できる間接発話課題の開発を開始した。それらの成果報告とプロジェクトの構想発表を兼ねて，
公開研究会を開催した。

参加機関名
東京学芸大学，電気通信大学，愛媛大学，慶應義塾大学，琉球大学，北見工業大
学

共同研究員数 7 名

【コーパス基礎研究】1 件

　基幹型プロジェクト等で構築される予定の日本語史，日常会話，方言，日本語学習者に関するコー
パスの効率的な構築を実現するために基礎研究を実施している。

コーパス基礎研究
プロジェクトリーダー

研究期間
所属・職名 氏　名

コーパスアノテーションの拡張・統合・自動
化に関する基礎研究

コーパス開発
センター准教授

浅原　正幸 2016.10‒2022.3

《研究目的及び特色》
　所内プロジェクトに対する技術支援に必要な種々の基礎技術を開発すること，ならびにコーパス
を活用した言語研究における新しい可能性を開拓することを目的として，コーパスアノテーション
の拡張，開発，および自動化に関する基礎研究を実施する。
　具体的な研究対象としては，当面，発声様式等の音声情報アノテーション，語彙の意味アノテー
ション，単語単位の係り受けアノテーションの 3 種類をとりあげるが，今後，研究の推移に応じて
対象を拡張する。
《2016 年度の主要な成果》
・ 2016 年 10 月よりコーパス開発センターの共同研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自

動化に関する基礎研究」を開始した。浅原をリーダーとし，所外共同研究者は，音声アノテーショ
ン関係が 10 名，意味アノテーション関係が 3 名，係り受け構造アノテーション関係が 7 名であ
る。所内からは，石本，岡，加藤，西川，近藤，山崎，前川が参加している。2017 年 3 月開催
の「言語資源活用ワークショップ」および「語彙資源活用シンポジウム」では，この共同研究関
係で 15 件の発表が行われた。

・ 共同研究プロジェクトの係り受け班は Universal Dependencies プロジェクトに参加し，2016 年
12 月に大阪で開かれた国際会議 COLING-2016 の招待講演者 Joakim Nivre ほか 3 名と日本語の
Universal Dependencies 適応について議論を行った。その成果は言語処理学会第 23 回年次大会
のチュートリアル（聴講者約 200 名）で紹介したほか，CoNLL-2017 の Shared Task（評価型ワー
クショップ）に日本語の係り受けデータを提供した。

・ 共同研究プロジェクトの語義班は，言語処理学会第 23 回年次大会において「語義タグとその
利用」と題したテーマセッション（2 部制：午前 82 名・午後 42 名参加）を新領域創出型プ
ロジェクト「all-words WSD システムの構築及び分類語彙表と岩波国語辞典の対応表作成へ
の利用」とともに企画した。発表は 8 件であり，そのうち 7 件が語義班からの発表であった。
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・ 共同研究プロジェクトの音声班は，2016 年 9 月にサンフランシスコで開催された国際会議
INTERSPEECH 2016 でフィラーの声質に関する口頭発表を行ったほか，同年 12 月には中央研
究院語言学研究所（台湾）および国語研究所と共催の形で日本音声学会第 334 回日本音声学会研
究例会シンポジウム「フィラーの音声学と言語学：日英中を対象に」（聴講者約 40 名）を開催した。

参加機関名
明治大学，茨城大学，国立情報学研究所，京都大学，奈良先端科学技術大学院大
学，統計数理研究所，甲南大学，和歌山大学，千葉大学，宇都宮大学，日本アイ・
ビー・エム株式会社

共同研究員数 24 名

人間文化研究機構基幹研究プロジェクト2

　人間文化研究機構では，国内外の大学等研究機関や地域社会等と組織的に連携し，現代的諸課題の
解明に資する「基幹研究プロジェクト」を推進し，人間文化の新たな価値体系の創出を目指している。
国立国語研究所もそれらのプロジェクト等に参画している。

広領域連携型基幹研究プロジェクト
　人間文化研究機構を構成する 6 機関が協業して，国内外の大学等研究機関や地域社会と連携し，新
たな人間文化研究システムを構築するとともに，異分野融合による新領域創出を目指す。

日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構築
　国語研・歴博が主導機関となって，「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構
築」と題する連携研究を2016年度に開始した。日本列島において地域が直面しているさまざまな課題，
特に地域社会の変貌や災害によって多様性が失われつつある状況が惹起する諸問題とその解決のため
に，人間文化研究機構の各機関が相互に連携し，地域における大学・博物館等とも協働しながら調査
研究を推進する。
〈国語研ユニット〉方言の記録と継承による地域文化の再構築

研究代表者：木部暢子（言語変異研究領域教授）
　地域社会の変貌により，地域の貴重な文化資源である方言が急速に衰退しつつある。本研究で 
は，自治体や各地の大学・研究者と連携して地域の方言の記録や方言の継承活動を行うことにより，
方言を主軸とする地域文化の再構築の可能性と方言の持つ文化的意義について研究を行う。

異分野融合による「総合書物学」の構築
　歴史的典籍の「書物」としての面に着目して，従来の書誌学に異分野融合の観点を加え，「総合書物学」
という研究分野の構築を目指す。国文研が主導機関となり，歴博，国語研，日文研の 3 機関の共同研
究を基礎に，分野横断的な研究の進展を促し，新たな研究分野である「総合書物学」を構築する。
〈国語研ユニット〉表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化

研究代表者：高田智和（言語変化研究領域准教授）
　文献学と言語計量の手法により，言語単位（単語，文節，句，文など）と表記・書記単位（仮名字体，
漢字字体，連綿文字列，句読点等表記記号など）と書物や版面の形状（装丁，料紙，版型，頁遷移，
行遷移など）との相関関係を明らかにする。また，既存の日本語歴史コーパスに表記情報・書誌形
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態情報を加え，言語から見た書物，書物から見た言語を分析するための共同利用基盤を作成・提供
することで，異分野融合による新領域「総合書物学」の形成に寄与する。

ネットワーク型基幹研究プロジェクト
日本関連在外資料調査研究・活用事業
　欧米にある日本関連資料の中には，現地の日本文化研究者の不足や個人所蔵であることから，所在
情報や資料価値の掌握がされていない貴重な資料が多数存在する。本事業はこうした文書，音声，実
物資料を含む多様な資料の調査研究を進めると同時に，その成果を国内外で活用し，海外における日
本研究者育成や日本文化理解を促進する。
〈 国語研プロジェクト〉北米における日本関連在外資料調査研究・活用 ―言語生活史研究に基づい
た近現代の在外資料論の構築
研究代表者：朝日祥之（言語変異研究領域准教授）
　主として北米に移住した日本人に注目し，言語史・社会史・生活史を起点としながら，新たな資
料論の創出を含む資料調査，並びに研究を行う。

研究資源高度連携事業
　人間文化研究機構を構成する 6 研究機関や国立国会図書館，京都大学地域研究統合情報センター等
が開発・蓄積したデータベースの横断検索が可能な統合検索システム（nihuINT）に次のデータベー
スを提供している。また，統合検索システムでの検索をより行いやすくするために人名一覧基盤シス
テムの作成に協力している。

・ことばに関する新聞記事見出しデータベース
・蔵書目録（図書）データベース
・蔵書目録（雑誌）データベース
・日本語研究・日本語教育文献データベース
・『日本言語地図』画像データベース
・『方言文法全国地図』画像データベース
・米国議会図書館本源氏物語翻字本文データベース
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外部資金による研究3

○科学研究費補助金

研究種目 研究代表者 研　究　課　題　名
交付額

（千円）
（直接経費）

基盤研究（A）
一般 窪薗　晴夫 日本語諸方言のプロソディーとプロソディー体系の

類型 6,800

基盤研究（A）
一般 小木曽　智信 日本語歴史コーパスの多層的拡張による精密化とそ

の活用 9,200

基盤研究（A）
一般 野田　尚史 読解コーパスの構築による日本語学習者の読解過程

の実証的研究 9,200

基盤研究（A）
海外 木部　暢子 日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方

言研究の開拓 6,200

基盤研究（A）
一般 迫田　久美子 海外連携による日本語学習者コーパスの構築及び言

語習得と教育への応用研究 8,400

基盤研究（B）
一般

Prashant
Pardeshi

統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノ
テーション研究・複文を中心に 2,200

基盤研究（B）
一般 山崎　誠 会話文への発話者情報の付与によるコーパスの拡張 3,500

基盤研究（B）
一般 浅原　正幸 言語コーパスに対する読文時間付与とその利用 2,900

基盤研究（B）
一般 前川　喜久雄 自発音声コーパスの分析による filled pause の音声

学的特徴の解明 3,500

基盤研究（B）
一般 高田　智和 字体記述のデジタル化に基づく文字規範史の定位 3,300

基盤研究（B）
一般 小磯　花絵 コーパス言語学的手法に基づく会話音声の韻律特徴

の体系化 1,700

基盤研究（B）
一般 石黒　圭 文脈情報を用いた日本語学習者の文章理解過程の実

証的研究 6,800

基盤研究（C）
一般 朝日　祥之 北海道北見市常呂町居住者の方言と郷里方言との相

関に関する社会言語学的研究 900

基盤研究（C）
一般 柏野　和佳子 「書き言葉的」と「話し言葉的」という文体差のあ

る語の分析 1,300

基盤研究（C）
一般 熊谷　康雄 大規模方言分布データの計量的分析方法の開発 500

基盤研究（C）
一般 新野　直哉 近現代の新語・新用法および言語規範意識の研究 700

基盤研究（C）
一般 石本　祐一 音声アシスタントとの円滑な話者交代を実現する音

声言語特徴の解明 1,100

基盤研究（C）
一般 福永　由佳 多言語環境にある外国人の日本語観と言語選択に関

する研究 ―在日パキスタン人を中心に 400

基盤研究（C）
一般 長崎　郁 19 世紀半ば～ 20 世紀半ばロシア北東地域のユカ

ギール語資料に関する言語学的研究 900

基盤研究（C）
一般 宮嵜　由美 LINE における待遇表現ストラテジーの計量的研究 700
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基盤研究（C）
一般 渡辺　美知子 後続要素の複雑さが言い淀みの発生に及ぼす影響に

ついての日英対照研究 1,100

挑戦的萌芽
研究 大西　拓一郎 方言周圏論と方言区画論の統合による新しい言語地

理学の創成 1,000

挑戦的萌芽
研究

Prashant
Pardeshi

大規模コーパスに基づく日本語機能語の基礎研究と
機能語検索ツールの応用 500

挑戦的萌芽
研究 浅原　正幸 近代語コーパスに対する統語情報アノテーションの

基準策定 1,100

挑戦的萌芽
研究 野山　広 基礎教育保障学の構築に向けた萌芽研究 1,100

挑戦的萌芽
研究 山口　昌也 即時性と教育効果を考慮した協調学習過程の構造化

手法に関する研究 800

若手研究（B） 藤本　灯 文章と発話の自発性からみた主語標示の助詞「が・
の」の計量的研究 1,500

若手研究（B） 船越　健志 自然言語における省略可能な統語範疇に関する通言
語的研究 700

若手研究（B） 乙武　香里 讃岐方言における発話行為体系と発話未表現の相関
の解明のための予備的研究 800

若手研究（B） 坂井　美日 日本方言の活格性に関する基礎的研究 1,200

若手研究（B） 加藤　祥 コーパスから取得しやすい情報と取得しにくい情報
の研究 800

若手研究（B） 黄　賢暻 韓国語サイッソリにおける意味構造とプロソディの
方言・言語対照研究 600

若手研究（B） 渡辺　由貴 歴史コーパスに基づく中世・近世語の複合辞および
連語の研究 1,300

若手研究（B） 三樹　陽介 消滅の危機に瀕した八丈語の音声資料作成とその分
析に関する研究 800

研究成果公開
促進費 今村　泰也 所有表現と文法化 900

研究成果公開
促進費 山崎　誠 テキストにおける語彙的結束性の計量的研究 900

研究成果公開
促進費 藤本　灯 山田孝雄著『日本文体の変遷』本文と解説 1,000

研究成果公開
促進費 井上　文子 日本の危機言語・方言データベース 5,400

特別研究員
奨励費 青井　隼人 関係性に着目した宮古語音韻構造の探求 900

特別研究員
奨励費 三樹　陽介 消滅の危機に瀕する八丈語の調査・記録と談話資料

の作成・公開 1,100

特別研究員
奨励費

Clemens
Poppe

言語類型論から見た日本語諸方言におけるトーンと
母音の相互作用 700

研究活動 
スタート支援 松井　真雪 超音波映像資料から見るロシア語の有声阻害音と無

声阻害音の口頭特徴 800

研究活動 
スタート支援 川端　良子 対話コーパスに基づく指示場面における発話機能の

実証的研究 1,200
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○寄附金（2016 年度受入金額）
・ 「地域言語学習コンテンツ制作・利用プロジェクトを核とした琉球諸語の復興研究」（山田真寛）博

報児童教育振興会（第 11 回児童教育実践についての研究助成）1,831 千円
・ 「多文化・多言語社会としての日本の理解 ―消滅危機言語の相互理解性と世代間継承度のための客

観的尺度の創出―」（山田真寛）トヨタ財団（トヨタ財団研究助成プログラム）2,178 千円
・ 「コトバ×デザイン×コミュニティ：消滅危機言語復興研究におけるデザインのちから」（山田真寛）

DNP 文化振興財団（グラフィック文化に関する学術研究助成）23 千円

学術刊行物4

『国立国語研究所論集』（NINJAL Research Papers）
　国立国語研究所における研究活動の活性化と成果の発表及び所内若手研究者の育成を目的として，
各年度に 2 回（7 月と 1 月），オンラインと冊子体の両形態で発刊している。

○第 11 号（2016 年 7 月）
藤本 灯
　「色葉字類抄データベースの構築と展望」pp.1‒10.
日高水穂
　「方言接触による授与動詞体系の変容 ―FPJD 調査より―」pp.11‒24.
Yuichiro Kobayashi
　 “Heat map with hierarchical clustering: Multivariate visualization method for corpus-based 

languages studies” pp.25‒36.
小西 光
　「近代口語文翻訳小説コーパス構築の概要と計量的分析」pp.37‒62.
松田謙次郎
　「大正～昭和戦前期の SP 盤演説レコードにおける「場合」の読みについて」pp.63‒82.
Takayo Sugimoto
　“Acquisition of rendaku by bilingual children: A case study” pp.83‒92.
ポリー・ザトラウスキー
　「未知の食べ物への言及の仕方 ―試食会における同定と共感―」pp.93‒116.
田中ゆかり，林 直樹，前田忠彦，相澤正夫
　 「1 万人調査からみた最新の方言・共通語意識 ―「2015 年全国方言意識 Web 調査」の報告―」

pp.117‒146.
辻 加代子，井上史雄，柳村 裕
　 「岡崎における第三者敬語の位置づけ ―「第三者尊敬表現」,「第三者謙譲表現」各場面のデータ

を中心に―」pp.147‒166.
鶴谷千春
　 「丁寧さを表現するために日本語母語話者が用いる韻律的特徴」pp.167‒180.
上野善道
　 「喜界島方言のアクセント資料（5）」pp.181‒213.
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○第 12 号（2017 年 1 月）
藤本 灯，北﨑勇帆，市村太郎，岡部嘉幸，小木曽智信，高田智和
　 「「人情本」コーパスの設計と構築」pp.1‒12.
船橋瑞貴
　 「口頭発表にみられる修復の日韓対照分析 ―日本語教育での応用を視野に入れて―」pp.13‒28.
市村太郎，村山実和子
　 「洒落本コーパス構築の試行」pp.29‒46.
Mayuki Matsui 
　 “Interactions between speaking rate and temporal implementation of vocing contrast: A pilot 

acoustic study” pp.47‒62.
生天目知美，高原真理，砂川有里子
　 「多義動詞としての「知る」と「分かる」の使い分け ―コーパスを活用した類義語分析―」

pp.63‒80.
野田大志
　 「現代日本語における動詞「ある」の多義構造」pp.80‒110.
島田泰子，芝原暁彦
　 「方言研究における地形情報としての DEM（数値標高モデル）導入の試み ―言語地図分析にお

ける〈精密立体投影〉手法の可能性―」pp.111‒124.
田島孝治
　 「調査中の記録動作をデータ整理に活用する景観文字調査ツールの開発」pp.125‒138.
上野善道
　 「徳之島浅間方言のアクセント資料（3）」pp.139‒162.
ヴォロビヨワ・ガリーナ，ヴォロビヨフ・ヴィクトル
　 「非漢字系日本語学習者の漢字学習における阻害要因とその対処法 ―体系的な漢字学習の支援を

目指して―」pp.163‒180.
渡辺美知子，外山翔平
　 「『日本語話し言葉コーパス』と対照可能にデザインされた英語話し言葉コーパスにおけるフィ

ラーの分布の特徴」pp.181‒204.
柳村 裕
　 「話者の職業による敬語使用の差異と変化 ―岡崎敬語調査資料の分析―」pp.205‒226.
銭谷真人
　 「仮名字体研究における「学術情報交換用変体仮名」の検証と応用」pp.227‒249.

2016 年度公開中のコーパス・データベース5

　Web サイトにおいて，共同研究の成果としてのコーパスおよびデータベースを公開しているが，
2016 年度は下記資料の公開（ないし公開の継続）を行った。

コーパス
　国立国語研究所で構築したコーパス（言語を分析するための基礎資料として，書き言葉や話し言葉
の資料を体系的に収集し，研究用の情報を付与したもの）。
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・ 現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）
　 現代日本語の書き言葉の多様性を把握するために構築したコーパスで，書籍，雑誌，新聞，白書，

Web，法律などから無作為に抽出した約 1 億語のテキストに形態論情報，文書構造タグを付与し，
オンラインおよび DVD で公開している。
・BCCWJ全文検索サイト『少納言』
　 国立国語研究所で開発された Web アプリケーションで，初心者でも簡単に BCCWJ 内の文字列

を検索することができる。
・NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）
　BCCWJ を検索するために，国語研と Lago 言語研究所が共同開発したオンライン検索システム。
・日本語話し言葉コーパス（CSJ）
　 日本語の自発音声を大量にあつめて多くの研究用情報を付加した話し言葉研究用のデータベースで

あり，国立国語研究所，情報通信研究機構（旧通信総合研究所），東京工業大学が共同開発した，質・
量ともに世界最高水準の話し言葉データベース。音声言語情報処理，自然言語処理，日本語学，言
語学，音声学，心理学，社会学，日本語教育，辞書編纂など幅広い領域で利用されている。
・日本語歴史コーパス（CHJ）
　 日本語の歴史を研究するための資料を集めたコーパスで，将来的に上代から近代までをカバーする

通時コーパスとすることを目標に開発が進められており，現在は構築済みの部分を公開中。
・近代語のコーパス
　 明治・大正時代の日本語を研究するために構築されたコーパスで，『太陽コーパス』『近代女性雑誌

コーパス』『明六雑誌コーパス』『国民之友コーパス』を公開している。『日本語歴史コーパス』「明
治・大正編Ⅰ雑誌」の一部としても検索可能。
・国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）
　 3 か月間にわたり 1 億 URL をクロールして構築した 258 億語規模の Web テキストのコーパス。形

態素解析・係り受け解析済みテキストからなる。
・中国語・韓国語母語の日本語学習者縦断発話コーパス（C-JAS）
　 日本語学習者 6 名の 3 年間の縦断的発話データを公開している。
・多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）
　 12 言語の母語の学習者および日本語母語話者の発話データ（ストーリーテリング，ロールプレイ，

対話，絵描写），作文データ（ストーリーライティング，エッセイとメール文（任意）），発話の音声デー
タを所収。
・コーパス検索アプリケーション『中納言』
　 国立国語研究所で開発されたコーパスを検索することができる Web アプリケーションで，短単位・

長単位・文字列の 3 つの方法によってコーパスに付与された形態論情報を組み合わせた高度な検索
を行うことができる。
・アイヌ語口承文芸コーパス ―音声・グロスつき―
　 木村きみさん（1900‒1988，沙流川上流域のペナコリ出身）がアイヌ語で語った物語 10 編（ウエペ

ケㇾ（散文説話）8 編，カムイユカㇻ（神謡）2 編）約 3 時間分の音声に，日本語と英語による訳
とグロスや注解を付けた初めてのアイヌ口承文芸デジタル集成。
・日本語学習者による，日本語・母語対照データベース
　 国立国語研究所日本語教育センターが作成した「作文対訳データベース」および「発話対照データ

ベース」を公開している。いずれも日本語学習者が同一の課題に基づき，日本語および自分の母語
によって行った言語表現を対照可能な形でデータベース化したもの。
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・ 統語・意味解析情報付き現代日本語コーパス（NPCMJ）
　 現代日本語の書き言葉と話し言葉のテキストに対し文の統語・意味解析情報をタグ付けしたもの。

簡単にコーパス内のツリー（統語構造付き文）を検索，閲覧，ダウンロード可能なウェブインター
フェースとともに公開している。
・「日本の消滅危機言語・方言」データベース
　 奄美・沖縄のことば，八丈島のことばをはじめとする，日本各地の消滅危機言語・方言の単語の発

音や自然談話の発音を収録。文字化テキスト，共通語訳も公開している。

オンライン辞書
オンラインで検索できる辞書・用例集。
・基本動詞ハンドブック

日本語学習者・日本語教師が基本動詞の理解を深めることができるように，基本動詞の多義的な意
味の広がりを図解なども用いて分かりやすく解説したオンラインツール。例文，コロケーションな
どの執筆には，国語研の『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』（約 1 億語）や筑波大学の『筑
波ウェブコーパス』（約 11 億語）などの大規模日本語コーパスを積極的に活用し，他のレファレン
スには見られない生きた情報を提供している。
・複合動詞レキシコン（国際版）
「押し上げる，晴れ渡る」など，日常よく使われる日本語複合動詞（2,700 語以上）に意味や用法の
情報を付与した言語研究及び日本語学習用のオンライン辞書で，英語・中国語・韓国語翻訳付き。
研究教育目的での元データのダウンロードも可能。
・トピック別 アイヌ語会話辞典

1898 年に刊行された『アイヌ語會話字典』を底本とし，口語訳や音声・ビデオ・写真などのデー
タを付与したオンライン辞典。
・寺村誤用例集データベース

日本語教育研究の礎を築いた故寺村秀夫氏による，諸外国からの留学生が書いた作文に見られる日
本語の誤用を収集・分類したデータベース。
・Webデータに基づく用例データベース（複合動詞，サ変動詞，形容詞）

複合動詞，形容詞，サ変動詞の用例のデータベース。用例は，語ごとに構築した専用の Web コー
パスから行っている。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収
集用例の偏りの軽減に配慮している。

言語地図
言語の多様性・分布を地図に表現した資料。
・使役交替言語地図

世界の言語の形態的関連のある有対動詞を収集した地理類型論的なデータベース。日本語を含む諸
言語の有対自他動詞の類型論的な情報を，世界地図およびチャート（表）上で可視化し，有対自他
動詞を類型論的な視点から分析できるウェブアプリケーションとなっている。
・日本言語地図

各地の方言で，どのような語形や発音がどこに現れるかを表示した言語地図（方言地図）で，全国
の方言の地理的分布を一望できる基礎資料。『日本言語地図』所載の地図の画像（全 300 図）を公
開している。
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・方言文法全国地図
文法事象の全国的な分布を展望できる言語地図（方言地図）で，方言研究における基本的な資料。 

『方言文法全国地図』所載の地図の画像（全 350 図）を公開している。

画像・PDF
方言地図や貴重書の画像ファイル，論文の PDF ファイルなど。
・日本語史研究資料（国立国語研究所蔵）

国立国語研究所研究図書室蔵書のうち，日本語史資料として著名なものや，歴史コーパスの原材料
として利用できるものを選定し，デジタル画像や翻字本文を順次公開している。
・米国議会図書館蔵『源氏物語』翻字本文

米国議会図書館アジア部日本課が所蔵する『源氏物語』（全 54 冊，LC Control No.：2008427768）
の翻字本文（電子テキスト）を公開。また，全 54 巻を対象とした文字列検索も提供している。
・米国議会図書館蔵『源氏物語』画像

米国議会図書館アジア部日本課が所蔵する『源氏物語』（LC Control No.：2008427768）のうち，桐 
壺・須磨・柏木の原本画像を閲覧できる。原本画像と翻字本文を対照表示させることも可能。
・雑誌『国語学』全文データベース

日本語学会の（旧）機関誌『国語学』全巻の全文テキストデータベース。誌面の PDF ファイルも
公開している。

ツール
言語資料を扱うためのプログラムや Web 上で利用するツール。
・UniDic

形態論情報を付与した語彙資源。形態素解析器 MeCab 用の解析用辞書を公開している。
・形態素解析ツール Web 茶まめ

各種の UniDic を使って形態素解析を行うためのツール。形態素解析に必要な一連の作業を Web
上でわかりやすいインターフェースによって行うことができる。
・（方言研究の部屋）データとプログラム
『方言文法全国地図』全データ（1 ～ 6 集），最新版 PDF『方言文法全国地図』（1 ～ 6 集），方言文
法全国地図作成の機械化（イラストレータ用プラグイン・白地図・記号），準備調査（調査票と地図・
データ），言語地図データベースの公開ページ。
・全文検索システム『ひまわり』
『ひまわり』は，コーパス，用例集，辞書といった言語資料を全文検索するために開発されたソフ
トウェアである。XML で記述された言語資料を全文検索し，検索文字列に対する前後文脈や付与
情報（書誌情報など）を表示することができる。
・教育活動観察支援システム FishWatchr

リアルタイムに進行する活動や，ビデオ撮影された活動に対する注釈づけを実現するとともに，注
釈付け結果を用いて，グループでの振り返りを支援するツール。

カタログ
図書・研究資料などの書誌情報を中心とする資料。
・雑誌『国語学』全文データベース

日本語学会の（旧）機関誌『国語学』全巻の全文テキストデータベース。誌面の PDF ファイルも
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公開している。
・日本語研究・日本語教育文献データベース

学術雑誌，論文集等に掲載された日本語関係の論文等のデータベース。データは定期的に追加され，
ウェブ上で 21 万件以上のデータから文献を検索することが可能。
・国立国語研究所蔵書目録データベース

国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15 万冊と雑誌約 5,800 タイトルの目録・所蔵情報が
検索できるデータベース。貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報も掲載している。
・ことばに関する新聞記事見出しデータベース

国立国語研究所が 1949 年から 2009 年 9 月までのことばに関する新聞記事を集めた「切抜集」に所
収されている新聞記事の，発行日・新聞名・見出し等を収録した「見出し（目録）データベース」。
・国立国語研究所刊行物データベース

創立（1948 年）から現在に至るまでの，国立国語研究所の刊行物を検索可能なデータベース。
・国立国語研究所学術情報リポジトリ

国立国語研究所における学術研究・教育活動の成果及び国立国語研究所が所蔵する学術資料を電子
的形態で収集・保存し，Web 上で公開している。
・国立国語研究所研究資料室収蔵資料

国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料の概要をまとめた
目録。

その他データ
各種言語調査等のデータ。
・『分類語彙表 増補改訂版』研究用データ

分類語彙表とは，「語を意味によって分類・整理したシソーラス（類義語集）」で，書籍版の『分類
語彙表 ―増補改訂版―』の元となったデータを加工したもの。データベースソフトに取り込める
よう CSV 形式になっており，レコード総数は 101,070 件。
・現代雑誌 200 万字言語調査語彙表

2001 年から 2004 年にかけて行われた「現代雑誌の語彙調査 ―1994 年発行 70 誌―」の調査結果の
語彙表。
・「学校の中の敬語」アンケート調査データ

国立国語研究所が 1989 年から 1990 年にかけて中学生・高校生を対象に実施した敬語使用と敬語意
識に関するアンケート調査で得られたデータ。中学生は東京2,456名，山形339名，高校生は東京2,222
名，大阪 1,004 名が回答している。
・岡崎敬語調査データベース

国立国語研究所が中心となって，愛知県岡崎市で行った敬語調査のデータベース。岡崎敬語調査
（OSH）は，1953（昭和 28）年，1972（昭和 47）年，2008（平成 20）年に行われ，戦後の 55 年と
いう長いタイムスパンの実時間の変化が分かる。
・沖縄語辞典データ集

国立国語研究所資料集 5『沖縄語辞典』の本文篇，索引篇，地名一覧表のデータ。
・『日本語教育のための基本語彙調査』データ

国立国語研究所報告 78『日本語教育のための基本語彙調査』（1984）の「基本語彙 五十音順表」， 
「意味分類体語彙表」，「分類項目一覧表」を電子化したもの
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・『幼児・児童の連想語彙表』データ
国立国語研究所報告 69『幼児・児童の連想語彙表』（1981）の「全連想語彙調査表」および「頭音
連想語彙調査表」を電子化したものです。
・甑島方言アクセントデータベース

甑島（鹿児島県薩摩川内市）の各集落について 2 名ずつの話者のアクセントを，各話者の許諾を得
て公開している。

研究成果の発信と普及6

　国語研では，研究成果を社会に発信・還元するために，各種のシンポジウムや研究会を開催してい
る。ここでは専門家向けのものを挙げる。

Ａ．国際シンポジウム
　国語研が主体となって実施する研究や，他機関との連携研究による優れた研究成果のうち，時宜を
得た課題を取り上げ，海外からの専門家も交えて，論旨を深めながら学術界に公表するため，国際シ
ンポジウムの開催や国際学会の共催をしている。

Ⅰ．NINJAL 国際シンポジウム
○The 24th Japanese/Korean Linguistic Conference

2016 年 10 月 14 日～ 16 日（国立国語研究所）
10 月 13 日　Satellite workshop 1: Syllables and Prosody

Jongho Jun (SNU)
　“Syllable count effects in Korean n-insertion”
Junko Ito (UC Santa Cruz) and Armin Mester (UC Santa Cruz)
　“On superheavy syllables”
Lisa Davidson (NYU)
　“Prosodic conditioning of the implementation of phonation in obstruents”
Haruo Kubozono (NINJAL)
　“Syllables and moras in Japanese dialects”
Shigeto Kawahara (Keio University) and Jason Shaw (Yale University)
　“Interaction of high vowel devoicing and syllabification”
Seunghun Lee (ICU) and Hyun Kyung Hwang (NINJAL)
　“The status of syllables within the prosodic hierarchy in Korean”

10 月 14 日
Opening remarks: Taro Kageyama, Director (NINJAL)
Oral Session 1

Kaoru Horie (Nagoya University)
　 “Differential degrees of retention of lexical meaning in Japanese and Korean functional 

categories: A typological and constructional approach”
Simon Barnes-Sadler (SOAS, University of London)
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　“Dialectometric approaches to Korean”
Chikako Takahashi (Stony Brook University)
　“Information structure of Japanese ditransitive”

Oral Session 2
Hiroshi Aoyagi (Nanzan University)
　“On the productivity of verb-stem expansion in Japanese and Korean”
Takayuki Akimoto (Chuo University)
　“An applicative approach to affected subject transitives in Japanese”

Poster Session 1
Masayuki Yasuhara (Teikyo University)
　“Marked/ unmarked anti-causative pairs of “verbal noun and suru” expressions”
Takeo Suzuki (Atomi University/Waseda University)
　 “A further exploration into the sourse of affectivity of the Ni-passive with an inanimate 

subject”
Seunghun Lee (International Christian University) and Shigeto Kawahara (Keio University)
　“Korean vocative truncation and information theory”
Jinsok Lee
　“Discourse effect of personification in variation of Japanese and Korean demonstratives”
Chihkai Lin (Soochow University)
　“Gemination in Sino-Japanese recisited”
Céleste Guillemot (International Christian University)
　 “Coarticulation may not be universal: The production of /ɯ/ by Japanese L1 speakers and 

French L2 learners”
Yoshihiko Asao (National Institute of Information and Communication Technology)
　“Word-internal pronouns in Japanese”
Hyunjun Park (City University of Hong Kong)
　“Korean caki as an empathy locus”
Rihito Shirata (JEPS/University of the Ryukyus) and Lukas Rieser (Kyoto University)
　 “Why, and how, are why-clauses different? The case of Kikaijima Ryukyuan nuwa / nuka”
Shun Ihara (Osaka University)
　“The dynamics of the Japanese sentence-final particle ne”
Myeong Hyeon Kim (University of Illinois Urbana-Champaign)
　“The processing of scrambling in native Korean speakers”
Gen Fujita (Sophia University)
　“Head parameter revisited: Comparative syntax between English and Japanese”
Akari Ohba (Ochanomizu University) and Kyoko Yamakoshi (Ochanomizu University)
　“Children’s acquisition of scalar implicatures in Japanese”
Yiting Chen (NINJAL)
　“A constructionist approach to double negatives in Japanese”
Shuangshuang Hu (UiL-OTS/Utrecht University) and René Kager (UiL-OTS/Utrecht 
University)
　“Koreans’ cross-dialect phonological perception of Japanese pitch accent”
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Yasuyuki Fukutomi (Fukushima University)
　“’to suru’ constructions-especially ‘need’ ‒in Japanese”
Takanobu Nakamura (Sophia University)
　“Distributivity and event partition: Evidence from Japanese and Korean”
Tomoko Ishizuka (Aoyama Gakuin University) and Hilda Koopman (UCLA)
　“Steps towards a minimalist analysis of Japanese no”
Miho Onishi (Nagoya College) and Sujin Oh (Hanyang University)
　“The use of the noun ikioi  in Japanese and kisey in Korean in sentence-final position”
Yoonjeong Lee (University of Southern Califirnia) and Louis Gokdstein (University of Southern 
California/Haskins Laboratories)
　“Global and local interaction of consonant type and tone in the Korean accentual pdrase”
Keunyoung Lee (University of Oregon)
　 “Non-traditional idenxical functions of Korean honorifics in natural conversations: A corpus-

based study of Korean verbal honorific suffix-si”
James Whang (New York University) and Frans Adriaans (New York University)
　 “The role of phonotactics and alternations in the acquisition of Japanese high vowel 

reduction”
Arum Kang (Korea University) and Suwon Yoon (University of Texas, Arlington)
　“‘Disjunction’ as an epistemic modal: Nonveridical equilibrium”
Mira Oh (Chonnam National University)
　“A perceptual analysis of consonant cluster simplification in Korean”
Eun Hee Kim (University of Illinois at Urbana-Champaign)
　“Korean overt pronouns with local antecedents”
Akihiko Sakamoto (Tokiwa University), Keita Ikarashi (University of Aizu), and Ryohei Naya 
(University of Tsukuba/JSPS)
　“The form-function interface in Japanese compounding formation”
Ji-Yeon Park (Nagoya University)
　“Semantic extension and grammar of mimetics in Japanese and Korean”
Yusuke Yoda (Toyo Gakuen University)
　“Morphological telescope: The condition of allomorphy and allosemy”

Oral Session 3
Hideharu Tanaka (Mie University)
　“Exhaustiveness in Japanese compound verbs: A mereological approach”
Osamu Sawada (Mie University) and Jun Sawada (Aoyama Gakuin University)
　“On the property of mirativity in the Japanese model demonstrative ano”
Magdalena Kaufmann (University of Connecticut)
　“What “may” and “must” may be in Japanese”

10 月 15 日
Oral Session 4

Heejeong Ko (Seoul National University)
　“Interarboreal matters in syntax: The case of right-dislocation”
Yoshiki Fujuwara (Meiji Gakuin University/University of Connecticut)
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　“The acquisition of V-stranding VP-ellipsis in Japanese”
Yutaka Sato (International Christian University)
　“The verbal noun mo construction in Japanese news headlines”

Oral Session 5
Chung-Hye Han (Simon Fraser University), Kyeong-Min Kim (Simon Fraser University), Keir 
Moulton (Simon Fraser University), Michael Fetters (University of Maryland), and Jeffrey Lidz 
(University of Maryland)
　“Null objects in Korean: Experimental evidence for the NP ellipsis analysis”
Wataru Sugiura (Meiji Gakuin University) and Hiroyuki Shimada (Meiji Gakuin University)
　“A quantified subject and negation in child Japanese conditionals”

Poster Session 2
Makiko Takekuro (Waseda University)
　 “Discordance in interaction: Rethinking the gasshuukoku  (‘united states’) metaphor on 

Ishigaki Island”
Hayeun Jang (University of Southern California)
　“/o/- ‐ stems as faster late-starters in decay of Korean vowel harmony”
Woo-Bong Shin (Korea University), Hyang Won Lee (Korea University), Jeffrey J. Holliday (Korea 
University), and Jiyoung Shin (Korea University)
　“The perception of Korean regional dialects is mediated by talker age”
Yukino Kobayashi (Tsukuba University of Technology)
　“Non-argument approach to Raising-to-Object”
Asuka Saruwatari (Kindai University)
　“Wh-NP (rhetorical) questions in Japanese: In comparison with Korean and Chinese”
Jason Ginsburg (Osaka Kyoiku University) and Naomi Ogasawara (Gunma Prefectural Women’s 
University)
　“Generating Japanese imperatives with a lebeling-based machine”
Yu Nakajima (Sophia University)
　“Agreeing D and island effects in Japanese”
Yuta Tatsumi (University of Connecticut)
　“Reciprocal nouns in Japanese”
Atsushi Fujimori (Shizuoka University), Noriko Yamane (Kobe University), and Noriko 
Yoshimura (University of Shizuoka)
　“Identifying syntax-driven intonation phrases in native and non-native Japanese”
Norihumi Kuroshima (Tokyo University of Foreign Studies/JSPS)
　“Converb + topic marker’ conditionals in Korean”
Yuya Noguchi (Osaka University)
　“Syntactic analysis of a nominative noun phrase in Japanese imperatives”
Hideaki Yamashita (YCU)
　“Asymmetries in clausal complement ellipsis in Japanese”
Hiroaki Saito (University of Connecticut)
　“Imperative and tense in Japanese”
Kanako Ikeda (Ochanomizu University) and Kyoko Yamakoshi (Ochanomizu University)
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　 “Children’s acquisition of the argument / adjunct asymmetry in wh-questions and the 
Complex NP Constraint in Japanese”

Mieko Takada (Aichi Gakuin University), Eun Jong Kong (Korea Aerospace University), Kiyoko 
Yoneyama (Daito Bunka University), and Mary Beckman (The Ohio State University)
　“Do pitch and voice quality cue word-initial “voicing” in Tôhoku Japanese?”
Kaori Miura (Kyushu Sangyo University)
　“Voice adjuncts in Japanese”
Natsuko Nakagawa (JSPS/Chiba University)
　“Topic marker in Shiraho dialect, Yaeyama Ryukyuan”
Yugyeong Park (University of Delaware), Semoon Hoe (Seoul National University), and Dongsik 
Lim (Hongil University)
　“Conditionals with the direct evidential: Their meaning and theoretical implementations”
Goeun Kim (Seoul National University)
　“Tonal changes between generations in Busan dialect”
Brent de Chene (Waseda University)
　“Reanalysis triggers in Japanese morphology”
Clemens Poppe (NINJAL/JSPS)
　“Fixed floating accent and mobile linked accent in Suzu Japanese”
Atsushi Oho (Tohoku University)
　“A very last resort: Scope shifting operations in Japanese”
Lukas Rieser (Kyoto University), Yu Izumi (Kyoto University), Magdalena Kaufmann (University 
of Connecticut), Stefan Kaufmann (University of Connecticut),and Muyi Yang (Kyoto University)
　“What-tai teachers us about wanting”
Takashi Nakajima (Toyama Prefectural University)
　“The mechanism of transitivity alternation”
Shin Fukuda (University of Hawaii at Manoa), Jon Sprouse (University of Connecticut), and 
Hajime Ono (Tsuda College)
　 “Experimental syntax and unaccusativity in Japanese: A first-look at the role of lexical 

semantics”
Mariko Sugehara (Doshisha University)
　 “The influence of L1 lexical prominence systems on the judgement of stress locations in 

written English words: Comparison between Japanese and Seoul Korean speakers”
Naoto Sato (Seitoku University)
　“Existential reading in made-ni / kkaci and aida-ni / tongan clauses”
Dorothy Ahn (Harvard University)
　“Deictic demonstratives and perspective: Evidence from giving verbs”
Toshiko Oda (Tokyo Keizai University)
　“Compositional analysis of Japanese ayauku / ayaui ‘almost’”
Hee-Rahk Chae (Hankuk University of Foreign Studies)
　“The structural ambiguity of the imperfective ‒ko iss- in Korean”
Kyae-Sung Park (University of Oregon)
　“A diachronic approach to the comparative construction in Korean”
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Taewoo Kim (Seoul National University/UCLA)
　“The role of (inter) subjectification in the development of addresses honorific-sup-in Korean”

Oral Session 6
Shin-Ichiro Sano (Keio University)
　 “A corpus-based study of singletons and geminates in Japanese: Segmental properties and 

contextual factors”
Kaori Idemaru (University of Oregon), Lucien Brown (University of Oregon), and Bodo Winter 
(University of Birmingham)
　 “The polite voice in Japanese: Acoustic correlates of polite and casual speech styles with 

comparison to Korean”
Seoyoung Kim (Seoul National University)
　“Compound tensification in Seoul Korean”
Lisa Davidson (New York University)
　“The essential role of phonetic detail in the interpretation of non-native clusters”

10 月 16 日
Oral Session 7

Gijis Van der Lubbe (Urasoe Elementary School)
　 “Japanese-Northern Ryukyuan language contact and structural convergence: The case of 

embedded interrogative constructions”
Matthew Zisk (Yamagata University)
　 “Formation principles and diffusion of Chinese loan translations and loan derivations in 

Japanese”
Oral Session 8

Arum Kang (Korea University)
　“The scalar dimension of Korean ku”
Eunhee Lee (University at Buffalo)
　 “Case alternation and stacking on non-nominative subjects in Korean: A new information 

structural approach”
Oral Session 9

Teruyuki Mizuno (Kyoto University) and Michael Yoshitaka Erlewine (National University of 
Singapore)
　“Constrast sluicing and complementary questions”
Myungkwan Park (Dongguk University) and Ui-Jong Shin (Dongguk University)
　“Extraction out of kure or do so anaphora: Korean vs. English”
Wonsuk Jung (University of Basque Country)
　“Surprising instances of forward gapping in Korea”
Masatoshi Koizumi (Tohoku University)
　 “Brain activations differentially modulated by case marking, thematic role, and grammatical 

function during sentence comprehension in Japanese and Korean”
10月17日　Satellite workshop 2: Addressing Classic Issues on Movement and Its Locality in 
Japanese and Korean under the Current Minimalist Framework

Nobu Goto (Toyo University) and Kensuke Takita (Meikai University)
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　“Labeling and Tough-Movement”
Heejeong Ko (Seoul National University)
　“Locality and Anti-Locality in Scrambling: Evidence from Small Clause Domains”
Hideaki Yamashita (Yokohama City University)
　“Overt/Covert Distinction in Japanese Syntax”
Jun Abe (Former professor of Tohoku Gakuin University)
　“The Nature of Scrambling and Its Interaction with Labeling”

○ Mimetics in Japanese and Other Languages of the World
2016 年 12 月 17 日～ 18 日（国立国語研究所）

12 月 17 日
Opening remarks: Taro Kageyama, Director (NINJAL)
Session 1

G. Tucker Childs (Portland State University)
　“The knowledge of ideophones and multilingualism: A West African pilot study”
Haruo Kubozono (NINJAL)
　“The phonological structure of Japanese mimetics and motherese”
Nahyun Kwon (JSPS/Nagoya University)
　“Canonical approach to phonaesthemes in Korean ideophones”

Poster Session1
Jeongdo Kim and Anni Jaaskelainen (University of Helsinki)
　“Lexicalization of Finnish mimetics”
Duggirala Vasanta (Osmania University)
　“On the iconicity of ideophones in Trlugu”
Yang Wu (Okayama University)
　“Lexical and grammatical properties of Japanese mimetic verbs”
Ji-Yeon Park (Nagoya University)
　“Semantic specification and verbalization of Japanese and Korean mimetics”
Yee Ping Wong (Sophia University)
　“A study on the ABAB and AABB patterns in Hong Kong Cantonese mimetics”
Ayaka Suzuki (University of Tsukuba)
　 “Contrasting ru- and teiru-forms of Japanese mimetic verbs, with special focus on semantic 

domains involving direct perception”
Prashant Pardeshi (NINJAL) and Kimi Akita (Nagoya University)
　“Lexical portraits of Japanese mimetics: Browsing through the BCCWJ corpus using NLB”

Session 2
Shoko Hamano (The George Washington University)
　 “Monosyllabic and disyllabic roots in the diachronic development of mimetic expressions”
Akio Nasu (University of Tsukuba)
　 “The phonological regularity of Japanese mimetics: Segmental markedness in mimetic 

neologism”
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Session 3
Gérard Diffloth (formerly of École française d’Extrême-Orient)
　 “Historical morphology in Austroasiatic Expressives”
Kiyoko Toratani (York University)
　 “Classification of nominal compounds with mimetic components: A Construction Morphology 

perspective”
Keiko Murasugi (Nanzan University)
　“Mimetics as the argument-structure sprouts in child Japanese”

12 月 18 日
Session 4

Iraide Ibarretxe-Antuñano (University of Zaragoza)
　“The importance of ideophones in the lexicalization of motion events”
Noriko Iwasaki (SOAS, University of London) and Keiko Yoshida (Leiden University)
　“The use of mimetics and gesture among speakers of Japanese as a second language”
Masako Ueda Fidler (Brown University)
　“Probing onomatopoeia with corpus data in Czech”
William J. Herlofsky (Nagoya Gakuin University)
　 “Translation as an investigative tool: Searching for a common ground for examining mimetics 

in Japanese and JSL”
Poster Session 2

Thomas Van Hoey (National Taiwan University)
　“Ideophones in premodern Chinese: Revisiting Dingemanse’s implicational hierarchy”
Tomoaki Takayama (Kanazawa University)
　 “On the relationship between a sound-symbolic system and sound changes: A case study of 

the delabialization in Japanese”
Sachiko Hirata-Mogi (Idea Lab, Co.,)
　 “The relationship between the frequency of mimetics and inter-participant familiarity in the 

Japanese MapTask Dialouge Corpus”
Chiarung Lu (National Taiwan University)
　“Ideophones of cognitive state and their implications”
Miyuki Kamiya (University of York)
　 “Japanese mimetics as prenominal modifiers: The implication of the distributions of stative 

mimetics”
Jing-Xin Zhang (Kobe University)
　 “Elucidating the behavior of five mimetics markers in BCCWJ from the perspective of 

Japanese-language education”
Ian Joo (National Chiao Tung University)
　“Thai phonestheme /pl-/”

Session 5
Mark Dingemanse (Max Planck Institute for Psycholinguistics)
　“Ideophones and sensory language in social interaction”
Kimi Akita (Nagoya University/NINJAL)
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　“Ideophones, gaze, and facial expressions: A preliminary report from Japanese”
Mutsumi Imai (Keio University)
　 “What insights can we draw from universal and language-specific sound sympolism onto the 

Symbol Grounding Problem?”
Janis B. Nuckolls (Brigham Young University)
　 “Rethinking mono-sensory, implicational approaches to ideophones in Pastaza Quichua and 

the Americas”

Ｂ．合同シンポジウム・研究発表会
　複数のプロジェクトが共同で行うシンポジウムや研究発表会。

○ コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション―助詞のすがた―」
2017 年 3 月 9 日（国立国語研究所）
　下地理則
　　「日琉諸語における格標示と焦点化 ―格と取り立ての体系的な研究を目指して」
　木部暢子
　　「諸方言コーパスに見る日本語諸方言の助詞」
　小木曽智信
　　「書き言葉コーパスに見る助詞の時代差・文体差」
　浅原正幸，岡 照晃
　　「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する述語項構造のアノテーションの分析」
　小磯花絵
　　「話しことばコーパスに見る助詞のイントネーション」
　迫田久美子
　　「日本語学習者における助詞の誤用と習得研究」

Ｃ．プロジェクトの発表会
　プロジェクト等の主催で，公開研究発表会や学術シンポジウム等を，日本各地を会場として開催し
ている。

Ⅰ．プロジェクト主催のシンポジウム・ワークショップ
○シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅰ

2016 年 9 月 1 日（国立国語研究所）
第一部

小磯花絵
　「『日本語日常会話コーパス』の構築」
丸山岳彦
　「『昭和話し言葉コーパス』の構築」

第二部
コーパスデモンストレーション
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第三部
山崎 誠
　「レジスターの違いによる話しことばの変異」
伝 康晴
　「Language use in the wild: 日常場面を観察する意義」

○第 1 回学習者コーパスワークショップ「学習者コーパス（I-JAS）を利用するために」
2016 年 12 月 3 日（国立国語研究所）
第一部

石川慎一郎
　「世界の英語学習者コーパス研究の潮流：How から Why へ」
小西 円
　「I-JAS における語彙の分析から見えること」
奥野由紀子
　「『書く』と『話す』に見られるバリエーションには何が起因しているのか？」

第二部
細井陽子
　「I-JAS の概要」
佐々木藍子
　「量的分析のために」
迫田久美子
　「質的分析のために」

○合同研究発表会「日本語学習者のコミュニケーションの解明に向けて」
2017 年 2 月 4 日（国立国語研究所）

宇佐美まゆみ
　「BTSJ 日本語会話コーパスと共同構築型自然会話リソースバンク（NCRB）の活用法」
石黒 圭，烏 日哲
　「文脈情報を用いた日本語学習者の文章理解過程の分析」
中北美千子，野田尚史
　「日本語学習者の聴解過程の解明に向けて」
迫田久美子，野山 広
　「学習者コーパスに見る外国人と日本人のコミュニケーション」
生天目知美
　「基本動詞ハンドブックの活用と教育への応用 ―「知る」と「分かる」の類義語分析を例に―」

○ Prosody and Grammar Festa「対照言語学」プロジェクト第 1 回合同研究発表会
2017 年 2 月 18 ～ 19 日（国立国語研究所）

2 月 18 日
酒井 弘（早稲田大学），小泉政利（東北大学）
　「実験語用論研究の展望：言語は文脈といつ・どのように結び付けられるのか」
窪薗晴夫（国立国語研究所）
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　「鹿児島方言の「の」の縮約と音節構造」
五十嵐陽介（一橋大学），田村智揮（一橋大学），中野晃介（一橋大学），高橋佑希（一橋大学）
　「鹿児島県種子島中種子方言のアクセント型の実現」
広瀬友紀（東京大学），小林由紀（東京大学），伊藤たかね（東京大学）
　「言語理解におけるピッチアクセント情報：事象関連電位測定実験による検討」
馬塚れい子（理化学研究所）
　「乳児音声発達における知覚狭窄：アジア言語比較研究からの展望」

2 月 19 日
野田尚史（国立国語研究所）
　「とりたて表現の対照研究を行う意義と方法」
大澤 舞（東邦大学）
　「just が表す「限定」と「反限定」」
中西久実子（京都外国語大学）
　「日本語学習者のとりたて表現の使用実態と習得の問題」
井上 優（麗澤大学）
　「「とりたて」の日中対照」
村杉恵子（南山大学），高野祐二（金城学院大学）
　「日本語から生成文法理論へ：統語理論と言語獲得」
米田信子（大阪大学）
　「バンドゥ語の名詞修飾構文 ―意味関係と形式」
呉人 惠（富山大学）
　「コリャーク語の名詞修飾節 ―分詞と定型動詞による相補的形成」
益岡隆志（関西外国語大学）
　「日本語の名修飾節構文 ―機能論的分析を目指して―」

○シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅱ
2017 年 3 月 1 日（国立国語研究所）
口頭発表

前川喜久雄
　「自発音声イントネーションの研究：その成果と日常会話に向けた課題」
髙﨑みどり
　「文章・談話資料中の広義 “ 疑似会話文 ” について」

ポスター発表
伝 康晴
　「共同作業場面における指示副詞「こう」の使用：現場指示再考」
鈴木亮子
　「会話から見える名詞って？」
遠藤智子
　「相互行為フレームと受益構文：子ども養育者相互行為における「てあげる」構文を例に」
杉浦秀行
　「探索活動中に参与者に向けられた指差しの非指示的特性」
安井永子
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　「語りにおけるジェスチャーの繰り返しについての分析」
川端良子
　「日本語地図課題対話における指示的発話の形式と機能」
臼田泰如
　「態度や関心の共有手段としての演技：会話における演技の連鎖構造の分析」
丸山岳彦
　「『昭和話し言葉コーパス』におけるメタデータの設計」
宮嵜由美，山崎 誠，柏野和佳子
　「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』収録の小説を対象とした話者属性情報付与の検討」
居關友里子，伝 康晴
　 「発話動詞の依存関係に関するアノテーションの試み ―日常会話コーパスのための談話行為タ

グの設計に向けて―」
口頭発表

森本郁代
　「日常場面と制度的場面：裁判員裁判の評議の分析」
服部 匡
　「話し言葉のコーパスを用いた変化・変異研究の可能性」

パネルディスカッション
高梨克也，西野暢助，小磯花絵
　「日常会話データの公開における倫理的・法的な問題について」

○「第 1 回 BTSJ 日本語会話コーパス活用シンポジウム」
2017 年 3 月 4 日（国立国語研究所）

宇佐美まゆみ
　 「語用論のために必要なトランスクリプトとは？ ―BTSJ 日本語会話コーパスとその比較文化

語用論における意義」
曹 大峰
　 「これからのコーパスのあり方とそれを使った語用論的研究の意義 ―対照研究の視点から」
毋 育新
　 「BTSJ に基づいた日中対照研究 ―中国人日本語学習者の依頼行動を例に―」
生天目知美
　 「友人間の依頼会話におけるポライトネス・ストラテジーの日中韓比較」
李 宇霞
　 「親疎関係によるポライトネスの日中対照研究 ―ディスコースポライトネス理論の観点か 

ら―」
野口芙美
　 「自然会話における否定的応答表現 ―「いいえ」系応答詞の使用 / 非使用に着目して―」

○第 2 回学習者コーパスワークショップ「学習者コーパス利用の可能性を考える」
2017 年 3 月 10 日（国立国語研究所）
第一部

大関浩美
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　 「学習者コーパスと第二言語習得研究 ―コーパスを使ってできること，できないこと―」
石川慎一郎，砂川有里子，仁科喜久子，望月圭子（司会：迫田久美子）
　 招待パネル「研究におけるコーパス利用の可能性と課題」

第二部
細井陽子
　「I-JAS の概要」
佐々木藍子
　「量的分析のために」
迫田久美子
　「質的分析のために」

○シンポジウム「日本語文法研究のフロンティア ―形態論・意味論・統語論を中心に―」
2017 年 3 月 11 日（キャンパスプラザ京都）

田川拓海
　「外来語動名詞の形態統語研究に向けて ―範疇，語種，形態構造―」
佐々木冠
　「現代日本語における未然形」
森 篤嗣
　「旧 JLPT 語彙表に基づく形態素解析単位の考察」
森山卓郎
　「接続詞と文脈的意味をめぐって」
長谷川信子
　「文の機能と文の階層・サイズ ―生成文法の視点から―」
中俣尚己
　「日本語に潜む程度表現」
天野みどり
　「構文の意味派生の推測と抑制 ―テモラウ構文とテクレル構文を例に―」
佐藤琢三
　「〈全該当〉を表す語の主観性と集合形成」

○「通時コーパス」シンポジウム 2017
2017 年 3 月 11 日（国立国語研究所）
口頭発表

小木曽智信
　「『日本語歴史コーパス』ver.2017.3 ―通時コーパス構築進捗報告―」
ホイト・ロング
　「日本近代文学と「遠読」の可能性」
浅原正幸
　「『日本語歴史コーパス』に対する統語・意味情報アノテーション」
鴻野知暁
　「上代・中古における引用句内部の述語活用形をめぐって」
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ポスター発表
大川孔明
　「平安鎌倉時代の文学作品の文体類型 ―計量的手法を用いて―」
鴻野知暁
　「短単位 N-gram を利用した万葉集の統計的分析の試み」
後藤 睦
　「ガ・ノの上接語の通時的変化」
須永哲矢，塚田桃加，山下美咲，中村那智，中林みやこ，澤崎彩音，竹山怜那，大和海菜
　「コーパスを利用した学習教材作成と，教材作成を通しての教育実践例」
銭谷真人，藤本 灯
　「人情本コーパスの進捗状況」
田中牧郎
　「平安時代の「もろもろ」と「よろづ」 ―コーパスによる語誌研究―」
服部紀子，近藤明日子，小木曽智信，間淵洋子
　「国定国語教科書のコーパス化」
福山雅深，堤 智昭，高田智和
　「コーパス検索結果からの画像参照方式の改良」
村山実和子
　「洒落本コーパスの構築と課題」
山崎 誠，相澤正夫，大西拓一郎，柏野和佳子，高田智和，新野直哉，藤本 灯
　「語誌データベースの設計とその活用」
渡辺由貴
　「『日本語歴史コーパス 室町時代編Ⅱ キリシタン資料』の現状と今後」

口頭発表
橋本行洋
　「複合語「よるあるき / よるありき（夜歩き）」の存否」
市村太郎
　「江戸・上方洒落本における程度副詞の使用状況」
近藤泰弘
　「古典語コーパスからの語彙集作成について」
河内昭浩
　「新しい古典指導における通時コーパス活用の可能性」
高田智和
　「古辞書類に基づく語彙データベースの検討」

Ⅱ．各プロジェクトの研究発表会
○「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「名詞修飾表現」研究発表会

2016 年 7 月 9 日（神戸大学）
プラシャント・パルデシ
　「プロジェクトの概要」
プラシャント・パルデシ
　「マラーティー語の名詞修飾表現は English (European)-type か，Japanese (Asian)-type か？」
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岸本秀樹
　「マラーティー語と日本語の写真名詞構文について」
堀江 薫
　「日本語の名詞修飾節の「ウチ」と「ソト」：主節現象・主節化に関して」
Masayoshi Shibatani
　“What can modify nouns?”

○ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」音声研究班「語のプロソディーと文のプロソ
ディー」研究発表会
2016 年 9 月 16 日（国立国語研究所）

松倉昂平
　「福井県三国町安島方言におけるアクセントの中和」
平田 秀
　「三重県尾鷲方言の助詞のアクセントについて」
菅原真理子
　「大阪方言における語頭子音の声の有無と式音調：語種間での比較」
佐藤久美子
　「長崎市方言における複合法則の適用について」
松井真雪，黄 賢暻
　「アクセント対立の中和と句末境界音調の相互作用 ―東京方言に関する初期報告―」

○「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」研究発表会
2016 年 9 月 19 ～ 20 日（国立国語研究所）

9 月 19 日
竹内史郎
　「主節の主語標示ガの発達について ―中央語の歴史における―」
佐々木冠
　「関東地方の方言における格と文法関係」
小西いずみ
　「富山市方言における主語・目的語標示と主題標示」
木部暢子
　「諸方言コーパスに見る格と取り立て ―九州方言を中心に―」

9 月 20 日
風間伸次郎
　「「連体形」の定動詞化について」
狩俣繁久
　「琉球諸語のとりたて ―那覇方言のとりたて助詞 du を中心に―」
下地理則
　「格・取り立てと無助詞現象：琉球語と九州方言を例に」
原田走一郎
　「談話から見る黒島方言の格標示」
金田章宏
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　「宮古大神島方言　名詞の格ととりたて」

○「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班 「名詞修飾表現」研究発表会
2016 年 11 月 19 日（名古屋大学）

プラシャント・パルデシ
　「言語地図作成用アンケート調査について」
大島資生
　「日本語の相対名詞連体修飾の統語的特性について」
加藤重広
　「日本語関係節構造の類型性と語用論的制約」
金水 敏
　「古典日本語の名詞修飾節再訪 ―連帯節・准体節・主名詞内在関係節・形状性名詞句―」
佐々木冠
　「日本語方言の名詞修飾構造とその周辺」
堀江 薫，ハイタリー
　 「『内の関係』と『外の関係』の名詞修飾節の通言語的バリエーション：クメール語・日本語・

英語を中心に」
益岡隆志
　「日本語から見た名詞修飾構文 ―これまでの研究とこれからの課題―」

○ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」音声研究班「語のプロソディーと文のプロソ
ディー」研究発表会
2016 年 12 月 4 日（福岡大学）
ワークショップ「イントネーション研究の新展開」

松井真雪，黄 賢暻
　「音調研究の方法としての「置換反復発話」 ―Warner(1997) の追検討―」
佐藤久美子
　「長崎市方言における不定語を含む語・文の音調と複合法則」
三村竜之
　 「岡山方言のイントネーションの記述に向けて ―疑問文イントネーションを中心とした予備的

考察―」

○「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「名詞修飾表現」研究発表会
2016 年 12 月 9 ～ 10 日（国立国語研究所）

12 月 9 日
柴谷方良（コメンテーター：堀江 薫，岸本秀樹）
　「Edward Keenan(1976) および Keenan and Comrie(1977) の批判的レビュー」

12 月 10 日
柴谷方良
　「Teramura(1975‒1978) の批判的レビュー」

全体討論
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○「日本語から生成文法理論へ：統語理論と言語獲得」研究発表会
2016 年 12 月 26 ～ 27 日（国立国語研究所）

12 月 26 日
斎藤 衛
　「照応形束縛と A 移動の局所性について」
越智正男
　「ガ / ノ交替とフェイズ理論に関する考察」
藤井友比呂
　「日本語における可算・不可算の別と一般数」
宮本陽一
　「日本語の引用について」
高橋大厚
　「ラベル付けと省略」
村杉恵子
　「ミニマリスト理論からみる主節不定詞現象」

12 月 27 日
船越健志
　「日本語の動詞移動に関して」
奥 聡
　「随意的『顕在』移動と義務的『非顕在』移動」
杉崎鉱司
　「幼児日本語における作用域の（抗）再構築」
岸本秀樹
　「日本語の述語形成をめぐる諸問題」
瀧田健介
　「ラベル付けと書き出し領域の可能性」
多田浩章
　「外心的ラベルづけの拡大について」

○「語用論的推論に関する比較認知神経科学的研究」研究発表会
2017 年 2 月 11 日（国立国語研究所）
セッション 1

原由理枝
　「意味論と語用論のインターフェイス：日本語の証拠性を中心に」

セッション 2
須藤靖直
　「スカラー含意研究の動向」

全体ディスカッション

○「「具体的な状況設定」から出発する日本語ライティング教材の開発」研究発表会
2017 年 2 月 12 日（国立国語研究所）

小林ミナ
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　「なぜ「具体的な状況設定」から出発するのか」
中井好男
　 「コミュニケーションの文脈依存性と日本語学習教材における問題 ―LINE における誘いへの

断りに関する学習者の経験から―」
松田真希子
　 「「具体的な状況設定」に基づく産出スキルとはどのようなものか ―SNS に投稿された料理写

真のコメント分析を例に―」
船橋瑞貴
　「書く / 打つ言語生活の実態調査 ―「具体的な状況」を「設定」するための調査デザイン―」

○「議会会議録を活用した日本語のスタイル変異研究」研究発表会
2017 年 2 月 17 日（国立国語研究所）

二階堂整
　「議会会議録におけるスタイル」
高丸圭一，木村泰知
　「地方議会会議録コーパスの概要について」
乙武北斗
　「地方議会会議録検索システムについて」
松田謙次郎
　「国会会議録における旧字体の消滅過程 ―「國」の場合」

○ 「日本語の間接発話理解：第一言語，第二言語，人工知能における習得メカニズムの認知科学的比
較研究」研究発表会
2017 年 3 月 3 日（国立国語研究所）

宇佐美まゆみ
　 「本公募研究企画の趣旨に代えて：日本語の間接発話理解とポライトネス ―子供，外国人，そ

して人工知能は，いかにポライトネスを習得するのか」
松井智子
　「間接発話解釈における言葉と心の理解の関係について」
内海 彰
　「認知修辞学における非字義的表現へのアプローチ」
中村太戯留
　「アイロニー理解における音声と文脈の役割」
三浦優生
　「児童による間接発話の解釈に及ぼすプロソディの影響」
田中章浩
　「表情とプロソディが矛盾する発話表現に対する解釈：日蘭比較研究」
小柳かおる
　 「第二言語習得に認知的視点から見た言語処理 / 言語学習のプロセス ―間接発話理解の心的メ

カニズム」
指定討論（指定討論者：田中廣明）
ディスカッション
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○「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」研究発表会
2017 年 3 月 4 日（東北大学）

プラシャント・パルデシ
　「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」
岸本秀樹
　「教材開発と構造体コーパス：現状と課題」
Kei Yoshimoto
　“How to annotate what”
Alastair James Butler
　“The Keyaki Treebank and the NPCMJ: Bridging a growing divide”
Stephen Wright Horn
　“Grammatical principles for annotation and query”
堀田智子
　「日本語学習者の話し言葉データに見られる中間言語の諸相」
檜山祥太，佐藤亮輔，周 振
　「アノテーション研究（東北チーム）」
金城由美子
　「言語資料としての国会会議録」
岸山 健，折笠 誠
　「アノテーション研究（NINJAL チーム）」
Alastair James Butler
　“Introducing techniques for better Tregex searching”

○「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」研究発表会「第 12 回音韻論フェスタ」
2017 年 3 月 8 ～ 9 日（立命館大学）

3 月 8 日
Naoya Watabe
　“Formalization of phonological idiosyncrasy: A case study on Slavic languages”
黄 竹佑
　「日本語漢語における句アクセント ―限定詞分析による一考察」
清水克正
　「閉鎖子音の VOT についての考察：言語間比較と普遍性」
Kohei Nichimura
　“Loanword voicing optionality in CSJ”
Paul A. Lyddon, Mark Irwin
　“The resistance of moraic nasals to rendaku inhibitors”
Clemens Poppe
　“The role of syllable structure in tone-segment interaction in Japanese dialects”
Timothy J. Vance
　“Onset optimization in Japanese”
Stuart Davis
　“The problem of intervocalic syllabification in English”
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3 月 9 日
西原哲雄
　「隣接性と文法化に基づく形態音韻論的論構造の変化」
平地祐章，田畑敏幸
　「アルファベット頭文字語とそのアクセント型 ―理論分析の試み」
脇坂美和子
　「滋賀県湖北方言の愛称のアクセントについて」
氏平 明
　「念仏の短縮形の形成過程について」
高山知明
　「ハ行子音の脱唇音化と中世日本語の擬音語・擬態語」
松森晶子
　「九州二型体系の複合語アクセント型はなぜ中和するのか ―通時的視点から探る―」

○ 「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」「日本語基本動詞ハンドブック」班研究発 
表会
2017 年 3 月 13 日（岡山国際交流センター）

野田大志
　「多義動詞の意味分析におけるメタ言語の選定および語義の区分をめぐって」
有薗智美
　「『基本動詞ハンドブック』における語義の認定に関して」
黒田史彦
　「動詞『入れる』にみる主体性について」
今井新悟
　「格フレームによる語義分類の試み」
末繁美和
　「変わった振る舞いをする語の記述方法について」
中溝朋子
　「〈落ちる〉〈落とす〉の作成過程における問題」
今里典子
　「『置く』と『V ておく』の語義と関係」
李 相穆
　「語彙学習における視覚情報の有効性に関する一考察」
今村泰也，原美弥子
　「ショートアニメの開発について」
プラシャント・パルデシ
　「今後の展望」

○「会話における創発的参与構造の解明と類型化」研究発表会
2017 年 3 月 16 日（国立国語研究所）

遠藤智子
　「プロジェクト概要説明」
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片岡邦好
　「コミュニケーションを枠づける ―その要因と多様性を考える―」
秦かおり
　「本当は不均衡な私たち：ママ友の語りにみる参与の創発性と多層性」
坂井田瑠衣
　「歯科診療における創発的参与：縦と横の重要性」
遠藤智子
　「儀礼の終わりはどのように達成されるか：参与の仕方と空間利用」
高梨克也
　「参与の次に来る問いとしての成員性と関与」

Ｄ．NINJAL コロキウム
　日本語・言語学・日本語教育のさまざまな分野における最先端の研究をテーマとした国内外の優れ
た研究者による講演会。研究者・大学院生のみならず一般にも公開。原則として月 1 回，国立国語研
究所で開催している。2016 年度は下記 10 件を開催した。

○第 69 回　2016 年 5 月 17 日
長谷川葉子（カリフォルニア大学バークレー校教授）
　 「「が」と「は」再考」

○第 70 回　2016 年 6 月 7 日
堀江 薫（名古屋大学教授 / 国語研客員教授）
　 「「非従属節」のタイポロジー ―言語類型論研究と「言いさし」研究の接点―」

○第 71 回　2016 年 7 月 5 日
酒井 弘（早稲田大学教授）
　 「話者の視線を通して探る思考と言語の相関性 ―日本語，スペイン語，カクチケル語における文

産出実験を通して―」
○第 72 回　2016 年 7 月 19 日

ウェスリー・M・ヤコブセン（ハーバード大学教授）
　 「プロドロップ言語における項構造のあり方 ―日本語の場合を中心に―」

○第 73 回　2016 年 9 月 6 日
ジョン・ホイットマン（コーネル大学教授 / 国語研客員教授）
　 「「漢文訓読」と Vernacular Reading ―アジアとアジア以外―」

○第 74 回　2016 年 11 月 1 日
松本 曜（神戸大学教授 / 国語研客員教授）
　 「日本語における移動事象の言語化 ―通言語的実験研究から見る―」

○第 75 回　2016 年 12 月 20 日
浜野祥子（ジョージ・ワシントン大学教授）
　 「日本語文法サイトへの果てしない道のり」

○第 76 回　2017 年 1 月 24 日
菊池英明（早稲田大学教授 / 国語研客員教授）
　 「表現豊かな音声の研究のための演技音声収集とその利用」
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○第 77 回　2017 年 2 月 28 日
籾山洋介（名古屋大学教授 / 国語研客員教授）
　 「百科事典的意味の諸相」

○第 78 回　2017 年 3 月 14 日
Stuart Davis（インディアナ大学教授）
　 “Foot structure and English schwa syncope”

Ｅ．NINJAL サロン
　国語研の研究者（共同研究員を含む）を中心として，各々の研究内容を紹介することによって情報
交換を行う場である。外部からの聴講も歓迎している。2016 年度は第 141 回から第 157 回までを開
催した。

○第 141 回　2016 年 4 月 12 日
島田泰子（二松學舍大學教授）
　 「方言研究における地形情報としての DEM（数値標高モデル）導入の試み：言語地図分析にお

ける〈精密立体投影〉手法の可能性」
○第 142 回　2016 年 5 月 31 日

陳 奕廷（理論・対照研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「複合語の対照性と非対称性について ―基底と精緻化の観点から―」

○第 143 回　2016 年 6 月 21 日
宇佐美まゆみ（日本語教育研究領域教授）
　 「言語研究への言語社会心理学的アプローチ」

○第 144 回　2016 年 6 月 28 日
松井真雪（理論・対照研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「発話速度に応じた，閉鎖音の時間特徴の可変性：通言語的観点から」

○第 145 回　2016 年 7 月 12 日
居關友里子（音声言語研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「制度的場面の終結に関する一考察」

○第 146 回　2016 年 7 月 26 日
坂井美日（言語変異研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「熊本方言における格標示と焦点化について」

○第 147 回　2016 年 9 月 13 日
大内康裕（言語変異研究領域プロジェクト非常勤研究員）
　 「磁気テープの多チャンネル読み取りによる高速ディジタルアーカイビング」

○第 148 回　2016 年 9 月 27 日
乙武香里（言語変異研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「讃岐方言の発話未表現と発話行為の相関 ―質問とその周辺の連続性―」

○第 149 回　2016 年 10 月 4 日
浅原正幸（コーパス開発センター准教授）
　 「「現代日本語書き言葉均衡コーパス」に対する読み時間付与」

○第 150 回　2016 年 10 月 11 日
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鴻野知暁（言語変化研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「上代日本語の複合動詞の項構造 ―異なる項構造の一体化を中心に―」

○第 151 回　2016 年 10 月 18 日
岡 照晃（コーパス開発センター特任助教）
　 「万葉集の原文 - 訓読文の自動アライメント ―コーパスアノテーションの効率化に向けて―」

○第 152 回　2016 年 10 月 25 日
蒙 韞（日本語教育研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「読解過程における日本語学習者の語の意味理解 ―文脈情報を手がかりとして―」

○第 153 回　2016 年 11 月 8 日
青井隼人（外来研究員 / 日本学術振興会特別研究員（PD））
　 「南琉球宮古多良間方言における NP1 ＝ nu NP2 のピッチパターン」

○第 154 回　2016 年 11 月 22 日
小西 円（日本語教育研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「I-JAS のタスクと産出語彙の関連について ―日本語母語話者データのコレスポンデンス分析に

基づいて―」
○第 155 回　2016 年 11 月 29 日

窪田 愛（理論・対照研究領域プロジェクト PD フェロー），プラシャント・パルデシ，アラステア・
ジェームズ・バトラー
　 「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究 ―アノテーション方式，検索・抽出方法を中心に―」

○第 156 回　2016 年 12 月 3 日
宇佐美まゆみ（日本語教育研究領域教授）
　 「語用論的分析のための「BTSJ 日本語会話コーパス」の特徴と自然会話リソースバンク（NCRB）

について」
○第 157 回　2017 年 3 月 21 日

田中弥生（音声言語研究領域プロジェクト非常勤研究員），柏野和佳子，角田ゆかり，伝 康晴，小
磯花絵
　 「『日本語日常会話コーパス』構築と収録状況」

Ｆ．講習会・セミナー
○第 1 回 BTSJ 活用方法講習会

2016 年 5 月 28 日 ( 国立国語研究所 )
宇佐美まゆみ（国立国語研究所），木林理恵（日本学生支援機構）
　 「『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数ファイル自動集計システムセット』の操作方法～ 
「自然会話分析のための文字化入力支援と基本的な分析項目の自動集計システム」を使った研
究の方法～」

○第 1 回コーパス利用講習会
2016 年 9 月 1 日（国立国語研究所）
コース 1：全文検索システム「ひまわり」講習会
コース 2：オンライン検索システム「中納言」講習会
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○平成 28 年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外）「日本語学習者コーパス（I-JAS）の概要
と活用方法」

2016 年 10 月 21 日（北京師範大学）
迫田久美子
　「学習者コーパスを用いた日本語教育研究の可能性と広がり」
野山 広
　「日本語学習者コーパス研究の展望」

○第 2 回 BTSJ 活用方法講習会
2016 年 11 月 19 日（国立国語研究所）

宇佐美まゆみ（国立国語研究所）
　 「『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数ファイル自動集計システムセット』の操作方法～ 
「自然会話分析のための文字化入力支援と基本的な分析項目の自動集計システム」を使った研
究の方法～」

○第 3 回 BTSJ 活用方法講習会
2016 年 12 月 12 日（九州大学）

宇佐美まゆみ（国立国語研究所）
　 「『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数ファイル自動集計システムセット』の操作方法～「自

然会話分析のための文字化入力支援と基本的な分析項目の自動集計システム」を使った研究の
方法～」

○ 平成 28 年度国立国語研究所日本語教師セミナー（国内）「自然会話コーパスの分析を日本語教育に
生かす！ ―明日の授業へのヒント―」
2017 年 1 月 28 日（国立国語研究所）

宇佐美まゆみ
　 「「BTSJ 自然会話コーパス」とはどのようなもので，それを使って何ができるのか」
川口義一
　 「自然なコミュニケーションの特徴は，会話教育にいかに生かせるか」
石黒 圭，胡 方方
　 「教室談話の分析は，いかに日本語教育に生かせるか」
萩原孝恵
　 「「だから」の語用論的分析は，いかに日本語教育に生かせるか」

○第 2 回コーパス利用講習会
2017 年 3 月 1 日（国立国語研究所）
コース 1：全文検索システム「ひまわり」講習会
コース 2：オンライン検索システム「中納言」講習会
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センター・研究図書室の活動7

研究情報発信センター
　日本語研究の国際拠点である国立国語研究所の一部として，情報発信に関わる研究開発や，研究資
料の収集・管理を行っている。
○英文 Web サイトの改修を行った。
○ 『日本語研究・日本語教育研究文献データベース』に文献情報を定期的に追加（5 月・7 月・10 月・

1 月・3 月の年度内 5 回合計 5,379 件）および国立大学の学術リポジトリとのリンクを進めた。
○ 『国立国語研究所学術情報リポジトリ』で『国立国語研究所論集』第 11 ～ 12 号，『NINJAL フォー

ラムシリーズ』1 ～ 7，『国立国語研究所報告』（一部：主に論文集）を公開した。
○『国立国語研究所論集』第 11 号（2016 年 7 月）・第 12 号（2017 年 1 月）を刊行した。
○研究資料室収蔵資料の概要の一般公開を開始した。
○デジタル化収蔵音源の視聴サービス（貯蔵音源データベース）の所内配信を開始した。

コーパス開発センター
　研究系と連携して言語資源の開発整備及び基礎研究を進め，言語資源に関する共同利用の利便性を
高めることを目的としている。具体的には，言語コーパスにくわえ，形態素解析用電子化辞書，コー
パス検索ツールなどの研究開発を進めている。
○『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』（I-JAS）を公開した（2016 年 5 月）。
○ 『日本語歴史コーパス 明治・大正編Ⅰ雑誌』（短単位データ）および『女性雑誌コーパス』に短単

位情報を付与したバージョンを公開した（2016 年 10 月）。
○『名大会話コーパス』に形態論情報を付与したバージョンを公開した（2016 年 12 月）。
○ 『日本語話し言葉コーパス』（中納言版）を公開した（2017 年 2 月）。
○『国語研日本語ウェブコーパス』を公開した（2017 年 3 月）。

研究図書室
　全国で唯一の日本語に関する専門図書館で，日本語研究および日本語に関する研究文献・言語資料
を中心に，日本語教育，言語学など，関連分野の文献・資料を収集・所蔵している。
　カードキーによる入退室の管理及び照明の人感センサーを整備し，所内教職員に対して夜間・休日
開館も開館している。また，閲覧室に新着コーナーを設け，新着雑誌・図書を利用しやすい環境に整
えている。
・ 開室日時：月曜日～金曜日　9 時 30 分～ 17 時
　（土曜日・日曜日・祝休日・年末年始・毎月最終金曜日は休室）
・ 主なコレクションには，東条操文庫（方言），大田栄太郎文庫（方言），保科孝一文庫（言語問題），

見坊豪紀文庫（辞書），カナモジカイ文庫（文字・表記），藤村靖文庫（音声科学），林大文庫（国語学），
輿水実文庫（国語教育），中村通夫文庫（国語学）などがある。

・ 『国立国語研究所蔵書目録データベース』を Web 検索できる。
・ 図書館間文献複写サービス（NACSIS-ILL）により，所属機関の図書館を通して複写を申し込み，

郵送で受け取ることができる。
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　　　所蔵資料数（2017 年 4 月 1 日現在）

図書 雑誌

日本語 121,520 冊 5,340 種

外国語 31,418 冊 528 種

計 152,938 冊 5,868 種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※視聴覚資料など 7,819 点を含む
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Ⅲ
国際的研究協力1

　国語研全体の研究テーマである「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」をグローバル
な観点から推進するため，国際的な研究連携体制の多様化を図っている。

世界の大学・研究機関との提携
　世界各地の大学や研究機関等と，共同研究の促進や研究者の交流等を目的とした学術交流協定を締
結している。協定先は，海外で日本語や日本語教育を研究している機関に加え，言語学や情報科学の
研究機関にも及び，これらの協定により，日本語研究から世界の言語研究へ，世界の言語研究から日
本語研究へ，という両方向の交流を強化し，世界規模で研究を促進することをめざしている。

国際シンポジウム・国際会議の開催
　世界における日本語・日本語教育研究の発展のため，NINJAL 国際シンポジウムを毎年数回開催す
ると同時に，海外に拠点を持つ国際学会を国語研に招致している。

日本語研究英文ハンドブック刊行計画
　言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードする De Gruyter Mouton（ドゥ・グ
ロイター・ムートン社　ベルリン／ボストン）からの申し出により，国語研の優れた研究成果を英
文で出版する包括的な協定を 2012 年 7 月に締結した。この協定に基づき，2014 年から，日本語お
よび日本語言語学の研究に関する包括的な日本語研究英文ハンドブック，Handbooks of Japanese 
Language and Linguistics シリーズ（全 12 巻予定）を順次刊行している。このシリーズは，それぞ
れの領域におけるこれまでの重要な研究成果を俯瞰し，現在における最先端の研究状況をまとめると
ともに，今後の研究方向にも示唆を与えるもので，国語研関係者（専任教員および客員教員，諸大学
の共同研究員）だけでなく，各領域における国内外の第一線の研究者が執筆を担当し，国語研が中心
となって編集を行う大規模な国際的プロジェクトである。これにより大学共同利用機関としての国語

協定締結先（2017 年 3月 31 日時点）

相手先機関名 概要・目的

中央研究院（台湾）
東アジア地域における言語学研究の更なる発展を目的
とした連携・協力

北京外国語大学北京日本学研究センター
（中国）

中国語母語話者の日本語学習者縦断コーパスの構築及
び実証的な共同研究の遂行を目的とした連携・協力

オックスフォード大学人文科学部（イギ
リス）

歴史コーパス構築及び日本語史研究を始めとする日本
語研究の国際化の進展を目的とした連携・協力

ペンシルベニア大学言語学科（アメリカ）

統語・意味解析コーパスの構築及び文法の言語対照的
側面における共同研究の遂行を目的とした連携・協力

ヨーク大学言語学科（イギリス）

ブランダイス大学情報科学科（アメリカ）

コロラド大学ボルダー校言語学科（アメ
リカ）

国際的研究協力と社会連携



Ⅲ 国際的研究協力と社会連携 77

研の知名度を世界的に高めるだけでなく，日本語研究の成果ならびに動向を世界に広く問うことに
よって言語学の発展に資するとともに，日本語研究自体の進展にも寄与することとなる。

編集主幹
　柴谷方良（ライス大学 教授）Masayoshi Shibatani (Rice University)
　影山太郎（国立国語研究所 所長）Taro Kageyama (Director-General, NINJAL）

シリーズの構成
全巻英文，各巻 600 ～ 700 ページ
1.  Handbook of Japanese Historical Linguistics
  Edited by Bjarke Frellesvig (University of Oxford/NINJAL), Satoshi Kinsui (Osaka University/

NINJAL) and John Whitman (Cornell University/NINJAL)
2.  Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
  Edited by Haruo Kubozono (NINJAL)
3.  Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
  Edited by Taro Kageyama (NINJAL) and Hideki Kishimoto (Kobe University/NINJAL)
4.  Handbook of Japanese Syntax
  Edited by Masayoshi Shibatani (Rice University/NINJAL), Shigeru Miyagawa (MIT/NINJAL) 

and Hisashi Noda (NINJAL)
5.  Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
  Edited by Wesley Jacobsen (Harvard University) and Yukinori Takubo (Kyoto University/ 

NINJAL)
6.  Handbook of Japanese Contrastive Linguistics 
  Edited by Prashant Pardeshi (NINJAL) and Taro Kageyama (NINJAL)
7.  Handbook of Japanese Dialects
  Edited by Nobuko Kibe (NINJAL) and Tetsuo Nitta (Kanazawa University)
8.  Handbook of the Ryukyuan Languages
  Edited by Patrick Heinrich (Dokkyo University), Shinsho Miyara (formerly, University of the 

Ryukyus) and Michinori Shimoji (Kyushu University/NINJAL)
9.  Handbook of Japanese Sociolinguistics
  Edited by Fumio Inoue (Meikai University/NINJAL), Mayumi Usami (NINJAL), and Yoshiyuki 

Asahi (NINJAL)
10.  Handbook of Japanese Psycholinguistics
  Edited by Mineharu Nakayama (Ohio State University/NINJAL)
11.  Handbook of Japanese Applied Linguistics
  Edited by Masahiko Minami (San Francisco State University/NINJAL)
12.  Handbook of the Ainu Language
  Edited by Anna Bugaeva (Tokyo University of Science/NINJAL)
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海外の研究者の招聘
　海外の研究者を専任や客員教員として招へいすると同時に，研究プロジェクトに共同研究員として
多数の参画を得ている。また，海外の研究者や大学院生が国語研に滞在して研究を行う，外来研究員

（2016 年度新規 5 名）や特別共同利用研究員（2016 年度新規 1 名）として受け入れている。

社会連携2

消滅危機言語・方言の調査・保存・分析
　2009 年にユネスコが発表した世界各地の消滅危機言語（話者が非常に少なくなってきた言語）には，
日本国内の 8 つの言語（方言）が含まれている。国語研ではこれらの諸方言を集中的に記録し，言語
学的に分析するプロジェクトを進めている。これによって，世界の危機言語研究に貢献すると同時に，
方言を使用している地域社会とその文化の活性化に寄与することを目的としている。

日本語コーパスの拡充
　ある言語の全貌を正確に把握するためには，その言語を大量に収集し，分析する必要がある。書き
言葉や話し言葉の資料を，大量かつ体系的に収集し，それを詳細に検索できるようにしたものを，「コー
パス」という。国語研では日本語コーパスの整備を推進し，話し言葉，書き言葉，上代から近代まで
の日本語，方言，日常会話，学習者などの多様なコーパスの構築・公開を進めている。2016 年度に
は 258 億語規模の『国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）』を新たに公開した。これらにより，様々
な種類の日本語の実態が端的に把握できる等の利便性を，研究者のみならず，日本語（国語）教師，
日本語学習者，マスコミなど多方面に提供している。

第二言語（外国語）としての日本語教育研究
　近年，日本で生活している外国人や留学生の増加にともなって日本語学習に対するニーズが拡大・
多様化している中で，国語研では，日本語を母語としない人の学習・習得について基礎的な研究を行
い，国内外の日本語教育を学術的に支援している。

地方自治体との連携
○ 地方自治体の協力を得て，研究成果を分かり易く説明するNINJALセミナーを各地で開催した。（内

容は p.80 に掲載）
○ 立川市歴史民俗資料館との相互協力に関する合意書による活動
　・ 2016. 7.16　一般公開イベント「ニホンゴ探検」において，「れきみんワークショップ」と銘打ち，

歴史民俗資料館職員による所蔵品の展示及び説明を行った。
　・ 2016.12.11　立川市女性総合センター・アイムにおいて，理論・対照研究領域教授 窪薗晴夫によ

る共同企画講演会「立川は「たちかわ」か「たてかわ」か ―日本語の発音とアクセント―」を
開催した。

訪問者の受入等
NINJAL 職業発見プログラム

2016. 4.13 愛知教育大学付属岡崎中学校
2016. 7. 7 仙台第一高等学校
2016. 8. 3 兵庫高校
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2016. 8. 5 早稲田実業学校中等部
2016. 8.10 富山高校
2016. 8.19 明星学園中学校
2016.10.21 横浜翠嵐高校
2016.11.16 開智高校
2017. 2. 2 海城中学校
見学・研修・視察等

団体見学 6 件（専修大学，東京学芸大学，十文字学園女子大学の日本語学関係ゼミなど）
研修対応 2 件（府中市立小中学校教育研究会など）
視察対応 4 件（文部科学省研究振興局学術機関課長など）

学会等の後援・共催
・Tutorial workshop of OJAD　2016.5.28，2016.6.4
　主催者：Project OJAD
　開催地：国際交流基金ロサンゼルス日本文化センター，ボストン大学
・第 7 回立川文学賞　2016.7‒2017.9
　主催者：立川文学賞実行委員会
・基礎教育保障学会設立大会　2016.8.21（共催）
　主催者：基礎教育保障学会
　開催地：国立国語研究所
・平成 28 年度日本語教育能力検定試験　2016.10.23
　主催者：公益財団法人日本語教育支援協会
・日本語ボランティアシンポジウム 2016「つながろう！日本語教室を越えて」　2016.12.3
　主催者：公益財団法人名古屋国際センター，東海日本語ネットワーク
　開催地：名古屋国際センター
・人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん 2016」　2016.12.9‒11（共催）
　主催者：情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会
　開催地：国文学研究資料館，国立国語研究所
・第 15 回全養協公開講座　2017.1.14
　主催者：一般社団法人全国日本語教師養成協議会
　開催地：SYD ホール
・第 8 回産業日本語研究会・シンポジウム　2017.3.8
　主催者：高度言語情報融合フォーラム（ALAGIN），一般財団法人日本特許情報機構
　開催地：丸ビルホール
※共同で主催したものは除く

刊行物
NINJAL フォーラムシリーズ
　一般向け講演会「NINJAL フォーラム」の内容を「NINJAL フォーラムシリーズ」として冊子と
Web 上で公開している。
○  NINJAL フォーラムシリーズ 6『世界の漢字教育　日本語漢字をまなぶ』

2014年9月21日に開催された第8回NINJALフォーラムでの講演を文字化。2017年1月20日発行，
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全 82 ページ。
○  NINJAL フォーラムシリーズ 7『ここまで進んだ！ここまで分かった！国立国語研究所の日本語研

究』
2016年 3月 5日に開催された第9回NINJALフォーラムでの講演を文字化。2016年 8月 10日発行，
全 60 ページ。

『国語研　ことばの波止場』（NINJAL Research Dijest）
　国語研の研究活動及び研究成果に関する情報を研究者コミュニティだけでなく，大学生から一般市
民の方までが読んで楽しめる研究情報誌。2016 年度に創刊し，第 1 号を発行した（年 2 回刊行予定）。
○ Vol. 1（2017 年 3 月）

特集：国語研では，いま，何を研究しているのか？ ―始動する「最先端基幹プロジェクト」―
コラム，研究者紹介，著書紹介

一般向けイベント
NINJAL フォーラム
　国語研が主体となって実施する研究や，他機関との連携研究による優れた成果を学術界だけでなく，
広く一般の方々に知っていただくとともに，社会との連携を積極的に推進して社会貢献に資するとい
う観点からフォーラムを開催している。
○第 10 回「オノマトペの魅力と不思議」

2017 年 1 月 21 日（一橋大学一橋講堂 学術総合センター）
講演

今井むつみ（慶應義塾大学）
　「オノマトペはことばの発達に役立つか？」
秋田喜美（名古屋大学）
　「外国語にもオノマトペはあるか？」
岩﨑典子（ロンドン大学 SOAS）
　「外国人は日本語のオノマトペを使えるか？」
小野正弘（明治大学）
　「オノマトペの意味は変化するか？」
坂本真樹（電気通信大学）
　「「もふもふ」はどうやって生まれたか？」

パネルディスカッション
コーディネーター：窪薗晴夫（国立国語研究所）
パネリスト：今井むつみ，秋田喜美，岩﨑典子，小野正弘，坂本真樹

NINJAL セミナー
　各共同研究プロジェクトにおいて，その研究内容を様々な形で一般の方々に発表し，地域社会等と
触れ合う場として NINJAL セミナーを次のように実施した。
○「言語データと日本語研究」

2016 年 9 月 20 日（国立台湾大学）
○「隠岐の島方言のつどい」

2016 年 12 月 10 日（隠岐島文化会館）
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その他
○「ことば」展示（「立川体験スタンプラリー」対象イベント）

2016 年 10 月 15 日（国立国語研究所）
○大学共同利用機関シンポジウム 2016（出展）

2016 年 11 月 27 日（アキバ・スクエア）

児童・生徒向けイベント
NINJAL 職業発見プログラム（中学・高校生向け）
　中学生や高校生向けに，言語学や日本語あるいは日本語教育を研究することを通じて，学問の楽し
さやすばらしさを知ってもらうためのプログラム。（受入校は，p.78 に掲載）

NINJAL ジュニアプログラム（小学生向け）
　小学生を対象に，子どもたちの身近にある題材を取り上げ，楽しみながら普段使っている日本語に
ついて考えられるような，ワークショップや出前授業などを実施した。
○「めざせ！辞書引きの達人」

2016 年 6 月 21 日（立川市立第六小学校）
対象：小学 3 年生
講師：柏野和佳子（音声言語研究領域准教授）

○「めざせ！辞書引きの達人」
2016 年 10 月 22 日（立川市立西砂小学校）
対象：小学 4 年生
講師：柏野和佳子（音声言語研究領域准教授）

○「学んでみよう！多摩のことば，青梅のことば」
2016 年 12 月 1 日（青梅市立若草小学校）
対象：小学 5,6 年生
講師：三井はるみ（言語変異研究領域助教）

ニホンゴ探検 2016 ― 1 日研究員になろう―
　児童・生徒・一般を対象に研究所を公開し，「日本語」「ことば」の魅力と不思議に触れられるプロ
グラムが人気のイベント。

2016 年 7 月 16 日（国立国語研究所）
・ことばのミニ講義
　 「知らなかった！気づかない方言」朝日祥之（言語変異研究領域准教授）
　 「ようこそ，ドキドキ・ワクワクの世界へ ―オノマトペの不思議」石黒 圭（日本語教育研究領

域教授）
・全国方言の旅
・辞書引きコーナー
・にほんごスタンプラリークイズ
・れきみんワークショップ

その他
○平成 28 年度子ども霞が関見学デー（出展）



82 Ⅲ 国際的研究協力と社会連携

2016 年 7 月 27 ～ 28 日（旧文部省庁舎）

大学院教育と若手研究者育成3

（1） 連携大学院：一橋大学大学院言語社会研究科，東京外国語大学大
学院総合国際学研究科

　2005 年度から，一橋大学との連携大学院プログラムを実施している。この連携大学院（日本語教
育学位取得プログラム）は，日本語教育学，日本語学，日本文化に関する専門的な知識を備えた研究
者や日本語教育者を育成することを目指している。その中で，国立国語研究所は日本語学の分野を担
当している。また，2016 年度から東京外国語大学大学院総合国際学研究科との新たな連携大学院を
開始した。

（２）特別共同利用研究員制度
　国語研では，国内外の大学の要請に応じて，日本語研究・日本語教育研究などの分野を専攻する大
学院生を特別共同利用研究員として受け入れている。国語研の設備，文献等の利用や，国語研の研究
者から研究指導を受けることができる制度である。（2016 年度新規 2 名受入）

（３）NINJAL チュートリアル
　日本語学・言語学・日本語教育研究の諸分野における最新の研究成果や研究方法を，第一線の教授
陣によって，大学院生を中心とした若手研究者等に教授する講習会で，若手研究者の育成・サポート
を目的としている。大学共同利用機関である国語研の特色を活かしたテーマを積極的に取り上げ，年
数回，全国各地で実施している。2016 年度は第 20 回～第 23 回を実施した。
受講対象：原則として，大学院生レベル

・大学院生（修士課程または博士課程に在籍する者）
・修士課程または博士課程を修了後，原則として 6 年未満の者
・当該諸分野を専門とした職務に従事している者
・大学院進学を目指す学部学生等

○第 20 回　2016 年 9 月 10 日（イオンコンパス大阪駅前会議室）
「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中納言」による検索と集計―」
講師：小木曽智信（言語変化研究領域准教授）

○第 21 回　2017 年 2 月 10 日（国立国語研究所）
「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中納言」による検索と集計―」
講師：小木曽智信（言語変化研究領域准教授）

○第 22 回　2017 年 2 月 17 日（大阪大学豊中キャンパス）
「学習者コーパスを使って研究しよう！」
講師：石黒 圭（日本語教育研究領域教授）

○第 23 回　2017 年 2 月 24 日（国立国語研究所）
「学習者コーパスを使って研究しよう！」
講師：石黒 圭（日本語教育研究領域教授）
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（４）優れたポストドクターの登用
　若手のポストドクターが各種共同研究プロジェクトの運営を補助するとともにプロジェクトに関連
する研究を自ら行うことで研究者としての自立性を向上させ，若手研究者のキャリアパスになる制度
としてプロジェクト研究員（プロジェクト PD フェロー）を設け，公募により積極的に採用している。

（2016 年度在籍者 10 名，内新規採用 5 名）
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Ⅳ 教員の研究活動と成果

影山　太郎（かげやま たろう）国立国語研究所 所長

1949 生
【学位】Ph.D.（言語学）（南カリフォルニア大学，1977）
【学歴】大阪外国語大学英語学科卒業（1971），大阪外国語大学大学院外国語学研究科修士課程修了
（1973），南カリフォルニア大学大学院言語学科博士課程修了（1977）
【職歴】神戸学院大学教養部助手（1973‒1974），大阪大学言語文化部講師（1978‒1980），同助教授
（1980‒1987），関西学院大学文学部教授（1987‒2009），パリ第 7 大学（招聘教授，2008），関西学院
大学名誉教授（2009），大学共同利用機関法人人間文化研究機構教授・日本語研究機関設置準備室長

（2009），国立国語研究所 所長（2009.10）
【専門領域】言語学，形態論，語彙意味論，統語論，言語類型論
【所属学会】日本言語学会，日本語学会，日本語文法学会，関西言語学会，アメリカ言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会 顧問（元会長）・評議員；日本語学会 評議員；関西言語学会 運
営委員；特定非営利活動法人言語資源協会（GSK）理事；日本国際教育支援協会 理事；文化庁文化
審議会国語分科会臨時委員；財団法人新村出博士記念財団 委員；Oxford Research Encyclopedia of 
Linguistics (Oxford University Press) 顧問・代表編集委員
【受賞歴】
1994　第 22 回金田一京助博士記念賞（金田一京助博士記念会，著書『文法と語形成』）
1980　市河賞（財団法人語学教育研究所，著書『日英比較 語彙の構造』）
1973　 東京言語研究所言語学懸賞論文賞（東京言語研究所，論文「場所理論的見地から」『言語の科

学 5』）

【研究業績】
《著書・編書》
　Taro Kageyama and Wesley M. Jacobsen (eds.)
　　 Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond, Berlin/Boston: De 

Gruyter Mouton, 2016.7.
《論文・ブックチャプター》

Taro Kageyama
　 “Agents in anticausative and decausative compound verbs”, Taro Kageyama and Wesley M. 

Jacobsen (eds.) Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond, pp.89‒
124, Berlin/Boston: De Gruyter Mouton, 2016.7.

影山太郎
　 「対照言語学から照射した現代日本語文法 ―名詞抱合と言語類型―」，『日本語文法』16（2），

pp.32-47，2016.9.
《その他の出版物・記事》

影山太郎
　 「国立国語研究所 ―グローバル化と日本語研究―」，『東京外国語大学 国際日本研究 報告（Ⅰ）：

2015 年度国際シンポジウム「国際日本研究 ―対話，交流，ダイナミクス」』pp.71‒76，東京外国
語大学大学院国際日本学研究院，2017.3.
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【講演・口頭発表】
　影山太郎
　　 「複合語の小宇宙から日本語文法の大宇宙を探る」（招待講演），東京言語研究所開設 50 周年セミ

ナー，国立オリンピック記念青少年総合センター，2016.9.3.

【その他の学術的・社会的活動】
・日本語言語学（Japanese linguistics）の国際的普及のために次の活動を行った。

（1 ）Oxford University Press との出版契約により，2013 年 12 月開催の NINJAL 国際シンポジウ
ム「日本語およびアジア諸言語における複合動詞・複雑動詞の謎」をまとめた英文論文集（Taro 
Kageyama, Peter Hook, hand Prashant Pardeshi (eds.) Verb-Verb Complexes in Asian Languages）
の編集・査読を進めた。

（2 ）Oxford University Press との契約により，オンライン刊行物Oxford Research Encyclopedia of 
Linguistics (http://linguistics.oxfordre.com) の Advisory Board 及び Senior Editor として，Taro 
Kageyama “Compound and complex predicates in Japanese” の論文を執筆するとともに，次の
論文の編集・取りまとめを行った（Malka Rappaport Hovav “Argument realization in syntax”, 
Hideki Kishimoto “Argument realization and case in Japanese”, Masahiko Minami “Second 
language acquisition of Japanese”, Timothy Vance “Rendaku or sequential voicing in Japanese 
phonology”, Mineharu Nakayama “Japanese psycholinguistics”, Bjarke Frellesvig “Old and Middle 
Japanese”，James Yoon “Korean syntax”, Yoshiko Matsumoto “Noun modification construction in 
Japanese”, Sachiko Ide & Kishiko Ueno “Politeness in Japanese”）。いずれも，2016‒2017 年に刊行。

（3 ）Cambridge University Press との契約により，Yoko Hasegawa (ed.) The Cambridge Handbook 
of Japanese Linguistics に論文 “Events and properties in morphology and syntax” を寄稿した。
2017-2018 年に刊行予定。
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窪薗　晴夫（くぼぞの はるお）研究系（理論・対照研究領域） 教授，領域代表，副所長

1957 生
【学位】Ph.D.（言語学）（エジンバラ大学，1988）
【学歴】大阪外国語大学外国語学部卒業（1979），名古屋大学大学院文学研究科博士課程前期修了（1981），
名古屋大学大学院文学研究科博士課程後期中退（1982），英国・エジンバラ大学大学院博士課程修了

（1986）
【職歴】南山大学外国語学部 助手（1982），同 講師（1984），同 助教授（1990），大阪外国語大学外国
語学部 助教授（1992），カリフォルニア大学サンタクルズ校 客員研究員（フルブライト若手研究員）

（1994-1995），マックスプランク心理言語学研究所 客員研究員（1995），神戸大学文学部 助教授（1996），
同 教授（2002），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系 教授，研究系長（2010‒2016），
同 研究系（理論・対照研究領域） 教授，領域代表，副所長（2016）
【専門領域】言語学，日本語学，音声学，音韻論，危機方言
【所属学会】日本言語学会，日本音声学会，日本音韻論学会，日本語学会，関西言語学会，日本音響学会，
Association for Laboratory Phonology，International Phonetic Association
【学会等の役員・委員】日本言語学会 会長；日本音声学会 評議員；日本学術会議 連携会員；理化
学研究所脳科学研究センター 客員研究員；市河三喜賞 審査委員・幹事；東京言語研究所 運営委
員；The Association for Laboratory Phonology, Executive Committee member (‒2016.7)；Oxford 
Studies in Phonology and Phonetics Series  (OUP), Advisory Editor；International Congress of 
Phonetic Sciences (ICPhS), Permanent Council member；Lingua, Editorial Board member
【受賞歴】
2015　国立国語研究所第 10 回所長賞
2013　国立国語研究所第 6 回所長賞
2010　国立国語研究所第 1 回所長賞
1997　金田一京助博士記念賞（金田一賞）
1995　市河三喜賞
1988　名古屋大学英文学会 IVY Award
1985　イギリス政府 Overseas Research Student Award

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：リーダー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：

メンバー
・ 新領域創出型共同研究プロジェクト「語用論的推論に関する比較認知神経科学的研究」：コーディ

ネーター

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（A）「日本語諸方言のプロソディーとプロソディー体系の類型」，26244022：研究代表者
・ 挑戦的萌芽研究「「呼びかけイントネーション」に関する萌芽的研究」，25580098：研究代表者
・ 基盤研究（S）「乳児音声発達の起源に迫る：アジアの言語から見た発達メカニズムの解明」，

16H06319：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
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Haruo Kubozono
　 “Diphthongs and word accent in Japanese”, KLS (Proceedings of the 40th Annual Meeting of 

the Kansai Linguistic Society) , 36, pp.195‒206, 2016.6.
Haruo Kubozono
　 “Diversity of pitch accent systems in Koshikijima Japanese”，『言語研究』150（1），pp.1‒31，

2016.9.
窪薗晴夫
　 「日本語の二重母音」，日本音韻論学会（編）『現代音韻論の動向 : 日本音韻論学会の歩みと展望』，

pp.22‒25，開拓社，2016.9.
《辞書・辞典類》

窪薗晴夫
　 「ママは昔パパだったのか？ ―五十音図の秘密―」，「「むっつ」と「みっつ」の関係とは ―数詞

の謎―」，中島平三（編）『ことばのおもしろ事典』，pp.112‒125，朝倉書店，2016.4.
Haruo Kubozono
　 “Accent in Japanese phonology”, Oxford Research Encyclopedia of Linguitics  (online 

encyclopedia), Oxford University Press, 2017.2.
《その他の出版物・記事》

窪薗晴夫
　 「日本語音声の謎と難問」，『日本語学』35（5），pp.2‒12，2016.5.
窪薗晴夫
　 「「マクる？」「り」…中高年を煙に巻く若者の略語」，YOMIURI オンライン，2016.9.12.

【講演・口頭発表】
窪薗晴夫
　 「日本語の音韻研究 ―わかったこと，やり残したこと」（招待講演），日本音韻論学会春季大会シ

ンポジウム，首都大学東京，2016.6.24.
Haruo Kubozono
　 “Mora and syllable in the pitch accent system of Koshikijima Japanese”（招待講演），Japanese 

and Korean Accent: Diachrony, Reconstruction, and Typology，東京外国語大学，2016.7.2.
Haruo Kubozono
　 “Mora and syllable in pitch accent systems”（招待講演），KALS & KACL，プサン大学，2016.8.24.
窪薗晴夫
　 「音韻論の課題 ―日本語音声の研究を中心に」（招待講演），東京言語研究所，国立オリンピック

記念青少年総合センター，2016.9.4.
Haruo Kubozono
　 “Moras and syllables in Japanese dialects”（招待講演），Syllables and Prosody，国立国語研究所，

2016.10.13.
窪薗晴夫
　 「英語と日本語のアクセント規則」（招待講演），語学教育研究所，東京家政大学，2016.11.20.
Haruo Kubozono
　 “Language contact and accent changes in Japanese”（招待講演），アメリカ音響学会・日本音響

学会ジョイントミーティング，Hilton Hawaiian Village Waikiki Beach Resort，2016.11.29.
窪薗晴夫
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　 「日英語の頭韻と音節構造」（招待講演），津田塾大学言語文化研究会講演会，津田塾大学，
2016.12.9.

Haruo Kubozono
　 “The phonological structure of Japanese mimetics and motherese”（招待講演），NINJAL 国際

シンポジウム（Mimetics in the World's Languages），国立国語研究所，2016.12.17.
窪薗晴夫
　 「鹿児島方言の「の」の縮約と音節構造」，Prosody and Grammar Festa，国立国語研究所，

2017.2.18.
窪薗晴夫
　 「日本語のプロソディーと音節構造」，PAIK 2017‒03（関西音韻論研究会），神戸大学，2017.3.25.

【研究調査】
・ 2016.6　 薩摩川内市（鹿児島県）鹿児島方言のプロソディー調査
・ 2016.8　 甑島（鹿児島県薩摩川内市）甑島方言のプロソディー調査
・ 2016.11　薩摩川内市（鹿児島県）鹿児島方言の語法調査
・ 2016.12　薩摩川内市（鹿児島県）鹿児島方言のプロソディー調査
・ 2017.2　 小林市（宮崎県）小林方言のプロソディー調査

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」音声研究班共同研究発表会，国立国語研究所，

2016.9.16.
・ Syllbles and Prosody（JK24 サテライトワークショップ），国立国語研究所，2016.10.13.
・ NINJAL 国際シンポジウム The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference，国立国語研究所，

2016.10.14‒16.
・ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」音声研究班共同研究発表会，福岡大学，2016.12.4.
・ NINJAL フォーラム「オノマトペの魅力と不思議」，一橋講堂，2017.1.21.
・ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクト合同研究発表会（Prosody and 

Grammar Festa），国立国語研究所，2017.2.18‒19

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「新語はこうして作られる」（招待講演），国際日本語普及協会研修会，国際日本語普及協会，

2016.6.23.
・ 「立川は「たちかわ」か「たてかわ」か ―日本語の発音とアクセント」（招待講演），立川市歴史民

俗資料館共同企画講演会，立川市女性総合センター，2016.12.11.
・ 「言葉を学ぶということ」（招待講演），大宮中央高校教員研修会，大宮中央高校，2016.12.20.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師（集中講義）
　早稲田大学大学院（2016.7）
　南山大学大学院（2016.8）
・日本学術振興会 PD（外国人特別研究員）1 名の受入
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Timothy J. Vance（ティモシー・J・バンス）研究系（理論・対照研究領域） 教授

1951 生
【学位】Ph.D.（言語学）（シカゴ大学，1979）
【学歴】ワシントン大学（セントルイス）卒業（1973），シカゴ大学大学院言語学科修士課程修了（1976），
シカゴ大学大学院言語学科博士課程修了（1979）
【職歴】ハワイ大学マノア本校 准教授（1988），コネチカット・カレッジ 准教授（1993），同 教授（1994），
アリゾナ大学 教授（2000），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系 教授（2010），同 研
究情報資料センター長（2013‒2016），同 研究系（理論・対照研究領域）教授（2016）
【専門領域】言語学，音声学，音韻論，表記法
【所属学会】日本言語学会，言語科学会，日本音声学会，日本音韻論学会，Acoustical Society of 
America，American Association of Teachers of Japanese，Association for Laboratory Phonology，
Linguistic Society of America
【受賞歴】
2016　言語科学会 JCHAT 賞（年次国際大会の発表賞）

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：メンバー

【研究業績】
《著書・編書》

Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.)
　 Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project , Amsterdam: John 

Benjamins, 2016.6.
《論文・ブックチャプター》

Timothy J. Vance
　 “Introduction”, Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) Sequential Voicing in Japanese , pp.1‒12, 

Amsterdam: John Benjamins, 2016.6.
Nobuyuki Nakazawa, Timothy J. Vance, Mark Irwin, and Paul A. Lyddon
　 “Rendaku awareness of Japanese learners in Taiwan”, Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) 

Sequential Voicing in Japanese , pp.57‒77, Amsterdam: John Benjamins, 2016.6.
Timothy J. Vance and Atsushi Asai
　 “Rendaku and individual segments”, Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) Sequential Voicing 

in Japanese , pp.119‒137, Amsterdam: John Benjamins, 2016.6.
Mizuki Miyashita, Mark Irwin, Ian Wilson, and Timothy J. Vance
　 “Rendaku in Tōhoku Japanese” Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) Sequential Voicing in 

Japanese , pp.173‒193, Amsterdam: John Benjamins, 2016.6.
Timothy J. Vance
　 “JFL learners and big numbers: Pitch-accent and phrasing”, Proceedings of ISAPh2016: 

Diversity in Applied Phonetics (ISAPh 2016) , pp.42‒45, 2016.11.
Katsuo Tamaoka, Kyoko Hayakawa, and Timothy J. Vance
　 “Triple operations of rendaku processing: Native Chinese and Korean speakers learning 

Japanese”, Journal of Japanese Linguistics , Vol.32, pp.31‒55, 2017.1.
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Timothy J. Vance 
　 “Rendaku following a moraic nasal”，『音韻研究の新展開－窪薗晴夫教授還暦記念論文集』，

pp.19‒39，2017.3.
《辞書・辞典類》

Timothy J. Vance
　 “Rendaku or sequential voicing in Japanese phonology”, Mark Aronoff (eds.), Oxford Research 

Encyclopedia of Linguistics , Oxford: Oxford University Press, 2017.3.

【講演・口頭発表】
Timothy J. Vance, Shigeto Kawahara, and Mizuki Miyashita
　 "Lyman’s Law, the OCP, and prenasalization in Northern Tōhoku Japanese", NWAV Asia-

Pacific 4，國立中正大學，2016.4.22.
Timothy J. Vance
　 "Toward a spelling pronunciation typology: Examples from Japanese"（招待講演）， Phonology 

Forum 2016，金沢大学，2016.8.26.
Timothy J. Vance
　 "Compound words in English and Japanese"（招待講演），英語コミュニケーション課程主催講

演会，群馬県立女子大学，2016.11.9.
Timothy J. Vance
　 "Big numbers: Accent and intonation"（招待講演）， Language Learning and Teaching 

Workshop，立命館大学，2016.11.17.
Timothy J. Vance
　 "Compound words in English and Japanese"（招待講演）， English Department Seminar，大阪 

女学院大学，2017.1.16.
Timothy J. Vance
　 "Rendaku (sequential voicing) in Japanese"（招待講演）， English Department Seminar，大阪女

学院大学，2017.1.16.
Timothy J. Vance
　 "The Japanese syllable debate"（招待講演）, GLOW in Asia XI, National University of Singapore, 

2017.2.21.
Timothy J. Vance
　 "Onset optimization in Japanese", 第 12 回音韻論フェスタ，立命館大学，2017.3.8.

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ NINJAL 国際シンポジウム The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference，国立国語研究所，

2016.10.

【その他の学術的・社会的活動】
・ "Benjamin Smith Lyman and Lyman’s Law" （招待講演）, Reischauer Institute Japan Forum，

Harvard University, 2016.12.2.
・ "Benjamin Smith Lyman and Rendaku: The discovery of a law"（ 招 待 講 演）, Stanford‒Oberlin 

Commemorative Lecture Series, 桜美林大学，2017.1.12.
・ 「｢連濁｣ に見る日本語の奥行き」（招待講演），IUC レクチャー ･ シリーズ，国際文化会館，

2017.3.2.
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Prashant Vijay Pardeshi（プラシャント ウィジャイ パルデシ）
研究系（理論・対照研究領域） 教授，研究情報発信センター長

【学位】博士（学術）（神戸大学，2000）
【学歴】ジャワハルラル・ネル大学文学日本語専攻修士課程修了（1993），神戸大学大学院文化学研究
科修了（2000）
【職歴】神戸大学文学部 講師（2005），同 人文学研究科 講師（2007），大学共同利用機関法人人間文
化研究機構国立国語研究所言語対照研究系 准教授（2009），同 教授（2011），同 研究系長（2014‒2016），
同 研究系（理論・対照研究領域）教授，研究情報発信センター長（2016）
【専門領域】言語学，言語類型論，対照言語学
【所属学会】日本語文法学会，日本言語学会，関西言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会　評議員
【受賞歴】
2016　国立国語研究所第 12 回特別所長賞
2010　国立国語研究所第 1 回所長賞
2007　 第 1 回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』優秀賞：パルデシ・プラシャント，桐生和幸，

石田英明，小磯千尋（編）2007.『日本語 ―マラーティー語基本動詞用法事典』（428 ページ）。
財団法人博報児童教育振興会 2005 年度第１回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』の研
究助成支援による「日・マラーティー語の対照研究・日本語教育用基本動詞用法事典の作成」
プロジェクト報告書。

2000　 The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of 
South Asian Languages and Linguistics 2000”, Sage Publications. New Delhi, Thousand Oaks, 
& London. Paper title: “The Passive and Related Constructions in Marathi.”

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」：リーダー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：サブリーダー
・基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」：サブリーダー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」，

15H03210：研究代表者
・ 基盤研究（C）「マルチメディアを用いた外国語学習過程のモデル化」，15K01076：研究分担者
・ 挑戦的萌芽研究「大規模コーパスに基づく日本語機能語の基礎研究と機能語検索ツールへの応用」，

16K13228：研究代表者

【研究業績】
《著書・編書》

プラシャント・パルデシ，今井新悟，赤瀬川史朗
　 『日本語コーパス活用入門 ―NINJAL-LWP 実践ガイド』，大修館書店，2016.7.

《論文・ブックチャプター》
Peter Hook and Prashant Pardeshi
　 “Noun-modifying constructions in Marathi”, Matsumoto Yoshiko, Bernard Comrie and 

Peter Sells (eds.) Noun-Modifying Clause Constructions in Languages of Eurasia: Rethinking 
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Theoretical and Geographical Boundaries , pp.293‒329, Amsterdam: John Benjamins, 2017.3.
《データベース類》
・ プラシャント・パルデシ，秋田喜美『NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）』（オノマトペ検索機能追加）

2016.12.
http://nlb.ninjal.ac.jp/

《その他の出版物・記事》
プラシャント・バルデシ
　 「イントロダクション」（ワークショップ「統語・意味解析情報付き日本語コーパスの構築に向け

て」），日本言語学会第 153 回大会予稿集，2016.12.
プラシャント・バルデシ
　 「まとめと将来の展望」（ワークショップ「統語・意味解析情報付き日本語コーパスの構築に向け

て」），日本言語学会第 153 回大会予稿集，2016.12.

【講演・口頭発表】
プラシャント・パルデシ
　 「マラーティー語の名詞修飾表現は English (European)-type か，Japanese (Asian)-type か？」，「対

照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「名詞修飾表現」研究発表会，神戸大
学，2016.7.9.

Alastair Butler, Shiro Akasegawa, Prashant Pardeshi, and Kei Yoshimoto
　 “A parsed corpus of Japanese enriched to reach levels of semantic analysis”（招待講演）, 

Brandeis University Boston, 2016.9.2.
今村泰也，高原真理，中溝朋子，プラシャント・パルデシ
　 「基本動詞（多義動詞）の理解に役立つ視聴覚コンテンツ ―ショートアニメを中心に―」，2016

年度日本語教育学会秋季大会，ひめぎんホール，2016.10.9.
プラシャント・パルデシ
　 「イントロダクション」，ワークショップ「統語・意味解析情報付き日本語コーパスの構築に向け

て」（日本言語学会第 153 回大会），福岡大学，2016.12.4.
プラシャント・パルデシ
　 「まとめと将来の展望」，ワークショップ ｢統語・意味解析情報付き日本語コーパスの構築に向け

て（日本言語学会第 153 回大会），福岡大学，2016.12.4.
Prashant Pardeshi and Kimi Akita
　 “Lexical portraits of Japanese mimetics: Browsing through the BCCWJ corpus using NLB”
（ポスター発表）, NINJAL International Symposium 2016. Mimetics in Japanese and Other 
Languages of the World, 国立国語研究所 , 2016.12.17.

今村泰也，高原真理，中溝朋子，プラシャント・パルデシ
　 「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」，「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」研

究発表会，東北大学，2017.3.5.
Prashant Pardeshi
　 “Implicature vs Entailment in Chinese, Japanese, Korean, Hindi and Marathi transitive clauses: 

A contrastive study”（招待講演）， A Seminar Jointly Organized by the Centre for Japanese 
Studies, Centre for Korean Studies and Centre for Chinese and Southeast Asian Studies, 
Jawaharlal Nehru University, 2017.3.22.

プラシャント・パルデシ
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　 「体系的な基本動詞学習『基本動詞ハンドブック』の活用」（招待講演），The Bhutan Centre for 
Japanese Studies（ブータン日本語学校），2017.3.24.

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「名詞修飾表現」共同研究発表会，

神戸大学，2016.7.9.
・ NINJAL 国際シンポジウム The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference，国立国語研究所，

2016.10.14‒16.
・ 国際ワークショップ Unshared Task on Theory and System analysis with FraCaS, MultiFraCaS 

and JSeM Test Suites，国立国語研究所，2016.11.13.
・ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「名詞修飾表現」共同研究発表会，

名古屋大学，2016.11.19.
・ 日本言語学会第 153 回大会ワークショップ「統語・意味解析情報付き日本語コーパスの構築に向け

て」，福岡大学，2016.12.4.
・ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「名詞修飾表現」共同研究発表会，

国立国語研究所，2016.12.9‒10.
・ NINJAL 国際シンポジウム Mimetics in Japanese and Other Languages of the World，国立国語研

究所，2016.12.17‒18.
・ NINJAL フォーラム ｢オノマトペの魅力と不思議｣，一橋講堂，2017.1.21.
・ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクト合同研究発表会（Prosody and 

Grammar Festa），国立国語研究所，2017.2.18‒19.
・ ｢統語・意味解析コーパスの開発と言語研究｣ 共同研究発表会，東北大学，2017.3.5.

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「プネーにおける日本語教育の歴史を振り返って」（記事協力），『インド通信』第 453 号，2016.7.1.
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船越　健志（ふなこし けんし）研究系（理論・対照研究領域） 特任助教

【学位】Ph.D.（言語学）（メリーランド大学，2014）
【学位】早稲田大学第一文学部総合人文学科卒業（2007），大阪大学大学院言語文化研究科専攻博士前
期課程修了（2009），メリーランド大学大学院言語学科博士課程修了（2014）
【職歴】人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系 特任助教（2015）同 研究系（理論・対
照研究領域） 特任助教（2016）
【専門領域】言語学，統語論，生成文法
【所属学会】日本言語学会，日本英語学会
【受賞歴】
2016　国立国語研究所第 13 回所長賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 領域指定型共同研究プロジェクト「日本語から生成文法理論へ：統語理論と言語獲得」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 若手研究（B）「自然言語における省略可能な統語範疇に関する通言語的研究」15K16773：研究代

表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Kenshi Funakoshi
　 “Verb-stranding verb phrase ellipsis in Japanese”, Journal of East Asian Linguistics , 25(2), 

pp.113‒142, 2016.5.

【講演・口頭発表】
船越健志
　 「動詞残余型動詞句削除分析」，日本言語学会，慶応義塾大学，2016.6.26.

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ NINJAL 国際シンポジウム The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference，国立国語研究所，

2016.10.14‒16.
・ 「日本語から生成文法へ：統語理論と言語獲得」研究発表会，国立国語研究所，2016.12.26‒27.

【その他の学術的・社会的活動】
・ Journal of East Asian Linguistics，査読者
・ Natural Language and Linguistic Theory，査読者
・ The proceedings of Japanese/Korean Linguistics Conference 24，編集委員

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

明治学院大学大学院
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木部　暢子（きべ のぶこ）研究系（言語変異研究領域） 教授 , 領域代表 , 副所長

1955 生
【学位】博士（文学）（九州大学，1998）
【学歴】九州大学文学部文学科卒業（1978），九州大学大学院文学研究科修士課程修了（1980）
【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），同 講師（1981），福岡女学院短期大学 講師（1985），鹿児島
大学法文学部 助教授（1988），同 教授（1999），同 副学部長（2004），同 学部長（2006），人間文化
研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 教授，副所長（2010），同 研究系長（2010‒2016），同 研
究系（言語変異研究領域） 教授，領域代表（2016）
【専門領域】日本語学，方言学，音声学，音韻論
【所属学会】日本語学会，日本言語学会，日本音声学会，西日本国語国文学会
【学会等の役員・委員】日本学術会議 会員；日本語学会 理事；日本音声学会 理事；日本言語学会 評
議員；文部科学省文化審議会 委員；文化庁平成 28 年度危機的な状況にある言語・方言に関する研究
協議会 委員；独立行政法人大学評価・学位授与機構 国立大学教育研究評価委員会 専門委員
【受賞歴】
1990　新村出財団 研究助成

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：

リーダー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：メンバー
・ 広領域連携型基幹研究プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構

築」国語研ユニット「方言の記録と継承による地域文化の再構築」：リーダー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓」，16H01933：

研究代表者
・ 基盤研究（A）「日本語諸方言のプロソディーとプロソディー体系の類型」，26244022：研究分担者

【研究業績】
《報告書・論集》

木部暢子（編）
　 『消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究　久米島方言調査報告書』，国立国語研究所，

2017.3.
《論文・ブックチャプター》

木部暢子
　 「記述方言学の研究動向」，『方言の研究』2，pp.63‒82，日本方言研究会，2016.9.
木部暢子
　 「久米島方言の音韻」，木部暢子（編）『消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究　久米島

方言調査報告書』，pp.25‒44，国立国語研究所，2017.3.
木部暢子
　 「隠岐の島の方言」，『隠岐の文化財』34，pp.24‒38，隠岐の島教育委員会，2017.3.

《データベース類》
・ 木部暢子（編）『「日本の消滅危機言語・方言」データ』（「与那国祖納方言の基礎語彙」「沖縄県首
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里方言の談話」追加）2017.3.
http://kikigengo.ninjal.ac.jp/

《その他の出版物・記事》
木部暢子
　 「地域語に見る大和言葉」，『日本語学』36（1），pp.52‒61，明治書院，2017.1.

【講演・口頭発表】
木部暢子
　 「対格表現の地域差 ―助詞ゼロをめぐって―」（招待講演），東京外国語大学語学定例研究会，東

京外国語大学，2016.7.6.
木部暢子
　 「諸方言コーパスに見る格と取り立て ―九州方言を中心に―」，「日本の消滅危機言語・方言

の記録とドキュメンテーションの作成」共同研究発表会「格と取り立て」，国立国語研究所，
2016.9.21.

木部暢子
　 「諸方言の「やる・くれる・もらう」 ―テキストを使った方言研究―」，九州方言研究会，宮崎中

央公民館，2017.1.7.
木部暢子，佐藤久美子，中西太郎，中澤光平
　 「『日本語諸方言コーパス』の構築について」，言語資源活用ワークショップ 2016，国立国語研究所，

2017.3.7.
木部暢子
　 「方言コーパスに見る日本語諸方言の助詞」，平成 28 年度コーパス合同シンポジウム「コーパス

に見る日本語のバリエーション ―助詞のすがた―」，国立国語研究所，2017.3.9.

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」共同研究発表会，国立国語

研究所，2016.9.19‒20.
・危機的な状況にある言語・方言サミット（奄美大会）・与論，与論町砂美地来館，2016.11.3.
・ 平成 28 年度コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション ―助詞のすが

た」，国立国語研究所，2017.3.9.

【研究調査】
・ 2016.11.3‒6　 島根県隠岐郡隠岐の島町　仲村・都万方言調査
・ 2016.12.11　　島根県隠岐郡隠岐の島町　都万方言調査
・ 2017.1.20‒23　石川県白山市白峰町　白峰方言調査
・ 2017.2.26‒28　岩手県八戸市　八戸方言調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「鳥の声の聞きなしと地域の文化」（招待講演），鳥獣と国土政策懇談会，自然環境研究センター，

2016.5.26.
・ 「お国言葉学校で伝承」（インタビュー記事），日経新聞夕刊，2016.7.1.
・ 「奄美の危機状況」（招待講演），危機的な状況にある言語・方言に関する研究協議会，金融庁会議室，

2016.9.23.
・ 「琉球の食文化」（招待講演），人文機構シンポジウム（第 29 回）「和食文化の多様性 ―日本列島の
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食文化を考える―」，味の素グループ高輪研修センター，2016.10.15.
・ 「言葉たちの " 声 " を聞こう」（インタビュー記事），東京新聞，2016.10.30.
・ 「アクセント特徴的　島根大と国立国語研究所　昨年に続き隠岐の島で方言調査」（インタビュー記

事），山陰中央新報，2016.11.5.
・ 「八丈，奄美，与論・国頭，被災地の状況」（招待講演），危機的な状況にある言語・方言サミット（奄

美大会）・与論，与論町砂美地来館，2016.11.13.
・ 「まもろう隠岐方言」（インタビュー記事），山陰中央新報こども新聞，2016.11.30.
・ Handbook of Japanese Dialects (HANDBOOKS OF JAPANESE LANGUAGE AND LINGUISTICS 

Series, De Gruyter Mouton)，編集委員
・ 『明解方言学辞典』（三省堂），編集委員

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 連携大学院

東京外国語大学大学院国際日本学研究科　連携教授
・ 日本学術振興会特別研究員の受入（2 名）

青井隼人「関係性に着目した宮古語音韻構造の探究」
三樹陽介「消滅の危機に瀕する八丈語の調査・記録と談話資料の作成・公開」

・ 外来研究員の受入（1 名）
吴 孟根格日乐（赤峰学院大学（中国））「モンゴル語オルドス方言の変化・変遷とその趨勢につい
ての調査研究」（2016 年 3 月～ 8 月）
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朝日　祥之（あさひ よしゆき）研究系（言語変異研究領域） 准教授

1973 生
【学位】博士（文学）（大阪大学，2004）
【学歴】関西外国語大学外国語学部英米語学科卒業（1997），エセックス大学大学院言語・言語学研究
科社会言語学専攻修士課程修了（1998），大阪大学大学院文学研究科文化表現論専攻博士課程後期課
程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第二領域 研究員（2004），同 研究開発部門言語生
活グループ 研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 准教授（2009），同 
研究系（言語変異研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】社会言語学，言語学，日本語学
【所属学会】International Congress for Dialectologists and Geolinguists, Methods, Foundation for 
Endangered Languages，関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，社会言
語科学会
【学会等の役員・委員】変異理論研究会 世話人；METHODS, International steering committee member；
NWAV-AP, Steering committee member；Asia-Pacific Language Variation, Editorial board member；北
海道方言研究会 副会長
【受賞歴】
2013　国立国語研究所第 6 回所長賞
2010　第 9 回徳川宗賢優秀賞（社会言語科学会）
2010　国立国語研究所第 1 回所長賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ ネットワーク型基幹研究プロジェクト「日本関連在外資料調査研究・活用」国語研プロジェクト「北

米における日本関連在外資料調査研究・活用 ̶言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の
構築」：リーダー

・ 領域指定型共同研究プロジェクト「地方会議録を活用した日本語のスタイル変異研究」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（C）「北海道北見市常呂町居住者の方言と郷里方言との相関に関する社会言語学的研究」

15K02586：研究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

朝日祥之
　 「北海道における方言使用の現状と実時間変化」，『北海道方言研究会会報』93，pp.23‒31，

2017.2.
《その他の出版物・記事》

朝日祥之
　 「東北ことばも九州弁も…世界で見つけた「ニホンゴ」」，YOMIURI オンライン，2016.12.13.

【講演・口頭発表】
Yoshiyuki Asahi
　 “An innovative use of Japanese ‘verb-te-ageru’ in instructional speech: A Japanese women’s 
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language hypothesis”, Sociolinguistics Symposium 21, University of Murcia, 2016.6.16.
Yoshiyuki Asahi
　 “Little Gifu in Tokoro: Dialect contact, maintenance, and change in the Japanese small town in 

Hokkaido”, Sociolinguistics Symposium 21, University of Murcia, 2016.6.17.
朝日祥之
　 「日本関連在外資料を活用した日系移民の言語生活研究」（招待講演），I-URIC Colloquim，国立

天文台，2016.7.14.
朝日祥之
　 「北海道における方言使用の現状と実時間変化」，第 218 回北海道方言研究会例会，北星学園大学，

2016.9.11.

【研究調査】
・ 2016.5　Honolulu 市　音源調査
・ 2017.3　Sacramento 市　音源調査
・ 2017.3　Los Angeles 市　音源調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「知らなかった！気づかない方言」（講義），ニホンゴ探検 2016，国立国語研究所，2016.7.16.
・ 「ら抜き言葉と言葉の変化」（インタビュー），FM ラジオ J-WAVE「RADIOFAST」，2016.11.25.
・ Asia-Pacific Language Variation, Editorial board member
・ 『言語研究』『ICPLJ10』『MethodsXVI』，査読協力

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

一橋大学大学院言語社会研究科
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井上　文子（いのうえ ふみこ）研究系（言語変異研究領域） 准教授

【学位】修士（文学）（大阪大学，1992）
【学歴】高知女子大学文学部国文学科卒業（1984），大阪大学大学院文学研究科博士前期課程日本学専
攻修了（1992），大阪大学大学院文学研究科博士後期課程日本学専攻中退（1994）
【職歴】大阪大学文学部 助手（1994），国立国語研究所情報資料研究部第二研究室 研究員（1995），
同 主任研究官（1997），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域 主任研究員（2001），同 
情報資料部門資料整備グループ グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研
究系 准教授（2009），同 研究系（言語変異研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】方言学，社会言語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，日本語文法学会
【受賞歴】
1993　第 11 回新村出記念財団 研究助成

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：

メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓」，16H01933：

研究分担者
・ 研究成果公開促進費（データベース）『日本の危機言語・方言データベース』，16HP8006：作成代

表者

【その他の学術的・社会的活動】
・ NINJAL 職業発見プログラム（早稲田実業学校中等部）（講師），国立国語研究所，2016.8.5.
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熊谷　康雄（くまがい やすお）研究系（言語変異研究領域） 准教授

1955 生
【学位】修士（文学）（埼玉大学，1984）
【学歴】埼玉大学教養学部教養学科社会システムコース卒業（1976），埼玉大学大学院文化科学研究科
修士課程言語文化論専攻修了（1984）
【職歴】国立国語研究所言語行動研究部第二研究室 研究員（1988），同 情報資料研究部第二研究室 研
究員（1989），同 主任研究官（1993），同 室長（1998），同 情報資料部門 部門長（2001），国立国語
研究所時空間変異研究系 准教授（2009），同 研究系（言語変異研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】言語学，日本語学
【所属学会】日本語学会，日本言語学会，計量国語学会，社会言語科学会，日本行動計量学会，言語
処理学会，情報処理学会，電子情報通信学会，American Dialect Society，International Society for 
Dialectology and Geolinguistics

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：

サブリーダー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（Ｃ）「大規模方言分布データの計量的分析方法の開発」，26370555：研究代表者
・ 基盤研究（A）「日本諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓」，16H01933：研

究分担者

【研究業績】
《データベース類》
・ 熊谷康雄（編）『『日本言語地図』データベース』（データ追加），2017.3.
　http://www.lajdb.org/TOP.html

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「全国方言の旅：東京方言」（担当），ニホンゴ探検 2016，国立国語研究所，2016.7.16.
・ Methods XVI （the 16th International Conference on Methods in Dialectology), organizing 

committee member
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三井　はるみ（みつい はるみ）研究系（言語変異研究領域） 助教

【学位】修士（文学）（東北大学，1986）
【学歴】東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3 年の課程単位修得満期退学（1989）
【職歴】昭和女子大学 講師（1989），国立国語研究所 主任研究官（1997），人間文化研究機構国立国
語研究所 助教（2009）
【専門領域】日本語学，社会言語学，方言文法
【所属学会】日本語学会，日本方言研究会，社会言語科学会，日本音声学会，日本語文法学会
【学会等の役員・委員】日本方言研究会 世話人；日本音声学会 会計監査

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：

メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（A）「日本語の時空間変異対照研究のための『全国方言文法辞典』の作成と方法論の構築」，

26244024：研究分担者
・ 基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓」，16H01933：

研究分担者

【研究業績】
《報告書・論集》

三井はるみ，鑓水兼貴（編）
　 『首都圏大学生の言語使用と言語意識の地域差に関する調査 2010‒2016 報告書』，国立国語研究所，

2017.3.
《論文・ブックチャプター》

三井はるみ
　 「東京都方言」，方言文法研究会（小西いずみ，日高水穂）（編）『全国方言文法辞典資料集（3）

活用体系（2）』，pp.57‒66，2017.1.
《その他の出版物・記事》

三井はるみ
　 「東京のほぉ～言 !!」（「ふんごまっしぇー」（2016.4.9），「したときある」（4.16），「イチゴ」（5.21），
「厚い」（6.11），「早くない？」（6.18），「おっこちる」（7.9），「ざあます」（7.25），「もす」（8.6），
夏休み特集「しくだい」「バナナむし」（8.13），「はがき」（9.24），「～てほしい」（10.1），「おこじゅ」

（10.8），「おっぺす」（11.19），「せんぞやまんぞ」（11.26），「しょっぱい」（2017.1.14），「あめんぼ
う」（1.21），「いも」（2.25），「あるって」（3.18），「しゃて」（3.25）），『朝日新聞』朝刊

【研究調査】
・ 2016.10.6 東京都羽村市・青梅市・八王子市　方言文献調査
・ 2016.11.6 東京都青梅市　地域巡検
・ 2016.11.10 東京都青梅市　方言調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ NINJAL ジュニアプログラム「学んでみよう ! 多摩のことば青梅のことば」（講師），青梅市立若草

小学校，2016.12.1



Ⅳ 教員の研究活動と成果 105

原田　走一郎（はらだ そういちろう）研究系（言語変異研究領域） 特任助教

1982 生
【学位】博士（文学）（大阪大学，2016）
【学歴】東京外国語大学外国語学部卒業（2006），大阪大学大学院文学研究科博士前期課程修了（2011），
大阪大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学（2015）
【職歴】与那国町教育委員会 嘱託員（2015），人間文化研究機構総合人間文化研究推進センター研究員，
国立国語研究所研究系（言語変異研究領域） 特任助教（2016）
【専門領域】方言学，琉球語学，記述言語学
【所属学会】日本語学会，日本言語学会
【受賞歴】
2015　日本語学会秋季大会発表賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 広領域連携型基幹研究プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構

築」国語研ユニット「方言の記録と継承による地域文化の再構築」：メンバー
・ 東京外国語大学 AA 研共同利用・共同研究課題「通言語的・類型論的観点からみた琉球諸語のケー

スマーキング」：共同研究員

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

原田走一郎
　 「南琉球八重山黒島方言における二重有声摩擦音」『日本語の研究』12（4），pp.103‒117，2016.10.

【講演・口頭発表】
原田走一郎
　 「談話から見る黒島方言の格標示」，「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーション

の作成」共同研究発表会，国立国語研究所，2016.9.20.

【研究調査】
・ 2016.6 沖縄県八重山郡竹富町黒島　方言調査
・ 2016.8 鹿児島県薩摩川内市甑島　方言調査
・ 2016.9 宮崎県椎葉村　方言調査
・ 2016.11 島根県隠岐の島町　方言調査
・ 2016.12 沖縄県八重山郡竹富町黒島　方言調査
・ 2017.1 石川県白峰　方言調査
・ 2017.2 沖縄県宮古島市　方言調査
・ 2017.3 沖縄県八重山郡竹富町黒島　方言調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ NINJAL 職業発見プログラム（開智高校）（講師），国立国語研究所，2016.11.16.
・ 黒島方言監修　黒島老人クラブ「びゃーしま むぬい」（方言下敷き）



106 Ⅳ 教員の研究活動と成果

小木曽　智信（おぎそ としのぶ）研究系（言語変化研究領域） 准教授，領域代表

1971 生
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2014）
【学歴】東京大学文学部第 3 類（語学文学）卒業（1995），東京大学大学院人文社会系研究科修士課程
日本文化研究専攻修了（1997），東京大学大学院人文社会系研究科博士課程単位取得退学（2001），奈
良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程修了（2014）
【職歴】明海大学外国語学部 講師（2001），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門 研究員（2006），
人間文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系 准教授（2009），同 研究系（言語変化研究領域） 准
教授，領域代表（2016），東京外国語大学大学院国際日本学研究院 准教授（クロスアポイントメント）

（2016）
【専門領域】日本語学，自然言語処理
【所属学会】日本語学会，言語処理学会，情報処理学会，日本語文法学会，近代語学会，東京大学国
語国文学会
【学会等の役員・委員】日本語学会 編集委員；言語処理学会 編集委員
【受賞歴】
2011　国立国語研究所第 2 回所長賞
2011　情報処理学会山下記念研究賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：リーダー
・ 広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による「総合書物学」の構築」国語研ユニット「表

記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」：共同研究員

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（A）「日本語歴史コーパスの多層的拡張による精密化とその活用」，15H01883：研究代表

者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

小木曽智信
　 「使用頻度から見た中古仮名文学作品の語彙 ―コーパスにもとづく分析―」，国語語彙史研究会
（編）『国語語彙史の研究』35，pp.15‒37，和泉書院，2016.4.

小木曽智信
　 『日本語歴史コーパス』の現状と展望」，東京大学国語国文学会（編）『國語と國文學』93（5），

pp.72‒85，明治書院，2016.5.
小木曽智信
　 「自然言語処理から照射した現代日本語文法 ―統計的機械学習と「文法」―」，日本語文法学会（編）
『日本語文法』16（2），pp.20‒31，くろしお出版，2016.9.

小木曽智信
　 「テーマ解説 コーパス」青木博史，小柳智一，高山善行（編）『日本語文法史研究』3，pp.255‒

266，ひつじ書房，2016.12.
藤本 灯，北﨑勇帆，市村太郎，岡部嘉幸，小木曽智信，高田智和
　 「「人情本コーパス」の設計と構築」，『国立国語研究所論集』12，pp.1‒12，2017.1.
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Toshinobu Ogiso
　 “Stylistic differences across time and register in Japanese texts: A quantitative analysis based 

on the NINJAL corpora” Andrej Bekeš and Irena Srdanović (eds.) Japanese Language from 
Empirical Perspective , Ljubljana: Znanstvena založba FF, 2017.

《データベース類》
・ 近藤明日子，間淵洋子，服部紀子，小木曽智信ほか『日本語歴史コーパス　明治・大正編Ⅰ雑誌
（Ver.1.0）』2016.10.

　 http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/meiji_taisho.html
・ 鴻野知暁，渡辺由貴，小木曽智信ほか『日本語歴史コーパス　鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行』2017.3.
　 http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/kamakura.html
・ 堤 智昭，小木曽智信『Web 茶まめ（Ver.2017.1）』2017.1.
　 http://chamame.ninjal.ac.jp/

【講演・口頭発表】
小木曽智信，池上 尚，渡辺由貴，市村太郎，近藤明日子，間淵洋子
　 「『日本語歴史コーパス』の拡張とその課題 ―「通時コーパス」をめざして―」，日本語学会 2016

年度春季大会，学習院大学，2016.5.15.
堤 智昭 , 小木曽智信
　 「Web アプリケーションによる形態素解析の支援 ―『Web 茶まめ』の開発」（ポスター発表），

日本語学会 2016 年度春季大会，学習院大学，2016.5.15.
小木曽智信
　 「日本語史研究資料のエンコーディング ―事例と問題点―」（招待講演），国際ワークショップ 

日本語テクストのモデルと TEI，東京大学，2016.8.31.
Yuki Watanabe, Taro Ichimura, and Toshinobu Ogiso
　 “The definition of the word unit in the Corpus of Toraakira-bon Kyōgen”（ポスター発表）, 

PNC 2016 Annual Conference and Joint Meetings, The Getty Center, Los Angeles, 2016.8.16‒18.
Toshinobu Ogiso
　 “Construction of the Corpus of Historical Japanese”（ポスター発表）, PNC 2016 Annual 

Conference and Joint Meetings, The Getty Center, Los Angeles, 2016.8.16‒18.
小木曽智信
　 「日本語コーパスの調査方法 ―コーパス検索アプリケーション「中納言」入門―」，NINJAL セ

ミナー「言語データと日本語研究」，國立臺灣大學，2016.9.20.
服部紀子，間淵洋子，近藤明日子，小木曽智信
　 「『日本語歴史コーパス　明治・大正編Ⅰ雑誌』Ver.1.0 の公開」（ポスター発表），日本語学会

2016 年度秋季大会，山形大学，2016.10.30.
小木曽智信
　 「コーパスの語種・頻度から見た日本語（史）資料の位相」（招待講演），東京外国語大学語学研

究所定例研究会，東京外国語大学，2016.11.2.
Toshinobu Ogiso
　 “On Japanese corpora and tokenization”（招待講演）, Digital Humanities Workshop: The Impact 

of the Digital on Japanese Studies, University of Chicago, 2016.11.12.
小木曽智信
　 「多重の読みを持つテキストのコーパス化」，言語資源活用ワークショップ 2016，国立国語研究所，
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2017.3.7.
小木曽智信
　 「書き言葉コーパスに見る助詞の時代差・文体差」，平成 28 年度コーパス合同シンポジウム「コー

パスに見る日本語のバリエーション ―助詞のすがた―」，国立国語研究所，2017.3.9.
小木曽智信
　 「『日本語歴史コーパス』ver. 2017.3 ―通時コーパス構築進捗報告」，「通時コーパス」シンポジウ

ム 2017，国立国語研究所，2017.3.11.

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 情報処理学会 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん 2016」，国文学研究資料館・

国立国語研究所，2016.12.9‒11
・ コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション ―助詞のすがた―」，国立国

語研究所，2017.3.9.
・ 「通時コーパス」シンポジウム 2017，国立国語研究所，2017.3.11.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 外来研究員（博報日本研究フェローシップ）の受入

Stephen Wright Horn（オックスフォード大学（イギリス））「近世以前の日本語の通時コーパスの
統語情報付加：言語学研究の実用に向けて」

・ 特別共同利用研究員の受入
久屋愛実（オックスフォード大学大学院）「コーパスに基づく外来語の社会言語学的研究」
Maria Telegina（オックスフォード大学大学院）“Temporal and Spatial Concepts in Japanese 
Language World View”

・ 大学院非常勤講師
東京大学大学院人文社会系研究科「コーパス言語学入門（言語学特殊講義，人文情報学特殊講義）」

・ 連携大学院連携教授
東京外国語大学大学院総合国際学研究科「Japan Studies 1（コーパス日本語学入門）」「Japan 
Studies 2（日本語コーパスの活用）」

・ 講習会
日本語歴史コーパス「中納言」講習会（講師），国立国語研究所，2016.5.17.
第 20 回 NINJAL チュートリアル「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中納言」による検索と集計―」

（講師），イオンコンパス 大阪駅前会議室，2016.9.10.
第 21 回 NINJAL チュートリアル「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中納言」による検索と集計―」

（講師），国立国語研究所，2017.2.10.
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相澤　正夫（あいざわ まさお）研究系（言語変化研究領域） 教授

1953 生
【学位】修士（言語学）（東京大学，1980）
【学歴】東京大学文学部第 3 類（語学文学）言語学専修課程卒業（1977），東京大学大学院人文科学研
究科言語学専門課程修士課程修了（1980），東京大学大学院人文科学研究科言語学専門課程第 1 種博
士課程単位取得退学（1984）
【職歴】国立国語研究所日本語教育センター第一研究室 研究員（1984），同 主任研究官（1990），同
室長（1991），同 言語体系研究部 部長（1998），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門 部門長

（2001），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 教授（2009），同 副所長（2009‒2013），
同 研究系（言語変化研究領域） 教授（2016）
【専門領域】社会言語学，音声学，音韻論，語彙論，意味論
【所属学会】日本語学会，日本言語学会，社会言語科学会，日本音声学会
【学会等の役員・委員】日本語学会 評議員；『NHK 日本語発音アクセント辞典』改訂専門委員；
NHK 放送文化研究所『放送研究と調査』レビュー委員
【受賞歴】
2016　国立国語研究所第 12 回所長賞
2014　国立国語研究所第 8 回所長賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「「昭和話し言葉コーパス」の構築による話し言葉の経年変化に関する実証的研究」，

16H03426：研究分担者
・ 統計数理研究所公募型共同利用 一般研究 2「調査方法の異なる大規模言語意識調査データの比較

分析」，28- 共研 -2024：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

田中ゆかり，林 直樹，前田忠彦，相澤正夫
　 「1 万人調査からみた最新の方言・共通語意識 ―「2015 年全国方言意識 Web 調査」の報告―」，『国

立国語研究所論集』11，pp.117-145，2016.7.
《その他の出版物・記事》

相澤正夫
　 書評「新刊・寸感」『日本語学』35（5），明治書院，2016.5.
相澤正夫
　 NHK 放送文化研究所（編）『NHK 日本語発音アクセント新辞典』（最終校閲担当），NHK 出版，

2016.5.
相澤正夫
　 書評「新刊・寸感」『日本語学』35（12），明治書院，2016.11.
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【講演・口頭発表】
Tadahiko Maeda, Yukari Tanaka, Naoki Hayashi, and Masao Aizawa
　 “Impacts of sociodemographic factors on the type of regional dialects usage in contemporary 

Japan”, International Sociological Association, RC25 PROGRAMME “Language and 
Representation: Struggles in the Global Age” 3rd Forum of Sociology, Vienna, 2016.7.12.

田中ゆかり，前田忠彦，林 直樹，相澤正夫
　 「2015 年全国方言意識 Web 調査に基づく話者類型」，計量国語学会第 60 回記念大会，日本大学

文理学部，2016.10.8.
相澤正夫
　 「「SP レコード日本語学」事始」（招待講演），2016 年 CAAS & NINJAL ユニット合同セミナー「声・

音・文字・表象と歴史」，東京外国語大学，2017.2.1.
山崎 誠，相澤正夫，大西拓一郎，柏野和佳子，高田智和，新野直哉，藤本 灯
　 「語誌データベースの設計とその活用」，「通時コーパス」シンポジウム 2017，国立国語研究所，

2017.3.11.

【研究調査】
・ 2016.12　共同調査「2016 年全国方言意識 web 調査」の企画・実施（実施主体：日本大学文理学部）

【その他の学術的・社会的活動】
・ NHK 放送文化研究所『放送研究と調査』掲載論文 8 件（2016.8 ～ 2017.3）のレビュー
・ NINJAL 職業発見プログラム（富山高校）講師，国立国語研究所，2016.8.10.
・ NINJAL 職業発見プログラム（海城中学）講師，国立国語研究所，2017.2.2.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

東京外国語大学大学院
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大西　拓一郎（おおにし たくいちろう）研究系（言語変化研究領域） 教授

1963 生
【学位】修士（文学）（東北大学，1987）
【学歴】東北大学文学部卒業（1985），東北大学大学院文学研究科博士課程前期 2 年の課程国文学国語
学日本思想史学専攻修了（1987），東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3 年の課程国文学国語学
日本思想史学専攻単位取得退学（1989）
【職歴】東北大学文学部 助手（1991），国立国語研究所言語変化研究部第一研究室 研究員（1993），
同 主任研究官（1996），同 室長（1999），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 教授

（2009），同 研究系（言語変化研究領域） 教授（2016）
【専門領域】方言学，言語地理学，日本語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，International Society for Dialectology and Geolinguistics 
(SIDG)，変異理論研究会，日本言語学会，日本音声学会，日本語文法学会，中日理論言語学研究会，
九州方言研究会，日本文芸研究会
【学会等の役員・委員】日本語学会 評議員；SIDG, committee of accountants
【受賞歴】
2016　国立国語研究所第 13 回所長賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 挑戦的萌芽研究「方言周圏論と方言区画論の統合による新しい言語地理学の創生」，16K13232：研

究代表者
・ 基盤研究（B）「語史再構における言語地理学的解釈の再検討 ―類型的定式化の試み―」，

16H03415：研究分担者
・ 基盤研究（B）「無敬語地帯の地域特性と敬語行動 ―日本語敬語研究の再起動を目指して―」，

15H03204：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》

大西拓一郎
　 『ことばの地理学 ―方言はなぜそこにあるのか』，大修館書店，2016.9.
大西拓一郎（編）
　 『新日本言語地図 ―分布図で見渡す方言の世界―』，朝倉書店，2016.12.

《論文・ブックチャプター》
大西拓一郎
　 「方言地理学の研究動向」，『方言の研究』2，pp.83‒97，ひつじ書房，2016.9.

《データベース類》
・ 『全国方言分布調査（FPJD）調査結果・新日本言語地図（NLJ）データ』2017.1.

http://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/fpjd/fpjd_index.html
・ 『言語地図画像データベース』2017.3.

http://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/ladp/ladb_index.html
《その他の出版物・記事》
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大西拓一郎
　 「方言の動詞否定辞過去形に見る日本語の重層性」，『日本語学』36（2），pp.14‒24，明治書院，

2017.2.

【講演・口頭発表】
大西拓一郎
　 「言語地理学と方言周圏論」（招待講演），第 7 回嶺南漢語方言研究会 言語地理学分科会，賀州学

院，2016.8.20.
大西拓一郎
　 「方言区画論と言語地理学」（招待講演），中日方言地理学研究会，陕西師範大学，2016.8.23.

【研究調査】
・ 2016.8 和歌山県御坊市　方言敬語調査
・ 2016.11 長野県伊那市　言語地理学調査
・ 2017.3 長野県茅野市　方言記述調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「「方言周圏論」への批判提起：『ことばの地理学』出版」（インタビュー記事），毎日新聞，

2016.9.12.
・ 「諏訪の方言・やまうら言葉 CD 完成披露会」講師，2016.11.19.
・ 「「ずら」の言語地理学」（招待講演），平成 28 年度放送大学公開講演会，諏訪市文化センター，

2016.12.10.
・ 「否定の「ン」原点は西日本，瀬戸内海　舟運の塩とともに伝わる」（インタビュー記事），山梨日

日新聞，2017.1.1.
・ 日本語学会　常任査読委員
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山崎　誠（やまざき まこと）研究系（言語変化研究領域） 教授

1957 生
【学位】博士（学術）（東京学芸大学，2015）
【学歴】埼玉大学教養学部教養学科卒業（1980），筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科言語学専
攻第 5 学年中退（1984），東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科修了（2015）
【職歴】国立国語研究所言語計量研究部 研究員（1984），同 言語体系研究部第一研究室 研究員（1988），
同 主任研究官（1993），同 室長（1995），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門 第一領域 主任
研究員（2001），同 第一領域長（2003），同 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所
言語資源研究系 准教授（2009），同 教授（2015），同 研究系（言語変化研究領域） 教授（2016）
【専門領域】日本語学，計量日本語学，計量語彙論，コーパス，シソーラス
【所属学会】日本語学会，計量国語学会，言語処理学会，語彙研究会，日本語教育学会，社会言語科学会，
情報知識学会，日本語文法学会，日本行動計量学会，情報処理学会，表現学会
【学会等の役員・委員】計量国語学会 理事
【受賞歴】
2007　言語処理学会第 12 回年次大会優秀発表賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：班長（語誌データ 

ベース班）
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：班長 
（レジスター班）

・ コーパス基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「会話文への発話者情報の付与によるコーパスの拡張」，15H03212：研究代表者
・ 基盤研究（B）「「昭和話し言葉コーパス」の構築による話し言葉の経年変化に関する実証的研究」，

16H03426：研究分担者
・ 基盤研究（B）「日本語の多様な表現性を支える複合辞などの「形式語」に関する総合研究」，

26284064：研究分担者
・ 基盤研究（C）「日本語教師支援のための学習者コーパス文法項目データベースの構築と公開」，

15K02654：研究分担者
・ 研究成果公開促進費（学術図書）『テキストにおける語彙的結束性の計量的研究』，16HP5072：代

表者

【研究業績】
《著書・編書》

山崎 誠
　 『テキストにおける語彙的結束性の計量的研究』，和泉書院，2017.2.

《論文・ブックチャプター》
山崎 誠
　 「第 3 章 語彙 ―日本語にはどんな言葉が多いの？」，計量国語学会（編）『データで学ぶ日本語

学入門』，朝倉書店，2017.3.
《その他の出版物・記事》
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山崎 誠
　 「コーパスが変える日本語の科学 ―日本語研究はどのように変わるか―」，『日本語学』35（13），

pp.12‒17，明治書院，2016.12.

【講演・口頭発表】
Makoto Yamazaki
　 “Coherence and quantitative measures of text”, International Quantitative Linguistics 

Conference (QUALICO) 2016, Trier, Germany, 2016.8.25.
山崎 誠
　 「レジスターの違いによる話しことばの変異」，シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅰ，国立国語

研究所，2016.9.1.
堀 恵子，江田すみれ，山崎 誠
　 「非母語話者日本語教師支援のために必要な品詞情報は何か」（ポスター発表），2016 年日本語教

育国際研究大会，Bali Nusa Dua Convention Center，2016.9.10.
宮嵜由美，山崎 誠，柏野和佳子
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』収録の小説を対象とした話者属性情報付与の検討」（ポス

ター発表），シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅱ，国立国語研究所，2017.3.1.
山崎 誠
　 「『分類語彙表』の特徴と問題点」，語彙資源活用シンポジウム，国立国語研究所，2017.3.6.
宮嵜由美，柏野和佳子，山崎 誠
　 「発話文への発話者情報付与の基本設計 ―『現代日本語書き言葉均衡コーパス』収録の小説を対

象に―」（ポスター発表），言語資源活用ワークショップ 2016，国立国語研究所，2017.3.7.
加藤 祥，浅原正幸，山崎 誠
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する分類語彙表番号アノテーションの試行」（ポスター

発表），言語資源活用ワークショップ 2016，国立国語研究所，2017.3.7.
堀 恵子，内丸裕佳子，加藤恵梨，小西 円，山崎誠，江田すみれ，建石 始，中俣尚己，李 在鎬
　 「機能語用例文データベース『はごろも』の今後の展開」，言語資源活用ワークショップ 2016，

国立国語研究所，2017.3.7.
山崎 誠
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』と『分類語彙表』を利用した漢字 3 文字略熟語の抽出」（ポ

スター発表），言語資源活用ワークショップ 2016，国立国語研究所，2017.3.8.
山崎 誠，相澤正夫，大西拓一郎，柏野和佳子，高田智和，新野直哉，藤本 灯
　 「語誌データベースの設計とその活用」（ポスター発表），「通時コーパス」シンポジウム 2017，

国立国語研究所，2017.3.11.
山崎 誠，柏野和佳子
　 「『分類語彙表』の多義語に対する代表義情報のアノテーション」，言語処理学会第 23 回年次大会，

筑波大学，2017.3.14.
加藤 祥，浅原正幸，山崎 誠
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する分類語彙表番号アノテーション」，言語処理学会

第 23 回年次大会，筑波大学，2017.3.14.

【その他の学術的・社会的活動】
・ 『三省堂国語辞典』編集委員
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・ 日本語文法学会　学会誌委員会委員
・ 日本語教育学会　審査・運営協力員

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 連携大学院

一橋大学大学院言語社会研究科　連携教授
・ オンライン検索システム「中納言」講習会（講師），第 1 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，

2016.9.1.
・ オンライン検索システム「中納言」講習会（講師），第 2 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，

2017.3.1.
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横山　詔一（よこやま しょういち）研究系（言語変化研究領域） 教授

1959 生
【学位】博士（心理学）（筑波大学，1991）
【学歴】横浜国立大学教育学部卒業（1981），筑波大学大学院博士課程心理学研究科修士号取得（1983），
筑波大学大学院博士課程心理学研究科退学（1985）
【職歴】上越教育大学学校教育学部 助手（1985），国立国語研究所情報資料研究部・電子計算機シス
テム開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究
所情報資料部門 領域長（2001），同 研究開発部門 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研
究所理論・構造研究系 教授（2009），同 研究情報資料センター長（2009‒2013），同 研究系（言語変
化研究領域） 教授（2016）
【専門領域】認知科学，心理統計，日本語学
【所属学会】日本心理学会，社会言語科学会，計量国語学会，日本語学会，日本教育工学会，行動計
量学会
【学会等の役員・委員】計量国語学会 理事；社会言語科学会 監事；日本語学会 会計監査
【受賞歴】
2010　社会言語科学会 第 9 回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010　国立国語研究所 第 1 回所長賞
1997　日本教育工学会 第 11 回日本教育工学会論文賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「プロトコルを用いた個別学習者概念辞書の作成と読解力向上への教育実践的応用」，

26282052：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》

石塚晴通（監修），高田智和，馬場 基，横山詔一（編）
　 『漢字字体史研究 二：字体と漢字情報』，勉誠出版，2016.11.

《論文・ブックチャプター》
横山詔一
　 「電子メディアの漢字と東アジアの文字生活」，梁 蘊嫻（編）『東アジアにおけるトランスナ

ショナルな文化の伝播・交流 ―メディアを中心に－』日本学研究叢書，pp.205‒222，National 
Taiwan University Press，2016.8.

横山詔一
　 「字体規範意識のデータサイエンス：字体選好の地域差を探る」，石塚晴通（監修），高田智和，

馬場 基，横山詔一（編）『漢字字体史研究 二：字体と漢字情報』，pp.64‒80，勉誠出版，2016.11.
横山詔一
　 「第 2 章 文字・表記 ―文字と社会生活はどのようにかかわるの？」計量国語学会（編）『データ

で学ぶ日本語学入門』，pp.14‒21，朝倉書店，2017.3.
《その他の出版物・記事》

横山詔一
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　 書評「新刊・寸感」，『日本語学』35（6），明治書院，2016.6.
横山詔一
　 書評「新刊・寸感」，『日本語学』35（13），明治書院，2016.12.

【研究調査】
・ 2017.3　京都市　用法や意味の言語変化に関する研究動向調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構統計数理研究所　運営会議委員
・ 筑波大学グローバルコミュニケーション教育センター日本語・日本事情遠隔教育拠点事業　運営委員
・ 博報財団「児童教育実践についての研究助成」，審査委員

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院講義

東京大学大学院総合文化研究科（客員教授）
・ 修士論文審査

東京大学大学院総合文化研究科（副査），2016.7.22，2017.2.8.
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高田　智和（たかだ ともかず）研究系（言語変化研究領域） 准教授

1975 生
【学位】博士（文学）（北海道大学，2004）
【学歴】北海道大学文学部卒業（1999），北海道大学大学院文学研究科国文学専攻修士課程修了（2001），
北海道大学大学院文学研究科言語文学専攻博士後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2005），同 言語資源グループ 研
究員（2006），同 言語生活グループ 研究員（2007），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研
究系 准教授（2009），同 研究系（言語変化研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
【所属学会】日本語学会，訓点語学会，計量国語学会，情報処理学会，日本言語学会
【学会等の役員・委員】日本語学会広報委員会 委員（‒2016.5）；計量国語学会 理事；情報処理学会
人文科学とコンピュータ研究会 運営委員，情報規格調査会 SC2 専門委員会 委員；訓点語学会 委員

（2016.11‒）
【受賞歴】
2016　日本語学会大会発表賞
2013　北海道大学文学部同窓会楡文賞
2010　情報処理学会情報規格調査会標準化貢献賞
2010　国立国語研究所第 1 回所長賞
2007　日本規格協会標準化貢献賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
・ 広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による「総合書物学」の構築」国語研ユニット「表

記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」：代表者
・ ネットワーク型基幹研究プロジェクト「日本関連在外資料調査研究・活用事業」国語研プロジェク

ト「北米における日本関連在外資料調査・研究活用 ―言語生活史研究に基づいた近現代の在外資
料論の構築」：共同研究員

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「字体記述のデジタル化に基づく文字規範史の定位」，26284066：研究代表者
・ 基盤研究（S）「木簡など出土文字資料の資源化のための機能的情報集約と知の結集」，25220401：

研究分担者
・ 基盤研究（A）「歴史的文字に関する経験知の共有資源化と多元的分析のための人文・情報学融合

研究」，26244041：研究分担者
・ 基盤研究（A）「日本語歴史コーパスの多層的拡張による精密化とその活用」，15H01883：研究分

担者

【研究業績】
《著書・編書》

石塚晴通（監修），高田智和，馬場 基，横山詔一（編）
　 『漢字字体史研究 2 ―字体と漢字情報―』，勉誠出版，2016.11.

《論文・ブックチャプター》
石塚晴通，高田智和
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　 「漢字字体と文献の性格との関係 ―『漢字字体規範史データベース（石塚漢字字体資料）』の文
献選定―」石塚晴通（監修），高田智和，馬場 基，横山詔一（編）『漢字字体史研究 2 ―字体と
漢字情報―』，勉誠出版，pp.349-359，2016.11.

藤本 灯，高田智和
　 「「人情本コーパス」の表記情報アノテーション」，石塚晴通（監修），高田智和，馬場 基，横山

詔一（編）『漢字字体史研究 2 ―字体と漢字情報―』，勉誠出版，pp.222-243，2016.11.
藤本 灯，北﨑勇帆，市村太郎，岡部嘉幸，小木曽智信，高田智和
　 「「人情本コーパス」の設計と構築」，『国立国語研究所論集』12，pp.1-12，2017.1.

《データベース類》
・ 日本語史研究資料（国立国語研究所蔵）『音韻分布図』『口語法分布図』（画像，2016.11），『大学抄』『絶

句抄』『増補下学集』『唐話纂要』『蛮語箋』『再考増補標註古言梯』『三語便覧』『ゑんぎりしことば』
『音韻仮字用例』『英語箋』（画像，2017.1），『小三金五郎仮名文章娘節用』『梅暦余興春色辰巳園』（翻
字テキスト，2017.3）
http://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/

《その他の出版物・記事》
高田智和
　 書評「新刊・寸感」，『日本語学』35（10），明治書院，2016.9.
高田智和
　 書評「新刊・寸感」，『日本語学』36（3），明治書院，2017.3.
高田智和
　 「変体仮名の国際標準化について」，『海外平安文学研究ジャーナル　インド編 2016』，pp.25‒30，

2017.3.
高田智和
　 「国立歴史民俗博物館蔵『源氏物語』「鈴虫」の仮名字体記述 ―国立歴史民俗博物館蔵『源氏物語』
「鈴虫」の仮名字体記述―」，『古写本『源氏物語』触読研究ジャーナル』2，pp.91‒102，2017.3.

【講演・口頭発表】
高田智和，守岡知彦
　 「CHISE による漢字字体のデジタル記述 ―漢字字体規範史データベースを例として―」（ポス

ター発表），日本語学会 2016 年度春季大会，学習院大学，2016.5.15.
高田智和
　 「行政用文字の符号標準化の取り組み」（招待講演），第 61 回国際東方学者会議，日本教育会館，

2016.5.20.
早田美智子，高田智和
　 「図書データ追加による「日本語研究・日本語教育文献データベース」の機能拡張」（ポスター発

表），日本語学会 2016 年度秋季大会，山形大学，2016.10.29.
高田智和
　 「変体仮名の国際標準化について」（招待講演），第 8 回インド国際日本文学研究集会，国際交流

基金日本文化センター，2016.11.11.
高田智和
　 「東アジアの文字と文字コード」，シンポジウム「漢字文化圏の 100 年＋α」（招待講演），富山大

学，2016.11.27.
田島孝治，堤 智昭，高田智和，小助川貞次
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　 「訓点資料の加点情報に対する階層的なデータ化の試み ―春秋経伝集解を事例として―」（ポス
ター発表），人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2016），国文学研究資料館・
国立国語研究所，2016.12.10.

大内英範，後藤 真，鈴木卓治，高田智和，古瀬 蔵
　 「次期 nihuINT における研究資源共有の新たなかたち」，人文科学とコンピュータシンポジウム
（じんもんこん 2016），国文学研究資料館・国立国語研究所，2016.12.10.

堤 智昭，田島孝治，高田智和，小助川貞次
　 「コンピュータを用いた主要ヲコト点の関係性の解析」，人文科学とコンピュータシンポジウム（じ

んもんこん 2016），国文学研究資料館・国立国語研究所，2016.12.10.

【研究調査】
・ 2016.5.24 国立国会図書館　古辞書写本調査
・ 2016.6.6‒8 ミシガン大学図書館　昭和戦前期漢字学習書調査
・ 2017.3.1 漢喃研究所　ベトナム語漢文加点資料調査

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 情報処理学会 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん 2016」，国文学研究資料館・

国立国語研究所，2016.12.9‒11.

【その他の学術的・社会的活動】
・ NINJAL セミナー「言語データと日本語研究」（講師），台湾大学，2016.9.20.
・ 「文字と文字とをつなぐ」（招待講演），文字情報技術促進協議会ラウンドテーブル，マイクロソフ

ト品川本社，2016.10.26.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

政策研究大学大学院
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新野　直哉（にいの なおや）研究系（言語変化研究領域） 准教授

1961 生
【学位】博士（文学）（東北大学，2010）
【学歴】東北大学文学部文学科卒業（1984），東北大学大学院文学研究科博士課程前期 2 年の課程国文
学国語学日本思想史学専攻修了（1986），東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3 年の課程国文学
国語学日本思想史学専攻中退（1988）
【職歴】宮崎大学教育学部 助手（1988），同 講師（1989），同 助教授（1992），国立国語研究所情報資
料研究部 主任研究官（1996），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域 主任研究員（2001），
同 文献情報グループ 主任研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 助教

（2009），同 准教授（2011），同 研究系（言語変化研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】言語学，日本語学
【所属学会】日本近代語研究会，表現学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】日本近代語研究会 運営委員；日本語学会 大会企画運営委員
【受賞歴】
2011　国立国語研究所第 2 回所長賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（C）「近現代の新語・新用法及び言語規範意識の研究」，16K02751：研究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

新野直哉
　 「レポート⑥『浮雲』における人称代名詞」，青葉ことばの会（編）『日本語研究法【近代語編】』，

おうふう，2016.9.
新野直哉
　 「“ 世間ずれ ” の「誤用」について」，『近代語研究』19，pp.265‒283，2016.10.
新野直哉
　 「平成期『読売新聞』の記事に見られる副詞 “ 全然 ” に関する言語規範意識」，『国語学研究』56，

pp.1‒14，2017.3.
《その他の出版物・記事》

新野直哉
　 「［研究ノート］“ 世間ずれ ” の「誤用初出例」について」，『言語文化研究』16，pp.29‒39，

2017.3.

【講演・口頭発表】
新野直哉
　 「術語 “ 慣用句 ”・“ 接頭辞（語）” が一般メディアで使用される際の意味について」（招待講演），

第 112 回漢字漢語研究会，早稲田大学早稲田キャンパス，2016.8.3.
新野直哉
　 「平成期新聞記事における副詞 “ 全然 ” に関する言語規範意識」，「近現代の新語・新用法および
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言語規範意識の研究」会議，国立国語研究所，2016.9.10.
山崎 誠，相澤正夫，大西拓一郎，柏野和佳子，高田智和，新野直哉，藤本 灯
　 「語誌データベースの設計とその活用」（ポスター発表），「通時コーパス」シンポジウム 2017，

国立国語研究所，2017.3.11.

【その他の学術的・社会的活動】
・ NINJAL 職業発見プログラム（明星学園中学校）講師，国立国語研究所，2016.8.29.
・ 「若者はなぜ「大丈夫です」と言うのか？」（コメント），『潮』9 月号，2016.9.
・ 「グッド！モーニング」（取材協力），テレビ朝日，2016.8‒

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

目白大学大学院
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藤本　灯（ふじもと あかり）研究系（言語変化研究領域） 特任助教

【学位】博士（文学）（東京大学，2014）
【学歴】東京大学文学部言語文化学科日本語日本文学専修課程卒業（2005），東京大学大学院人文社会
系研究科日本文化研究専攻日本語日本文学専門分野修士課程修了（2007），東京大学大学院人文社会
系研究科日本文化研究専攻日本語日本文学専門分野博士課程単位取得退学（2011）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）（2011），東京大学大学院人文社会系研究科研究員（2014），
人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系 特任助教（2015），同 研究系（言語変化研究領域） 
特任助教，人間文化研究機構総合人間文化研究推進センター研究員（2016）
【専門領域】国語学，文献学，古辞書
【所属学会】日本語学会，訓点語学会，東京大学国語国文学会，近代語学会，国語語彙史研究会
【受賞歴】
2016　国立国語研究所第 12 回所長賞（若手研究者奨励賞）
2016　漢検漢字文化研究奨励賞優秀賞
2015　新村出記念財団刊行助成
2014　日本語学会大会発表賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による「総合書物学」の構築」国語研ユニット「表

記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」：共同研究員

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 若手研究（B）「『色葉字類抄』を中心とする本邦国語辞書収録語彙の通時的研究」，16K16849：研

究代表者
・ 基盤研究（B）「平安時代漢字字書総合データベースによる研究基盤の確立」，16H03422：連携研究者

【研究業績】
《著書・編書》

藤本 灯，田中草大，北﨑勇帆
　 『山田孝雄著『日本文体の変遷』本文と解説』，勉誠出版，2017.2.

《論文・ブックチャプター》
藤本 灯
　 「色葉字類抄データベースの構築と展望」，『国立国語研究所論集』11，pp.1‒9，2016.7.
藤本 灯，田中草大，北﨑勇帆
　 「山田孝雄の未刊稿『日本文体の変遷』 ―附『院政鎌倉時代文法史』『院政鎌倉期の語法』―」，『日

本語の研究』12（4），pp.175‒182，2016.10.
藤本 灯，高田智和
　 「「人情本コーパス」の表記情報アノテーション」，石塚晴通（監修），高田智和，馬場基，横山詔

一（編）『漢字字体史研究 2 ―字体と漢字情報―』pp.222‒243，勉誠出版，2016.11.
藤本 灯，北﨑勇帆，市村太郎，岡部嘉幸，高田智和
　 「「人情本コーパス」の設計と構築」，『国立国語研究所論集』12，pp.1‒12，2017.1.

《データベース類》
・ 日本語史研究資料（東京大学文学部国語研究室蔵）『珍説豹之巻』『四季眺望恩愛二葉草』『秋色艶

麗処女七種』『清談松之調』『春色連理梅』『春色恋廼染分解』『花暦封じ文』『鴬塚千代の初声』（画
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像公開），2016.4.
http://kokugo.l.u-tokyo.ac.jp/data/

・ 日本語史研究資料（国立国語研究所蔵）『小三金五郎仮名文章娘節用』『梅暦余興春色辰巳園』（翻
字テキスト公開），2017.3.
http://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/

【講演・口頭発表】
藤本 灯
　 「『色葉字類抄』が示す消極的要素の意味するもの ―本文に明示されない事項の解明に向けて―」
（招待講演），第 112 回国語語彙史研究会，奈良女子大学，2016.4.23.

Akari Fujimoto
　 “Current status and prospects in the study of the Iroha-Jiruishō”, AsiaLex2016, Manila, 2016.6.2.
藤本 灯，高田智和
　 「人情本コーパスの表記情報アノテーション」（招待講演），第 2 回日本語の歴史的典籍国際研究

集会プログラム「日本古典籍への挑戦 ―知の創造に向けて―」，国文学研究資料館，2016.7.29.
藤本 灯
　 「「いろは字類抄」の序文・跋文・奥書類に見える本書の受容」，第 115 回訓点語学会研究発表会，

東京大学山上会館，2016.11.13.
村山実和子，銭谷真人，藤本 灯，岡 照晃
　 「近世後期口語資料の形態素解析 ―ルビ情報を利用した精度向上の試み―」（ポスター発表），人

文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2016），国文学研究資料館・国立国語研究所，
2016.12.10.

銭谷真人，藤本 灯
　 「人情本コーパスの進捗状況」，「通時コーパス」シンポジウム 2017（ポスター発表），国立国語

研究所，2017.3.11.
山崎 誠，相澤正夫，大西拓一郎，柏野和佳子，高田智和，新野直哉，藤本 灯
　 「語誌データベースの設計とその活用」，「通時コーパス」シンポジウム 2017，国立国語研究所，

2017.3.11.

【研究調査】
・ 2016.10 ほか　国立国会図書館　『伊呂波字類抄』写本調査
・ 2016.10 東洋文庫　『伊呂波字類抄』写本調査
・ 2016.11 神宮文庫　『伊呂波字類抄』写本調査
・ 2016.11 慶應義塾大学　『伊呂波字類抄』写本調査
・ 2016.11 静嘉堂文庫『色葉字類抄』写本調査
・ 2016.11 蓬左文庫　『伊呂波字類抄』写本調査
・ 2016.11 京都大学　『色葉字類抄』写本調査
・ 2016.11 國學院大學　『伊呂波字類抄』写本調査
・ 2017.1 山田孝雄文庫　山田孝雄自筆資料（『日本文体の変遷』等）調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ 職業発見プログラム（仙台第一高校）講師，国立国語研究所，2016.7.7.
・ NINJAL セミナー「言語データと日本語研究」講演，国立台湾大学，2016.9.20.
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【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

成蹊大学教養カリキュラム
早稲田大学教育学部
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小磯　花絵（こいそ はなえ）研究系（音声言語研究領域） 准教授，領域代表

【学位】博士（理学）（奈良先端科学技術大学院大学，1998）
【学歴】千葉大学文学部卒業（1994），千葉大学大学院文学研究科修士課程修了（1996），奈良先端科
学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程修了（1998）
【職歴】ATR 知能映像通信研究所研修研究員（1996），国立国語研究所言語行動研究部 研究員（1998），
同 主任研究員（2009），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系 准教授（2009），同 研究
系（音声言語研究領域） 准教授，領域代表（2016）
【専門領域】コーパス言語学，談話分析，認知科学
【所属学会】社会言語科学会，言語処理学会，日本音声学会，人工知能学会，日本認知科学会
【学会等の役員・委員】社会言語科学会 理事・事業委員；日本学術会議 特任連携会員
【受賞歴】
2002　情報処理学会山下記念研究賞
1996　人工知能学会大会論文賞
1996　人工知能学会研究奨励賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：リーダー
・ 領域指定型共同研究プロジェクト「会話における創発的参与構造の解明と類型化」：コーディネー

ター

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「コーパス言語学的手法に基づく会話音声の韻律特徴の体系化」，16H03421：研究代

表者
・ 基盤研究（B）「発話連鎖アノテーションに基づく対話過程のモデル化」，26284055：研究分担者
・ 基盤研究（C）「インタラクティブ性の有無を考慮した話し言葉・書き言葉間の変換のための基礎

的研究」，25330252：研究分担者

【研究業績】
《報告書・論集》

小磯花絵，渡部涼子，横森大輔，土屋智行，相澤正夫，伝 康晴
　 『一日の会話行動に関する調査報告』，国立国語研究所，2017.3.

《国際会議録》
Hanae Koiso, Tomoyuki Tsuchiya, Ryoko Watanabe, Daisuke Yokomori, Masao Aizawa, and 
Yasuharu Den
　 “Survey of conversational behavior: Towards the design of a Balanced Corpus of Everyday 

Japanese Conversation”, Proceedings of the 10th edition of the Language Resources and 
Evaluation Conference, pp.4434‒4439, Portorož, Slovenia, 2016.5.

Hanae Koiso, Yayoi Tanaka, Ryoko Watanabe, and Yasuharu Den
　 “A Large-Scale Corpus of Everyday Japanese Conversation: on methodology for recording 

naturally occurring conversations”, Proceedings of LREC 2016 workshop on casual talk among 
humans and machines , Portorož, Slovenia, 2016.5.

《データベース類》
・ オンライン検索システム『中納言』用『名大会話コーパス』，2016.12.
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http://pj.ninjal.ac.jp/conversation/nuc.html
・ オンライン検索システム『中納言』用『日本語話し言葉コーパス』，2017.2.

http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/csj/chunagon.html

【講演・口頭発表】
小磯花絵
　 「『日本語日常会話コーパス』の構築」，シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅰ，国立国語研究所，

2016.9.1.
渡辺知希，菊池英明，高松 亮，小磯花絵
　 「ストーリーテリングの習熟過程における命題構造の変化」（ポスター発表），電子情報通信学会，

早稲田大学，2016.12.16.
高梨克也，西野暢助，小磯花絵
　 「日常会話データの公開における倫理的・法的な問題について」，シンポジウム「日常会話コーパ

ス」Ⅱ，国立国語研究所，2017.3.1.
小磯花絵
　 「『日常会話コーパス』プロジェクト ―コーパスに基づく話し言葉の多角的研究―」（ポスター発

表），言語資源活用ワークショップ 2016，国立国語研究所，2017.3.7.
前川喜久雄，浅原正幸，小木曽智信，小磯花絵，木部暢子，迫田久美子
　 「日本語コーパスの包括的検索環境の実現に向けて」，言語資源活用ワークショップ 2016，国立

国語研究所，2017.3.7.
田中弥生，柏野和佳子，角田ゆかり，伝 康晴，小磯花絵
　 「『日本語日常会話コーパス』収録の進捗状況」（ポスター発表），言語資源活用ワークショップ

2016，国立国語研究所，2017.3.8.
川端良子，臼田泰如，西川賢哉，徳永弘子，小磯花絵
　 「『日常会話コーパス』の転記基準と作業工程」（ポスター発表），言語資源活用ワークショップ

2016，国立国語研究所，2017.3.8.
柏野和佳子，西川賢哉，小磯花絵
　 「『名大会話コーパス』中納言版・ひまわり版公開データの作成」（ポスター発表），言語資源活用

ワークショップ 2016，国立国語研究所，2017.3.8.
小磯花絵
　 「話しことばコーパスに見る助詞のイントネーション」，コ―パス合同シンポジウム「コーパスに

見る日本語のバリエーション ―助詞のすがた―」，国立国語研究所，2017.3.9.
居關友里子，第十早織，伝 康晴，小磯花絵
　 「日常会話コーパスのための談話行為タグの設計」（ポスター発表），言語処理学会，筑波大学，

2017.3.14.
臼田泰如，川端良子，西川賢哉，徳永弘子，小磯花絵
　 「「日常会話コーパス」の転記基準について」（ポスター発表），言語処理学会，筑波大学，2017.3.14.
小磯花絵，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝 康晴，西川賢哉
　 「『日本語日常会話コーパス』の設計と構築」（ポスター発表），言語処理学会，筑波大学，2017.3.15.
田中弥生，柏野和佳子，角田ゆかり，伝 康晴，小磯花絵
　 「『日本語日常会話コーパス』構築における会話収録方法」（ポスター発表），言語処理学会，筑波

大学，2017.3.15.
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【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ コーパス利用講習会Ⅰ，国立国語研究所，2016.9.1.
・ シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅰ，国立国語研究所，2016.9.1.
・ コーパス利用講習会Ⅱ，国立国語研究所，2017.3.1.
・ シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅱ，国立国語研究所，2017.3.1.
・ I-URIC フロンティアコロキウム 2016，ホテルアソシア静岡，2017.3.2‒3.
・ コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション―助詞のすがた―」，国立国

語研究所，2017.3.9.
・ ことば・認知・インタラクション 5，東京工科大学蒲田キャンパス，2017.3.13.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 連携大学院

一橋大学大学院言語社会研究科　連携教授
・ 博士論文審査

一橋大学大学院（副査），2017.2.
・ 修士論文審査

一橋大学大学院（3 件），2017.1.
・ 大学院非常勤講師

東京外国語大学大学院
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前川　喜久雄（まえかわ きくお）
研究系（音声言語研究領域） 教授，コーパス開発センター長

1956 年生
【学位】博士（学術）（東京工業大学，2011）
【学歴】上智大学外国語学部フランス語学科卒業（1980），上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻
博士前期課程修了（1982），上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻博士後期課程中退（1984）
【職歴】鳥取大学教育学部 助手（1984），同 講師（1987），国立国語研究所言語行動研究部第二研究
室 研究員（1989），同 主任研究官（1992），同 室長（1994），独立行政法人国立国語研究所研究開発
部門第二領域 領域長（2001），同 言語資源グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所言
語資源研究系 教授，同 研究系長，コーパス開発センター長（2009），同 副所長（2013-2016），同 研
究系（音声言語研究領域） 教授（2016），一橋大学 連携教授（2005-2014）
【専門領域】音声学，言語資源学
【所属学会】ISCA，IPA, 日本言語学会，日本音響学会，日本語学会，日本音声学会
【学会等の役員・委員】日本音声学会 オープンサイエンス担当理事
【受賞歴】
2012　日本音声学会優秀論文集「PNLP の音声的形状と言語的機能」，『音声研究』15（1）
2012　国立国語研究所第 4 回所長賞
2011　日本音声学会優秀論文賞「日本語有声破裂音における閉鎖調音の弱化」，『音声研究』14（2）
2010　国立国語研究所第 1 回所長賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
・ コーパス基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「自発音声コーパスの分析による filled pause の音声学的特徴の解明」26284062: 研

究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

前川喜久雄
　 「千葉勉と梶山正登の仕事：その時代背景」，『音声研究』20（3），pp.112‒114，2016.12.

《国際会議録》
Kikuo Maekawa and Hiroki Mori
　 “Voice-quality difference between the vowels of filled pauses and ordinary lexical items”, Proc. 

INTERSPEECH 2016，pp.3171‒3175, 2016.9.
《その他の出版物・記事》

前川喜久雄
　 「仮想講義 言語資源学入門」，『日本語学』35（13），pp.2‒11，明治書院，2016.12.
前川喜久雄
　 「物理学が言語に出会った話：千葉と梶山の母音研究（前編）」，『窮理』6，pp.26‒32，窮理舎，

2017.3.
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【講演・口頭発表】
前川喜久雄
　 「千葉勉と梶山正登の仕事：その時代背景」（招待講演），第 30 回日本音声学会全国大会，早稲田

大学，2016.9.17.
前川喜久雄，森 大毅
　 「日本語フィラーの声質分析」（招待講演），第 334 回日本音声学会研究例会，十文字学園女子大学，

2016.12.3.
前川喜久雄
　 「言語研究と言語資源」（招待講演），人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん

2016），国文学研究資料館・国立国語研究所，2016.12.9.
前川喜久雄，淺原正幸，小木曽智信，小磯花絵，木部暢子，迫田久美子
　 「日本語コーパスの包括的検索環境の実現に向けて」，言語資源活用ワークショップ，国立国語研

究所，2017.3.7.
玉 栄，西川賢哉，前川喜久雄
　 「モンゴル語アクセント研究のためのデータベース」，言語資源活用ワークショップ，国立国語研

究所，2017.3.7.

【その他の学術的・社会的活動】
・ Language & Linguistics (Sage Publishing), Editorial board member

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 外来研究員の受入

博報財団国際日本研究フェローシップ招聘研究員（中国内蒙古大学）
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柏野　和佳子（かしの わかこ）研究系（音声言語研究領域） 准教授

【学位】博士（学術）（東京工業大学，2016）
【学歴】東京女子大学文理学部日本文学科卒業（1991），東京工業大学大学院総合理工学研究科博士後
期課程単位取得満期退学（2015）
【職歴】富士通株式会社システムエンジニア（1991-1998），情報処理振興事業協会（IPA）技術セン
ター研究員（1991-1997），国立国語研究所言語体系研究部第二研究室 研究員（1998），独立行政法人
国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2001），同 言語資源グループ 主任研究員（2009），人
間文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系 准教授（2009），同 研究系（音声言語研究領域） 准教
授（2016）
【専門領域】日本語学
【所属学会】計量国語学会，言語処理学会，情報処理学会，人工知能学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】情報処理学会情報規格調査会 学会試行標準 WG3 小委員会主査・学会試行標
準専門委員会委員・学会試行標準 WG9 小委員会委員

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（C）「「書き言葉的」と「話し言葉的」という文体差のある語の分析」，26370554：研究

代表者
・ 基盤研究（B）「ソーシャルメディアにおける市民意見を活用したシティプロモーション」

16H02913：研究分担者
・ 基盤研究（B）「会話文への発話者情報の付与によるコーパスの拡張」，15H03212：研究分担者
・ 基盤研究（B）「論理的文章を推敲する力を涵養する Flip Education 環境の構築と評価」，25282060:

研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》

古賀良彦（監修），柏野和佳子，市村太郎，平本智弥（著）
　 『心を癒す えんぴつでなぞる「百人一首」』，PHP 研究所，2016.11.

【講演・口頭発表】
柏野和佳子
　 「『名大会話コーパス』デモンストレーション」，シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅰ，国立国

語研究所，2016.9.1.
柏野和佳子
　 「学術的文章作成時に留意すべき「書き言葉的」「話し言葉的」な語の分類」，計量国語学会第 60

回大会，日本大学，2016.10.8.
柏野和佳子，西川賢哉
　 『名大会話コーパス』デモンストレーション，シンポジウム「日常会話コーパス」Ⅱ，国立国語

研究所，2017.3.1.
宮嵜由美，山崎 誠，柏野和佳子
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　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』収録の小説を対象とした話者属性情報付与の検討」，シン
ポジウム「日常会話コーパス」Ⅱ，国立国語研究所，2017.3.1.

宮嵜由美，柏野和佳子，山崎 誠
　 「発話文への発話者情報付与の基本設計 ―『現代日本語書き言葉均衡コーパス』収録の小説を対

象に―」（ポスター発表），言語資源活用ワークショップ 2016，国立国語研究所，2017.3.7.
田中弥生，柏野和佳子，角田ゆかり，伝 康晴，小磯花絵
　 「『日本語日常会話コーパス』収録の進捗状況」（ポスター発表），言語資源活用ワークショップ

2016，国立国語研究所，2017.3.8.
柏野和佳子，西川賢哉，小磯花絵
　 「『名大会話コーパス』中納言版・ひまわり版公開データの作成」（ポスター発表），言語資源活用

ワークショップ 2016，国立国語研究所，2017.3.8.
山崎 誠，柏野和佳子
　 「『分類語彙表』の多義語に対する代表義情報のアノテーション」（ポスター発表），言語処理学会

第 23 回年次大会，筑波大学，2017.3.14.
柏野和佳子，立花幸子，平本智弥，関 洋平
　 「市民意見の収集システムで得られたツイートからの「保育園」「教育」に関する意見抽出」（ポ

スター発表），言語処理学会第 23 回年次大会，筑波大学，2017.3.15.
田中弥生，柏野和佳子，角田ゆかり，伝 康晴，小磯花絵
　 「『日本語日常会話コーパス』構築における会話収録方法」（ポスター発表），言語処理学会第 23

回年次大会，筑波大学，2017.3.15.
小磯花絵，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝 康晴，西川賢哉
　 「『日本語日常会話コーパス』の構築」（ポスター発表），言語処理学会第 23 回年次大会，筑波大学，

2017.3.15.

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「辞書引きコーナー」（担当），ニホンゴ探検 2016，国立国語研究所，2016.7.16.
・ NINJAL ジュニアプログラム（立川市立第六小学校）（出前授業講師），2016.6.21.
・ NINJAL ジュニアプログラム（立川市立西砂小学校）（出前授業講師），2016.10.22.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 外来研究員の受入
　博報財団国際日本研究フェローシップ招聘研究者
・ オンライン検索システム「中納言」講習会（講師），第 1 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，

2016.9.1.
・ オンライン検索システム「中納言」講習会（講師），第 2 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，

2017.3.1.
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山口　昌也（やまぐち まさや）研究系（音声言語研究領域） 准教授

1968 生
【学位】博士（工学）（東京農工大学，1998）
【学歴】東京農工大学工学部数理情報工学科卒業（1992），東京農工大学大学院工学研究科博士前期課
程電子情報工学専攻修了（1994），東京農工大学大学院工学研究科博士後期課程電子情報工学専攻修
了（1998）
【職歴】東京農工大学工学部 助手（1998），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究
員（2001），同 言語資源グループ 研究員（2006），同 主任研究員（2008），人間文化研究機構国立国
語研究所言語資源研究系 助教（2009），同 准教授（2011），同 研究系（音声言語研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】情報学，知能情報学，科学教育・教育工学，言語学，日本語学
【所属学会】日本教育工学会，日本語学会，言語処理学会，情報処理学会
【受賞歴】
2007　財団法人博報児童教育振興会第 1 回博報「ことばと教育」研究助成「優秀賞」

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 挑戦的萌芽研究「即時性と教育効果を考慮した協調学習過程の構造化手法に関する研究」，

26560135：研究代表者
・ 基盤研究（B）『「昭和話し言葉コーパス」の構築による話し言葉の経年変化に関する実証的研究』，

16H03426：研究分担者
・ 学習院大学・人文科学研究所共同研究「日本語指導者の成長を促すリソース利用に関する研究 ―

授業データ活用の可能性を探る―」：客員研究員

【研究業績】
《データベース類》
・ 「観察支援システム FishWatchr Mini」，2016.7.

https://csd.ninjal.ac.jp/f/m.html
・ 「全文検索システム『ひまわり』用『青空文庫』パッケージ」（525 作品追加などの更新），2016.10.
・ 「観察支援システム FishWatchr (ver.0.9.8.2)」，2016.12.
・ 「全文検索システム『ひまわり』用『名大会話コーパス』パッケージ」，2016.12.
・ 「全文検索システム『ひまわり』用『国会会議録』パッケージ」（更新），2017.2.
・ 「全文検索システム『ひまわり』(ver.1.6.a20170316)」，2017.3.

http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/

【講演・口頭発表】
山口昌也
　 「日本語学習者間の協働学習における観察・振り返り活動を支援する ―教育活動観察支援システ

ム FishWatchr を使って―」，第 31 回北海道大学留学生センター日本語・日本語教育研修会，北
海道大学，2016.8.6.

山口昌也
　 「全文検索システム『ひまわり』用『国会会議録』パッケージ」（ポスター発表），シンポジウム「日



134 Ⅳ 教員の研究活動と成果

常会話コーパス」Ⅰ，国立国語研究所，2016.9.1.
山口昌也，栁田直美，北村雅則
　 「モバイルデバイス向け学習者用観察支援ツールの開発」（ポスター発表），日本教育工学会第 32

回全国大会，大阪大学，2016.9.18.
山口昌也
　 「全文検索システム『ひまわり』用『国会会議録』パッケージの整備」（ポスター発表），シンポ

ジウム「日常会話コーパス」Ⅱ，国立国語研究所，2017.3.1.
山口昌也
　 「全文検索システム『ひまわり』における言語分析支援機能の拡張」（ポスター発表），言語資源

活用ワークショップ 2016，国立国語研究所，2017.3.8.

【その他の学術的・社会的活動】
・ 産業日本語研究会　世話人

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 全文検索システム「ひまわり」講習会（講師），第 1 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，

2016.9.1.
・ 全文検索システム「ひまわり」講習会（講師），第 2 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，

2017.3.1.
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石黒　圭（いしぐろ けい）研究系（日本語教育研究領域） 教授，領域代表

【学位】博士（文学）（早稲田大学，2008）
【学歴】一橋大学社会学部卒業（1993），早稲田大学大学院文学研究科修士課程修了（1995），早稲田
大学大学院文学研究科博士後期課程研究指導修了（1999）
【職歴】一橋大学留学生センター 講師（1999），同 助教授（2004），一橋大学国際教育センター 准教
授（2010），同 教授（2013），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター 准教
授（2015），同 教授（2015），同 研究系（日本語教育研究領域） 教授，領域代表（2016）
【専門領域】日本語学，日本語教育学
【所属学会】専門日本語教育学会，日本語学会，日本語教育学会，日本語文法学会，日本文体論学会，
表現学会，早稲田日本語学会
【学会等の役員・委員】表現学会 理事；日本語教育学会 大会委員；日中言語研究と日本語教育研究
会 編集委員；国立大学日本語教育研究協議会 代表理事；日本語学会 評議員；日本語文法学会 評議
員
【受賞歴】
2009　第 7 回日本語教育学会奨励賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」：リーダー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「文脈情報を用いた日本語学習者の文章理解過程の実証的研究」，16H0343：研究代

表者
・ 基盤研究（B）「大学・大学院でのキャリア形成に資する在学段階別日本語ライティング教育の開

発と評価」，26284072：研究分担者
・ 基盤研究（C）「社会科学系基礎文献における語彙の分野横断的包括分析調査と Web 辞書の試作」，

26370597：研究分担者
・ 基盤研究（A）「読解コーパスの構築による日本語学習者の読解過程の実証的研究」，15H01884：研

究分担者
・ 基盤研究（C）「講義理解における要約力に関する研究」，16K02825：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》

石黒 圭
　 『語彙力を鍛える ―量と質を高めるトレーニング―』，光文社，2016.5.
五味政信，石黒 圭（編）
　 『心ときめくオキテ破りの日本語教授法』，くろしお出版，2016.5.
石黒 圭
　 『書きたいことがすらすら書ける！「接続詞」の技術』，実務教育出版，2016.7.

《論文・ブックチャプター》
石黒 圭
　 「教師は何もしなくていい　学習者が主体的に学べる環境作り」，五味政信，石黒 圭（編）『心と

きめくオキテ破りの日本語教授法』，pp.170‒184，くろしお出版，2016.5.
石黒 圭
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　 「社会科学専門文献の接続詞の分野別文体特性 ―分野ごとの論法と接続詞の選択傾向との関係
―」，庵功雄，佐藤琢三，中俣尚己（編）『日本語文法研究のフロンティア』，pp.161‒182，くろ
しお出版，2016.6.

石黒 圭
　 「わかりやすい文章表現の条件」，野村雅昭，木村義之（編）『わかりやすい日本語』，pp.141‒

152，くろしお出版，2016.10.
石黒 圭
　 「日本語教育専攻大学院留学生のための語彙シラバス」，森 篤嗣（編）『現場に役立つ日本語教育

研究 2　ニーズを踏まえた語彙シラバス』，pp.159‒178，くろしお出版，2016.10.
《その他の出版物・記事》

石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（25）臨時一語の機能」，『指導と評価』62-4，pp.39‒41，2016.4.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（26）接頭辞による限定」，『指導と評価』62-5，pp.42‒44，2016.5.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（27）自動詞と他動詞」，『指導と評価』62-6，pp.33‒35，2016.6.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（28）混成語の作り方」，『指導と評価』62-7，pp.39‒41，2016.7.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（29）副詞に表れる気持ち」，『指導と評価』62-8，pp.36‒38，2016.8.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（30）比喩の使い手」，『指導と評価』62-9，pp.36‒38，2016.9.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（31）二つのタイプの受身文」，『指導と評価』62-10，pp.36‒38，

2016.10.
石黒 圭
　 「オノマトペ」をあなどれない三つの理由」，YOMIURI オンライン，2016.10.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（32）動詞の力を強くする」，『指導と評価』62-11，pp.36‒38，2016.11.
石黒 圭
　 「接続詞は論理的か」，『月刊経団連』64-11，p.45，2016.11.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（33）助詞の不思議」，『指導と評価』62‒12，pp.39-41，2016.12.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（34）主述関係が重視される理由」，『指導と評価』63-1，pp.36-38，

2017.1.
石黒 圭
　 「感度を高める言葉の教育（35）」，『指導と評価』63-2，pp.36‒38，2017.2.
石黒 圭
　 「読点はここに打て！ 文章は読んでもらってナンボ」，『望星』48-2，pp.10‒17，東海大学出版会，

2017.2.
石黒 圭
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　 「感度を高める言葉の教育（36）」，『指導と評価』63-3，pp.39‒41，2017.3.

【講演・口頭発表】
石黒 圭
　 「日本語教室のピア・リーディング ―協働学習はどうすればうまくいくのか―」（招待講演），日

本語教育学会 2016 年度研究集会第 4 回北海道地区，北海道大学，2016.7.2.
佐野彩子，石黒 圭，蒙 ユン，布施悠子，志賀玲子
　 「クラウドソーシング発注書における日本語表現のパイロット調査」（招待講演），第 18 回日本テ

レワーク学会，ちよだプラットフォームスクウェア，2016.7.3.
石黒 圭
　 「文書作成における接続詞の役割 ―接続詞を使うと文書は論理的になるのか―」（招待講演），テ

クニカルコミュニケーションシンポジウム 2016，工学院大学，2016.8.25.
田中啓行，霍 沁宇，胡 方方，石黒 圭
　 「学術的文章のピア・リーディングにおける読解課題の設計に関する一考察」，日本語教育学会秋

季大会，ひめぎんホール，2016.10.9.
布施悠子，石黒 圭
　 「学術的文章の協働学習における教師のフィードバックについての一考察」（ポスター発表），日

本語教育学会秋季大会，ひめぎんホール，2016.10.9.
胡 方方，石黒 圭
　 「ピア・リーディング授業における合意形成のプロセス ―多肢選択的な課題と自由記述式の課題

を比較して―」，2016 年度上海外国語大学日本学国際シンポジウム，上海外国語大学，2016.11.12.
石黒 圭，胡 方方
　 「教室談話の分析は，いかに日本語教育に生かせるか」（招待講演），国立国語研究所日本語教師

セミナー，国立国語研究所，2017.1.28.
石黒 圭，烏 日哲
　 「文脈情報を用いた日本語学習者の文章理解過程の分析」（招待講演），国立国語研究所日本語教

育研究領域合同研究発表会，国立国語研究所，2017.2.4.
石黒 圭
　 「文章理解において学習者は文脈情報をどう生かすか ―中国語母語話者を対象にしたケーススタ

ディ―」（招待講演），日本台湾交流協会台北事務所，文藻外語大学，2017.3.25.

【研究調査】
・ 2016.6.1-5 黒竜江大学日本語学科（中国哈爾浜市）　日本語文章の語彙理解調査
・ 2016.11.13-16 青島大学日本語学科（中国青島市）　日本語文章の語彙理解調査
・ 2017.3.16-20 中山大学日本語学科（中国広州市）　日本語文章の語彙理解調査

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 国立国語研究所日本語教師セミナー，国立国語研究所，2017.1.28.
・ 日本語教育研究領域合同研究発表会「日本語学習者のコミュニケーションの解明に向けて」，国立

国語研究所，2017.2.4.

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「断り上手」（取材協力），『MEN’S NON-NO』2016 年 7 月号，2016.6.10.
・ 「語彙力の強化」（出演），「視点・論点」，NHK E テレ，2016.6.17.
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・ 「日本語の言葉」（招待講演），第 692 回東京 YMCA 午餐会，東京大学 YMCA，2016.6.23.
・ 「OH ！ HAPPY MORNING」（出演），JFM，2016.6.30.
・ 「ようこそ，ドキドキ・ワクワクの世界へ ―オノマトペの不思議―」（講義），ニホンゴ探検 2016，

国立国語研究所，2016.7.16.
・ 「若者はなぜ『大丈夫です』と言うのか？」（コメント），『潮』9 月号，2016.8.5.
・ 「羽鳥慎一モーニングショー」（コメント），テレビ朝日，2016.8.18.
・ 「教科書読み取れない」（インタビュー記事），『東京新聞』，2016.8.21.
・ 「ずるい『書き方』完全マニュアル」（取材協力），『日経ビジネスアソシエ』2016 年 10 月号，

2016.9.10.
・ 「ニュースの視点 国語に関する世論調査からみる日本語の変遷」（出演），TBS ニュースバード，

2016.10.3.
・ 「読解 読みのスキルを育て，言語力と思考力を伸ばす」（招待講演），第 8 回インターナショナル日

本語教師会研究会，アメリカン・スクール・イン・ジャパン，2016.10.22.
・ 「中国人学生の自然な日本語の使い方」（招待講演），日中友好会館「JENESYS2.0」中国大学生訪

日団第 28 陣セミナー，ホテルイースト 21 東京，2016.10.24.
・ 「外国人の『誤用』 日本人の『誤用』」（講演），大学共同利用機関シンポジウム 2016，アキバ・スクエア，

2016.11.27.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 連携大学院

一橋大学大学院言語社会研究科 連携教授
・ 大学院非常勤講師

南山大学大学院
・ 「聴解における予測の役割とその指導法」（ゲストスピーカー），早稲田大学日本語教育研究科教育

文法論，早稲田大学，2016.7.1
・ 第 22 回 NINJAL チュートリアル「学習者コーパスを使って研究しよう！」（講師），大阪大学豊中

キャンパス，2017.2.17.
・ 第 23 回 NINJAL チュートリアル「学習者コーパスを使って研究しよう！」（講師），国立国語研究所，

2017.2.24.
・ 博士論文審査

一橋大学大学院（主査）2 件，2016.6，2017.3.
一橋大学大学院（副査）1 件，2017.3.

・ 外来研究員の受入（1 名）
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宇佐美　まゆみ（うさみ まゆみ）研究系（日本語教育研究領域） 教授

【学位】博士（教育学（Ed.D））（ハーバード大学，1999）
【学歴】立教大学文学部心理学科卒業（1981），慶應義塾大学大学院社会学研究科修士課程修了（1984），
ハーバード大学教育学部大学院人間発達・心理学科修士課程修了（1991），ハーバード大学教育学部
大学院人間発達・心理学科博士課程単位取得修了（1992）
【職歴】財団法人交流協会台北事務所 日本語教育専門家（1984），コルビー大学現代外国語学部 客員
講師（1987），シカゴ大学東アジア言語・文化学部 専任講師（1988），昭和女子大学文学部 専任講師

（1993），東京外国語大学外国語学部 助教授（1997），同 教授（2002），同 大学院地域文化研究科言語
教育学講座 教授（2005)，同 総合国際学研究院 教授（2009），人間文化研究機構国立国語研究所研究
系（日本語教育研究領域） 教授（2016）
【専門領域】言語社会心理学，談話研究，語用論，日本語教育学
【所属学会】社会言語科学会，日本語教育学会，日本語用論学会，日本語学会，日本心理学会，日本
社会心理学会，ヨーロッパ日本語教師会，言語処理学会
【学会等の役員・委員】社会言語科学会 理事・発表賞選考委員長；大学日本語教員養成課程研究協議
会 監事；日本語ジェンダー学会 評議員

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブプロジェク

ト「日本語学習者の日本語使用の解明」：リーダー
・ 新領域創出型共同研究プロジェクト「日本語の間接発話理解：第一言語，第二言語，人工知能にお

ける習得メカニズムの認知科学的比較研究」：コーディネーター

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（A）「海外連携による日本語学習者コーパスの構築および言語習得と教育への応用研究」，

16H01934：研究分担者
・ 基盤研究（A）「つっかえタイプの非流ちょう性に関する通言語的調査研究」，15H02605：研究分

担者
・ 基盤研究（B）「公共用語の地域差・時代差に関する社会言語学的総合研究」，16H03420：研究分担

者
・ 基盤研究（C）「観光接触場面におけるホスピタリティと日本語の役割：日本のオモテナシとポラ

イネス」，15K02653：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

宇佐美まゆみ
　 「自然会話を素材とする共同構築型 WEB 教材を使った『対話』と『会話』の教育」，『ヨーロッ

パ日本語教育』20，pp.231‒236，2016.6.
宇佐美まゆみ
　 「なぜポライトなつもりがインポライトになるのか ―ディスコース・ポライトネス理論の観点か

ら日本語教育に示唆できること―」，『ヨーロッパ日本語教育』21，pp.73‒81，2017.3.

【講演・口頭発表】
宇佐美まゆみ，東 伴子，高木三知子
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　 「なぜポライトなつもりがインポライトになるのか ―ディスコース・ポライトネス理論の観点か
ら日本語教育に示唆できること―」（パネル『インポライトネスと日本語教育 ―異文化理解促
進のために日本語教育に何ができるか―』），第 20 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム，Ca' 
Foscari University of Venice，2016.7.8.

Mayumi Usami
　 “Discourse Politeness Theory as an interpersonal theory”，第 31 回国際心理学会，パシフィコ

横浜，2016.7.26.
宇佐美まゆみ
　 「ディスコース・ポライトネス理論と談話の対照研究 ―異文化間ミスコミュニケーションの未然

防止と日本語教育に示唆できること―」（招待講演），第 8 回中日対照言語学シンポジウム，延辺
大学，2016.8.20.

宇佐美まゆみ
　 「NCRB 開発の趣旨と活用方法，今後の課題」（招待講演），北京外国語大学　特別講義，北京外

国語大学，2016.8.25.
宇佐美まゆみ
　 「NCRB 開発の趣旨と活用方法，今後の課題」（招待講演），仁川大学　特別講義，仁川大学，

2016.8.31.
宇佐美まゆみ
　 「自然会話コーパスの構築と第二言語教育」（招待講演），KAFLE（韓国外国語教育学会），韓国

外国語大学，2016.9.3.
宇佐美まゆみ
　 「インドネシア人日本語観光ガイドのコミュニケーション行動の分析 ―ポライトネスとオモテ

ナシの観点から―」，ICJLE（日本語教育国際研究大会），Bali Nusa Dua Convention Center，
2016.9.10.

宇佐美まゆみ
　 「NCRB 開発の趣旨と活用方法 ―自然会話教材作成支援機能を中心として―」，ICJLE（日本語

教育国際研究大会），Bali Nusa Dua Convention Center，2016.9.10.
宇佐美まゆみ
　 「日本語教育学という視点からの自然会話の研究」（招待講演），早稲田大学日本語教育研究科小

林ミナ研究室主催ゲストセッション，早稲田大学，2017.1.26.
宇佐美まゆみ
　 「『BTSJ 自然会話コーパス』とはどのようなもので，それを使って何ができるのか」（招待講演），

国立国語研究所日本語教師セミナー，国立国語研究所，2017.1.28.
宇佐美まゆみ
　 「BTSJ 日本語会話コーパスと共同構築型自然会話リソースバンク（NCRB）の活用法」（招待講演），

日本語教育研究領域合同研究集会「日本語学習者のコミュニケーションの解明に向けて」，国立
国語研究所，2017.2.4.

宇佐美まゆみ
　 「ディスコース・ポライトネス理論の展開と第二言語習得論」（招待講演），第 2 言語習得研究会

第 96 回研究会，お茶の水女子大学，2017.2.18.
Mayumi Usami
　 “Language education and political issues: why do political issues matter in language classroom?”
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（招待講演）， CJSJ/JSPS Symposium, UC Berkeley, 2017.2.24.
宇佐美まゆみ
　 「本公募研究企画の趣旨に代えて：日本語の間接発話理解とポライトネス ―子供，外国人，そし

て人工知能は，いかにポライトネスを習得するのか」，「日本語の間接発話理解：第一言語，第二
言語，人工知能における習得メカニズムの認知科学的比較研究」共同研究発表会，国立国語研究
所，2017.3.3.

宇佐美まゆみ
　 「語用論のために必要なトランスクリプトとは？ ̶BTSJ 日本語会話コーパスとその比較文化

語用論における意義」，第 1 回 BTSJ 日本語会話コーパス活用シンポジウム，国立国語研究所，
2017.3.4.

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 第 1 回 BTSJ 活用方法研究会，国立国語研究所，2016.5.28.
・ 第 2 回 BTSJ 活用方法研究会，国立国語研究所，2016.11.29.
・ 第 3 回 BTSJ 活用方法研究会，九州大学伊都キャンパス，2016.12.12.
・ 国立国語研究所日本語教師セミナー，国立国語研究所，2017.1.28.
・ 日本語教育研究領域合同研究集会「日本語学習者のコミュニケーションの解明に向けて」，国立国

語研究所，2017.2.4.
・ 「日本語の間接発話理解：第一言語，第二言語，人工知能における習得メカニズムの認知科学的比

較研究」共同研究発表会，国立国語研究所，2017.3.3.
・ 第 1 回 BTSJ 日本語会話コーパス活用シンポジウム，国立国語研究所，2017.3.4.

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「あさイチ」（企画協力），NHK，2017.1.29-2.13.（9 回）

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

首都大学東京大学院
・ 博士論文審査

東京外国語大学大学院（外部審査委員），2017.3.
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野田　尚史（のだ ひさし）研究系（日本語教育研究領域） 教授，研究主幹

1956 生
【学位】博士（言語学）（筑波大学，1999）
【学歴】大阪外国語大学外国語学部イスパニア語学科卒業（1979），大阪外国語大学大学院外国語学研
究科日本語学専攻修士課程修了（1981），大阪大学文学研究科日本学専攻博士後期課程中退（1981）
【職歴】大阪外国語大学国語学部 助手（1981），筑波大学文芸・言語学系 講師（1985），大阪府立大
学総合科学部 講師（1991），同 助教授（1993），同 教授（1999），大阪府立大学人間社会学部 教授

（2005），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター 教授（2012），同 センター
長（2015‒2016），同 研究系（日本語教育研究領域） 教授，研究主幹（2016）
【専門領域】日本語学，日本語教育学
【所属学会】日本語学会，日本語教育学会，日本言語学会，日本語文法学会，社会言語科学会，言
語処理学会，計量国語学会，日本語用論学会，関西言語学会，専門日本語教育学会，ヨーロッパ日
本 語 教 師 会，American Association of Teachers of Japanese, Canadian Association for Japanese 
Language Education
【学会等の役員・委員】日本語学会 理事・評議員；日本語教育学会 審査・運営協力員；日本言語学
会 事務局長・評議員；日本語文法学会 評議員；社会言語科学会 理事・学会誌編集委員長・徳川宗賢
賞選考委員；言語系学会連合 運営副委員長；文化審議会国語分科会 臨時委員
【受賞歴】
2006　第 4 回日本語教育学会奨励賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブプロジェク

ト「日本語学習者の日本語理解の解明」：リーダー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「とり

たて表現」：リーダー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（A）「読解コーパスの構築による日本語学習者の読解過程の実証的研究」，15H01884：

研究代表者
・ 基盤研究（A）「海外連携による日本語学習者コーパスの構築および言語習得と教育への応用研究」，

16H01934：研究分担者
・ 基盤研究（B）「文脈情報を用いた日本語学習者の文章理解過程の実証的研究」，16H03438：研究分

担者
・ 基盤研究（B）「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」，

15H03210：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

野田尚史
　 「非母語話者の日本語理解のための文法」，庵 功雄，佐藤琢三，中俣尚己（編）『日本語文法研究

のフロンティア』，pp.307‒326，くろしお出版，2016.5.
野田尚史，中島晶子，村田裕美子，中北美千子
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　 「日本語母語話者との対話における中級日本語学習者の聴解困難点」，『ヨーロッパ日本語教育』
20，pp.219‒224，2016.6.

田中真理，迫田久美子，野田尚史
　 「日本語学習者コーパスにおける対話 ―ロールプレイ，メール，エッセイの分析をとおして―」，
『ヨーロッパ日本語教育』20，pp.102‒119，2016.6.

野田尚史
　 「日本語の文の構造とわかりにくさ」，木村義之（編）『わかりやすい日本語』，pp.35‒48，くろし

お出版，2016.10.
野田尚史
　 「話しことばの動的な文法 ―日本語学習者が日本語を聞いたり話したりするために―」，『日中言

語研究と日本語教育』9，pp.1‒12，好文出版，2016.10.
《その他の出版物・記事》

野田尚史
　 「日本語構造体コーパスの有用性と課題 ―条件節を含む複文を例として―」，KLS, 36，p.215，関

西言語学会 2016.6.
野田尚史
　 「来日外国人と話す一番簡単な方法」，YOMIURI オンライン，2016.10.19.
野田尚史
　 「［書評］『談話資料　日常生活のことば』（現代日本語研究会　遠藤織枝・小林美恵子・佐竹久仁子・

高橋美奈子編　ひつじ書房　2016 年）」，『ことば』37，pp.138-142，現代日本語研究会，2016.12.

【講演・口頭発表】
野田尚史，小西 円，桑原陽子，穴井宰子，中島晶子，村田裕美子
　 「実生活に役立つ初級日本語読解教材の作成と試用」，第 20 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウ

ム，カ・フォスカリ大学，2016.7.7.
野田尚史
　 「日本語のとりたて表現 ―対照言語学的な観点から―」（招待講演），神田外語大学大学院言語教

育講演会，神田外語大学，2016.7.30.
野田尚史
　 「限定を表すとりたて表現はどんなときに使われるか？ ―日本語とスペイン語の対照研究―」，

2016 年日本語教育国際研究大会（Bali-ICJLE(2016)），Bali Nusa Dua Convention Center，
2016.9.10.

中北美千子，野田尚史
　 「日本語学習者の聴解過程の解明に向けて」，日本語教育研究領域合同研究発表会「日本語学習者

のコミュニケーションの解明に向けて」，国立国語研究所，2017.2.4.
野田尚史
　 「とりたて表現の対照研究を行う意義と方法」，「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」

プロジェクト合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa），国立国語研究所，2017.2.19.

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ シンポジウム「日本語文法研究のフロンティア ―形態論・意味論・統語論を中心に―」，キャンパ

スプラザ京都，2016.3.11.

【その他の学術的・社会的活動】
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・ 「中級日本語学習者の聴解の実態」（招待講演），国際日本語普及協会（AJALT）会員研修，
2016.7.28.

・ 「日本語コミュニケーション教育のための文法」（招待講演），福岡 YWCA 日本語教師養成講座修
了生会第 37 回研修会，2016.10.22.

・ 「外国の人たちに日本語でどう接するか？ ―やさしい日本語の使用と相手の立場に立った理解―」
（招待講演），福岡県地域日本語教室ボランティアスキルアップ講座，こくさいひろば（福岡市），
2016.11.19；えーるピア久留米生涯学習センター（久留米市），2016.11.20；八幡西生涯学習総合セ
ンター（北九州市），2016.11.21.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

首都大学東京大学院
大阪府立大学大学院

・ 博士論文審査
一橋大学大学院（副査），2017.1.
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野山　広（のやま ひろし）研究系（日本語教育研究領域） 准教授

1961 生
【学位】修士（文学）（早稲田大学，1988），修士（日本語応用言語学）（モナシュ大学，1995），修士（教
育学）（早稲田大学，1996）
【学歴】早稲田大学卒業（1985），早稲田大学大学院文学研究科教育学専攻修士課程修了（1988），豪 
州モナシュ大学大学院日本研究科日本語応用言語学専攻修了（1995），早稲田大学大学院教育学研究
科国語教育専攻修士課程修了（1996），早稲田大学大学院文学研究科日本語・日本文化専攻博士後期
課程単位取得退学（2001）
【職歴】文化庁文化部国語課 専門職員（日本語教育調査官）（1997），独立行政法人国立国語研究所日
本語教育部門第二領域 主任研究員（2004），同 領域長（2005），同 整備普及グループ長（2006），人
間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター 上級研究員（2009），同 准教授（2010），
同 研究系（日本語教育研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】応用言語学，日本語教育学，社会言語学，多文化・異文化間教育，言語政策・計画研究
【所属学会】基礎教育保障学会，日本語教育学会，社会言語科学会，異文化間教育学会，移民政策学会，
ヨーロッパ日本語教師会
【学会等の役員・委員】基礎教育保障学会 常任理事・副会長；日本語教育学会 代議員・大会委員会委員・
多文化系学会連携協議会部会長；移民政策学会 理事・企画委員；異文化間教育学会 常任理事・若手
交流委員会委員長；多文化社会専門職機構 代表理事；日本語プロフィシェンシー研究会 監事；港区
国際化推進アドバイザー会議 委員長（座長）

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブプロジェク

ト「日本語学習者の日本語使用の解明」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 挑戦的萌芽研究「基礎教育保障学の構築に向けた萌芽研究」，16K13454：研究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

野山 広
　 「CLD 生徒に対する縦断調査の結果から窺える対話と継承語の重要性」，『ヨーロッパ日本語教育』

20，pp.322‒327，2016.6.
野山 広，桶谷仁美
　 「CLD 児童・生徒の言語環境の整備と日本型多文化共生社会 ―社会参加という観点から―」，『異

文化間教育』44，pp.18‒32，2016.9.
野山 広
　 「基礎教育保障学会の設立と識字・日本語学習をめぐる新たなうねり ―多様な教育機会確保法案

の成立を視野に入れつつ―」，『部落解放研究』205，pp.159‒181，2016.10.
《その他の出版物・記事》

野山 広，北川裕子，伽羅谷美穂，佐々木久美子，成田雅与
　 「違いを超えて，生き方を選択できる地域づくり～多様性を認めた先にあるもの～」，『日本女

性会議 2016 秋田 みつめてみとめてあなたと私～多様性（ダイバーシティ）とは～報告書』，
pp.114‒123，2017.3.
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【講演・口頭発表】
野山 広
　 「複言語・複文化環境に生きる子どもの可能性探究とネットワーク構築の重要性 ―CLD 児のこ

とばの学びを日本語の位置付けとバイリンガル教育の観点から考える―」，東海大学ヨーロッパ
学術センター主催ワークショップ，東海大学ヨーロッパ学術センター，2016.4.30.

鎌田 修，伊東祐郎，嶋田和子，西川弘幸，野山 広，六川雅彦
　 「日本語口頭能力試験 “JOPT” の開発とその意義：アカデミック，ビジネス，そしてコミュニティー

部門における共生に基づく言語使用能力の測定」（パネル），第 20 回ヨーロッパ日本語教育シン
ポジウム，カ・フォスカリ大学，2016.7.9.

野山 広，嶋田和子，村田晶子
　 「在住外国人の日本語会話能力と言語生活に関する縦断研究 ―Welfare Linguistics という観点か

ら―」（パネル），第 20 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム，カ・フォスカリ大学，2016.7.9.
野山 広
　 「日本語口頭能力テスト JOPT が目指している口頭能力記述化のこころみ～評価指標の開発から

わかったこと」，ICJLE2016 (International Conference of Japanese Language Education 2016)，
Bali Nusa Dua Convention Center，2016.9.11.

野山 広
　 「日本語学習者コーパス研究の展望」，ICJLE2016 (International Conference of Japanese Language 

Education 2016)，Bali Nusa Dua Convention Center，2016.9.11.
野山 広
　 「日本語学習者コーパス研究の展望～縦断調査の結果を踏まえながら～」，国立国語研究所日本語

教師セミナー，北京師範大学，2016.10.21.
野山 広
　 「学びの場の確保とリテラシー教育の重要性～日本語の位置づけの多様性という観点から～」，第

62 回全国夜間中学校研究大会，ユートリヤすみだ生涯学習センター，2016.12.1.
野山 広
　 「多文化化する地域～日本語を通した地域住民とのコミュニケーション～」，上智大学短期大学学

部特別公開講座，上智大学短期大学学部，2017.1.19.
迫田久美子，野山 広
　 「学習者コーパスに見る外国人と日本人のコミュニケーション」，日本語教育研究領域合同研究発

表会「日本語学習者のコミュニケーションの解明に向けて」，国立国語研究所，2017.2.4.

【研究調査】
・ 2016.10 中国・北京師範大学　北京師範大学，北京日本学研究センターとの協働による縦断調査
・ 2017.3  秋田県能代市　OPI（Oral Proficiency Interview）の枠組みを活用した，日本語学習者

の会話力，言語生活等に関する縦断調査のフォローアップ調査等

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「多文化共生社会と地域日本語教育」，西東京市日本語ボランティア入門講座，西東京市役所田無庁

舎，2016.5.16.
・ 「多文化共生社会と地域日本語教育～その醍醐味と可能性」，足立区日本語ボランティア支援講座，

足立区エルソフィア（梅田地域学習センター），2016.6.7.
・ 「外国人児童・生徒教育の今日的な課題 ―バイリンガル教育の観点から―」，東京都専門性向上研修：
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日本語指導の基礎・基本（初期指導），東京都教職員研修センター，2016.8.9.
・ 「異文化間のコミュニケーションの重要性と日本語の位置づけ」，佐賀県多文化共生基盤づくり：地

域日本語教育コーディネーター養成講座，佐賀商工ビル，2016.9.3.
・ 「複言語・複文化環境に生きる子どもの可能性」，ジャカルタ日本人学校講演会，ジャカルタ日本人

学校，2016.9.15.
・ 「複言語家族における親子の日本語〈リテラシー〉」，チーム・もっとつなぐ第 2 回ワークショップ，

Bildungszentrum in Bildungscampus Nürnberg，2016.9.25.
・ 「複言語家族における親子の日本語と読み書き〈リテラシー〉」，ブラウンシュバイク邦人保護者会，

ブラウンシュバイク生涯学習センター，2016.9.28.
・ 「多言語環境における言語習得プロセスとそれに伴う補習校の支援方法」，ドイツ補習授業校（全国

研修会），ベルリン・中央学園，2016.10.1.
・ 「基礎教育に不可欠な 381 字の生活基本漢字から考える ―複言語環境における子どもの日本語と読

み書き〈リテラシー〉―」，特定非営利法人 日本語教育ボランティア協会（JABORA），クリエー
ト浜松，2016.10.15.

・ 「地域に定住した外国人（日本語学習者）の日本語使用者としての対話力を育てる≒「声」を聴く！
～約 10 年間，学習者，支援者，関係者に寄り添いながら，協働で実施・展開してきた縦断調査か
ら見えてきたこと～」，特定非営利法人 日本語教育ボランティア協会 （JABORA），クリエート浜松，
2016.12.17.

・ 「多様性を意識した地域日本語教育の展開と留学生の存在の重要性～日本の人口減少と多言語・多
文化化の現状を踏まえつつ～」，平成 28 年度兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業キッ
クオフシンポジウム「留学交流を通じた多文化共生」，兵庫県国際交流会館，2017.1.27.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

政策研究大学院大学
東海大学大学院
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福永　由佳（ふくなが ゆか）研究系（日本語教育研究領域） 研究員

【学位】修士（日本語教育）（ウィスコンシン大学，1993）
【学歴】金沢女子大学文学部英米文学科卒業（1991），ウィスコンシン大学東アジア語学文学学科修士
課程修了（1993）
【職歴】国立国語研究所日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室 研究員（1998），独立行政法人
国立国語研究所日本語教育部門第一領域 研究員（2001），同 日本語教育基盤情報センター学習項目
グループ 研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター 研究員

（2009），研究系（日本語教育研究領域） 研究員（2016）
【専門領域】日本語教育学，社会言語学，複数言語使用，識字
【所属学会】日本語教育学会，社会言語科学会，日本言語政策学会，日本質的心理学会，言語管理研
究会
【学会等の役員・委員】日本質的心理学会 研究交流委員；言語管理研究会接触場面分科会 運営委員

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」: メンバー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」: メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（C）「多言語環境にある外国人の日本語観と言語選択に関する研究 ―在日パキスタン人

を中心に」，26370522：研究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

福永由佳
　 「“パキスタンストリート”の言語景観 ―自律，排除，そして共存―」，『ことばと社会』18，pp.143‒

151，三元社，2016.10.

【講演・口頭発表】
福永由佳
　 「多言語使用者の言語管理 ―『母語』を中心に―」，言語管理研究会，青山学院大学，2016.12.17.

【研究調査】
・ 2016.5　 三郷市　多言語使用意識調査
・ 2016.6　 市川市・大分市　多言語使用意識調査
・ 2016.7　 射水市・松山市　多言語使用意識調査，多言語自然談話収録
・ 2016.8　 千葉市・射水市　多言語使用意識調査
・ 2016.9　 府中市　多言語使用意識調査
・ 2016.10　松山市　多言語使用意識調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ （取材協力）NHK 富山放送局，2016.8.23.
・ （取材協力）NHK 青少年教育番組部，2016.11‒12.
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石本　祐一（いしもと ゆういち）
研究情報発信センター 特任助教（～ 2016.12.31），コーパス開発センター 特任助教（2017.1.1 ～）

【学位】博士（情報科学）（北陸先端科学技術大学院大学，2004）
【学歴】宇都宮大学工学部卒業（1997），北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情報処理学専攻
博士前期課程修了（2000），北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情報処理学専攻博士後期課
程修了（2004）
【職歴】東京工科大学メディア学部 助手（2007），同 助教（2009），人間文化研究機構国立国語研究
所 プロジェクト非常勤研究員（2010），情報システム研究機構国立情報学研究所 特任研究員（2010），
人間文化研究機構国立国語研究所 プロジェクト非常勤研究員（2013），同 研究情報資料センター 特
任助教（2013），同 コーパス開発センター 特任助教（2017）
【専門領域】音響音声学，音声工学
【所属学会】日本音響学会，電子情報通信学会
【受賞歴】
2016　Oriental COCOSDA 2016 ITN Best Paper Award (Yuichi Ishimoto and Mika Enomoto)

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（C）「音声アシスタントとの円滑な話者交替を実現する音声言語特徴の解明」，15K00390：

研究代表者

【研究業績】
《国際会議録》

Yuichi Ishimoto and Mika Enomoto
　 “Experimental investigation of end-of-utterance perception by final lowering in spontaneous 

Japanese”, Proceedings of Oriental COCOSDA 2016, pp.205‒209, 2016.10.

【講演・口頭発表】
石本祐一，寺岡丈博，榎本美香
　 「韻律情報と文節係り受け構造を用いた発話末予測モデルの検討」（ポスター発表），日本音響学

会 2016 年秋季研究発表会，富山大学，2016.9.16.
大須賀智子，石本祐一，黒岩眞吾，柘植 覚
　 「AWA 長期間収録音声コーパスの公開について」（ポスター発表），日本音響学会 2016 年秋季研

究発表会，富山大学，2016.9.16.
石本祐一，近藤綾子，竹内雅樹，馬塚れい子
　 「自閉症スペクトラム者の韻律特徴の可視化・体験プログラムの開発」（ポスター発表），日本発

達神経科学学会第 5 回学術集会，東京大学，2016.11.26.
Yuichi Ishimoto, Takehiro Teraoka, and Mika Enomoto
　 “A study on prediction of end-of-utterance by prosodic features and phrase-dependency 

structure in spontaneous speech”（ポスター発表）, 5th Joint Meeting of the Acoustical Society 
of America and the Acoustical Society of Japan, Hawaii, 2016.12.2.

石本祐一
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　 「コーパス構築における発話アノテーションの現状」（ポスター発表），言語資源活用ワークショッ
プ 2016，国立国語研究所，2017.3.7.

石本祐一，寺岡丈博，榎本美香
　 「韻律情報と文節係り受け構造を用いた発話末予測モデルの構築」（ポスター発表），日本音響学

会 2017 年春季研究発表会，明治大学，2017.3.15.
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浅原　正幸（あさはら まさゆき）コーパス開発センター 准教授

1975 生
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2003）
【学歴】京都大学総合人間学部基礎科学科卒業（1998），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科
博士前期課程修了（2001），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程短期修了（2003）
【職歴】奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 助手・助教（2004），国立国語研究所コーパス
開発センター 特任准教授（2012），同 言語資源研究系 准教授（2014），同 コーパス開発センター 准
教授（2016）
【専門領域】自然言語処理
【所属学会】情報処理学会，言語処理学会，言語学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】情報処理学会自然言語処理研究会 運営委員；言語処理学会 編集委員
【受賞歴】
2014　吉川克正，浅原正幸，松本裕治
　　　 言語処理学会論文誌『自然言語処理』2014 年論文賞，「Markov Logic による日本語述語項構

造解析」
2011　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, and Yuji Matsumoto
　　　 Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and 

Knowledge Engineering, “Dual Decomposition for Predicate-Argument Structure Analysis”
2010　 Katsumasa Yoshikawa, Tsutomu Hirao, Sebastian Riedel, Masayuki Asahara, and Yuji 

Matsumoto
　　　 The Best Paper Award of the SMBM2010 (the Fourth International Symposium on Semantic 

Mining in Biomedicine), “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on 
Biomedical Text”

2008　岩立将和，浅原正幸，松本裕治
　　　 言語処理学会第 14 回年次大会 優秀発表賞，「トーナメントモデルを用いた日本語係り受け解

析」
2003　浅原正幸
　　　 平成 15 年度情報処理学会 山下記念研究賞，「日本語固有表現抽出における冗長的な形態素解

析の利用」

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
・ 基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
・ 新領域創出型共同研究プロジェクト「all-words WSD システムの構築及び分類語彙表と岩波国語辞

典の対応表作成への利用」：コーディネーター
・ コーパス基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：リーダー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 基盤研究（B）「言語コーパスに対する読文時間付与とその利用」，25284083：研究代表者
・ 挑戦的萌芽研究「近代語コーパスに対する統語情報アノテーションの基準策定」，15K12888：研究

代表者
・ 基盤研究（C）「「修辞機能」と「脱文脈化程度」の観点からのテキスト分析手法確立と自動化の検討」，
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15K02535：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

浅原正幸，加藤 祥
　 「文書間類似度について」，『自然言語処理』23（5），pp.463‒498，2016.12.

《国際会議録》
Takaaki Tanaka, Yusuke Miyamo, Masayuki Asahara, Sumire Uematsu, Hiroshi Kanayama, 
Shinsuke Mori, and Yuji Matsumoto
　 “Universal Dependencies for Japanese”, Proceedings of LREC 2016, pp.1651‒1658, 2016.5. 
Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto, and Toshio Morita
　 “Demonstration of ChaKi.NET -- beyond the corpus search system”, Proceedings of COLING 

2016, the 26th International Conference on Computational Linguistics: System Demonstrations , 
pp.49‒53, 2016.12.

Masayuki Asahara, Kazuya Kawahara, Yuya Takei, Hideto Masuoka, Yasuko Ohba, Yuki Torii, 
Toru Morii, Yuki Tanaka, Kikuo Maekawa, Sachi Kato, and Hikari Konishi
　 “‘BonTen' -- corpus concordance system for ‘NINJAL Web Japanese Corpus'”, Proceedings 

of COLING 2016, the 26th International Conference on Computational Linguistics: System 
Demonstrations , pp.25‒29, 2016.12.

Masayuki Asahara, Hajime Ono, and Edson T. Miyamoto
　 “Reading time annotation for ‘Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese'”, 

Proceedings of COLING 2016, the 26th International Conference on Computational Linguistics , 
pp.684‒694, 2016.12.

Masayuki Asahara and Yuji Matsumoto
　 “BCCWJ-DepPara: A syntactic annotation treebank on the 'Balanced Corpus of Contemporary 

Written Japanese'”, Proceedings of the 12th Workshop on Asian Language Resources (ALR12) , 
pp.49‒58, 2016.12.

《データベース類》
・ コーパス開発センター『国語研日本語ウェブコーパス』，2017.3.

http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/nwjc/
・ コーパス開発センター『梵天』，2017.3.

http://bonten.ninjal.ac.jp/
・ 浅原正幸「BCCWJ-EyeTrack」，2016.12.（中納言より配布）
・ 浅原正幸「BCCWJ-ToriClause」，2017.3.（中納言より配布）
・ 浅原正幸「nwjc2vec (version 2017-SP)」，2017.3.（DVD-R で配布）

【講演・口頭発表】
浅原正幸，小野 創，宮本エジソン正
　 「BCCWJ-EyeTracking ―『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する読み時間アノテーショ

ン」，電子情報通信学会 TL，早稲田大学，2016.7.23.
遠藤直子，浅原正幸，山内雄介
　 「「テキストチャットを利用した対面ディスカッション」の試み」，教育改革 ICT 戦略大会，アル

カディア市ヶ谷，2016.9.8.
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加藤 祥，浅原正幸
　 「恋愛小説において物語を特徴づける表現 ―タイトルと帯に見られる表現分析の試み―」（ポス

ター発表），第 38 回社会言語科学会研究大会，京都外国語大学，2016.9.4.
浅原正幸，髙橋雄太
　 「近代語コーパスに対する統語アノテーション基準の検討」，日本語学会 2016 年度秋季大会，山

形大学，2016.10.30.
浅原正幸
　 「「国語研日本語ウェブコーパス」とその検索系「梵天」」，第 66 回 JSL 漢字学習研究会，国立国

語研究所，2017.2.25.
加藤 祥，浅原正幸，山崎 誠
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する分類語彙表番号アノテーションの試行」（ポスター

発表），言語資源活用ワークショップ，国立国語研究所，2017.3.7.
前川喜久雄，浅原正幸，小木曽智信，小磯花絵，木部暢子，迫田久美子
　 「日本語コーパスの包括的検索環境の実現に向けて」，言語資源活用ワークショップ，国立国語研

究所，2017.3.8.
鈴木 類，古宮嘉那子，浅原正幸，佐々木 稔，新納浩幸
　 「『分類語彙表』の類義語と分散表現を利用した all-words 語義曖昧性解消」（ポスター発表），言

語資源活用ワークショップ，国立国語研究所，2017.3.8.
松本理美，浅原正幸，有田節子
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する節の意味分類情報アノテーション ―基準策定，

仕様書作成の必要性について―」（ポスター発表），言語資源活用ワークショップ，国立国語研究
所，2017.3.8.

宮内拓也，浅原正幸，中川奈津子，加藤 祥
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』への情報構造アノテーションの分析」，言語資源活用ワー

クショップ，国語研究所，2017.3.8.
浅原正幸
　 「読み時間と情報構造について（ちょっとながめ）」，言語資源活用ワークショップ，国立国語研

究所，2017.3.8.
浅原正幸，岡 照晃
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する述語項構造アノテーションの分析」，平成 28 年度

コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション ―助詞のすがた―」，国立
国語研究所，2017.3.9.

浅原正幸
　 「『日本語歴史コーパス』に対する統語・意味情報アノテーション」，「通時コーパス」シンポジウ

ム 2017，国立国語研究所，2017.3.11.
鈴木 類，古宮嘉那子，浅原正幸，佐々木 稔，新納浩幸
　 「『分類語彙表』の類義語と分散表現を利用した all-words 語義曖昧性解消」，言語処理学会第 23

回年次大会，筑波大学，2017.3.14.
浅原正幸，岡 照晃
　 「nwjc2vec:『国語研日本語ウェブコーパス』 に基づく単語の分散表現データ」，言語処理学会第

23 回年次大会，筑波大学，2017.3.14.
加藤 祥，浅原正幸，山崎 誠
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　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する分類語彙表番号アノテーション」，言語処理学会
第 23 回年次大会，筑波大学，2017.3.14.

宮内拓也，浅原正幸，中川奈津子，加藤 祥
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』への情報構造アノテーションの構築」，言語処理学会第 23

回年次大会，2017.3.15.
浅原正幸，小野 創，宮本エジソン正
　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の読み時間とその被験者属性」（ポスター発表），言語処理

学会第 23 回年次大会，筑波大学，2017.3.15.
田中弥生，浅原正幸
　 「Yahoo! 知恵袋における修辞ユニット分析の発話機能認定に関する諸問題」，言語処理学会第 23

回年次大会，筑波大学，2017.3.16.
浅原正幸
　 「読み時間と情報構造について（ちょっとみじかめ）」，言語処理学会第 23 回年次大会，筑波大学，

2017.3.16.

【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 10th edition of the Language Resources and Evaluation Conference (LREC 2016), Scientific 

Committee Member, Portorož, 2016.5.23‒28.
・ The 15th Annual Conference of the North American Chapter of the Association for 

Computational Linguistics: Human Language Technologies (NAACL HLT-2016), Program 
Committee Member, San Diego, 2016.6.12‒17.

・ The Fifth Conference on Natural Language Processing and Chinese Computing & The Twenty 
Fourth International Conference on Computer Processing of Oriental Languages (NLPCC-ICCPOL 
2016), Program Committee Member, Kunming, 2016.12.2‒6.

・ The 26th International Conference on Computational Linguistics (COLING-2016), Program 
Committee Member, Osaka International Convention Center, 2016.12.13‒16.

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「梵天講習会」講師，国立国語研究所（2016.9.28, 10.14, 10.17, 10.27, 11.04, 11.11, 11.18, 11.25），学習

院大学（12.6），イオンコンパス大阪駅前会議室（12.14），国立国語研究所（2017.1.13），同志社大
学（1.16），立命館大学（1.17），神戸大学（1.17），国立国語研究所（1.20, 1.27），東北大学（2.13），
九州大学（2.14），国立国語研究所（3.23, 3.24, 3.27, 3.28）

・ 「258 億語の日本語コーパスをウェブで公開～国立国語研究所」（報道記事），INTERNET Watch，
2017.3.

・ 言語処理学会第 23 回年次大会発表賞 選考委員
・ 統計数理研究所『統計数理』64（2）「特集　統計的言語研究の現在」　編集委員

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 博士論文審査

総合研究大学院大学（学外審査委員）
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岡　照晃（おか てるあき）コーパス開発センター 特任助教

1987 生
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2015）
【学歴】豊橋技術科学大学工学部卒業（2010），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士前期
課程修了（2012），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程短期修了（2015）
【職歴】京都大学大学院情報学研究科 特定研究員（2015），人間文化研究機構国立国語研究所言語変
化研究領域 プロジェクト非常勤研究員（2016），同 コーパス開発センター 特任助教（2016）
【専門領域】計算言語学，自然言語処理
【所属学会】言語処理学会
【受賞歴】
2011　情報処理学会第 201 回自然言語処理研究会学生奨励賞
2009　豊橋技術科学大学平成 21 年度後期「卓越した技術科学者養成プログラム」 
2009　豊橋技術科学大学平成 21 年度前期「卓越した技術科学者養成プログラム」 
2008　舞鶴工業高等専門学校学業成績優秀賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【講演・口頭発表】
村山実和子，銭谷真人，藤本 灯，岡 照晃
　 「近世後期口語資料の形態素解析 ―ルビ情報を利用した精度向上の試み―」（ポスター発表），人

文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん 2016」，国文学研究資料館・国立国語研究所，
2016.12.10.

岡 照晃
　 「文字単位の多対多自動アライメントを用いた日本語歴史コーパスのルビアノテーションの自動

修正」，人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん 2016」，国文学研究資料館・国立
国語研究所，2016.12.10.

Teruaki Oka and Tomoaki Kono
　 “Original-transcribed text alignment for Manyosyu written by old Japanese language”, 

Language Technology Resources and Tools for Digital Humanities (LT4DH), 大阪国際会議場 , 
2016.12.11.

岡 照晃
　 「『UniDic』の拡張計画」，語彙資源活用シンポジウム，国立国語研究所，2017.3.7.
岡 照晃
　 「『日本語歴史コーパス』短単位アノテーション作業効率化に向けた形態素解析用辞書『UniDic』

の段階的特殊化の検討 ―近松コーパスを例として―」，言語資源活用ワークショップ，国立国語
研究所，2017.3.9.

岡 照晃
　 「nwjc2vec:『国語研日本語ウェブコーパス』に基づく単語の分散表現データ」，言語処理学会第

23 回年次大会（NLP2017），筑波大学，2017.3.14.
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山田　真寛（やまだ まさひろ）IR 推進室 特任助教

1982 生
【学位】Ph.D.（言語学）（デラウェア大学，2010）
【学歴】国際基督教大学教養学部語学科卒業（2005），デラウェア大学大学院言語学・認知科学研究科
博士課程修了（2010）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）（2010），広島大学教育学研究科言語と認知の脳科学プロジェ
クトセンター ポスドク研究員（2013），京都大学学際融合教育研究推進センターアジア研究教育ユニッ
ト 特定助教（2014），立命館大学衣笠総合研究機構 専門研究員（2016），人間文化研究機構国立国語
研究所 IR 推進室 特任助教（2016）
【専門領域】言語学，形式意味論，言語復興
【受賞歴】
2014　京都大学学際研究着想コンテスト奨励賞

【2016 年度に参画した共同研究】
・ 基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：

メンバー

【2016 年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
・ 若手研究（B）「琉球諸語の記述と復興研究のためのプラットフォーム基盤構築研究」，16K16824：

研究代表者
・ DNP 文化振興財団 グラフィック文化に関する学術研究「コトバ×デザイン×コミュニティ～消滅

危機言語復興研究におけるデザインのちから」：研究代表者
・ ユニベール財団 研究助成「コミュニティ主体の消滅危機言語の復興・地域伝統言語の世代間継承」：

研究代表者
・ 博報財団 第 11 回児童教育実践についての研究助成「地域言語学習コンテンツ制作・利用プロジェ

クトを核とした琉球諸語の復興研究」：研究代表者
・ トヨタ財団 研究助成プログラム「多文化・多言語社会としての日本の理解－消滅危機言語の相互

理解性と世代間継承度のための客観的尺度の創出」：研究代表者
・ DNP 文化振興財団 グラフィック文化に関する学術研究「絵とともに語ることばの未来　多言語表

記民話絵本のブックデザイン」：共同研究者

【研究業績】
《論文》

山田真寛
　 「ドゥナン（与那国）語の動詞形態論」，田窪行則，ジョン・ホイットマン，平子達也（編）『琉

球諸語と古代日本語 ―日琉祖語の再建にむけて』，pp.249‒279，くろしお出版，2016.4.
《その他の出版物・記事》

森澤ケン，山田真寛
　 『与那国の人とことば 2016』，言語復興の港，2016.8.

【講演・口頭発表】
山田真寛
　 「言語復興の港 ―消滅危機言語の復興プロジェクト」（招待講演），立命館大学ライスボールセミ
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ナー，立命館大学，2016.6.21.
山田真寛
　 「敬語体系の意味論・語用論 ―琉球与那国語の調査・分析の事例報告」（招待講演），日本言語学

会第 153 回大会公開シンポジウム，福岡大学，2016.12.4.
山田真寛
　 「琉球与那国語の敬語表現の意味」（招待講演），南山大学人文学部言語学講演会，南山大学，

2016.12.16.
山田真寛
　 「消滅危機言語復興コンテンツのつくりかた」（招待講演），第 11 回琉球諸語研究会，品川区第一

集会所，2016.12.17.
Masahiro Yamada, Fumi Yamamoto, Akiko Yokoyama-Tokunaga, Kayoko Shimoji, Yurie 
Asakawa, and Yukie Matsumura
　 “Picture book project for all”, The 5th International Conference on Language Documentation 

and Conservation, University of Hawai'i at Mānoa, 2017.3.4.
Shoichi Iwasaki, William O'Grady, Changyong Yang, Hiroyuki Nakama, Masahiro Yamada, 
Yukinori Takubo, and Sejung Yang
　 “Mutual intelligibility and mutual respect: The effect of language devaluation on self-esteem and 

well being”, The 5th International Conference on Language Documentation and Conservation, 
University of Hawai'i at Mānoa, 2017.3.3.

【研究調査】
・ 2016.8.12‒27 沖縄県八重山郡与那国町　与那国語調査
・ 2016.9.5‒12 鹿児島県大島郡知名町・和泊町　沖永良部語調査
・ 2016.9.13‒16 鹿児島県大島郡与論町　与論語調査
・ 2016.9.17‒20 鹿児島県大島郡知名町・和泊町　沖永良部語調査
・ 2016.9.23‒28 宮城県石巻市　石巻方言調査
・ 2016.11.3‒6 島根県隠岐郡隠岐の島町　仲村・都万方言調査
・ 2017.1.20‒23 石川県白山市白峰町　白峰方言調査
・ 2017.1.26‒2.6 沖縄県八重山郡与那国町　与那国語調査
・ 2017.2.28‒3.1 米国ハワイ州　ハワイ語教育に関する調査

【その他の学術的・社会的活動】
・ 「消滅危機の島言葉 絵本に　「言語の多様性知って」　立命大研究員ら出版」（取材記事），京都新聞，

2016.5.13.
・ 「「言語復興の港」プロジェクトチーム　カードやわらべ歌で方言学ぶ　山田さんらがワークショッ

プ開く」（取材記事），八重山毎日新聞，2016.8.27.
・ 「「言語復興の港」PJ　島の言葉，守り伝えて　上平川方言絵本，児童へ」（取材記事），南海日日新聞，

2016.9.9.
・ 「「言語復興の港」プロジェクト ―沖永良部語の辞書をつくろう」（招待講演），酔庵塾，知名公民館，

2016.9.12.

【大学院教育・若手研究者育成】
・ 大学院非常勤講師

関西学院大学大学院文学研究科「英語学特殊講義（形式意味論入門）」
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京都大学大学院文学研究科「Introduction to Transcultural Studies」
・ ゲストレクチャー
「言語復興の港 ―消滅危機言語の復興プロジェクト」，九州大学，2016.11.
「言語復興の港」，福岡大学，2017.1.
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Ⅴ
運営会議1

運営会議規程
・委員は 20 名以内，うち過半数は所外の学識経験者。
・所内委員は，副所長，研究主幹，センター長，その他所長の氏名する教授又は客員教授 若干名。
・会議は所長の求めに応じ，議長がこれを招集する。
・委員の過半数の出席がなければ議事を開き，議決することができない。
・会議の議事は出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところによる。
・ 専門的事項について審議を行うための専門委員会（所長候補者選考委員会，人事委員会，名誉教授

候補者選考委員会）を置くことができる。
・議長は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。

2016 年度の開催状況
○第 1 回　2016 年 7 月 1 日　14：00 ～ 16：00（ステーションコンファレンス東京）

議事概要確認
１．前回議事概要（案）について

　審議事項
１．所長候補者選考委員会の設置について
２．教授（理論・対照研究領域）の選考について
３．特任助教（コーパス開発センター）の選考について
４．教授（言語変化研究領域）の内部選考について
５．准教授（言語変異研究領域）の公募について
６．特任助教（IR 推進室）の公募について
７．名誉教授の選考について
８．客員教員の選考について
９．東京外大 AA 研とのクロスアポイントメントによる特任助教の選考手続きについて

　報告事項
１．第 2 期中期目標・中期計画期間に係る実績報告について
２．平成 29 年度概算要求（案）について
３．公募型共同研究について
４．その他
　・ 国立国語研究所の活動状況について

○第 2 回　2016 年 10 月 1 日　14：00 ～ 17：00（ステーションコンファレンス東京）
議事概要確認
１．前回議事概要（案）について
審議事項
１．所長候補者の選考について
２．人事委員会の設置について
３．研究教育職員候補者選考（外部公募）内規に関する申合せの改正について

資　料
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４．教授（言語変化研究領域）の内部選考（昇任）について
５．准教授（言語変異研究領域）の選考について
６．特任助教（IR 推進室）の選考について
７．研究教育職員の任期に関する規程について
報告事項
１．東京外大 AA 研とのクロスアポイントメントによる特任助教の公募について
２．平成 27 年度業務の実績に関する外部評価報告書について
３．公募型共同研究の採択について
４．学術交流協定について
５．その他
　・ 国立国語研究所の活動状況について

○第 3 回　2017 年 2 月 20 日　10：00 ～ 13：00（フクラシア東京ステーション）
議事概要確認
１．前回議事概要（案）について
審議事項
１．特任助教（博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業）の公募について
２．名誉教授候補者の選考について
３．客員教員の選考について
報告事項
１．東京外大 AA 研とのクロスアポイントメントによる特任助教の選考結果について
２．平成 29 年度運営費交付金について
３．平成 28 事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）について
４．平成 29 年度計画（案）について
５．学術交流協定について
６．その他
　・ 国立国語研究所の活動状況について

運営会議の下に置かれる専門委員会
（1）所長候補者選考委員会

所長候補者選考委員会規程
・ 委員会の任務は，被推薦者名簿の作成，適任者名簿の作成，その他所長選考に必要な予備的事項

に関することを行う。
・ 委員会は運営会議委員のうち運営会議議長が指名する研究所内の者及び研究所外の者若干名で組

織する（研究所内の委員を過半数とする）。
・ 委員の任期は 1 年とし再任を妨げない。欠員の後任者の任期は前任者の残任期間とする。
・ 委員の過半数の出席がなければ議事を開き，議決することができない。
・ 委員会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところによる。
・ 委員長は必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。
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所長候補者選考委員会審議状況
2016 年 7 月 1 日 所長候補者選考委員会設置，所長候補者選考委員会（第 1 回）開催
2016 年 7 月 14 日 所長候補者選考委員会（第 2 回）開催
2016 年 8 月 22 日 所長候補者選考委員会（第 3 回）開催（メール審議）
2016 年 8 月 30 日 適任者名簿を提出

（2016 年 10 月 1 日 運営会議（第 2 回）にて田窪行則氏を所長候補者に決定）
（2016 年 10 月 12 日 人間文化研究機構長に推薦）

（2）人事委員会
人事委員会規程
・ 委員会は研究所の研究教育職員の採用及び昇任人事に係る候補者の選考に関する事項の審議を行

う。
・ 委員会は運営会議委員のうち運営会議議長が指名する，研究所外の者及び研究所内の者若干名で

組織する。
・ 委員の任期は 1 年とし，再任を妨げない。欠員の後任者の任期は前任者の残任期間とする。
・ 委員会は委員の過半数の出席で議事を開催する。
・ 委員会の議事は出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは委員長の決するところによる。
・ 委員長は必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。

人事委員会審議状況
2016 年 4 月 18 日（第 1 回メール審議），2016 年 6 月 17 日（第 2 回）
　研究系（理論・対照研究系）教授として松本曜氏を運営会議に推薦
　コーパス開発センター特任助教として石本祐一氏と岡照晃氏を運営会議に推薦
　（2016 年 7 月 1 日開催の運営会議（第 1 回）で採用決定）
2016 年 7 月 1 日（第 3 回），2016 年 9 月 21 日（第 4 回）
　IR 推進室特任助教として山田真寛氏を運営会議に推薦
　研究系（言語変化研究領域）教授として小木曽智信准教授を運営会議に推薦
　（2016 年 10 月 1 日開催の運営会議（第 2 回）で採用・昇任決定）

（3）名誉教授候補者選考委員会
名誉教授称号授与規程
・ 研究所の教授として 10 年以上勤務し，学術研究上特に功績があった者。
・ 研究所の教授としての勤務年数が前号の規定に満たないが，学術研究上特に顕著な功績があった

者。
・ 研究所の所長又は副所長として，研究所の運営に関し功績が特に顕著であった者。
・ 名誉教授の選考は，研究所の運営会議において行う。

名誉教授候補者選考委員会審議状況
2016 年 6 月 17 日（第 1 回）
　 名誉教授として迫田久美子氏（元国立国語研究所教授），John Bradford Whitman 氏（元国立国

語研究所教授）を運営会議に推薦
　（2016 年 7 月 1 日開催の運営会議（第 1 回）で称号授与決定）
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評価体制2

　国立国語研究所では，効率的かつ効果的な自己点検・評価を実施し，その評価結果を適切に業務運
営に反映させるため，自己点検・評価委員会を設置している。この自己点検・評価を第三者評価に適
切に関連づけるため，外部評価委員会を設置している。外部評価委員会では，2016 年度の「機関拠
点型基幹研究プロジェクト・センターの研究活動」，「組織・運営」，「管理業務」について研究所がま
とめた自己点検・評価に対し，外部評価委員がその専門的立場から検証を行った

自己点検・評価委員会
　この委員会では，自己点検・評価の基本的な考え方の作成，自己点検・評価の実施，評価結果の公
表及び活用に関すること，外部評価委員会の評価結果に関することを担当する。2016 年度は 6 回開
催した。

外部評価委員会
外部評価委員会規程
・ 委員会は，自己点検・評価の結果に基づく評価に関すること，研究所の中期計画及び年度計画の

評価に関すること，共同研究プロジェクト等の評価に関すること，その他評価に関することにつ
いて審議する。

・ 委員会は 10 名以内の委員をもって組織する。委員は研究所の設置目的について理解のある学外
の学識経験者等の中から所長が委嘱する。

・ 委員の任期は 2 年とし，再任を妨げない。ただし委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は前任
者の任期とする。

・ 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，議事を開き，議決をすることができない。委員会の
議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。

・ 委員会は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。
・ 外部評価の実施は，研究所の中期計画及び年度計画の実施に関する評価の時に行うものとする。

委員会は，評価の結果を所長に報告するものとする。

平成 28年度業務の実績に関する評価の実施について
１．評価の実施の趣旨
　年度当初に文部科学省に提出した「大学共同利用機関法人人間文化研究機構平成 28 年度計画」
に記載した計画の実施状況について自己点検評価を行い，その妥当性を検証するため外部評価委員
会による評価を実施。
２．評価の実施方法
　評価は書面審査で行う。研究所が作成した，平成28年度の計画及びその実施状況が記入された「平
成 28 年度業務の実績報告書」（「機関拠点型基幹研究プロジェクト・センターの研究活動」，「組織・
運営」，「管理業務」）の内容を検証。

共同研究プロジェクトの評価
　人間文化研究機構の機関拠点型基幹研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく総合的日本語研
究の開拓」を構成する、各基幹型共同研究プロジェクトのリーダーが作成した自己点検報告書に基
づいて、外部評価委員会委員による書面審査を行った。
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平成 28年度評価にかかる外部評価委員会開催状況
○外部評価委員会【平成 28 年度実績評価】（第 1 回）
　2017 年 1 月 13 日　15：00 ～ 17：00（ステーションコンファレンス東京）
　議事
　１．平成 28 年度国立国語研究所外部評価について
　２．今後のスケジュールについて
　３．その他

○外部評価委員会【平成 28 年度実績評価】（第 2 回）
　2017 年 2 月 20 日　14：00 ～ 16：00（ステーションコンファレンス東京）
　議事
　１．前回議事概要（案）確認
　２．平成 28 年度共同研究プロジェクト暫定評価について
　３．機関拠点型基幹研究プロジェクト　平成 28 年度点検・評価報告書について　
　４．その他

○外部評価委員会【平成 28 年度実績評価】（第 3 回）
　2017 年 6 月 22 日　13：30 ～ 15：30（TKP 東京駅前カンファレンスセンター）
　議事
　１．前回議事概要（案）確認
　２．平成 28 年度共同研究プロジェクト評価について
　３．機関拠点型基幹研究プロジェクト評価について
　４．平成 28 年度「コーパス開発センター」及び「研究情報発信センター」の評価について
　５．平成 28 年度「組織・運営」、「管理業務」の評価について
　６．その他

広報3

　「Ⅲ．国際的研究協力と社会連携」に挙げた社会連携活動の他、以下のような活動を行った。

○国語研 Web サイト　http://www.ninjal.ac.jp/
　各種催し物，データベース等，国語研の最新情報からこれまでに蓄積された研究成果まで，幅広
いコンテンツを紹介

○『国立国語研究所要覧 2016/2017』
　国語研の特色や研究系・センターの活動，共同研究プロジェクト等の紹介冊子

○『国立国語研究所リーフレット 2016/2017』
○『国立国語研究所英文リーフレット』
○国語研からの御案内（メールマガジン）

　シンポジウム，コロキウム等のイベント，データベース紹介，職員公募など国語研からお知らせ
したい事項について登録者に発信している。原則として月 2 回発行。

○国語研ムービー
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　国語研の研究を分かりやすく紹介した動画を制作し，Web 配信（Youtube）やイベント時の上
映を行っている。2016 年度は以下の動画を制作，公開。

・ 国語研教授が語る「濁る音の謎」（1）鼻濁音，（2）連濁
・ ことばのミニ講義「知らなかった！ 気づかない方言」，「ようこそ，ドキドキ・ワクワクの世界へ 

―オノマトペの不思議―」

所長賞4

　功績顕著な職員に対し，所長からその功績をたたえ表彰を行い，研究所の活性化に資することを目
的とするもので，学術上の功績および研究支援業務等で優れた功績があったと認められる者を対象と
し，原則として年 2 回行う。

○第 13 回所長賞：2016 年度前期（対象期間：2016 年 4 月 1 日～ 2016 年 9 月 30 日）
　〈特別所長賞〉
・ Timothy J. Vance（研究系（理論・対照研究領域）教授）
　業績： Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) Sequential Voicing in Japanese: Papers from the 

NINJAL Rendaku Project , John Benjamins, 2016.6.
　理由： 世界的に定評のある学術出版社による著書・編書の国際出版
　〈所長賞〉
・ 大西拓一郎（研究系（言語変化研究領域）教授）
　業績： 大西拓一郎（著）『ことばの地理学：方言はなぜそこにあるのか』，大修館書店，2016.8.
　理由： 全国的に定評のある学術出版社による著書・編書の国内出版
・ 船越健志（研究系（理論・対照研究領域）特任助教）
　業績： Kenshi Funakoshi “Verb-stranding verb phrase ellipsis in Japanese”, Journal of East 

Asian Linguistics , vol.25(2), pp.113‒142, 2016.5.
　理由： 世界を代表すると認められる専門誌に掲載された学術論文

○第 14 回所長賞：2016 年度後期（対象期間：2016 年 10 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日）
　〈若手研究者奨励賞〉
・ 今村泰也（研究系（日本語教育研究領域）プロジェクト PD フェロー）
　業績： 今村泰也『所有表現と文法化 ―言語類型論から見たヒンディー語の叙述所有』，ひつじ書

房，2017.3.
　理由： 博士論文（ないしその改訂版）等，単著の出版
・ 臼田泰如（研究系（音声言語研究領域）プロジェクト非常勤研究員）
　業績： 臼田泰如「態度や関心の共有のための資源としての演技：雑談における演技の分析」，『社

会言語科学』19（2），2017.3.
　理由： 日本を代表するピアレビュー誌に掲載された学術論文
・ 服部紀子（研究系（言語変化研究領域）プロジェクト非常勤研究員）
　業績： 服部紀子「江戸期蘭語学における日本語の格理解 ―『六格前篇』と『和蘭語法解』を比

較して―」，『日本語の研究』13（1），2017.1. 
　理由： 日本を代表するピアレビュー誌に掲載された学術論文
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研究教育職員等の異動（2016 年度中の異動者）5

2016. 4. 1 教授 宇佐美　まゆみ 採用 研究系
2016. 4. 1 特任助教 原田　走一郎 採用（併任） 研究系
2016. 9. 1 特任助教 岡　照晃 採用 コーパス開発センター
2016.12. 1 特任助教 山田　真寛 採用 IR 推進室
2016.12.31 特任助教 石本　祐一 辞職 研究情報発信センター
2017. 1. 1 特任助教 石本　祐一 採用 コーパス開発センター
2017. 3.31 教授 Timothy J. Vance 定年退職 研究系
2017. 3.31 特任助教 船越　健志 任期満了 研究系
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㸯㸬ホ౯⤖ᯝሗ࿌᭩ 

 

 

 

ᖹᡂ 28ᖺᗘ䛾ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䛾እ㒊ホ౯䜢ḟ䛾䜘䛖䛻ᐇ䛧䜎䛧䛯䚹 
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ᖹᡂ 29ᖺ 6᭶ 22᪥   ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ࠙ᖹᡂ 28 ᖺᗘᐇ⦼ホ౯  㸦➨㸱ᅇ㸧ࠚ

 

䛭䛾⤖ᯝ䜢௨ୗ䛾㏻䜚ሗ࿌䛧䜎䛩䚹 
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ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⥲ྜホ౯ 

 

ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ᮏホ౯᭩ࡣ㸪ᙜヱࡢᇶᖿ◊✲ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᵓᡂࡿࡍ㸴ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢࡘᑐࡿࡍ 8 እ㒊ホࡢྡ

౯ጤဨࡢホ౯ᇶ࡙࡚࠸㸪እ㒊ホ౯ጤဨྜ࡚࠸࠾㆟ࡋ㸪ᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయࢆ⥲ྜⓗ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋุ᩿

ࡘᏛ㝿ⓗ࠺࠸ࠖ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕࡵࡓࡿࡍྜ⥲࣭ྜ⼥ࢆ✲◊᪥ᮏㄒࡓࢀࡉ⣽ศࡃ⊂ 

ᅜ㝿ⓗ࡞◊✲ᯟ⤌ࡶࡢࡳ㸪㸴ࡀ⌜✲◊ࡿࡼ࣐࣮ࢸࡢࡘᚑ๓ࡢ◊✲✚ࡢࢀࡒࢀࡑ࡚ࡋ⏕ࢆ

༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠕ㸪ࡶ୰࡛ࠋࡿࡍホ౯㸪ࡓࡋጞື㡰ㄪ࡚ࡋᖺᗘึࢆ✲◊ 㸪ࠖࠕ㏻ࡣࠖࢫࣃ࣮ࢥ

ィ⏬ୖࢆᅇࡿᐇ⦼ࠋࡿ࠸࡚ࡆ࠶ࢆ 

ᮏᇶᖿ◊✲ࡢ୰ᚰⓗ࡞≉ᚩࡢࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋࡘ୍ࡢᵓ⠏ࡢࡑ⏝ࡿࡼゝㄒ◊✲ࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀⅬ

ࡋࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻࡀࡘ㸪㸯ࡾ࠾࡚ࡋᰕࡢ✲◊ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡀࡘ㸲ࡕ࠺ࡢ⌜✲◊ࡢࡘ㸪㸴ࡣ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ⾲ⓗ➃Ⅼࡿ࠸࡚ࡋせㄢ㢟ࢆᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ࡚

つᶍࡢࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡞ᵓ⠏ࡣᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸦௨ୗ㸪ᅜㄒ◊␎グ㸧ࡶ࡛ࡲࢀࡇࡀ

ࢫࣃ࣮ࢥゝⴥࡋ᪥ᮏㄒヰࠕ 㸦ࠖ2004ᖺබ㛤㸧㸪ࠕ⌧௦᪥ᮏㄒ᭩ࡁゝⴥᆒ⾮ࢫࣃ࣮ࢥ 㸦ࠖ2011 ᖺබ㛤㸧࡞

ࡋᙺࡢ◊ᅜㄒࡢ࡚ࡋ㸪Ꮫඹྠ⏝ᶵ㛵ࡾ࠶㡿ᇦ࡛ࡓࡁ࡚ࡋࡓᯝࢆᙺ࡞ᑟⓗ࡚࠸࠾

࡚㔜せࡘ᭷⏝࡛ࡓࡲࠋࡿ࠶㸪ࠕ᪥ᖖヰࠕࡸࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡣ࡞ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪ඛ㐍ⓗࢸ࡞

ࢫࣃ࣮ࢥࡀ◊᪉࡛㸪ᅜㄒ୍ࡢࡑࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㧗࡚ࡋࡢࡶࡴ⤌ࡾྲྀᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢ㡿ᇦ࣐࣮

ᇶ࡙ࡃゝㄒ◊✲ࢆ≌ᘬࡅࡔࡿ࠸࡚ࡋ㸪ࡢࢫࣃ࣮ࢥタィᨵⰋࡢࡑࡧࡼ࠾⏝࡚࠸ࡘᗈ࠸ど㔝

እ㒊ホ౯ጤࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠋ࠺ࢁࡔᚲせࡶጼໃࡿࡍࡾ㓄┠ࡽ

ဨࡢホ౯࡚࠸࠾ᙜヱࠕࡢࢫࣃ࣮ࢥ┠ⓗᑕ⛬ 㸪ࠖࡢࢱ࣮ࢹࠕ㔞㉁ࡢⓗ☜ࡉ 㸪ࠖࠕ⏝᪉ἲࠖࡢⅬ᳨

ࡿࡍ᰾ࢆ⏝ᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪㸪⯡ⓗ࡚ࡵྵࢆⅬࡓࡋ࠺ࡇ㸪ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉᣦࡀᚲせᛶࡢ

ゝㄒᏛࢫࣃ࣮ࢥࡢᚋࠋࡿࢀࢃᛮࡿ࠶ࡀ௵ㄝ᫂㈐ࡿࡍᑐពぢࡓ࠸ᇶ࡙㸪㆑ぢࡣ࡚࠸࠾✲◊

ࡼ࠾㸪⌜✲◊ࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕ㸦ࡇࡿࡍࢆពぢ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ࡶࡵࡓࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊

࣐࣮ࢸࢆࡢࡶࡢࡑ᪉࠸ࡸ᪉ࡾ࠶ࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪࡚࠼ຍ㸧ࡢࡶࡢྠྜ⌜✲◊㸲ࡢ㛵㐃ࢫࣃ࣮ࢥࡧ

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋウ᳨ࢆಖ☜ࡢሙࡿࡵồࢆពぢᗈ⠊ᅖࡾࡼ࡚ࡋ

᪥ᮏㄒ◊✲᭱ࡢ᪂ᡂᯝࡢⱥㄒࡿࡼᅜ㝿ⓗⓎಙࡀ✚ᴟⓗᒎ㛤ࡿ࠸࡚ࢀࡉⅬ㸦ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ࡿࡅ࠾㸪᪥ᮏㄒᏛ࡚ࡏࢃྜࢀࡑࠋࡿࡁホ౯࡛ࡣ㸧࡞⾜⢭ຊⓗหࡢ᭩✲◊ࡿࡼⱥᩥࡸ㛤ദࡢ

㐣ཤࡢඃࡓࢀᴗ⦼ࡢⱥヂ⤂㸦ᖺᗘࠗࡣᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟Ϩ̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿࠘ࡢⱥヂࡳ⤌ࡾྲྀࡢ

ᮃࡀⱥヂࡢᙧ࡛࡞࠺ࡼࡢ௦⾲ⓗㄽᩥ㞟ࡢ㡿ᇦ࡛࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ㸪᪥ᮏㄒᏛࡶ࡚࠸ࡘ㸧ࡓࢀࡉ㛤ጞࡀ

㸪୰ᅜ㸪㡑ᅜ㸪ࣟࡃ࡞࡛ࡅࡔ㸪ⱥㄒᅪࡣࡽほⅬ࠺࠸✲◊↷ᑐࡢㅖゝㄒࢪ㸪ࡓࡲࠋࡿࢀࡲ

࡚ࢀࡉ࡞㸪୍㒊ࡣⅬࡢࡇࠋ࠺ࢁࡔ㔜せࡶ㐃ᦠࡢ⏺ᙜヱᏛࡢㅖᅜࢪࡢࡸ㏆㞄ㅖᅜࡢ࡞ࢩ

2 

 

 

ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘእ㒊ホ౯࡚ࡗࡓ࠶ 

 

 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡣᖹᡂ 28 ᖺᗘࡾࡼ➨㸱ᮇ୰ᮇィ⏬ᮇ㛫ධࡾ㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㒊㛛࣮ࢱࣥࢭࢆ⤌

⤫ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊㸪ඹྠࡶ࠺⾜ࢆ⦆⧊⤌ࡢ࡞ࡍ┤ࡅ࡙⨨⧊⤌㡿ᇦ✲◊ࡽ⧊

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ㛤ᣅࠖࡢ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࡃᇶ࡙※ゝㄒ㈨࡞ከᵝࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᇶᖿࡿࡍྜ

 ᮏሗ࿌᭩ࡣ㸪እ㒊ホ౯ጤဨ࡚࠸࠾㸪ᖹᡂ 28ᖺᗘࡿࡅ࠾ᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯㸦ࠕ⥲

ྜホ౯ 㸧ࠖ㸪ྛ ඹྠ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯㸪㸰ࡢ࣮ࢱࣥࢭࡢࡘホ౯㸪ࠕ⤌⧊࣭㐠Ⴀ ᴗົࠖ⌮⟶ࠕࠖ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡵࡲࢆᯝ⤖ࡓࡗ⾜ࢆホ౯ࡢ

 ጤဨࡢࡽࢀࡇࡿࡅ࠾ホ౯ุᐃࡢ㐣⛬࡛㸪ホ౯ᇶ‽࡚࠸ࡘ㆟ㄽࢀࡉ㸪ྜពࡓࢀࡉⅬࡢࡿ࠶ࡀ

࡛㸪ࡵࡌࡽ࠶グࠋ࠸ࡓࡁ࠾࡚ࡋ 

ࢆ⏬ィࠕࠋࡿ࠶Ⅼ࡛࠺࠸ࡿࡍゎ⌮࠺ࢆ‽ホ౯ᇶ࠺࠸ࠖࡓࡋᐇ࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕ㸪ࡣࢀࡑ 

ୖᅇࢆࡇ࠺࠸ࠖࡿ༢Ꮠ⩏㏻ࡾゎࡤࢀࡍ㸪ᴟ➃࡞ሙྜ㸪ᙜึࡢィ⏬ࡀ༑ศ㉁ⓗ㧗ࡢࡶ࠸

ホ౯ࠖࡓࡋᐇ࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕࡤࢀࡆ࠶ࢆ⦼ᴗࡢ㔞ࡿᅇୖࢆ⏬ᙜึィࡶࡃࡶ㸪ࡶ࡚ࡃ࡞࡛

ࠖࡓࡋᐇࡾ࠾⏬ィࠕ㸪࡚ࡋᐇࡾィ⏬㏻ࢆ⏬ᙜึィ࠸㧗㸪㉁ⓗࡣ࡛ࢀࡑࠋࡿ࡞ࡇࡿࢀࡉ

 ࠋ࠺ࡲࡋ࡚࠼ぢ࠺ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ㸪୍ぢ㸪㧗ホ౯ࡶࡾࡼࡢࡶࡓࢀࡉホ౯

 ᮏጤဨ࡛ࡣ㸪ࢆ┪▩ࡓࡋ࠺ࡇ㑊ࡵࡓࡿࡅ㸪ᙜึィ⏬ࡧࡼ࠾㐩ᡂࡓࢀࡉᴗ⦼࡚࠸ࡘ㸪ࡢࡑ㉁ࢆ

ࠋࡓࡋࡇࡿࡍホ౯ࠖࡓࡋᐇ࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕࢆࡅࡔࡢࡶࡓࡆ࠶ࢆᡂᯝ࠸㧗㸪㉁ⓗࡋุ᩿

ࡇࠖࡿ࠸࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕ㸪ࡣホ౯࠺࠸ࠖࡓࡋᐇ࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕࡿࡅ࠾㸪ᮏጤဨࡾࡲࡘ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋពࢆࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉࡓ‶ࡀ௳᮲ࡢࡘ㸰ࡢࡇࠖ࠸㧗ࡀ㉁ࠕࡢᡂᯝࡓࢀࡉ㸪㐩ᡂ

⩏ᮏ࠺࠸ࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ぢࢆ㸪㉁ࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿぢࢆ㔞㸪༢ࡣ㸪ホ౯ࡣⅬࡢࡇ 

 ࠋࡿ࠼⪄㸪ࡿ࠶࡛‽ᇶุ᩿࡞㸪ጇᙜ࡚ࡋࡽ

እ㒊ホ౯ጤဨ࡛ࡢ㸪๓ᮇ㸦2012ᖺᗘ㹼2015ᖺᗘ㸧ࡣពྜ㆟ㄽࡢ࡚࠸ࡘ‽ᇶุ᩿ࡢࡇ㸪࠾࡞ 

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋグࢆࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ㸪㋃く࡚ࡋ☜ㄆࢆࡢࡶࡓࢀࢃ⾜ᵝྠࡶ

 

ᖹ ᡂ 2 9 ᖺ 6 ᭶ 

እ㒊ホ౯ጤဨ 
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ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⥲ྜホ౯ 

 

ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ᮏホ౯᭩ࡣ㸪ᙜヱࡢᇶᖿ◊✲ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᵓᡂࡿࡍ㸴ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢࡘᑐࡿࡍ 8 እ㒊ホࡢྡ

౯ጤဨࡢホ౯ᇶ࡙࡚࠸㸪እ㒊ホ౯ጤဨྜ࡚࠸࠾㆟ࡋ㸪ᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయࢆ⥲ྜⓗ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋุ᩿

ࡘᏛ㝿ⓗ࠺࠸ࠖ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕࡵࡓࡿࡍྜ⥲࣭ྜ⼥ࢆ✲◊᪥ᮏㄒࡓࢀࡉ⣽ศࡃ⊂ 

ᅜ㝿ⓗ࡞◊✲ᯟ⤌ࡶࡢࡳ㸪㸴ࡀ⌜✲◊ࡿࡼ࣐࣮ࢸࡢࡘᚑ๓ࡢ◊✲✚ࡢࢀࡒࢀࡑ࡚ࡋ⏕ࢆ

༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠕ㸪ࡶ୰࡛ࠋࡿࡍホ౯㸪ࡓࡋጞື㡰ㄪ࡚ࡋᖺᗘึࢆ✲◊ 㸪ࠖࠕ㏻ࡣࠖࢫࣃ࣮ࢥ

ィ⏬ୖࢆᅇࡿᐇ⦼ࠋࡿ࠸࡚ࡆ࠶ࢆ 

ᮏᇶᖿ◊✲ࡢ୰ᚰⓗ࡞≉ᚩࡢࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋࡘ୍ࡢᵓ⠏ࡢࡑ⏝ࡿࡼゝㄒ◊✲ࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀⅬ

ࡋࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻࡀࡘ㸪㸯ࡾ࠾࡚ࡋᰕࡢ✲◊ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡀࡘ㸲ࡕ࠺ࡢ⌜✲◊ࡢࡘ㸪㸴ࡣ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ⾲ⓗ➃Ⅼࡿ࠸࡚ࡋせㄢ㢟ࢆᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ࡚

つᶍࡢࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡞ᵓ⠏ࡣᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸦௨ୗ㸪ᅜㄒ◊␎グ㸧ࡶ࡛ࡲࢀࡇࡀ

ࢫࣃ࣮ࢥゝⴥࡋ᪥ᮏㄒヰࠕ 㸦ࠖ2004ᖺබ㛤㸧㸪ࠕ⌧௦᪥ᮏㄒ᭩ࡁゝⴥᆒ⾮ࢫࣃ࣮ࢥ 㸦ࠖ2011 ᖺබ㛤㸧࡞

ࡋᙺࡢ◊ᅜㄒࡢ࡚ࡋ㸪Ꮫඹྠ⏝ᶵ㛵ࡾ࠶㡿ᇦ࡛ࡓࡁ࡚ࡋࡓᯝࢆᙺ࡞ᑟⓗ࡚࠸࠾

࡚㔜せࡘ᭷⏝࡛ࡓࡲࠋࡿ࠶㸪ࠕ᪥ᖖヰࠕࡸࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡣ࡞ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪ඛ㐍ⓗࢸ࡞

ࢫࣃ࣮ࢥࡀ◊᪉࡛㸪ᅜㄒ୍ࡢࡑࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㧗࡚ࡋࡢࡶࡴ⤌ࡾྲྀᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢ㡿ᇦ࣐࣮

ᇶ࡙ࡃゝㄒ◊✲ࢆ≌ᘬࡅࡔࡿ࠸࡚ࡋ㸪ࡢࢫࣃ࣮ࢥタィᨵⰋࡢࡑࡧࡼ࠾⏝࡚࠸ࡘᗈ࠸ど㔝

እ㒊ホ౯ጤࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠋ࠺ࢁࡔᚲせࡶጼໃࡿࡍࡾ㓄┠ࡽ

ဨࡢホ౯࡚࠸࠾ᙜヱࠕࡢࢫࣃ࣮ࢥ┠ⓗᑕ⛬ 㸪ࠖࡢࢱ࣮ࢹࠕ㔞㉁ࡢⓗ☜ࡉ 㸪ࠖࠕ⏝᪉ἲࠖࡢⅬ᳨

ࡿࡍ᰾ࢆ⏝ᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪㸪⯡ⓗ࡚ࡵྵࢆⅬࡓࡋ࠺ࡇ㸪ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉᣦࡀᚲせᛶࡢ

ゝㄒᏛࢫࣃ࣮ࢥࡢᚋࠋࡿࢀࢃᛮࡿ࠶ࡀ௵ㄝ᫂㈐ࡿࡍᑐពぢࡓ࠸ᇶ࡙㸪㆑ぢࡣ࡚࠸࠾✲◊

ࡼ࠾㸪⌜✲◊ࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕ㸦ࡇࡿࡍࢆពぢ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ࡶࡵࡓࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊

࣐࣮ࢸࢆࡢࡶࡢࡑ᪉࠸ࡸ᪉ࡾ࠶ࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪࡚࠼ຍ㸧ࡢࡶࡢྠྜ⌜✲◊㸲ࡢ㛵㐃ࢫࣃ࣮ࢥࡧ

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋウ᳨ࢆಖ☜ࡢሙࡿࡵồࢆពぢᗈ⠊ᅖࡾࡼ࡚ࡋ

᪥ᮏㄒ◊✲᭱ࡢ᪂ᡂᯝࡢⱥㄒࡿࡼᅜ㝿ⓗⓎಙࡀ✚ᴟⓗᒎ㛤ࡿ࠸࡚ࢀࡉⅬ㸦ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ࡿࡅ࠾㸪᪥ᮏㄒᏛ࡚ࡏࢃྜࢀࡑࠋࡿࡁホ౯࡛ࡣ㸧࡞⾜⢭ຊⓗหࡢ᭩✲◊ࡿࡼⱥᩥࡸ㛤ദࡢ

㐣ཤࡢඃࡓࢀᴗ⦼ࡢⱥヂ⤂㸦ᖺᗘࠗࡣᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟Ϩ̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿࠘ࡢⱥヂࡳ⤌ࡾྲྀࡢ

ᮃࡀⱥヂࡢᙧ࡛࡞࠺ࡼࡢ௦⾲ⓗㄽᩥ㞟ࡢ㡿ᇦ࡛࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ㸪᪥ᮏㄒᏛࡶ࡚࠸ࡘ㸧ࡓࢀࡉ㛤ጞࡀ

㸪୰ᅜ㸪㡑ᅜ㸪ࣟࡃ࡞࡛ࡅࡔ㸪ⱥㄒᅪࡣࡽほⅬ࠺࠸✲◊↷ᑐࡢㅖゝㄒࢪ㸪ࡓࡲࠋࡿࢀࡲ

࡚ࢀࡉ࡞㸪୍㒊ࡣⅬࡢࡇࠋ࠺ࢁࡔ㔜せࡶ㐃ᦠࡢ⏺ᙜヱᏛࡢㅖᅜࢪࡢࡸ㏆㞄ㅖᅜࡢ࡞ࢩ

2 

 

 

ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘእ㒊ホ౯࡚ࡗࡓ࠶ 

 

 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡣᖹᡂ 28 ᖺᗘࡾࡼ➨㸱ᮇ୰ᮇィ⏬ᮇ㛫ධࡾ㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㒊㛛࣮ࢱࣥࢭࢆ⤌

⤫ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊㸪ඹྠࡶ࠺⾜ࢆ⦆⧊⤌ࡢ࡞ࡍ┤ࡅ࡙⨨⧊⤌㡿ᇦ✲◊ࡽ⧊

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ㛤ᣅࠖࡢ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࡃᇶ࡙※ゝㄒ㈨࡞ከᵝࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᇶᖿࡿࡍྜ

 ᮏሗ࿌᭩ࡣ㸪እ㒊ホ౯ጤဨ࡚࠸࠾㸪ᖹᡂ 28ᖺᗘࡿࡅ࠾ᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯㸦ࠕ⥲

ྜホ౯ 㸧ࠖ㸪ྛ ඹྠ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯㸪㸰ࡢ࣮ࢱࣥࢭࡢࡘホ౯㸪ࠕ⤌⧊࣭㐠Ⴀ ᴗົࠖ⌮⟶ࠕࠖ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡵࡲࢆᯝ⤖ࡓࡗ⾜ࢆホ౯ࡢ

 ጤဨࡢࡽࢀࡇࡿࡅ࠾ホ౯ุᐃࡢ㐣⛬࡛㸪ホ౯ᇶ‽࡚࠸ࡘ㆟ㄽࢀࡉ㸪ྜពࡓࢀࡉⅬࡢࡿ࠶ࡀ

࡛㸪ࡵࡌࡽ࠶グࠋ࠸ࡓࡁ࠾࡚ࡋ 

ࢆ⏬ィࠕࠋࡿ࠶Ⅼ࡛࠺࠸ࡿࡍゎ⌮࠺ࢆ‽ホ౯ᇶ࠺࠸ࠖࡓࡋᐇ࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕ㸪ࡣࢀࡑ 

ୖᅇࢆࡇ࠺࠸ࠖࡿ༢Ꮠ⩏㏻ࡾゎࡤࢀࡍ㸪ᴟ➃࡞ሙྜ㸪ᙜึࡢィ⏬ࡀ༑ศ㉁ⓗ㧗ࡢࡶ࠸

ホ౯ࠖࡓࡋᐇ࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕࡤࢀࡆ࠶ࢆ⦼ᴗࡢ㔞ࡿᅇୖࢆ⏬ᙜึィࡶࡃࡶ㸪ࡶ࡚ࡃ࡞࡛

ࠖࡓࡋᐇࡾ࠾⏬ィࠕ㸪࡚ࡋᐇࡾィ⏬㏻ࢆ⏬ᙜึィ࠸㧗㸪㉁ⓗࡣ࡛ࢀࡑࠋࡿ࡞ࡇࡿࢀࡉ

 ࠋ࠺ࡲࡋ࡚࠼ぢ࠺ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ㸪୍ぢ㸪㧗ホ౯ࡶࡾࡼࡢࡶࡓࢀࡉホ౯

 ᮏጤဨ࡛ࡣ㸪ࢆ┪▩ࡓࡋ࠺ࡇ㑊ࡵࡓࡿࡅ㸪ᙜึィ⏬ࡧࡼ࠾㐩ᡂࡓࢀࡉᴗ⦼࡚࠸ࡘ㸪ࡢࡑ㉁ࢆ

ࠋࡓࡋࡇࡿࡍホ౯ࠖࡓࡋᐇ࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕࢆࡅࡔࡢࡶࡓࡆ࠶ࢆᡂᯝ࠸㧗㸪㉁ⓗࡋุ᩿

ࡇࠖࡿ࠸࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕ㸪ࡣホ౯࠺࠸ࠖࡓࡋᐇ࡚ࡗᅇୖࢆ⏬ィࠕࡿࡅ࠾㸪ᮏጤဨࡾࡲࡘ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋពࢆࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉࡓ‶ࡀ௳᮲ࡢࡘ㸰ࡢࡇࠖ࠸㧗ࡀ㉁ࠕࡢᡂᯝࡓࢀࡉ㸪㐩ᡂ

⩏ᮏ࠺࠸ࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ぢࢆ㸪㉁ࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿぢࢆ㔞㸪༢ࡣ㸪ホ౯ࡣⅬࡢࡇ 

 ࠋࡿ࠼⪄㸪ࡿ࠶࡛‽ᇶุ᩿࡞㸪ጇᙜ࡚ࡋࡽ

እ㒊ホ౯ጤဨ࡛ࡢ㸪๓ᮇ㸦2012ᖺᗘ㹼2015ᖺᗘ㸧ࡣពྜ㆟ㄽࡢ࡚࠸ࡘ‽ᇶุ᩿ࡢࡇ㸪࠾࡞ 

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋグࢆࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ㸪㋃く࡚ࡋ☜ㄆࢆࡢࡶࡓࢀࢃ⾜ᵝྠࡶ
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࡚ホ౯࡛ࡓࡲࠋࡿࡁ㸪BCCWJ ௦ゎᅜ⌧ࠗࡀ 㸦NINJAL-LWP For BCCWJ(NLB)㸧࣮ࣝࢶ⣴᳨ࡢࢫࣃ࣮ࢥ

ㄒ㎡ 㸦࠘➨ 5∧㸪ᑠᏛ㤋㸧⧩⦆ࡢ⏝ࡶࡇࡓࢀࡉホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ᅜㄒ◊ࡀຊࢆὀࡀࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢࠎ✀ࡿ࠸࡛࠸㸪ᚋ㸪Ꮫ⾡◊✲ࡢ⯡୍ࡧࡼ࠾⏝㏵

࠶ࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡶࡵࡓࡢࡑࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆࡇࡿ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ⏝ຠᯝⓗࡘᗈ⠊࠺ࡑࡗ࠸

సᡂ࣭ࡢゎㄝᩥ᭩࡞ṇ☜࣭ヲ⣽ࡿࡍ㛵࣮ࣝࢶࡧࡼ࠾ࢫࣃ࣮ࢥ㆟ㄽ㸪ࡓࢀ㛤ࡿࡍ㛵᪉࠸᪉ࡾ

බ㛤㸪ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ἲ㛵࠸ࡍࡸࡋࢫࢭࢡࡿࡍሗᥦ౪ࡀᚲせᛮࠋࡿࢀࢃ 

 

㸱㸬 ◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

 ᗈࡃᅜෆእࢆ⪅✲◊ࡢඹྠ◊✲ဨࡋ⧊⤌࡚ࡋ㸪◊✲⪅ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᵓ⠏ࢆ✲◊࡚ࡋ᥎㐍࡚ࡋ

࡞ᗈ⠊ࡿࡓࢃ㸪ᅜෆእ࡚ࡋࡽᙺ⨨ࡿࡅ࠾Ꮫ⾡⏺࣭♫ࡧࡼ࠾ෆᐜ✲◊ࡢ◊ᅜㄒࠋࡿ࠸

Ꮫ࣭ࡢ㸪ᅜෆእࡇࡿࡍᙧᡂࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⪅✲◊ ◊✲ᶵ㛵㐃ᦠࡣࡇࡃ࠸࡚ࡋ㔜せ࡛ࠋࡿ࠶

࣮ࢸࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏᇶᖿࡋࡔࡓࠋࡿࡁホ౯࡛ࡿ࠸࡚࠼༑ศᛂㄢ㢟ࡢࡇ㸪ࡣ⦼ᐇࡢⅬ࡛ࡢࡇ

ࡢ࠺ࡑࡗ࠸ࡽࡉ㸪ࡿࡍࡽⅬ࠺࠸ᛶࠖྜ⥲ࠕࡿࡅ࠾㛤ᣅࠖࡢ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕࡿ࠶࡛࣐

Ꮫ㝿ⓗ࡞ᗈࡀࡇࡘࡶࢆࡳ῝ࡾࡀᮃࡓࡲࠋ࠸ࡋࡲ㸪ᅜㄒ◊ࡀࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⪅✲◊ࡢ㸪ࢸ✲◊ࡢࡑ

ࡇࡿࡅࡘࡁចከᵝࡘᗈ⠊ࡾࡼࢆ⪅✲◊ࡓࢀඃࡢᅜෆእ࡚ࡗࡼ㨩ຊ⩏ពࡢάື✲◊࣐࣮

 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆ

 Ꮫඹྠ⏝ᶵ㛵࡚ࡋ㸪ඹྠ⏝యไࢆᙉࡵࡓࡿࡍ㸪ᾏእࡢᏛ࣭ᶵ㛵㸲ྜ࡚ࡵྵࢆࡘィ

㸶ࡢࡘᏛ࣭◊✲ᶵ㛵ὶ༠ᐃࡧ⤖ࢆ㸪ඹྠ࡛ࢱ࣮ࢹබ㛤ࡣࡇࡓࡗ⾜ࢆホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ඹྠ◊✲ࡸᅜ㝿㆟㐠Ⴀ㧗ᗘ࡞ຓゝࡵࡓࡿࡅཷࢆᾏእࡢ◊✲ᶵ㛵ᡤᒓ10ࡢேࣂࢻࡴྵࢆ

ᑐ↷ゝㄒᏛࠕࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨ ࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕ㸪ࠖ ࠋࡿࡍホ౯࡚ࡋࡳヨ࡞⩏᭷ពࡶࡇࡓࡋ⨨タࡀࠖ

ᚋ㸪࡞࠺ࡼࡢ࡚࠸࠾ࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ㆟ㄽࢀࡉ࡞ࡀ㸪ࡢ✲◊࠺ࡼࡢ㐍ᒎ᭷┈ࡗࡔ

⪄ཧࡶ࡛࠼࠺ࡿ ࢆ᭷ຠᛶࡢไᗘ࠺࠸ࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ㸪ࡿࢀࡉ࡞ࡀㄝ࡚᫂࠸ࡘࡓ

 ࠋ࠺ࢁࡔࡿ࡞

 

㸲㸬 ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

 ᮾிእᅜㄒᏛ㸪୍ᶫᏛࡢ㐃ᦠᩍᤵ㸪ࢆࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ㏻ࡢ࡚ࡌ㐃ᦠࡣ㸪Ꮫࡢᶵ

⬟ᙉࡢ㈉⊩㸪ࡧࡼ࠾◊✲㐣⛬◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬ࡚ࡋホ౯࡛ࠋࡿࡁᅜࡢᏛ㝔⏕19ே㸪

JSPS≉ู◊✲ဨ 10ேࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋཧ⏬ࡿ࠸࡚ࡏࡉⅬࡸ㸪ࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖ

⏕ࢆᚩ≉ࡢ◊ᅜㄒࡣ࡞Ⅼࡿ࠸࡚ࡋᣦᑟࢆ⏕୰࡛Ꮫ㝔࠺⾜ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࡀ

 ࠋࡿ࠼ゝ⫣ᩍ⫱ⓗ㈉ࡓࡋ

ࢥࠕࡿࡼࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕࡸ࠘ࣥࢫࢵࣞࡿࡍศᯒࢆ᪥ᮏㄒᏛᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࡿࡼᑐ↷ゝㄒᏛࠖࠕ 

ᩍࡿࡍ㛵ㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࡿ࠸࡚ࡋഛ‽ࡀ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࠖᩍᮦ㸪ࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮

ᮦࡣ࡞⯆῝࠸ほⅬࡢࡽᩍᮦࡿ࡞ᛮࡀࡿࢀࢃ㸪ᚋࡣ㸪ᩍ⫱㠃࡛ࡢࡽࢀࡑࡢᡂᯝࠕࢆ⥲ྜ

ⓗ᪥ᮏㄒ◊✲࡚ࠖࡋ᭷ᶵⓗࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋྜ⤫ᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

 

㸳㸬 ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

 ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ㛵ࡣ࡚ࡋ㸪ୖグࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢඹྠ◊✲ဨࡢ࡚ࡋཧ⏬ࡸᏛཧຍࡢ᪑㈝

ᨭࢆ࡞✚ᴟⓗࡿ࠸࡚ࡗ⾜Ⅼࡀホ౯࡛ࠋࡿࡁண⟬ࡢチࡍ⠊ᅖ࡛㸪࠺ࡑࡗ࠸࠾࡞ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱
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 ࠋࡿࢀࡽࡵồࡀࡇࡿࡍᐇࡾࡼ㸪ࡀࡿ࠸

ᩍ⫱ࡢ㈉⊩㸪♫㐃ᦠ㸪♫㈉⊩ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᚲせ࡞ດຊࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀホ౯ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㸪

࠶ࡢ⫣ᩍ⫱㈉⊩㸪♫㈉࡞ຠᯝⓗࡘຠ⋡ⓗࡽࡉ㸪ࡓࡋ⏕ࢆᬑཬⓎᒎࡢࢫࣂࢹ࣭ࣝࢱࢪࢹ

 ࠋࡿࢀࡲᮃࡀ⌧ᐇウ᳨ࡢ㸧࡞බ㛤ࡢ࡛ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡢෆᐜࡢ㸪ㅮ⩦ࡤ࠼᪉㸦ࡾ

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

㸯㸬◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

බ㛤◊✲Ⓨ⾲࣭ㅮ₇➼㸪ᅜ㝿ࡿࡅ࠾➼࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࡢබ㛤㸪ㄽᩥ࣭ㄽ㞟࣭ሗ࿌᭩࣭ᅗ

᭩࣭ࡢ➼ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᏛ⾡ᡂᯝࡢห⾜࣭බ㛤㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝࡢᒎ㛤➼㸪ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయ

࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛ≉ࠋࡿࡍホ౯ࡿ࠸࡚ࡆ࠶ࢆᡂᯝ✲◊ࡢ㔞࡞ጇᙜ࡚ࡋᖺᗘึࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪࡚ࡋ

 ࠋ࠸ࡓࡋホ౯ࡃ㧗ࢆⅬࡿ࠸࡚ࡋ㐍ᒎࠎ╔ࡀබ㛤ᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡧࡼ࠾ࢫ࣮

ࡋ࣐࣮ࢸࡣ㛤ദ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡿࡼྠྜࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖࠕ 

࡚㸪ࡓࡲᅜ㝿ⓗⓎಙ࠺࠸Ⅼ࡛⯆῝ࡀ࠸㸪ࡢࡑᡂᯝࠕࡀᑐ↷ゝㄒᏛ ࠖ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕࡸ✲ࠖ◊

Ⅼࡿࡍᚿྥࢆࠖ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕ㸪ࡓࡲࠋ࠸ࡋࡀㄝ᫂ࡢ࡚࠸ࡘࡢࡿࢀࡉ⏕࠺ࡼࡢ

࠶ࡀᚲせ࠺⾜ࡃከࡾࡼࢆᡤෆⓎ⾲ࡢᡂᯝࡢ⌜✲◊ྛࡸ✲◊ྠྜࡿࡼ⌜✲◊ࡢᩘ「㸪ࡿࡍࡽ

✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲࡞ࡓ᪂ࠕ㸪ࡋࠖྜ⥲࣭ྜ⼥ࢆ✲◊ࡢ᪥ᮏㄒࠕ࡚࠼㉺ࡾࢆቨࡢศ㔝㛫✲◊ࠋ࠺ࢁ

ࡿࡍ㛤ᣅࢆࣝࢹࣔࡢ 㸦ࠖࠗ ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤせぴ 2016-2017 㸧࠘ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠺࠸┠ᶆࡤࡏࡽ↷㸪

ᙧ࡛࡞ලయⓗࡀࠖࣝࢹࣔ࡞ࡓ᪂ࠕࡢ✲◊㸪᪥ᮏㄒࢀࡽᙧ࡛ᅗࡔࢇ㎸ࡳ㋃ࡽࡉࡀࠖྜ⥲࣭ྜ⼥ࠕ

ᥦ♧ࡀࡇࡿࢀࡉᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

✲◊⏝ἲࡢࡑ㸪ࡳ㐍ࡾィ⏬㏻ࡀබ㛤ᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡚࠸࠾⌜✲◊ྛ

 ࠋࡿࡍ್ホ౯ࡣⅬࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡶ࡚࠸࠾ᆅ᪉ࡃ࡞࡛ࡅࡔᮾிᅪࡀㅮ⩦άືࡢ࡚࠸ࡘ⏝ᛂࡢ

࠶࡛ࡢࡶࡿࡍⓎࢆຠຊ᭷⏝ᛶࡢࡑ࡚ࡗࡼࡇࡿࢀࡉ⏝ά༑ศࡣࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 

ࡋࠋࡿ࠶㔜せ࡛ࡣࡇࡃ࠸࡚ࡗ⾜ᆅ㐨ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩⓎ⾲㸪ㅮ⩦㸪✲◊ࡍಁࢆ⏝㸪ά࡛ࡢࡿ

ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡼ࠸࡞ࡃከࡾࡲ࠶ࡶᩘ⪅㸪ཧຍࡃࡁࡀไ⣙ࡢሙᡤࡸ᪥ࡢࡵࡓࡿࡍཧຍࡣ㸪ㅮ⩦ࡋ

ࢭࢡࡀࡕࡓேࡢࡃከࡗࡶ㸪ࡵࡓࡍಁࢆ㐍ಁࡢ⏝㸪▱࿘ࡢ⩏ពࡢࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

ᚲࡿࡍᕤኵࢆ㸧࡞බ㛤ࡢ࡛ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡢෆᐜࡢ㸪ㅮ⩦ࡤ࠼ሗᥦ౪㸦ࡢᙧ࡛࠸ࡍࡸࡋࢫ

せࡓࡲࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ㸪ࡾ࠶ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪉ࡶ࡚࠸ࡘࡢࡶࡢࡑ㸪✀ࡢࠎほⅬ᳨ࡽウࡢᚲせ

ᛶࡀᥦ㉳ࡾ࠾࡚ࢀࡉ㸪࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦ࠕ᪥ᖖヰ࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥࡸ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠖࢫࣃ࣮ࢥ

ࣂࢻ㸪ࡸഛᩚࡢయไࡿࡵồࢆពぢᗈ⠊ᅖࡾࡼ㸪ࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡵồࢆពぢᅇⓗ୍࡛࡞㸧࣒

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋウ᳨ࡶ࡞⨨タࡢࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨ

 

㸰㸬 ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

ࡇࡓࢀࡉゝཬ࡚ࡋ✲◊ࡿ࠶⩏Ꮫ⏺ᒎᮃ࡛ࠖពࠕࡢ࠘✲◊ࡢ᪥ᮏㄒࠗࡀࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠕ

㔜せࡢᶒࡢᆅᇦㄒࡴ⤌ࡾྲྀࡀ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ㸪ࡓࡲࠋࡿࢀࡽࡵㄆ࡚ࡋホ౯ࡢ⩏Ꮫ⾡ⓗពࡣ

ᛶࡀ᪂⪺グ࡚ࡗࡼ⤂ࡓࢀࡉⅬࡶ㸪ホ౯࡛ࡢ➼ࢹ࣓ࢫ࣐ࠋࡿࡁⓎಙࡢᶵࡣ㸪◊✲άື

 ࠋ࠺ࢁࡔᚲせࡀጼໃࡃ࠸࡚࠼ࡽᴟⓗ✚࡚ࡋᗈሗࡢ

᥋┤ࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠕⅬ㸪ࡓࡋቑ㣕㌍ⓗࡀᩘ⪅⏝Ⓩ㘓ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠕ

ᖺ㛫࡛༙ࡀㄽᩥ✲◊ࡓࡋ⏝ ࡋ㠃ࡿ࠸࡚ࡏぢࢆዲᛂࡀ⏝ඹྠࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ࡣⅬࡓࡗ࠶௳33
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࡚ホ౯࡛ࡓࡲࠋࡿࡁ㸪BCCWJ ௦ゎᅜ⌧ࠗࡀ 㸦NINJAL-LWP For BCCWJ(NLB)㸧࣮ࣝࢶ⣴᳨ࡢࢫࣃ࣮ࢥ

ㄒ㎡ 㸦࠘➨ 5∧㸪ᑠᏛ㤋㸧⧩⦆ࡢ⏝ࡶࡇࡓࢀࡉホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ᅜㄒ◊ࡀຊࢆὀࡀࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢࠎ✀ࡿ࠸࡛࠸㸪ᚋ㸪Ꮫ⾡◊✲ࡢ⯡୍ࡧࡼ࠾⏝㏵

࠶ࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡶࡵࡓࡢࡑࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆࡇࡿ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ⏝ຠᯝⓗࡘᗈ⠊࠺ࡑࡗ࠸

సᡂ࣭ࡢゎㄝᩥ᭩࡞ṇ☜࣭ヲ⣽ࡿࡍ㛵࣮ࣝࢶࡧࡼ࠾ࢫࣃ࣮ࢥ㆟ㄽ㸪ࡓࢀ㛤ࡿࡍ㛵᪉࠸᪉ࡾ

බ㛤㸪ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ἲ㛵࠸ࡍࡸࡋࢫࢭࢡࡿࡍሗᥦ౪ࡀᚲせᛮࠋࡿࢀࢃ 

 

㸱㸬 ◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

 ᗈࡃᅜෆእࢆ⪅✲◊ࡢඹྠ◊✲ဨࡋ⧊⤌࡚ࡋ㸪◊✲⪅ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᵓ⠏ࢆ✲◊࡚ࡋ᥎㐍࡚ࡋ

࡞ᗈ⠊ࡿࡓࢃ㸪ᅜෆእ࡚ࡋࡽᙺ⨨ࡿࡅ࠾Ꮫ⾡⏺࣭♫ࡧࡼ࠾ෆᐜ✲◊ࡢ◊ᅜㄒࠋࡿ࠸

Ꮫ࣭ࡢ㸪ᅜෆእࡇࡿࡍᙧᡂࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⪅✲◊ ◊✲ᶵ㛵㐃ᦠࡣࡇࡃ࠸࡚ࡋ㔜せ࡛ࠋࡿ࠶

࣮ࢸࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏᇶᖿࡋࡔࡓࠋࡿࡁホ౯࡛ࡿ࠸࡚࠼༑ศᛂㄢ㢟ࡢࡇ㸪ࡣ⦼ᐇࡢⅬ࡛ࡢࡇ

ࡢ࠺ࡑࡗ࠸ࡽࡉ㸪ࡿࡍࡽⅬ࠺࠸ᛶࠖྜ⥲ࠕࡿࡅ࠾㛤ᣅࠖࡢ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕࡿ࠶࡛࣐

Ꮫ㝿ⓗ࡞ᗈࡀࡇࡘࡶࢆࡳ῝ࡾࡀᮃࡓࡲࠋ࠸ࡋࡲ㸪ᅜㄒ◊ࡀࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⪅✲◊ࡢ㸪ࢸ✲◊ࡢࡑ

ࡇࡿࡅࡘࡁចከᵝࡘᗈ⠊ࡾࡼࢆ⪅✲◊ࡓࢀඃࡢᅜෆእ࡚ࡗࡼ㨩ຊ⩏ពࡢάື✲◊࣐࣮

 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆ

 Ꮫඹྠ⏝ᶵ㛵࡚ࡋ㸪ඹྠ⏝యไࢆᙉࡵࡓࡿࡍ㸪ᾏእࡢᏛ࣭ᶵ㛵㸲ྜ࡚ࡵྵࢆࡘィ

㸶ࡢࡘᏛ࣭◊✲ᶵ㛵ὶ༠ᐃࡧ⤖ࢆ㸪ඹྠ࡛ࢱ࣮ࢹබ㛤ࡣࡇࡓࡗ⾜ࢆホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ඹྠ◊✲ࡸᅜ㝿㆟㐠Ⴀ㧗ᗘ࡞ຓゝࡵࡓࡿࡅཷࢆᾏእࡢ◊✲ᶵ㛵ᡤᒓ10ࡢேࣂࢻࡴྵࢆ

ᑐ↷ゝㄒᏛࠕࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨ ࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕ㸪ࠖ ࠋࡿࡍホ౯࡚ࡋࡳヨ࡞⩏᭷ពࡶࡇࡓࡋ⨨タࡀࠖ

ᚋ㸪࡞࠺ࡼࡢ࡚࠸࠾ࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ㆟ㄽࢀࡉ࡞ࡀ㸪ࡢ✲◊࠺ࡼࡢ㐍ᒎ᭷┈ࡗࡔ

⪄ཧࡶ࡛࠼࠺ࡿ ࢆ᭷ຠᛶࡢไᗘ࠺࠸ࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ㸪ࡿࢀࡉ࡞ࡀㄝ࡚᫂࠸ࡘࡓ

 ࠋ࠺ࢁࡔࡿ࡞

 

㸲㸬 ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

 ᮾிእᅜㄒᏛ㸪୍ᶫᏛࡢ㐃ᦠᩍᤵ㸪ࢆࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ㏻ࡢ࡚ࡌ㐃ᦠࡣ㸪Ꮫࡢᶵ

⬟ᙉࡢ㈉⊩㸪ࡧࡼ࠾◊✲㐣⛬◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬ࡚ࡋホ౯࡛ࠋࡿࡁᅜࡢᏛ㝔⏕19ே㸪

JSPS ≉ู◊✲ဨ 10 ேࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋཧ⏬ࡿ࠸࡚ࡏࡉⅬࡸ㸪ࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖ

⏕ࢆᚩ≉ࡢ◊ᅜㄒࡣ࡞Ⅼࡿ࠸࡚ࡋᣦᑟࢆ⏕୰࡛Ꮫ㝔࠺⾜ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࡀ

 ࠋࡿ࠼ゝ⫣ᩍ⫱ⓗ㈉ࡓࡋ

ࢥࠕࡿࡼࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕࡸ࠘ࣥࢫࢵࣞࡿࡍศᯒࢆ᪥ᮏㄒᏛᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࡿࡼᑐ↷ゝㄒᏛࠖࠕ 

ᩍࡿࡍ㛵ㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࡿ࠸࡚ࡋഛ‽ࡀ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࠖᩍᮦ㸪ࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮

ᮦࡣ࡞⯆῝࠸ほⅬࡢࡽᩍᮦࡿ࡞ᛮࡀࡿࢀࢃ㸪ᚋࡣ㸪ᩍ⫱㠃࡛ࡢࡽࢀࡑࡢᡂᯝࠕࢆ⥲ྜ

ⓗ᪥ᮏㄒ◊✲࡚ࠖࡋ᭷ᶵⓗࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋྜ⤫ᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

 

㸳㸬 ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

 ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ㛵ࡣ࡚ࡋ㸪ୖグࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢඹྠ◊✲ဨࡢ࡚ࡋཧ⏬ࡸᏛཧຍࡢ᪑㈝

ᨭࢆ࡞✚ᴟⓗࡿ࠸࡚ࡗ⾜Ⅼࡀホ౯࡛ࠋࡿࡁண⟬ࡢチࡍ⠊ᅖ࡛㸪࠺ࡑࡗ࠸࠾࡞ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱

4 

 

 ࠋࡿࢀࡽࡵồࡀࡇࡿࡍᐇࡾࡼ㸪ࡀࡿ࠸

ᩍ⫱ࡢ㈉⊩㸪♫㐃ᦠ㸪♫㈉⊩ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᚲせ࡞ດຊࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀホ౯ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㸪

࠶ࡢ⫣ᩍ⫱㈉⊩㸪♫㈉࡞ຠᯝⓗࡘຠ⋡ⓗࡽࡉ㸪ࡓࡋ⏕ࢆᬑཬⓎᒎࡢࢫࣂࢹ࣭ࣝࢱࢪࢹ

 ࠋࡿࢀࡲᮃࡀ⌧ᐇウ᳨ࡢ㸧࡞බ㛤ࡢ࡛ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡢෆᐜࡢ㸪ㅮ⩦ࡤ࠼᪉㸦ࡾ

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

㸯㸬◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

බ㛤◊✲Ⓨ⾲࣭ㅮ₇➼㸪ᅜ㝿ࡿࡅ࠾➼࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࡢබ㛤㸪ㄽᩥ࣭ㄽ㞟࣭ሗ࿌᭩࣭ᅗ

᭩࣭ࡢ➼ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᏛ⾡ᡂᯝࡢห⾜࣭බ㛤㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝࡢᒎ㛤➼㸪ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయ

࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛ≉ࠋࡿࡍホ౯ࡿ࠸࡚ࡆ࠶ࢆᡂᯝ✲◊ࡢ㔞࡞ጇᙜ࡚ࡋᖺᗘึࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪࡚ࡋ

 ࠋ࠸ࡓࡋホ౯ࡃ㧗ࢆⅬࡿ࠸࡚ࡋ㐍ᒎࠎ╔ࡀබ㛤ᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡧࡼ࠾ࢫ࣮

ࡋ࣐࣮ࢸࡣ㛤ദ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡿࡼྠྜࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖࠕ 

࡚㸪ࡓࡲᅜ㝿ⓗⓎಙ࠺࠸Ⅼ࡛⯆῝ࡀ࠸㸪ࡢࡑᡂᯝࠕࡀᑐ↷ゝㄒᏛ ࠖ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕࡸ✲ࠖ◊

Ⅼࡿࡍᚿྥࢆࠖ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕ㸪ࡓࡲࠋ࠸ࡋࡀㄝ᫂ࡢ࡚࠸ࡘࡢࡿࢀࡉ⏕࠺ࡼࡢ

࠶ࡀᚲせ࠺⾜ࡃከࡾࡼࢆᡤෆⓎ⾲ࡢᡂᯝࡢ⌜✲◊ྛࡸ✲◊ྠྜࡿࡼ⌜✲◊ࡢᩘ「㸪ࡿࡍࡽ

✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲࡞ࡓ᪂ࠕ㸪ࡋࠖྜ⥲࣭ྜ⼥ࢆ✲◊ࡢ᪥ᮏㄒࠕ࡚࠼㉺ࡾࢆቨࡢศ㔝㛫✲◊ࠋ࠺ࢁ

ࡿࡍ㛤ᣅࢆࣝࢹࣔࡢ 㸦ࠖࠗ ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤせぴ 2016-2017 㸧࠘ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠺࠸┠ᶆࡤࡏࡽ↷㸪

ᙧ࡛࡞ලయⓗࡀࠖࣝࢹࣔ࡞ࡓ᪂ࠕࡢ✲◊㸪᪥ᮏㄒࢀࡽᙧ࡛ᅗࡔࢇ㎸ࡳ㋃ࡽࡉࡀࠖྜ⥲࣭ྜ⼥ࠕ

ᥦ♧ࡀࡇࡿࢀࡉᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

✲◊⏝ἲࡢࡑ㸪ࡳ㐍ࡾィ⏬㏻ࡀබ㛤ᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡚࠸࠾⌜✲◊ྛ

 ࠋࡿࡍ್ホ౯ࡣⅬࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡶ࡚࠸࠾ᆅ᪉ࡃ࡞࡛ࡅࡔᮾிᅪࡀㅮ⩦άືࡢ࡚࠸ࡘ⏝ᛂࡢ

࠶࡛ࡢࡶࡿࡍⓎࢆຠຊ᭷⏝ᛶࡢࡑ࡚ࡗࡼࡇࡿࢀࡉ⏝ά༑ศࡣࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 

ࡋࠋࡿ࠶㔜せ࡛ࡣࡇࡃ࠸࡚ࡗ⾜ᆅ㐨ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩⓎ⾲㸪ㅮ⩦㸪✲◊ࡍಁࢆ⏝㸪ά࡛ࡢࡿ

ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡼ࠸࡞ࡃከࡾࡲ࠶ࡶᩘ⪅㸪ཧຍࡃࡁࡀไ⣙ࡢሙᡤࡸ᪥ࡢࡵࡓࡿࡍཧຍࡣ㸪ㅮ⩦ࡋ

ࢭࢡࡀࡕࡓேࡢࡃከࡗࡶ㸪ࡵࡓࡍಁࢆ㐍ಁࡢ⏝㸪▱࿘ࡢ⩏ពࡢࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

ᚲࡿࡍᕤኵࢆ㸧࡞බ㛤ࡢ࡛ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡢෆᐜࡢ㸪ㅮ⩦ࡤ࠼ሗᥦ౪㸦ࡢᙧ࡛࠸ࡍࡸࡋࢫ

せࡓࡲࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ㸪ࡾ࠶ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪉ࡶ࡚࠸ࡘࡢࡶࡢࡑ㸪✀ࡢࠎほⅬ᳨ࡽウࡢᚲせ

ᛶࡀᥦ㉳ࡾ࠾࡚ࢀࡉ㸪࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦ࠕ᪥ᖖヰ࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥࡸ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠖࢫࣃ࣮ࢥ

ࣂࢻ㸪ࡸഛᩚࡢయไࡿࡵồࢆពぢᗈ⠊ᅖࡾࡼ㸪ࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡵồࢆពぢᅇⓗ୍࡛࡞㸧࣒

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋウ᳨ࡶ࡞⨨タࡢࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨ

 

㸰㸬 ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

ࡇࡓࢀࡉゝཬ࡚ࡋ✲◊ࡿ࠶⩏Ꮫ⏺ᒎᮃ࡛ࠖពࠕࡢ࠘✲◊ࡢ᪥ᮏㄒࠗࡀࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠕ

㔜せࡢᶒࡢᆅᇦㄒࡴ⤌ࡾྲྀࡀ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ㸪ࡓࡲࠋࡿࢀࡽࡵㄆ࡚ࡋホ౯ࡢ⩏Ꮫ⾡ⓗពࡣ

ᛶࡀ᪂⪺グ࡚ࡗࡼ⤂ࡓࢀࡉⅬࡶ㸪ホ౯࡛ࡢ➼ࢹ࣓ࢫ࣐ࠋࡿࡁⓎಙࡢᶵࡣ㸪◊✲άື

 ࠋ࠺ࢁࡔᚲせࡀጼໃࡃ࠸࡚࠼ࡽᴟⓗ✚࡚ࡋᗈሗࡢ

᥋┤ࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠕⅬ㸪ࡓࡋቑ㣕㌍ⓗࡀᩘ⪅⏝Ⓩ㘓ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠕ

ᖺ㛫࡛༙ࡀㄽᩥ✲◊ࡓࡋ⏝ ࡋ㠃ࡿ࠸࡚ࡏぢࢆዲᛂࡀ⏝ඹྠࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ࡣⅬࡓࡗ࠶௳33
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 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆࡇࡿ࡞

 

㸷㸬 ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

㸪ୖグࡣࡇࡓࢀࡉ㸱ᅇ㛤ദࡀ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᅜ㝿࡚ࡗࡼࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖࠕ 

 ࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋዎᶵࡢࡘ୍ࡿࡍゐⓎࢆୖྥ‽ᅜ㝿Ỉࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡢ

 ⱥㄒࡿࡼ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ㛵ࡣ࡚ࡋ㸪◊✲ဨࡿࡼᅜ㝿Ꮫ࡛ࡢㅮ₇ࡸⓎ⾲ࡿ࡞ࡽࡉࡢ࡞ᣑ

ࡀᮇᚅࠋࡿࢀࡉ๓ᅇࡢ୰ᮇィ⏬௨᮶⥅⥆ࣥࢺ࣮࣒ࡿ࠸࡚ࡋ♫หࡢ᪥ᮏㄒ◊✲ࣜࢩࡢࢡࢵࣈࢻࣥࣁ

ᑎᮧ⚽ኵㄽᩥࠗࡓࡵጞࡳ⤌ࡾྲྀࡀᑐ↷ゝㄒᏛࠖࠕࠋࡿࡍホ౯ࡃ㧗ࡣⅬࡿ࠸࡛ࢇ㐍㡰ㄪࡀ⾜หࡢࢬ࣮

㞟Ϩ̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿࠘ࡢⱥヂห⾜ࡣ᭷ព⩏࡛ࡾ࠶㸪ࡢࡇ⤒㦂࡚ࡋ⏕ࢆ㸪ࡽࡉ㸪ࡢ࡛ࡲࢀࡇ᪥

ᮏㄒ◊✲ࡿࡅ࠾⏬ᮇⓗ࡞ᴗ⦼ࡈࣝࣥࣕࢪࢆ㞟⣙ࡓࡋⱥヂㄽ㞟ࡀห⾜ࡤࢀࢀࡉ㸪᪥ᮏㄒ◊✲ࡢ

ᅜ㝿Ỉ‽ྥୖ㈨ࡀࢁࡇࡿࡍ㠀ᖖ࠸ࡁᛮࠋࡿࢀࢃ 

 

10㸬ࡢࡑ≉グ㡯 

ᕫⅬ᳨ሗ⮬ࡢሙྜ㸪⌧ᅾࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ࡚ࢀศ࣐࣮ࢸࡢᩘ「ࡸ⌜✲◊ࡢᩘ「ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

࿌᭩ࠕࡢ◊✲ᡂᯝ୍ぴࠖ࠺ࡼࡢ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᵓᡂဨࡢᴗ⦼ࢆᖺ௦㡰ิグࡿࡍ᪉ᘧ࡛ࡣ㸪ಶࠎ

ࡳᮃࢆᨵၿࡢグ㏙᪉ἲ࡚ࡋ㛵Ⅼࡢࡇࡣ᮶ᖺᗘ௨ᚋࠋ࠸ࡃࡾศࡀἣ≦✲◊ࡢ࣐࣮ࢸࡸ⌜✲◊ࡢ

 ࠋ࠸ࡓ

ࡿ࠼ゝࡿ࠶ᡂᯝ࡛ࡢ✲◊ඹྠ┿ࡀࡢࡶࡢ⠊ᅖࡢࡢࡕ࠺ࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡣグ㏙࡛ࡢ㸪⌧ᅾࡓࡲ 

ࢆࢀࡑ࡛⏤⌮࠺࠸ࡿ࠶ᡂᯝ࡛✲◊ࡢᵓᡂဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ༢ࡋࡶࠋ࠸࡞ࡋ↛ุࡶࡋࡎᚲࡀࡢ

ᅜ❧ᅜㄒࡣࢀࡇࠋࡿ࡞࠸ࡲ࠸࠶ࡀពࡢ✲◊㸪ඹྠࡤࢀࡍࡿࡍㄆᐃ࡚ࡋᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

◊✲ᡤࡿࡅ࠾ඹྠ◊✲ࡢ⌮ᛕ㛵ࡿࢃၥ㢟࡛ࡾ࠶ࡶ㸪᮶ᖺᗘ௨ᚋࡣඹྠ◊✲ࡢពࢆ᫂☜☜ㄆ

 ࠋ࠸ࡓࡳᮃࢆࡇࡿ࡞ሗ࿌ࡢᙧ࡛ࡿࡁ࡛

 

 ࠔពぢࡓࡅྥ᥎㐍✲◊ࡢḟᖺᗘࠓ

ḟᖺᗘ௨㝆ࡢ◊✲᥎㐍࡚ࡅྥ㸪≉ㅮ₇㸪࣒࣮࢛ࣛࣇ㸪ࢫࣃ࣮ࢥㅮ⩦ࡢ࡞ෆᐜࢱࣥࡢ

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋウ᳨࡚ࡅྥᐇ⌧㸪ᣑࡢබ㛤ࢺࢵࢿ࣮
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ᡂࢆᅜㄒ◊ࡢ≉ᚩࡍ⏕ࢆᙧ࡛ດຊࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

♫ேࡢᏛࡢࡋ┤ࡧ㈉⊩ࡶᅜㄒ◊ࡢษ࡞ᙺࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡘ୍ࡢ୰㧗ࡢᩍᖌྥࡸ࣮ࢼ࣑ࢭࡅ᪥

ᮏㄒᩍᖌࡸ᪥ᮏㄒ࣮ࢼ࣑ࢭࡅྥࢸࣥࣛ࣎㸪♫ேྥࡢࡅ᪉ゝࡣ࡞࣮ࢼ࣑ࢭ㸪ࡢࡑⅬ࡛ホ౯࡛

㸪ࡕࡶࢆ᭷ᶵⓗ㛵㐃᪉ྥᛶࡢ✲◊ࡢ◊ᅜㄒ࠺࠸ࠖ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕ㸪ࡶ࡚࠸ࡘࡽࢀࡇࠋࡿࡁ

 ࠋࡿࢀࡲᮃࡀᒎ㛤ࡿ࡞ࡽࡉࡢ⫣㈉ࡿࡼ࣐࣮ࢸ࠸㧗ࡢ⩏ⓗព♫ࡘ

 

㸴㸬 ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕ  NTT ࣃࣕࢪࠖࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕ㐃ᦠ㸪ࡢᏛᇶ♏◊✲ᡤ⛉ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ࡣ┈㏣ồࡢ㸪㐃ᦠᴗࡽࡀ࡞ࡇࡢ↛㸪ᙜࡋࡔࡓࠋࡿࡁ㸪ホ౯࡛࡞㐃ᦠࡢ࡞ࢪࢵࣞࢼࣥ

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡍ⏬ࢆ⥺୍

 ᆅᇦ♫ࡢ㐃ᦠ࠺࠸Ⅼ࡛ࡣ㸪ࠕ❧ᕝࠖࡢㄞࡳ᪉㛵ࡿࡍㅮ₇ࠕࡸᏛ࠺ࡼࡳ࡛ࢇ㸟ከᦶࡇࡢ

ࡤࡇࡢ㟷ᱵࡤ ㅮࠖ₇࠺ࡼࡢᆅඖ᰿ᕪࡍ⏬ࢆᚋࡶ⥅⥆ⓗࢆࡇࡃ࠸࡚ࡅ⥆ᮇᚅࠋ࠸ࡓࡋ

ࢵ࣑ࢧ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ࡚ࡋ㐃ᦠ࡞ᆅඖ⮬య࣭ᩍ⫱ጤဨࡸᗇᩥࡀ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ

 ࠋࡿࡍ್➹≉ࡣດຊࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋඹദ࡚ࡋ⥆⥅Ⓨ㊊௨᮶ࢆࢺ

 

㸵㸬 ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

 ୖグࡢᆅඖ↔Ⅼࡓ࡚࠶ࢆㅮ₇ࡢ㛤ദࡣዲឤࡿ࡚ࡶࡀ⏬࡛ࡿࡍ࣐࣮ࢸࢆ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠋࡿ࠶

NINJAL ࡿࡍႏ㉳ࢆ㛵ᚰࡢ᪥ᮏㄒࡢ㸪୍⯡ேࡶ∧ฟࡢၨⵚ᭩ࡓࡵࡲࢆᡂᯝࡢࡑ㸪ࡸ࣒࣮࢛ࣛࣇ

 ࠋࡿࡁⅬ࡛ホ౯࡛࠺࠸

 ◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢⓎಙࡣ㸪ࡢࢫࣃ࣮ࢥࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᣑࡀ࡞ᡂᯝࡾ࠾࡚ࡗ࡞㸪ࡢࡑⅬࡣ

ᅜㄒ◊ࡢ≉ᚩࡓࡋ⏕ࢆ♫㈉⊩࡚ࡋホ౯ࠋࡿࡍ್ 

 ♫ࡢⓎಙ♫㈉⊩ࢆ㣕㌍ⓗᣑ࡛ྍࡿࡁ⬟ᛶࡘࡶࢆヨ࡚ࡋࡳ㸪ᅜㄒ◊ࡀദࡓࡋㅮ₇

㸪࣒࣮࢛ࣛࣇ㸪ࢫࣃ࣮ࢥㅮ⩦ࡢ࡞ෆᐜࡢ࡛ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡢබ㛤᳨ࢆウ࣭ᐇ⌧ࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋ

ࡋ࠺ࡑ㸪ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉබ㛤ࡀ㒊୍ࡢㅮ₇࡛࣮ࠖࣅ࣮࣒◊ᅜㄒࠕࡢࢺࢧࣈ࢙࢘◊ᅜㄒ࡛ࡍࠋ࠸ࡓ

㸧ࡿ࠶ࡀព࠸ࡣබ㛤ࡢᙧ࡛ࡓࡋ࠺ࡇࡢෆᐜࡢㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡅࢃࡾ㢮㸦✀ࡢ⏬බ㛤ືࡓ

࡞ࡽ࡞ẚ㍑ࡣ㸪⌧ᅾࢀࡉゎᨺࡽไ⣙ࡢሙᡤ㛫࡚ࡗࡼࢀࡑࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀᣑࡢつᶍ

࣮ࢱࣥࡢ⩏Ꮫㅮ㸪ୡ⏺ⓗࡣࡳヨࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿぢࡀࠎேࡢከᩘ࠸

᭷࡚ࡵࢃࡁ࡚ࡋⓎಙ᪉ἲࡢ♫ࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜ᗈ⠊࡛ࡍᙧ࡛ࡢ࡞බ㛤ࢺࢵࢿ

ຠ࠼࠺࡞㸪ከ㢠ࢆ⏝㈝ࡢせ࡛ࡢ࠸࡞ࡶ࡛ࡇࡿࡍ㸪ࡦࡐᐇ⌧ࢆᮃࠋ࠸ࡓࡳ 

 

㸶㸬 ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

 ᾏእࡢ◊✲⪅ཷධᾏእᏛࡢ㐃ᦠࡣ㸪᪥ᮏㄒ◊✲ࡢᅜ㝿Ỉ‽ࢆୖྥࡢ┠ᣦ࠺࠸ࡍᅜㄒ◊ࡢ

㔜せ࡞ㄢ㢟ࢆ㐙⾜ࡵࡓࡿࡍᚲ㡲࡛ࡀ⌜✲◊ྛࠋࡿ࠶ᙜヱ◊✲ࡿࡅ࠾㧗ࣞࡢࣝ࣋◊✲ᶵ㛵ࡢ㐃

ᦠࢆᙉࡿ࠸࡚ࡋⅬࡣホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ᚋࡣ㸪ᙜヱ◊✲ࡢᚲせᛶᛂ࡚ࡌ㸪ⱥㄒᅪ௨እࢪࡢㅖᅜࡢ࡞ࢩࣟࡸ◊✲ᶵ㛵ࡸ◊✲⪅

ᑐ↷ゝㄒᏛࠕⅬ࡛㸪ࡢࡑࠋ࠺ࢁ࡞㔜せࡶ㐃ᦠࡢ ࡿࡼࠖ Japanese/Korean Linguistic Conference

ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⪅⩦Ꮫࠕࡸඹദࡢ ࡧࡼ࠾ඹྠ㸪ࡢ࣮ࢱࣥࢭ✲◊㸪ி᪥ᮏᏛࡿࡅ࠾ࠖ I-JAS

බ㛤ࡸㄞゎࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࢆ㏻ࡢ࡚ࡌୡ⏺ㅖᅜࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲⪅ࡢ㐃ᦠࢫ࣮ࢣࣝࢹࣔࡢࡘ୍ࡀ
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 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆࡇࡿ࡞

 

㸷㸬 ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

㸪ୖグࡣࡇࡓࢀࡉ㸱ᅇ㛤ദࡀ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᅜ㝿࡚ࡗࡼࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖࠕ 

 ࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋዎᶵࡢࡘ୍ࡿࡍゐⓎࢆୖྥ‽ᅜ㝿Ỉࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡢ

 ⱥㄒࡿࡼ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ㛵ࡣ࡚ࡋ㸪◊✲ဨࡿࡼᅜ㝿Ꮫ࡛ࡢㅮ₇ࡸⓎ⾲ࡿ࡞ࡽࡉࡢ࡞ᣑ

ࡀᮇᚅࠋࡿࢀࡉ๓ᅇࡢ୰ᮇィ⏬௨᮶⥅⥆ࣥࢺ࣮࣒ࡿ࠸࡚ࡋ♫หࡢ᪥ᮏㄒ◊✲ࣜࢩࡢࢡࢵࣈࢻࣥࣁ

ᑎᮧ⚽ኵㄽᩥࠗࡓࡵጞࡳ⤌ࡾྲྀࡀᑐ↷ゝㄒᏛࠖࠕࠋࡿࡍホ౯ࡃ㧗ࡣⅬࡿ࠸࡛ࢇ㐍㡰ㄪࡀ⾜หࡢࢬ࣮

㞟Ϩ̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿࠘ࡢⱥヂห⾜ࡣ᭷ព⩏࡛ࡾ࠶㸪ࡢࡇ⤒㦂࡚ࡋ⏕ࢆ㸪ࡽࡉ㸪ࡢ࡛ࡲࢀࡇ᪥

ᮏㄒ◊✲ࡿࡅ࠾⏬ᮇⓗ࡞ᴗ⦼ࡈࣝࣥࣕࢪࢆ㞟⣙ࡓࡋⱥヂㄽ㞟ࡀห⾜ࡤࢀࢀࡉ㸪᪥ᮏㄒ◊✲ࡢ

ᅜ㝿Ỉ‽ྥୖ㈨ࡀࢁࡇࡿࡍ㠀ᖖ࠸ࡁᛮࠋࡿࢀࢃ 

 

10㸬ࡢࡑ≉グ㡯 

ᕫⅬ᳨ሗ⮬ࡢሙྜ㸪⌧ᅾࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ࡚ࢀศ࣐࣮ࢸࡢᩘ「ࡸ⌜✲◊ࡢᩘ「ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

࿌᭩ࠕࡢ◊✲ᡂᯝ୍ぴࠖ࠺ࡼࡢ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᵓᡂဨࡢᴗ⦼ࢆᖺ௦㡰ิグࡿࡍ᪉ᘧ࡛ࡣ㸪ಶࠎ

ࡳᮃࢆᨵၿࡢグ㏙᪉ἲ࡚ࡋ㛵Ⅼࡢࡇࡣ᮶ᖺᗘ௨ᚋࠋ࠸ࡃࡾศࡀἣ≦✲◊ࡢ࣐࣮ࢸࡸ⌜✲◊ࡢ

 ࠋ࠸ࡓ

ࡿ࠼ゝࡿ࠶ᡂᯝ࡛ࡢ✲◊ඹྠ┿ࡀࡢࡶࡢ⠊ᅖࡢࡢࡕ࠺ࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡣグ㏙࡛ࡢ㸪⌧ᅾࡓࡲ 

ࢆࢀࡑ࡛⏤⌮࠺࠸ࡿ࠶ᡂᯝ࡛✲◊ࡢᵓᡂဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ༢ࡋࡶࠋ࠸࡞ࡋ↛ุࡶࡋࡎᚲࡀࡢ

ᅜ❧ᅜㄒࡣࢀࡇࠋࡿ࡞࠸ࡲ࠸࠶ࡀពࡢ✲◊㸪ඹྠࡤࢀࡍࡿࡍㄆᐃ࡚ࡋᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

◊✲ᡤࡿࡅ࠾ඹྠ◊✲ࡢ⌮ᛕ㛵ࡿࢃၥ㢟࡛ࡾ࠶ࡶ㸪᮶ᖺᗘ௨ᚋࡣඹྠ◊✲ࡢពࢆ᫂☜☜ㄆ

 ࠋ࠸ࡓࡳᮃࢆࡇࡿ࡞ሗ࿌ࡢᙧ࡛ࡿࡁ࡛

 

 ࠔពぢࡓࡅྥ᥎㐍✲◊ࡢḟᖺᗘࠓ

ḟᖺᗘ௨㝆ࡢ◊✲᥎㐍࡚ࡅྥ㸪≉ㅮ₇㸪࣒࣮࢛ࣛࣇ㸪ࢫࣃ࣮ࢥㅮ⩦ࡢ࡞ෆᐜࢱࣥࡢ

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋウ᳨࡚ࡅྥᐇ⌧㸪ᣑࡢබ㛤ࢺࢵࢿ࣮
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ᡂࢆᅜㄒ◊ࡢ≉ᚩࡍ⏕ࢆᙧ࡛ດຊࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

♫ேࡢᏛࡢࡋ┤ࡧ㈉⊩ࡶᅜㄒ◊ࡢษ࡞ᙺࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡘ୍ࡢ୰㧗ࡢᩍᖌྥࡸ࣮ࢼ࣑ࢭࡅ᪥

ᮏㄒᩍᖌࡸ᪥ᮏㄒ࣮ࢼ࣑ࢭࡅྥࢸࣥࣛ࣎㸪♫ேྥࡢࡅ᪉ゝࡣ࡞࣮ࢼ࣑ࢭ㸪ࡢࡑⅬ࡛ホ౯࡛

㸪ࡕࡶࢆ᭷ᶵⓗ㛵㐃᪉ྥᛶࡢ✲◊ࡢ◊ᅜㄒ࠺࠸ࠖ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲ࠕ㸪ࡶ࡚࠸ࡘࡽࢀࡇࠋࡿࡁ

 ࠋࡿࢀࡲᮃࡀᒎ㛤ࡿ࡞ࡽࡉࡢ⫣㈉ࡿࡼ࣐࣮ࢸ࠸㧗ࡢ⩏ⓗព♫ࡘ

 

㸴㸬 ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕ  NTT ࣃࣕࢪࠖࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕ㐃ᦠ㸪ࡢᏛᇶ♏◊✲ᡤ⛉ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ࡣ┈㏣ồࡢ㸪㐃ᦠᴗࡽࡀ࡞ࡇࡢ↛㸪ᙜࡋࡔࡓࠋࡿࡁ㸪ホ౯࡛࡞㐃ᦠࡢ࡞ࢪࢵࣞࢼࣥ

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡍ⏬ࢆ⥺୍

 ᆅᇦ♫ࡢ㐃ᦠ࠺࠸Ⅼ࡛ࡣ㸪ࠕ❧ᕝࠖࡢㄞࡳ᪉㛵ࡿࡍㅮ₇ࠕࡸᏛ࠺ࡼࡳ࡛ࢇ㸟ከᦶࡇࡢ

ࡤࡇࡢ㟷ᱵࡤ ㅮࠖ₇࠺ࡼࡢᆅඖ᰿ᕪࡍ⏬ࢆᚋࡶ⥅⥆ⓗࢆࡇࡃ࠸࡚ࡅ⥆ᮇᚅࠋ࠸ࡓࡋ

ࢵ࣑ࢧ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ࡚ࡋ㐃ᦠ࡞ᆅඖ⮬య࣭ᩍ⫱ጤဨࡸᗇᩥࡀ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ

 ࠋࡿࡍ್➹≉ࡣດຊࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋඹദ࡚ࡋ⥆⥅Ⓨ㊊௨᮶ࢆࢺ

 

㸵㸬 ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

 ୖグࡢᆅඖ↔Ⅼࡓ࡚࠶ࢆㅮ₇ࡢ㛤ദࡣዲឤࡿ࡚ࡶࡀ⏬࡛ࡿࡍ࣐࣮ࢸࢆ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠋࡿ࠶

NINJAL ࡿࡍႏ㉳ࢆ㛵ᚰࡢ᪥ᮏㄒࡢ㸪୍⯡ேࡶ∧ฟࡢၨⵚ᭩ࡓࡵࡲࢆᡂᯝࡢࡑ㸪ࡸ࣒࣮࢛ࣛࣇ

 ࠋࡿࡁⅬ࡛ホ౯࡛࠺࠸

 ◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢⓎಙࡣ㸪ࡢࢫࣃ࣮ࢥࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᣑࡀ࡞ᡂᯝࡾ࠾࡚ࡗ࡞㸪ࡢࡑⅬࡣ

ᅜㄒ◊ࡢ≉ᚩࡓࡋ⏕ࢆ♫㈉⊩࡚ࡋホ౯ࠋࡿࡍ್ 

 ♫ࡢⓎಙ♫㈉⊩ࢆ㣕㌍ⓗᣑ࡛ྍࡿࡁ⬟ᛶࡘࡶࢆヨ࡚ࡋࡳ㸪ᅜㄒ◊ࡀദࡓࡋㅮ₇

㸪࣒࣮࢛ࣛࣇ㸪ࢫࣃ࣮ࢥㅮ⩦ࡢ࡞ෆᐜࡢ࡛ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡢබ㛤᳨ࢆウ࣭ᐇ⌧ࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋ

ࡋ࠺ࡑ㸪ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉබ㛤ࡀ㒊୍ࡢㅮ₇࡛࣮ࠖࣅ࣮࣒◊ᅜㄒࠕࡢࢺࢧࣈ࢙࢘◊ᅜㄒ࡛ࡍࠋ࠸ࡓ

㸧ࡿ࠶ࡀព࠸ࡣබ㛤ࡢᙧ࡛ࡓࡋ࠺ࡇࡢෆᐜࡢㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡅࢃࡾ㢮㸦✀ࡢ⏬බ㛤ືࡓ

࡞ࡽ࡞ẚ㍑ࡣ㸪⌧ᅾࢀࡉゎᨺࡽไ⣙ࡢሙᡤ㛫࡚ࡗࡼࢀࡑࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀᣑࡢつᶍ

࣮ࢱࣥࡢ⩏Ꮫㅮ㸪ୡ⏺ⓗࡣࡳヨࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿぢࡀࠎேࡢከᩘ࠸

᭷࡚ࡵࢃࡁ࡚ࡋⓎಙ᪉ἲࡢ♫ࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜ᗈ⠊࡛ࡍᙧ࡛ࡢ࡞බ㛤ࢺࢵࢿ

ຠ࠼࠺࡞㸪ከ㢠ࢆ⏝㈝ࡢせ࡛ࡢ࠸࡞ࡶ࡛ࡇࡿࡍ㸪ࡦࡐᐇ⌧ࢆᮃࠋ࠸ࡓࡳ 

 

㸶㸬 ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

 ᾏእࡢ◊✲⪅ཷධᾏእᏛࡢ㐃ᦠࡣ㸪᪥ᮏㄒ◊✲ࡢᅜ㝿Ỉ‽ࢆୖྥࡢ┠ᣦ࠺࠸ࡍᅜㄒ◊ࡢ

㔜せ࡞ㄢ㢟ࢆ㐙⾜ࡵࡓࡿࡍᚲ㡲࡛ࡀ⌜✲◊ྛࠋࡿ࠶ᙜヱ◊✲ࡿࡅ࠾㧗ࣞࡢࣝ࣋◊✲ᶵ㛵ࡢ㐃

ᦠࢆᙉࡿ࠸࡚ࡋⅬࡣホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ᚋࡣ㸪ᙜヱ◊✲ࡢᚲせᛶᛂ࡚ࡌ㸪ⱥㄒᅪ௨እࢪࡢㅖᅜࡢ࡞ࢩࣟࡸ◊✲ᶵ㛵ࡸ◊✲⪅

ᑐ↷ゝㄒᏛࠕⅬ࡛㸪ࡢࡑࠋ࠺ࢁ࡞㔜せࡶ㐃ᦠࡢ ࡿࡼࠖ Japanese/Korean Linguistic Conference

ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⪅⩦Ꮫࠕࡸඹദࡢ ࡧࡼ࠾ඹྠ㸪ࡢ࣮ࢱࣥࢭ✲◊㸪ி᪥ᮏᏛࡿࡅ࠾ࠖ I-JAS

බ㛤ࡸㄞゎࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࢆ㏻ࡢ࡚ࡌୡ⏺ㅖᅜࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲⪅ࡢ㐃ᦠࢫ࣮ࢣࣝࢹࣔࡢࡘ୍ࡀ
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㸵㸬➨ᮇ୰ᮇィ⏬ᮇ㛫╔ᡭࠗࡓࡋ᪥ᮏㄒ∧㐃⃮࠘㸪 Mouton Handbook (Contrastive Linguistics  ᕳ)㸪Theࡢ

Phonetics and Phonology of Geminate Consonants㸪Tonal Change and Neutralization  ࠋࡿࡍࢆ㞟సᴗ⦆ࡢ

㸶㸬ゝㄒᆅᅗࡢ❧ࢆ㛤ጞࡿࡍ㸦㡯┠࣭ゝㄒࡢ㑅ᢥ㸪ห⾜᪉ἲ➼㸧ࠋ 

㸷㸬Ꮫ㝔⏕ྥࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡢࡅ㸦➨ 1ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

10㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 29ᖺᗘ㸦◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᒎ㛤㸧 

㸯㸬ᘬࡁ⥆ࡁⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PD ᪥ᮏᏛ⾡⯆እᅜࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ㸪◊✲ᣦᑟࡋ⏝ィ㸰ྡ㞠ྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇ

ே≉ู◊✲ဨ(PD)㸯ྡᑐ࡚ࡋ◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬ྡࠕ࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕモಟ㣭ࠖࢀࡒࢀࡑ࣐࣮ࢸࢆᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸲㸬ᅜ㝿ㄆ▱ゝㄒᏛࢆᶵ㛵ඹྠㄏ⮴ࠋࡿࡍ 

㸳㸬๓ᖺᗘ㛤ദࡓࡋ NINJAL ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸰௳ NINJAL࣒࣮࢛ࣛࣇ㸯௳ࡢᡂᯝࡵࡲࡾྲྀࢆ㸪ࢀࡒࢀࡑㄽᩥ㞟㸪ၨ

ⵚ᭩࡚ࡋ⦅㞟ࠋ࠺⾜ࢆ 

㸴㸬ゝㄒᆅᅗࡢసᡂࢆ㛤ጞࠋࡿࡍ 

㸵㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸦◊✲ᡂᯝࡢ୰㛫ࡵࡲࡾ㸧 

㸯㸬ᘬࡁ⥆ࡁⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PDྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇィ㸰ྡ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ PDࡢ࣮࢙ࣟࣇ௵ᮇ⤊

క࠸㸪ᖺᗘᮎᖹᡂ 31㹼33ᖺᗘࡢ PD࣮࢙ࣟࣇ㸰ྡࢆເ㞟ࠋࡿࡍ 

㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬ᖹᡂ 28 ᖺᗘ㛤ദࡓࡋ NINJAL ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸰௳ NINJAL 㞟⦆ࡢᡂᯝ≀㸦ㄽᩥ㞟࣭ၨⵚ᭩㸧ࡢ௳㸯࣒࣮࢛ࣛࣇ

 ࠋࡿࡍ⾜㸪หࡋࢆ

㸲㸬๓ᖺᗘ㛤ദྡࠕ࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕࡓࡋモಟ㣭ࠖ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࢀࡒࢀࡑࢆ◊✲ㄽᩥ㞟ྲྀ࡚ࡋ

 ࠋ㸯㹼2ᖺᚋ㸧ࡣ㸦බหࡿࡵࡲࡾ

㸳㸬ືࠕモࡢពᵓ㐀ࠖ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸴㸬ᘬࡁ⥆ࡁゝㄒᆅᅗࡢసᡂࠋ࠺⾜ࢆ 

㸵㸬㡢ኌ㛵ಀࡢၨⵚ᭩╔ᡭࡿࡍ㸦1┠㸧ࠋ 

㸶㸬Ꮫ㝔⏕ྥࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡢࡅ㸦➨㸰ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸷㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 31ᖺᗘ㸦◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᣑ㸧 

㸯㸬ⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PDྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇィ㸰ྡ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕ㛵ࡿࡍᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦㸰ᅇ┠㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸲㸬๓ᖺᗘ㛤ദືࠕࡓࡋモࡢពᵓ㐀ࠖ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࢆ◊✲ㄽᩥ㞟ࡿࡵࡲࡾྲྀ࡚ࡋ㸦බหࡣ㸯

㹼2ᖺᚋ㸧ࠋ 

㸳㸬ྡࠕ࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕモಟ㣭ࠖ㛵ࡿࡍ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟࠼⤊ࢆ㸪ห⾜ࠋࡿࡍ 
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 ホ౯ࡢ࣮ࢱࣥࢭ࣭ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉྛ

 

 

ᑐ↷ゝㄒᏛࡢほⅬࡽぢࡓ᪥ᮏㄒࡢ㡢ኌᩥἲ 

 㸸❑ⷵ ᬕኵ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

᪥ᮏㄒࡣ✲◊ࡢ᪥ᮏᅜෆ㛗࠸ఏ⤫ඃࡓࢀᡂᯝࢆ᭷୍ࡿ࠸࡚ࡋ᪉࡛㸪ࡢゝㄒ┦ᑐࡿࡏࡉດຊࡀ༑ศ࡛ࡃ࡞ࡣ㸪

(i)ୡ⏺ㅖゝㄒࡢ୰࡛᪥ᮏㄒ࡞࠺ࡼࡢࡀゝㄒ࡛ࡢࡿ࠶㸪(ii)୍⯡ゝㄒᏛ࣭ゝㄒ㢮ᆺㄽࡢどⅬࡽぢࡿ㸪᪥ᮏㄒࡢศ

ᯒ࡞࠺ࡼࡢ▱ぢࡀᚓࡢࡿࢀࡽ㸪(iii)᪥ᮏㄒࡀ✲◊ࡢୡ⏺ㅖゝㄒ୍ࡸ✲◊ࡢ⯡ゝㄒᏛ࣭ゝㄒ㢮ᆺㄽ࠺ࡼࡢ㈉

⏺ୡࡀ✲◊ࡢ㸪᪥ᮏㄒࡣࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồ✲◊᪥ᮏㄒࡢ௦⌧ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣࡓࢀࡉࡽ᫂༑ศࡔࡲ࠸㸪ࡢࡿࡍ⫣

ㅖゝㄒࡢ◊✲㸪୍ࡅࢃࡾ⯡ゝㄒᏛࡸゝㄒ㢮ᆺㄽ◊✲࠺ࡼࡢ㈉⊩࡛ࠕ࠺࠸ࡢࡿࡁෆࡽእࢆぢࠖࡿどⅬ㸪୍

⯡ゝㄒᏛࡸゝㄒ㢮ᆺㄽ◊✲ࡀ᪥ᮏㄒࡢศᯒ࡞࠺ࡼࡢ▱ぢࠕ࠺࠸ࡍࡽࡓࡶࢆእࡽෆࢆぢࠖࡿどⅬ࡛ࠋࡿ࠶ 

ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡢࡇ୧どⅬࡽ᪥ᮏㄒࡢゝㄒᐇࢆศᯒࡾࡼࡇࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒ㸦ㅖ᪉ゝࡴྵࢆ㸧ࢆୡ⏺ࡢㅖゝㄒ

㡢ࡢ᪥ᮏㄒࠋࡿࡍⓗ┠ࡿࡓࢆࡇࡿᅗࢆᅜ㝿ࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡾࡼࢀࡑ㸪ࡋࡽ᫂ࢆ㉁≉ࡢ᪥ᮏㄒ࡚ࡏࡉ↷ᑐ

ኌ࣭㡢㡩㸪ㄒᙡ࣭ᙧែ㸪ᩥἲ㸪ពࡢᵓ㐀ࢆ㸪ゝㄒ⋓ᚓ㸦➨୍ゝㄒ⋓ᚓ㸪➨ゝㄒ⩦ᚓ㸧ࡾࡼࡶࡣ㸪ゝㄒ㛵ಀࡿࡍ

ࡇࡿࡍศᯒࡽほⅬࡢ㸪ᑐ↷ゝㄒᏛ࣭ゝㄒ㢮ᆺㄽ࡚ࢀධど㔝ࡶࢆ᥋Ⅼ࣭㐃ᦠࡢᏛၥศ㔝㸦ᚰ⌮Ꮫ㸪ㄆ▱⛉Ꮫ㸧ࡢ

ࡌ㏻ࢆ✲◊↷ᑐ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࡍࡽ᫂ࢆ㐪Ⅼ㸦ಶูᛶ࣭ከᵝᛶ㸧┦㢮ఝᛶ㸦ᬑ㐢ᛶ㸧ࡿࢀࡽぢ㸪ㅖゝㄒ㛫ࡾࡼ

࡚ᚓࡓࢀࡽ◊✲ᡂᯝࢆᅜෆእ࡚ࡅྥⓎಙࠋࡿࡍ 

ୖグࡢ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㡢ኌ࣭㡢㡩≉ᚩࢆศᯒࡿࡍ㡢ኌ◊✲⌜㸪ᙧែ࣭ᩥἲ࣭ពᵓ㐀ࢆศ

ᯒᩥࡿࡍἲ◊✲⌜ࡢ㸰ࡢࡘ◊✲⌜㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ㸧ࠋࡿࡍ⧊⤌ࢆ㡢ኌ◊✲⌜ࠕࡣㄒࢹࢯࣟࣉࡢᩥ࣮ࢹࢯࣟࣉࡢ

⌧⾲モಟ㣭ྡࠕࡣ⌜✲◊㸪ᩥἲ࣐࣮ࢸࢆ࣮ࠖ ⌧⾲࡚ࡓࡾࠕࠖ ࠋࡿࡵ㐍ࢆ✲◊࣐࣮ࢸࢆࡘ㸱ࡢពᵓ㐀ࠖࡢモືࠕࠖ

ࢪ㸪ࡸ⾜หࡢ㸪ㄽᩥ㞟㸦ⱥᩥ㸪ᩥ㸧㍈ࢆ⮴㛤ദ࣭ㄏࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿✲◊ᅜ㝿ඹྠࡢ⪅✲◊ࡢᾏእࡶ

 ࠋࡍᣦ┠ࢆ⾜หࡢゝㄒᆅᅗ㸦㟁Ꮚ፹య㸧ࡿࡍどྍࢆྠ␗ࡢᵓ㐀ࡢㅖゝㄒࡿࡍ୰ᚰࢆ

ᖹᡂ 28ᖺᗘ㸦◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉጞື㸧 

㸯㸬᪥ⱥㄒࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ HPࢆ㛤タࡋ㸪௨ᚋ㸪㝶᭦᪂ࠋࡿࡍ 

㸰㸬ⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PD ◊ู≉᪥ᮏᏛ⾡⯆እᅜேࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ㸪◊✲ᣦᑟࡋ⏝ィ㸰ྡ㞠ྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇ

✲ဨ(PD)㸰ྡᑐ࡚ࡋ◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸱㸬ᅜෆእࡢせ◊✲⪅ࡽᡂࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡿタ⨨ࡋ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㐠ႠࡸᡂᯝⓎಙ࡚࠸ࡘ㝶ࣂࢻ

 ࠋࡿࡵồࢆࢫ

㸲㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸳㸬NINJALᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th Japanese Korean Linguistics Conference(JK 24)㸦10᭶ 14㹼16᪥㸧࢜

㸦12࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ ᭶ 17㹼18 ᪥㸧ࡢ㸰ࢆࡘ㛤ദࡢࡑࡓࡲࠋࡿࡍᡂᯝࡵࡲࡾྲྀࡢ㸦ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟㸧╔ᡭ

 ࠋࡿࡍ

㸴㸬୍࣐࣮ࢸࢆ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜⯡♫ྥࡢࡅ NINJALࢆ࣒࣮࢛ࣛࣇ㛤ദࡿࡍ㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 21᪥㸧ࠋ 

180 Ⅵ 外部評価報告書
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㸵㸬➨ᮇ୰ᮇィ⏬ᮇ㛫╔ᡭࠗࡓࡋ᪥ᮏㄒ∧㐃⃮࠘㸪 Mouton Handbook (Contrastive Linguistics  ᕳ)㸪Theࡢ

Phonetics and Phonology of Geminate Consonants㸪Tonal Change and Neutralization  ࠋࡿࡍࢆ㞟సᴗ⦆ࡢ

㸶㸬ゝㄒᆅᅗࡢ❧ࢆ㛤ጞࡿࡍ㸦㡯┠࣭ゝㄒࡢ㑅ᢥ㸪ห⾜᪉ἲ➼㸧ࠋ 

㸷㸬Ꮫ㝔⏕ྥࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡢࡅ㸦➨ 1ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

10㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 29ᖺᗘ㸦◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᒎ㛤㸧 

㸯㸬ᘬࡁ⥆ࡁⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PD ᪥ᮏᏛ⾡⯆እᅜࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ㸪◊✲ᣦᑟࡋ⏝ィ㸰ྡ㞠ྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇ

ே≉ู◊✲ဨ(PD)㸯ྡᑐ࡚ࡋ◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬ྡࠕ࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕモಟ㣭ࠖࢀࡒࢀࡑ࣐࣮ࢸࢆᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸲㸬ᅜ㝿ㄆ▱ゝㄒᏛࢆᶵ㛵ඹྠㄏ⮴ࠋࡿࡍ 

㸳㸬๓ᖺᗘ㛤ദࡓࡋ NINJAL ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸰௳ NINJAL࣒࣮࢛ࣛࣇ㸯௳ࡢᡂᯝࡵࡲࡾྲྀࢆ㸪ࢀࡒࢀࡑㄽᩥ㞟㸪ၨ

ⵚ᭩࡚ࡋ⦅㞟ࠋ࠺⾜ࢆ 

㸴㸬ゝㄒᆅᅗࡢసᡂࢆ㛤ጞࠋࡿࡍ 

㸵㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸦◊✲ᡂᯝࡢ୰㛫ࡵࡲࡾ㸧 

㸯㸬ᘬࡁ⥆ࡁⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PDྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇィ㸰ྡ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ PDࡢ࣮࢙ࣟࣇ௵ᮇ⤊

క࠸㸪ᖺᗘᮎᖹᡂ 31㹼33ᖺᗘࡢ PD࣮࢙ࣟࣇ㸰ྡࢆເ㞟ࠋࡿࡍ 

㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬ᖹᡂ 28 ᖺᗘ㛤ദࡓࡋ NINJAL ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸰௳ NINJAL 㞟⦆ࡢᡂᯝ≀㸦ㄽᩥ㞟࣭ၨⵚ᭩㸧ࡢ௳㸯࣒࣮࢛ࣛࣇ

 ࠋࡿࡍ⾜㸪หࡋࢆ

㸲㸬๓ᖺᗘ㛤ദྡࠕ࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕࡓࡋモಟ㣭ࠖ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࢀࡒࢀࡑࢆ◊✲ㄽᩥ㞟ྲྀ࡚ࡋ

 ࠋ㸯㹼2ᖺᚋ㸧ࡣ㸦බหࡿࡵࡲࡾ

㸳㸬ືࠕモࡢពᵓ㐀ࠖ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸴㸬ᘬࡁ⥆ࡁゝㄒᆅᅗࡢసᡂࠋ࠺⾜ࢆ 

㸵㸬㡢ኌ㛵ಀࡢၨⵚ᭩╔ᡭࡿࡍ㸦1┠㸧ࠋ 

㸶㸬Ꮫ㝔⏕ྥࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡢࡅ㸦➨㸰ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸷㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 31ᖺᗘ㸦◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᣑ㸧 

㸯㸬ⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PDྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇィ㸰ྡ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕ㛵ࡿࡍᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦㸰ᅇ┠㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸲㸬๓ᖺᗘ㛤ദືࠕࡓࡋモࡢពᵓ㐀ࠖ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࢆ◊✲ㄽᩥ㞟ࡿࡵࡲࡾྲྀ࡚ࡋ㸦බหࡣ㸯

㹼2ᖺᚋ㸧ࠋ 

㸳㸬ྡࠕ࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕモಟ㣭ࠖ㛵ࡿࡍ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟࠼⤊ࢆ㸪ห⾜ࠋࡿࡍ 
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 ホ౯ࡢ࣮ࢱࣥࢭ࣭ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉྛ

 

 

ᑐ↷ゝㄒᏛࡢほⅬࡽぢࡓ᪥ᮏㄒࡢ㡢ኌᩥἲ 

 㸸❑ⷵ ᬕኵ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

᪥ᮏㄒࡣ✲◊ࡢ᪥ᮏᅜෆ㛗࠸ఏ⤫ඃࡓࢀᡂᯝࢆ᭷୍ࡿ࠸࡚ࡋ᪉࡛㸪ࡢゝㄒ┦ᑐࡿࡏࡉດຊࡀ༑ศ࡛ࡃ࡞ࡣ㸪

(i)ୡ⏺ㅖゝㄒࡢ୰࡛᪥ᮏㄒ࡞࠺ࡼࡢࡀゝㄒ࡛ࡢࡿ࠶㸪(ii)୍⯡ゝㄒᏛ࣭ゝㄒ㢮ᆺㄽࡢどⅬࡽぢࡿ㸪᪥ᮏㄒࡢศ

ᯒ࡞࠺ࡼࡢ▱ぢࡀᚓࡢࡿࢀࡽ㸪(iii)᪥ᮏㄒࡀ✲◊ࡢୡ⏺ㅖゝㄒ୍ࡸ✲◊ࡢ⯡ゝㄒᏛ࣭ゝㄒ㢮ᆺㄽ࠺ࡼࡢ㈉

⏺ୡࡀ✲◊ࡢ㸪᪥ᮏㄒࡣࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồ✲◊᪥ᮏㄒࡢ௦⌧ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣࡓࢀࡉࡽ᫂༑ศࡔࡲ࠸㸪ࡢࡿࡍ⫣

ㅖゝㄒࡢ◊✲㸪୍ࡅࢃࡾ⯡ゝㄒᏛࡸゝㄒ㢮ᆺㄽ◊✲࠺ࡼࡢ㈉⊩࡛ࠕ࠺࠸ࡢࡿࡁෆࡽእࢆぢࠖࡿどⅬ㸪୍

⯡ゝㄒᏛࡸゝㄒ㢮ᆺㄽ◊✲ࡀ᪥ᮏㄒࡢศᯒ࡞࠺ࡼࡢ▱ぢࠕ࠺࠸ࡍࡽࡓࡶࢆእࡽෆࢆぢࠖࡿどⅬ࡛ࠋࡿ࠶ 

ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡢࡇ୧どⅬࡽ᪥ᮏㄒࡢゝㄒᐇࢆศᯒࡾࡼࡇࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒ㸦ㅖ᪉ゝࡴྵࢆ㸧ࢆୡ⏺ࡢㅖゝㄒ

㡢ࡢ᪥ᮏㄒࠋࡿࡍⓗ┠ࡿࡓࢆࡇࡿᅗࢆᅜ㝿ࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡾࡼࢀࡑ㸪ࡋࡽ᫂ࢆ㉁≉ࡢ᪥ᮏㄒ࡚ࡏࡉ↷ᑐ

ኌ࣭㡢㡩㸪ㄒᙡ࣭ᙧែ㸪ᩥἲ㸪ពࡢᵓ㐀ࢆ㸪ゝㄒ⋓ᚓ㸦➨୍ゝㄒ⋓ᚓ㸪➨ゝㄒ⩦ᚓ㸧ࡾࡼࡶࡣ㸪ゝㄒ㛵ಀࡿࡍ

ࡇࡿࡍศᯒࡽほⅬࡢ㸪ᑐ↷ゝㄒᏛ࣭ゝㄒ㢮ᆺㄽ࡚ࢀධど㔝ࡶࢆ᥋Ⅼ࣭㐃ᦠࡢᏛၥศ㔝㸦ᚰ⌮Ꮫ㸪ㄆ▱⛉Ꮫ㸧ࡢ

ࡌ㏻ࢆ✲◊↷ᑐ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࡍࡽ᫂ࢆ㐪Ⅼ㸦ಶูᛶ࣭ከᵝᛶ㸧┦㢮ఝᛶ㸦ᬑ㐢ᛶ㸧ࡿࢀࡽぢ㸪ㅖゝㄒ㛫ࡾࡼ

࡚ᚓࡓࢀࡽ◊✲ᡂᯝࢆᅜෆእ࡚ࡅྥⓎಙࠋࡿࡍ 

ୖグࡢ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㡢ኌ࣭㡢㡩≉ᚩࢆศᯒࡿࡍ㡢ኌ◊✲⌜㸪ᙧែ࣭ᩥἲ࣭ពᵓ㐀ࢆศ

ᯒᩥࡿࡍἲ◊✲⌜ࡢ㸰ࡢࡘ◊✲⌜㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ㸧ࠋࡿࡍ⧊⤌ࢆ㡢ኌ◊✲⌜ࠕࡣㄒࢹࢯࣟࣉࡢᩥ࣮ࢹࢯࣟࣉࡢ

⌧⾲モಟ㣭ྡࠕࡣ⌜✲◊㸪ᩥἲ࣐࣮ࢸࢆ࣮ࠖ ⌧⾲࡚ࡓࡾࠕࠖ ࠋࡿࡵ㐍ࢆ✲◊࣐࣮ࢸࢆࡘ㸱ࡢពᵓ㐀ࠖࡢモືࠕࠖ

ࢪ㸪ࡸ⾜หࡢ㸪ㄽᩥ㞟㸦ⱥᩥ㸪ᩥ㸧㍈ࢆ⮴㛤ദ࣭ㄏࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿✲◊ᅜ㝿ඹྠࡢ⪅✲◊ࡢᾏእࡶ

 ࠋࡍᣦ┠ࢆ⾜หࡢゝㄒᆅᅗ㸦㟁Ꮚ፹య㸧ࡿࡍどྍࢆྠ␗ࡢᵓ㐀ࡢㅖゝㄒࡿࡍ୰ᚰࢆ

ᖹᡂ 28ᖺᗘ㸦◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉጞື㸧 

㸯㸬᪥ⱥㄒࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ HPࢆ㛤タࡋ㸪௨ᚋ㸪㝶᭦᪂ࠋࡿࡍ 

㸰㸬ⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PD ◊ู≉᪥ᮏᏛ⾡⯆እᅜேࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ㸪◊✲ᣦᑟࡋ⏝ィ㸰ྡ㞠ྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇ

✲ဨ(PD)㸰ྡᑐ࡚ࡋ◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸱㸬ᅜෆእࡢせ◊✲⪅ࡽᡂࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡿタ⨨ࡋ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㐠ႠࡸᡂᯝⓎಙ࡚࠸ࡘ㝶ࣂࢻ

 ࠋࡿࡵồࢆࢫ

㸲㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸳㸬NINJALᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th Japanese Korean Linguistics Conference(JK 24)㸦10᭶ 14㹼16᪥㸧࢜

㸦12࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ ᭶ 17㹼18 ᪥㸧ࡢ㸰ࢆࡘ㛤ദࡢࡑࡓࡲࠋࡿࡍᡂᯝࡵࡲࡾྲྀࡢ㸦ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟㸧╔ᡭ

 ࠋࡿࡍ

㸴㸬୍࣐࣮ࢸࢆ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜⯡♫ྥࡢࡅ NINJALࢆ࣒࣮࢛ࣛࣇ㛤ദࡿࡍ㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 21᪥㸧ࠋ 

Ⅵ 外部評価報告書 181
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸯㸬 ᑐ↷ゝㄒᏛ◊✲ࢆ᥎㐍ࡵࡓࡿࡍ㸪බ㛤◊✲Ⓨ⾲ྜࢆィ 7ᅇ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸵᭶㸷᪥㸪㸷᭶ 16᪥㸪11᭶ 19᪥㸪12᭶

㸲᪥㸪12᭶ 9-10᪥㸪ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶ 8-9᪥㸪㸱᭶ 11᪥㸧㛤ദࡋ㸪ྜ࡛ࡲࢀࡇィ 363ேࡀཧຍࡓࡋ㸦ࡕ࠺እᅜே◊

✲⪅ 9ே㸪Ꮫ㝔⏕ࡴྵࢆᏛ⏕ 60ேࠋణࡋ㸪12᭶㸲᪥ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ㝖ࡃ㸧ࠋⓎ⾲ᩘྜࡣィ ࠺㸦ࡓࡗ࠶࡛௳43

㸪ᖹᡂࡓࡲࠋⓎ⾲㸯௳㸧ࡢ⪅㢌ⴭ➹ࡀ⏕Ꮫࡕ 29ᖺ㸰᭶ 18-19᪥ࡣ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸱⌜ࡢࡘ㸰ࡢࡘබເᆺඹྠ◊

㸪107ࡋ㛤ദࢆⓎ⾲(Prosody and Grammar Festa)✲◊ྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲ ேࡢཧຍ⪅ࢆᚓࡓ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲

⪅ 5ே㸪Ꮫ⏕ࡴྵࢆᏛ⏕ 18ே㸧ࠋ 

㸰㸬 NINJALᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸰௳㛤ദࡎࡲࠋࡓࡋ The 24th Japanese/Korean Linguistics 

Conference (JK 24)ࢆ᠕⩏ሿᏛゝㄒᩥ◊✲ᡤඹദ࡛ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥ㄏ⮴㛤ദࡓࡋ(Ⓨ⾲௳ᩘ 98

௳㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ ࡣᩘ⪅ཧຍࠋ(௳31 193ே㸦␗ࡕ࠺ࠋᩘࡾ࡞ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 46ே㸪Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 52

ே㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ḟ⤫ㄒ࣭ពゎᯒࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ(Mimetics in 

Japanese and Other Languages of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㛤ദࡓࡋ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕

Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10 ࡣᩘ⪅ཧຍࠋ(௳ 127 ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 26 ே㸪Ꮫ⏕ 52 ே㸧࡛ࡽࡉࠋࡓࡗ࠶㸪ࢺ࣐ࣀ࢜

࡚ࡏࢃྜ㛤ദࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥୍

⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

㸱㸬 ◊✲ᡂᯝ࡚ࡋ Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and Mark 

Irwin eds.)ࢆ John Benjamins 㸦ᖹᡂࡓࡋ∧ฟࡽ♫ 28ᖺ 6᭶㸧ࡓࡲࠋ The Phonetics and Phonology of Geminate 

Consonants (Haruo Kubozono, ed., Oxford University Press)ࡢ⦅㞟సᴗࢆࡋᖹᡂ 28 ᖺ 6 ᭶ධ✏ࡓࡋ㸦ᖹ

ᡂ 29 ᖺ㸲᭶ 27 ᪥ห⾜㸧ࠋTonal Change and Neutralization  Mouton Handbook of Contrastive Linguistics 

㸦Mouton♫㸧ࡣ࡚࠸ࡘ⦅㞟సᴗࡢࡇࠋࡓࡋ⥆⥅ࢆ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయ࡛ㄽᩥ 76௳㸪ᅗ᭩ 5㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸱

 ࠋᡂᯝ୍ぴࠖཧ↷㸧✲◊ࠕ㸦ࡓࡋ⾜බ㛤࣭หࢆ௳

㸲㸬 ၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ 㸦࠘ᒾἼ᭩ᗑ㸧ࡢ⦅㞟సᴗࢆࡋᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ධ✏ࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ

ㄽᩥ㞟✲◊ࡢⱥᩥࡓࡲ Proceedings of JK 24 㸦CSLI ♫㸧ࡢ⦅㞟ࢆ㐍ࡵ㸪࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ⱥᩥㄽᩥ㞟ࡢ‽ഛࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ  

㸳㸬㐃⃮ಁࡸ㡢㸦㔜Ꮚ㡢㸧㛵ࡿࡍඹྠ◊✲ࡢᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟㸦ᑓ㛛᭩㸧ࡵࡲ㸪ᅜ㝿ⓗ࡞ฟ∧♫ࡽห⾜ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

᪥ᮏࢆ✲◊ࡢᗈࡃᾏእⓎಙࡿࡍព⩏ࡣ୍ࡢࡑࠋ࠸ࡁ᪉࡛㸪◊✲ᡂᯝࢆ᪥ᮏㄒࡢၨⵚ᭩ࡵࡲᅜⓗ࡞ฟ∧♫ࡽ

ห⾜ࡿࡍព⩏ࡶᑠࠋ࠸࡞ࡃࡉ 

㸴. ࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡᑐᛂࡓࡋ᪥ᮏㄒᏛࡢᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࢆศᯒࣥࢫࢵࣞࡿࡍ 㸦࠘㔝⏣ᑦྐ࣭㔝⏣⨾ඹⴭ㸪ಟ

㤋᭩ᗑ㸧ࢆᡂࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ห⾜㸧ࠋ 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸵.  ඹྠ◊✲ဨ 82 ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ே㸧ࡿࡼඹྠ◊✲యไࠋࡓ࠼ᩚࢆඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ

5㸬㡢ኌ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ 1 2019ᖺࠝ❑ⷵࠞ 

6㸬ᩥἲ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ 1 2020ᖺࠝ㔝⏣ࠞ 
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㸴㸬ᘬࡁ⥆ࡁゝㄒᆅᅗࡢసᡂࠋ࠺⾜ࢆ 

㸵㸬㡢ኌ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ࢆฟ∧ࡿࡍ㸦1┠㸧 

㸶㸬ᩥἲ㛵ಀࡢၨⵚ᭩╔ᡭࡿࡍ㸦㸰┠㸧ࠋ 

㸷㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 32ᖺᗘ㸦◊✲ᡂᯝࡵࡲࡾࡢ㸧 

㸯㸬ᘬࡁ⥆ࡁⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PDྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇィ㸰ྡ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸᡂᯝྲྀࡢࡵࡓࡢࡵࡲࡾ◊✲Ⓨ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬๓ᖺᗘ㛤ദ࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕࡓࡋ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࢆ◊✲ㄽᩥ㞟ࡿࡵࡲࡾྲྀ࡚ࡋ㸦බหࡣ㸯㹼

2ᖺᚋ㸧ࠋ 

㸲㸬ゝㄒᆅᅗࠋ࠺⾜ࢆࡵࡲࡾྲྀࡢ 

㸳㸬ᩥἲ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ࢆฟ∧ࡿࡍ㸦㸰┠㸧 

㸴㸬Ꮫ㝔⏕ྥࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡢࡅ㸦➨㸱ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸵㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 33ᖺᗘ㸦◊✲ᡂᯝࡢබห㸧 

㸯㸬ᘬࡁ⥆ࡁⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PDྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇィ㸰ྡ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸰㸬୍⯡♫ྥࡢࡅ NINJAL࣒࣮࢛ࣛࣇ㸦➨㸰ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬ືࠕモࡢពᵓ㐀ࠖ㛵ࡿࡍ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟࠼⤊ࢆ㸪ห⾜ࠋࡿࡍ 

㸲㸬ゝㄒᆅᅗࢆබห㸦බ㛤㸧ࠋࡿࡍ 

㸳㸬Ꮫ㝔⏕ྥࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡢࡅ㸦➨㸲ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸴㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

 

࠙3ᖺ┠ࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀ࠝࠚ⦅⪅ࠞ 

1㸬Sequential Voicing in Japanese Compounds (John Benjamins). 2016 ᖺࠝࠞࢫࣥࣂ 

2㸬ࠗࢫࣃ࣮ࢥ◊✲ධ㛛࠘㸦ಟ㤋㸧. 2016ᖺ.ࠝࠞࢩࢹࣝࣃ 

3㸬Mouton Handbook of Contrastive Linguistics (De Gruyter Mouton). 2017 ᖺ. ࠝࠞࢩࢹࣝࣃ 

4㸬The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University Press). 2017 ᖺࠝ❑ⷵࠞ 

5㸬Tonal Change and Neutralization (De Gruyter Mouton). 2017ᖺ.ࠝ❑ⷵࠞ 

6㸬Proceedings of the 24th Japanese Korean Linguistics Conference (CSLI). 2018 ᖺࠝ⯪㉺࣭❑ⷵࠞ 

7㸬࣌ࢺ࣐ࣀ࢜㛵ࡿࡍၨⵚ᭩㸦NINJALࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇᡂᯝࠋᅜෆฟ∧♫㸧2018ᖺࠝ❑ⷵࠞ 

 

࠙5ᖺ┠ࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀ୖࠚグຍ࠼ḟࢆࡢࡶࡢห⾜ࡿࡍ 

1㸬࣌ࢺ࣐ࣀ࢜㛵ࡿࡍⱥᩥㄽᩥ㞟㸦ᾏእฟ∧♫㸧2019ᖺࠝࠞࢩࢹࣝࣃ 

2㸬ࠗ᪥ᮏㄒㅖゝㄒ࡚ࡓࡾࡢ⾲⌧㸦௬㢟㸧࠘ᅜෆฟ∧♫㸪2019ᖺࠝ㔝⏣ࠞ 

3㸬࣮ࢹࢯࣟࣉ㛵ಀࡢⱥᩥㄽᩥ㞟㸪2019ᖺࠝ❑ⷵࠞ 

4㸬ྡモಟ㣭㛵ಀࡢⱥᩥㄽᩥ㞟㸪2019ᖺࠝࠞࢩࢹࣝࣃ 
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸯㸬 ᑐ↷ゝㄒᏛ◊✲ࢆ᥎㐍ࡵࡓࡿࡍ㸪බ㛤◊✲Ⓨ⾲ྜࢆィ 7ᅇ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸵᭶㸷᪥㸪㸷᭶ 16᪥㸪11᭶ 19᪥㸪12᭶

㸲᪥㸪12᭶ 9-10᪥㸪ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶ 8-9᪥㸪㸱᭶ 11᪥㸧㛤ദࡋ㸪ྜ࡛ࡲࢀࡇィ 363ேࡀཧຍࡓࡋ㸦ࡕ࠺እᅜே◊

✲⪅ 9ே㸪Ꮫ㝔⏕ࡴྵࢆᏛ⏕ 60ேࠋణࡋ㸪12᭶㸲᪥ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ㝖ࡃ㸧ࠋⓎ⾲ᩘྜࡣィ ࠺㸦ࡓࡗ࠶࡛௳43

㸪ᖹᡂࡓࡲࠋⓎ⾲㸯௳㸧ࡢ⪅㢌ⴭ➹ࡀ⏕Ꮫࡕ 29ᖺ㸰᭶ 18-19᪥ࡣ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸱⌜ࡢࡘ㸰ࡢࡘබເᆺඹྠ◊

㸪107ࡋ㛤ദࢆⓎ⾲(Prosody and Grammar Festa)✲◊ྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲ ேࡢཧຍ⪅ࢆᚓࡓ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲

⪅ 5ே㸪Ꮫ⏕ࡴྵࢆᏛ⏕ 18ே㸧ࠋ 

㸰㸬 NINJALᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸰௳㛤ദࡎࡲࠋࡓࡋ The 24th Japanese/Korean Linguistics 

Conference (JK 24)ࢆ᠕⩏ሿᏛゝㄒᩥ◊✲ᡤඹദ࡛ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥ㄏ⮴㛤ദࡓࡋ(Ⓨ⾲௳ᩘ 98

௳㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ ࡣᩘ⪅ཧຍࠋ(௳31 193ே㸦␗ࡕ࠺ࠋᩘࡾ࡞ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 46ே㸪Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 52

ே㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ḟ⤫ㄒ࣭ពゎᯒࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ(Mimetics in 

Japanese and Other Languages of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㛤ദࡓࡋ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕

Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10 ࡣᩘ⪅ཧຍࠋ(௳ 127 ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 26 ே㸪Ꮫ⏕ 52 ே㸧࡛ࡽࡉࠋࡓࡗ࠶㸪ࢺ࣐ࣀ࢜

࡚ࡏࢃྜ㛤ദࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥୍

⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

㸱㸬 ◊✲ᡂᯝ࡚ࡋ Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and Mark 

Irwin eds.)ࢆ John Benjamins 㸦ᖹᡂࡓࡋ∧ฟࡽ♫ 28ᖺ 6᭶㸧ࡓࡲࠋ The Phonetics and Phonology of Geminate 

Consonants (Haruo Kubozono, ed., Oxford University Press)ࡢ⦅㞟సᴗࢆࡋᖹᡂ 28 ᖺ 6 ᭶ධ✏ࡓࡋ㸦ᖹ

ᡂ 29 ᖺ㸲᭶ 27 ᪥ห⾜㸧ࠋTonal Change and Neutralization  Mouton Handbook of Contrastive Linguistics 

㸦Mouton♫㸧ࡣ࡚࠸ࡘ⦅㞟సᴗࡢࡇࠋࡓࡋ⥆⥅ࢆ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయ࡛ㄽᩥ 76௳㸪ᅗ᭩ 5㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸱

 ࠋᡂᯝ୍ぴࠖཧ↷㸧✲◊ࠕ㸦ࡓࡋ⾜බ㛤࣭หࢆ௳

㸲㸬 ၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ 㸦࠘ᒾἼ᭩ᗑ㸧ࡢ⦅㞟సᴗࢆࡋᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ධ✏ࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ

ㄽᩥ㞟✲◊ࡢⱥᩥࡓࡲ Proceedings of JK 24 㸦CSLI ♫㸧ࡢ⦅㞟ࢆ㐍ࡵ㸪࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ⱥᩥㄽᩥ㞟ࡢ‽ഛࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ  

㸳㸬㐃⃮ಁࡸ㡢㸦㔜Ꮚ㡢㸧㛵ࡿࡍඹྠ◊✲ࡢᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟㸦ᑓ㛛᭩㸧ࡵࡲ㸪ᅜ㝿ⓗ࡞ฟ∧♫ࡽห⾜ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

᪥ᮏࢆ✲◊ࡢᗈࡃᾏእⓎಙࡿࡍព⩏ࡣ୍ࡢࡑࠋ࠸ࡁ᪉࡛㸪◊✲ᡂᯝࢆ᪥ᮏㄒࡢၨⵚ᭩ࡵࡲᅜⓗ࡞ฟ∧♫ࡽ

ห⾜ࡿࡍព⩏ࡶᑠࠋ࠸࡞ࡃࡉ 

㸴. ࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡᑐᛂࡓࡋ᪥ᮏㄒᏛࡢᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࢆศᯒࣥࢫࢵࣞࡿࡍ 㸦࠘㔝⏣ᑦྐ࣭㔝⏣⨾ඹⴭ㸪ಟ

㤋᭩ᗑ㸧ࢆᡂࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ห⾜㸧ࠋ 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸵.  ඹྠ◊✲ဨ 82 ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ே㸧ࡿࡼඹྠ◊✲యไࠋࡓ࠼ᩚࢆඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ

5㸬㡢ኌ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ 1 2019ᖺࠝ❑ⷵࠞ 

6㸬ᩥἲ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ 1 2020ᖺࠝ㔝⏣ࠞ 
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㸴㸬ᘬࡁ⥆ࡁゝㄒᆅᅗࡢసᡂࠋ࠺⾜ࢆ 

㸵㸬㡢ኌ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ࢆฟ∧ࡿࡍ㸦1┠㸧 

㸶㸬ᩥἲ㛵ಀࡢၨⵚ᭩╔ᡭࡿࡍ㸦㸰┠㸧ࠋ 

㸷㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 32ᖺᗘ㸦◊✲ᡂᯝࡵࡲࡾࡢ㸧 

㸯㸬ᘬࡁ⥆ࡁⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PDྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇィ㸰ྡ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࡈ࣐࣮ࢸᡂᯝྲྀࡢࡵࡓࡢࡵࡲࡾ◊✲Ⓨ⾲ᡴྜࡏ㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬๓ᖺᗘ㛤ദ࣮ࠖࢹࢯࣟࣉࠕࡓࡋ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࢆ◊✲ㄽᩥ㞟ࡿࡵࡲࡾྲྀ࡚ࡋ㸦බหࡣ㸯㹼

2ᖺᚋ㸧ࠋ 

㸲㸬ゝㄒᆅᅗࠋ࠺⾜ࢆࡵࡲࡾྲྀࡢ 

㸳㸬ᩥἲ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ࢆฟ∧ࡿࡍ㸦㸰┠㸧 

㸴㸬Ꮫ㝔⏕ྥࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡢࡅ㸦➨㸱ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸵㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

ᖹᡂ 33ᖺᗘ㸦◊✲ᡂᯝࡢබห㸧 

㸯㸬ᘬࡁ⥆ࡁⱝᡭ◊✲⪅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ PDྜ࡚ࡋ࣮࢙ࣟࣇィ㸰ྡ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸰㸬୍⯡♫ྥࡢࡅ NINJAL࣒࣮࢛ࣛࣇ㸦➨㸰ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸱㸬ືࠕモࡢពᵓ㐀ࠖ㛵ࡿࡍ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟࠼⤊ࢆ㸪ห⾜ࠋࡿࡍ 

㸲㸬ゝㄒᆅᅗࢆබห㸦බ㛤㸧ࠋࡿࡍ 

㸳㸬Ꮫ㝔⏕ྥࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡢࡅ㸦➨㸲ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

㸴㸬ᖺᗘᮎྠྜࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࡋ㸪ᐈဨᩍဨࡸඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡵྵࢆయࡢᡂᯝࢆඹ᭷ࡍ

 ࠋࡿ

 

࠙3ᖺ┠ࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀ࠝࠚ⦅⪅ࠞ 

1㸬Sequential Voicing in Japanese Compounds (John Benjamins). 2016 ᖺࠝࠞࢫࣥࣂ 

2㸬ࠗࢫࣃ࣮ࢥ◊✲ධ㛛࠘㸦ಟ㤋㸧. 2016ᖺ.ࠝࠞࢩࢹࣝࣃ 

3㸬Mouton Handbook of Contrastive Linguistics (De Gruyter Mouton). 2017 ᖺ. ࠝࠞࢩࢹࣝࣃ 

4㸬The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University Press). 2017 ᖺࠝ❑ⷵࠞ 

5㸬Tonal Change and Neutralization (De Gruyter Mouton). 2017ᖺ.ࠝ❑ⷵࠞ 

6㸬Proceedings of the 24th Japanese Korean Linguistics Conference (CSLI). 2018 ᖺࠝ⯪㉺࣭❑ⷵࠞ 

7㸬࣌ࢺ࣐ࣀ࢜㛵ࡿࡍၨⵚ᭩㸦NINJALࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇᡂᯝࠋᅜෆฟ∧♫㸧2018ᖺࠝ❑ⷵࠞ 

 

࠙5ᖺ┠ࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀ୖࠚグຍ࠼ḟࢆࡢࡶࡢห⾜ࡿࡍ 

1㸬࣌ࢺ࣐ࣀ࢜㛵ࡿࡍⱥᩥㄽᩥ㞟㸦ᾏእฟ∧♫㸧2019 ᖺࠝࠞࢩࢹࣝࣃ 

2㸬ࠗ᪥ᮏㄒㅖゝㄒ࡚ࡓࡾࡢ⾲⌧㸦௬㢟㸧࠘ᅜෆฟ∧♫㸪2019ᖺࠝ㔝⏣ࠞ 

3㸬࣮ࢹࢯࣟࣉ㛵ಀࡢⱥᩥㄽᩥ㞟㸪2019ᖺࠝ❑ⷵࠞ 

4㸬ྡモಟ㣭㛵ಀࡢⱥᩥㄽᩥ㞟㸪2019ᖺࠝࠞࢩࢹࣝࣃ 
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ᙜࠋࡓࡋ 

㸲㸬ࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡᑐᛂࡓࡋ᪥ᮏㄒᏛࡢᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࢆศᯒࣥࢫࢵࣞࡿࡍ 㸦࠘㔝⏣ᑦྐ࣭㔝⏣⨾ඹⴭ㸪ಟ

㤋᭩ᗑ㸧ࢆᡂࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ห⾜㸧ࠋ 

 

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸳. ⱝᡭ◊✲⪅ࢆ⫱ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ PD ✲◊ࡢἲᩥ㸪㡢ኌࡋ⏝㸳ே㞠ࢆ㸰ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ

Ꮫ⾡⯆㔜Ꮫ୕ࡣ࣮࢙ࣟࣇPD ࠋࡓࡋᡂ⫱ࢆ⪅ PDࢀࡒࢀࡑᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ࡢࡽ᥇⏝ࡀỴᐃࠋࡓࡋ 

㸴. ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦JK24㸧࡚࠸࠾ⱝᡭ◊✲⪅ 12 ே㸦ᅜෆ㸷ே㸪ᾏእ㸱ே㸧ᑐ࡚ࡋⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢ᪑㈝ᨭࡗ⾜ࢆ

⏕Ꮫ㝔ࡓࡋᕼᮃࢆ᪉ゝㄪᰝ᪑㈝ᨭࡓࡲࠋࡓ  ࠋࡓࡋᨭࢆ᪑㈝㸦ኍᒱ᪉ゝㄪᰝ㸪29ᖺ㸯᭶㸧࡚ࡋᑐ1ྡ

㸵㸬ᇸ⋢┴ࡢ㧗ᰯᩍဨࢆᑐ㇟ࡓࡋᩍဨ◊ಟࠕ࡚࠸࠾ゝⴥࢆᏛࠖࡇ࠺࠸ࡪ㢟ࡿࡍㅮ₇ࡓࡗ⾜ࢆ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 12

᭶ 20᪥㸪ᐑ୰ኸ㧗ᰯ㸧ࠋ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸯. ⏋ᓥ᪉ゝࡢಖᏑ࣭ㄪᰝᆅඖᕷẸࡢၨⵚ࡚࠸ࡘ㸪㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᕝෆᕷඹྠᴗࡢ༠㆟ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

㸰. ࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕ㨩ຊᛮ㆟ࠖ㢟ࡢࡅྥ⯡୍ࡿࡍㅮ₇ࢆ NINJAL࡚ࡋ࣒࣮࢛ࣛࣇ⏬࣭㛤ദࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1

᭶ 21᪥㸧ࠋཧຍ⪅ࡣ 372  ࠋࡓࡗ࠶࡛ྡ

㸱. ୖグࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇࡢᡂᯝࠖ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕࢆ㛵ࡿࡍၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ 㸦࠘ᒾἼ᭩ᗑ㸪ᒾἼ⛉Ꮫ࣮ࣛࣜࣛࣈ㸧

㸦ᖹᡂࡓࡋࢆ㸪⦅㞟సᴗࡋ❧࡚ࡋ 29ᖺ㸰᭶ධ✏㸪㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ 

㸲. ❧ᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋ᅜㄒ◊ࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪᪥ᮏㄒ㛵ࡿࡍㅮ₇ࠕ❧ᕝ̿ࠖࢃ࡚ࡓࠕࠖࢃࡕࡓࠕࡣ᪥

ᮏㄒࡢⓎ㡢̿ࢺࣥࢭࢡ 㸦ࠖᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 11᪥㸧ࢆ㛤ദࠋࡓࡋཧຍ⪅ࡣ 50ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸳. ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠㸦AJALT㸧ࡢ◊ಟ࡚࠸࠾㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟ࠕ᪂ㄒ࡚ࡋ࠺ࡇࡣసࠖࡿࢀࡽ㢟ࡿࡍㅮ₇ࢆ

㸦ᖹᡂࡓࡗ⾜ 28ᖺ㸴᭶ 23 ᪥㸧ࠋཧຍ⪅ࡣ⣙  ࠋࡓࡗ࠶50ྡ࡛

㸴. ᮾிゝㄒ◊✲ᡤタ❧ 50࿘ᖺ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸷᭶㸲᪥㸧࡚࠸࠾㸪୰㧗ࡢᩍᖌࡴྵࢆཧຍ⪅㸦⣙ 100ྡ㸧ᑐ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆㅮ₇ࡿࡍ㢟ㄢ㢟ࠖࡢ㡢㡩ㄽࠕ࡚ࡋ

㸵. ㄒᏛᩍ⫱◊✲ᡤࡢᖺḟࡢᑠ୰㧗ᩍဨࢆᑐ㇟ࠕ࡚࠸࠾࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡓࡋⱥㄒ᪥ᮏㄒࢺࣥࢭࢡࡢつ๎ࠖ㢟

㸦ᖹᡂࡓࡗ⾜ࢆㅮ₇ࡿࡍ 28ᖺ 11᭶ 20᪥㸧ࠋཧຍ⪅ࡣ  ࠋࡓࡗ࠶29ྡ࡛

㸶㸬ࡢࢺ࣐ࣀ࢜ᩍ⫱࣭◊✲㈨᳨ࡿࡍ⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸯. ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ ࣂࢻ࡚࠸ࡘᡂᯝⓎಙࡸ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ10ྡ

 ࠋࡓࡵồࢆࢫ

㸰. ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ 13ேࢆඹྠ◊✲ဨຍ࠼㸪᪥ᮏㄒࡢ㡢ኌᩥἲ㛵ࡿࡍඹྠ◊✲ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆᾏእࡢ◊✲

⪅㸰ேࢆእ᮶◊✲ဨཷ࡚ࡋධࢀ㸪ඹྠ◊✲ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㸱㸬⡿ᅜࣝࢿ࣮ࢥᏛゝㄒᏛ⛉㐃ᦠࡵࡓࡿࡍᏛ⾡ὶ༠ᐃࡢ‽ഛࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㸲㸬NINJAL ᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)ࢆ᠕⩏ሿᏛゝㄒᩥ

◊✲ᡤࡶㄏ⮴ࡋ㸪㸱᪥㛫㛤ദࡓࡋ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 14-16᪥㸧ࠋⓎ⾲௳ᩘࡣ 98௳㸦ࡕ࠺Ꮫ⏕ࡿࡼⓎ⾲ 31௳㸧㸪
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50㸦ࡕ࠺ᾏእࡢᏛ࣭◊✲ᡤࡣ 10㸧࡛ࠋࡿ࠶ 

㸶.  ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧ࢆ㸰ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸳ே㞠⏝ࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸯㸬᪥ⱥㄒࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ㛤タࡋ㸪◊✲⌜ࡈ㝶᭦᪂ࠋࡓࡋ 

㸰㸬ᾏእࡽᑓ㛛ᐙࢆᣍࡋ࠸㸪ྡモಟ㣭⾲⌧㛵ࡿࡍゝㄒᆅᅗసᡂୖࡢㅖၥ㢟᳨ࢆウࡋ㸪ィ⏬ࢆసᡂࠋࡓࡋ 

㸱㸬බ㛤◊✲ᡂᯝⓎ⾲ྜࢆィ 7ᅇ㛤ദࡋ㸪࡛ࡲࢀࡇᘏ 363ேࡀཧຍࡓࡋ㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅㸵ே㸪Ꮫ㝔⏕

⏕Ꮫࡴྵࢆ 60ே㸪ణࡋ 12᭶㸲᪥ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ㝖ࡃ㸧7ࠋᅇࡢෆヂࡣ㸪࣮ࢹࢯࣟࣉ⌜ 3ᅇ㸪ྡ モಟ㣭⾲⌧⌜㸱ᅇ㸪

 ࠋࡓࡋ㸰ᅇᐇࢆ㆟ࡏ㸪ᡴྜࡽࡉࡣ⌜࡚ࡓࡾࠋࡿ࠶㸯ᅇ࡛⌜⌧⾲࡚ࡓࡾ

㸲㸬ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయ㸦㡢ኌ◊✲⌜ᩥἲ◊✲⌜㸧බເᆺඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸦ࠕ᪥ᮏㄒࡽ⏕ᡂᩥἲ⌮ㄽࠕࠖㄒ

⏝ㄽⓗ᥎ㄽ㛵ࡿࡍẚ㍑ㄆ▱⚄⤒⛉Ꮫⓗ◊✲ 㸧ࠖྠྜࡢᡂᯝⓎ⾲࡚ࡋᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ 18-19᪥ Prosody and Grammar 

Festaࢆ㛤ദࡋ㸪ᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝ୍ࢆᇽⓎ⾲ࡓࡋ㸦ཧຍ⪅ྜィ 107ே㸪ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 5ே㸪Ꮫ㝔⏕ 16

ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 

㸳㸬BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࠕࢆ⤫ㄒ࣭ពゎᯒࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛㛤Ⓨࡋ㸪12

᭶ 12᪥බ㛤ࠋࡓࡋ 

㸴.ྡモಟ㣭⾲⌧㛵ࡿࡍⴭྡ࡞ᴗ⦼࡛ࡿ࠶ᑎᮧ⚽ኵ (1999)ࠗ ᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸯̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿࠘ࡢⱥㄒヂ࣭ࣈ࢙࢘බ

㛤సᴗࡢ‽ഛ㸦ⴭసᶒฎ⌮㸪⩻ヂ㸧ࠋࡓ࠼ᩚࢆ᮶ᖺᗘࣈ࢙࢘බ㛤ࡢணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

㸵㸬㮵ඣᓥ┴⏋ᓥ᪉ゝࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢺࣥࢭࢡࡢṇᘧබ㛤ࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶㸧ࠋ 

㸶㸬᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB 㸪༴ᶵࡿࡍⱥヂࢆⴭ㸦ᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸧ྡࡢ✲◊㸪᪥ᮏㄒࡿࡍ㛤Ⓨࢆ⬟⣴ᶵ᳨࣌ࢺ࣐ࣀ࢜

᪉ゝ㸦⏋ᓥ᪉ゝ㸧ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢺࣥࢭࢡࡢ㛤Ⓨ࣭බ㛤࠺࠸ࡿࡍඹྠ⏝㛵ࡿࢃάືࡣ᪥ᮏㄒ◊✲㈨ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀ⏝ࡿࡼ⪅✲◊᪥ᮏㄒࡢࡃ㸪ከࡾ࠶࡛

 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸷㸬ඹྠ◊✲ဨ 82 ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ே㸧ࡾࡼඹྠ◊✲యไࠋࡓ࠼ᩚࢆඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 50

㸦ࡕ࠺ᾏእࡢᏛ࣭◊✲ᡤࡣ 10㸧࡛ࠋࡿ࠶ 

㸯㸮㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㐠ႠᡂᯝⓎಙ࡚࠸ࡘຓゝࢆồࡵࡓࡿࡵ㸪ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ 10 ࣮ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆྡ

 ࠋࡓࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣎

㸯㸯㸬⡿ᅜࣝࢿ࣮ࢥᏛゝㄒᏛ⛉Ꮫ⾡ὶ༠ᐃࡓࡅྥ΅ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸯. Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ேࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋཧ⏬ࠋࡓࡏࡉ 

㸰. ྜィ 46 㸦◊✲ᡂᯝⓎ⾲ࡓࡋᥦ౪ࢆᶵࡢ⾲Ⓨ⏕Ꮫ㝔ࡢྡ 5 ྡ㸪ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 41 ྡ㸧ࡣࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࠋ

ᖺᗘࡾᙜ࡚ࡃ࡞ࡀ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢᢸᙜࠋࡓࡗ࡞ 

㸱㸬ᅜෆࡢ㸲ࡢࡘᏛ㝔㸦༡ᒣᏛ㸪᪩✄⏣Ꮫ㸪㜰ᗓ❧Ꮫ㸪㤳㒔Ꮫᮾி㸧࡚࠸࠾᪥ᮏㄒᏛ࣭ゝㄒᏛࡢᤵᴗࢆᢸ

184 Ⅵ 外部評価報告書
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ᙜࠋࡓࡋ 

㸲㸬ࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡᑐᛂࡓࡋ᪥ᮏㄒᏛࡢᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࢆศᯒࣥࢫࢵࣞࡿࡍ 㸦࠘㔝⏣ᑦྐ࣭㔝⏣⨾ඹⴭ㸪ಟ

㤋᭩ᗑ㸧ࢆᡂࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ห⾜㸧ࠋ 

 

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸳. ⱝᡭ◊✲⪅ࢆ⫱ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ PD ✲◊ࡢἲᩥ㸪㡢ኌࡋ⏝㸳ே㞠ࢆ㸰ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ

Ꮫ⾡⯆㔜Ꮫ୕ࡣ࣮࢙ࣟࣇPD ࠋࡓࡋᡂ⫱ࢆ⪅ PDࢀࡒࢀࡑᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ࡢࡽ᥇⏝ࡀỴᐃࠋࡓࡋ 

㸴. ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦JK24㸧࡚࠸࠾ⱝᡭ◊✲⪅ 12 ே㸦ᅜෆ㸷ே㸪ᾏእ㸱ே㸧ᑐ࡚ࡋⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢ᪑㈝ᨭࡗ⾜ࢆ

⏕Ꮫ㝔ࡓࡋᕼᮃࢆ᪉ゝㄪᰝ᪑㈝ᨭࡓࡲࠋࡓ  ࠋࡓࡋᨭࢆ᪑㈝㸦ኍᒱ᪉ゝㄪᰝ㸪29ᖺ㸯᭶㸧࡚ࡋᑐ1ྡ

㸵㸬ᇸ⋢┴ࡢ㧗ᰯᩍဨࢆᑐ㇟ࡓࡋᩍဨ◊ಟࠕ࡚࠸࠾ゝⴥࢆᏛࠖࡇ࠺࠸ࡪ㢟ࡿࡍㅮ₇ࡓࡗ⾜ࢆ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 12

᭶ 20᪥㸪ᐑ୰ኸ㧗ᰯ㸧ࠋ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸯. ⏋ᓥ᪉ゝࡢಖᏑ࣭ㄪᰝᆅඖᕷẸࡢၨⵚ࡚࠸ࡘ㸪㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᕝෆᕷඹྠᴗࡢ༠㆟ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

㸰. ࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕ㨩ຊᛮ㆟ࠖ㢟ࡢࡅྥ⯡୍ࡿࡍㅮ₇ࢆ NINJAL࡚ࡋ࣒࣮࢛ࣛࣇ⏬࣭㛤ദࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1

᭶ 21᪥㸧ࠋཧຍ⪅ࡣ 372  ࠋࡓࡗ࠶࡛ྡ

㸱. ୖグࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇࡢᡂᯝࠖ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕࢆ㛵ࡿࡍၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ 㸦࠘ᒾἼ᭩ᗑ㸪ᒾἼ⛉Ꮫ࣮ࣛࣜࣛࣈ㸧

㸦ᖹᡂࡓࡋࢆ㸪⦅㞟సᴗࡋ❧࡚ࡋ 29ᖺ㸰᭶ධ✏㸪㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ 

㸲. ❧ᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋ᅜㄒ◊ࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪᪥ᮏㄒ㛵ࡿࡍㅮ₇ࠕ❧ᕝ̿ࠖࢃ࡚ࡓࠕࠖࢃࡕࡓࠕࡣ᪥

ᮏㄒࡢⓎ㡢̿ࢺࣥࢭࢡ 㸦ࠖᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 11᪥㸧ࢆ㛤ദࠋࡓࡋཧຍ⪅ࡣ 50ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸳. ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠㸦AJALT㸧ࡢ◊ಟ࡚࠸࠾㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟ࠕ᪂ㄒ࡚ࡋ࠺ࡇࡣసࠖࡿࢀࡽ㢟ࡿࡍㅮ₇ࢆ

㸦ᖹᡂࡓࡗ⾜ 28ᖺ㸴᭶ 23᪥㸧ࠋཧຍ⪅ࡣ⣙  ࠋࡓࡗ࠶50ྡ࡛

㸴. ᮾிゝㄒ◊✲ᡤタ❧ 50࿘ᖺ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸷᭶㸲᪥㸧࡚࠸࠾㸪୰㧗ࡢᩍᖌࡴྵࢆཧຍ⪅㸦⣙ 100ྡ㸧ᑐ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆㅮ₇ࡿࡍ㢟ㄢ㢟ࠖࡢ㡢㡩ㄽࠕ࡚ࡋ

㸵. ㄒᏛᩍ⫱◊✲ᡤࡢᖺḟࡢᑠ୰㧗ᩍဨࢆᑐ㇟ࠕ࡚࠸࠾࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡓࡋⱥㄒ᪥ᮏㄒࢺࣥࢭࢡࡢつ๎ࠖ㢟

㸦ᖹᡂࡓࡗ⾜ࢆㅮ₇ࡿࡍ 28ᖺ 11᭶ 20᪥㸧ࠋཧຍ⪅ࡣ  ࠋࡓࡗ࠶29ྡ࡛

㸶㸬ࡢࢺ࣐ࣀ࢜ᩍ⫱࣭◊✲㈨᳨ࡿࡍ⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸯. ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ ࣂࢻ࡚࠸ࡘᡂᯝⓎಙࡸ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ10ྡ

 ࠋࡓࡵồࢆࢫ

㸰. ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ 13ேࢆඹྠ◊✲ဨຍ࠼㸪᪥ᮏㄒࡢ㡢ኌᩥἲ㛵ࡿࡍඹྠ◊✲ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆᾏእࡢ◊✲

⪅㸰ேࢆእ᮶◊✲ဨཷ࡚ࡋධࢀ㸪ඹྠ◊✲ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㸱㸬⡿ᅜࣝࢿ࣮ࢥᏛゝㄒᏛ⛉㐃ᦠࡵࡓࡿࡍᏛ⾡ὶ༠ᐃࡢ‽ഛࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㸲㸬NINJAL ᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)ࢆ᠕⩏ሿᏛゝㄒᩥ

◊✲ᡤࡶㄏ⮴ࡋ㸪㸱᪥㛫㛤ദࡓࡋ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 14-16᪥㸧ࠋⓎ⾲௳ᩘࡣ 98௳㸦ࡕ࠺Ꮫ⏕ࡿࡼⓎ⾲ 31௳㸧㸪
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50㸦ࡕ࠺ᾏእࡢᏛ࣭◊✲ᡤࡣ 10㸧࡛ࠋࡿ࠶ 

㸶.  ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧ࢆ㸰ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸳ே㞠⏝ࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸯㸬᪥ⱥㄒࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ㛤タࡋ㸪◊✲⌜ࡈ㝶᭦᪂ࠋࡓࡋ 

㸰㸬ᾏእࡽᑓ㛛ᐙࢆᣍࡋ࠸㸪ྡモಟ㣭⾲⌧㛵ࡿࡍゝㄒᆅᅗసᡂୖࡢㅖၥ㢟᳨ࢆウࡋ㸪ィ⏬ࢆసᡂࠋࡓࡋ 

㸱㸬බ㛤◊✲ᡂᯝⓎ⾲ྜࢆィ 7ᅇ㛤ദࡋ㸪࡛ࡲࢀࡇᘏ 363ேࡀཧຍࡓࡋ㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅㸵ே㸪Ꮫ㝔⏕

⏕Ꮫࡴྵࢆ 60ே㸪ణࡋ 12 ᭶㸲᪥ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ㝖ࡃ㸧7ࠋᅇࡢෆヂࡣ㸪࣮ࢹࢯࣟࣉ⌜ 3ᅇ㸪ྡ モಟ㣭⾲⌧⌜㸱ᅇ㸪

 ࠋࡓࡋ㸰ᅇᐇࢆ㆟ࡏ㸪ᡴྜࡽࡉࡣ⌜࡚ࡓࡾࠋࡿ࠶㸯ᅇ࡛⌜⌧⾲࡚ࡓࡾ

㸲㸬ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయ㸦㡢ኌ◊✲⌜ᩥἲ◊✲⌜㸧බເᆺඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸦ࠕ᪥ᮏㄒࡽ⏕ᡂᩥἲ⌮ㄽࠕࠖㄒ

⏝ㄽⓗ᥎ㄽ㛵ࡿࡍẚ㍑ㄆ▱⚄⤒⛉Ꮫⓗ◊✲ 㸧ࠖྠྜࡢᡂᯝⓎ⾲࡚ࡋᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ 18-19᪥ Prosody and Grammar 

Festaࢆ㛤ദࡋ㸪ᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝ୍ࢆᇽⓎ⾲ࡓࡋ㸦ཧຍ⪅ྜィ 107ே㸪ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 5ே㸪Ꮫ㝔⏕ 16

ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 

㸳㸬BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࠕࢆ⤫ㄒ࣭ពゎᯒࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛㛤Ⓨࡋ㸪12

᭶ 12᪥බ㛤ࠋࡓࡋ 

㸴.ྡモಟ㣭⾲⌧㛵ࡿࡍⴭྡ࡞ᴗ⦼࡛ࡿ࠶ᑎᮧ⚽ኵ (1999)ࠗ ᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸯̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿࠘ࡢⱥㄒヂ࣭ࣈ࢙࢘බ

㛤సᴗࡢ‽ഛ㸦ⴭసᶒฎ⌮㸪⩻ヂ㸧ࠋࡓ࠼ᩚࢆ᮶ᖺᗘࣈ࢙࢘බ㛤ࡢணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

㸵㸬㮵ඣᓥ┴⏋ᓥ᪉ゝࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢺࣥࢭࢡࡢṇᘧබ㛤ࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶㸧ࠋ 

㸶㸬᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB 㸪༴ᶵࡿࡍⱥヂࢆⴭ㸦ᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸧ྡࡢ✲◊㸪᪥ᮏㄒࡿࡍ㛤Ⓨࢆ⬟⣴ᶵ᳨࣌ࢺ࣐ࣀ࢜

᪉ゝ㸦⏋ᓥ᪉ゝ㸧ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢺࣥࢭࢡࡢ㛤Ⓨ࣭බ㛤࠺࠸ࡿࡍඹྠ⏝㛵ࡿࢃάືࡣ᪥ᮏㄒ◊✲㈨ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀ⏝ࡿࡼ⪅✲◊᪥ᮏㄒࡢࡃ㸪ከࡾ࠶࡛

 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸷㸬ඹྠ◊✲ဨ 82 ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ே㸧ࡾࡼඹྠ◊✲యไࠋࡓ࠼ᩚࢆඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 50

㸦ࡕ࠺ᾏእࡢᏛ࣭◊✲ᡤࡣ 10㸧࡛ࠋࡿ࠶ 

㸯㸮㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㐠ႠᡂᯝⓎಙ࡚࠸ࡘຓゝࢆồࡵࡓࡿࡵ㸪ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ 10 ࣮ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆྡ

 ࠋࡓࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣎

㸯㸯㸬⡿ᅜࣝࢿ࣮ࢥᏛゝㄒᏛ⛉Ꮫ⾡ὶ༠ᐃࡓࡅྥ΅ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

㸯. Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ேࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋཧ⏬ࠋࡓࡏࡉ 

㸰. ྜィ 46 㸦◊✲ᡂᯝⓎ⾲ࡓࡋᥦ౪ࢆᶵࡢ⾲Ⓨ⏕Ꮫ㝔ࡢྡ 5 ྡ㸪ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 41 ྡ㸧ࡣࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࠋ

ᖺᗘࡾᙜ࡚ࡃ࡞ࡀ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢᢸᙜࠋࡓࡗ࡞ 

㸱㸬ᅜෆࡢ㸲ࡢࡘᏛ㝔㸦༡ᒣᏛ㸪᪩✄⏣Ꮫ㸪㜰ᗓ❧Ꮫ㸪㤳㒔Ꮫᮾி㸧࡚࠸࠾᪥ᮏㄒᏛ࣭ゝㄒᏛࡢᤵᴗࢆᢸ
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 ࣭ ඹྠ◊✲ဨ 82ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ே㸧ࡿࡼඹྠ◊✲యไࠋࡓ࠼ᩚࢆඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 50㸦࠺

ࡣᏛ࣭◊✲ᡤࡢᾏእࡕ 10㸧࡛ࠋࡿ࠶ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭බ㛤◊✲ᡂᯝⓎ⾲ྜࢆィ㸵ᅇ㛤ദࡋ㸪࡛ࡲࢀࡇ 363ே㸦ᘏ㸧ࡀཧຍࠋࡓࡋ 

࣭㸰ࡢࡘබເᆺඹྠ◊✲࡛ྠྜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయࡢᡂᯝⓎ⾲ Prosody and Grammar Festaࢆ㛤ദࡓࡋ

㸦ཧຍ⪅ྜィ 107ே㸪ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 5ே㸪Ꮫ㝔⏕ 16ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 

࣭BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥බ㛤ࠋࡓࡋ 

࣭ྡモಟ㣭⾲⌧㛵ࡿࡍⴭྡ࡞ᴗ⦼࡛ࡿ࠶ᑎᮧ⚽ኵ (1999)ࠗᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸯̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿࠘ࡢⱥㄒヂ࣭ࣈ࢙࢘බ

㛤సᴗࡢ‽ഛ㸦ⴭసᶒฎ⌮㸪⩻ヂ㸧ࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

࣭㮵ඣᓥ┴ࡢ༴ᶵ᪉ゝࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢ⏋ᓥ᪉ゝ࡚࠸ࡘ㸪ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢺࣥࢭࢡṇᘧබ㛤ࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶㸧ࠋ 

࣮ࣝࢶ⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥ࣭ NLB 㸪༴ᶵ᪉ࡿࡍⱥヂࢆⴭ㸦ᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸧ྡࡢ✲◊㸪᪥ᮏㄒࡿࡍ㛤Ⓨࢆ⬟⣴ᶵ᳨࣌ࢺ࣐ࣀ࢜

ゝ㸦⏋ᓥ᪉ゝ㸧ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢺࣥࢭࢡࡢ㛤Ⓨ࣭බ㛤࠺࠸ࡿࡍඹྠ⏝㛵ࡿࢃάືࡣ᪥ᮏㄒ◊✲㈨࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀ⏝ࡿࡼ⪅✲◊᪥ᮏㄒࡢࡃ㸪ከࡾ

࣭ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅  ࠋࡓࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ10ྡ

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭ᅜ㝿ࡸ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ◊✲Ⓨ⾲࡚࠸࠾㸪ྜィ  ࠋࡓࡋᥦ౪ࢆᶵࡢ⾲Ⓨ✲◊⏕Ꮫ㝔ࡢ46ྡ

࣭᪥ᮏㄒᏛࡢᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࢆศᯒࣥࢫࢵࣞࡿࡍ 㸦࠘㔝⏣ᑦྐ࣭㔝⏣⨾ඹⴭ㸪ಟ㤋᭩ᗑ㸧ࢆᡂࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ห

⾜㸧ࠋ 

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ㸰ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸳ே㞠⏝ࡋ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືཧ⏬ࠋࡓࡏࡉ  

࣭ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦JK24㸧࡚࠸࠾ⱝᡭ◊✲⪅ 12ே㸦ᅜෆ㸷ே㸪ᾏእ㸱ே㸧ᑐ࡚ࡋⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢ᪑㈝ᨭࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࣭᪉ゝㄪᰝ᪑㈝ࡢᨭィ⏬ᛂເࡓࡁ࡚ࡋᏛ㝔⏕㸯ྡᑐࡋ㸪ㄪᰝ㸦ኍᒱ᪉ゝ㸧ࡢ᪑㈝ࢆᨭࠋࡓࡋ 

࣭ᇸ⋢┴ࡢ㧗ᰯᩍဨࢆᑐ㇟ࡓࡋᩍဨ◊ಟ࡚࠸࠾ㅮ₇ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࣭⏋ᓥ᪉ゝࡢಖᏑ࣭ㄪᰝᆅඖᕷẸࡢၨⵚࡵࡓࡢ㸪㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᕝෆᕷඹྠᴗࡢ༠㆟ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

➨ࢆㅮ₇ࡢࡅྥ⯡୍ࡿࡍ㢟ᛮ㆟ࠖ㨩ຊࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕ࣭ 10ᅇ NINJAL࡚ࡋ࣒࣮࢛ࣛࣇ⏬࣭㛤ദࡋ㸪NINJAL ࣇ

㸦ᖹᡂࡓᚓࢆཧຍ⪅㸦372ྡ㸧ࡢ㐣ཤ᭱㧗ࡣ࡚ࡋ࣒࣮࢛ࣛ 29ᖺ 1᭶ 21᪥㸧ࠋ 

࣭ୖグࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇࡢᡂᯝࠖ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕࢆ㛵ࡿࡍၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ 㸦࠘ᒾἼ᭩ᗑ㸪ᒾἼ⛉Ꮫ࣮ࣛࣜࣛࣈ㸧ࡋ

࡚❧ࡋ⦅㞟సᴗࢆࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ධ✏㸪㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ 

࣭❧ᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋ᅜㄒ◊ࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪᪥ᮏㄒ㛵ࡿࡍㅮ₇ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 

࣭ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠ࡸᮾிゝㄒ◊✲ᡤタ❧ 50 ࿘ᖺ࣮ࢼ࣑ࢭ㸪ㄒᏛᩍ⫱◊✲ᡤ࡚࠸࠾࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᑠ୰㧗ᩍဨᑐ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⾲ㅮ₇࣭Ⓨࡿࡍ㛵➼ࢺࣥࢭࢡ᪥ᮏㄒ࡚ࡋ

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭ᾏእࡢ◊✲⪅ ⪅✲◊ࡢᾏእࡓࡲ㸪ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ10ྡ 13ேࢆඹྠ◊✲ဨຍ࡚࠼ඹྠ◊✲ࢆ㛤

ጞࠋࡓࡋ 

14 

 

ཧຍ⪅ࡣ 193ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 46ே㸪Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶㸪JK 24ࢺࣛࢸࢧࡢ⾜

㸦ᖹᡂࡓࡋ㛤ദࢀࡒࢀࡑࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ἲ㸦⤫ㄒㄽ㸧ᩥ࣮ࢹࢯࣟࣉ㸪࡚ࡋ 28ᖺ 10᭶ 13᪥㸪17᪥㸧ࠋⓎ

ࢀࡒࢀࡑࡣ⾲ ௳6 4௳㸪ཧຍ⪅ࡣ 40ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 11ே㸪Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 15ே㸧 14ே㸦ࡕ࠺ᾏእ

ᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅㸲ே㸪Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕㸰ே㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸳. NINJAL ᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ࡚࢜ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ(Mimetics in Japanese and Other Languages of the 

World㸪ᖹᡂ 28 ᖺ 12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸧ࢆ㛤ദࠋࡓࡋⓎ⾲௳ᩘࡣ 30 ௳㸦ࡕ࠺Ꮫ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10 ௳)㸪ཧຍ⪅ࡣ 127 ே㸦࠺

⪅✲◊ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡕ 26ே㸪Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸴. ୖグࡢ㸰ࡢࡘ NINJALᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟ࡃࡿࡵࡲࡾྲྀ࡚ࡋ㸪⦅㞟సᴗ╔ᡭࠋࡓࡋJK24

ᖹᡂࡣ࡚࠸ࡘ 29ᖺ㸱᭶࡛ࡲ⦅㞟సᴗࡰࢆࡋ㸪ᖹᡂ 29ᖺᗘ๓༙ධ✏ணᐃ㸦ᖹᡂ 30ᖺ๓༙ࡢ࣓࢝ࣜ CSLI

 ࠋࡿ࠶సᡂ୰࡛ࢆ⏬ฟ∧ィࡣ࡚࠸ࡘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠋࡿ࠶࡛ࡋぢ㏻ࡢฟ∧㸧ࡽ♫

㸵. ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయ࡛㸪ᅜ㝿㆟࡚࠸࠾ 㸦ୖグࡓࡗ⾜ࢆ⾲Ⓨࡢ௳45 NINJALᅜ㝿ࡢ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩⓎ⾲㸰௳ࡴྵࢆ㸪

◊✲ᡂᯝ୍ぴࢆཧ↷㸧ࠋ 

㸶. ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟 Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and 

Mark Irwin eds.)ࢆ John Benjamins 㸦ᖹᡂࡓࡋ∧ฟࡽ♫ 28ᖺ㸴᭶㸧ࠋ  

㸷. ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟సᴗࢆ㐍ࡵ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Haruo Kubozono 

ed., Oxford University Press)ࡣ࡚࠸ࡘᖹᡂ 28 ᖺ㸴᭶ධ✏ࡋ㸪ᰯṇసᴗࢆ㐍ࡓࡵ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ㸲᭶ 27 ᪥ห⾜㸧ࠋ

Tonal Change and Neutralization㸦Mouton ♫㸧ࡧࡼ࠾ Mouton Handbook of Contrastive Linguistics 㸦Mouton ♫㸧

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ㞟సᴗ⦆ࡣ࡚࠸ࡘ

㸯㸮.Cambridge Handbook of Japanese Linguistics (Cambridge University Press)㸰⦅ࡢㄽᩥ(‘Pitch accent’࠾

㸪Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, Oxford University Press㸧ࢆ(’Mora and syllable‘ ࡧࡼ

Rendaku or Sequential Voicing in Japanese Phonology’㸧‘ࡧࡼ࠾’ㄽᩥ㸦‘Accent in Japanese phonologyࡢ⦆㸰ࡶ

ࢀࡒࢀࡑ㸦ࡓࡋ✏ᐤࢀࡒࢀࡑࢆ Haruo Kubozono, Tim Vance ᇳ➹㸧ࠋ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

㸯.⏋ᓥ᪉ゝࡢಖᏑ࣭ㄪᰝᆅඖᕷẸࡢၨⵚ࡚࠸ࡘ㸪㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᕝෆᕷඹྠᴗࡢ༠㆟ࢆጞࠋࡓࡵ 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭ᑐ↷ゝㄒᏛ◊✲ࢆ᥎㐍ࡵࡓࡿࡍ㸪බ㛤◊✲Ⓨ⾲ྜࢆィ㸵ᅇ㛤ദࡋ㸪ྜ࡛ࡲࢀࡇィ 363ேࡀཧຍࡓࡲࠋࡓࡋᖹᡂ 29

ᖺ㸰᭶㸪㡢ኌ◊✲⌜ᩥἲ◊✲⌜ྠྜࡢ◊✲Ⓨ⾲ (Prosody and Grammar Festa)ࢆ㛤ദࡓࡋ㸦ཧຍ⪅ྜィ 107 ே㸪

⪅✲◊ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡕ࠺ 5ே㸪Ꮫ㝔⏕ 16ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 

య࡛ㄽᩥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ 76௳㸪ᅗ᭩ 5㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸱௳ࢆබ㛤࣭ห⾜ࠋࡓࡋ 

࣭㐃⃮ಁࡸ㡢㸦㔜Ꮚ㡢㸧㛵ࡿࡍඹྠ◊✲ࡢᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟㸦ᑓ㛛᭩㸧ࡵࡲ㸪ᅜ㝿ⓗ࡞ฟ∧♫ࡽห⾜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡘᣢࢆ⩏ព࡞ࡁ࠺࠸ࡿࡍⓎಙᾏእࡃᗈࢆ✲◊ࡢ㸪᪥ᮏࡣ

ࣥࢫࢵࣞࡿࡍศᯒࢆᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛࡓࡋᑐᛂࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡ࣭ 㸦࠘㔝⏣ᑦྐ࣭㔝⏣⨾ඹⴭ㸪ಟ㤋

᭩ᗑ㸧ࢆᡂࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ห⾜㸧ࠋ 
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 ࣭ ඹྠ◊✲ဨ 82ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ே㸧ࡿࡼඹྠ◊✲యไࠋࡓ࠼ᩚࢆඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 50㸦࠺

ࡣᏛ࣭◊✲ᡤࡢᾏእࡕ 10㸧࡛ࠋࡿ࠶ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭බ㛤◊✲ᡂᯝⓎ⾲ྜࢆィ㸵ᅇ㛤ദࡋ㸪࡛ࡲࢀࡇ 363 ே㸦ᘏ㸧ࡀཧຍࠋࡓࡋ 

࣭㸰ࡢࡘබເᆺඹྠ◊✲࡛ྠྜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయࡢᡂᯝⓎ⾲ Prosody and Grammar Festaࢆ㛤ദࡓࡋ

㸦ཧຍ⪅ྜィ 107ே㸪ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 5ே㸪Ꮫ㝔⏕ 16ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 

࣭BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥බ㛤ࠋࡓࡋ 

࣭ྡモಟ㣭⾲⌧㛵ࡿࡍⴭྡ࡞ᴗ⦼࡛ࡿ࠶ᑎᮧ⚽ኵ (1999)ࠗᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸯̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿࠘ࡢⱥㄒヂ࣭ࣈ࢙࢘බ

㛤సᴗࡢ‽ഛ㸦ⴭసᶒฎ⌮㸪⩻ヂ㸧ࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

࣭㮵ඣᓥ┴ࡢ༴ᶵ᪉ゝࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢ⏋ᓥ᪉ゝ࡚࠸ࡘ㸪ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢺࣥࢭࢡṇᘧබ㛤ࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶㸧ࠋ 

࣮ࣝࢶ⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥ࣭ NLB 㸪༴ᶵ᪉ࡿࡍⱥヂࢆⴭ㸦ᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸧ྡࡢ✲◊㸪᪥ᮏㄒࡿࡍ㛤Ⓨࢆ⬟⣴ᶵ᳨࣌ࢺ࣐ࣀ࢜

ゝ㸦⏋ᓥ᪉ゝ㸧ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢺࣥࢭࢡࡢ㛤Ⓨ࣭බ㛤࠺࠸ࡿࡍඹྠ⏝㛵ࡿࢃάືࡣ᪥ᮏㄒ◊✲㈨࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀ⏝ࡿࡼ⪅✲◊᪥ᮏㄒࡢࡃ㸪ከࡾ

࣭ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅  ࠋࡓࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ10ྡ

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭ᅜ㝿ࡸ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ◊✲Ⓨ⾲࡚࠸࠾㸪ྜィ  ࠋࡓࡋᥦ౪ࢆᶵࡢ⾲Ⓨ✲◊⏕Ꮫ㝔ࡢ46ྡ

࣭᪥ᮏㄒᏛࡢᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࢆศᯒࣥࢫࢵࣞࡿࡍ 㸦࠘㔝⏣ᑦྐ࣭㔝⏣⨾ඹⴭ㸪ಟ㤋᭩ᗑ㸧ࢆᡂࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ห

⾜㸧ࠋ 

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ㸰ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸳ே㞠⏝ࡋ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືཧ⏬ࠋࡓࡏࡉ  

࣭ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦JK24㸧࡚࠸࠾ⱝᡭ◊✲⪅ 12ே㸦ᅜෆ㸷ே㸪ᾏእ㸱ே㸧ᑐ࡚ࡋⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢ᪑㈝ᨭࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࣭᪉ゝㄪᰝ᪑㈝ࡢᨭィ⏬ᛂເࡓࡁ࡚ࡋᏛ㝔⏕㸯ྡᑐࡋ㸪ㄪᰝ㸦ኍᒱ᪉ゝ㸧ࡢ᪑㈝ࢆᨭࠋࡓࡋ 

࣭ᇸ⋢┴ࡢ㧗ᰯᩍဨࢆᑐ㇟ࡓࡋᩍဨ◊ಟ࡚࠸࠾ㅮ₇ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࣭⏋ᓥ᪉ゝࡢಖᏑ࣭ㄪᰝᆅඖᕷẸࡢၨⵚࡵࡓࡢ㸪㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᕝෆᕷඹྠᴗࡢ༠㆟ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

➨ࢆㅮ₇ࡢࡅྥ⯡୍ࡿࡍ㢟ᛮ㆟ࠖ㨩ຊࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕ࣭ 10ᅇ NINJAL࡚ࡋ࣒࣮࢛ࣛࣇ⏬࣭㛤ദࡋ㸪NINJAL ࣇ

㸦ᖹᡂࡓᚓࢆཧຍ⪅㸦372ྡ㸧ࡢ㐣ཤ᭱㧗ࡣ࡚ࡋ࣒࣮࢛ࣛ 29ᖺ 1᭶ 21᪥㸧ࠋ 

࣭ୖグࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇࡢᡂᯝࠖ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕࢆ㛵ࡿࡍၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ 㸦࠘ᒾἼ᭩ᗑ㸪ᒾἼ⛉Ꮫ࣮ࣛࣜࣛࣈ㸧ࡋ

࡚❧ࡋ⦅㞟సᴗࢆࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ධ✏㸪㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ 

࣭❧ᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋ᅜㄒ◊ࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪᪥ᮏㄒ㛵ࡿࡍㅮ₇ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 

࣭ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠ࡸᮾிゝㄒ◊✲ᡤタ❧ 50 ࿘ᖺ࣮ࢼ࣑ࢭ㸪ㄒᏛᩍ⫱◊✲ᡤ࡚࠸࠾࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᑠ୰㧗ᩍဨᑐ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⾲ㅮ₇࣭Ⓨࡿࡍ㛵➼ࢺࣥࢭࢡ᪥ᮏㄒ࡚ࡋ

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭ᾏእࡢ◊✲⪅ ⪅✲◊ࡢᾏእࡓࡲ㸪ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ10ྡ 13ேࢆඹྠ◊✲ဨຍ࡚࠼ඹྠ◊✲ࢆ㛤

ጞࠋࡓࡋ 
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ཧຍ⪅ࡣ 193ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 46ே㸪Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶㸪JK 24ࢺࣛࢸࢧࡢ⾜

㸦ᖹᡂࡓࡋ㛤ദࢀࡒࢀࡑࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ἲ㸦⤫ㄒㄽ㸧ᩥ࣮ࢹࢯࣟࣉ㸪࡚ࡋ 28ᖺ 10᭶ 13᪥㸪17᪥㸧ࠋⓎ

ࢀࡒࢀࡑࡣ⾲ ௳6 4௳㸪ཧຍ⪅ࡣ 40ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 11ே㸪Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 15ே㸧 14ே㸦ࡕ࠺ᾏእ

ᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅㸲ே㸪Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕㸰ே㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸳. NINJAL ᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ࡚࢜ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ(Mimetics in Japanese and Other Languages of the 

World㸪ᖹᡂ 28 ᖺ 12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸧ࢆ㛤ദࠋࡓࡋⓎ⾲௳ᩘࡣ 30 ௳㸦ࡕ࠺Ꮫ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10 ௳)㸪ཧຍ⪅ࡣ 127 ே㸦࠺

⪅✲◊ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡕ 26ே㸪Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸴. ୖグࡢ㸰ࡢࡘ NINJALᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟ࡃࡿࡵࡲࡾྲྀ࡚ࡋ㸪⦅㞟సᴗ╔ᡭࠋࡓࡋJK24

ᖹᡂࡣ࡚࠸ࡘ 29ᖺ㸱᭶࡛ࡲ⦅㞟సᴗࡰࢆࡋ㸪ᖹᡂ 29ᖺᗘ๓༙ධ✏ணᐃ㸦ᖹᡂ 30ᖺ๓༙ࡢ࣓࢝ࣜ CSLI

 ࠋࡿ࠶సᡂ୰࡛ࢆ⏬ฟ∧ィࡣ࡚࠸ࡘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠋࡿ࠶࡛ࡋぢ㏻ࡢฟ∧㸧ࡽ♫

㸵. ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయ࡛㸪ᅜ㝿㆟࡚࠸࠾ 㸦ୖグࡓࡗ⾜ࢆ⾲Ⓨࡢ௳45 NINJALᅜ㝿ࡢ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩⓎ⾲㸰௳ࡴྵࢆ㸪

◊✲ᡂᯝ୍ぴࢆཧ↷㸧ࠋ 

㸶. ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟 Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and 

Mark Irwin eds.)ࢆ John Benjamins 㸦ᖹᡂࡓࡋ∧ฟࡽ♫ 28ᖺ㸴᭶㸧ࠋ  

㸷. ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟సᴗࢆ㐍ࡵ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Haruo Kubozono 

ed., Oxford University Press)ࡣ࡚࠸ࡘᖹᡂ 28 ᖺ㸴᭶ධ✏ࡋ㸪ᰯṇసᴗࢆ㐍ࡓࡵ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ㸲᭶ 27 ᪥ห⾜㸧ࠋ

Tonal Change and Neutralization㸦Mouton ♫㸧ࡧࡼ࠾ Mouton Handbook of Contrastive Linguistics 㸦Mouton ♫㸧

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ㞟సᴗ⦆ࡣ࡚࠸ࡘ

㸯㸮.Cambridge Handbook of Japanese Linguistics (Cambridge University Press)㸰⦅ࡢㄽᩥ(‘Pitch accent’࠾

㸪Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, Oxford University Press㸧ࢆ(’Mora and syllable‘ ࡧࡼ

Rendaku or Sequential Voicing in Japanese Phonology’㸧‘ࡧࡼ࠾’ㄽᩥ㸦‘Accent in Japanese phonologyࡢ⦆㸰ࡶ

ࢀࡒࢀࡑ㸦ࡓࡋ✏ᐤࢀࡒࢀࡑࢆ Haruo Kubozono, Tim Vance ᇳ➹㸧ࠋ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

㸯.⏋ᓥ᪉ゝࡢಖᏑ࣭ㄪᰝᆅඖᕷẸࡢၨⵚ࡚࠸ࡘ㸪㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᕝෆᕷඹྠᴗࡢ༠㆟ࢆጞࠋࡓࡵ 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭ᑐ↷ゝㄒᏛ◊✲ࢆ᥎㐍ࡵࡓࡿࡍ㸪බ㛤◊✲Ⓨ⾲ྜࢆィ㸵ᅇ㛤ദࡋ㸪ྜ࡛ࡲࢀࡇィ 363ேࡀཧຍࡓࡲࠋࡓࡋᖹᡂ 29

ᖺ㸰᭶㸪㡢ኌ◊✲⌜ᩥἲ◊✲⌜ྠྜࡢ◊✲Ⓨ⾲ (Prosody and Grammar Festa)ࢆ㛤ദࡓࡋ㸦ཧຍ⪅ྜィ 107 ே㸪

⪅✲◊ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡕ࠺ 5ே㸪Ꮫ㝔⏕ 16ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 

య࡛ㄽᩥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ 76௳㸪ᅗ᭩ 5㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸱௳ࢆබ㛤࣭ห⾜ࠋࡓࡋ 

࣭㐃⃮ಁࡸ㡢㸦㔜Ꮚ㡢㸧㛵ࡿࡍඹྠ◊✲ࡢᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟㸦ᑓ㛛᭩㸧ࡵࡲ㸪ᅜ㝿ⓗ࡞ฟ∧♫ࡽห⾜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡘᣢࢆ⩏ព࡞ࡁ࠺࠸ࡿࡍⓎಙᾏእࡃᗈࢆ✲◊ࡢ㸪᪥ᮏࡣ

ࣥࢫࢵࣞࡿࡍศᯒࢆᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛࡓࡋᑐᛂࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡ࣭ 㸦࠘㔝⏣ᑦྐ࣭㔝⏣⨾ඹⴭ㸪ಟ㤋

᭩ᗑ㸧ࢆᡂࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶ห⾜㸧ࠋ 
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㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡎࡽ࠾࡚ࡗ⮳ࡣẁ㝵ࡿᚓࢆ㉁ⓗホ౯ࡢࡽእ㒊ࡔࡲ࠸㸪ࡾ࠾࡚ࡗࡲ␃㞟ẁ㝵⦆ࡢ

 ࠋࡿࢀࡓಗࡀホ౯ࡢ

ࡃᇶ࡙ほⅬࠖࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕࡽࣝࢺࢱࡢࡽࢀࡑࡣ࡞ࡢᡂᯝࡓࢀࡉ⾲බ࡚ࡋㄽᩥ࡛ࡍ 

άࢆయไࡢ✲◊㸪ඹྠࡣᚋࠋࡿࡵ༨ࢆከᩘࡀࡢࡶࡢ㸪༢ⴭ࡚࠼㸪ຍࡃ࡞ᑡࡀࡢࡶࡿࢀࡽࡅぢཷ

 ࠋࡿࡍᮇᚅࢆࡇࡿࢀࡉ⾲බࡃከࡾࡼࡶඹⴭㄽᩥࡢ࡚࠸ࡘ࣐࣮ࢸࡢඹ㏻ࡿࡼ⪅✲◊ࡢᩘ「㸪ࡋ

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

࣭እᅜே◊✲⪅ࡸከᩘࡢᏛ⏕ࡴྵࢆⓒᩘ༑ྡࡢཧຍ⪅ࢆᚓ࡚㸪ᖺ㛫㸵ᅇࡿࡓࢃබ㛤◊✲Ⓨ⾲

 㸪The 24th Japanese/Korean Linguistics࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪NINJALᅜ㝿ࡓࡲ㸪ࡇࡓࡋ㛤ദࢆ

Conference(JK 24)ࢆ㛤ദࡇࡓࡋ㸪ࡣࡽࡉ㸪ࡾࡼᗈᇦⓗ࡞ど㔝▱ぢࢆồ࡚ࡵ㡿ᇦࢪࣟࣉࡢ

Ⓨಙࡢᡂᯝ✲◊࡞ᴟⓗ✚ࡓࡗἢ⏬ィࡢ㸪ᖺᗘ࡞ࡇࡿࡍ㛤ദࢆⓎ⾲✲◊ྠྜࡢࢺࢡ࢙

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡀⅬࡓࢀࡉ࡞ࡀ

㛤ࡢ㸦Mimetics in Japanese and Other Languages of the World㸧࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ࣭࢜

ദࡀ㸰㸶ᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝ࡚ࡋࡘ୍ࡢᣲࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ㸪ᮏࠕࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗཬࡧ≉Ⰽࠖ

ᴫࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉϨ㸬ࠕ ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩(ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘ)⮬ ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊グ㏙㸦ඹྠࡢ࡚࠸ࡘ

せ ⓗ┠ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠋ࠸࡞ษ୍ࡀゝཬࡢ✲◊࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡣⰍࠖཧ↷㸧≉㸯㸬┠ⓗࠕࠖ

࣮ࢹࢯࣟࣉࡢᩥ࣮ࢹࢯࣟࣉࡢㄒࠕ䛂䛸䜚䛯䛶⾲⌧䛃䛂ືモ䛾ពᵓ㐀䛃ࡿࡍ ࡢࠖ⌧⾲モಟ㣭ྡࠕࠖ

◊✲ㄢ㢟ࡢ✲◊࣌ࢺ࣐ࣀ࢜㛵㐃ࡀㄞࠋ࠸ࡃࡾࡳ 

࣭ᮏᖺᗘࡀᮏ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉጞືᮇ࡛ࢆࡇࡿ࠶ᕪࡋᘬࡶ࡚ࡳࡣ࡚࠸㸪࠾࡞㸪ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖࡢ

ほⅬࡢࡽ◊✲ᡂᯝ࡛ࡣࡿ࠶ㄆࡵ㞴ࡀࡢࡶ࠸㸪ㄽᩥཱྀࡸ㢌Ⓨ⾲ࡢ༙ࢆ༨࢙ࢪࣟࣉࠋࡿ࠸࡚ࡵ

 ࠋࡿࢀࡉḟᖺᗘ௨㝆ᮇᚅࡀฟ⏘ࡢࡃከࡾࡼࡢᡂᯝࡓࡗἢⓗ┠ࡢࢺࢡ

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

࣭ྜィ 363 ேࡢཧຍ⪅ࢆᚓ࡚ィ㸵ᅇࡢබ㛤◊✲Ⓨ⾲࠸⾜ࢆ㸪◊✲ᡂᯝࡢ✚ᴟⓗࢺࢵࣉࢺ࢘࡞

ດࡇࡓࡵ㸪ࡓࡲ㸪ྡࠕモಟ㣭⾲⌧ ⌧⾲࡚ࡓࡾࠕࠖ ࡿࡍ࣐࣮ࢸࢀࡒࢀࡑࢆពᵓ㐀ࠖࡢモືࠕࠖ

㸱⌜ࡢࡘ㸰ࡢࡘබເᆺඹྠ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ༠ാྠྜࡿࡼ◊✲Ⓨ⾲(Prosody and 

Grammar Festa)ࢆ㛤ദࡋ㸪◊✲άືࡢ᭷ᶵⓗ࡞㐃ᦠඹྠ◊✲ಁࡢ㐍ࡔࢇ⤌ࡾྲྀⅬࡀホ౯࡛ࡁ

 ࠋࡿ

࣭Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project ࢆ John Benjamins 

  The Phonetics and Phonology ࡚ࡅྥ∧ฟࡢࡽ㸪Oxford University Pressࡇࡓࡋ∧ฟࡽ♫ 

 of Geminate Consonants ࢆධ✏ࡇࡓࡋ㸪Mouton ࡚ࡅྥ∧ฟࡢࡽ♫ Tonal Change and  

 Neutralization Handbook of Contrastive Linguistics ࡢ⦅㞟సᴗ࡞ࡇࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ㸪 

 ୡ⏺ⓗᙳ㡪ຊࡿ࠶ࡢⴭྡ࡞ฟ∧♫ࡢࡽห⾜ࡿࡀ࡞ࡘᡂᯝࢆᣲࡣࡇࡓࡆ㸪ᮏࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

 ࠋࡿࡍ್ホ౯ࡾ࠶࡛ࡢࡶࡍ♧ࢆࡉ㧗ࡢ‽Ỉ✲◊ࡢ 

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

 ᾏእࡢ◊✲ᶵ㛵ࡴྵࢆ 㸪80ࡾເࢆඹྠ◊✲ဨࡃᖜᗈࡽᶵ㛵✲◊ࡢ50 㞠ࢆඹྠ◊✲ဨࡿ࠼㉺ࢆྡ

16 

 

 

 

ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ḟᖺᗘ௨㝆ࡢᮏ᱁ⓗࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡞ᒎ㛤ࡅྥ㸪ᗈࡃᅜෆእࡽඹྠ◊✲ဨࢆເࡾ㸪ᾏእᶵ㛵

ᡤᒓࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ⪅✲◊ࡢタ⨨࡞ࡿࡍ㸪ୡ⏺Ỉ‽ࡢඹྠ◊✲ࡢ㐙⾜ᅜ㝿ⓗ࡞

ࡋᡂᯝࡓࡗἢ⏬ィࡢ㸪ᖺᗘᙜึࡣࡇࡓࢀࡉഛᩚࡀែໃ✲◊ࡍᣦ┠ࢆᵓ⠏ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ✲◊

࡚ホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

ࠖࡽほⅬࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕࡿ࠶୰ᚰㄢ㢟࡛ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏࡾ࠶ࡶࡇࡿ࠶ᖺᗘ࡛ࡢጞືࠖࠕ 

ㄽᩥ㞟ࡢබหணᐃࡸ⾲Ⓨࡢ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡧࡼ࠾࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡣ㸪⌧Ⅼ࡛ࡀⓎಙࡢᡂᯝ✲◊ࡢ

࣭NINJAL ᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿࣏ࣥࢩ

ཧຍ⪅㸦193ேࡿᅇୖࢆணࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㛤ദࢆ(Mimetics in Japanese and Other Languages of the World)࣒࢘ࢪ

127ே㸪ᩘࡾ࡞␗ࡶࢀࡎ࠸㸧ࢆᚓࠋࡓ 

࡚࠸࠾య࡛㸪ᅜ㝿㆟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭  ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⾲Ⓨࡢ௳45

࣭ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟 Sequential Voicing in Japanese : Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and 

Mark Irwin eds.) ࢆ John Benjamins 㸦ᖹᡂࡓࡋ∧ฟࡽ♫ 28ᖺ㸴᭶㸧ࡓࡲࠋ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate 

Consonants (Haruo Kubozono, ed., Oxford University Press)ࡢ⦅㞟࠼⤊ࢆධ✏ࡋ㸪ᰯṇసᴗࡓࡗ⾜ࢆ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ㸲

᭶ 27᪥ห㸧ࠋ 

࣭Cambridge Handbook of Japanese Linguistics (Cambridge University Press)㸰⦅ࡢㄽᩥ(‘Pitch accent’ࡧࡼ࠾ 

‘Mora and syllable’)ࢆ㸪Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, Oxford University Press㸧

Rendaku or Sequential Voicing in Japanese Phonology’㸧‘ࡧࡼ࠾’ㄽᩥ㸦‘Accent in Japanese phonologyࡢ⦆㸰ࡶ

ࢀࡒࢀࡑ㸦ࡓࡋ✏ᐤࢀࡒࢀࡑࢆ Haruo Kubozono, Tim Vance ᇳ➹㸧ࠋ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

㸪ࡾࡓ࠶ࡿࡍ㛤ദࢆᡂᯝⓎ⾲㸦Prosody and Grammar Festa㸧ྠྜࡢἲ◊✲⌜㸧ᩥ⌜✲◊య㸦㡢ኌࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭

ᑐ↷ゝㄒᏛࡢどⅬࢆඹ᭷ࡿࡍࡢࡘබເᆺඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 9᭶Ⓨ㊊ࠕࡓࡋ᪥ᮏㄒࡽ⏕ᡂᩥἲ⌮ㄽ

✲◊ẚ㍑ㄆ▱⚄⤒⛉Ꮫⓗࡿࡍ㛵ㄒ⏝ㄽⓗ᥎ㄽࠕࠖ 㸧ࠖࡶཧຍࢆࡅࡧ㸪ᑐ↷ゝㄒᏛ◊✲ゝㄒ⌮ㄽ◊✲࣭ᐇ㦂

ⓗ◊✲ࢆྜ⼥ࡢᅗࠋࡓࡗ 

࣭ேᮦ⫱ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋ⎔୍ࡢ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ㸰ྡ㞠⏝ࡢࡑࡋ⫱ᡂࡓࡵົ⤖ᯝ㸪ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶୕ࡽ㔜ᏛᏛ

⾡⯆㸦≉ู◊✲ဨ㸧ࡢ᥇⏝ࡀỴࠋࡓࡗࡲ 

࣭ᙜึィ⏬࠙ࡣ࡚࠸࠾◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢᬑཬ࡚ࡋࠚ NINJAL 㸪ᐇ㝿ࡀࡓ࠸࡚ࡋ⏬ࢆࡳࡢሗ࿌᭩ࡢࡑ࣒࣮࢛ࣛࣇ

ࢆᴗࡓࡗ࡞⏬㸪ᙜึィ࡚ࡋࡵࡌࡣࢆඹྠᴗࡢᦶᕝෆᕷ⸂ࡸㅮ₇ࡃᇶ࡙༠ᐃࡢᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋❧ࡣ

ᩘከࡃᐇࠋࡓࡋ 

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ᚋࡶ㸪ᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡽⱝᡭ◊✲⪅ࡅཷࢆධࢀ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືࢆ㏻࡚ࡌඃ⚽࡞ேᮦࢆ⫱ᡂࡋ㸪ᙜヱ

ศ㔝ඃ⚽࡞ேᮦࢆ㏦ࡾฟ࡛ࡇࡍᏛࡢᶵ⬟ᙉ㈉⊩ࡃ࠸࡚ࡋணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
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㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡎࡽ࠾࡚ࡗ⮳ࡣẁ㝵ࡿᚓࢆ㉁ⓗホ౯ࡢࡽእ㒊ࡔࡲ࠸㸪ࡾ࠾࡚ࡗࡲ␃㞟ẁ㝵⦆ࡢ

 ࠋࡿࢀࡓಗࡀホ౯ࡢ

ࡃᇶ࡙ほⅬࠖࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕࡽࣝࢺࢱࡢࡽࢀࡑࡣ࡞ࡢᡂᯝࡓࢀࡉ⾲බ࡚ࡋㄽᩥ࡛ࡍ 

άࢆయไࡢ✲◊㸪ඹྠࡣᚋࠋࡿࡵ༨ࢆከᩘࡀࡢࡶࡢ㸪༢ⴭ࡚࠼㸪ຍࡃ࡞ᑡࡀࡢࡶࡿࢀࡽࡅぢཷ

 ࠋࡿࡍᮇᚅࢆࡇࡿࢀࡉ⾲බࡃከࡾࡼࡶඹⴭㄽᩥࡢ࡚࠸ࡘ࣐࣮ࢸࡢඹ㏻ࡿࡼ⪅✲◊ࡢᩘ「㸪ࡋ

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

࣭እᅜே◊✲⪅ࡸከᩘࡢᏛ⏕ࡴྵࢆⓒᩘ༑ྡࡢཧຍ⪅ࢆᚓ࡚㸪ᖺ㛫㸵ᅇࡿࡓࢃබ㛤◊✲Ⓨ⾲

 㸪The 24th Japanese/Korean Linguistics࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪NINJALᅜ㝿ࡓࡲ㸪ࡇࡓࡋ㛤ദࢆ

Conference(JK 24)ࢆ㛤ദࡇࡓࡋ㸪ࡣࡽࡉ㸪ࡾࡼᗈᇦⓗ࡞ど㔝▱ぢࢆồ࡚ࡵ㡿ᇦࢪࣟࣉࡢ

Ⓨಙࡢᡂᯝ✲◊࡞ᴟⓗ✚ࡓࡗἢ⏬ィࡢ㸪ᖺᗘ࡞ࡇࡿࡍ㛤ദࢆⓎ⾲✲◊ྠྜࡢࢺࢡ࢙

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡀⅬࡓࢀࡉ࡞ࡀ

㛤ࡢ㸦Mimetics in Japanese and Other Languages of the World㸧࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ࣭࢜

ദࡀ㸰㸶ᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝ࡚ࡋࡘ୍ࡢᣲࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ㸪ᮏࠕࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗཬࡧ≉Ⰽࠖ

ᴫࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉϨ㸬ࠕ ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩(ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘ)⮬ ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊グ㏙㸦ඹྠࡢ࡚࠸ࡘ

せ ⓗ┠ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠋ࠸࡞ษ୍ࡀゝཬࡢ✲◊࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡣⰍࠖཧ↷㸧≉㸯㸬┠ⓗࠕࠖ

࣮ࢹࢯࣟࣉࡢᩥ࣮ࢹࢯࣟࣉࡢㄒࠕ䛂䛸䜚䛯䛶⾲⌧䛃䛂ືモ䛾ពᵓ㐀䛃ࡿࡍ ࡢࠖ⌧⾲モಟ㣭ྡࠕࠖ

◊✲ㄢ㢟ࡢ✲◊࣌ࢺ࣐ࣀ࢜㛵㐃ࡀㄞࠋ࠸ࡃࡾࡳ 

࣭ᮏᖺᗘࡀᮏ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉጞືᮇ࡛ࢆࡇࡿ࠶ᕪࡋᘬࡶ࡚ࡳࡣ࡚࠸㸪࠾࡞㸪ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖࡢ

ほⅬࡢࡽ◊✲ᡂᯝ࡛ࡣࡿ࠶ㄆࡵ㞴ࡀࡢࡶ࠸㸪ㄽᩥཱྀࡸ㢌Ⓨ⾲ࡢ༙ࢆ༨࢙ࢪࣟࣉࠋࡿ࠸࡚ࡵ

 ࠋࡿࢀࡉḟᖺᗘ௨㝆ᮇᚅࡀฟ⏘ࡢࡃከࡾࡼࡢᡂᯝࡓࡗἢⓗ┠ࡢࢺࢡ

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

࣭ྜィ 363 ேࡢཧຍ⪅ࢆᚓ࡚ィ㸵ᅇࡢබ㛤◊✲Ⓨ⾲࠸⾜ࢆ㸪◊✲ᡂᯝࡢ✚ᴟⓗࢺࢵࣉࢺ࢘࡞

ດࡇࡓࡵ㸪ࡓࡲ㸪ྡࠕモಟ㣭⾲⌧ ⌧⾲࡚ࡓࡾࠕࠖ ࡿࡍ࣐࣮ࢸࢀࡒࢀࡑࢆពᵓ㐀ࠖࡢモືࠕࠖ

㸱⌜ࡢࡘ㸰ࡢࡘබເᆺඹྠ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ༠ാྠྜࡿࡼ◊✲Ⓨ⾲(Prosody and 

Grammar Festa)ࢆ㛤ദࡋ㸪◊✲άືࡢ᭷ᶵⓗ࡞㐃ᦠඹྠ◊✲ಁࡢ㐍ࡔࢇ⤌ࡾྲྀⅬࡀホ౯࡛ࡁ

 ࠋࡿ

࣭Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project ࢆ John Benjamins 

  The Phonetics and Phonology ࡚ࡅྥ∧ฟࡢࡽ㸪Oxford University Pressࡇࡓࡋ∧ฟࡽ♫ 

 of Geminate Consonants ࢆධ✏ࡇࡓࡋ㸪Mouton ࡚ࡅྥ∧ฟࡢࡽ♫ Tonal Change and  

 Neutralization Handbook of Contrastive Linguistics ࡢ⦅㞟సᴗ࡞ࡇࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ㸪 

 ୡ⏺ⓗᙳ㡪ຊࡿ࠶ࡢⴭྡ࡞ฟ∧♫ࡢࡽห⾜ࡿࡀ࡞ࡘᡂᯝࢆᣲࡣࡇࡓࡆ㸪ᮏࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

 ࠋࡿࡍ್ホ౯ࡾ࠶࡛ࡢࡶࡍ♧ࢆࡉ㧗ࡢ‽Ỉ✲◊ࡢ 

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

 ᾏእࡢ◊✲ᶵ㛵ࡴྵࢆ 㸪80ࡾເࢆඹྠ◊✲ဨࡃᖜᗈࡽᶵ㛵✲◊ࡢ50 㞠ࢆඹྠ◊✲ဨࡿ࠼㉺ࢆྡ
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ḟᖺᗘ௨㝆ࡢᮏ᱁ⓗࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡞ᒎ㛤ࡅྥ㸪ᗈࡃᅜෆእࡽඹྠ◊✲ဨࢆເࡾ㸪ᾏእᶵ㛵

ᡤᒓࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ⪅✲◊ࡢタ⨨࡞ࡿࡍ㸪ୡ⏺Ỉ‽ࡢඹྠ◊✲ࡢ㐙⾜ᅜ㝿ⓗ࡞

ࡋᡂᯝࡓࡗἢ⏬ィࡢ㸪ᖺᗘᙜึࡣࡇࡓࢀࡉഛᩚࡀែໃ✲◊ࡍᣦ┠ࢆᵓ⠏ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ✲◊

࡚ホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

ࠖࡽほⅬࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕࡿ࠶୰ᚰㄢ㢟࡛ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏࡾ࠶ࡶࡇࡿ࠶ᖺᗘ࡛ࡢጞືࠖࠕ 

ㄽᩥ㞟ࡢබหணᐃࡸ⾲Ⓨࡢ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡧࡼ࠾࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡣ㸪⌧Ⅼ࡛ࡀⓎಙࡢᡂᯝ✲◊ࡢ

࣭NINJAL ᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿࣏ࣥࢩ

ཧຍ⪅㸦193ேࡿᅇୖࢆணࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㛤ദࢆ(Mimetics in Japanese and Other Languages of the World)࣒࢘ࢪ

127ே㸪ᩘࡾ࡞␗ࡶࢀࡎ࠸㸧ࢆᚓࠋࡓ 

࡚࠸࠾య࡛㸪ᅜ㝿㆟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭  ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⾲Ⓨࡢ௳45

࣭ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟 Sequential Voicing in Japanese : Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and 

Mark Irwin eds.) ࢆ John Benjamins 㸦ᖹᡂࡓࡋ∧ฟࡽ♫ 28ᖺ㸴᭶㸧ࡓࡲࠋ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate 

Consonants (Haruo Kubozono, ed., Oxford University Press)ࡢ⦅㞟࠼⤊ࢆධ✏ࡋ㸪ᰯṇసᴗࡓࡗ⾜ࢆ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ㸲

᭶ 27᪥ห㸧ࠋ 

࣭Cambridge Handbook of Japanese Linguistics (Cambridge University Press)㸰⦅ࡢㄽᩥ(‘Pitch accent’ࡧࡼ࠾ 

‘Mora and syllable’)ࢆ㸪Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, Oxford University Press㸧

Rendaku or Sequential Voicing in Japanese Phonology’㸧‘ࡧࡼ࠾’ㄽᩥ㸦‘Accent in Japanese phonologyࡢ⦆㸰ࡶ

ࢀࡒࢀࡑ㸦ࡓࡋ✏ᐤࢀࡒࢀࡑࢆ Haruo Kubozono, Tim Vance ᇳ➹㸧ࠋ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

㸪ࡾࡓ࠶ࡿࡍ㛤ദࢆᡂᯝⓎ⾲㸦Prosody and Grammar Festa㸧ྠྜࡢἲ◊✲⌜㸧ᩥ⌜✲◊య㸦㡢ኌࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭

ᑐ↷ゝㄒᏛࡢどⅬࢆඹ᭷ࡿࡍࡢࡘබເᆺඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 9᭶Ⓨ㊊ࠕࡓࡋ᪥ᮏㄒࡽ⏕ᡂᩥἲ⌮ㄽ

✲◊ẚ㍑ㄆ▱⚄⤒⛉Ꮫⓗࡿࡍ㛵ㄒ⏝ㄽⓗ᥎ㄽࠕࠖ 㸧ࠖࡶཧຍࢆࡅࡧ㸪ᑐ↷ゝㄒᏛ◊✲ゝㄒ⌮ㄽ◊✲࣭ᐇ㦂

ⓗ◊✲ࢆྜ⼥ࡢᅗࠋࡓࡗ 

࣭ேᮦ⫱ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋ⎔୍ࡢ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ㸰ྡ㞠⏝ࡢࡑࡋ⫱ᡂࡓࡵົ⤖ᯝ㸪ᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶୕ࡽ㔜ᏛᏛ

⾡⯆㸦≉ู◊✲ဨ㸧ࡢ᥇⏝ࡀỴࠋࡓࡗࡲ 

࣭ᙜึィ⏬࠙ࡣ࡚࠸࠾◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢᬑཬ࡚ࡋࠚ NINJAL 㸪ᐇ㝿ࡀࡓ࠸࡚ࡋ⏬ࢆࡳࡢሗ࿌᭩ࡢࡑ࣒࣮࢛ࣛࣇ

ࢆᴗࡓࡗ࡞⏬㸪ᙜึィ࡚ࡋࡵࡌࡣࢆඹྠᴗࡢᦶᕝෆᕷ⸂ࡸㅮ₇ࡃᇶ࡙༠ᐃࡢᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋❧ࡣ

ᩘከࡃᐇࠋࡓࡋ 

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ᚋࡶ㸪ᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡽⱝᡭ◊✲⪅ࡅཷࢆධࢀ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືࢆ㏻࡚ࡌඃ⚽࡞ேᮦࢆ⫱ᡂࡋ㸪ᙜヱ

ศ㔝ඃ⚽࡞ேᮦࢆ㏦ࡾฟ࡛ࡇࡍᏛࡢᶵ⬟ᙉ㈉⊩ࡃ࠸࡚ࡋணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
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19 

 

ጞࡣࡇࡓࡋ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢィ⏬ࡢ㐙⾜࡚ࡗ᭷┈࡛ࡾ࠶㸪ホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

࣭ㄒᏛᩍ⫱◊✲ᡤࡢᖺḟࡢᑠ୰㧗ᩍဨࢆᑐ㇟ࠕ࡚࠸࠾࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡓࡋⱥㄒ᪥ᮏㄒࡢ

ⓗⓎಙ♫ࡢᡂᯝ✲◊ࡢࡽほⅬࠖࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕ㸪ࡣࡇࡓࡗ⾜ࢆㅮ₇ࡿࡍ㢟つ๎ࠖࢺࣥࢭࢡ

ࡀ⪅㸪ཧຍࡋࡔࡓࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋ ࡶᗈሗάືࡢḟᖺᗘ௨㝆ࠋࡿࢀࡲࡋᝰࡀࡇࡓࡗࡲ␃29ྡ

ᮇᚅࠋ࠸ࡓࡋ 

࣭ᇸ⋢┴ࡢ㧗ᰯᩍဨࢆᑐ㇟ࡓࡋᩍဨ◊ಟࠕ࡚࠸࠾ゝⴥࢆᏛࠖࡇ࠺࠸ࡪ㢟ࡿࡍㅮ₇ࢆ⾜

ࠖࢃ࡚ࡓࠕࠖࢃࡕࡓࠕࡣᕝ❧ࠕ㸪ࡁᇶ࡙༠ᐃࡢ◊ᅜㄒ㸪❧ᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋ࡇࡓࡗ

̿᪥ᮏㄒࡢⓎ㡢ࠖ̿ࢺࣥࢭࢡ㢟ࡿࡍㅮ₇ࢆ㛤ദࡇࡓࡋ㸪ᮾிゝㄒ◊✲ᡤタ❧ 50 ࿘ᖺ࣑ࢭ

ࡋᑐ⪅ཧຍࡴྵࢆᩍᖌࡢ୰㧗࡚࠸࠾࣮ࢼ ㄢ㢟ࡢ㡢㡩ㄽࠕ࡚ 㸪࡞ࡇࡓࡗ⾜ࢆㅮ₇ࡿࡍ㢟ࠖ

♫㈉⊩ࢆ┠ᣦࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡘࡃ࠸ࡍ✚ᴟⓗࡓࢀࡉ࡞Ⅼࡣ㸪ᅜ◊ࡢᴗ࡚ࡋホ౯࡛ࡀࡿࡁ㸪

░࡛᫂ྰࡢࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢࡽほⅬࠖࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࡀෆᐜࡢㅮ₇ࡢࡽࢀࡇ

 ࠋ࠸ࡃࡾ࡞ࡣ㇟ᑐࡢ㸪ホ౯ࡾ࠶࡛

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

࣭ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ ᡂᯝⓎࡸ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ10ྡ

ಙ࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢ࡚࠸ࡘどⅬࢆࢫࣂࢻࡢࡽ✚ᴟⓗồࡇࡿ࠸࡚ࡵ㸪ࡓࡲ㸪 ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ

◊✲⪅ 13ேࢆඹྠ◊✲ဨຍ࠼㸪᪥ᮏㄒࡢ㡢ኌᩥἲ㛵ࡿࡍඹྠ◊✲࡞࠺⾜ࢆ㸪ᅜ㝿◊✲ࢵࢿ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡀⅬࡿ࠸࡚ࡗᅗࢆ῝ࡢ✲◊ࡢ‽ୡ⏺Ỉᙉࡢࢡ࣮࣡ࢺ

࣭㐃ᦠඛࡢ◊✲ᶵ㛵ࡸඹྠ◊✲⪅ࡀ㸪ᚋࡶ≉ᐃࡢᆅᇦ೫ࡃ࡞ࡇࡿ㸪୍ࡾࡼᒙᗈᇦⓗ㸪ࣛࣂ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡿࢀࡉ㑅ᐃࡃⰋࢫࣥ

 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

NINJALᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)ࢆ㛤

ദࡋ㸪ࡘ࠾࡞㸪ࡢࡑᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟ࡢ࣓࡚࢝ࣜࡋ CSLI♫ࡽฟ∧ࡿࡍணᐃ࡛ࡇࡿ࠶㸪ࡲ

㛤ദࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ἲ㸦⤫ㄒㄽ㸧ᩥ࣮ࢹࢯࣟࣉ㸪࡚ࡋ⾜ࢺࣛࢸࢧࡢ㸪JK 24ࡓ

ᅗ᭩✲◊ࡿࡼ㸪ⱥㄒࡇࡓࡋ Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku 

Project ࢆ JohnBenjamins  㸪Mouton Handbook of Contrastive Linguisticsࡇࡓࡋ∧ฟࡽ♫

㸦Mouton ♫㸧ࡢ⦅㞟సᴗࡇࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ㸪Cambridge Handbook of Japanese Linguistics 

(Cambridge University Press)ࡧࡼ࠾ Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, 

Oxford University Press㸧ࢀࡒࢀࡑ㸰⦅ࡢㄽᩥᐤ✏࡞ࡇࡓࡋ㸪◊✲ᡂᯝࡢᅜ㝿Ⓨಙពḧⓗ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡃ㧗ࡀⅬࡿ࠸࡚ࡆᣲࢆᡂᯝࡢࡃ㸪ከࡳ⤌ࡾྲྀ

 

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

≉䛻䛺䛧䚹 
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⪅✲◊ࡿࡍᒓᶵ㛵✲◊ࡢእ㒊࡚࠼㸪ຍࡋ⏝ 10ேࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆタ⨨ࡋ㸪ඹྠ◊✲

యไࡢᐇᙉࢆᅗࡓࡗⅬࡣホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

 ణࡋ㸪ඹྠ◊✲ဨࡢ㑅ᐃࡢ᪉㔪ࡸᇶ‽ ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡀ┠ⓗࡢ㛵㐃࡚࠸࠾᫂☜࡚ࢀࡉ♧

ศࡶࡢࡿ࠸࡚ࡋ⬟㸪ᶵࢀࡉᵓ⠏࡛ࡕࡓ࡞࠺ࡼࡢࡀ ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⪅✲◊㸪ࡃ㞴࠸ゝࡣࡿ࠸

 ࠋ࠸ࡋࡎࡴࡀ㸪ホ౯ࡵࡓ࠸ࡃࡾ

ほⅬࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕ㸪ࡀࡿࢀࡽぢࡀࡢࡶࡓࡋ㇟ᑐࢆእᅜㄒࡢ㢮✀ᩘࡣ࡞ࡢ⦼㸪◊✲ᴗࡓࡲ 

ඹྠ◊✲ဨࡧࡼ࠾ⓗ㸪┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏ࠺࠸✲◊᪥ᮏㄒࡢࠖࡽ 80 ྡవྡࡿࡍ᧦ࢆ◊✲యไࡢつ

ᶍ㚷ࡤࢀࡳ㸪ࡾࡼከᵝ࡞እᅜㄒࢆど⛬ᤊࡓ࠼ඹྠ◊✲ࡢᡂᯝࡾ࠶࡛ࡁࡿ࠶ࡀ㸪ࡓࡋ࠺ࡑⅬࢆ

㋃ࡢ࡚࠼ࡲ◊✲యไࡢᵓ⠏ࡧࡼ࠾ᐇࡀᮃࠋࡿࢀࡲ 

 

࣭᪥ⱥㄒࡿࡼ㹆㹎ࢆ㛤タࡋ㸪㝶᭦᪂ࡇࡿ࠸࡚ࡋ㸪ࡓࡲ㸪ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ 10ேࡴྵࢆ

࠸㸪ࡣࡇࡓࡵồࢆຓゝࡢ࡚࠸ࡘᡂᯝⓎಙ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ

್㸪ホ౯ࡾ࠶࡛┈᭷࡚ࡗⓎಙ࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡢᡂᯝ✲◊᥎㐍ࡢάື✲◊ࡢ࡛‽ୡ⏺Ỉࡶࢀࡎ

࡞࠺ࡼࡢᙧ࡛࡞࠺ࡼࡢࡽ⪅✲◊࡞࠺ࡼࡢ㸪ࡣ࡚࠸ࡘࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ㸪ࡋణࠋࡿࡍ

ຓゝࡅཷࢆ㸪࡞࠺ࡼࡢᨵၿࢆᐇ⌧ࡃࡓࡗࡲࡀࡓࡋศࡣࡢ࠸࡞ࡽṧᛕ࡛ࠋࡿ࠶ 

࣭ྡモಟ㣭⾲⌧㛵ࡿࡍゝㄒᆅᅗసᡂ㛵࡚ࡋ㸪ㅖၥ㢟᳨ࡢウࡧࡼ࠾ィ⏬ࡢసᡂࡿ࠶ࡓࢀࡉ࡞ࡀ

ࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡿぢࢆ⌧ᐇࡸ㏿ࡀ⏝ඹྠࡢ㸪ゝㄒᆅᅗࢀࡉ᥎㐍ᐇ╔ࡀ⏬㸪ḟᖺᗘ௨㝆ィࡀ

 ࠋࡿ

࣭ྡモಟ㣭⾲⌧㛵࡚ࡋ✲◊ࡿࡍ⏬ᮇⓗ࡞ᡂᯝࢆࡵ㸪᪥ࡶ㛵㐃◊✲ᑐ࠾࡞ࡶ࡚ࡋ࡞ࡁᙳ

㡪ຊࠗࡘࡶࢆᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸯̿̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿̿࠘ࡢⱥヂ࣭Webබ㛤ࢆ┠ᣦࡋ㸪ࡢࡑసᴗ╔ᡭ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡃ㧗ࡣࡇࡓࡋ

 

4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

ᅜෆࡢ㸲ࡢࡘᏛ㝔࡚࠸࠾᪥ᮏㄒᏛ࣭ゝㄒᏛࡢᤵᴗࢆᢸᙜ࡞ࡇࡓࡋ㸪ࡓࡲ㸪࣭ࣈࢸࢡ

ࣥࢫࢵࣞࡿࡍศᯒࢆᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛࡓࡋᑐᛂࢢࣥࢽ࣮ࣛ 㸦࠘ಟ㤋᭩ᗑ㸧ࡢห⾜ࡘࡂ₈

⫱ᩍࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡋ⛣⾜ᐇࡾணᐃ㏻ࢆ⏬ィࡢᖺᗘࡿࡍ㛵ᩍ⫱༠ຊࡢ➼㸪Ꮫ㝔࡞ࡇࡓࡅ

ⓗᬑཬ㈉⊩࡛ࡓࡁⅬࡀホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ேࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋཧ⏬ࡇࡓࡏࡉ㸪◊✲ᡂᯝⓎ⾲

࡚ࡋ㏻ࢆᶵࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡸ ࢙ࢪࣟࣉࡢ㸪ⱝᡭࡇࡓࡋᥦ౪ࢆᶵࡢ⾲Ⓨ⏕Ꮫ㝔ࡢ46ྡ

ࢺࢡ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ㸰ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸳ே㞠⏝ࡋ㸪㡢ኌᩥἲࡢ⪅✲◊ࡢ⫱ᡂࢆᅗࡇࡓࡗ㸪ᾏ

እࡴྵࢆ⪅✲◊ࡢⱝᡭ◊✲⪅ 12 ࢆ᪑㈝ᨭࡢࡵࡓࡢ⾲Ⓨࡢ㸦JK24㸧࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᅜ㝿ࡋᑐྡ

⏕㸪Ꮫ㝔ࡓࡲࡇࡓࡗ⾜ 1 ࢆ⪅✲◊㸪ⱝᡭࡣࡇࡓࡗ⾜ࢆ᪑㈝ᨭࡢࡵࡓࡢ᪉ゝㄪᰝ࡚ࡋᑐྡ

⫱ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᖺᗘࡢィ⏬ἢࡾ࠶࡛ࡢࡶ࠺㸪ホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

⏋ᓥ᪉ゝࡢಖᏑ࣭ㄪᰝᆅඖᕷẸࡢၨⵚ࡚࠸ࡘ㸪㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᕝෆᕷඹྠᴗࡢ༠㆟ࢆ㛤
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ጞࡣࡇࡓࡋ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢィ⏬ࡢ㐙⾜࡚ࡗ᭷┈࡛ࡾ࠶㸪ホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

࣭ㄒᏛᩍ⫱◊✲ᡤࡢᖺḟࡢᑠ୰㧗ᩍဨࢆᑐ㇟ࠕ࡚࠸࠾࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡓࡋⱥㄒ᪥ᮏㄒࡢ

ⓗⓎಙ♫ࡢᡂᯝ✲◊ࡢࡽほⅬࠖࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕ㸪ࡣࡇࡓࡗ⾜ࢆㅮ₇ࡿࡍ㢟つ๎ࠖࢺࣥࢭࢡ

ࡀ⪅㸪ཧຍࡋࡔࡓࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋ 29 ࡶᗈሗάືࡢḟᖺᗘ௨㝆ࠋࡿࢀࡲࡋᝰࡀࡇࡓࡗࡲ␃ྡ

ᮇᚅࠋ࠸ࡓࡋ 

࣭ᇸ⋢┴ࡢ㧗ᰯᩍဨࢆᑐ㇟ࡓࡋᩍဨ◊ಟࠕ࡚࠸࠾ゝⴥࢆᏛࠖࡇ࠺࠸ࡪ㢟ࡿࡍㅮ₇ࢆ⾜

ࠖࢃ࡚ࡓࠕࠖࢃࡕࡓࠕࡣᕝ❧ࠕ㸪ࡁᇶ࡙༠ᐃࡢ◊ᅜㄒ㸪❧ᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋ࡇࡓࡗ

̿᪥ᮏㄒࡢⓎ㡢ࠖ̿ࢺࣥࢭࢡ㢟ࡿࡍㅮ₇ࢆ㛤ദࡇࡓࡋ㸪ᮾிゝㄒ◊✲ᡤタ❧ 50 ࿘ᖺ࣑ࢭ

ࡋᑐ⪅ཧຍࡴྵࢆᩍᖌࡢ୰㧗࡚࠸࠾࣮ࢼ ㄢ㢟ࡢ㡢㡩ㄽࠕ࡚ 㸪࡞ࡇࡓࡗ⾜ࢆㅮ₇ࡿࡍ㢟ࠖ

♫㈉⊩ࢆ┠ᣦࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡘࡃ࠸ࡍ✚ᴟⓗࡓࢀࡉ࡞Ⅼࡣ㸪ᅜ◊ࡢᴗ࡚ࡋホ౯࡛ࡀࡿࡁ㸪

░࡛᫂ྰࡢࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢࡽほⅬࠖࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࡀෆᐜࡢㅮ₇ࡢࡽࢀࡇ

 ࠋ࠸ࡃࡾ࡞ࡣ㇟ᑐࡢ㸪ホ౯ࡾ࠶࡛

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

࣭ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ ᡂᯝⓎࡸ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ10ྡ

ಙ࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢ࡚࠸ࡘどⅬࢆࢫࣂࢻࡢࡽ✚ᴟⓗồࡇࡿ࠸࡚ࡵ㸪ࡓࡲ㸪 ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ

◊✲⪅ 13ேࢆඹྠ◊✲ဨຍ࠼㸪᪥ᮏㄒࡢ㡢ኌᩥἲ㛵ࡿࡍඹྠ◊✲࡞࠺⾜ࢆ㸪ᅜ㝿◊✲ࢵࢿ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡀⅬࡿ࠸࡚ࡗᅗࢆ῝ࡢ✲◊ࡢ‽ୡ⏺Ỉᙉࡢࢡ࣮࣡ࢺ

࣭㐃ᦠඛࡢ◊✲ᶵ㛵ࡸඹྠ◊✲⪅ࡀ㸪ᚋࡶ≉ᐃࡢᆅᇦ೫ࡃ࡞ࡇࡿ㸪୍ࡾࡼᒙᗈᇦⓗ㸪ࣛࣂ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡿࢀࡉ㑅ᐃࡃⰋࢫࣥ

 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

NINJALᅜ㝿࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)ࢆ㛤

ദࡋ㸪ࡘ࠾࡞㸪ࡢࡑᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟ࡢ࣓࡚࢝ࣜࡋ CSLI♫ࡽฟ∧ࡿࡍணᐃ࡛ࡇࡿ࠶㸪ࡲ

㛤ദࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ἲ㸦⤫ㄒㄽ㸧ᩥ࣮ࢹࢯࣟࣉ㸪࡚ࡋ⾜ࢺࣛࢸࢧࡢ㸪JK 24ࡓ

ᅗ᭩✲◊ࡿࡼ㸪ⱥㄒࡇࡓࡋ Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku 

Project ࢆ JohnBenjamins  㸪Mouton Handbook of Contrastive Linguisticsࡇࡓࡋ∧ฟࡽ♫

㸦Mouton ♫㸧ࡢ⦅㞟సᴗࡇࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ㸪Cambridge Handbook of Japanese Linguistics 

(Cambridge University Press)ࡧࡼ࠾ Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, 

Oxford University Press㸧ࢀࡒࢀࡑ㸰⦅ࡢㄽᩥᐤ✏࡞ࡇࡓࡋ㸪◊✲ᡂᯝࡢᅜ㝿Ⓨಙពḧⓗ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡃ㧗ࡀⅬࡿ࠸࡚ࡆᣲࢆᡂᯝࡢࡃ㸪ከࡳ⤌ࡾྲྀ

 

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

≉䛻䛺䛧䚹 
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⪅✲◊ࡿࡍᒓᶵ㛵✲◊ࡢእ㒊࡚࠼㸪ຍࡋ⏝ 10ேࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆタ⨨ࡋ㸪ඹྠ◊✲

యไࡢᐇᙉࢆᅗࡓࡗⅬࡣホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

 ణࡋ㸪ඹྠ◊✲ဨࡢ㑅ᐃࡢ᪉㔪ࡸᇶ‽ ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡀ┠ⓗࡢ㛵㐃࡚࠸࠾᫂☜࡚ࢀࡉ♧

ศࡶࡢࡿ࠸࡚ࡋ⬟㸪ᶵࢀࡉᵓ⠏࡛ࡕࡓ࡞࠺ࡼࡢࡀ ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⪅✲◊㸪ࡃ㞴࠸ゝࡣࡿ࠸

 ࠋ࠸ࡋࡎࡴࡀ㸪ホ౯ࡵࡓ࠸ࡃࡾ

ほⅬࡢᑐ↷ゝㄒᏛࠕ㸪ࡀࡿࢀࡽぢࡀࡢࡶࡓࡋ㇟ᑐࢆእᅜㄒࡢ㢮✀ᩘࡣ࡞ࡢ⦼㸪◊✲ᴗࡓࡲ 

ඹྠ◊✲ဨࡧࡼ࠾ⓗ㸪┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏ࠺࠸✲◊᪥ᮏㄒࡢࠖࡽ 80 ྡవྡࡿࡍ᧦ࢆ◊✲యไࡢつ

ᶍ㚷ࡤࢀࡳ㸪ࡾࡼከᵝ࡞እᅜㄒࢆど⛬ᤊࡓ࠼ඹྠ◊✲ࡢᡂᯝࡾ࠶࡛ࡁࡿ࠶ࡀ㸪ࡓࡋ࠺ࡑⅬࢆ

㋃ࡢ࡚࠼ࡲ◊✲యไࡢᵓ⠏ࡧࡼ࠾ᐇࡀᮃࠋࡿࢀࡲ 

 

࣭᪥ⱥㄒࡿࡼ㹆㹎ࢆ㛤タࡋ㸪㝶᭦᪂ࡇࡿ࠸࡚ࡋ㸪ࡓࡲ㸪ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ 10ேࡴྵࢆ

࠸㸪ࡣࡇࡓࡵồࢆຓゝࡢ࡚࠸ࡘᡂᯝⓎಙ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ

್㸪ホ౯ࡾ࠶࡛┈᭷࡚ࡗⓎಙ࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡢᡂᯝ✲◊᥎㐍ࡢάື✲◊ࡢ࡛‽ୡ⏺Ỉࡶࢀࡎ

࡞࠺ࡼࡢᙧ࡛࡞࠺ࡼࡢࡽ⪅✲◊࡞࠺ࡼࡢ㸪ࡣ࡚࠸ࡘࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ㸪ࡋణࠋࡿࡍ

ຓゝࡅཷࢆ㸪࡞࠺ࡼࡢᨵၿࢆᐇ⌧ࡃࡓࡗࡲࡀࡓࡋศࡣࡢ࠸࡞ࡽṧᛕ࡛ࠋࡿ࠶ 

࣭ྡモಟ㣭⾲⌧㛵ࡿࡍゝㄒᆅᅗసᡂ㛵࡚ࡋ㸪ㅖၥ㢟᳨ࡢウࡧࡼ࠾ィ⏬ࡢసᡂࡿ࠶ࡓࢀࡉ࡞ࡀ

ࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡿぢࢆ⌧ᐇࡸ㏿ࡀ⏝ඹྠࡢ㸪ゝㄒᆅᅗࢀࡉ᥎㐍ᐇ╔ࡀ⏬㸪ḟᖺᗘ௨㝆ィࡀ

 ࠋࡿ

࣭ྡモಟ㣭⾲⌧㛵࡚ࡋ✲◊ࡿࡍ⏬ᮇⓗ࡞ᡂᯝࢆࡵ㸪᪥ࡶ㛵㐃◊✲ᑐ࠾࡞ࡶ࡚ࡋ࡞ࡁᙳ

㡪ຊࠗࡘࡶࢆᑎᮧ⚽ኵㄽᩥ㞟㸯̿̿᪥ᮏㄒᩥἲ⦅̿̿࠘ࡢⱥヂ࣭Webබ㛤ࢆ┠ᣦࡋ㸪ࡢࡑసᴗ╔ᡭ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡃ㧗ࡣࡇࡓࡋ

 

4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

ᅜෆࡢ㸲ࡢࡘᏛ㝔࡚࠸࠾᪥ᮏㄒᏛ࣭ゝㄒᏛࡢᤵᴗࢆᢸᙜ࡞ࡇࡓࡋ㸪ࡓࡲ㸪࣭ࣈࢸࢡ

ࣥࢫࢵࣞࡿࡍศᯒࢆᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛࡓࡋᑐᛂࢢࣥࢽ࣮ࣛ 㸦࠘ಟ㤋᭩ᗑ㸧ࡢห⾜ࡘࡂ₈

⫱ᩍࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡋ⛣⾜ᐇࡾணᐃ㏻ࢆ⏬ィࡢᖺᗘࡿࡍ㛵ᩍ⫱༠ຊࡢ➼㸪Ꮫ㝔࡞ࡇࡓࡅ

ⓗᬑཬ㈉⊩࡛ࡓࡁⅬࡀホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ PD㸰ேࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋཧ⏬ࡇࡓࡏࡉ㸪◊✲ᡂᯝⓎ⾲

࡚ࡋ㏻ࢆᶵࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡸ ࢙ࢪࣟࣉࡢ㸪ⱝᡭࡇࡓࡋᥦ౪ࢆᶵࡢ⾲Ⓨ⏕Ꮫ㝔ࡢ46ྡ

ࢺࢡ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ㸰ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸳ே㞠⏝ࡋ㸪㡢ኌᩥἲࡢ⪅✲◊ࡢ⫱ᡂࢆᅗࡇࡓࡗ㸪ᾏ

እࡴྵࢆ⪅✲◊ࡢⱝᡭ◊✲⪅ 12 ࢆ᪑㈝ᨭࡢࡵࡓࡢ⾲Ⓨࡢ㸦JK24㸧࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᅜ㝿ࡋᑐྡ

⏕㸪Ꮫ㝔ࡓࡲࡇࡓࡗ⾜ 1 ࢆ⪅✲◊㸪ⱝᡭࡣࡇࡓࡗ⾜ࢆ᪑㈝ᨭࡢࡵࡓࡢ᪉ゝㄪᰝ࡚ࡋᑐྡ

⫱ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᖺᗘࡢィ⏬ἢࡾ࠶࡛ࡢࡶ࠺㸪ホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

⏋ᓥ᪉ゝࡢಖᏑ࣭ㄪᰝᆅඖᕷẸࡢၨⵚ࡚࠸ࡘ㸪㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᕝෆᕷඹྠᴗࡢ༠㆟ࢆ㛤
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1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ 

2㸬ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Parsed Corpora of the World’s Languages: Theory and Practice㸧ࢆ⏬ࡋ㸪ᐇࠋࡿࡍ◊✲

ᡂᯝࡢ⦅㞟ࢆ㛤ጞࠋࡿࡍ 

3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

 

ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸸◊✲ᡂᯝࡢ୰㛫ࡵࡲࡾ 

1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ  

2㸬ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Parsed Corpora of the World’s Languages: Theory and Practice㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࢆᾏእࡢᐃホࡢ

 ࠋࡿࡍ⾜หࡽ♫∧ฟࡣࡓࡲ㞧ㄅ✲◊ࡿ࠶

3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

4㸬Ꮫ㝔⏕ྥࡢࡅㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

 

ᖹᡂ 31ᖺᗘ㸸◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᣑ 

1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ 

2㸬ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦New Frontiers in Corpus Linguistics: Breaking the Semantic Barrier㸧ࢆ⏬ࡋ㸪ᐇࠋࡿࡍ

◊✲ᡂᯝࡢ⦅㞟ࢆ㛤ጞࠋ 

3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

4㸬Ꮫ㝔⏕ྥࡢࡅㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

5㸬ၨⵚ᭩࣭ᬑཬ᭩ࢆᇳ➹ࠋࡿࡍ 

 

ᖹᡂ 32ᖺᗘ㸸◊✲ᡂᯝࡵࡲࡾࡢ 

1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ  

2㸬ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦New Frontiers in Corpus Linguistics: Breaking the Semantic Barrier㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࢆᾏእࡢ

ᐃホࡿ࠶ࡢฟ∧♫ࡽห⾜ࠋࡿࡍ 

3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

4㸬Ꮫ㝔⏕ྥࡢࡅㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

5㸬ၨⵚ᭩࣭ᬑཬ᭩ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

 

ᖹᡂ 33ᖺᗘ㸸◊✲ᡂᯝࡢබ㛤 

1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ 

2㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

3㸬Ꮫ㝔⏕ྥࡢࡅㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

 

࠙3ᖺࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀ࠚ 

࣭ᾏእࡢᐃホࡿ࠶ࡢ◊✲㞧ㄅࡢ≉㞟ྕࡣࡓࡲㄽᩥ㞟㸸ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Parsed Corpora of the World’s Languages: 

Theory and Practice㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࠋ 

࣭NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢫࣃ࣮ࢥ㸦3 ᩥ㸧ࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࢆඹ

බ㛤ࠋ 
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⤫ㄒ࣭ពゎᯒࡢࢫࣃ࣮ࢥ㛤Ⓨࢀࡑᇶ࡙ࡃゝㄒ◊✲ 

 ࢩࢹࣝࣃ࣭ࢺࣥࣕࢩࣛࣉ㸸࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

�

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

�

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

⌧ᅾୡ⏺ࡢせゝㄒ࡚࠸ࡘ Penn Treebank ᪉ᘧࡢ⤫ㄒゎᯒሗࡀ (ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ) ࢫࣃ࣮ࢥࡁసࢀࡽ㸪ゝㄒᏛ࠾

Ꮡࡣࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶࡓࢀࡉබ㛤ࡢつᶍ࡞༑ศࡣ࡚࠸ࡘ᪥ᮏㄒࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡆᣲࢆᡂᯝ࠸ࡋࡲぬ┠✲◊ࡢ⌮ゝㄒฎࡧࡼ

ᅾࠋ࠸࡞ࡋ 

ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ୖグ࡞࠺ࡼࡢ᪥ᮏㄒ◊✲ࡢ㐜ࢆࢀᤂᅇࡋ㸪ከᵝ࡞᪥ᮏㄒࡢᶵ⬟ㄒ㸪ྃ㸪⠇ࡧࡼ࠾」㞧࡞ᵓᩥࢆ

㔞ࡢゝㄒ᳨ࡽࢱ࣮ࢹ⣴࣭ ᢳฟࡿࡍ⬟ྍࢆࡇࡿࡍ✲◊࡚ࡋ⤫ㄒ࣭ ពゎᯒሗࢢࢱࡁ᪥ᮏㄒᵓ㐀యࢫࣃ࣮ࢥ NINJAL 

Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) ࢆ㛤Ⓨࡢࡵࡓࡿࡍᇶ♏◊✲࠸⾜ࢆ㸪༑ศ࡞つᶍࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢᵓ⠏ࡋ㸪බ㛤

ඹྠࡢࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿࡍⓎಙ࡚ࡅྥᅜෆእࢆᡂᯝࡢࡑ㸪࠸⾜ࢆ✲◊ࡢ㸪᪥ᮏㄒ࡚ࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇ㸪ࡽࡉࠋࡿࡍ

࡛ࡲ㸪᭱⤊ᖺᗘ࡚ࡋ⎔୍ࡢ᥎㐍ࡢ⏝ 5㹼6 ᩥつᶍࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢᡂࡿࡏࡉணᐃ࡛ࡾ࠶㸪ゝㄒฎ⌮ࡢᢏ⾡ࢆᣢ࠸࡞ࡓ

ே࡛ࡶ⡆༢⏝࡛ࡶࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࡿࡁ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ୍ࡽࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ⯡බ㛤ࡓࡲࠋࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒ

ሓ⬟࡛࠸࡞ᾏእࡶ⪅✲◊ࡢᮏࢆࢫࣃ࣮ࢥ⏝࡛࣐࣮ࣟ࠺ࡼࡿࡁᏐ∧ࡶ⏝ពࠋࡿࡍ 

ୖグࡢ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪᪥ᮏᅜෆእࡽ⪅✲◊ࡢᵓᡂ⌜✲◊ࡿࢀࡉຍ࡚࠼ᅜ❧ᅜㄒ◊✲

ᡤ㸪ᮾᏛ㸪⚄ᡞᏛࢫࣃ࣮ࢥ㛤Ⓨ⌜ࢆタࡅ㸪ࡀ⌜ࡢࡽࢀࡑ┦㐃ᦠࡽࡀ࡞ࡋ㛤Ⓨࢆ✲◊㐍ࡓࡲࠋࡿࡵ㸪᪥ᮏㄒ

⪅✲◊୰ሀࡢ᪥ᮏᅜෆࡧࡼ࠾⪅✲◊ࡢᾏእࡿ࠸࡚ࡋ๓⥺࡛ά㌍᭱ࡢ✲◊ゝㄒᏛࢫࣃ࣮ࢥࡢ⏺㸪ୡ࡚ࡋᣦ┠ࢆᅜ㝿ࡢ✲◊

࡛ Advisory Board ࣮࣡ࢺࢵࢿ✲◊㸪ᅜ㝿ⓗࡋỴᐃࢆ᪉㔪࣭᪉ྥࡢ⏬ㅖ୰ᚰࢆࢫࣂࢻࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡢࡇ㸪ࡋᵓᡂࢆ

ࡍⓎಙ࡚ࡌ㏻ࢆฟ∧♫࣭◊✲㞧ㄅࡿ࠶ࡢᐃホࡢᾏእࢆᡂᯝࡢࡑ㸪ࡋ㛤ദࢆ࡞࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᅜ㝿ࡓࡲࠋࡿᅗࢆᵓ⠏ࡢࢡ

�ࠋࡿ

ᖹᡂ 28ᖺᗘ㸸◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉጞື 

1㸬ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ HP㸦᪥ⱥ∧㸧ࢆ㛤タ࣭බ㛤ࡋ㸪㝶᭦᪂ࠋࡿࡍ 

2㸬ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ࡚ࡋ⎔୍ࡢ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

3㸬㠀ᖖ◊✲ဨࢆ 10ᩘྡ㞠⏝ࡋ㸪ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀసᴗࠋ࠺⾜ࢆ 

4㸬◊✲⌜㛤Ⓨ⌜ྠྜࡢ◊✲ࢆᖺᩘᅇᅜෆྛᆅࡢᏛ࡛㛤ദࡋ㸪ⱝᡭ◊✲⪅ࡶ✚ᴟⓗཧຍࠋ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ 

5㸬ᅜෆእࡢᏛ࡛◊✲Ⓨ⾲ࠋ࠺⾜ࢆ 

6㸬ᅜෆእࡢせ◊✲⪅ࡽᡂࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡿタ⨨ࡋ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㐠ႠࡸᡂᯝⓎಙ࡚࠸ࡘ㝶ࣂࢻ

 ࠋࡿࡵồࢆ ࢫ

7㸬ࢆࢺࢵࢿ㏻ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࡚ࡌసᴗࡀࡿ࠼⾜⎔ቃࢆᾏእ⪅✲◊ࡢ㐃ᦠࡽࡀ࡞ࡋᵓ⠏ࠋࡿࡍ 

8㸬ᾏእࡢᏛ◊✲ὶ༠ᐃࠋࡪ⤖ࢆ 

9㸬᪥ⱥ∧ࢆࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࡢᵓ⠏ࡋ㸪NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࣃ࣮ࢥ

 ࠋ㸦1ᩥ㸧ࡿࡍබ㛤࡚ࡏࢃྜࢫ

 

ᖹᡂ 29ᖺᗘ㸸◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᥎㐍 
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1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ 

2㸬ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Parsed Corpora of the World’s Languages: Theory and Practice㸧ࢆ⏬ࡋ㸪ᐇࠋࡿࡍ◊✲

ᡂᯝࡢ⦅㞟ࢆ㛤ጞࠋࡿࡍ 

3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

 

ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸸◊✲ᡂᯝࡢ୰㛫ࡵࡲࡾ 

1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ  

2㸬ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Parsed Corpora of the World’s Languages: Theory and Practice㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࢆᾏእࡢᐃホࡢ

 ࠋࡿࡍ⾜หࡽ♫∧ฟࡣࡓࡲ㞧ㄅ✲◊ࡿ࠶

3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

4㸬Ꮫ㝔⏕ྥࡢࡅㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

 

ᖹᡂ 31ᖺᗘ㸸◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᣑ 

1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ 

2㸬ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦New Frontiers in Corpus Linguistics: Breaking the Semantic Barrier㸧ࢆ⏬ࡋ㸪ᐇࠋࡿࡍ

◊✲ᡂᯝࡢ⦅㞟ࢆ㛤ጞࠋ 

3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

4㸬Ꮫ㝔⏕ྥࡢࡅㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

5㸬ၨⵚ᭩࣭ᬑཬ᭩ࢆᇳ➹ࠋࡿࡍ 

 

ᖹᡂ 32ᖺᗘ㸸◊✲ᡂᯝࡵࡲࡾࡢ 

1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ  

2㸬ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦New Frontiers in Corpus Linguistics: Breaking the Semantic Barrier㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࢆᾏእࡢ

ᐃホࡿ࠶ࡢฟ∧♫ࡽห⾜ࠋࡿࡍ 

3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

4㸬Ꮫ㝔⏕ྥࡢࡅㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

5㸬ၨⵚ᭩࣭ᬑཬ᭩ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

 

ᖹᡂ 33ᖺᗘ㸸◊✲ᡂᯝࡢබ㛤 

1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇࠋࡿࡍ 

2㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢆࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࡿࡍ㸦1ᩥࢆ㏣ຍࡿࡍ㸧ࠋ 

3㸬Ꮫ㝔⏕ྥࡢࡅㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

 

࠙3ᖺࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀ࠚ 

࣭ᾏእࡢᐃホࡿ࠶ࡢ◊✲㞧ㄅࡢ≉㞟ྕࡣࡓࡲㄽᩥ㞟㸸ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Parsed Corpora of the World’s Languages: 

Theory and Practice㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࠋ 

࣭NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢫࣃ࣮ࢥ㸦3 ᩥ㸧ࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࢆඹ

බ㛤ࠋ 

20 

 

 

⤫ㄒ࣭ពゎᯒࡢࢫࣃ࣮ࢥ㛤Ⓨࢀࡑᇶ࡙ࡃゝㄒ◊✲ 

 ࢩࢹࣝࣃ࣭ࢺࣥࣕࢩࣛࣉ㸸࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

�

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

�

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

⌧ᅾୡ⏺ࡢせゝㄒ࡚࠸ࡘ Penn Treebank ᪉ᘧࡢ⤫ㄒゎᯒሗࡀ (ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ) ࢫࣃ࣮ࢥࡁసࢀࡽ㸪ゝㄒᏛ࠾

Ꮡࡣࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶࡓࢀࡉබ㛤ࡢつᶍ࡞༑ศࡣ࡚࠸ࡘ᪥ᮏㄒࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡆᣲࢆᡂᯝ࠸ࡋࡲぬ┠✲◊ࡢ⌮ゝㄒฎࡧࡼ

ᅾࠋ࠸࡞ࡋ 

ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ୖグ࡞࠺ࡼࡢ᪥ᮏㄒ◊✲ࡢ㐜ࢆࢀᤂᅇࡋ㸪ከᵝ࡞᪥ᮏㄒࡢᶵ⬟ㄒ㸪ྃ㸪⠇ࡧࡼ࠾」㞧࡞ᵓᩥࢆ

㔞ࡢゝㄒ᳨ࡽࢱ࣮ࢹ⣴࣭ ᢳฟࡿࡍ⬟ྍࢆࡇࡿࡍ✲◊࡚ࡋ⤫ㄒ࣭ ពゎᯒሗࢢࢱࡁ᪥ᮏㄒᵓ㐀యࢫࣃ࣮ࢥ NINJAL 

Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) ࢆ㛤Ⓨࡢࡵࡓࡿࡍᇶ♏◊✲࠸⾜ࢆ㸪༑ศ࡞つᶍࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢᵓ⠏ࡋ㸪බ㛤

ඹྠࡢࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿࡍⓎಙ࡚ࡅྥᅜෆእࢆᡂᯝࡢࡑ㸪࠸⾜ࢆ✲◊ࡢ㸪᪥ᮏㄒ࡚ࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇ㸪ࡽࡉࠋࡿࡍ

࡛ࡲ㸪᭱⤊ᖺᗘ࡚ࡋ⎔୍ࡢ᥎㐍ࡢ⏝ 5㹼6 ᩥつᶍࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢᡂࡿࡏࡉணᐃ࡛ࡾ࠶㸪ゝㄒฎ⌮ࡢᢏ⾡ࢆᣢ࠸࡞ࡓ

ே࡛ࡶ⡆༢⏝࡛ࡶࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࡿࡁ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ୍ࡽࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ⯡බ㛤ࡓࡲࠋࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒ

ሓ⬟࡛࠸࡞ᾏእࡶ⪅✲◊ࡢᮏࢆࢫࣃ࣮ࢥ⏝࡛࣐࣮ࣟ࠺ࡼࡿࡁᏐ∧ࡶ⏝ពࠋࡿࡍ 

ୖグࡢ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪᪥ᮏᅜෆእࡽ⪅✲◊ࡢᵓᡂ⌜✲◊ࡿࢀࡉຍ࡚࠼ᅜ❧ᅜㄒ◊✲

ᡤ㸪ᮾᏛ㸪⚄ᡞᏛࢫࣃ࣮ࢥ㛤Ⓨ⌜ࢆタࡅ㸪ࡀ⌜ࡢࡽࢀࡑ┦㐃ᦠࡽࡀ࡞ࡋ㛤Ⓨࢆ✲◊㐍ࡓࡲࠋࡿࡵ㸪᪥ᮏㄒ

⪅✲◊୰ሀࡢ᪥ᮏᅜෆࡧࡼ࠾⪅✲◊ࡢᾏእࡿ࠸࡚ࡋ๓⥺࡛ά㌍᭱ࡢ✲◊ゝㄒᏛࢫࣃ࣮ࢥࡢ⏺㸪ୡ࡚ࡋᣦ┠ࢆᅜ㝿ࡢ✲◊

࡛ Advisory Board ࣮࣡ࢺࢵࢿ✲◊㸪ᅜ㝿ⓗࡋỴᐃࢆ᪉㔪࣭᪉ྥࡢ⏬ㅖ୰ᚰࢆࢫࣂࢻࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡢࡇ㸪ࡋᵓᡂࢆ

ࡍⓎಙ࡚ࡌ㏻ࢆฟ∧♫࣭◊✲㞧ㄅࡿ࠶ࡢᐃホࡢᾏእࢆᡂᯝࡢࡑ㸪ࡋ㛤ദࢆ࡞࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᅜ㝿ࡓࡲࠋࡿᅗࢆᵓ⠏ࡢࢡ

�ࠋࡿ

ᖹᡂ 28ᖺᗘ㸸◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉጞື 

1㸬ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ HP㸦᪥ⱥ∧㸧ࢆ㛤タ࣭බ㛤ࡋ㸪㝶᭦᪂ࠋࡿࡍ 

2㸬ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ࡚ࡋ⎔୍ࡢ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ㞠⏝ࡋ㸪◊✲ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

3㸬㠀ᖖ◊✲ဨࢆ 10ᩘྡ㞠⏝ࡋ㸪ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀసᴗࠋ࠺⾜ࢆ 

4㸬◊✲⌜㛤Ⓨ⌜ྠྜࡢ◊✲ࢆᖺᩘᅇᅜෆྛᆅࡢᏛ࡛㛤ദࡋ㸪ⱝᡭ◊✲⪅ࡶ✚ᴟⓗཧຍࠋ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ 

5㸬ᅜෆእࡢᏛ࡛◊✲Ⓨ⾲ࠋ࠺⾜ࢆ 

6㸬ᅜෆእࡢせ◊✲⪅ࡽᡂࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡿタ⨨ࡋ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㐠ႠࡸᡂᯝⓎಙ࡚࠸ࡘ㝶ࣂࢻ

 ࠋࡿࡵồࢆ ࢫ

7㸬ࢆࢺࢵࢿ㏻ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࡚ࡌసᴗࡀࡿ࠼⾜⎔ቃࢆᾏእ⪅✲◊ࡢ㐃ᦠࡽࡀ࡞ࡋᵓ⠏ࠋࡿࡍ 

8㸬ᾏእࡢᏛ◊✲ὶ༠ᐃࠋࡪ⤖ࢆ 

9㸬᪥ⱥ∧ࢆࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࡢᵓ⠏ࡋ㸪NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࣃ࣮ࢥ

 ࠋ㸦1ᩥ㸧ࡿࡍබ㛤࡚ࡏࢃྜࢫ

 

ᖹᡂ 29ᖺᗘ㸸◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᥎㐍 
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㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯� ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬�

㸯㸬᪥ⱥㄒࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ㛤タࡋ㸪㝶᭦᪂ࠋࡓࡋ 

㸰㸬ᅜㄒ◊㸪ᮾᏛ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㛫ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㐍ࢆࢺࢫࣜࢢ࣮࣓ࣥࣜࡵࡓࡿࡵタ⨨ࡋ㸪ሗ

ඹ᭷ࢆᅗࢺࢵࢽࣘࡶࡿ㛫ࡢ◊✲ᡴࠋࡓࡗ⾜ࡶࡏࢃྜࡕ 

㸱㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)࣭Keyaki᳨ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ⣴᳨࣭ฟ⏝ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࡢ

 ࠋࡓࡋබ㛤ඹࢫࣃ࣮ࢥࡢ㸪1ᩥつᶍࡋ㛤Ⓨࢆࢫ࣮࢙ࣇ࣮

㸲㸬᪥ᮏゝㄒᏛ 153ᅇ㸦⚟ᒸᏛ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3-4᪥㸧࡛࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㛤ദࡋ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᡂᯝࢆⓎ

 ࠋࡓࡋ⾲

㸳㸬⤫ㄒゎᯒሗࡢ (ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ) ࢫࣃ࣮ࢥࡁ᪂ᒎ㛤㛵ࡿࡍබ㛤◊✲Ⓨ⾲ࢆ 2017ᖺ㸱᭶㸲᪥㸦ᅵ㸧ᮾᏛ

࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

㸴㸬ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㛵㐃ࢆ✲◊ࡢゝㄒฎ⌮Ꮫ࡛Ⓨ⾲ࡓࡋ㸦NLP2017㸾⟃ἼᏛ㸪2017 ᖺ 3᭶ 15᪥㸧ࠋ 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࠋࡓࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ㸪ᾏእ◊✲⪅㸴ྡࡵࡓࡿࡵồࢆຓゝ࡚࠸ࡘᡂᯝⓎಙ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪ࣭ࣟࣉ

㝶ࢆࢫࣂࢻᚓࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡽࡀ࡞᪉ἲ㸪◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ㸪ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡢ‽ഛࢆ࡞㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

�

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯� ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬�

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛసᴗ‽ࡿࡍ∧㛤Ⓨ࣭ฟࢆᩍᮦࡿࡍ㈨⫱ᩍࡢ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬�

㸪ࡏࢃྜࢆࢺࢵࢽ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᮾᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࡵࡓࡿࡍᐇࢆᵓ⠏࣭බ㛤ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡢෆ 4 㠀ᖖ◊✲ဨࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫ㝔ࡣྡ

௨እ㸪3 ࡗ⾜ࢆᣦᑟࡢ࡞᪉ἲㄽࡢ✲◊ࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋཧຍసᴗࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡶ⏕Ꮫ㒊ࡢྡ

 ࠋࡿ࠸࡚

�

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

Ἑ᪂ሗ㸪ࠗࡢ㸪ྎ࡚ࡋ㛵⏝࣭බ㛤ࢱ࣮ࢹ࣭ ᇶ♏᪥ᮏㄒᩥἲ࠘ࡢⴭ⪅࡛ࡿ࠶┈ᒸ㝯ᚿẶࡧࡼ࠾⏣❑⾜๎Ặࡽᢎㅙ

ᚓ࡚㸪NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) ࣭Keyakiࢆ ᖹᡂඹࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࢆࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ 28

ᖺ 12᭶බ㛤ࡣࢱ࣮ࢹࡢࡇࠋࡓࡋᅜෆእࡢ◊✲⪅࣭Ꮫ⏕ࡀ࡞◊✲┠ⓗ࡛⮬⏤ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺ 

�

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬  

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸯㸬࣮ࣚࢡᏛ㸦ⱥᅜ㸧㸪ࢽࣂࣝࢩࣥ࣌Ꮫ㸦⡿ᅜ㸧㸪ࢻࣛࣟࢥᏛ㸦⡿ᅜ㸧㸪ࢫࢲࣥࣛࣈᏛ㸦⡿ᅜ㸧㐃ᦠ༠ᐃࢆ

ࢆ⏕Ꮫ㝔ࡢᏛࢻࣛࣟࢥ㸪ࡓࡲࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡁ㸪⤫ㄒゎᯒሗࡧ⤖ 1ྡᣍࡋ࠸㸪

 ࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆ⾲Ⓨࡃᇶ࡙✲◊ඹྠ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡓࡋඹദࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
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�
�
ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯� ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬�

࣭1ᩥࡢ᪥ᮏㄒࢺࢫ࢟ࢸࡢᑐ࡚ࡋ⤫ㄒ࣭ពゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ㸦NPCMJ࣭ࢫࣃ࣮ࢥKeyaki ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ㸧ࢆᵓ⠏

ᖹᡂࡶࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥ⏝⣴᳨ࡢ㸪㸴✀㢮ࡋ 28ᖺ 12᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

࣭ᅜෆእࡢᏛ࡛Ⓨ⾲ࢆ 10௳㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㸯௳㸦Unshared Task on Theory and System analysis with FraCaS, 

MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸾ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧㸪ᅜෆ࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㸯௳㸦᪥ᮏゝㄒ

Ꮫ➨ 153ᅇ㸾⚟ᒸᏛ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3᪥࣭4᪥㸧ᐇࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⓎಙࠋࡓࡋ 

࣭᮶ᖺᗘ㛤ദணᐃࡢᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏬ࢆ⟇ᐃࠋࡓࡋᾏእࡽᣍࢆ⪅✲◊ࡿࡍ࠸☜ᐃࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⴭྡ࡞ᅜ㝿ㄅ

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆഛ‽ࡢࡵࡓࡿࡍⓎಙ࡚ࡋ㞟ྕ≉ࡢ

࣭ᾏእࡿࡅ࠾⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁせ࡞ᣐⅬ㸦University of Pennsylvania, University of York, University 

of Colorado Boulder, Brandeis University㸧࡛᪥ᮏㄒࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢ᪉ᘧ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࡋ㸪ඹྠ◊✲࡚࠸ࡘពぢ

ࠋࡓࡋࢆ 

࣭NTTࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤࡢඹྠ◊✲࣭ඹྠᐇ㦂࡚ࡅྥ༠㆟ࡋࢆ㸪ඹྠ◊✲ዎ⣙ࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆ 

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆഛ‽࡚ࡅྥබ㛤ࣈ࢙࢘ࡢㄝ᫂᭩ࡢ࣮ࣝࢶ⣴᳨ࡸࣝࣗࢽ࣐ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭

⤫࣭ㄒ࣭ ពゎᯒࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Mimetics in Japanese and Other Languages 

of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㛤ദࡓࡋ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ ࡣᩘ⪅ཧຍ⥲ࠋ(௳10 127

ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓእᅜே◊✲⪅ 26ே㸪Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛ࡽࡉࠋࡓࡗ࠶㸪࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࢃྜ

࡚ࡏ BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬�

㸪ࡏࢃྜࢆࢺࢵࢽ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᮾᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࡵࡓࡿࡍᐇࢆᵓ⠏࣭බ㛤ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡢෆ 4 㠀ᖖ◊✲ဨࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫ㝔ࡣྡ

௨እ㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡶసᴗཧຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

࣭ⱥㄒ㸪㡑ᅜㄒ㸪୰ᅜㄒ࡞せ࡞ゝㄒࡢ⤫ㄒゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ㛤Ⓨࡢᐇ⦼ࡿ࠶ࡢ University of Pennsylvania, 

University of York, University of Colorado Boulder, Brandeis University ࡢ㸪◊✲⪅㛫ࡋ⤖⥾ࢆᏛ⾡ὶ༠ᐃ

ពぢ㸪┦ゼၥ㸪ࡢ࣮ࣝࢶᥦ౪ࠋࡓࡗ⾜ࢆ࡞�

�

 

࠙5ᖺࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀ࠚ 

࣭ㄽᩥ㞟㸸ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦New Frontiers in Corpus Linguistics: Breaking the Semantic Barrier㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࢆ

ᾏእࡢᐃホࡿ࠶ࡢฟ∧♫ࡽห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢫࣃ࣮ࢥ㸦3 ᩥ㸧ࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࢆඹ

බ㛤ࠋ 

࣭ၨⵚ᭩࣭ᬑཬ᭩㸦1㸧�
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㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯� ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬�

㸯㸬᪥ⱥㄒࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ㛤タࡋ㸪㝶᭦᪂ࠋࡓࡋ 

㸰㸬ᅜㄒ◊㸪ᮾᏛ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㛫ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㐍ࢆࢺࢫࣜࢢ࣮࣓ࣥࣜࡵࡓࡿࡵタ⨨ࡋ㸪ሗ

ඹ᭷ࢆᅗࢺࢵࢽࣘࡶࡿ㛫ࡢ◊✲ᡴࠋࡓࡗ⾜ࡶࡏࢃྜࡕ 

㸱㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)࣭Keyaki᳨ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ⣴᳨࣭ฟ⏝ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࡢ

 ࠋࡓࡋබ㛤ඹࢫࣃ࣮ࢥࡢ㸪1ᩥつᶍࡋ㛤Ⓨࢆࢫ࣮࢙ࣇ࣮

㸲㸬᪥ᮏゝㄒᏛ 153ᅇ㸦⚟ᒸᏛ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3-4᪥㸧࡛࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㛤ദࡋ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᡂᯝࢆⓎ

 ࠋࡓࡋ⾲

㸳㸬⤫ㄒゎᯒሗࡢ (ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ) ࢫࣃ࣮ࢥࡁ᪂ᒎ㛤㛵ࡿࡍබ㛤◊✲Ⓨ⾲ࢆ 2017ᖺ㸱᭶㸲᪥㸦ᅵ㸧ᮾᏛ

࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

㸴㸬ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㛵㐃ࢆ✲◊ࡢゝㄒฎ⌮Ꮫ࡛Ⓨ⾲ࡓࡋ㸦NLP2017㸾⟃ἼᏛ㸪2017 ᖺ 3᭶ 15᪥㸧ࠋ 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࠋࡓࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ㸪ᾏእ◊✲⪅㸴ྡࡵࡓࡿࡵồࢆຓゝ࡚࠸ࡘᡂᯝⓎಙ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪ࣭ࣟࣉ

㝶ࢆࢫࣂࢻᚓࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡽࡀ࡞᪉ἲ㸪◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ㸪ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡢ‽ഛࢆ࡞㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

�

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯� ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬�

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛసᴗ‽ࡿࡍ∧㛤Ⓨ࣭ฟࢆᩍᮦࡿࡍ㈨⫱ᩍࡢ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬�

㸪ࡏࢃྜࢆࢺࢵࢽ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᮾᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࡵࡓࡿࡍᐇࢆᵓ⠏࣭බ㛤ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡢෆ 4 㠀ᖖ◊✲ဨࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫ㝔ࡣྡ

௨እ㸪3 ࡗ⾜ࢆᣦᑟࡢ࡞᪉ἲㄽࡢ✲◊ࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋཧຍసᴗࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡶ⏕Ꮫ㒊ࡢྡ

 ࠋࡿ࠸࡚

�

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

Ἑ᪂ሗ㸪ࠗࡢ㸪ྎ࡚ࡋ㛵⏝࣭බ㛤ࢱ࣮ࢹ࣭ ᇶ♏᪥ᮏㄒᩥἲ࠘ࡢⴭ⪅࡛ࡿ࠶┈ᒸ㝯ᚿẶࡧࡼ࠾⏣❑⾜๎Ặࡽᢎㅙ

ᚓ࡚㸪NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) ࣭Keyakiࢆ ᖹᡂඹࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࢆࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ 28

ᖺ 12᭶බ㛤ࡣࢱ࣮ࢹࡢࡇࠋࡓࡋᅜෆእࡢ◊✲⪅࣭Ꮫ⏕ࡀ࡞◊✲┠ⓗ࡛⮬⏤ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺ 

�

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬  

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸯㸬࣮ࣚࢡᏛ㸦ⱥᅜ㸧㸪ࢽࣂࣝࢩࣥ࣌Ꮫ㸦⡿ᅜ㸧㸪ࢻࣛࣟࢥᏛ㸦⡿ᅜ㸧㸪ࢫࢲࣥࣛࣈᏛ㸦⡿ᅜ㸧㐃ᦠ༠ᐃࢆ

ࢆ⏕Ꮫ㝔ࡢᏛࢻࣛࣟࢥ㸪ࡓࡲࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡁ㸪⤫ㄒゎᯒሗࡧ⤖ 1ྡᣍࡋ࠸㸪

 ࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆ⾲Ⓨࡃᇶ࡙✲◊ඹྠ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡓࡋඹദࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
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�
�
ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯� ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬�

࣭1ᩥࡢ᪥ᮏㄒࢺࢫ࢟ࢸࡢᑐ࡚ࡋ⤫ㄒ࣭ពゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ㸦NPCMJ࣭ࢫࣃ࣮ࢥKeyaki ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ㸧ࢆᵓ⠏

ᖹᡂࡶࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥ⏝⣴᳨ࡢ㸪㸴✀㢮ࡋ 28ᖺ 12᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

࣭ᅜෆእࡢᏛ࡛Ⓨ⾲ࢆ 10௳㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㸯௳㸦Unshared Task on Theory and System analysis with FraCaS, 

MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸾ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧㸪ᅜෆ࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㸯௳㸦᪥ᮏゝㄒ

Ꮫ➨ 153ᅇ㸾⚟ᒸᏛ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3᪥࣭4᪥㸧ᐇࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⓎಙࠋࡓࡋ 

࣭᮶ᖺᗘ㛤ദணᐃࡢᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏬ࢆ⟇ᐃࠋࡓࡋᾏእࡽᣍࢆ⪅✲◊ࡿࡍ࠸☜ᐃࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⴭྡ࡞ᅜ㝿ㄅ

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆഛ‽ࡢࡵࡓࡿࡍⓎಙ࡚ࡋ㞟ྕ≉ࡢ

࣭ᾏእࡿࡅ࠾⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁせ࡞ᣐⅬ㸦University of Pennsylvania, University of York, University 

of Colorado Boulder, Brandeis University㸧࡛᪥ᮏㄒࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢ᪉ᘧ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࡋ㸪ඹྠ◊✲࡚࠸ࡘពぢ

ࠋࡓࡋࢆ 

࣭NTTࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤࡢඹྠ◊✲࣭ඹྠᐇ㦂࡚ࡅྥ༠㆟ࡋࢆ㸪ඹྠ◊✲ዎ⣙ࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆ 

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆഛ‽࡚ࡅྥබ㛤ࣈ࢙࢘ࡢㄝ᫂᭩ࡢ࣮ࣝࢶ⣴᳨ࡸࣝࣗࢽ࣐ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭

⤫࣭ㄒ࣭ ពゎᯒࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Mimetics in Japanese and Other Languages 

of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㛤ദࡓࡋ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ ࡣᩘ⪅ཧຍ⥲ࠋ(௳10 127

ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓእᅜே◊✲⪅ 26ே㸪Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛ࡽࡉࠋࡓࡗ࠶㸪࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࢃྜ

࡚ࡏ BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬�

㸪ࡏࢃྜࢆࢺࢵࢽ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᮾᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࡵࡓࡿࡍᐇࢆᵓ⠏࣭බ㛤ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡢෆ 4 㠀ᖖ◊✲ဨࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫ㝔ࡣྡ

௨እ㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡶసᴗཧຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

࣭ⱥㄒ㸪㡑ᅜㄒ㸪୰ᅜㄒ࡞せ࡞ゝㄒࡢ⤫ㄒゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ㛤Ⓨࡢᐇ⦼ࡿ࠶ࡢ University of Pennsylvania, 

University of York, University of Colorado Boulder, Brandeis University ࡢ㸪◊✲⪅㛫ࡋ⤖⥾ࢆᏛ⾡ὶ༠ᐃ

ពぢ㸪┦ゼၥ㸪ࡢ࣮ࣝࢶᥦ౪ࠋࡓࡗ⾜ࢆ࡞�

�

 

࠙5ᖺࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀ࠚ 

࣭ㄽᩥ㞟㸸ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦New Frontiers in Corpus Linguistics: Breaking the Semantic Barrier㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࢆ

ᾏእࡢᐃホࡿ࠶ࡢฟ∧♫ࡽห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢫࣃ࣮ࢥ㸦3 ᩥ㸧ࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࢆඹ

බ㛤ࠋ 
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�
�
ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠋࡓࡋ

ࠋࡓࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ㸪ᾏእ◊✲⪅㸴ྡࡵࡓࡿࡵồࢆຓゝ࡚࠸ࡘᡂᯝⓎಙ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪ࣭ࣟࣉ

㝶ࢆࢫࣂࢻᚓࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡽࡀ࡞᪉ἲ㸪◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ㸪ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡢ‽ഛࢆ࡞㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛసᴗ‽ࡿࡍ∧㛤Ⓨ࣭ฟࢆᩍᮦࡿࡍ㈨⫱ᩍࡢ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㸪ࡏࢃྜࢆࢺࢵࢽ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᮾᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࡵࡓࡿࡍᐇࢆᵓ⠏࣭බ㛤ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT᪉ᘧ࡛⫱ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡢෆ 㠀ᖖ◊✲ဨ௨ࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫ㝔ࡣ4ྡ

እ㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡶసᴗཧຍࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ㸪ࢫࣃ࣮ࢥᇶ࡙ࡢ✲◊ࡃ᪉ἲㄽࡢ࡞ᣦᑟ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

 ࠋࡿ

�

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

Ἑ᪂ሗ㸪ࠗࡢ㸪ྎ࡚ࡋ㛵⏝࣭බ㛤ࢱ࣮ࢹ࣭ ᇶ♏᪥ᮏㄒᩥἲ࠘ࡢⴭ⪅࡛ࡿ࠶┈ᒸ㝯ᚿẶࡧࡼ࠾⏣❑⾜๎Ặࡽࡢᢎ

ㅙࢆᚓ࡚㸪NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) ࣭Keyaki᳨ࢆࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ⣴⏝ࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥඹ

ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶බ㛤ࡣࢱ࣮ࢹࡢࡇࠋࡓࡋᅜෆእࡢ◊✲⪅࣭Ꮫ⏕ࡀ࡞◊✲┠ⓗ࡛⮬⏤ࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺䚹 

�

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⤖ࢆ㐃ᦠ༠ᐃᏛ㸦⡿ᅜ㸧ࢫࢲࣥࣛࣈᏛ㸦⡿ᅜ㸧㸪ࢻࣛࣟࢥᏛ㸦⡿ᅜ㸧㸪ࢽࣂࣝࢩࣥ࣌Ꮫ㸦ⱥᅜ㸧㸪ࢡ࣮࣭ࣚ

ࢆ⏕Ꮫ㝔ࡢᏛࢻࣛࣟࢥ㸪ࡓࡲࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡁ㸪⤫ㄒゎᯒሗࡧ 1ྡᣍࡋ࠸㸪ࣉ

 ࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆ⾲Ⓨࡃᇶ࡙✲◊ඹྠ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡓࡋඹദࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟ

࣭ᾏእᅾఫࡢ◊✲⪅㸦㸴ྡ㸧࡚ࡋ࣮ࢨࣂࢻࢆຍ࠼㸪⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁᵓ⠏㛵ࡿࡍពぢࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࣭NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)࣐࣮ࣟࡢᏐ∧ᵓ⠏ࡢ‽ഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

㹌㹒㹒ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤ༠ሗ⛉Ꮫ㒊ࡢඹྠ◊✲ዎ⣙᭩ࡋ⤖⥾ࢆ㸪ඹྠ◊✲ࢆᐇࡿࡍయไᩚࢆ

ྍࢆࡇࡿࡍ✲◊࡚ࡋ⣴࣭ᢳฟ᳨ࡽࢱ࣮ࢹゝㄒࡢ㔞ࢆᵓᩥ࡞㞧「ࡧᶵ⬟ㄒ㸪ྃ㸪⠇ཬࡢ᪥ᮏㄒ࡞ከᵝࡣ✲◊ᮏࠋࡓ࠼

ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢつᶍ࡞㸪༑ศࡾ࠶࡛✲◊♏ᇶࡢࡵࡓࡿࡍ㛤Ⓨࢆࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᵓ㐀యࡁࢢࢱㄒ࣭ពゎᯒሗ⤫ࡿࡍ⬟

ᵓ⠏ࡋ㸪බ㛤ࢆࡇࡿࡍ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋᑗ᮶ⓗ㸪⢭ᗘࡢ㧗࠸᪥ⱥࡢᶵᲔ⩻ヂࡢᇶ┙ά⏝࡛࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥࡿࡁ㸪ከᵝ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿࡍᐤⓎᒎࡢᴗ⏘࡞

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ᚋࡶ㸪ᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡽⱝᡭ◊✲⪅ࡅཷࢆධࢀ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືࢆ㏻࡚ࡌඃ⚽࡞ேᮦࢆ⫱ᡂࡋ㸪ᙜヱ
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㹌㹒㹒ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤ༠ሗ⛉Ꮫ㒊ࡢඹྠ◊✲ዎ⣙᭩ࡋ⤖⥾ࢆ㸪ඹྠ◊✲ࢆᐇ࡞ࡇࡿࡍ

ྍࢆࡇࡿࡍ✲◊࡚ࡋ⣴࣭ᢳฟ᳨ࡽࢱ࣮ࢹゝㄒࡢ㔞ࢆᵓᩥ࡞㞧「ࡧᶵ⬟ㄒ㸪ྃ㸪⠇ཬࡢ᪥ᮏㄒ࡞ከᵝࡣ✲◊ᮏࠋࡓࡗ

ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢつᶍ࡞㸪༑ศࡾ࠶࡛✲◊♏ᇶࡢࡵࡓࡿࡍ㛤Ⓨࢆࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᵓ㐀యࡁࢢࢱㄒ࣭ពゎᯒሗ⤫ࡿࡍ⬟

ᵓ⠏ࡋ㸪බ㛤ࢆࡇࡿࡍ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋᑗ᮶ⓗ㸪⢭ᗘࡢ㧗࠸᪥ⱥࡢᶵᲔ⩻ヂࡢᇶ┙ά⏝࡛࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥࡿࡁ㸪ከᵝ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿࡍᐤⓎᒎࡢᴗ⏘࡞

�
�
Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭1ᩥࡢ᪥ᮏㄒࢺࢫ࢟ࢸࡢᑐ࡚ࡋ⤫ㄒ࣭ពゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ㸦NPCMJ࣭ࢫࣃ࣮ࢥKeyakiࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ㸧ࢆᵓ⠏

ᖹᡂࡶࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥ⏝⣴᳨ࡢ㸪㸴✀㢮ࡋ 28ᖺ 12᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

࣭ᅜෆእࡢᏛ࡛Ⓨ⾲ࢆ 10௳㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㸯௳㸦Unshared Task on Theory and System analysis with FraCaS, 

MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸾ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᖹᡂ 28 ᖺ 11 ᭶ 13 ᪥㸧㸪ᅜෆ࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㸯௳㸦᪥ᮏゝㄒ

Ꮫ➨ 153ᅇ㸾⚟ᒸᏛ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3᪥࣭4᪥㸧ᐇࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⓎಙࠋࡓࡋ 

࣭ᾏእࡿࡅ࠾⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁせ࡞ᣐⅬ㸦University of Pennsylvania, University of York, University 

of Colorado Boulder, Brandeis University㸧࡛᪥ᮏㄒࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢ᪉ᘧ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࡋ㸪ពぢࠋࡓࡋࢆ 

࣭NTTࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤࡢඹྠ◊✲࣭ඹྠᐇ㦂࡚ࡅྥ༠㆟ࡋ㸪༠ᐃࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆ 

⤫࣭ㄒ࣭ ពゎᯒࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Mimetics in Japanese and Other Languages 

of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㛤ദࡓࡋ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ ࡣᩘ⪅ཧຍ⥲ࠋ(௳10 127

ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓእᅜே◊✲⪅ 26 ே㸪Ꮫ⏕ 52 ே㸧࡛ࡽࡉࠋࡓࡗ࠶㸪࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࢃྜ

࡚ࡏ BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

㸪ࡏࢃྜࢆࢺࢵࢽ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᮾᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࡵࡓࡿࡍᐇࢆᵓ⠏࣭බ㛤ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡢෆ 4 㠀ᖖ◊✲ဨࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫ㝔ࡣྡ

௨እ㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡶసᴗཧຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

࣭ⱥㄒ㸪㡑ᅜㄒ㸪୰ᅜㄒ࡞せ࡞ゝㄒࡢ⤫ㄒゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ㛤Ⓨࡢᐇ⦼ࡿ࠶ࡢ University of Pennsylvania, 

University of York, University of Colorado Boulder, Brandeis University ពぢࡢ㸪◊✲⪅㛫ࡋ⤖⥾ࢆὶ༠ᐃ

㸪┦ゼၥ㸪ࡢ࣮ࣝࢶᥦ౪ࠋࡓࡗ⾜ࢆ࡞ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭᪥ⱥㄒࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ㛤タࡋ㸪㝶᭦᪂ࠋࡓࡋ 

࣭NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)࣭Keyaki᳨ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ⣴᳨࣭ฟ⏝࣮ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࡢ

 ࠋࡓࡋබ㛤ඹࢫࣃ࣮ࢥࡢ㸪1ᩥつᶍࡋ㛤Ⓨࢆࢫ࣮࢙ࣇ

࣭᪥ᮏゝㄒᏛ 153ᅇ㸦⚟ᒸᏛ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3-4᪥㸧࡛࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㛤ദࡋ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᡂᯝࢆⓎ⾲
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 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠋࡓࡋ

ࠋࡓࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ㸪ᾏእ◊✲⪅㸴ྡࡵࡓࡿࡵồࢆຓゝ࡚࠸ࡘᡂᯝⓎಙ㐠Ⴀࡢࢺࢡ࢙ࢪ࣭ࣟࣉ

㝶ࢆࢫࣂࢻᚓࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡽࡀ࡞᪉ἲ㸪◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ㸪ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡢ‽ഛࢆ࡞㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛసᴗ‽ࡿࡍ∧㛤Ⓨ࣭ฟࢆᩍᮦࡿࡍ㈨⫱ᩍࡢ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㸪ࡏࢃྜࢆࢺࢵࢽ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᮾᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࡵࡓࡿࡍᐇࢆᵓ⠏࣭බ㛤ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT᪉ᘧ࡛⫱ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡢෆ 㠀ᖖ◊✲ဨ௨ࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫ㝔ࡣ4ྡ

እ㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡶసᴗཧຍࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ㸪ࢫࣃ࣮ࢥᇶ࡙ࡢ✲◊ࡃ᪉ἲㄽࡢ࡞ᣦᑟ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

 ࠋࡿ

�

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

Ἑ᪂ሗ㸪ࠗࡢ㸪ྎ࡚ࡋ㛵⏝࣭බ㛤ࢱ࣮ࢹ࣭ ᇶ♏᪥ᮏㄒᩥἲ࠘ࡢⴭ⪅࡛ࡿ࠶┈ᒸ㝯ᚿẶࡧࡼ࠾⏣❑⾜๎Ặࡽࡢᢎ

ㅙࢆᚓ࡚㸪NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) ࣭Keyaki᳨ࢆࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ⣴⏝ࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥඹ

ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶බ㛤ࡣࢱ࣮ࢹࡢࡇࠋࡓࡋᅜෆእࡢ◊✲⪅࣭Ꮫ⏕ࡀ࡞◊✲┠ⓗ࡛⮬⏤ࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺䚹 

�

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⤖ࢆ㐃ᦠ༠ᐃᏛ㸦⡿ᅜ㸧ࢫࢲࣥࣛࣈᏛ㸦⡿ᅜ㸧㸪ࢻࣛࣟࢥᏛ㸦⡿ᅜ㸧㸪ࢽࣂࣝࢩࣥ࣌Ꮫ㸦ⱥᅜ㸧㸪ࢡ࣮࣭ࣚ

ࢆ⏕Ꮫ㝔ࡢᏛࢻࣛࣟࢥ㸪ࡓࡲࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡁ㸪⤫ㄒゎᯒሗࡧ 1ྡᣍࡋ࠸㸪ࣉ

 ࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆ⾲Ⓨࡃᇶ࡙✲◊ඹྠ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡓࡋඹദࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟ

࣭ᾏእᅾఫࡢ◊✲⪅㸦㸴ྡ㸧࡚ࡋ࣮ࢨࣂࢻࢆຍ࠼㸪⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁᵓ⠏㛵ࡿࡍពぢࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
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㹌㹒㹒ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤ༠ሗ⛉Ꮫ㒊ࡢඹྠ◊✲ዎ⣙᭩ࡋ⤖⥾ࢆ㸪ඹྠ◊✲ࢆᐇࡿࡍయไᩚࢆ

ྍࢆࡇࡿࡍ✲◊࡚ࡋ⣴࣭ᢳฟ᳨ࡽࢱ࣮ࢹゝㄒࡢ㔞ࢆᵓᩥ࡞㞧「ࡧᶵ⬟ㄒ㸪ྃ㸪⠇ཬࡢ᪥ᮏㄒ࡞ከᵝࡣ✲◊ᮏࠋࡓ࠼
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㹌㹒㹒ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤ༠ሗ⛉Ꮫ㒊ࡢඹྠ◊✲ዎ⣙᭩ࡋ⤖⥾ࢆ㸪ඹྠ◊✲ࢆᐇ࡞ࡇࡿࡍ

ྍࢆࡇࡿࡍ✲◊࡚ࡋ⣴࣭ᢳฟ᳨ࡽࢱ࣮ࢹゝㄒࡢ㔞ࢆᵓᩥ࡞㞧「ࡧᶵ⬟ㄒ㸪ྃ㸪⠇ཬࡢ᪥ᮏㄒ࡞ከᵝࡣ✲◊ᮏࠋࡓࡗ

ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢつᶍ࡞㸪༑ศࡾ࠶࡛✲◊♏ᇶࡢࡵࡓࡿࡍ㛤Ⓨࢆࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᵓ㐀యࡁࢢࢱㄒ࣭ពゎᯒሗ⤫ࡿࡍ⬟

ᵓ⠏ࡋ㸪බ㛤ࢆࡇࡿࡍ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋᑗ᮶ⓗ㸪⢭ᗘࡢ㧗࠸᪥ⱥࡢᶵᲔ⩻ヂࡢᇶ┙ά⏝࡛࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥࡿࡁ㸪ከᵝ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿࡍᐤⓎᒎࡢᴗ⏘࡞

�
�
Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭1ᩥࡢ᪥ᮏㄒࢺࢫ࢟ࢸࡢᑐ࡚ࡋ⤫ㄒ࣭ពゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ㸦NPCMJ࣭ࢫࣃ࣮ࢥKeyakiࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ㸧ࢆᵓ⠏

ᖹᡂࡶࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥ⏝⣴᳨ࡢ㸪㸴✀㢮ࡋ 28ᖺ 12᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

࣭ᅜෆእࡢᏛ࡛Ⓨ⾲ࢆ 10௳㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㸯௳㸦Unshared Task on Theory and System analysis with FraCaS, 

MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸾ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᖹᡂ 28 ᖺ 11 ᭶ 13 ᪥㸧㸪ᅜෆ࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㸯௳㸦᪥ᮏゝㄒ

Ꮫ➨ 153ᅇ㸾⚟ᒸᏛ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3᪥࣭4᪥㸧ᐇࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⓎಙࠋࡓࡋ 

࣭ᾏእࡿࡅ࠾⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁせ࡞ᣐⅬ㸦University of Pennsylvania, University of York, University 

of Colorado Boulder, Brandeis University㸧࡛᪥ᮏㄒࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢ᪉ᘧ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࡋ㸪ពぢࠋࡓࡋࢆ 

࣭NTTࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤࡢඹྠ◊✲࣭ඹྠᐇ㦂࡚ࡅྥ༠㆟ࡋ㸪༠ᐃࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆ 

⤫࣭ㄒ࣭ ពゎᯒࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦Mimetics in Japanese and Other Languages 

of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㛤ദࡓࡋ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ ࡣᩘ⪅ཧຍ⥲ࠋ(௳10 127

ே㸦ࡕ࠺ᾏእᶵ㛵ᡤᒓእᅜே◊✲⪅ 26 ே㸪Ꮫ⏕ 52 ே㸧࡛ࡽࡉࠋࡓࡗ࠶㸪࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࢃྜ

࡚ࡏ BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NLB᳨ࢺ࣐ࣀ࢜⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

㸪ࡏࢃྜࢆࢺࢵࢽ㸪⚄ᡞᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᮾᏛࣘࢺࢵࢽ㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࡵࡓࡿࡍᐇࢆᵓ⠏࣭බ㛤ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࣭

㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡢෆ 4 㠀ᖖ◊✲ဨࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫ㝔ࡣྡ

௨እ㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡶసᴗཧຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

࣭ⱥㄒ㸪㡑ᅜㄒ㸪୰ᅜㄒ࡞せ࡞ゝㄒࡢ⤫ㄒゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ㛤Ⓨࡢᐇ⦼ࡿ࠶ࡢ University of Pennsylvania, 

University of York, University of Colorado Boulder, Brandeis University ពぢࡢ㸪◊✲⪅㛫ࡋ⤖⥾ࢆὶ༠ᐃ

㸪┦ゼၥ㸪ࡢ࣮ࣝࢶᥦ౪ࠋࡓࡗ⾜ࢆ࡞ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭᪥ⱥㄒࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ㛤タࡋ㸪㝶᭦᪂ࠋࡓࡋ 

࣭NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)࣭Keyaki᳨ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ⣴᳨࣭ฟ⏝࣮ࢱࣥࣜࢻࣥࣞࣇࢨ࣮ࣘࡢ

 ࠋࡓࡋබ㛤ඹࢫࣃ࣮ࢥࡢ㸪1ᩥつᶍࡋ㛤Ⓨࢆࢫ࣮࢙ࣇ

࣭᪥ᮏゝㄒᏛ 153ᅇ㸦⚟ᒸᏛ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3-4᪥㸧࡛࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㛤ദࡋ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᡂᯝࢆⓎ⾲
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ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡿࡼඹྠࡢᶵ㛵✲◊ࡢᅜෆእ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ദࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ࢜㸪ࣉ

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇ㐍ࡾணᐃ㏻ࡣ᪥ᮏㄒ◊✲᥎㐍ࡓ࠸⏝

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

᪥ᮏᅜෆ࡛ࡣᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᮾᏛ㸪⚄ᡞᏛࡢඹྠయไࡢୗ࡛Ꮫ㝔⏕ࡴྵࢆ㠀ᖖ◊✲

ဨࢆ㞠⏝ࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋᵓ⠏సᴗࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵᅜእࡣ University of Pennsylvania, University of 

York, University of Colorado Boulder, Brandeis University 㸪◊✲༠ຊࡋ⤖⥾ࢆᏛ⾡ὶ༠ᐃ

ࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋᵓ⠏ࢆయไࡿࡵ㐍ࢆ✲◊ゝㄒࡓ࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥᅜ㝿ⓗᶆ‽ࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪࡚ࡗࡼ

࠸࡚ࡋᵓ⠏ࢆయไࡿᚓࢆຓゝࡿࡍ㛵᥎㐍✲◊࡚ࡅタࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ⪅✲◊ᾏእࡓ

 ࠋࡿࢀࡉุ᩿ࡿ࠸࡚ࡋᵓ⠏ࢆయไࡓࢀඃࡵࡓࡢ᥎㐍✲◊ࠋࡿ

᪥ᮏㄒ࣭ⱥㄒࢆࢪ࣮࣌ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ㛤タ࣭බ㛤ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋ㐍⾜≧ἣࡢሗࡸᵓ⠏ࡀ

㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⬟ྍࡀࢫࢭࢡࡢࢫࣃ࣮ࢥࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵNINJAL Parsed Corpus for Modern 

Japanese (NPCMJ)᳨ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶࡢ⣴ࢆ࣮ࣝࢶᥦ౪࡚ࡋᵓᩥ࣭ពሗ᳨ࡢࡽ⣴࡚ࡗ࡞⬟ྍࡀ

ࢆ࡞㛤ദࡢබ㛤◊✲Ⓨ⾲ࡿࡍ㛵㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡅ࠾᪥ᮏゝㄒᏛࠋࡿ࠸

㏻ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡌ⏝ᣑࡓࡅྥヨࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆࡳඹྠ⏝᥎㐍ࡓࡅྥάືࡣ㡰

ㄪ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ 

 

4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

ࡍᮇᚅᡂᯝࡢࡑ㸪ࡾ࠾࡚ࢀࡉணᐃࡀ∧㛤Ⓨ࣭ฟࡢᩍ⫱ᩍᮦࡢ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࡓࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥ

 ࠋࡿ

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

ࢩ࣮ࢸࣀࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝㞠ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨ࡚ࡋ୰ᚰࢆ⏕Ꮫ㝔ࡵࡓࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ

ࣙࣥసᴗࡣᏛ㒊Ꮫ⏕ࡶཧຍࡾ࠾࡚ࡋ㸪ᑠつᶍ࡛ࡀࡿ࠶ࡣ㸪ࢫࣃ࣮ࢥసᡂᦠࢆࡇࡿࢃ㏻ࢥ࡚ࡌ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ᐇ╔ࢆᡂ⫱ࡢேᮦ⪅✲◊ࡢࡵࡓࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ฟ∧ࡿ࠸࡚ࢀࡉ᪂⪺㸦Ἑ᪂ሗ㸧࣭ ᩍ⛉᭩㸦ᇶ♏᪥ᮏㄒᩥἲ㸧ࡢ࡞ⴭస≀ࡢⴭసᶒ⪅ࡽチㅙࢆ

ᚓ࡚ࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࢫࣃ࣮ࢥࡀබ㛤ࡢព⩏࡞࠺ࡼࡢࡇ࡚ࡋ♧ࢆ

බ㛤ࢆ㐍ࡣࡇࡿࡵ㧗ࡃホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

ᖺᗘࡣヱᙜࡿࡍάືࠋࡋ࡞ḟᖺᗘ௨㝆ᮇᚅࠋࡿࡍ 

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

University of Pennsylvania, University of York, University of Colorado Boulder, Brandeis 

Universityࡢᅜ㝿㐃ᦠయไࡀᵓ⠏ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᚋࡢᡂᯝᮇᚅࠋࡿࡍ 
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ࡓࡋ㇟ᑐࢆ㸪 ⌧௦᪥ᮏㄒ࡚ࡋⓗ┠ࢆࡇࡿᅗࢆ᥎㐍ࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡓࡋ⬮❧ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥ 

⤫ㄒゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)㛤Ⓨࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

᪥ᮏㄒࡢ⪷᭩㸪 ᪂⪺グ㸪 ᩍ⛉᭩㸪 wikipedia ࡓࢀࡉ㸪 ணᐃ࡚ࡋ㇟ᑐࢆ 10,000 ࡧရモཬࡢᩥ

ᵓᩥᮌゎᯒሗ᳨ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡁ⣴ࡶ࣮ࣝࢶ㛤Ⓨࡋ㸪 web ୖ࡛බ㛤ࢫࣃ࣮ࢥ ࡾ࠾࡚ࡋᵓ⠏

ࡳヨࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡁㄒゎᯒሗ⤫ࡣᅜ㝿ⓗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽᚓࡀᡂᯝ✲◊ࡢࡾィ⏬㏻ࡣ࡚ࡋ㛵

ࡣ 1980ᖺ௦ࡽ㐍ࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ㸪Linguistic Data Consortiumࢆ㏻ࢱ࣮ࢹࡓࡌඹ᭷ࡶ㐍࡚ࢀࡽࡵ

༠✲◊࡞ᅜ㝿ⓗࡀࢫࣃ࣮ࢥ㸪᪥ᮏㄒࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ㐍ୗࡢᅜ㝿ⓗ㐃ᦠయไࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠋࡿ࠸

ຊయไࡢ୰ࡳ⤌ධࢆࡇࡿࢀࡽࢀᮇᚅࢱ࣮ࢹࡣࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࡋᇶ࡙ࡃゝㄒᏛ◊✲ࡢ㈉⊩

ࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᮇᚅࡀ᭷⏝ᛶࡶ⏝ゝㄒฎ⌮ᛂ↛⮬ࡿࡅ࠾⾡ሗᢏࡃ࡞࡛ࡅࡔ

NTTࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤࡢඹྠ◊✲యไࡶᵓ⠏ࡾ࠾࡚ࢀࡉ㸪ࡢࢫࣃ࣮ࢥᗈ࠸᭷⏝ᛶ

ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡾ࠾࡚ࡋὀຊయไᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢసᡂࢫࣃ࣮ࢥࡣᖺᗘึࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀ㐠Ⴀࡍ♧ࢆ

 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅḟᖺᗘ௨㝆ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⮳ࡣࡿᚓࢆᡂᯝࡓࡗ❧┠ࡣ࡚࠸ࡘ✲◊ࡓࡋ⏝ࢆ

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

◊᪥ᮏㄒࡓࡋ⬮❧ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࡋὶྜᅜ㝿ⓗ₻ὶࡢ✲◊ゝㄒᏛࡃᇶ࡙ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥ

㸪 ⌧௦᪥ᮏࡁᇶ࡙ㄆ㆑࠺࠸ࡿ࠶ᚲ㡲࡛ࡀᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡿ࡞┙㸪 ᇶࡣࡵࡓࡿᅗࢆ᥎㐍ࡢ✲

ㄒࢆᑐ㇟ࡓࡋ⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁ㛤Ⓨ࣭බ㛤ࡓ࠸⏝ࢆࢀࡑゝㄒ◊✲ࡢ㐍ᒎࢆ┠ᣦࡋ

NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)సᡂ╔ᡭࠋࡓࡋ ᪥ᮏㄒࡢ⪷᭩㸪 ᪂⪺グ㸪 

ᩍ⛉᭩㸪 wikipedia ࡓࢀࡉ㸪 ணᐃ࡚ࡋ㇟ᑐࢆ 10,000 ࣃ࣮ࢥࡢࡁᵓᩥᮌゎᯒሗࡧရモཬࡢᩥ

࡚ࢀࡽᚓࡀᡂᯝ✲◊ࡢࡾィ⏬㏻ࠋࡓࡋබ㛤⯡୍ࡶࢫ࣮࢙ࣇࢱࣥ⏝⣴᳨ࡢ㸪6✀㢮ࡋᵓ⠏ࢆࢫ

 ࠋࡿ࠸

㸪Ꮫ㝔ࡾసࢆඹྠᵓ⠏యไࡢᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᮾᏛ㸪⚄ᡞᏛࡣ࡚ࡗࡓ࠶సᡂࢫࣃ࣮ࢥ

タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ⪅✲◊ᾏእࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆసᴗ࡚ࡋ⏝㞠ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡴྵࢆ⏕

࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ඹྠ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥㄒ࣭ពゎᯒ⤫ࠋࡿ࠸ᚓ࡚ࢆຓゝࡿࡍ㛵᥎㐍✲◊࡚ࡅ

ᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദ㸪ࡓࡲ᮶ᖺᗘࡣᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏬୰࡛ࡾ࠶㸪ึᖺᗘ࡚ࡋィ⏬㏻

 ࠋࡿࢀࡽࡵㄆࡿ࠸࡚ࡋ⾜㐍ࡾ

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

University of Pennsylvania ࡘᣢࢆ⦼Ṕྐ࣭ᐇࡓࡁ࡚ࢀࡉ✚సᡂ࣭࡚ࡋ୰ᚰࢆ Penn Treebank

ࣀࡓࢀࡉ❧☜᪤ᛶ᱁ୖ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠺࠸࠺⾜ࢆᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒ࡚ࡋᶍ⠊ࢆ

ࡣ࡛≦⌧ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞୰ᚰࡀࡇࡿࡵ㐍ࢆసᡂసᴗࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋ⏝‽ࢆ᪉ἲࣥࣙࢩ࣮ࢸ

㸪NINJALࡎࢃၥࢆෆእࡢᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠋ࠸࡞ࢀࡽࡵㄆࡣ᪂つᛶ࡞ࡁ✲◊ ࡓࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥ

౯┿ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏ࡚ࡗࡼࡿࢀࢃ⾜ᗘ⛬ࡢࡀ✲◊᪥ᮏㄒࡓࢀඃࡓࡗ࡞⬟ྍ࡚ࡵึࡵࡓ

 ࠋࡿࡍᮇᚅ✲◊᪥ᮏㄒࡓࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡿࢀࡽࡵ㐍ḟᖺᗘ௨㝆ࠋࡿࢀࢃၥࡀ

⡿ᅜ࣭ⱥᅜࡢᏛࡢඹྠ◊✲༠ᐃࡢ⥾⤖㸪᪥ᮏᅜෆ࡛ࡶ NTT ◊✲ᡤࡢඹྠ◊✲ዎ⣙ࡀ⤖⥾ࡢ

ࡵ㐍ࡶഛ‽ࡢᏐ࣐࣮ࣟࡢࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᵓ⠏ࡀయไࡢ༠ຊ✲◊ࡢ㸪እ㒊◊✲ᶵ㛵ࢀࡉ࡞

ࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࡚࠸࠾ᏛⓎ⾲㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡢᅜෆእ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ
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ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡿࡼඹྠࡢᶵ㛵✲◊ࡢᅜෆእ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ദࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿࣌ࢺ࣐ࣀ࢜㸪ࣉ

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇ㐍ࡾணᐃ㏻ࡣ᪥ᮏㄒ◊✲᥎㐍ࡓ࠸⏝

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

᪥ᮏᅜෆ࡛ࡣᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᮾᏛ㸪⚄ᡞᏛࡢඹྠయไࡢୗ࡛Ꮫ㝔⏕ࡴྵࢆ㠀ᖖ◊✲

ဨࢆ㞠⏝ࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋᵓ⠏సᴗࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵᅜእࡣ University of Pennsylvania, University of 

York, University of Colorado Boulder, Brandeis University 㸪◊✲༠ຊࡋ⤖⥾ࢆᏛ⾡ὶ༠ᐃ

ࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋᵓ⠏ࢆయไࡿࡵ㐍ࢆ✲◊ゝㄒࡓ࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥᅜ㝿ⓗᶆ‽ࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪࡚ࡗࡼ

࠸࡚ࡋᵓ⠏ࢆయไࡿᚓࢆຓゝࡿࡍ㛵᥎㐍✲◊࡚ࡅタࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ⪅✲◊ᾏእࡓ

 ࠋࡿࢀࡉุ᩿ࡿ࠸࡚ࡋᵓ⠏ࢆయไࡓࢀඃࡵࡓࡢ᥎㐍✲◊ࠋࡿ

᪥ᮏㄒ࣭ⱥㄒࢆࢪ࣮࣌ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡼ㛤タ࣭බ㛤ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡚ࡋ㐍⾜≧ἣࡢሗࡸᵓ⠏ࡀ

㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⬟ྍࡀࢫࢭࢡࡢࢫࣃ࣮ࢥࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵNINJAL Parsed Corpus for Modern 

Japanese (NPCMJ)᳨ࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶࡢ⣴ࢆ࣮ࣝࢶᥦ౪࡚ࡋᵓᩥ࣭ពሗ᳨ࡢࡽ⣴࡚ࡗ࡞⬟ྍࡀ

ࢆ࡞㛤ദࡢබ㛤◊✲Ⓨ⾲ࡿࡍ㛵㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡅ࠾᪥ᮏゝㄒᏛࠋࡿ࠸

㏻ࡢࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡌ⏝ᣑࡓࡅྥヨࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆࡳඹྠ⏝᥎㐍ࡓࡅྥάືࡣ㡰

ㄪ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ 

 

4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

ࡍᮇᚅᡂᯝࡢࡑ㸪ࡾ࠾࡚ࢀࡉணᐃࡀ∧㛤Ⓨ࣭ฟࡢᩍ⫱ᩍᮦࡢ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࡓࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥ

 ࠋࡿ

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

ࢩ࣮ࢸࣀࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝㞠ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨ࡚ࡋ୰ᚰࢆ⏕Ꮫ㝔ࡵࡓࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ

ࣙࣥసᴗࡣᏛ㒊Ꮫ⏕ࡶཧຍࡾ࠾࡚ࡋ㸪ᑠつᶍ࡛ࡀࡿ࠶ࡣ㸪ࢫࣃ࣮ࢥసᡂᦠࢆࡇࡿࢃ㏻ࢥ࡚ࡌ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ᐇ╔ࢆᡂ⫱ࡢேᮦ⪅✲◊ࡢࡵࡓࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ฟ∧ࡿ࠸࡚ࢀࡉ᪂⪺㸦Ἑ᪂ሗ㸧࣭ ᩍ⛉᭩㸦ᇶ♏᪥ᮏㄒᩥἲ㸧ࡢ࡞ⴭస≀ࡢⴭసᶒ⪅ࡽチㅙࢆ

ᚓ࡚ࢫࣃ࣮ࢥබ㛤ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࢫࣃ࣮ࢥࡀබ㛤ࡢព⩏࡞࠺ࡼࡢࡇ࡚ࡋ♧ࢆ

බ㛤ࢆ㐍ࡣࡇࡿࡵ㧗ࡃホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

ᖺᗘࡣヱᙜࡿࡍάືࠋࡋ࡞ḟᖺᗘ௨㝆ᮇᚅࠋࡿࡍ 

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

University of Pennsylvania, University of York, University of Colorado Boulder, Brandeis 

Universityࡢᅜ㝿㐃ᦠయไࡀᵓ⠏ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᚋࡢᡂᯝᮇᚅࠋࡿࡍ 
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ࡓࡋ㇟ᑐࢆ㸪 ⌧௦᪥ᮏㄒ࡚ࡋⓗ┠ࢆࡇࡿᅗࢆ᥎㐍ࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡓࡋ⬮❧ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥ 

⤫ㄒゎᯒሗࢫࣃ࣮ࢥࡁ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)㛤Ⓨࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

᪥ᮏㄒࡢ⪷᭩㸪 ᪂⪺グ㸪 ᩍ⛉᭩㸪 wikipedia ࡓࢀࡉ㸪 ணᐃ࡚ࡋ㇟ᑐࢆ 10,000 ࡧရモཬࡢᩥ

ᵓᩥᮌゎᯒሗ᳨ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡁ⣴ࡶ࣮ࣝࢶ㛤Ⓨࡋ㸪 web ୖ࡛බ㛤ࢫࣃ࣮ࢥ ࡾ࠾࡚ࡋᵓ⠏

ࡳヨࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡁㄒゎᯒሗ⤫ࡣᅜ㝿ⓗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽᚓࡀᡂᯝ✲◊ࡢࡾィ⏬㏻ࡣ࡚ࡋ㛵

ࡣ 1980ᖺ௦ࡽ㐍ࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ㸪Linguistic Data Consortiumࢆ㏻ࢱ࣮ࢹࡓࡌඹ᭷ࡶ㐍࡚ࢀࡽࡵ

༠✲◊࡞ᅜ㝿ⓗࡀࢫࣃ࣮ࢥ㸪᪥ᮏㄒࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ㐍ୗࡢᅜ㝿ⓗ㐃ᦠయไࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠋࡿ࠸

ຊయไࡢ୰ࡳ⤌ධࢆࡇࡿࢀࡽࢀᮇᚅࢱ࣮ࢹࡣࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࡋᇶ࡙ࡃゝㄒᏛ◊✲ࡢ㈉⊩

ࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᮇᚅࡀ᭷⏝ᛶࡶ⏝ゝㄒฎ⌮ᛂ↛⮬ࡿࡅ࠾⾡ሗᢏࡃ࡞࡛ࡅࡔ

NTTࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤࡢඹྠ◊✲యไࡶᵓ⠏ࡾ࠾࡚ࢀࡉ㸪ࡢࢫࣃ࣮ࢥᗈ࠸᭷⏝ᛶ

ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡾ࠾࡚ࡋὀຊయไᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢసᡂࢫࣃ࣮ࢥࡣᖺᗘึࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀ㐠Ⴀࡍ♧ࢆ

 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅḟᖺᗘ௨㝆ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⮳ࡣࡿᚓࢆᡂᯝࡓࡗ❧┠ࡣ࡚࠸ࡘ✲◊ࡓࡋ⏝ࢆ

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

◊᪥ᮏㄒࡓࡋ⬮❧ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࡋὶྜᅜ㝿ⓗ₻ὶࡢ✲◊ゝㄒᏛࡃᇶ࡙ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥ

㸪 ⌧௦᪥ᮏࡁᇶ࡙ㄆ㆑࠺࠸ࡿ࠶ᚲ㡲࡛ࡀᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡿ࡞┙㸪 ᇶࡣࡵࡓࡿᅗࢆ᥎㐍ࡢ✲

ㄒࢆᑐ㇟ࡓࡋ⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁ㛤Ⓨ࣭බ㛤ࡓ࠸⏝ࢆࢀࡑゝㄒ◊✲ࡢ㐍ᒎࢆ┠ᣦࡋ

NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)సᡂ╔ᡭࠋࡓࡋ ᪥ᮏㄒࡢ⪷᭩㸪 ᪂⪺グ㸪 

ᩍ⛉᭩㸪 wikipedia ࡓࢀࡉ㸪 ணᐃ࡚ࡋ㇟ᑐࢆ 10,000 ࣃ࣮ࢥࡢࡁᵓᩥᮌゎᯒሗࡧရモཬࡢᩥ

࡚ࢀࡽᚓࡀᡂᯝ✲◊ࡢࡾィ⏬㏻ࠋࡓࡋබ㛤⯡୍ࡶࢫ࣮࢙ࣇࢱࣥ⏝⣴᳨ࡢ㸪6✀㢮ࡋᵓ⠏ࢆࢫ

 ࠋࡿ࠸

㸪Ꮫ㝔ࡾసࢆඹྠᵓ⠏యไࡢᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᮾᏛ㸪⚄ᡞᏛࡣ࡚ࡗࡓ࠶సᡂࢫࣃ࣮ࢥ

タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆ⪅✲◊ᾏእࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆసᴗ࡚ࡋ⏝㞠ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࡴྵࢆ⏕

࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ඹྠ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫࣃ࣮ࢥㄒ࣭ពゎᯒ⤫ࠋࡿ࠸ᚓ࡚ࢆຓゝࡿࡍ㛵᥎㐍✲◊࡚ࡅ

ᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദ㸪ࡓࡲ᮶ᖺᗘࡣᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏬୰࡛ࡾ࠶㸪ึᖺᗘ࡚ࡋィ⏬㏻

 ࠋࡿࢀࡽࡵㄆࡿ࠸࡚ࡋ⾜㐍ࡾ

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

University of Pennsylvania ࡘᣢࢆ⦼Ṕྐ࣭ᐇࡓࡁ࡚ࢀࡉ✚సᡂ࣭࡚ࡋ୰ᚰࢆ Penn Treebank

ࣀࡓࢀࡉ❧☜᪤ᛶ᱁ୖ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠺࠸࠺⾜ࢆᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒ࡚ࡋᶍ⠊ࢆ

ࡣ࡛≦⌧ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞୰ᚰࡀࡇࡿࡵ㐍ࢆసᡂసᴗࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋ⏝‽ࢆ᪉ἲࣥࣙࢩ࣮ࢸ

㸪NINJALࡎࢃၥࢆෆእࡢᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠋ࠸࡞ࢀࡽࡵㄆࡣ᪂つᛶ࡞ࡁ✲◊ ࡓࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥ

౯┿ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏ࡚ࡗࡼࡿࢀࢃ⾜ᗘ⛬ࡢࡀ✲◊᪥ᮏㄒࡓࢀඃࡓࡗ࡞⬟ྍ࡚ࡵึࡵࡓ

 ࠋࡿࡍᮇᚅ✲◊᪥ᮏㄒࡓࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡿࢀࡽࡵ㐍ḟᖺᗘ௨㝆ࠋࡿࢀࢃၥࡀ

⡿ᅜ࣭ⱥᅜࡢᏛࡢඹྠ◊✲༠ᐃࡢ⥾⤖㸪᪥ᮏᅜෆ࡛ࡶ NTT ◊✲ᡤࡢඹྠ◊✲ዎ⣙ࡀ⤖⥾ࡢ

ࡵ㐍ࡶഛ‽ࡢᏐ࣐࣮ࣟࡢࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᵓ⠏ࡀయไࡢ༠ຊ✲◊ࡢ㸪እ㒊◊✲ᶵ㛵ࢀࡉ࡞

ࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࡚࠸࠾ᏛⓎ⾲㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡢᅜෆእ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ
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᪥ᮏࡢᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻసᡂ 

 㸸ᮌ㒊 ᬸᏊ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪᪥ᮏࡢᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࣭ศᯒ࣭⥅ᢎࢆ┠ⓗ࡚ࡋ㸪ྛᆅࡢゝㄒ࣭᪉ゝࡢㄪᰝࢆᐇࡋ㸪

ゝㄒ㈨※ᩚࡢഛ࣭ศᯒࡶ࠺⾜ࢆ㸪ゝㄒ࣭᪉ゝࡢ⥅ᢎάືࢆᨭ࡚ࡋᆅᇦࡢάᛶ㈉⊩ࠋࡿࡍ 

㏆ᖺ㸪ୡ⏺ⓗ࡞つᶍ࡛࣮ࢼ࣐ゝㄒࡀᾘ⁛ࡢ༴ᶵℜ2009ࠋࡿ࠸࡚ࡋᖺࡢࢥࢫࢿࣘࡢ༴ᶵゝㄒࣜࡣࢺࢫ㸪᪥ᮏ࡛ヰࡉ

㸪≉ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀㄒ㸪㑣ᅜㄒ㸪ඵ㔜ᒣㄒ㸪ᐑྂㄒ㸪Ἀ⦖ㄒ㸪ᅜ㢌ㄒ㸪ඵㄒ㸫ࢾゝㄒ㸫ࡢࡘ㸶ࡿ࠸࡚ࢀ

㸪᪥ࡃ࡞࡛ࡅࡔࢀࡑࠋࡿࢀࡀᛴࡀศᯒഛᩚࡢࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡢゎ᫂ࡢࡑ࡛᫂㸪ࡶ㸪⣔⤫㛵ಀࡃ㧗ࡀ࠸ᗘྜࡢ༴ᶵࡣㄒࢾ

ᮏྛᆅࡢఏ⤫ⓗ࡞᪉ゝࡓࡲࡶ㸪ᾘ⁛ࡢ༴ᶵࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࡽࡉゝㄒ࣭᪉ゝࡀᾘ⁛ࡿࡍ๓ࡢࡑໟᣓⓗ࡞グ㘓ࢆస

ᡂࡋゝㄒศᯒࡇ࠺⾜ࢆ㸪ࡓࡲ㸪ࡢࡽࢀࡇゝㄒ࣭᪉ゝࡢ⥅ᢎάືࢆᨭࡣࡇࡿࡍ㸪ゝㄒᏛୖࡢ㔜せㄢ㢟࡛࡛ࡾࡤࡿ࠶

 ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛࡞㔜せࡶ࡚࠸࠾㸪᪥ᮏ♫ࡃ࡞

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐇෆᐜࡣ㸪௨ୗ(1)ࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ ㄒᙡ㞟㸪ᩥ ἲ᭩㸪ㄯヰࡢࢺࢫ࢟ࢸసᡂゝㄒศᯒ㸪(2) 㡢ኌ࣭

ᫎീ㈨ᩱ㸦ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻࡁ㸧㸪ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡿࡍࡵࡌࡣࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥゝㄒ㈨※ᩚࡢഛ㸪(3) ᆅᇦ㐃ᦠࡋ

 ࠋసᡂࡢ᭩ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࡢࡵࡓࡢ㛤ദ㸪(4) ⱝᡭ⫱ᡂࡢ࣮ࢼ࣑ࢭㅮ₇࣭ࡓ

ࡢᆅᇦᩥࡢࡽᆅᇦ♫ኚㇺ㺃⅏ᐖࡿࡅ࠾᪥ᮏิᓥࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᗈ㡿ᇦᆺᇶᖿࡢ㸪ᶵᵓࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪ᐇ࠾࡞

ᵓ⠏ࠖࠕࡢ᪉ゝࡢグ㘓⥅ᢎࡿࡼᆅᇦᩥࡢᵓ⠏ࠖ㸪ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᆺᇶᖿࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⡿ࡿࡅ࠾᪥ᮏ㛵㐃ᅾ

እ㈨ᩱㄪᰝ◊✲࣭ά⏝ࠖ㐃ᦠࠋࡿࡍ 

 ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐇࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪ᅗ࡞࠺ࡼࡢ

 ࠋࡿࡍ⧊⤌ࢆ⌜✲◊

࣭⌰⌫ㄒ࣭ඵㄒ⌜㸪ᮏᅵ᪉ゝ࣭ࢾㄒ⌜ࡣ㸴ᖺ

㛫࡛㸪⌰⌫㸶ᆅⅬ㸪ඵㄒ㸪ᮏᅵ 12 ᆅⅬ㸦ᮾ㸱

ᆅⅬ,㛵ᮾ㸰ᆅⅬ㸪୰㒊࣭㛵す㸰ᆅⅬ,୰ᅜ࣭ᅄᅜ㸰

ᆅⅬ㸪ᕞ㸱ᆅⅬ㸧ࡢㄒᙡ㞟࣭ᩥἲ᭩࣭ㄯヰࢫ࢟ࢸ

ࡧࡼ࠾㸪ゝㄒᩍᮦ㸪ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻ㸪ゝㄒࢺ

 ࡢㄒࢾ

ཱྀᢎᩥⱁࢆࢫࣃ࣮ࢥసᡂࠋࡿࡍ 

㡢ኌࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ᪥ᮏࠕࡣ⌜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖ

ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࠕ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢹ

 ࠋ࠺⾜ࢆഛ࣭බ㛤ᩚࡢࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮

࣭◊✲ᡂᯝ࡚ࡋ㸪௨ୗࢆࡢࡶࡢ┠ᣦࠋࡍ 
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᪥ᮏࡢᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻసᡂ 

 㸸ᮌ㒊 ᬸᏊ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪᪥ᮏࡢᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࣭ศᯒ࣭⥅ᢎࢆ┠ⓗ࡚ࡋ㸪ྛᆅࡢゝㄒ࣭᪉ゝࡢㄪᰝࢆᐇࡋ㸪

ゝㄒ㈨※ᩚࡢഛ࣭ศᯒࡶ࠺⾜ࢆ㸪ゝㄒ࣭᪉ゝࡢ⥅ᢎάືࢆᨭ࡚ࡋᆅᇦࡢάᛶ㈉⊩ࠋࡿࡍ 

㏆ᖺ㸪ୡ⏺ⓗ࡞つᶍ࡛࣮ࢼ࣐ゝㄒࡀᾘ⁛ࡢ༴ᶵℜ2009ࠋࡿ࠸࡚ࡋᖺࡢࢥࢫࢿࣘࡢ༴ᶵゝㄒࣜࡣࢺࢫ㸪᪥ᮏ࡛ヰࡉ

㸪≉ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀㄒ㸪㑣ᅜㄒ㸪ඵ㔜ᒣㄒ㸪ᐑྂㄒ㸪Ἀ⦖ㄒ㸪ᅜ㢌ㄒ㸪ඵㄒ㸫ࢾゝㄒ㸫ࡢࡘ㸶ࡿ࠸࡚ࢀ

㸪᪥ࡃ࡞࡛ࡅࡔࢀࡑࠋࡿࢀࡀᛴࡀศᯒഛᩚࡢࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡢゎ᫂ࡢࡑ࡛᫂㸪ࡶ㸪⣔⤫㛵ಀࡃ㧗ࡀ࠸ᗘྜࡢ༴ᶵࡣㄒࢾ

ᮏྛᆅࡢఏ⤫ⓗ࡞᪉ゝࡓࡲࡶ㸪ᾘ⁛ࡢ༴ᶵࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࡽࡉゝㄒ࣭᪉ゝࡀᾘ⁛ࡿࡍ๓ࡢࡑໟᣓⓗ࡞グ㘓ࢆస

ᡂࡋゝㄒศᯒࡇ࠺⾜ࢆ㸪ࡓࡲ㸪ࡢࡽࢀࡇゝㄒ࣭᪉ゝࡢ⥅ᢎάືࢆᨭࡣࡇࡿࡍ㸪ゝㄒᏛୖࡢ㔜せㄢ㢟࡛࡛ࡾࡤࡿ࠶

 ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛࡞㔜せࡶ࡚࠸࠾㸪᪥ᮏ♫ࡃ࡞

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐇෆᐜࡣ㸪௨ୗ(1)ࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ ㄒᙡ㞟㸪ᩥ ἲ᭩㸪ㄯヰࡢࢺࢫ࢟ࢸసᡂゝㄒศᯒ㸪(2) 㡢ኌ࣭

ᫎീ㈨ᩱ㸦ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻࡁ㸧㸪ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡿࡍࡵࡌࡣࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥゝㄒ㈨※ᩚࡢഛ㸪(3) ᆅᇦ㐃ᦠࡋ

 ࠋసᡂࡢ᭩ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࡢࡵࡓࡢ㛤ദ㸪(4) ⱝᡭ⫱ᡂࡢ࣮ࢼ࣑ࢭㅮ₇࣭ࡓ

ࡢᆅᇦᩥࡢࡽᆅᇦ♫ኚㇺ㺃⅏ᐖࡿࡅ࠾᪥ᮏิᓥࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᗈ㡿ᇦᆺᇶᖿࡢ㸪ᶵᵓࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪ᐇ࠾࡞

ᵓ⠏ࠖࠕࡢ᪉ゝࡢグ㘓⥅ᢎࡿࡼᆅᇦᩥࡢᵓ⠏ࠖ㸪ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᆺᇶᖿࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⡿ࡿࡅ࠾᪥ᮏ㛵㐃ᅾ

እ㈨ᩱㄪᰝ◊✲࣭ά⏝ࠖ㐃ᦠࠋࡿࡍ 

 ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐇࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪ᅗ࡞࠺ࡼࡢ

 ࠋࡿࡍ⧊⤌ࢆ⌜✲◊

࣭⌰⌫ㄒ࣭ඵㄒ⌜㸪ᮏᅵ᪉ゝ࣭ࢾㄒ⌜ࡣ㸴ᖺ

㛫࡛㸪⌰⌫㸶ᆅⅬ㸪ඵㄒ㸪ᮏᅵ 12 ᆅⅬ㸦ᮾ㸱

ᆅⅬ,㛵ᮾ㸰ᆅⅬ㸪୰㒊࣭㛵す㸰ᆅⅬ,୰ᅜ࣭ᅄᅜ㸰

ᆅⅬ㸪ᕞ㸱ᆅⅬ㸧ࡢㄒᙡ㞟࣭ᩥἲ᭩࣭ㄯヰࢫ࢟ࢸ

ࡧࡼ࠾㸪ゝㄒᩍᮦ㸪ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻ㸪ゝㄒࢺ

 ࡢㄒࢾ

ཱྀᢎᩥⱁࢆࢫࣃ࣮ࢥసᡂࠋࡿࡍ 

㡢ኌࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ᪥ᮏࠕࡣ⌜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖ

ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࠕ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢹ

 ࠋ࠺⾜ࢆഛ࣭බ㛤ᩚࡢࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮

࣭◊✲ᡂᯝ࡚ࡋ㸪௨ୗࢆࡢࡶࡢ┠ᣦࠋࡍ 
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ᪥ᮏྛᆅࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࣭ಖᏑࡵࡓࡢ㸪ྛᆅ᪉ゝࡢ㸱Ⅼࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ㞟㸪ᩥἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧ࢆసᡂ

㸶ᆅⅬ㸪ᮏᅵ⌫⌰ࡣᶆ┠ࠋࡿࡍ 12ᆅⅬ㸪ඵ㸪ࢾㄒࡢ 22ᆅⅬ࡛ࡀࡿ࠶㸪40ᆅⅬࡢグ㏙ᢸᙜ⪅ࢆỴᐃࠋࡓࡋᆅⅬ

ㄒ⌰ࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢḟࡣෆヂࡢ 21ᆅⅬ㸪ඵ 1ᆅⅬ㸪ᮏᅵ 18ᆅⅬ㸦ᮾ㸲ᆅⅬ㸪㛵ᮾ㸰ᆅⅬ㸪୰㒊࣭㛵す㸲ᆅⅬ㸪

୰ᅜ࣭ᅄᅜ㸱ᆅⅬ㸪ᕞ㸳ᆅⅬ㸧࠾࡞ࠋ㸪ᢸᙜ⪅ࡣㄪᰝ⤒㈝ࢆᨭࡋ㸪ㄪᰝࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

2. ୖグࡢ㸱Ⅼࡢࢺࢵࢭసᡂ㛵࡚ࡋ㸪ᢸᙜ⪅㛫ࡢඹ㏻⌮ゎࢆᙧᡂࡵࡓࡿࡍ㸪◊✲ᡴྜࢆࡏ 28ᖺ 9᭶ 19᪥㛤ദࡋ㸪

ᆅⅬᢸᙜ⪅ࡢ☜ㄆ㸪㸱Ⅼࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ㞟㸪ᩥἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧ࡢᴫせ➼㛵ࡿࡍㄝ᫂ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸪29 ᖺ 3 ᭶

10᪥㸰ᅇ┠ࡢ◊✲ᡴྜ࠸⾜ࢆࡏ㸪⡆᫆ᩥἲ᭩సᡂࡢࡵࡓࡢㄪᰝ⚊㛵ࡿࡍㄝ᫂ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

3. ୖグྛᆅⅬࡢ㸱Ⅼࡢࢺࢵࢭసᡂࡢࡵࡓࡢㄪᰝࡢ㸪ᆅᇦㄒࡢグ㘓࣭ಖᏑ⥅ᢎάື࡚ࡋ㸪ᆅᇦ༠ຊ(1)࡚ࡋᐑᓮ

┴᳝ⴥᮧ᪉ゝ㸪(2)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝྠྜࡢㄪᰝ㸪(3)▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉ゝྠྜࡢㄪᰝࢆᐇࡣ(1)ࠋࡓࡋᐑᓮ┴ᮾ⮻ᯂ㒆

᳝ⴥᮧᩍ⫱ጤဨ㸪᳝ ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 సᡂࠖࡢ࠘

(H26㹼H30)ࡢඹྠᴗ࡚ࡋ⎔୍ࡢᐇ࡛ࡢࡶࡿࡍ㸪ᖺᗘࡣᴗࡢ㸱ᖺ┠ࠋࡿࡓ࠶ㄪᰝ᪥ࡣ 28ᖺ 9᭶ 4㹼8᪥㸪

29 ᖺ 3 ᭶ 25㹼28 ᪥ࡢ㸰ᅇ㸪ㄪᰝᆅⅬࡢ࡛ࡲࢀࡇࡣᑿᡭ⣡㸪᪥ᙜ㸪᪥ῧ㸪ᑿ๓㸪ᅵ㔝㸪ᑠᓮ㸪ᰢᑿࡢㄪᰝຍ࠼㸪

ᖺᗘ᳝ࡣⴥᮧ௰ሪᆅ༊㸪ᰢᑿᆅ༊㸪ᯇᑿᆅ༊㸪ୖ᳝ⴥᆅ༊ࡢ㸲ᆅ༊㸪ㄪᰝ⪅ࡣ 9᭶ 4㹼8᪥ࡀእᅜே◊✲⪅ 1ேࡴྵࢆ 9

ே㸪3᭶ 25㹼28᪥ࡀ 5ே㸪ヰ⪅ࡣ㸪௰ሪᆅ༊ 7ே㸪ᰢᑿᆅ༊ 4ே㸪ᯇᑿᆅ༊ 14ே㸪ୖ᳝ⴥᆅ༊ 3ே㸪ㄪᰝෆᐜࡣᇶ♏

ㄒᙡ⣙ 400 ㄒ㸦ᩥࡁ㸧㸪⮬↛ㄯヰ࡛ࡣ(2)ࠋࡿ࠶ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹྠ࡛ᐇ࡛ࡢࡶࡓࡋ㸪27

ᖺᗘࡁ⥆㸰ᅇ┠࡛ࠋࡿ࠶ㄪᰝ᪥ࡣ㸪28ᖺ 11᭶㸱᪥㹼㸴᪥㸪ㄪᰝᆅⅬࡣ୰ᮧᆅ༊㸪㒔ᆅ༊ࡢ㸰ᆅⅬ㸦ᖺᗘࡣ⟠㸪

す㒓㸧㸪ཧຍ⪅ࡣ 28ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 6ே㸪Ꮫ PD㸰ே㸪Ꮫ⏕ 8ே㸧㸪ヰ⪅ࡣ୰ᮧᆅ༊ 8ே㸪㒔ᆅ༊ 10ே㸪ㄪᰝෆᐜ

᪉ゝㄒᙡ⣙ࡣ 300 ㄒ㸦ᩥࡁ㸧㸪ືモά⏝⣙ 300 ᩥ㸪ࠋࡿ࠶࡛ࢺࣥࢭࢡሗ࿌᭩ࡣ᮶ᖺᗘ㸪ห⾜ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶

ࡣ㸪ㄪᰝ᪥࡛ࡢࡶࡓࡋᚓ࡚ᐇࢆ༠ຊࡢ⏫ᕝ┴ⓑᒣᕷⓑᓠ▼ࡣ(3) 29ᖺ㸯᭶ 20㹼23 ᪥㸪ཧຍ⪅ࡣ 13ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕

㸰ே㸪Ꮫ PD㸯ே㸧㸪ヰ⪅ࡣ 8ே㸪ㄪᰝෆᐜࡣ᪉ゝㄒᙡ⣙ 600ㄒ㸦ᩥࡁ㸧㸪ື モά⏝⣙ 300ᩥ㸪ࠋࡿ࠶࡛ࢺࣥࢭࢡ

ࢆഛㄪᰝ‽ࡢᢎάື⥅グ㘓ࡢᮾ᪉ゝࡢ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢࡑ 29ᖺ 2᭶ 26㹼28᪥㟷᳃┴ඵᡞᕷ࡛⾜࠾࡞ࠋࡓࡗ㸪ᐑ

ᓮ┴᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝ㸪㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࡣ㸪ƫ ᵓᗈ㡿ᇦᆺඹྠ◊✲ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᆅᇦ♫  ࠋࡿ࠶ᐇ࡛ࡿࡼ㐃ᦠࡢࠖ

4. ◊✲㛵ࡣ࡚ࡋ㸪(1)බ㛤◊✲Ⓨ⾲ࠕ᱁ࡾྲྀ❧࡚ 㸪ࠖ(2)༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ࣮ࢼ࣑ࢭ㸪(3)࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥ

ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࠕ(A)㈝◊⛉ࡣ(1)ࠋࡓࡋ㛤ദࢆ㸫ࠖࡓࡀࡍࡢ㸫ຓモࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂࡢ᪥ᮏㄒࡿぢࢫࣃ࣮ࢥࠕ࣒

ᵓ⠏ࡢ 㸪ࠖ⛉◊㈝(C)ࠕ᪥ᮏㄒࡢศ⮬ືモᛶࠖࡢඹྠ㛤ദ࡛㸪28 ᖺ 9 ᭶ 19㹼20 ᪥ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤㅮᇽ࡛㛤ദࡋ

ࡣᩘ⪅㸪ୗᆅ㸪ཎ⏣㸪㔠⏣㸧㸪ᣍᚅㅮ₇㸯௳㸦㢼㛫㸧㸪ཧຍࡓࡲࡾᮌ㸪ᑠす㸪ᮌ㒊㸪ࠎ㸶௳㸦➉ෆ㸪బࡣᩘ௳⾲Ⓨࠋࡓ

66ே㸦19᪥㸧㸪41ே㸦20᪥㸧㸪ࡕ࠺㸪Ꮫ⏕ࡢཧຍ⪅ࡣ 9ே㸦19᪥㸧㸪6ே㸦20᪥㸧࡛ࡣ(2)ࠋࡓࡗ࠶㸪ᒾᓮ୍Ặ㸦UCLA㸪

ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢆࢱ࣮ࢹࡢࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⿵࣭බ㛤ࠋ 

մ ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝ࣮ࠖࢼ࣑ࢭ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸Ꮫ㝔⏕㸪PD  ࠋཧຍࡢㄪᰝࡢ➼

ն ᡂᯝ㸸ྛᆅⅬࡢㄒᙡ㞟࣭ᩥἲ᭩࣭ㄯヰ࣭ࢺࢫ࢟ࢸゝㄒ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻゝㄒᩍᮦࡢබ㛤ࠋ 
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㸦௬㢟㸧㸪ࠗἈ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩࠘㸪ࠗᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠕ᪥ᮏㄒ

ㅖ᪉ゝ࣮ࢱࢽ࣭ࣔࢫࣃ࣮ࢥ∧ 㸦ࠖ47ᆅⅬࡿࡼࢱ࣮ࢹࡢ᪉ゝᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ㸧㸪ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ㡢ኌࠖࢱ࣮ࢹ

㸦㸶ᆅⅬ㸧㸪ࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ  ࠋ᭩ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࠋࠖ

  㸳ᖺ┠࡛ࡲ㸸ㄽᩥ㞟 Endangered languages and dialects in Japan㸪ࠗ ᪉ゝྡࡢモྃ 㸦࠘௬㢟㸧㸪ࠗ ᪉ゝືࡢモྃ 㸦࠘௬

㢟㸧ྛࠋᆅࡢㄒᙡ㞟࣭ᩥἲ᭩࣭ㄯヰ࣭ࢺࢫ࢟ࢸゝㄒ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻゝㄒᩍᮦࠋ 

 

 ⏬ᖺḟィی

ᖹᡂ 28㹼29ᖺᗘ㸦㸯㹼㸰ᖺ┠㸧 

ձ ㄪᰝ㸸⌰⌫ㄒ㸪ඵㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝࡢㄪᰝࠋ 

ղ ◊✲㸸ࠕ᪉ゝࡢ㡢㡩࣭㡢ኌ 㸪ࠖࠕ᪉ゝㄒᙡ㞟ࡢసᡂ 㸪ࠖྡࠕモྃ 㸪ࠖືࠕモྃ 㸪ࠖࠖࢫࣟࢢࠕ㛵ࡿࡍ◊✲ࢆ㛤ദࣃ࣮ࢥࠋ

 ࠋ㛤ദࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࡿࡍ㛵ࢫ

ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁᩚࢆ➼ࠖࢱ࣮ࢹഛࠋ 

մ ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝ࣮ࠖࢼ࣑ࢭ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸Ꮫ㝔⏕㸪PD  ࠋసᡂࡢ᭩ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࠋཧຍࡢㄪᰝࡢ➼

ն ᡂᯝ㸸ࣥࢺ࣮࣒♫ Handbook of Japanese Dialects 㸪Handbook of the Ainu Language㸪ࠗ᪥ᮏㄒࡢ᱁ 㸦࠘௬㢟㸧ࡢฟ

ࠋࠗ∧ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢห⾜ࠋ 

ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸦㸱ᖺ┠㸧 

ձ ㄪᰝ㸸⌰⌫ㄒ㸪ඵㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝ㸪ࢾㄒࡢㄪᰝࠋ 

ղ ◊✲㸸ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ “Endangered languages and dialects in Japan” ࢆ㛤ദࠋ 

ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝ࣮ࢱࢽ࣭ࣔࢫࣃ࣮ࢥ∧ 㸦ࠖ47ᆅⅬࡿࡼࢱ࣮ࢹࡢ᪉ゝᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ㸧ࡢබ㛤ࠕࠋ༴ᶵゝㄒ࣭᪉

ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢆࢱ࣮ࢹࡢࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⿵࣭බ㛤ࠋ 

մ ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪉ゝ࣮ࢼ࣑ࢭ 㸦ࠖ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸Ꮫ㝔⏕㸪PD➼ࡢㄪᰝࡢཧຍࢻ࣮ࣝࣇࠋㄪᰝࡢᡭᘬࡁ᭩ࡢヨ⏝ࠋ 

ն ᡂᯝ㸸ࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸦࠘㡢ኌ㹁㹂㸧㸪ࠗ ࢸㄒᙡ㞟࣭ᩥἲ᭩࣭ㄯヰࡢᆅⅬྛࠋ∧ฟࢆ᭩࠘ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇ

 ࠋ୰㛫බ㛤ࡢゝㄒᩍᮦ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻゝㄒ࣭ࢺࢫ࢟

ᖹᡂ 31㹼32ᖺᗘ㸦㸲㹼㸳ᖺ┠㸧 

ձ ㄪᰝ㸸⌰⌫ㄒ㸪ඵㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝ㸪ࢾㄒࡢㄪᰝࠋ 

ղ ◊✲㸸ࠕ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪ࠖᩥࠕἲグ㏙ࠖ㛵ࡿࡍ◊✲ࢆ㛤ദࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥࠋ㛤ദࠋ 

ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁᩚࢆ➼ࠖࢱ࣮ࢹഛࠋ 

մ ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝ࣮ࠖࢼ࣑ࢭ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸Ꮫ㝔⏕㸪PD➼ࡢㄪᰝࡢཧຍࠋ 

ն ᡂᯝ㸸ⱥᩥㄽᩥ㞟 Endangered languages and dialects in Japan 㸪ㄽᩥ㞟ࠗ᪉ゝྡࡢモྃ 㸦࠘௬㢟㸧㸪ࠗ ᪉ゝືࡢモྃ࠘

㸦௬㢟㸧ࢆฟ∧ࠗࠋ ▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ 㮵ඣᓥ┴㢒ጿ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ ὠ㍍᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ ୕㝣᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࢆห

 ࠋ⾜

ᖹᡂ 33ᖺᗘ㸦㸴ᖺ┠㸧 

ձ ㄪᰝ㸸ḟᮇ‽ഛㄪᰝࢆᐇࠋ 

ղ ◊✲㸸◊✲ᡂᯝሗ࿌㸪ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥ㛤ദࠋ 

ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝ୍ࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ⯡බ㛤ࠕࠋ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ᪥ᮏྛᆅࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࣭ಖᏑࡵࡓࡢ㸪ྛᆅ᪉ゝࡢ㸱Ⅼࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ㞟㸪ᩥἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧ࢆసᡂ

㸶ᆅⅬ㸪ᮏᅵ⌫⌰ࡣᶆ┠ࠋࡿࡍ 12ᆅⅬ㸪ඵ㸪ࢾㄒࡢ 22ᆅⅬ࡛ࡀࡿ࠶㸪40ᆅⅬࡢグ㏙ᢸᙜ⪅ࢆỴᐃࠋࡓࡋᆅⅬ

ㄒ⌰ࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢḟࡣෆヂࡢ 21ᆅⅬ㸪ඵ 1ᆅⅬ㸪ᮏᅵ 18ᆅⅬ㸦ᮾ㸲ᆅⅬ㸪㛵ᮾ㸰ᆅⅬ㸪୰㒊࣭㛵す㸲ᆅⅬ㸪

୰ᅜ࣭ᅄᅜ㸱ᆅⅬ㸪ᕞ㸳ᆅⅬ㸧࠾࡞ࠋ㸪ᢸᙜ⪅ࡣㄪᰝ⤒㈝ࢆᨭࡋ㸪ㄪᰝࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

2. ୖグࡢ㸱Ⅼࡢࢺࢵࢭసᡂ㛵࡚ࡋ㸪ᢸᙜ⪅㛫ࡢඹ㏻⌮ゎࢆᙧᡂࡵࡓࡿࡍ㸪◊✲ᡴྜࢆࡏ 28ᖺ 9᭶ 19᪥㛤ദࡋ㸪

ᆅⅬᢸᙜ⪅ࡢ☜ㄆ㸪㸱Ⅼࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ㞟㸪ᩥἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧ࡢᴫせ➼㛵ࡿࡍㄝ᫂ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸪29 ᖺ 3 ᭶

10᪥㸰ᅇ┠ࡢ◊✲ᡴྜ࠸⾜ࢆࡏ㸪⡆᫆ᩥἲ᭩సᡂࡢࡵࡓࡢㄪᰝ⚊㛵ࡿࡍㄝ᫂ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

3. ୖグྛᆅⅬࡢ㸱Ⅼࡢࢺࢵࢭసᡂࡢࡵࡓࡢㄪᰝࡢ㸪ᆅᇦㄒࡢグ㘓࣭ಖᏑ⥅ᢎάື࡚ࡋ㸪ᆅᇦ༠ຊ(1)࡚ࡋᐑᓮ

┴᳝ⴥᮧ᪉ゝ㸪(2)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝྠྜࡢㄪᰝ㸪(3)▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉ゝྠྜࡢㄪᰝࢆᐇࡣ(1)ࠋࡓࡋᐑᓮ┴ᮾ⮻ᯂ㒆

᳝ⴥᮧᩍ⫱ጤဨ㸪᳝ ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 సᡂࠖࡢ࠘

(H26㹼H30)ࡢඹྠᴗ࡚ࡋ⎔୍ࡢᐇ࡛ࡢࡶࡿࡍ㸪ᖺᗘࡣᴗࡢ㸱ᖺ┠ࠋࡿࡓ࠶ㄪᰝ᪥ࡣ 28ᖺ 9᭶ 4㹼8᪥㸪

29 ᖺ 3 ᭶ 25㹼28 ᪥ࡢ㸰ᅇ㸪ㄪᰝᆅⅬࡢ࡛ࡲࢀࡇࡣᑿᡭ⣡㸪᪥ᙜ㸪᪥ῧ㸪ᑿ๓㸪ᅵ㔝㸪ᑠᓮ㸪ᰢᑿࡢㄪᰝຍ࠼㸪

ᖺᗘ᳝ࡣⴥᮧ௰ሪᆅ༊㸪ᰢᑿᆅ༊㸪ᯇᑿᆅ༊㸪ୖ᳝ⴥᆅ༊ࡢ㸲ᆅ༊㸪ㄪᰝ⪅ࡣ 9᭶ 4㹼8᪥ࡀእᅜே◊✲⪅ 1ேࡴྵࢆ 9

ே㸪3᭶ 25㹼28᪥ࡀ 5ே㸪ヰ⪅ࡣ㸪௰ሪᆅ༊ 7ே㸪ᰢᑿᆅ༊ 4ே㸪ᯇᑿᆅ༊ 14ே㸪ୖ᳝ⴥᆅ༊ 3ே㸪ㄪᰝෆᐜࡣᇶ♏

ㄒᙡ⣙ 400 ㄒ㸦ᩥࡁ㸧㸪⮬↛ㄯヰ࡛ࡣ(2)ࠋࡿ࠶ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹྠ࡛ᐇ࡛ࡢࡶࡓࡋ㸪27

ᖺᗘࡁ⥆㸰ᅇ┠࡛ࠋࡿ࠶ㄪᰝ᪥ࡣ㸪28ᖺ 11᭶㸱᪥㹼㸴᪥㸪ㄪᰝᆅⅬࡣ୰ᮧᆅ༊㸪㒔ᆅ༊ࡢ㸰ᆅⅬ㸦ᖺᗘࡣ⟠㸪

す㒓㸧㸪ཧຍ⪅ࡣ 28ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 6ே㸪Ꮫ PD㸰ே㸪Ꮫ⏕ 8ே㸧㸪ヰ⪅ࡣ୰ᮧᆅ༊ 8ே㸪㒔ᆅ༊ 10ே㸪ㄪᰝෆᐜ

᪉ゝㄒᙡ⣙ࡣ 300 ㄒ㸦ᩥࡁ㸧㸪ືモά⏝⣙ 300 ᩥ㸪ࠋࡿ࠶࡛ࢺࣥࢭࢡሗ࿌᭩ࡣ᮶ᖺᗘ㸪ห⾜ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶

ࡣ㸪ㄪᰝ᪥࡛ࡢࡶࡓࡋᚓ࡚ᐇࢆ༠ຊࡢ⏫ᕝ┴ⓑᒣᕷⓑᓠ▼ࡣ(3) 29ᖺ㸯᭶ 20㹼23᪥㸪ཧຍ⪅ࡣ 13ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕

㸰ே㸪Ꮫ PD㸯ே㸧㸪ヰ⪅ࡣ 8ே㸪ㄪᰝෆᐜࡣ᪉ゝㄒᙡ⣙ 600ㄒ㸦ᩥࡁ㸧㸪ື モά⏝⣙ 300ᩥ㸪ࠋࡿ࠶࡛ࢺࣥࢭࢡ

ࢆഛㄪᰝ‽ࡢᢎάື⥅グ㘓ࡢᮾ᪉ゝࡢ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢࡑ 29ᖺ 2᭶ 26㹼28᪥㟷᳃┴ඵᡞᕷ࡛⾜࠾࡞ࠋࡓࡗ㸪ᐑ

ᓮ┴᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝ㸪㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࡣ㸪ƫ ᵓᗈ㡿ᇦᆺඹྠ◊✲ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᆅᇦ♫  ࠋࡿ࠶ᐇ࡛ࡿࡼ㐃ᦠࡢࠖ

4. ◊✲㛵ࡣ࡚ࡋ㸪(1)බ㛤◊✲Ⓨ⾲ࠕ᱁ࡾྲྀ❧࡚ 㸪ࠖ(2)༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ࣮ࢼ࣑ࢭ㸪(3)࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥ

ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࠕ(A)㈝◊⛉ࡣ(1)ࠋࡓࡋ㛤ദࢆ㸫ࠖࡓࡀࡍࡢ㸫ຓモࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂࡢ᪥ᮏㄒࡿぢࢫࣃ࣮ࢥࠕ࣒

ᵓ⠏ࡢ 㸪ࠖ⛉◊㈝(C)ࠕ᪥ᮏㄒࡢศ⮬ືモᛶࠖࡢඹྠ㛤ദ࡛㸪28 ᖺ 9 ᭶ 19㹼20 ᪥ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤㅮᇽ࡛㛤ദࡋ

ࡣᩘ⪅㸪ୗᆅ㸪ཎ⏣㸪㔠⏣㸧㸪ᣍᚅㅮ₇㸯௳㸦㢼㛫㸧㸪ཧຍࡓࡲࡾᮌ㸪ᑠす㸪ᮌ㒊㸪ࠎ㸶௳㸦➉ෆ㸪బࡣᩘ௳⾲Ⓨࠋࡓ

66ே㸦19᪥㸧㸪41ே㸦20᪥㸧㸪ࡕ࠺㸪Ꮫ⏕ࡢཧຍ⪅ࡣ 9ே㸦19᪥㸧㸪6ே㸦20᪥㸧࡛ࡣ(2)ࠋࡓࡗ࠶㸪ᒾᓮ୍Ặ㸦UCLA㸪

ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢆࢱ࣮ࢹࡢࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⿵࣭බ㛤ࠋ 

մ ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝ࣮ࠖࢼ࣑ࢭ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸Ꮫ㝔⏕㸪PD  ࠋཧຍࡢㄪᰝࡢ➼

ն ᡂᯝ㸸ྛᆅⅬࡢㄒᙡ㞟࣭ᩥἲ᭩࣭ㄯヰ࣭ࢺࢫ࢟ࢸゝㄒ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻゝㄒᩍᮦࡢබ㛤ࠋ 
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㸦௬㢟㸧㸪ࠗἈ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩࠘㸪ࠗᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠕ᪥ᮏㄒ

ㅖ᪉ゝ࣮ࢱࢽ࣭ࣔࢫࣃ࣮ࢥ∧ 㸦ࠖ47ᆅⅬࡿࡼࢱ࣮ࢹࡢ᪉ゝᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ㸧㸪ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ㡢ኌࠖࢱ࣮ࢹ

㸦㸶ᆅⅬ㸧㸪ࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ  ࠋ᭩ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࠋࠖ

  㸳ᖺ┠࡛ࡲ㸸ㄽᩥ㞟 Endangered languages and dialects in Japan㸪ࠗ ᪉ゝྡࡢモྃ 㸦࠘௬㢟㸧㸪ࠗ ᪉ゝືࡢモྃ 㸦࠘௬

㢟㸧ྛࠋᆅࡢㄒᙡ㞟࣭ᩥἲ᭩࣭ㄯヰ࣭ࢺࢫ࢟ࢸゝㄒ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻゝㄒᩍᮦࠋ 

 

 ⏬ᖺḟィی

ᖹᡂ 28㹼29ᖺᗘ㸦㸯㹼㸰ᖺ┠㸧 

ձ ㄪᰝ㸸⌰⌫ㄒ㸪ඵㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝࡢㄪᰝࠋ 

ղ ◊✲㸸ࠕ᪉ゝࡢ㡢㡩࣭㡢ኌ 㸪ࠖࠕ᪉ゝㄒᙡ㞟ࡢసᡂ 㸪ࠖྡࠕモྃ 㸪ࠖືࠕモྃ 㸪ࠖࠖࢫࣟࢢࠕ㛵ࡿࡍ◊✲ࢆ㛤ദࣃ࣮ࢥࠋ

 ࠋ㛤ദࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࡿࡍ㛵ࢫ

ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁᩚࢆ➼ࠖࢱ࣮ࢹഛࠋ 

մ ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝ࣮ࠖࢼ࣑ࢭ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸Ꮫ㝔⏕㸪PD  ࠋసᡂࡢ᭩ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࠋཧຍࡢㄪᰝࡢ➼

ն ᡂᯝ㸸ࣥࢺ࣮࣒♫ Handbook of Japanese Dialects 㸪Handbook of the Ainu Language㸪ࠗ᪥ᮏㄒࡢ᱁ 㸦࠘௬㢟㸧ࡢฟ

ࠋࠗ∧ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢห⾜ࠋ 

ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸦㸱ᖺ┠㸧 

ձ ㄪᰝ㸸⌰⌫ㄒ㸪ඵㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝ㸪ࢾㄒࡢㄪᰝࠋ 

ղ ◊✲㸸ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ “Endangered languages and dialects in Japan” ࢆ㛤ദࠋ 

ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝ࣮ࢱࢽ࣭ࣔࢫࣃ࣮ࢥ∧ 㸦ࠖ47ᆅⅬࡿࡼࢱ࣮ࢹࡢ᪉ゝᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ㸧ࡢබ㛤ࠕࠋ༴ᶵゝㄒ࣭᪉

ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢆࢱ࣮ࢹࡢࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⿵࣭බ㛤ࠋ 

մ ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪉ゝ࣮ࢼ࣑ࢭ 㸦ࠖ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸Ꮫ㝔⏕㸪PD  ࠋ⏝ヨࡢ᭩ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࠋཧຍࡢㄪᰝࡢ➼

ն ᡂᯝ㸸ࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸦࠘㡢ኌ㹁㹂㸧㸪ࠗ ࢸㄒᙡ㞟࣭ᩥἲ᭩࣭ㄯヰࡢᆅⅬྛࠋ∧ฟࢆ᭩࠘ࡁᡭᘬࡢㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇ

 ࠋ୰㛫බ㛤ࡢゝㄒᩍᮦ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥࣗ࢟ࢻゝㄒ࣭ࢺࢫ࢟

ᖹᡂ 31㹼32ᖺᗘ㸦㸲㹼㸳ᖺ┠㸧 

ձ ㄪᰝ㸸⌰⌫ㄒ㸪ඵㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝ㸪ࢾㄒࡢㄪᰝࠋ 

ղ ◊✲㸸ࠕ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪ࠖᩥࠕἲグ㏙ࠖ㛵ࡿࡍ◊✲ࢆ㛤ദࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥࠋ㛤ദࠋ 

ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁᩚࢆ➼ࠖࢱ࣮ࢹഛࠋ 

մ ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝ࣮ࠖࢼ࣑ࢭ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 

յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸Ꮫ㝔⏕㸪PD  ࠋཧຍࡢㄪᰝࡢ➼

ն ᡂᯝ㸸ⱥᩥㄽᩥ㞟 Endangered languages and dialects in Japan 㸪ㄽᩥ㞟ࠗ᪉ゝྡࡢモྃ 㸦࠘௬㢟㸧㸪ࠗ ᪉ゝືࡢモྃ࠘

㸦௬㢟㸧ࢆฟ∧ࠗࠋ ▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ 㮵ඣᓥ┴㢒ጿ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ ὠ㍍᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ ୕㝣᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࢆห

 ࠋ⾜

ᖹᡂ 33ᖺᗘ㸦㸴ᖺ┠㸧 

ձ ㄪᰝ㸸ḟᮇ‽ഛㄪᰝࢆᐇࠋ 

ղ ◊✲㸸◊✲ᡂᯝሗ࿌㸪ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥ㛤ദࠋ 

ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝ୍ࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ⯡බ㛤ࠕࠋ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥
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㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ゝㄒ㈨※㛵ࡣ࡚ࡋ㸪᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢆࢱ࣮ࢹබ㛤ࡋ㸪ᗈࡃඹྠ⏝㈨ࡵࡓࡿࡍ㸪(1)ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭

᪉ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖ(2)ࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖ(3) ࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖ(4)㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែ

ᇶ♏ㄒᙡࡢἈ⦖┴㑣ᅜ᪉ゝࠕ㸪ࡣ࡚࠸ࡘ (1)ࠋࡓࡋ࣭ᩚഛ⿵ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ㛵ྥື 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰࠖ

㸦᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦㸯㸧┿ᰤᖹᡣᩗ㸪᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦㸰㸧Ώྡ႐㸪᭶ࡢ⾜࡚࠸ࡘ ┿ᰤᖹᡣᩗ㸧ࢆቑ⿵ࡋ㸪බ㛤ࠋࡓࡋ

㸪ࠗࡣ࡚࠸ࡘ (3)ࠋࡓࡋຍࢆ⬟ᶵࣉࣥࣕࢪࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡓࡋබ㛤࡛ࡲࢀࡇ㸪ࡣ࡚࠸ࡘ (2) ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘㸳

㡯┠ࢆࢱ࣮ࢹࡢ㏣ຍᩚഛࡋ㸪29ᖺ 3᭶බ㛤ࡣ࡚࠸ࡘ (4)ࠋࡓࡋ㸪ୖグࠗ㤳㒔ᅪᏛ⏕ࡢゝㄒ⏝ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦ

ᕪ㛵ࡿࡍㄪᰝ 2010-2016 ሗ࿌᭩ 㸦࠘29ᖺ 3᭶ห⾜㸧࡚࠸࠾㸪㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែྥື㛵ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍቑ⿵ࠋࡓࡋ 

2. ᪉ゝࡢ㡢ኌࢇࡀࢱ࣮ࢹබ㛤ࢆ≦⌧࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᨵၿࡵࡓࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢ㡢ኌࠗࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡁ᪥ᮏ

ㄒㅖ᪉ゝ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ(CJD)ࡢᵓ⠏ࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵᖺᗘࡣ㸪ࠗࡤࡇࡉࡿࡩ㞟ᡂ࠘ࡢ㡢ኌ᳨ࢆࢱ࣮ࢹ⣴࣒ࢸࢫࢩ㍕

㸪30ᖺᗘࡋ⥆⥅ࢆᚋ㸪ᩚഛࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚࡢࢱ࣮ࢹࢺࢫ࢟ࢸ㸪᪉ゝࢱ࣮ࢹ㡢ኌࡢ㸪㸲㸵ᆅⅬࡵ㐍ࢆഛᩚࡢࡵࡓࡿࡏ

47ᆅⅬ㸪23㛫ศࡢ⮬↛ㄯヰࡿࡼ CJDࣔࢆ∧࣮ࢱࢽබ㛤㸪ᖹᡂ 33ᖺᗘ 50ᆅⅬ 75㛫ศࡢ⮬↛ㄯヰࡿࡼ CJDࢆ

୍⯡බ㛤ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

3. ࠗ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝࡚ࡋ㸪ㄽᩥ 1 ௳㸦ᮌ㒊ᬸᏊࠕᆅᇦㄒぢࡿゝⴥࠖࠗ ᪥ᮏㄒᏛ࠘36-1㸧㸪Ⓨ⾲㸳௳

㸦ᮌ㒊ᬸᏊࠕᑐ᱁⾲⌧ࡢᆅᇦᕪ 㸫ຓモ࡚ࡗࡄࡵࢆࣟࢮ㸫ࠖᮾிእᅜㄒᏛㄒᏛᐃ◊✲ 㸧ࡓࡗ⾜ࢆ㸦ู⣬ࠕ◊

✲ᡂᯝ୍ぴࠖཧ↷㸧ࠋ 

4. ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪≉㸪ࢾㄒࢫࣃ࣮ࢥࡢ㸪⌰⌫ㄒࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢグ㏙㸪ࡧࡼ࠾

ㅖ᪉ゝࡣࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ꮫ⾡ⓗ㸪♫ⓗព⩏ࡀࡀ࠸ࡁ㸪ࡔࡲ㸪ᩚࡢࢱ࣮ࢹഛබ㛤ࢆጞ࡛ࡾࡤࡓࡵ㸪ࢱ࣮ࢹ㔞ࡶከ࡞ࡃ

ࢱ࣮ࢹ㸪ᚋ㸪ࡀࡿࡀ㛫ࡣഛᩚࡢࢱ࣮ࢹࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ࠶ࢀࡑࡣᡂᯝ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࡽࢀࡇ㸪ࡽࡇ࠸

㔞ࢆቑࡋࡸ㸪ࢆࡽࢀࡇά⏝ࢺࢵࣟࣃࡓࡋⓗࢆ✲◊࡞᥎㐍ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࢫࣃ࣮ࢥṔྐࠕ㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊ᅜㄒࡢࡿࡍసᡂࢆࢫࣃ࣮ࢥ .5 㸪ࠖࠕヰࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠕᏛ⩦⪅ࠖࢫࣃ࣮ࢥ➼㸧ᐃᮇⓗ

◊✲ࢆ㛤ദࡋ㸪ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏㛵ࡿࡍ◊✲㠃㸪ᢏ⾡㠃࡛ࡢពぢࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

ᩚࢱ࣮ࢹ㸪ࡋ⏝㞠ࢆ㸪⛉◊㈝(A)࡛㠀ᖖ◊✲ဨ㸰ேࡵࡓࡿࡍഛᩚࢆࢱ࣮ࢹࢺࢫ࢟ࢸ㸪ࢱ࣮ࢹ㡢ኌࡢࡵࡓࡢࢫࣃ࣮ࢥ .6

ഛࢆ㐍ࡓࡲࠋࡓࡵ㸪సᴗࢆຠ⋡ⓗ㐍ࡵࡓࡿࡵ㸪ሗฎ⌮ࢆᢸᙜࡿࡍᏛ㝔⏕㐌㸯ᅇ㸪◊✲ࢆ㛤ദࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ᮾிእ AA 㸪AAࡁᇶ࡙㐃ᦠ༠ᐃࡢ◊ ◊ LingDy3 ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡඹྠ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

ဨ㸯ྡࢆබເࡋ㸪㑅⪃ࡓࡗ⾜ࢆ㸦29ᖺ 4᭶ 1᪥㉱௵㸧ࠋ 

㸪ᮾிእࡓࡲ .2 AA◊ LingDy3ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉඹྠ࡛㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵ࠕࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ

๓࣮࣡ࢆࠖࣉࢵࣙࢩࢡᐇࠋࡓࡋᐇ᪥ࡣ 28ᖺ 10᭶ 23㹼24᪥㸪ཧຍᩍဨࡣ㸪ᅜㄒ◊ࡽᮌ㒊㸪ཎ⏣㸪బ⸨㸪ᐃ㈼

㸦┴❧ᗈᓥᏛྡᩍᤵ㸧ࡢ㸲ே㸪ᮾிእ AA◊ࡽ୰ᒣ㸪ඣࡢ㸰ே㸪ཷㅮᏛ⏕ࡣ㸪ᓥ᰿Ꮫ㸱࣭㸲ᖺ⏕ 8ே㸪୍⯡

බເࡾࡼ㑅ᢤࡓࢀࡉᏛ㝔⏕㸱ே࡛ࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉࠋࡿ࠶㸪(1)㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࡢᴫせ㸦ᮌ㒊㸧㸪(2)ㄪᰝ⚊ࡢㄝ᫂㸦ཎ
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᐈဨᩍᤵ㸧ࡿࡼㅮ₇࡛㸪28ᖺ 9᭶ 15᪥ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰㝵ከ┠ⓗᐊ࡛㛤ദࠕ ࡣࣝࢺࢱࠋࡓࡋヰ

㸸ᐑྂᓥ㸦ụ㛫㸪すཎ㸧ࠖ≦⌧㐣ཤࡢ༴ᶵゝㄒࡓࡳࡽゝㄒ⤒㦂ㄯࡢ⪅ ࡛㸪ཧຍ⪅ࡣ◊✲⪅ 12 ே࡛࣮ࢥࡣ(3)ࠋࡿ࠶

ࡢ㸪◊✲ᡤ࡛ࡢࡶࡓࡋඹྠ࡛㛤ദࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࢃ㛵ᵓ⠏ࡢࢫࣃ 28 ᖺᗘィ⏬ࠕࡢ◊✲㞟ࠖ⨨࡙ࡶࡿࢀࡽࡅ

༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠕ㸪ࡣദࠋࡿ࠶࡛ࡢ ࢫࣃ࣮ࢥṔྐࠕࠖ ࢫࣃ࣮ࢥヰࠕࠖ ࡧࡼ࠾㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉྛࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦Ꮫࠕࠖ

⛉◊㈝(A)ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠕࠖ ᵓ⠏ࠖ㸪ࡢࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡿࡼᾏእ㐃ᦠࠕࠖ

ᇶ┙(B)ࠕヰ㡢ኌࡢ㡩ᚊ≉ᚩࡢయ⣔࡛ࠖ㸪29 ᖺ 3 ᭶ 9 ᪥ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࠋࡓࡋⓎ⾲௳ᩘࡣ㸳௳㸦ᮌ㒊㸪㏕

⏣㸪ᑠᮌ᭮㸪ὸཎ࣭ᒸ㸪ᑠ☾㸧㸪ᣍᚅㅮ₇㸯௳㸦ୗᆅ㸧㸪ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ㸲௳㸦ヰࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ṕྐࢫࣃ࣮ࢥ㸪᪉

ゝࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ꮫ⩦⪅ࢫࣃ࣮ࢥ㸧㸪ཧຍ⪅ࡣ 112ே㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕ࡢཧຍ⪅ࡣ 13ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

5. ᡂᯝࡢබ㛤㛵ࡣ࡚ࡋ㸪ᖹᡂ 25ᖺᗘᐇࡓࡋἈ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝࡢㄪᰝሗ࿌᭩ࠗ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ 㤳

㒔ᅪᏛ⏕ࡢゝㄒ⏝ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦᕪ㛵ࡿࡍㄪᰝ 2010-2016 ሗ࿌᭩࠘ࢆ 29 ᖺ 3 ᭶ห⾜ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ḟᖺᗘ௨

㝆ࡢฟ∧ィ⏬࡚ࡋ㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࡢሗ࿌᭩᳝ࠗⴥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩㸦ᅵ㔝࣭ᰢᑿ㸧࠘㸦29ᖺ 5᭶ห⾜ணᐃ㸧㸪ࠗ ࡢࡾࡓ

୰ࡢ᪉ゝ㸦࠘ຮㄔฟ∧㸪29ᖺ 10᭶ฟ∧ணᐃ㸧㸪ࠗ᪥ᮏㄒࡢ᱁⾲⌧㸦࠘࠾ࡋࢁࡃฟ∧㸪29ᖺ 10᭶ห⾜ணᐃ㸧㸪ࣥࢺ࣮࣒♫ Handbook 

of Japanese Dialects㸪Handbook of the Ainu Language㸪Handbook of Japanese Sociolinguistics 㸦30ᖺห⾜ணᐃ㸧

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛ‽ࡢ

㸪ㄽᩥ࡚ࡵྵࡶᡂᯝ✲◊ࡢඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡢࡇ .6 46 ௳㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟㸲㸪ᅗ᭩㸰㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 83

௳㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ➼㸳௳㸪ࡢࡑ  ࠋࡓࡋබ㛤ࢆ௳46

7. ୡ⏺ⓗゝㄒᩥࡸࡢከᵝᛶࡀ㔜どࡿࢀࡉ୰㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㛵ࡿࡍᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືࡣ㸪Ꮫ⾡ⓗ࣭♫ⓗ

࡞ࡁព⩏ࢆᣢࠋࡘࡤ࠼㸪Ꮫ⾡ⓗࡣ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉඹྠ◊✲ဨࡢ༑ᔒ㝧㸪ᖹᏊ㐩ஓࡀ᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ࡛

ᆺ࡛༊ࢺࣥࢭࢡࡀᜥ࣭⯚࣭ᱩ࣭㘠ࠖࠕờ࣭㞵࣭ࠖ✀࣭⫪ࠕࠕࡓࡋᣦࡓ᪂ࢆᑐᛂ㛵ಀࡢࢺࣥࢭࢡࡢᕞ⌫⌰

➨㸪ࡋ⾲Ⓨࢆẚ㍑̿ࠖࡢㄒ⌫⌰᪥ᮏㄒᮏᅵ᪉ゝ̿బ㈡┴ᯂᓥ᪉ゝࡿࢀࡉู 30ᅇ᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ ඃ⚽Ⓨ⾲㈹ࢆ

ཷ㈹ࠋࡓࡋ♫ⓗࡣ㸪࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮌ㒊ࡀ✲◊ࡢᮾி᪂⪺ 2016ᖺ 10᭶ 30᪥ᮅหࡢ♫ㄝࢀࡽࡆୖࡾྲྀ㸪

ᆅᇦㄒࡢᶒࡢ㔜せᛶࡀ⤂ࡓࡲࠋࡓࢀࡉ㸪ᯇ᳃㸪ᒣ⏣ࡢ᪉ゝࡢグ㘓㸪⯆ࡢᴗ⦼ࡀ༡ᾏ᪥᪥᪂⪺㸪ி㒔᪂⪺➼ࡾྲྀ

 ࠋࡓࢀࡽࡆୖ

8. ᮾிእᅜㄒᏛ࢝ࣜࣇ࣭ࢪゝㄒᩥ◊✲ᡤ㸦௨ୗᮾிእ AA◊㸧ඹྠ࡛㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵ࡿࡍᩍ⫱ࣟࣉ

ࢆウ᳨ࡢࡵࡓࡢࡑࠋ࠺⾜ࢆసᡂࡢᩍ⛉᭩㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢ AA◊㐍ࡵ㸪୍ࡢࡑ㒊ࠕࢆ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࣙࢩࢡ

 ࠋཧ↷㸧ࢆ┠㡯ࡢேᮦ⫱ᡂࠖࠕࡣ࡚࠸ࡘ㸦ヲ⣽ࡓࡋ㊶ᐇ࡛ࠖࣉࢵ

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

9. ◊✲యไࢆᙉࡵࡓࡿࡍ㸪(1)ᮾிእ AA◊㸪(2)⌰⌫Ꮫ㐃ᦠ༠ᐃࡣ(1)ࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆ㸪28ᖺᗘᮾிእᴫ⟬せ

ồࡢ࢝ࣜࣇ࣭ࢪࠕ⌧௦ⓗㅖၥ㢟ࡢゎỴࡓࡅྥ᪂࡞ࡓ㐃ᦠ༠ᐃయไࡢᵓ⠏ࠖᇶ࡙࡛ࡢࡶࡃ㸪ࢀࡇᇶ࡙ࡁ㸪

ᖺᗘࡣ㸪ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ≉ู◊✲ဨ㸯ྡࡢ㑅⪃㸦29 ᖺ㸲᭶㸯᪥㉱௵㸧㸪ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ㛵ࡿࡍᩍ⫱

⾜ࡽ㸪ᚑ᮶ࡣ(2)ࠋࡓࡋᐇࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ㸪ࡏᡴྜࡿࡍ㛵㛤Ⓨࡢᩍ⛉᭩࣒ࣛࢢࣟࣉ

ᐇࢆㄪᰝࡢ㸪Ἀ⦖ᮏᓥ㒊᪉ゝࡋጤクࢆᴗ㸪⌰⌫Ꮫࡁᇶ࡙ࢀࡇ㸪࡛ࡢࡶࡿࡍᙉࢆ㐃ᦠࡢᏛ⌫⌰ࡓ࠸࡚ࡗ

ࠋࡓࡋ 

㸪ඹྠ◊✲ဨࡵࡓࡢ᥎㐍ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ.10 65ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 5ே㸪Ꮫ PD6ே㸧ࠋࡓࡋ⧊⤌ࢆඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓ

Ꮫࡣ 37Ꮫ㸦 ࡕ࠺እᅜࡢᏛ 3Ꮫ㸧࡛ࠋࡿ࠶ 
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㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ゝㄒ㈨※㛵ࡣ࡚ࡋ㸪᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢆࢱ࣮ࢹබ㛤ࡋ㸪ᗈࡃඹྠ⏝㈨ࡵࡓࡿࡍ㸪(1)ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭

᪉ゝ㡢ኌࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖ(2)ࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖ(3) ࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖ(4)㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែ

ᇶ♏ㄒᙡࡢἈ⦖┴㑣ᅜ᪉ゝࠕ㸪ࡣ࡚࠸ࡘ (1)ࠋࡓࡋ࣭ᩚഛ⿵ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ㛵ྥື 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰࠖ

㸦᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦㸯㸧┿ᰤᖹᡣᩗ㸪᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦㸰㸧Ώྡ႐㸪᭶ࡢ⾜࡚࠸ࡘ ┿ᰤᖹᡣᩗ㸧ࢆቑ⿵ࡋ㸪බ㛤ࠋࡓࡋ

㸪ࠗࡣ࡚࠸ࡘ (3)ࠋࡓࡋຍࢆ⬟ᶵࣉࣥࣕࢪࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡓࡋබ㛤࡛ࡲࢀࡇ㸪ࡣ࡚࠸ࡘ (2) ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘㸳

㡯┠ࢆࢱ࣮ࢹࡢ㏣ຍᩚഛࡋ㸪29ᖺ 3᭶බ㛤ࡣ࡚࠸ࡘ (4)ࠋࡓࡋ㸪ୖグࠗ㤳㒔ᅪᏛ⏕ࡢゝㄒ⏝ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦ

ᕪ㛵ࡿࡍㄪᰝ 2010-2016 ሗ࿌᭩ 㸦࠘29ᖺ 3᭶ห⾜㸧࡚࠸࠾㸪㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែྥື㛵ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍቑ⿵ࠋࡓࡋ 

2. ᪉ゝࡢ㡢ኌࢇࡀࢱ࣮ࢹබ㛤ࢆ≦⌧࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᨵၿࡵࡓࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢ㡢ኌࠗࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡁ᪥ᮏ

ㄒㅖ᪉ゝ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ(CJD)ࡢᵓ⠏ࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵᖺᗘࡣ㸪ࠗࡤࡇࡉࡿࡩ㞟ᡂ࠘ࡢ㡢ኌ᳨ࢆࢱ࣮ࢹ⣴࣒ࢸࢫࢩ㍕

㸪30ᖺᗘࡋ⥆⥅ࢆᚋ㸪ᩚഛࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚࡢࢱ࣮ࢹࢺࢫ࢟ࢸ㸪᪉ゝࢱ࣮ࢹ㡢ኌࡢ㸪㸲㸵ᆅⅬࡵ㐍ࢆഛᩚࡢࡵࡓࡿࡏ

47ᆅⅬ㸪23㛫ศࡢ⮬↛ㄯヰࡿࡼ CJDࣔࢆ∧࣮ࢱࢽබ㛤㸪ᖹᡂ 33ᖺᗘ 50ᆅⅬ 75㛫ศࡢ⮬↛ㄯヰࡿࡼ CJDࢆ

୍⯡බ㛤ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

3. ࠗ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝࡚ࡋ㸪ㄽᩥ 1 ௳㸦ᮌ㒊ᬸᏊࠕᆅᇦㄒぢࡿゝⴥࠖࠗ ᪥ᮏㄒᏛ࠘36-1㸧㸪Ⓨ⾲㸳௳

㸦ᮌ㒊ᬸᏊࠕᑐ᱁⾲⌧ࡢᆅᇦᕪ 㸫ຓモ࡚ࡗࡄࡵࢆࣟࢮ㸫ࠖᮾிእᅜㄒᏛㄒᏛᐃ◊✲ 㸧ࡓࡗ⾜ࢆ㸦ู⣬ࠕ◊

✲ᡂᯝ୍ぴࠖཧ↷㸧ࠋ 

4. ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪≉㸪ࢾㄒࢫࣃ࣮ࢥࡢ㸪⌰⌫ㄒࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢグ㏙㸪ࡧࡼ࠾

ㅖ᪉ゝࡣࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ꮫ⾡ⓗ㸪♫ⓗព⩏ࡀࡀ࠸ࡁ㸪ࡔࡲ㸪ᩚࡢࢱ࣮ࢹഛබ㛤ࢆጞ࡛ࡾࡤࡓࡵ㸪ࢱ࣮ࢹ㔞ࡶከ࡞ࡃ

ࢱ࣮ࢹ㸪ᚋ㸪ࡀࡿࡀ㛫ࡣഛᩚࡢࢱ࣮ࢹࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ࠶ࢀࡑࡣᡂᯝ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࡽࢀࡇ㸪ࡽࡇ࠸

㔞ࢆቑࡋࡸ㸪ࢆࡽࢀࡇά⏝ࢺࢵࣟࣃࡓࡋⓗࢆ✲◊࡞᥎㐍ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࢫࣃ࣮ࢥṔྐࠕ㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊ᅜㄒࡢࡿࡍసᡂࢆࢫࣃ࣮ࢥ .5 㸪ࠖࠕヰࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠕᏛ⩦⪅ࠖࢫࣃ࣮ࢥ➼㸧ᐃᮇⓗ

◊✲ࢆ㛤ദࡋ㸪ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏㛵ࡿࡍ◊✲㠃㸪ᢏ⾡㠃࡛ࡢពぢࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

ᩚࢱ࣮ࢹ㸪ࡋ⏝㞠ࢆ㸪⛉◊㈝(A)࡛㠀ᖖ◊✲ဨ㸰ேࡵࡓࡿࡍഛᩚࢆࢱ࣮ࢹࢺࢫ࢟ࢸ㸪ࢱ࣮ࢹ㡢ኌࡢࡵࡓࡢࢫࣃ࣮ࢥ .6

ഛࢆ㐍ࡓࡲࠋࡓࡵ㸪సᴗࢆຠ⋡ⓗ㐍ࡵࡓࡿࡵ㸪ሗฎ⌮ࢆᢸᙜࡿࡍᏛ㝔⏕㐌㸯ᅇ㸪◊✲ࢆ㛤ദࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ᮾிእ AA 㸪AAࡁᇶ࡙㐃ᦠ༠ᐃࡢ◊ ◊ LingDy3 ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡඹྠ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

ဨ㸯ྡࢆබເࡋ㸪㑅⪃ࡓࡗ⾜ࢆ㸦29ᖺ 4᭶ 1᪥㉱௵㸧ࠋ 

㸪ᮾிእࡓࡲ .2 AA◊ LingDy3ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉඹྠ࡛㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵ࠕࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ

๓࣮࣡ࢆࠖࣉࢵࣙࢩࢡᐇࠋࡓࡋᐇ᪥ࡣ 28ᖺ 10᭶ 23㹼24᪥㸪ཧຍᩍဨࡣ㸪ᅜㄒ◊ࡽᮌ㒊㸪ཎ⏣㸪బ⸨㸪ᐃ㈼

㸦┴❧ᗈᓥᏛྡᩍᤵ㸧ࡢ㸲ே㸪ᮾிእ AA◊ࡽ୰ᒣ㸪ඣࡢ㸰ே㸪ཷㅮᏛ⏕ࡣ㸪ᓥ᰿Ꮫ㸱࣭㸲ᖺ⏕ 8ே㸪୍⯡

බເࡾࡼ㑅ᢤࡓࢀࡉᏛ㝔⏕㸱ே࡛ࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉࠋࡿ࠶㸪(1)㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࡢᴫせ㸦ᮌ㒊㸧㸪(2)ㄪᰝ⚊ࡢㄝ᫂㸦ཎ
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᐈဨᩍᤵ㸧ࡿࡼㅮ₇࡛㸪28ᖺ 9᭶ 15᪥ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰㝵ከ┠ⓗᐊ࡛㛤ദࠕ ࡣࣝࢺࢱࠋࡓࡋヰ

㸸ᐑྂᓥ㸦ụ㛫㸪すཎ㸧ࠖ≦⌧㐣ཤࡢ༴ᶵゝㄒࡓࡳࡽゝㄒ⤒㦂ㄯࡢ⪅ ࡛㸪ཧຍ⪅ࡣ◊✲⪅ 12 ே࡛࣮ࢥࡣ(3)ࠋࡿ࠶

ࡢ㸪◊✲ᡤ࡛ࡢࡶࡓࡋඹྠ࡛㛤ദࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࢃ㛵ᵓ⠏ࡢࢫࣃ 28 ᖺᗘィ⏬ࠕࡢ◊✲㞟ࠖ⨨࡙ࡶࡿࢀࡽࡅ

༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠕ㸪ࡣദࠋࡿ࠶࡛ࡢ ࢫࣃ࣮ࢥṔྐࠕࠖ ࢫࣃ࣮ࢥヰࠕࠖ ࡧࡼ࠾㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉྛࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦Ꮫࠕࠖ

⛉◊㈝(A)ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠕࠖ ᵓ⠏ࠖ㸪ࡢࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡿࡼᾏእ㐃ᦠࠕࠖ

ᇶ┙(B)ࠕヰ㡢ኌࡢ㡩ᚊ≉ᚩࡢయ⣔࡛ࠖ㸪29 ᖺ 3 ᭶ 9 ᪥ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࠋࡓࡋⓎ⾲௳ᩘࡣ㸳௳㸦ᮌ㒊㸪㏕

⏣㸪ᑠᮌ᭮㸪ὸཎ࣭ᒸ㸪ᑠ☾㸧㸪ᣍᚅㅮ₇㸯௳㸦ୗᆅ㸧㸪ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ㸲௳㸦ヰࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ṕྐࢫࣃ࣮ࢥ㸪᪉

ゝࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ꮫ⩦⪅ࢫࣃ࣮ࢥ㸧㸪ཧຍ⪅ࡣ 112ே㸪ࡕ࠺Ꮫ⏕ࡢཧຍ⪅ࡣ 13ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

5. ᡂᯝࡢබ㛤㛵ࡣ࡚ࡋ㸪ᖹᡂ 25ᖺᗘᐇࡓࡋἈ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝࡢㄪᰝሗ࿌᭩ࠗ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ 㤳

㒔ᅪᏛ⏕ࡢゝㄒ⏝ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦᕪ㛵ࡿࡍㄪᰝ 2010-2016 ሗ࿌᭩࠘ࢆ 29 ᖺ 3 ᭶ห⾜ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ḟᖺᗘ௨

㝆ࡢฟ∧ィ⏬࡚ࡋ㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࡢሗ࿌᭩᳝ࠗⴥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩㸦ᅵ㔝࣭ᰢᑿ㸧࠘㸦29ᖺ 5᭶ห⾜ணᐃ㸧㸪ࠗ ࡢࡾࡓ

୰ࡢ᪉ゝ㸦࠘ຮㄔฟ∧㸪29ᖺ 10᭶ฟ∧ணᐃ㸧㸪ࠗ᪥ᮏㄒࡢ᱁⾲⌧㸦࠘࠾ࡋࢁࡃฟ∧㸪29ᖺ 10᭶ห⾜ணᐃ㸧㸪ࣥࢺ࣮࣒♫ Handbook 

of Japanese Dialects㸪Handbook of the Ainu Language㸪Handbook of Japanese Sociolinguistics 㸦30ᖺห⾜ணᐃ㸧

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛ‽ࡢ

㸪ㄽᩥ࡚ࡵྵࡶᡂᯝ✲◊ࡢඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡢࡇ .6 46 ௳㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟㸲㸪ᅗ᭩㸰㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 83

௳㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ➼㸳௳㸪ࡢࡑ  ࠋࡓࡋබ㛤ࢆ௳46

7. ୡ⏺ⓗゝㄒᩥࡸࡢከᵝᛶࡀ㔜どࡿࢀࡉ୰㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㛵ࡿࡍᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືࡣ㸪Ꮫ⾡ⓗ࣭♫ⓗ

࡞ࡁព⩏ࢆᣢࠋࡘࡤ࠼㸪Ꮫ⾡ⓗࡣ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉඹྠ◊✲ဨࡢ༑ᔒ㝧㸪ᖹᏊ㐩ஓࡀ᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ࡛

ᆺ࡛༊ࢺࣥࢭࢡࡀᜥ࣭⯚࣭ᱩ࣭㘠ࠖࠕờ࣭㞵࣭ࠖ✀࣭⫪ࠕࠕࡓࡋᣦࡓ᪂ࢆᑐᛂ㛵ಀࡢࢺࣥࢭࢡࡢᕞ⌫⌰

➨㸪ࡋ⾲Ⓨࢆẚ㍑̿ࠖࡢㄒ⌫⌰᪥ᮏㄒᮏᅵ᪉ゝ̿బ㈡┴ᯂᓥ᪉ゝࡿࢀࡉู 30ᅇ᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ ඃ⚽Ⓨ⾲㈹ࢆ

ཷ㈹ࠋࡓࡋ♫ⓗࡣ㸪࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮌ㒊ࡀ✲◊ࡢᮾி᪂⪺ 2016ᖺ 10᭶ 30᪥ᮅหࡢ♫ㄝࢀࡽࡆୖࡾྲྀ㸪

ᆅᇦㄒࡢᶒࡢ㔜せᛶࡀ⤂ࡓࡲࠋࡓࢀࡉ㸪ᯇ᳃㸪ᒣ⏣ࡢ᪉ゝࡢグ㘓㸪⯆ࡢᴗ⦼ࡀ༡ᾏ᪥᪥᪂⪺㸪ி㒔᪂⪺➼ࡾྲྀ

 ࠋࡓࢀࡽࡆୖ

8. ᮾிእᅜㄒᏛ࢝ࣜࣇ࣭ࢪゝㄒᩥ◊✲ᡤ㸦௨ୗᮾிእ AA◊㸧ඹྠ࡛㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵ࡿࡍᩍ⫱ࣟࣉ

ࢆウ᳨ࡢࡵࡓࡢࡑࠋ࠺⾜ࢆసᡂࡢᩍ⛉᭩㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢ AA◊㐍ࡵ㸪୍ࡢࡑ㒊ࠕࢆ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࣙࢩࢡ

 ࠋཧ↷㸧ࢆ┠㡯ࡢேᮦ⫱ᡂࠖࠕࡣ࡚࠸ࡘ㸦ヲ⣽ࡓࡋ㊶ᐇ࡛ࠖࣉࢵ

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

9. ◊✲యไࢆᙉࡵࡓࡿࡍ㸪(1)ᮾிእ AA◊㸪(2)⌰⌫Ꮫ㐃ᦠ༠ᐃࡣ(1)ࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆ㸪28ᖺᗘᮾிእᴫ⟬せ

ồࡢ࢝ࣜࣇ࣭ࢪࠕ⌧௦ⓗㅖၥ㢟ࡢゎỴࡓࡅྥ᪂࡞ࡓ㐃ᦠ༠ᐃయไࡢᵓ⠏ࠖᇶ࡙࡛ࡢࡶࡃ㸪ࢀࡇᇶ࡙ࡁ㸪

ᖺᗘࡣ㸪ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ≉ู◊✲ဨ㸯ྡࡢ㑅⪃㸦29 ᖺ㸲᭶㸯᪥㉱௵㸧㸪ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ㛵ࡿࡍᩍ⫱

⾜ࡽ㸪ᚑ᮶ࡣ(2)ࠋࡓࡋᐇࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ㸪ࡏᡴྜࡿࡍ㛵㛤Ⓨࡢᩍ⛉᭩࣒ࣛࢢࣟࣉ

ᐇࢆㄪᰝࡢ㸪Ἀ⦖ᮏᓥ㒊᪉ゝࡋጤクࢆᴗ㸪⌰⌫Ꮫࡁᇶ࡙ࢀࡇ㸪࡛ࡢࡶࡿࡍᙉࢆ㐃ᦠࡢᏛ⌫⌰ࡓ࠸࡚ࡗ

ࠋࡓࡋ 

㸪ඹྠ◊✲ဨࡵࡓࡢ᥎㐍ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ.10 65ே㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 5ே㸪Ꮫ PD6ே㸧ࠋࡓࡋ⧊⤌ࢆඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓ

Ꮫࡣ 37Ꮫ㸦 ࡕ࠺እᅜࡢᏛ 3Ꮫ㸧࡛ࠋࡿ࠶ 
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㤋࡛ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࢆࠖ࠸ࡘࡢ㛤ദࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆᆅᇦⓎಙࡓࡋ㸦ୖグ 2㸪3ཧ↷㸧ࠋ 

5. ninjal࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉࢽࣗࢪ㸪ᮾி㒔㟷ᱵᕷࡧࡼ࠾㟷ᱵᕷ❧ᅗ᭩㤋㐃ᦠࡋ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚㸪

ㅮ₇ࠕᏛ࠺ࡼࡳ࡛ࢇ㸟ከᦶࡤࡇࡢ㟷ᱵࡤࡇࡢ 㸦ࠖ㟷ᱵᕷ❧ⱝⲡᑠᏛᰯ㸧ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㛤ദ᪥ࡣ 28 ᖺ 12 ᭶ 1 ᪥㸪⫈ㅮ

ࡣ⪅ 232ே㸦ඣ❺ 215ே㸪ᩍဨ 13ே㸪ࡢࡑ 4ே㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸪ࠗࢫࣃ࣮ࢥㄒཱྀᢎᩥⱁࢾ㸪ࢱ࣮ࢹ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࡢ㸪᪥ᮏࡵࡓࡿࡍⓎಙ♫ࡃᗈࢆࢱ࣮ࢹ✲◊ .6 ᪥ᮏゝㄒ

ᆅᅗ࠘ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែྥື㛵ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ⿵࣭ᨵၿࡋ㸪29ᖺ 3᭶࡛ࢺࢧࣈ࢙࢘බ㛤ࡋ

 ࠋࡓ

≀ᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠕ㸪ࡏࡉᐇࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡵࡓࡿࡍⓎಙࢆᡂᯝࢫࢭࣟࣉࡢ✲◊ .7 㸪ࠖࣇࠕ

 ࠋࡓࡋⓎಙࢆሗࡢࠖࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝ

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1. ᾏእࡢ◊✲⪅㸰ேࢆඹྠ◊✲ဨຍ࠼㸦࣮ࣟࣞࣥࢫ㸪ࣛ࣌㸫ࣝ㸧㸪⌰⌫ㄒ㸪ᕞ᪉ゝ㛵ࡿࡍඹྠ◊✲ࡢࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆ

 ࠋࡓࡋཧຍࡀ㸯ே㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࡕ࠺

2. UCLAࡢᒾᓮ୍Ặࢆᐈဨᩍဨ㸪ཬࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡧඹྠ◊✲ဨ㏄࠼㸪30ᖺ㛤ദணᐃࡢᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ‽ഛࢆ㐍ࡵ

 ࠋࡓ

♫ࣥࢺ࣮࣒ .3 Handbook of Japanese Dialects㸪Handbook of the Ainu Language㸪Handbook of Japanese Sociolinguistics 

㸦30ᖺห⾜ணᐃ㸧ࡢ‽ഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

4. 30ᖺᗘ༴ᶵゝㄒ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡓࡲࠋࡿࡍ㸪࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࣞࣉࡢࡑ㸪29

ᖺ 5 ᭶ 16㹼18 ᪥࣡ࣁᏛ࡛༴ᶵゝㄒ㛵ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡿࡍ㛤ദࡢࡵࡓࡢࡑࠋࡿࡍᡴྜࡏ㸪ཬࡧ‽ഛࢆᒾᓮ୍

Ặ㸦UCLA㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᐈဨᩍᤵ㸧㸪⏣❑⾜๎Ặ㸦ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㐠Ⴀጤဨ㸧㸪ᮾிእ AA ◊ LngD3 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ࠋࡓࡗ⾜

 

 㸴㸬ࡢࡑ 

࣭ᐑᓮ┴ᮾ⮻ᯂ㒆᳝ⴥᮧᩍ⫱ጤဨࡢ㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧࡣ㸪࡛ࡲࢀࡇᮧ㐃ᦠ༠ຊ࡚ࡋ᪉ゝࡢㄪᰝ࣭グ㘓ࢆ㐍ࡀࡓࡁ࡚ࡵ㸪ࡔࡲṇᘧ࡞㐃ᦠ༠ᐃࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ⤖⥾ࢆ

ᚋ㸪ࡢࢱ࣮ࢹᡤ᭷㸪බ㛤➼ࡢၥ㢟ࡀⓎ⏕࡛ࡢࡿࡍ㸪ᚋ㸪ᮧ༠ᐃᩥ᭩ࢆࡍࢃ᪉ྥ࡛΅ࢆ㐍ࡿࡵணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭᪥ᮏྛᆅࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࣭ಖᏑࡵࡓࡢ㸪ᅜ 40ᆅⅬࡢⅬࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ㞟㸪ᩥἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧ࡢᢸᙜ

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ㸪ㄪᰝࡋỴᐃࢆ⪅

࣭ᆅᇦㄒࡢグ㘓࣭ಖᏑ㸪⥅ᢎάື࡚ࡋ㸪(1)ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝ㸪(2)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝྠྜࡢㄪᰝ㸪(3) ▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉

ゝྠྜࡢㄪᰝࢆᐇࡣ(1)ࠋࡓࡋᐑᓮ┴ᮾ⮻ᯂ㒆᳝ⴥᮧᩍ⫱ጤဨ㸪᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬

ᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨࡢᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡣඹྠᴗ㸪(2)ࡢసᡂࠖ(H26㹼H30)ࡢⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟᳝࠘ࠗⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ᳝ࠕ

ඹྠᐇ㸪(3)ࡣ▼ᕝ┴ⓑᓠ⏫ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ᐇࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋሗ࿌᭩ࡣ᮶ᖺᗘసᡂࡢணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
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⏣㸧㸪(3)ㄪᰝㄝ᫂᭩࣭ྠព᭩㸪ࡢࢺ࣮ࢩࢫ࢙ࣇㄝ᫂㸦బ⸨㸧㸪(4)㞃ᒱ᪉ゝࡢᴫせ㸦ᐃ㸧㸪(5)ゝㄒ㈨ᩱ࠸࠸ࡢ㘓㡢ࡢ

 ࠋ⩦㞟㸦୰ᒣ㸧㸪(7)㘓㡢࣭ㄪᰝᐇࡢ㸳㸩㸯㸦ඣ㸧㸪(6)ㄯヰࡢࡵࡓ

 

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

 ⱝᡭ⫱ᡂ㛵࡚ࡋ㸪ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ㏻࡚ࡌⱝᡭ◊✲⪅ࢆ⫱ᡂ࠺࠸ࡿࡍ᪉㔪ࠋࡿ࠸࡚࡚❧ࢆ

 ࠋࡓࡋᐇࢆࡇࡢ㸪௨ୗࡵࡓࡢࡑ

㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PDࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .3 㸪ࡋ⏝㸱ே㸦బ⸨㸪┒㸪ෆ㸧㞠ࢆ㸰ே㸦எṊ㸪ᆏ㸧㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ

ࡋ⾲ඹྠⓎ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡※㸪ゝㄒ㈨࠸⾜ࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ㛵⌮㡢ኌฎࡧࡼ࠾ゝㄒ◊✲㸪ࡃᇶ࡙ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ

Ꮫࡀ㸪㸯ྡ⫋✲◊ࡢᖖࡀ㸯ྡࡣ㸲᭶ࠋࡓ PD᥇⏝ࡓࡲࠋࡓࢀࡉ㸪ᶵᵓࡢᗈ㡿ᇦᆺࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⌰⌫ㄒ࣮ࣇࡢ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇ㸪ඹྠ࡛ࡋ⏝㞠ࢆຓᩍ㸯ே㸦ཎ⏣㸧௵≉ࡿࡍᑓ㛛ࢆㄪᰝࢻࣝ

㸪Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .4 PD㸴ேࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆຍ࠼㸪◊✲ࡸㄪᰝཧຍࡇࡿࡏࡉ

 ࠋࡿ࠶㸪ᮾிᏛ㸱ே㸪୍ᶫᏛ㸪ᕞᏛྛ㸯ே࡛ࡣᡤᒓࡢ⏕Ꮫ㝔ࠋࡓࡗ⾜ࢆᣦᑟࡢゝㄒᏛࢻ࣮ࣝࣇ㸪ࡾࡼ

5. ୖグࡢᏛ㝔⏕ࡢ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝཧຍࡿࡍᏛ㝔⏕ࢆᅜබເࡋ㸪᭩㢮ᑂᰝ࡛㸱ேࢆ㑅ᢤࠋࡓࡋ

㸱ேࡢᡤᒓࡣ㸪ྡྂᒇᏛ㸪ᚨᓥᏛ㸪ᕞᏛྛ㸯ே࡛ࠋࡿ࠶ 

6. ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡾࡓ࠶ࡿࡍ㸪ᆅඖࡢᏛ࡛ࡿ࠶ᓥ᰿ᏛࡢᏛ⏕ㄪᰝࡢཧຍࢆࡢࡑࠋࡓࡅࡧ

⤖ᯝ㸪3࣭㸲ᖺ⏕ 8 ேࡀ㞃ᒱࡢᓥㄪᰝཧຍࡢࡇࠋࡓࡋ㸶ேබເࡿࡼᏛ㝔⏕㸱ேᑐ࡚ࡋ㸪ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ

๓࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ 㸪ࠖࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࡧࡼ࠾㏻࡚ࡌ㸪ゝㄒㄪᰝࡢᇶ♏ᆅᇦ㈉⊩࡚࠸ࡘᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

7. ྛᆅⅬࡢ㸱Ⅼࡢࢺࢵࢭసᡂⱝᡭ◊✲⪅ࡀ✚ᴟⓗ㛵࠺ࡼࡿࢀࢃ㸪ⱝᡭ◊✲⪅ࢆ୰ᚰㄪᰝ⤒㈝ࢆᨭࡿࡍไᗘࢆ

タࠋࡓࡅᖺᗘࡣ 24ேᑐࡋ㸪ㄪᰝ⤒㈝ࢆᨭࠋࡓࡋ 

㸦⨾㸧inㄽࢺࢵ࣑ࢧゝㄒ࣭᪉ゝࡿ࠶ἣ≦࡞༴ᶵⓗࠕ .8 㸦ࠖ28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧ࡸᅜㄒ◊ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㞃ᒱࡢᓥ᪉

ゝ࣭ㄪᰝ࠸ࡘࡢ 㸦ࠖ28ᖺ 12᭶ 10᪥㸧ࢆ㏻࡚ࡌ㸪ᆅᇦࡢゝㄒ࣭᪉ゝࡢ⥅ᢎάືᦠࡿࢃ♫ேᏛࡢࡋ┤ࡧሙࢆᥦ౪ࡋ

 ࠋࡓ

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1. ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㛵ࡣ࡚ࡋ㸪ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ᳝ࠗⴥ

ᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢసᡂࠖ(H26㹼H30)ᇶ࡙ࡁ㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ

ඹྠ࡛㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࠋࡓࡋ 

2. ᩥᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪⌰⌫Ꮫඹദ࡛㸪ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣࡿ࠶ゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ㸦

⨾㸧inㄽࠖࢆ㛤ദࡣࢀࡇࠋࡓࡋ㸪ᅜࡢ᪉ゝ◊✲⪅᪉ゝ⥅ᢎάືᦠࡿࢃேࡀࡕࡓ㞟ࡾࡲ㸪᪉ゝࡢグ㘓ࡸ⥅

ᢎ㛵ࡿࡍၥ㢟࡚࠸ࡘពぢ࠺⾜ࢆ㆟࡛㸪ᖺᗘࡣ㸱ᅇ┠࡛ࠋࡿ࠶᪥ࡣ 28ᖺ 11᭶ 13᪥㸦᪥㸧㸪ሙᡤࡣ㮵ඣᓥ

┴ᓥ㒆ㄽ⏫ࡢ◁⨾ᆅ᮶㤋㸪᮶ሙ⪅ࡣ 289ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

3. ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹദ࡛㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࢆࠖ࠸ࡘࡢ㛤ദࠋࡓࡋ

᪉ゝ⥅ᢎάື࡚ࡋ⎔୍ࡢ㛤ദ࡛ࡢࡶࡓࡋ㸪᪥ࡣ 28ᖺ 12᭶ 10᪥㸦ᅵ㸧㸪ሙᡤࡣ㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ㤋㸪ᑐ㇟୍ࡣ⯡ᕷ

Ẹ㸪ࠕࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉ࠸࡞ࢀࡋࡶࡿ࠼㞃ᒱᘚㅮᗙࠖྜྷ㔜ఙ㸪ᆏᮏᛅྖ㸦㞃ᒱࡢᓥᅾఫ㸪᪉ゝ⥅ᢎάືᐙ㸧㸪ࠕ㞃ᒱ᪉

ゝࡢ≉ᚩ̿ྜྠㄪᰝࡢሗ࿌ࢆව࡚ࡡ ᖹࠖᏊ㐩ஓ (㥖⃝Ꮫ ㅮᖌ)㸪ࠕ㞃ᒱᘚࡢ㨩ຊ ࠖᐃ㈼ (┴❧ᗈᓥᏛ ྡᩍᤵ)

࡛㸪᮶ሙ⪅ࡣ 44ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

4. 㮵ඣᓥ┴ᓥ㒆ㄽᓥ࡛ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣࡿ࠶ゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ㸦⨾㸧inㄽࠖࢆ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ
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㤋࡛ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࢆࠖ࠸ࡘࡢ㛤ദࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆᆅᇦⓎಙࡓࡋ㸦ୖグ 2㸪3ཧ↷㸧ࠋ 

5. ninjal࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉࢽࣗࢪ㸪ᮾி㒔㟷ᱵᕷࡧࡼ࠾㟷ᱵᕷ❧ᅗ᭩㤋㐃ᦠࡋ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚㸪

ㅮ₇ࠕᏛ࠺ࡼࡳ࡛ࢇ㸟ከᦶࡤࡇࡢ㟷ᱵࡤࡇࡢ 㸦ࠖ㟷ᱵᕷ❧ⱝⲡᑠᏛᰯ㸧ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㛤ദ᪥ࡣ 28 ᖺ 12 ᭶ 1 ᪥㸪⫈ㅮ

ࡣ⪅ 232ே㸦ඣ❺ 215ே㸪ᩍဨ 13ே㸪ࡢࡑ 4ே㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸪ࠗࢫࣃ࣮ࢥㄒཱྀᢎᩥⱁࢾ㸪ࢱ࣮ࢹ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࡢ㸪᪥ᮏࡵࡓࡿࡍⓎಙ♫ࡃᗈࢆࢱ࣮ࢹ✲◊ .6 ᪥ᮏゝㄒ

ᆅᅗ࠘ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែྥື㛵ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ⿵࣭ᨵၿࡋ㸪29ᖺ 3᭶࡛ࢺࢧࣈ࢙࢘බ㛤ࡋ

 ࠋࡓ

≀ᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠕ㸪ࡏࡉᐇࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡵࡓࡿࡍⓎಙࢆᡂᯝࢫࢭࣟࣉࡢ✲◊ .7 㸪ࠖࣇࠕ

 ࠋࡓࡋⓎಙࢆሗࡢࠖࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝ

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1. ᾏእࡢ◊✲⪅㸰ேࢆඹྠ◊✲ဨຍ࠼㸦࣮ࣟࣞࣥࢫ㸪ࣛ࣌㸫ࣝ㸧㸪⌰⌫ㄒ㸪ᕞ᪉ゝ㛵ࡿࡍඹྠ◊✲ࡢࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆ

 ࠋࡓࡋཧຍࡀ㸯ே㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࡕ࠺

2. UCLAࡢᒾᓮ୍Ặࢆᐈဨᩍဨ㸪ཬࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡧඹྠ◊✲ဨ㏄࠼㸪30ᖺ㛤ദணᐃࡢᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ‽ഛࢆ㐍ࡵ

 ࠋࡓ

♫ࣥࢺ࣮࣒ .3 Handbook of Japanese Dialects㸪Handbook of the Ainu Language㸪Handbook of Japanese Sociolinguistics 

㸦30ᖺห⾜ணᐃ㸧ࡢ‽ഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

4. 30ᖺᗘ༴ᶵゝㄒ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡓࡲࠋࡿࡍ㸪࡚ࡋ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࣞࣉࡢࡑ㸪29

ᖺ 5 ᭶ 16㹼18 ᪥࣡ࣁᏛ࡛༴ᶵゝㄒ㛵ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡿࡍ㛤ദࡢࡵࡓࡢࡑࠋࡿࡍᡴྜࡏ㸪ཬࡧ‽ഛࢆᒾᓮ୍

Ặ㸦UCLA㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᐈဨᩍᤵ㸧㸪⏣❑⾜๎Ặ㸦ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㐠Ⴀጤဨ㸧㸪ᮾிእ AA ◊ LngD3 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ࠋࡓࡗ⾜

 

 㸴㸬ࡢࡑ 

࣭ᐑᓮ┴ᮾ⮻ᯂ㒆᳝ⴥᮧᩍ⫱ጤဨࡢ㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧࡣ㸪࡛ࡲࢀࡇᮧ㐃ᦠ༠ຊ࡚ࡋ᪉ゝࡢㄪᰝ࣭グ㘓ࢆ㐍ࡀࡓࡁ࡚ࡵ㸪ࡔࡲṇᘧ࡞㐃ᦠ༠ᐃࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ⤖⥾ࢆ

ᚋ㸪ࡢࢱ࣮ࢹᡤ᭷㸪බ㛤➼ࡢၥ㢟ࡀⓎ⏕࡛ࡢࡿࡍ㸪ᚋ㸪ᮧ༠ᐃᩥ᭩ࢆࡍࢃ᪉ྥ࡛΅ࢆ㐍ࡿࡵணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭᪥ᮏྛᆅࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࣭ಖᏑࡵࡓࡢ㸪ᅜ 40ᆅⅬࡢⅬࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ㞟㸪ᩥἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧ࡢᢸᙜ

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ㸪ㄪᰝࡋỴᐃࢆ⪅

࣭ᆅᇦㄒࡢグ㘓࣭ಖᏑ㸪⥅ᢎάື࡚ࡋ㸪(1)ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝ㸪(2)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝྠྜࡢㄪᰝ㸪(3) ▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉

ゝྠྜࡢㄪᰝࢆᐇࡣ(1)ࠋࡓࡋᐑᓮ┴ᮾ⮻ᯂ㒆᳝ⴥᮧᩍ⫱ጤဨ㸪᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬

ᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨࡢᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡣඹྠᴗ㸪(2)ࡢసᡂࠖ(H26㹼H30)ࡢⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟᳝࠘ࠗⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ᳝ࠕ

ඹྠᐇ㸪(3)ࡣ▼ᕝ┴ⓑᓠ⏫ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ᐇࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋሗ࿌᭩ࡣ᮶ᖺᗘసᡂࡢணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
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⏣㸧㸪(3)ㄪᰝㄝ᫂᭩࣭ྠព᭩㸪ࡢࢺ࣮ࢩࢫ࢙ࣇㄝ᫂㸦బ⸨㸧㸪(4)㞃ᒱ᪉ゝࡢᴫせ㸦ᐃ㸧㸪(5)ゝㄒ㈨ᩱ࠸࠸ࡢ㘓㡢ࡢ

 ࠋ⩦㞟㸦୰ᒣ㸧㸪(7)㘓㡢࣭ㄪᰝᐇࡢ㸳㸩㸯㸦ඣ㸧㸪(6)ㄯヰࡢࡵࡓ

 

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

 ⱝᡭ⫱ᡂ㛵࡚ࡋ㸪ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ㏻࡚ࡌⱝᡭ◊✲⪅ࢆ⫱ᡂ࠺࠸ࡿࡍ᪉㔪ࠋࡿ࠸࡚࡚❧ࢆ

 ࠋࡓࡋᐇࢆࡇࡢ㸪௨ୗࡵࡓࡢࡑ

㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PDࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .3 㸪ࡋ⏝㸱ே㸦బ⸨㸪┒㸪ෆ㸧㞠ࢆ㸰ே㸦எṊ㸪ᆏ㸧㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ

ࡋ⾲ඹྠⓎ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡※㸪ゝㄒ㈨࠸⾜ࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ㛵⌮㡢ኌฎࡧࡼ࠾ゝㄒ◊✲㸪ࡃᇶ࡙ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ

Ꮫࡀ㸪㸯ྡ⫋✲◊ࡢᖖࡀ㸯ྡࡣ㸲᭶ࠋࡓ PD᥇⏝ࡓࡲࠋࡓࢀࡉ㸪ᶵᵓࡢᗈ㡿ᇦᆺࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⌰⌫ㄒ࣮ࣇࡢ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇ㸪ඹྠ࡛ࡋ⏝㞠ࢆຓᩍ㸯ே㸦ཎ⏣㸧௵≉ࡿࡍᑓ㛛ࢆㄪᰝࢻࣝ

㸪Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .4 PD㸴ேࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆຍ࠼㸪◊✲ࡸㄪᰝཧຍࡇࡿࡏࡉ

 ࠋࡿ࠶㸪ᮾிᏛ㸱ே㸪୍ᶫᏛ㸪ᕞᏛྛ㸯ே࡛ࡣᡤᒓࡢ⏕Ꮫ㝔ࠋࡓࡗ⾜ࢆᣦᑟࡢゝㄒᏛࢻ࣮ࣝࣇ㸪ࡾࡼ

5. ୖグࡢᏛ㝔⏕ࡢ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝཧຍࡿࡍᏛ㝔⏕ࢆᅜබເࡋ㸪᭩㢮ᑂᰝ࡛㸱ேࢆ㑅ᢤࠋࡓࡋ

㸱ேࡢᡤᒓࡣ㸪ྡྂᒇᏛ㸪ᚨᓥᏛ㸪ᕞᏛྛ㸯ே࡛ࠋࡿ࠶ 

6. ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡾࡓ࠶ࡿࡍ㸪ᆅඖࡢᏛ࡛ࡿ࠶ᓥ᰿ᏛࡢᏛ⏕ㄪᰝࡢཧຍࢆࡢࡑࠋࡓࡅࡧ

⤖ᯝ㸪3࣭㸲ᖺ⏕ 8 ேࡀ㞃ᒱࡢᓥㄪᰝཧຍࡢࡇࠋࡓࡋ㸶ேබເࡿࡼᏛ㝔⏕㸱ேᑐ࡚ࡋ㸪ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ

๓࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ 㸪ࠖࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࡧࡼ࠾㏻࡚ࡌ㸪ゝㄒㄪᰝࡢᇶ♏ᆅᇦ㈉⊩࡚࠸ࡘᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

7. ྛᆅⅬࡢ㸱Ⅼࡢࢺࢵࢭసᡂⱝᡭ◊✲⪅ࡀ✚ᴟⓗ㛵࠺ࡼࡿࢀࢃ㸪ⱝᡭ◊✲⪅ࢆ୰ᚰㄪᰝ⤒㈝ࢆᨭࡿࡍไᗘࢆ

タࠋࡓࡅᖺᗘࡣ 24ேᑐࡋ㸪ㄪᰝ⤒㈝ࢆᨭࠋࡓࡋ 

㸦⨾㸧inㄽࢺࢵ࣑ࢧゝㄒ࣭᪉ゝࡿ࠶ἣ≦࡞༴ᶵⓗࠕ .8 㸦ࠖ28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧ࡸᅜㄒ◊ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㞃ᒱࡢᓥ᪉

ゝ࣭ㄪᰝ࠸ࡘࡢ 㸦ࠖ28ᖺ 12᭶ 10᪥㸧ࢆ㏻࡚ࡌ㸪ᆅᇦࡢゝㄒ࣭᪉ゝࡢ⥅ᢎάືᦠࡿࢃ♫ேᏛࡢࡋ┤ࡧሙࢆᥦ౪ࡋ

 ࠋࡓ

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1. ᆅᇦࡢ㐃ᦠ㛵ࡣ࡚ࡋ㸪ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ᳝ࠗⴥ

ᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢసᡂࠖ(H26㹼H30)ᇶ࡙ࡁ㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ

ඹྠ࡛㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࠋࡓࡋ 

2. ᩥᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪⌰⌫Ꮫඹദ࡛㸪ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣࡿ࠶ゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ㸦

⨾㸧inㄽࠖࢆ㛤ദࡣࢀࡇࠋࡓࡋ㸪ᅜࡢ᪉ゝ◊✲⪅᪉ゝ⥅ᢎάືᦠࡿࢃேࡀࡕࡓ㞟ࡾࡲ㸪᪉ゝࡢグ㘓ࡸ⥅

ᢎ㛵ࡿࡍၥ㢟࡚࠸ࡘពぢ࠺⾜ࢆ㆟࡛㸪ᖺᗘࡣ㸱ᅇ┠࡛ࠋࡿ࠶᪥ࡣ 28ᖺ 11᭶ 13᪥㸦᪥㸧㸪ሙᡤࡣ㮵ඣᓥ

┴ᓥ㒆ㄽ⏫ࡢ◁⨾ᆅ᮶㤋㸪᮶ሙ⪅ࡣ 289ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

3. ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹദ࡛㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࢆࠖ࠸ࡘࡢ㛤ദࠋࡓࡋ

᪉ゝ⥅ᢎάື࡚ࡋ⎔୍ࡢ㛤ദ࡛ࡢࡶࡓࡋ㸪᪥ࡣ 28ᖺ 12᭶ 10᪥㸦ᅵ㸧㸪ሙᡤࡣ㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ㤋㸪ᑐ㇟୍ࡣ⯡ᕷ

Ẹ㸪ࠕࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉ࠸࡞ࢀࡋࡶࡿ࠼㞃ᒱᘚㅮᗙࠖྜྷ㔜ఙ㸪ᆏᮏᛅྖ㸦㞃ᒱࡢᓥᅾఫ㸪᪉ゝ⥅ᢎάືᐙ㸧㸪ࠕ㞃ᒱ᪉

ゝࡢ≉ᚩ̿ྜྠㄪᰝࡢሗ࿌ࢆව࡚ࡡ ᖹࠖᏊ㐩ஓ (㥖⃝Ꮫ ㅮᖌ)㸪ࠕ㞃ᒱᘚࡢ㨩ຊ ࠖᐃ㈼ (┴❧ᗈᓥᏛ ྡᩍᤵ)

࡛㸪᮶ሙ⪅ࡣ 44ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

4. 㮵ඣᓥ┴ᓥ㒆ㄽᓥ࡛ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣࡿ࠶ゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ㸦⨾㸧inㄽࠖࢆ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

ᰝཧຍࡿࡍᏛ㝔⏕ࢆᅜබເࡋ㸪᭩㢮ᑂᰝ࡛㸱ேࢆ㑅ᢤࠋࡓࡋ 

࣭ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡾࡓ࠶ࡿࡍ㸪ᆅඖࡢᏛ࡛ࡿ࠶ᓥ᰿ᏛࡢᏛ⏕ㄪᰝࡢཧຍࢆࡅࡧ㸪3࣭㸲ᖺ

⏕ 8ேࡀ㞃ᒱࡢᓥㄪᰝཧຍࡢࡇࠋࡓࡋ㸶ேබເࡿࡼᏛ㝔⏕㸱ேᑐࡣ࡚ࡋ㸪ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࣙࢩࢡ

ࣉࢵ 㸪ࠖࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࡧࡼ࠾㏻࡚ࡌ㸪ゝㄒㄪᰝࡢᇶ♏ᆅᇦ㈉⊩࡚࠸ࡘᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㸦⨾㸧inㄽࢺࢵ࣑ࢧゝㄒ࣭᪉ゝࡿ࠶ἣ≦࡞༴ᶵⓗࠕ࣭ 㸦ࠖ28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧ࡸᅜㄒ◊ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭

ㄪᰝ࠸ࡘࡢ 㸦ࠖ28ᖺ 12᭶ 10᪥㸧ࢆ㏻࡚ࡌ㸪ᆅᇦࡢゝㄒ࣭᪉ゝࡢ⥅ᢎάືᦠࡿࢃ♫ேᏛࡢࡋ┤ࡧሙࢆᥦ౪ࠋࡓࡋ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࣭ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ᳝ࠗⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢసᡂࠖ(H26

㹼H30)ᇶ࡙ࡁ㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹྠ࡛㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝྜྠㄪᰝ

 ࠋࡓࡋᐇࢆᚓ࡚ⓑᓠ᪉ゝྜྠㄪᰝࢆ༠ຊࡢ⏫㸪▼ᕝ┴ⓑᓠࢆ

࣭ᩥᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪⌰⌫Ꮫඹദ࡛㸪ᅜࡢ᪉ゝ◊✲⪅᪉ゝ⥅ᢎάືᦠࡿࢃேࡕࡓ

㸦⨾㸧inࢺࢵ࣑ࢧゝㄒ࣭᪉ゝࡿ࠶ἣ≦࡞༴ᶵⓗࠕ࠺⾜ࢆពぢ࡚࠸ࡘၥ㢟ࡿࡍ㛵ᢎ⥅ࡸグ㘓ࡢ᪉ゝࡀ

ㄽࠖࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 

࣭᪉ゝ⥅ᢎάື࡚ࡋ⎔୍ࡢᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹദ࡛㸪ᕷẸྥࠕ࣮ࢼ࣑ࢭࡅ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࡘࡢ

 ࠋࡓࡋᓥ⏫ᩥ㤋࡛㛤ദࡢ㞃ᒱࢆࠖ࠸

࣭ୖグࡢദࢆ≀ࡋ㏻࡚ࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆᆅᇦⓎಙࠋࡓࡋ 

≀ᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠕ㸪ࡏࡉᐇࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ 㸪ࠖࡢࠖࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࠕሗࢆⓎಙࠋࡓࡋ 

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭30 ᖺᗘ༴ᶵゝㄒ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡓࡲࠋࡿࡍ㸪ゝㄒࡢグ㘓㛵ࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ

ࢆࣉ 29ᖺ 5᭶࣡ࣁᏛ࡛㛤ദࠋࡿࡍᖺᗘࡢࡑࡣ‽ഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

 ࠋࡋ࡞≉  

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪≉㸪ࢾㄒࢫࣃ࣮ࢥࡢ㸪⌰⌫ㄒࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢグ㏙㸪ࡧࡼ࠾ㅖ

᪉ゝࡣࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ꮫ⾡ⓗ㸪♫ⓗព⩏ࡀࡀ࠸ࡁ㸪ࡔࡲ㸪ᩚࡢࢱ࣮ࢹഛබ㛤ࢆጞ࡛ࡾࡤࡓࡵ㸪ࢱ࣮ࢹ㔞ࡶከ࠸࡞ࡃ

㔞ࢱ࣮ࢹ㸪ᚋ㸪ࡀࡿࡀ㛫ࡣഛᩚࡢࢱ࣮ࢹࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ࠶ࢀࡑࡣᡂᯝ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࡽࢀࡇ㸪ࡽࡇ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊࡞ⓗࢺࢵࣟࣃࡓࡋ⏝άࢆࡽࢀࡇ㸪ࡋࡸቑࢆ

Ꮫ࡛ゝ࣡ࣁ㸪ࡓࡲࠋࡿ࠶ணᐃ࡛࠺⾜௳ఱࢆ⾲Ⓨࡢ᮶ᖺᗘ㸪ᅜ㝿Ꮫ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࢀ㐜ࡀ⏬ィࡿࡍ㛵ࣝࣂ࣮ࣟࢢ࣭

ㄒࡢグ㘓㛵ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛤ദࡋ㸪30ᖺᗘࡢᅜ㝿ࡿࡆ࡞ࡘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩணᐃ࡛ࡽࡉࠋࡿ࠶㸪ᚋ㸪༴ᶵゝ

ㄒ࣭᪉ゝࡢࢱ࣮ࢹࡢⱥㄒ࡛ࡢⓎಙຊࢆධࠋࡿࢀ 
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࣭ㄪᰝሗ࿌᭩࡚ࡋ㸪ࠗ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸦࠘ㄪᰝࡣ 25 ᗘᐇ㸧㸪ࠗ 㤳㒔ᅪᏛ⏕ࡢゝㄒ⏝ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦ

ᕪ㛵ࡿࡍㄪᰝ 2010-2016 ሗ࿌᭩࠘ࢆ 29ᖺ 3᭶ห⾜ࠋࡓࡋ 

㸪ㄽᩥ࡚ࡵྵࡶᡂᯝ✲◊ࡢඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡢࡇ࣭ 46௳㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟㸲㸪ᅗ᭩㸰㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 83௳㸪

ࡢࡑ㸳௳㸪➼ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  ࠋࡓࡋබ㛤ࢆ௳46

࣭ୡ⏺ⓗゝㄒᩥࡸࡢከᵝᛶࡀ㔜どࡿࢀࡉ୰㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㛵ࡿࡍᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືࡣ㸪Ꮫ⾡ⓗ࣭♫ⓗ

⌰᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ࡛ࡀ༑ᔒ㝧㸪ᖹᏊ㐩ஓࡢඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡣ㸪Ꮫ⾡ⓗࡤ࠼ࠋࡘᣢࢆ⩏ព࡞ࡁ

ᆺ࡛༊ูࢺࣥࢭࢡࡀᜥ࣭⯚࣭ᱩ࣭㘠ࠖࠕờ࣭㞵࣭ࠖ✀࣭⫪ࠕࠕࡓࡋᣦࡓ᪂ࢆᑐᛂ㛵ಀࡢࢺࣥࢭࢡࡢᕞ⌫

➨㸪ࡋ⾲Ⓨࢆẚ㍑̿ࠖࡢㄒ⌫⌰᪥ᮏㄒᮏᅵ᪉ゝ̿బ㈡┴ᯂᓥ᪉ゝࡿࢀࡉ 30ᅇ᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ ඃ⚽Ⓨ⾲㈹ཷࢆ

㈹ࠋࡓࡋ♫ⓗࡣ㸪࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮌ㒊ࡸ✲◊ࡢᯇ᳃㸪ᒣ⏣ࡀ✲◊ࡢᮾி᪂⪺࣭୰᪥᪂⪺ࡢ♫ㄝ㸪༡ᾏ᪥᪥᪂

⪺㸪ி㒔᪂⪺➼ࢀࡽࡆୖࡾྲྀ㸪 

 

ᆅᇦㄒࡢᶒࡢ㔜せᛶࡀ⤂ࠋࡓࢀࡉ  

࣭ᮾிእᅜㄒᏛ࢝ࣜࣇ࣭ࢪゝㄒᩥ◊✲ᡤ㸦௨ୗᮾிእ AA◊㸧ඹྠ࡛㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵ࡿࡍᩍ⫱ࢢࣟࣉ

ࢆウ᳨ࡢࡵࡓࡢࡑࠋ࠺⾜ࢆసᡂࡢᩍ⛉᭩㛤Ⓨࡢ࣒ࣛ AA◊㐍ࡵ㸪୍ࡢࡑ㒊ࠕࢆ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࠖࣉࢵࣙࢩࢡ

࡛ᐇ㊶ࠋࡓࡋ 

࣭◊✲యไࢆᙉࡵࡓࡿࡍ㸪(1)ᮾிእ AA◊㸪(2)⌰⌫Ꮫ㐃ᦠ༠ᐃࡣ(1)ࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆ㸪29ᖺᗘᮾிእᴫ⟬せồ

㑅⪃㸦29ࡢဨ㸯ྡ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ㸪ࡣ㸪ᖺᗘ࡛ࡢࡶࡃᇶ࡙ ᖺ㸲᭶㸯᪥㉱௵㸧㸪ࢻ࣮ࣝࣇ

ࠋࡓࡋᐇࢆࠖࣉࢵࣙࢩࢡᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࡢ㞃ᒱࠕ㸪ࡏᡴྜࡿࡍ㛵㛤Ⓨࡢᩍ⛉᭩࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ㛵ࢡ࣮࣡

㸪Ἀ⦖ᮏᓥࡋጤクࢆᴗ㸪⌰⌫Ꮫࡁᇶ࡙ࢀࡇ㸪࡛ࡢࡶࡿࡍᙉࢆ㐃ᦠࡢᏛ⌫⌰ࡓ࠸࡚ࡗ⾜ࡽ㸪ᚑ᮶ࡣ(2)

㒊᪉ゝࡢㄪᰝࢆᐇࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࢱ࣮ࢹ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࡢ᪥ᮏࠕ࣭ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࠕ㤳㒔ᅪࡢゝㄒ

 ࠋࡓࡋ㸪බ㛤ࡋ࣭ᩚഛ⿵ࢆࠖࢱ࣮ࢹࡿࡍ㛵ྥືᐇែࡢ

࣭᪉ゝࡢ㡢ኌࢇࡀࢱ࣮ࢹබ㛤ࢆ≦⌧࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᨵၿࡵࡓࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢ㡢ኌࠗࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡁ᪥ᮏㄒ

ㅖ᪉ゝࢫࣃ࣮ࢥ 㸦࠘CJD㸧ࡢᵓ⠏ࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵᖺᗘࡣ㸪ࠗࡤࡇࡉࡿࡩ㞟ᡂ࠘ࡢ㡢ኌࢱ࣮ࢹ᪉ゝࢱ࣮ࢹࢺࢫ࢟ࢸ

ணᐃࢆබ㛤ࡢ∧࣮ࢱࢽࣔ30ᖺᗘࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚࡢࢱ࣮ࢹ㡢ኌࡢ㸪㸲㸵ᆅⅬࡵ㐍ࢆഛᩚࡢࡵࡓࡿࡏ㍕࣒ࢸࢫࢩ⣴᳨ࢆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

㸪ࡣࢱ࣮ࢹࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ➼ࢫࣃ࣮ࢥグ㏙㸪ㅖ᪉ゝࡢ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪⌰⌫ㄒࢫࣃ࣮ࢥࡢㄒࢾ࣭

Ꮫ⾡ⓗ㸪♫ⓗព⩏ࡀࡀ࠸ࡁ㸪ࡔࡲ㸪ࢆࡽࢀࡇά⏝ࡓࡋ◊✲ᡂᯝࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ࠶ࢀࡑࡣᚋ㸪ࢱ࣮ࢹ㔞ࢆቑࡸ

  ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊࡞ⓗࢺࢵࣟࣃࡓࡋ⏝άࢆࡽࢀࡇ㸪ࡋ

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭AA ◊ LingDy3 㸦29ࡓࡗ⾜ࢆ⪄㸪㑅ࡋබເࢆဨ㸯ྡ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡඹྠ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖺ 4

᭶ 1᪥㉱௵㸧ࠋ 

࣭ᮾிእ AA ◊ LingDy3 ᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࡢ㞃ᒱࠕࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇඹྠ࡛㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ࠋࡓࡋᓥ᰿Ꮫ࡛㛤ദࢆࠖࣉࢵࣙࢩࢡ

ᓥ᪉ゝㄪࡢ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ࠸ἢேᮦ⫱ᡂ᪉㔪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏ࠺࠸ࡿࡍᡂ⫱ࢆ⪅✲◊ⱝᡭ࡚ࡌ㏻ࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ࣭
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

ᰝཧຍࡿࡍᏛ㝔⏕ࢆᅜබເࡋ㸪᭩㢮ᑂᰝ࡛㸱ேࢆ㑅ᢤࠋࡓࡋ 

࣭ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡾࡓ࠶ࡿࡍ㸪ᆅඖࡢᏛ࡛ࡿ࠶ᓥ᰿ᏛࡢᏛ⏕ㄪᰝࡢཧຍࢆࡅࡧ㸪3࣭㸲ᖺ

⏕ 8ேࡀ㞃ᒱࡢᓥㄪᰝཧຍࡢࡇࠋࡓࡋ㸶ேබເࡿࡼᏛ㝔⏕㸱ேᑐࡣ࡚ࡋ㸪ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࣙࢩࢡ

ࣉࢵ 㸪ࠖࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࡧࡼ࠾㏻࡚ࡌ㸪ゝㄒㄪᰝࡢᇶ♏ᆅᇦ㈉⊩࡚࠸ࡘᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㸦⨾㸧inㄽࢺࢵ࣑ࢧゝㄒ࣭᪉ゝࡿ࠶ἣ≦࡞༴ᶵⓗࠕ࣭ 㸦ࠖ28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧ࡸᅜㄒ◊ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭

ㄪᰝ࠸ࡘࡢ 㸦ࠖ28ᖺ 12᭶ 10᪥㸧ࢆ㏻࡚ࡌ㸪ᆅᇦࡢゝㄒ࣭᪉ゝࡢ⥅ᢎάືᦠࡿࢃ♫ேᏛࡢࡋ┤ࡧሙࢆᥦ౪ࠋࡓࡋ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࣭ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ᳝ࠗⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢసᡂࠖ(H26

㹼H30)ᇶ࡙ࡁ㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹྠ࡛㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝྜྠㄪᰝ

 ࠋࡓࡋᐇࢆᚓ࡚ⓑᓠ᪉ゝྜྠㄪᰝࢆ༠ຊࡢ⏫㸪▼ᕝ┴ⓑᓠࢆ

࣭ᩥᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪⌰⌫Ꮫඹദ࡛㸪ᅜࡢ᪉ゝ◊✲⪅᪉ゝ⥅ᢎάືᦠࡿࢃேࡕࡓ

㸦⨾㸧inࢺࢵ࣑ࢧゝㄒ࣭᪉ゝࡿ࠶ἣ≦࡞༴ᶵⓗࠕ࠺⾜ࢆពぢ࡚࠸ࡘၥ㢟ࡿࡍ㛵ᢎ⥅ࡸグ㘓ࡢ᪉ゝࡀ

ㄽࠖࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 

࣭᪉ゝ⥅ᢎάື࡚ࡋ⎔୍ࡢᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹദ࡛㸪ᕷẸྥࠕ࣮ࢼ࣑ࢭࡅ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࡘࡢ

 ࠋࡓࡋᓥ⏫ᩥ㤋࡛㛤ദࡢ㞃ᒱࢆࠖ࠸

࣭ୖグࡢദࢆ≀ࡋ㏻࡚ࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆᆅᇦⓎಙࠋࡓࡋ 

≀ᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠕ㸪ࡏࡉᐇࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ 㸪ࠖࡢࠖࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࠕሗࢆⓎಙࠋࡓࡋ 

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭30 ᖺᗘ༴ᶵゝㄒ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡓࡲࠋࡿࡍ㸪ゝㄒࡢグ㘓㛵ࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ

ࢆࣉ 29ᖺ 5᭶࣡ࣁᏛ࡛㛤ദࠋࡿࡍᖺᗘࡢࡑࡣ‽ഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

 ࠋࡋ࡞≉  

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪≉㸪ࢾㄒࢫࣃ࣮ࢥࡢ㸪⌰⌫ㄒࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢグ㏙㸪ࡧࡼ࠾ㅖ

᪉ゝࡣࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ꮫ⾡ⓗ㸪♫ⓗព⩏ࡀࡀ࠸ࡁ㸪ࡔࡲ㸪ᩚࡢࢱ࣮ࢹഛබ㛤ࢆጞ࡛ࡾࡤࡓࡵ㸪ࢱ࣮ࢹ㔞ࡶከ࠸࡞ࡃ

㔞ࢱ࣮ࢹ㸪ᚋ㸪ࡀࡿࡀ㛫ࡣഛᩚࡢࢱ࣮ࢹࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ࠶ࢀࡑࡣᡂᯝ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࡽࢀࡇ㸪ࡽࡇ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊࡞ⓗࢺࢵࣟࣃࡓࡋ⏝άࢆࡽࢀࡇ㸪ࡋࡸቑࢆ

Ꮫ࡛ゝ࣡ࣁ㸪ࡓࡲࠋࡿ࠶ணᐃ࡛࠺⾜௳ఱࢆ⾲Ⓨࡢ᮶ᖺᗘ㸪ᅜ㝿Ꮫ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࢀ㐜ࡀ⏬ィࡿࡍ㛵ࣝࣂ࣮ࣟࢢ࣭

ㄒࡢグ㘓㛵ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛤ദࡋ㸪30ᖺᗘࡢᅜ㝿ࡿࡆ࡞ࡘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩணᐃ࡛ࡽࡉࠋࡿ࠶㸪ᚋ㸪༴ᶵゝ

ㄒ࣭᪉ゝࡢࢱ࣮ࢹࡢⱥㄒ࡛ࡢⓎಙຊࢆධࠋࡿࢀ 
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࣭ㄪᰝሗ࿌᭩࡚ࡋ㸪ࠗ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸦࠘ㄪᰝࡣ 25 ᗘᐇ㸧㸪ࠗ 㤳㒔ᅪᏛ⏕ࡢゝㄒ⏝ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦ

ᕪ㛵ࡿࡍㄪᰝ 2010-2016 ሗ࿌᭩࠘ࢆ 29ᖺ 3᭶ห⾜ࠋࡓࡋ 

㸪ㄽᩥ࡚ࡵྵࡶᡂᯝ✲◊ࡢඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡢࡇ࣭ 46௳㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟㸲㸪ᅗ᭩㸰㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 83௳㸪

ࡢࡑ㸳௳㸪➼ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  ࠋࡓࡋබ㛤ࢆ௳46

࣭ୡ⏺ⓗゝㄒᩥࡸࡢከᵝᛶࡀ㔜どࡿࢀࡉ୰㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㛵ࡿࡍᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືࡣ㸪Ꮫ⾡ⓗ࣭♫ⓗ

⌰᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ࡛ࡀ༑ᔒ㝧㸪ᖹᏊ㐩ஓࡢඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡣ㸪Ꮫ⾡ⓗࡤ࠼ࠋࡘᣢࢆ⩏ព࡞ࡁ

ᆺ࡛༊ูࢺࣥࢭࢡࡀᜥ࣭⯚࣭ᱩ࣭㘠ࠖࠕờ࣭㞵࣭ࠖ✀࣭⫪ࠕࠕࡓࡋᣦࡓ᪂ࢆᑐᛂ㛵ಀࡢࢺࣥࢭࢡࡢᕞ⌫

➨㸪ࡋ⾲Ⓨࢆẚ㍑̿ࠖࡢㄒ⌫⌰᪥ᮏㄒᮏᅵ᪉ゝ̿బ㈡┴ᯂᓥ᪉ゝࡿࢀࡉ 30ᅇ᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ ඃ⚽Ⓨ⾲㈹ཷࢆ

㈹ࠋࡓࡋ♫ⓗࡣ㸪࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮌ㒊ࡸ✲◊ࡢᯇ᳃㸪ᒣ⏣ࡀ✲◊ࡢᮾி᪂⪺࣭୰᪥᪂⪺ࡢ♫ㄝ㸪༡ᾏ᪥᪥᪂

⪺㸪ி㒔᪂⪺➼ࢀࡽࡆୖࡾྲྀ㸪 

 

ᆅᇦㄒࡢᶒࡢ㔜せᛶࡀ⤂ࠋࡓࢀࡉ  

࣭ᮾிእᅜㄒᏛ࢝ࣜࣇ࣭ࢪゝㄒᩥ◊✲ᡤ㸦௨ୗᮾிእ AA◊㸧ඹྠ࡛㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵ࡿࡍᩍ⫱ࢢࣟࣉ

ࢆウ᳨ࡢࡵࡓࡢࡑࠋ࠺⾜ࢆసᡂࡢᩍ⛉᭩㛤Ⓨࡢ࣒ࣛ AA◊㐍ࡵ㸪୍ࡢࡑ㒊ࠕࢆ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࠖࣉࢵࣙࢩࢡ

࡛ᐇ㊶ࠋࡓࡋ 

࣭◊✲యไࢆᙉࡵࡓࡿࡍ㸪(1)ᮾிእ AA◊㸪(2)⌰⌫Ꮫ㐃ᦠ༠ᐃࡣ(1)ࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆ㸪29ᖺᗘᮾிእᴫ⟬せồ

㑅⪃㸦29ࡢဨ㸯ྡ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ㸪ࡣ㸪ᖺᗘ࡛ࡢࡶࡃᇶ࡙ ᖺ㸲᭶㸯᪥㉱௵㸧㸪ࢻ࣮ࣝࣇ

ࠋࡓࡋᐇࢆࠖࣉࢵࣙࢩࢡᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࡢ㞃ᒱࠕ㸪ࡏᡴྜࡿࡍ㛵㛤Ⓨࡢᩍ⛉᭩࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ㛵ࢡ࣮࣡

㸪Ἀ⦖ᮏᓥࡋጤクࢆᴗ㸪⌰⌫Ꮫࡁᇶ࡙ࢀࡇ㸪࡛ࡢࡶࡿࡍᙉࢆ㐃ᦠࡢᏛ⌫⌰ࡓ࠸࡚ࡗ⾜ࡽ㸪ᚑ᮶ࡣ(2)

㒊᪉ゝࡢㄪᰝࢆᐇࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࢱ࣮ࢹ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࡢ᪥ᮏࠕ࣭ 㸪ࠖࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁࢫࣃ࣮ࢥ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 㸪ࠖࠕ㤳㒔ᅪࡢゝㄒ

 ࠋࡓࡋ㸪බ㛤ࡋ࣭ᩚഛ⿵ࢆࠖࢱ࣮ࢹࡿࡍ㛵ྥືᐇែࡢ

࣭᪉ゝࡢ㡢ኌࢇࡀࢱ࣮ࢹබ㛤ࢆ≦⌧࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᨵၿࡵࡓࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࡢ㡢ኌࠗࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡁ᪥ᮏㄒ

ㅖ᪉ゝࢫࣃ࣮ࢥ 㸦࠘CJD㸧ࡢᵓ⠏ࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵᖺᗘࡣ㸪ࠗࡤࡇࡉࡿࡩ㞟ᡂ࠘ࡢ㡢ኌࢱ࣮ࢹ᪉ゝࢱ࣮ࢹࢺࢫ࢟ࢸ

ணᐃࢆබ㛤ࡢ∧࣮ࢱࢽࣔ30ᖺᗘࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚࡢࢱ࣮ࢹ㡢ኌࡢ㸪㸲㸵ᆅⅬࡵ㐍ࢆഛᩚࡢࡵࡓࡿࡏ㍕࣒ࢸࢫࢩ⣴᳨ࢆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

㸪ࡣࢱ࣮ࢹࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ➼ࢫࣃ࣮ࢥグ㏙㸪ㅖ᪉ゝࡢ㸪᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪⌰⌫ㄒࢫࣃ࣮ࢥࡢㄒࢾ࣭

Ꮫ⾡ⓗ㸪♫ⓗព⩏ࡀࡀ࠸ࡁ㸪ࡔࡲ㸪ࢆࡽࢀࡇά⏝ࡓࡋ◊✲ᡂᯝࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ࠶ࢀࡑࡣᚋ㸪ࢱ࣮ࢹ㔞ࢆቑࡸ

  ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊࡞ⓗࢺࢵࣟࣃࡓࡋ⏝άࢆࡽࢀࡇ㸪ࡋ

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭AA ◊ LingDy3 㸦29ࡓࡗ⾜ࢆ⪄㸪㑅ࡋබເࢆဨ㸯ྡ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡඹྠ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖺ 4

᭶ 1᪥㉱௵㸧ࠋ 

࣭ᮾிእ AA ◊ LingDy3 ᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࡢ㞃ᒱࠕࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ㛵ㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇඹྠ࡛㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ࠋࡓࡋᓥ᰿Ꮫ࡛㛤ദࢆࠖࣉࢵࣙࢩࢡ

ᓥ᪉ゝㄪࡢ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ࠸ἢேᮦ⫱ᡂ᪉㔪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏ࠺࠸ࡿࡍᡂ⫱ࢆ⪅✲◊ⱝᡭ࡚ࡌ㏻ࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ࣭
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㞃ᒱࡢᓥ⏫᪥ጤဨඹྠᐇ㸧㸪(3)▼ᕝ┴ⓑᒣᕷⓑᓠ᪉ゝㄪᰝࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸪ḟᖺᗘ௨㝆

ணᐃࡿ࠸࡚ࡋᮾ᪉ゝࡢグ㘓⥅ᢎάືࡢࡵࡓࡢணഛㄪᰝࡶ㸪㟷᳃┴ඵᡞᕷ࡛ᐇࠋࡓࡋ 

ᙧ࡛㸪ࡿ࠼ຍࢆ⿵ቑࡢࡽࢇ࡞㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪⌧ᅾබ㛤୰ࡣ࡚࠸ࡘබ㛤ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

ᩚഛࠋࡓࡗ⾜ࢆලయⓗࡣ㸪(1)ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌ࡚࠸࠾ࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ࠕἈ⦖┴

㑣ᅜ᪉ゝࡢᇶ♏ㄒᙡ 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰ㸦᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦1㸧㸦2㸧㸪᭶ࡢ⾜࡚࠸ࡘ㸧ࠖ ቑࢆ

⿵㸪(2)ࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁ࡚࠸ࡘࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪࡛ࡲࢀࡇ㘓㡢ࢾࡓࢀࡉㄒࡢ㡢ኌࢆࢱ࣮ࢹ

㸪5࡚࠸࠾ࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ᪥ᮏゝㄒᆅᅗࠕຍ㸪(3)ࢆ⬟ᶵࣉࣥࣕࢪ㸪ࡋ⏝ 㡯┠ࢆࢱ࣮ࢹࡢቑ⿵බ

㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪(4)ࠕ㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែྥື㛵ࢆࢱ࣮ࢹࡢࠖ✲◊ࡿࡍቑ⿵ห⾜(5)ࠋࡓࡋ᪥ᮏ

ㄒㅖ᪉ゝࡢ㡢ኌࠕࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝ࡚࠸ࡘࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪30 ᖺᗘ࣮ࣔࢱࢽ∧බ㛤ࢆ┠ᣦ

ࡢඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡣ࡚࠸ࡘࢺࢵࣉࢺ࢘ࡢ➼⾲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ✲◊ࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚ࡚ࡋ

◊✲ᡂᯝ࡚ࡵྵࡶ㸪ㄽᩥ 46௳㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟 4 㸪ᅗ᭩ 2㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 83௳㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ➼ 5

 ࠋࡿ࠼ᩘࢆ௳

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

᭩ホ࣭᪂⪺➼ࡣ࡚࠸ࡘ㸪᪂⪺グ࡚ࡋ 37 ᮏࢆᇳ➹㸪බඹᨺ㏦㸦NHKศᨺ㏦ᒁ㸧࡚ࡋ 5 ᮏ

ࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸦ࡓࡗ࠶࡛௳㸯ࡣࡢࡓࢀࡽࡆୖࡾྲྀ㸪᪂⪺♫ㄝࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏࡓࡲࠋࡓࡋᨺ㏦ࢆ

ࡀ㔜せᛶࡢᶒࡢ㸪ᆅᇦㄒ࡚࠸࠾᪂⪺♫ㄝࠋ㸧⤂ࡀㄝ♫ࡢ⪺㸪ᮾி᪂࡚࠸ࡘ✲◊ࡢ࣮ࢲ࣮ࣜࢺ

㸪ࡓࡲࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡶࡓࢀࡉㄆ㆑ࡀ㔜せᛶࡢ⩏ⓗព♫ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏࡣࡇࡓࢀࡽࡆୖࡾྲྀ

ඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ➨㸪ࡀ⾲ඹྠⓎࡢ2ྡ 30ᅇ᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ࡚㸪ඃ⚽Ⓨ⾲㈹ཷࢆ㈹

ᡂᯝࡿࡍ㸪㛵ಀࡣ㸪ᚋࡵࡓࡓࡗ࡞ࡀグ㍕ࡢㅰ㎡ࡣ≀⾲㸪Ⓨࡋࡔࡓࠋࡿࢀࡉ➹≉㸪ࡶࡇࡓࡋ

 ࠋࡿࢀࡲᮃࡀᚭᗏࡢㅰ㎡グ㍕ࡿࡍᑐ≀

㸪30ࡣ࡚࠸ࡘ⏝≧ἣࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ ᖺබ㛤ᩚ࡚ࡋࡊࡵࢆഛ୰ࠕࡢ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ

⏝ࡓࡋ㸪◊✲ㄽᩥ㸯௳㸪ࡧࡼ࠾Ⓨ⾲  ࠋࡓࡗ࠶ࡀ௳5

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

◊✲యไࡣ࡚ࡋ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᥎㐍ࡵࡓࡢ㸪ඹྠ◊✲ဨ 㸪37ࢆ65ྡ Ꮫ㸦ᅜእࡢ 3Ꮫྵࢆ

ᏛࡢᏛ㝔⏕㸪3ྡࡢ㸪5ྡࡣඹྠ◊✲ဨࠋࡓࡋ⧊⤌࡚ࡗࡓࢃ㸧ࡴ PD 㸪ᡤᒓࡓࡲ㸪ࡳྵࢆ 37

Ꮫࡣࡕ࠺ࡢ㸪ᅜእࡢ 3 Ꮫࠋࡿ࠸࡛ࢇྵࢆⱝᡭ⫱ᡂࡸᅜ㝿ࡶ⪃៖ࡓࡋ㸪ከᵝ࡞◊✲ဨయไࢆ

ゝㄒᩥ࢝ࣜࣇ࣭ࢪ㸪ᮾிእᅜㄒᏛࡣ࡚࠸ࡘ㐃ᦠࡢ㸪Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚࠸ᩜ

◊✲ᡤ㸪⌰⌫Ꮫ㸪㐃ᦠ༠ᐃࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆᮾிእ AA◊ࡣ㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵ࡿࡍᩍ⫱ࣉ

ဨ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ㸪ࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆసᡂࡢᩍ⛉᭩㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟ 1 බࢆྡ

ເ㸪㑅⪃ࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡋ㸪୧⤌⧊㛫ࢆᶫΏࡿࡍࡋேᮦά⏝ࡀ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌰⌫Ꮫࡣ㸪⌰

⌫ㄒㄪᰝࡢᴗጤクࡋࢆ㸪Ἀ⦖ᮏᓥ㒊᪉ゝࡢㄪᰝࢆᐇࠋࡓࡋ 

Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵ࡢ㐃ᦠࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᮾிእᅜㄒᏛ࢝ࣜࣇ࣭ࢪゝㄒᩥ◊✲ᡤ㸪⌰⌫

ᏛἈ⦖◊✲ᡤ㐃ᦠ༠ᐃࡋ⤖⥾ࢆ㸪ᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㛵ࢆ✲◊ࡿࡍඹྠ࡛⾜࠺యไࡀᵓ⠏࡛ࡁ

ᮾிእᅜㄒᏛࠋࡿ࠸࡚ AA◊ࡣ㸪ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ≉ู◊✲ဨ 㸪ࢀࡉ࡞ࡀ⪄㑅ࡢ1ྡ

ᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨᩍ⛉᭩సᡂࡢᡴࡏࢃྜࡕ㸪ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ㛵ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍᐇ

㸪ᶵᵓ࡚ࡋ⾜୪ࢀࡇ㸪ࡀࡓࢀࡉᴗጤク㸪⌰⌫Ꮫࡣ࡚࠸ࡘㄪᰝࡢ㸪⌰⌫ㄒࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ
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㸪ึ࡚ࡋ㛵┠ホ౯㡯ࡢ࡚ࡍࡰ ᖺᗘࡣ࡚ࡋ༑ศ࡞ᡂᯝࡾ࠾࡚ࡆୖࢆ㸪Aホ౯ࡀጇᙜ࡛ࡿ࠶

ㄪᰝ࣭ࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ㸪ᖺᗘ⤊ࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏࡳ࡞ࡕࠋࡿࢀࡽ࠼⪄

ಖᏑࡢࡵࡓࡢ⥲ྜⓗ◊✲ࠖࢆ⥅ᢎࡀࡿ࠸࡚ࡋ㸪᭱ࡢࡑ⤊ᖺᗘ㸪ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᥋⥆ࡢࡵࡓࡢ

‽ഛ◊✲ࢀࢃ⾜ࡀ㸪㧗࠸ホ౯ࢆᚓ࡚ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡓ࠸‽ഛࡀዌຌ࡚ࡋ㸪ึᖺᗘࡎࡽࢃࡶከᩘࡢ

ᡂᯝࡆୖࢆᚓࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡓ 

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲ୖ㸪≉ホ౯ࡿࢀࡉᛮࡿࢀࢃⅬࡣ㸪ྛᆅ᪉ゝࡢ 3 Ⅼࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ㞟㸪ᩥ

ἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧సᡂࡵࡓࡢ㸪40 ᆅⅬࢆᑐ㇟ࡓࡋグ㏙ᢸᙜ⪅ࢆỴᐃ୍ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡓࡋே

ࡢ㸪ᚋࡾ࠶ጼ࡛ࡢᮏ᮶ࡢ✲◊グ㏙࠸ࡋࡲ㸪ᮃࡣ᪉ἲࡿࡍᢸᙜࢆᙜヱᆅⅬ࡚ࡗࡶࢆ௵㈐ࡀ⪅✲◊ࡢ

ᡂᯝࡀᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

ࡢ㸪ḟࡣ㸪ᚋࡓࡲ 3Ⅼ᳨ࡢウࡀᮃࠋࡿࢀࡲ 

㸦1㸧ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ɔ ⠏᪉ἲ⏝㛵ࡿࡍᒎᮃࡣࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠋ࠸ࡋࡀ㸪◊✲┠ⓗ࡚ࡗࡼ㸪

ᵓ⠏ࡢ᪉ἲࡀኚࠋࡿࡍỗ⏝ⓗ⏝ࢆ┠ⓗࡿࡍ㸪◊✲┠ⓗࡓࡗࡰࡋࢆ⏝ࡗࡼࡍࡊࡵࢆ

࡚㸪㞟ᩚഛࡢ᪉ྥᛶึࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞␗ࡀᖺᗘ࡛ࡵࡓࡿ࠶㸪ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⏝ࡓࡋ◊✲ㄽᩥ

ᵓ⠏ᩚഛࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ࡣ㸪ḟᖺᗘࡿ࠼⪄ࢆ⏝ࡢ㸪ᚋࡀ࠸࡞ࡽ࡞ၥ㢟ࡣࡇ࠸࡞ᑡࡀ

 ࠋࡿࢀࢃᛮ࠺ࡼ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡃ࠾࡚ࡗ⾜࡚ࡋ㞟୰ࢆ✲◊♏ᇶࡿࡍ㛵

㸦2㸧⌰⌫࣭ඵㄒ⌜㸪ࢾㄒ⌜㸪ᮏᅵ᪉ゝ⌜ࡢᡂᯝࡀඹ᭷ࢀࡉ㸪ࠕᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࣭

ศᯒ࣭⥅ᢎࠖ࠺࠸࡞ࡁ㢟࡛ࡶࡢఱࡀぢࡢࡿࡏࡔ࠸㸪⤫ᣓࡿࡍどⅬ᳨ࡢウࡀᮃࠋࡿࢀࡲ

ᚲせ࡛ࡤࢀ࠶㸪ࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻタ⨨ࡋ㸪㛗ᮇⓗ᳨ウࡿࡍጼໃࢆᣢࡀࡇࡘᮃ࠸ࡋࡲ

ᛮࠋࡿࢀࢃ 

㸦3㸧ᅜ㝿ⓗ㐃ᦠࡸⓎಙࢆⱥㄒୡ⏺ࡅࡔồࡎࡵ㸪㏆㞄ㅖᅜࡢᙜヱᏛ⏺ࡢ㐃ᦠࡶᆅ㐨᥈ࡀࡇࡿ

ᚲせ࡛ࡿ࠶ᛮࡽ࡞ࡐ࡞ࠋࡿࢀࢃ㸪⌰⌫ㄒ㸪ࢾㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝࡣ㸪ᅜቃࢆ㉺࡚࠼㸪㞄᥋ࡿࡍㅖ

ᆅᇦࡢ᥋ゐࡸὶࠋࡿ࠶࡛ࡵࡓࡿ࠶ࡀᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ㸪グ㘓࣭ศᯒ࣭⥅ᢎࣝࣂ࣮ࣟࢢࢆ

㛗ᮇⓗᆅ㐨ࢆ㸪◊✲⪅ὶࢀධど㔝ࢆ⏺ゝㄒᏛࡢࠎ➼ࢩ㸪㡑ᅜ㸪୰ᅜ㸪ࣟࡶࡵࡓ࠺⾜

 ࠋࡿࢀࢃᛮ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡿࡵ㸪ጞࡽ࠸ࡼ࡛ࡎࢃ㸪ࢆດຊࡃ⠏

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

ࡾྲྀ᱁ࠕ㸪㸦1㸧බ㛤◊✲Ⓨ⾲ࡣ࡚࠸ࡘ➼බ㛤◊✲Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ࡿࡍദࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

㸪ᾏእࢆ࣮ࢼ࣑ࢭඹദ࡛㛤ദ㸪㸦2㸧༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪⛉◊㈝㸦A㸧㸪㸦C㸧ࢆ࡚ࠖ❧

ᐈဨᩍᤵࡢㅮ₇࡚ࡋ㛤ദ㸪㸦3㸧ࢫࣃ࣮ࢥࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥぢࡿ᪥ᮏㄒ࣮࢚ࣜࣂࡢ

㸪29ࡣ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࠋࡓࡋඹྠ㛤ദ㸪⛉◊㈝㸦A㸧㸪ᇶ┙㸦B㸧ࢆࠖ̿ࡓࡀࡍࡢຓモ̿ࣥࣙࢩ

ᖺࡧࡼ࠾ 30 ᖺ㛤ദணᐃ࡛ࡾ࠶㸪ࡓࡅྥࢀࡑ‽ഛධࠋࡓࡗᮏᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝࡣ࡚ࡋ㸪ࠗ Ἀ⦖┴

ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ ᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩㸦ᅵ㔝࣭ᰢᑿ㸧࠘㸦᳝ⴥᮧඹྠฟ∧㸧㸪ࠗ 㤳㒔ᅪ

Ꮫ⏕ࡢゝㄒ⏝ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦᕪ㛵ࡿࡍㄪᰝ 2010㸫2016ሗ࿌᭩࠘ࢆห⾜ࠋḟᖺᗘ௨㝆ࡢฟ∧ィ

ࡢ㸪ྛᆅ᪉ゝࡣㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆᣲࡀ㸱ࡽࡉ㸪࡚ࡋഛ‽ࡢ⏬ 3 Ⅼࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ

㞟㸪ᩥἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧సᡂࡵࡓࡢ㸪40 ᆅⅬࢆᑐ㇟ࡓࡋグ㏙ᢸᙜ⪅ࢆỴᐃࡋ㸪ㄪᰝࢆ㛤ጞ

ㄪᰝ㸦ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆ྠྜࡢᓥ᪉ゝࡢ㸪㸦1㸧ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ㸪㸦2㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢࡑࠋࡓࡋ

210 Ⅵ 外部評価報告書



39 

 

㞃ᒱࡢᓥ⏫᪥ጤဨඹྠᐇ㸧㸪(3)▼ᕝ┴ⓑᒣᕷⓑᓠ᪉ゝㄪᰝࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸪ḟᖺᗘ௨㝆

ணᐃࡿ࠸࡚ࡋᮾ᪉ゝࡢグ㘓⥅ᢎάືࡢࡵࡓࡢணഛㄪᰝࡶ㸪㟷᳃┴ඵᡞᕷ࡛ᐇࠋࡓࡋ 

ᙧ࡛㸪ࡿ࠼ຍࢆ⿵ቑࡢࡽࢇ࡞㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㸪⌧ᅾබ㛤୰ࡣ࡚࠸ࡘබ㛤ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

ᩚഛࠋࡓࡗ⾜ࢆලయⓗࡣ㸪(1)ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌ࡚࠸࠾ࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ࠕἈ⦖┴

㑣ᅜ᪉ゝࡢᇶ♏ㄒᙡ 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰ㸦᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦1㸧㸦2㸧㸪᭶ࡢ⾜࡚࠸ࡘ㸧ࠖ ቑࢆ

⿵㸪(2)ࢾࠕㄒཱྀᢎᩥⱁ࡚࠸ࡘࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪࡛ࡲࢀࡇ㘓㡢ࢾࡓࢀࡉㄒࡢ㡢ኌࢆࢱ࣮ࢹ

㸪5࡚࠸࠾ࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ᪥ᮏゝㄒᆅᅗࠕຍ㸪(3)ࢆ⬟ᶵࣉࣥࣕࢪ㸪ࡋ⏝ 㡯┠ࢆࢱ࣮ࢹࡢቑ⿵බ

㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪(4)ࠕ㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែྥື㛵ࢆࢱ࣮ࢹࡢࠖ✲◊ࡿࡍቑ⿵ห⾜(5)ࠋࡓࡋ᪥ᮏ

ㄒㅖ᪉ゝࡢ㡢ኌࠕࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝ࡚࠸ࡘࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪30 ᖺᗘ࣮ࣔࢱࢽ∧බ㛤ࢆ┠ᣦ

ࡢඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡣ࡚࠸ࡘࢺࢵࣉࢺ࢘ࡢ➼⾲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ✲◊ࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚ࡚ࡋ

◊✲ᡂᯝ࡚ࡵྵࡶ㸪ㄽᩥ 46௳㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟 4 㸪ᅗ᭩ 2㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 83௳㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ➼ 5

 ࠋࡿ࠼ᩘࢆ௳

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

᭩ホ࣭᪂⪺➼ࡣ࡚࠸ࡘ㸪᪂⪺グ࡚ࡋ 37 ᮏࢆᇳ➹㸪බඹᨺ㏦㸦NHKศᨺ㏦ᒁ㸧࡚ࡋ 5 ᮏ

ࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸦ࡓࡗ࠶࡛௳㸯ࡣࡢࡓࢀࡽࡆୖࡾྲྀ㸪᪂⪺♫ㄝࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏࡓࡲࠋࡓࡋᨺ㏦ࢆ

ࡀ㔜せᛶࡢᶒࡢ㸪ᆅᇦㄒ࡚࠸࠾᪂⪺♫ㄝࠋ㸧⤂ࡀㄝ♫ࡢ⪺㸪ᮾி᪂࡚࠸ࡘ✲◊ࡢ࣮ࢲ࣮ࣜࢺ

㸪ࡓࡲࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡶࡓࢀࡉㄆ㆑ࡀ㔜せᛶࡢ⩏ⓗព♫ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏࡣࡇࡓࢀࡽࡆୖࡾྲྀ

ඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ➨㸪ࡀ⾲ඹྠⓎࡢ2ྡ 30ᅇ᪥ᮏ㡢ኌᏛᅜ࡚㸪ඃ⚽Ⓨ⾲㈹ཷࢆ㈹

ᡂᯝࡿࡍ㸪㛵ಀࡣ㸪ᚋࡵࡓࡓࡗ࡞ࡀグ㍕ࡢㅰ㎡ࡣ≀⾲㸪Ⓨࡋࡔࡓࠋࡿࢀࡉ➹≉㸪ࡶࡇࡓࡋ

 ࠋࡿࢀࡲᮃࡀᚭᗏࡢㅰ㎡グ㍕ࡿࡍᑐ≀

㸪30ࡣ࡚࠸ࡘ⏝≧ἣࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ ᖺබ㛤ᩚ࡚ࡋࡊࡵࢆഛ୰ࠕࡢ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ

⏝ࡓࡋ㸪◊✲ㄽᩥ㸯௳㸪ࡧࡼ࠾Ⓨ⾲  ࠋࡓࡗ࠶ࡀ௳5

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

◊✲యไࡣ࡚ࡋ㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᥎㐍ࡵࡓࡢ㸪ඹྠ◊✲ဨ ࡢ㸪37Ꮫ㸦ᅜእࢆ65ྡ 3Ꮫྵࢆ

ᏛࡢᏛ㝔⏕㸪3ྡࡢ㸪5ྡࡣඹྠ◊✲ဨࠋࡓࡋ⧊⤌࡚ࡗࡓࢃ㸧ࡴ PD 㸪ᡤᒓࡓࡲ㸪ࡳྵࢆ 37

Ꮫࡣࡕ࠺ࡢ㸪ᅜእࡢ 3 Ꮫࠋࡿ࠸࡛ࢇྵࢆⱝᡭ⫱ᡂࡸᅜ㝿ࡶ⪃៖ࡓࡋ㸪ከᵝ࡞◊✲ဨయไࢆ

ゝㄒᩥ࢝ࣜࣇ࣭ࢪ㸪ᮾிእᅜㄒᏛࡣ࡚࠸ࡘ㐃ᦠࡢ㸪Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚࠸ᩜ

◊✲ᡤ㸪⌰⌫Ꮫ㸪㐃ᦠ༠ᐃࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆᮾிእ AA◊ࡣ㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵ࡿࡍᩍ⫱ࣉ

ဨ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ㸪ࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆసᡂࡢᩍ⛉᭩㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟ 1 බࢆྡ

ເ㸪㑅⪃ࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡋ㸪୧⤌⧊㛫ࢆᶫΏࡿࡍࡋேᮦά⏝ࡀ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌰⌫Ꮫࡣ㸪⌰

⌫ㄒㄪᰝࡢᴗጤクࡋࢆ㸪Ἀ⦖ᮏᓥ㒊᪉ゝࡢㄪᰝࢆᐇࠋࡓࡋ 

Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵ࡢ㐃ᦠࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᮾிእᅜㄒᏛ࢝ࣜࣇ࣭ࢪゝㄒᩥ◊✲ᡤ㸪⌰⌫

ᏛἈ⦖◊✲ᡤ㐃ᦠ༠ᐃࡋ⤖⥾ࢆ㸪ᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㛵ࢆ✲◊ࡿࡍඹྠ࡛⾜࠺యไࡀᵓ⠏࡛ࡁ

ᮾிእᅜㄒᏛࠋࡿ࠸࡚ AA◊ࡣ㸪ࡿࡼࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ≉ู◊✲ဨ 㸪ࢀࡉ࡞ࡀ⪄㑅ࡢ1ྡ

ᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨᩍ⛉᭩సᡂࡢᡴࡏࢃྜࡕ㸪ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇ㛵ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍᐇ

㸪ᶵᵓ࡚ࡋ⾜୪ࢀࡇ㸪ࡀࡓࢀࡉᴗጤク㸪⌰⌫Ꮫࡣ࡚࠸ࡘㄪᰝࡢ㸪⌰⌫ㄒࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ
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㸪ึ࡚ࡋ㛵┠ホ౯㡯ࡢ࡚ࡍࡰ ᖺᗘࡣ࡚ࡋ༑ศ࡞ᡂᯝࡾ࠾࡚ࡆୖࢆ㸪Aホ౯ࡀጇᙜ࡛ࡿ࠶

ㄪᰝ࣭ࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ㸪ᖺᗘ⤊ࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏࡳ࡞ࡕࠋࡿࢀࡽ࠼⪄

ಖᏑࡢࡵࡓࡢ⥲ྜⓗ◊✲ࠖࢆ⥅ᢎࡀࡿ࠸࡚ࡋ㸪᭱ࡢࡑ⤊ᖺᗘ㸪ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᥋⥆ࡢࡵࡓࡢ

‽ഛ◊✲ࢀࢃ⾜ࡀ㸪㧗࠸ホ౯ࢆᚓ࡚ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡓ࠸‽ഛࡀዌຌ࡚ࡋ㸪ึᖺᗘࡎࡽࢃࡶከᩘࡢ

ᡂᯝࡆୖࢆᚓࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡓ 

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲ୖ㸪≉ホ౯ࡿࢀࡉᛮࡿࢀࢃⅬࡣ㸪ྛᆅ᪉ゝࡢ 3 Ⅼࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ㞟㸪ᩥ

ἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧సᡂࡵࡓࡢ㸪40 ᆅⅬࢆᑐ㇟ࡓࡋグ㏙ᢸᙜ⪅ࢆỴᐃ୍ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡓࡋே

ࡢ㸪ᚋࡾ࠶ጼ࡛ࡢᮏ᮶ࡢ✲◊グ㏙࠸ࡋࡲ㸪ᮃࡣ᪉ἲࡿࡍᢸᙜࢆᙜヱᆅⅬ࡚ࡗࡶࢆ௵㈐ࡀ⪅✲◊ࡢ

ᡂᯝࡀᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

ࡢ㸪ḟࡣ㸪ᚋࡓࡲ 3Ⅼ᳨ࡢウࡀᮃࠋࡿࢀࡲ 

㸦1㸧ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ɔ ⠏᪉ἲ⏝㛵ࡿࡍᒎᮃࡣࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠋ࠸ࡋࡀ㸪◊✲┠ⓗ࡚ࡗࡼ㸪

ᵓ⠏ࡢ᪉ἲࡀኚࠋࡿࡍỗ⏝ⓗ⏝ࢆ┠ⓗࡿࡍ㸪◊✲┠ⓗࡓࡗࡰࡋࢆ⏝ࡗࡼࡍࡊࡵࢆ

࡚㸪㞟ᩚഛࡢ᪉ྥᛶึࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞␗ࡀᖺᗘ࡛ࡵࡓࡿ࠶㸪ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⏝ࡓࡋ◊✲ㄽᩥ

ᵓ⠏ᩚഛࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ࡣ㸪ḟᖺᗘࡿ࠼⪄ࢆ⏝ࡢ㸪ᚋࡀ࠸࡞ࡽ࡞ၥ㢟ࡣࡇ࠸࡞ᑡࡀ

 ࠋࡿࢀࢃᛮ࠺ࡼ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡃ࠾࡚ࡗ⾜࡚ࡋ㞟୰ࢆ✲◊♏ᇶࡿࡍ㛵

㸦2㸧⌰⌫࣭ඵㄒ⌜㸪ࢾㄒ⌜㸪ᮏᅵ᪉ゝ⌜ࡢᡂᯝࡀඹ᭷ࢀࡉ㸪ࠕᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࣭

ศᯒ࣭⥅ᢎࠖ࠺࠸࡞ࡁ㢟࡛ࡶࡢఱࡀぢࡢࡿࡏࡔ࠸㸪⤫ᣓࡿࡍどⅬ᳨ࡢウࡀᮃࠋࡿࢀࡲ

ᚲせ࡛ࡤࢀ࠶㸪ࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻタ⨨ࡋ㸪㛗ᮇⓗ᳨ウࡿࡍጼໃࢆᣢࡀࡇࡘᮃ࠸ࡋࡲ

ᛮࠋࡿࢀࢃ 

㸦3㸧ᅜ㝿ⓗ㐃ᦠࡸⓎಙࢆⱥㄒୡ⏺ࡅࡔồࡎࡵ㸪㏆㞄ㅖᅜࡢᙜヱᏛ⏺ࡢ㐃ᦠࡶᆅ㐨᥈ࡀࡇࡿ

ᚲせ࡛ࡿ࠶ᛮࡽ࡞ࡐ࡞ࠋࡿࢀࢃ㸪⌰⌫ㄒ㸪ࢾㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝࡣ㸪ᅜቃࢆ㉺࡚࠼㸪㞄᥋ࡿࡍㅖ

ᆅᇦࡢ᥋ゐࡸὶࠋࡿ࠶࡛ࡵࡓࡿ࠶ࡀᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ㸪グ㘓࣭ศᯒ࣭⥅ᢎࣝࣂ࣮ࣟࢢࢆ

㛗ᮇⓗᆅ㐨ࢆ㸪◊✲⪅ὶࢀධど㔝ࢆ⏺ゝㄒᏛࡢࠎ➼ࢩ㸪㡑ᅜ㸪୰ᅜ㸪ࣟࡶࡵࡓ࠺⾜

 ࠋࡿࢀࢃᛮ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡿࡵ㸪ጞࡽ࠸ࡼ࡛ࡎࢃ㸪ࢆດຊࡃ⠏

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

ࡾྲྀ᱁ࠕ㸪㸦1㸧බ㛤◊✲Ⓨ⾲ࡣ࡚࠸ࡘ➼බ㛤◊✲Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ࡿࡍദࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

㸪ᾏእࢆ࣮ࢼ࣑ࢭඹദ࡛㛤ദ㸪㸦2㸧༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪⛉◊㈝㸦A㸧㸪㸦C㸧ࢆ࡚ࠖ❧

ᐈဨᩍᤵࡢㅮ₇࡚ࡋ㛤ദ㸪㸦3㸧ࢫࣃ࣮ࢥࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥぢࡿ᪥ᮏㄒ࣮࢚ࣜࣂࡢ

㸪29ࡣ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࠋࡓࡋඹྠ㛤ദ㸪⛉◊㈝㸦A㸧㸪ᇶ┙㸦B㸧ࢆࠖ̿ࡓࡀࡍࡢຓモ̿ࣥࣙࢩ

ᖺࡧࡼ࠾ 30 ᖺ㛤ദணᐃ࡛ࡾ࠶㸪ࡓࡅྥࢀࡑ‽ഛධࠋࡓࡗᮏᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝࡣ࡚ࡋ㸪ࠗ Ἀ⦖┴

ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ ᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩㸦ᅵ㔝࣭ᰢᑿ㸧࠘㸦᳝ⴥᮧඹྠฟ∧㸧㸪ࠗ 㤳㒔ᅪ

Ꮫ⏕ࡢゝㄒ⏝ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦᕪ㛵ࡿࡍㄪᰝ 2010㸫2016ሗ࿌᭩࠘ࢆห⾜ࠋḟᖺᗘ௨㝆ࡢฟ∧ィ

ࡢ㸪ྛᆅ᪉ゝࡣㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆᣲࡀ㸱ࡽࡉ㸪࡚ࡋഛ‽ࡢ⏬ 3 Ⅼࢺࢵࢭ㸦ㄒᙡ

㞟㸪ᩥἲ᭩㸪ㄯヰࢺࢫ࢟ࢸ㸧సᡂࡵࡓࡢ㸪40 ᆅⅬࢆᑐ㇟ࡓࡋグ㏙ᢸᙜ⪅ࢆỴᐃࡋ㸪ㄪᰝࢆ㛤ጞ

ㄪᰝ㸦ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆ྠྜࡢᓥ᪉ゝࡢ㸪㸦1㸧ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ㸪㸦2㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢࡑࠋࡓࡋ
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㞃࣮ࢼ࣑ࢭᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕඹദ࡛㸪ᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨࡢ㸪㸦2㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡓࡗ࠶ࡀ⪅᮶ሙࡢ

ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࢆࠖ࠸ࡘࡢ㛤ദࡋ㸪44ேࡢ᮶ሙ⪅ࡓࡗ࠶ࡀ㸪(3)ᮾி㒔㟷ᱵᕷࡧࡼ࠾㟷ᱵᕷ❧ᅗ

᭩㤋ࡢ㐃ᦠ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋༠ຊ࡛㸪ㅮ₇ࠕNINJAL 㸟ከᦶ࠺ࡼࡳ࡛ࢇᏛ ࣒ࣛࢢࣟࣉࢽࣗࢪ

❺㸪ඣ࠸⾜ࢆࠖࡤࡇࡢ㟷ᱵࡤࡇࡢ 215ே㸪ᩍဨ 13ேࡢ⫈ㅮ⪅ࠋࡓࡗ࠶ࡀ◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢⓎ

ಙࡣ࡚࠸ࡘ㸪ඛ㏙ࡓࡁ࡚㸪◊✲ห⾜≀㸪୍⯡ྥࡅㅮ⩏㸪ㅮ₇ࡢ㸪ྛ✀࢙࢘ࡢࢫࣃ࣮ࢥ

࣮࣒࣮࣌࣍ࡓࡋグ㍕ࢆሗࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇᡂᯝ≀㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡧࡼ࠾බ㛤㸪ࡢ࡛ࢺࢧࣈ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᐇࡢࢪ

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ᾏእཷࡢ⪅✲◊ࡢධࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᾏእࡢ◊✲⪅ 2 㛵㸪⌰⌫ㄒ㸪ᕞ᪉ゝ࠼ຍඹྠ◊✲ဨࢆྡ

ࡽ㸪UCLAࡣ࡚࠸ࡘ㐃ᦠࡢᏛࡢᾏእࠋࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ ࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᐈဨᩍဨවࢆ1ྡ

 ࠋࡓ࠼㏄࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࢺ

 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡣ࡚࠸ࡘ㸪30 ᖺ㸪༴ᶵゝㄒ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ❧ᅜㄒ◊

✲ᡤ࡛㛤ദࡢࡵࡓࡿࡍ‽ഛࢆጞࡓࡲࠋࡓࡵ㸪29 ᖺ 5 ᭶㸪࡚ࡋࣇ࢜ࢡࢵ࢟ࡢࡑ㸪࣡ࣁᏛ࡛༴

ᶵゝㄒ㛵ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡿࡍ㛤ദணᐃ࡛ࡀࡿ࠶㸪ࡢࡑ‽ഛࢆጞࠋࡓࡵⱥㄒࡿࡼ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ

ࡽ♫ࣥࢺ࣮࣒㸪㸪30ᖺࡣ࡚࠸ࡘ 2ࢆห⾜ࡿࡍ‽ഛࡀጞࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ 

 

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

 ึᖺᗘࡎࡽࢃࡶ㸪ධᛕ࡞‽ഛࡶࡢ㸪ࡢ࡚ࡍホ౯㡯┠࡚ࡗࡓࢃ㸪ࡃࡼࢫࣥࣛࣂᡂᯝ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㸪㧗ࡀⅬࡿ࠸࡚ࡆୖࢆ
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㸪⌰⌫Ꮫࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝㞠ࡀຓᩍᤵ㸯ྡ௵≉ࡿࡍᑓ㛛ࢆㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࡢㄒ⌫⌰ࡣ࡚࠸࠾

࠸ࡘ⨨タࡢࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࢀࡉᵓ⠏࡚ࡏేࡶࣉࣃࡢὶ✲◊ࡢᶵᵓ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ࡞≉㸪ࡣ࡚

 

4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

◊✲㐣⛬ࡧࡼ࠾◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᮾிእ AA◊ඹྠ࡛࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ

㸦29ᖺࡓࡋ⪄㑅࡚ࡗࡼබເࢆဨ㸯ྡ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ 4᭶ 1᪥㉱௵㸧ࡓࡲࠋ㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵

㸪ᮾிእࢆࠖࣉࢵࣙࢩࢡᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࡢ㞃ᒱࠕࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ AA◊㸪ᓥ᰿Ꮫࡶ

ᩍ⛉᭩㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ㛵ㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇ㸪ࡣ࡚࠸ࡘᩍᮦ㛤Ⓨࠋࡓࡋඹྠ࡛㛤ദ

㸪ᮾிእࢆసᡂࡢ AA ᐇ࡚ࡋ⎔୍ࡢࡑ㸪ࡣ㊶ᐇࡢࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ๓㏙ࠋ࠺࡞ࡇ࠾ඹྠ࡛◊

㸪ᮾிእㄒࡣ࡚࠸ࡘᶵ⬟ᙉࡢᏛࠋࡓࢀࡉ AA◊㸪⌰⌫Ꮫࡢ㐃ᦠ༠ᐃ⥾⤖ࡾࡼ㸪ࢫࣟࢡ

࠸࡚ࢀࡉᒎ㛤ࡀඹྠ᥎㐍ࡢ✲◊ὶື㸪◊✲ᴗጤク㸪ࡢேᮦࡿࡼ⏝άࡢไᗘࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥ

 ࠋࡿ

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂࡣ㸪᫂☜࡞᪉㔪࡛ࡶࡢ㸪ከᒱࡓࡗࡓࢃ⫱ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ(1)ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ

◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧2 ྡ㸪㠀ᖖ◊✲ဨ 3ྡ㸪ࡧࡼ࠾≉௵ຓᩍ ඹࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㞠⏝㸪(2)ࢆ1ྡ

ྠ◊✲ဨ࡚ࡋ㸪Ꮫ㝔⏕ 5 ྡ㸪Ꮫ PD6 㸪ඹྠㄪࡘࡘ࠸⾜ࢆᣦᑟࡢゝㄒᏛࢻ࣮ࣝࣇ㸪࠼ຍࢆྡ

ᰝࢆᐇ㸪(3)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥㄪᰝࡢཧຍࢆࡅࡧ㸪ᅜබເࡿࡅ࠾᭩㢮ᑂᰝ࡛ Ꮫ㝔ࡢ3ྡ

⏕㸦ྡྂᒇ㸪ᚨᓥ㸪ᕞ㸧ࢆຍ࡚࠼ᐇ㸪(4)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥㄪᰝࡢᐇࡾࡓ࠶㸪ᆅඖࡢᓥ

᰿ᏛࡢᏛ⏕ㄪᰝࡢཧຍࢆࡅࡧ㸪3㸪4 ᖺ⏕ ࠼࠺ࡓࡗ⾜ࢆ㸪๓ᣦᑟ࡚ࡋᑐ⪅ᕼᮃࡢྡ 8

࡛ㄪᰝຍ࡚࠼ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ♫ேࡢᏛࡣࡋ┤ࡧ㸪ᐇ⦼ࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࡋ࡞㸪ᆅᇦ㈉⊩

⪅᮶ሙࡢࢺࢵ࣑ࢧࡢ࡛┴㮵ඣᓥࡓࢀࢃ⾜࡚ࡋ 289 ேࡸ㸪ᓥ᰿┴࡛ࠕࡢ࠸࡞ࢀࡋࡶࡿ࠼㞃ᒱᘚㅮ

ᗙࠖࡢ᮶ሙ⪅ 44ேࡣ㸪ࡃࢁࡦ♫ேࡢᏛࡢࡋ┤ࡧᶵᥦ౪ࡓࡗ⾜ࢆᤊࠋ࠸ࡼࡶ࡚࠼ᾘ⁛༴ᶵ᪉

ゝࡢ⥅ᢎࢆ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗࡘࡦࡢᥖࡤࢀࡍࡽࡇࡿ࠸࡚ࡆ㸪᪉ゝࡢ⥅ᢎ㛵ᚰࡀ㧗࠸

ᆅඖࡢ♫ேᑐࡣ࣮ࢼ࣑ࢭ࠺⾜࡚ࡋ᭷ព⩏࡛ࠋࡿ࠶ 

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

⏘ᴗ⏺ࡢ㐃ᦠࡣ࡚࠸ࡘ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᛶ᱁ୖ㸪≉ẁ⪃៖ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᆅᇦ♫ࡢ㐃ᦠ

ࡅ࠾㸦1㸧ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࠋࡓࢀࡉᒎ㛤⢭ຊⓗࡘ㸪ከᵝࡣ࡚࠸ࡘ

ࡿ 5 ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ᳝ࠗⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢసᡂᇶ࡙᳝ࡓ࠸ⴥ᪉ゝㄪᰝࠖࡢᐇ㸪

㸦2㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹྠ࡛ࡓࡗ࡞ࡇ࠾㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࡢᐇ㸪㸦3㸧㟷ᱵᕷ

❧ᅗ᭩㤋ࡢ㐃ᦠ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋ࡢ༠ຊࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢽࣗࢪࡿࡼ㛤ദ㸪㸦4㸧㮵ඣᓥ┴㸪ᓥ

᰿┴➼⮬యࡢඹദࢺࢵ࣑ࢧࡿࡼ㸪ࡢ࣮ࢼ࣑ࢭ㛤ദࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

⌫⌰㸪㸦1㸧ᩥᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪ࡣ࡚࠸ࡘ➼ㅮ⩏࣭ㅮ₇ࡅྥ⯡୍

Ꮫࡢඹദ࡛ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣࡿ࠶ゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ㸦⨾㸧in ㄽࠖࢆ㛤ദࡋ㸪289 ே

212 Ⅵ 外部評価報告書



41 

 

㞃࣮ࢼ࣑ࢭᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕඹദ࡛㸪ᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨࡢ㸪㸦2㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡓࡗ࠶ࡀ⪅᮶ሙࡢ

ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࢆࠖ࠸ࡘࡢ㛤ദࡋ㸪44 ேࡢ᮶ሙ⪅ࡓࡗ࠶ࡀ㸪(3)ᮾி㒔㟷ᱵᕷࡧࡼ࠾㟷ᱵᕷ❧ᅗ

᭩㤋ࡢ㐃ᦠ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋༠ຊ࡛㸪ㅮ₇ࠕNINJAL 㸟ከᦶ࠺ࡼࡳ࡛ࢇᏛ ࣒ࣛࢢࣟࣉࢽࣗࢪ

❺㸪ඣ࠸⾜ࢆࠖࡤࡇࡢ㟷ᱵࡤࡇࡢ 215 ே㸪ᩍဨ 13ேࡢ⫈ㅮ⪅ࠋࡓࡗ࠶ࡀ◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢⓎ

ಙࡣ࡚࠸ࡘ㸪ඛ㏙ࡓࡁ࡚㸪◊✲ห⾜≀㸪୍⯡ྥࡅㅮ⩏㸪ㅮ₇ࡢ㸪ྛ✀࢙࢘ࡢࢫࣃ࣮ࢥ

࣮࣒࣮࣌࣍ࡓࡋグ㍕ࢆሗࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇᡂᯝ≀㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡧࡼ࠾බ㛤㸪ࡢ࡛ࢺࢧࣈ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᐇࡢࢪ

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ᾏእཷࡢ⪅✲◊ࡢධࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᾏእࡢ◊✲⪅ 2 㛵㸪⌰⌫ㄒ㸪ᕞ᪉ゝ࠼ຍඹྠ◊✲ဨࢆྡ

ࡽ㸪UCLAࡣ࡚࠸ࡘ㐃ᦠࡢᏛࡢᾏእࠋࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ ࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᐈဨᩍဨවࢆ1ྡ

 ࠋࡓ࠼㏄࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࢺ

 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡣ࡚࠸ࡘ㸪30 ᖺ㸪༴ᶵゝㄒ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ❧ᅜㄒ◊

✲ᡤ࡛㛤ദࡢࡵࡓࡿࡍ‽ഛࢆጞࡓࡲࠋࡓࡵ㸪29 ᖺ 5 ᭶㸪࡚ࡋࣇ࢜ࢡࢵ࢟ࡢࡑ㸪࣡ࣁᏛ࡛༴

ᶵゝㄒ㛵ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡿࡍ㛤ദணᐃ࡛ࡀࡿ࠶㸪ࡢࡑ‽ഛࢆጞࠋࡓࡵⱥㄒࡿࡼ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ

ࡽ♫ࣥࢺ࣮࣒㸪㸪30ᖺࡣ࡚࠸ࡘ 2ࢆห⾜ࡿࡍ‽ഛࡀጞࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ 

 

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

 ึᖺᗘࡎࡽࢃࡶ㸪ධᛕ࡞‽ഛࡶࡢ㸪ࡢ࡚ࡍホ౯㡯┠࡚ࡗࡓࢃ㸪ࡃࡼࢫࣥࣛࣂᡂᯝ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㸪㧗ࡀⅬࡿ࠸࡚ࡆୖࢆ
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㸪⌰⌫Ꮫࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝㞠ࡀຓᩍᤵ㸯ྡ௵≉ࡿࡍᑓ㛛ࢆㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇࡢㄒ⌫⌰ࡣ࡚࠸࠾

࠸ࡘ⨨タࡢࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࢀࡉᵓ⠏࡚ࡏేࡶࣉࣃࡢὶ✲◊ࡢᶵᵓ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ࡞≉㸪ࡣ࡚

 

4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

◊✲㐣⛬ࡧࡼ࠾◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᮾிእ AA◊ඹྠ࡛࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ

㸦29ᖺࡓࡋ⪄㑅࡚ࡗࡼබເࢆဨ㸯ྡ✲◊ู≉ࡿࡼࢺ 4᭶ 1᪥㉱௵㸧ࡓࡲࠋ㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝ㛵

㸪ᮾிእࢆࠖࣉࢵࣙࢩࢡᓥ᪉ゝㄪᰝ๓࣮࣡ࡢ㞃ᒱࠕࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡍ AA◊㸪ᓥ᰿Ꮫࡶ

ᩍ⛉᭩㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ㛵ㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇ㸪ࡣ࡚࠸ࡘᩍᮦ㛤Ⓨࠋࡓࡋඹྠ࡛㛤ദ

㸪ᮾிእࢆసᡂࡢ AA ᐇ࡚ࡋ⎔୍ࡢࡑ㸪ࡣ㊶ᐇࡢࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ๓㏙ࠋ࠺࡞ࡇ࠾ඹྠ࡛◊

㸪ᮾிእㄒࡣ࡚࠸ࡘᶵ⬟ᙉࡢᏛࠋࡓࢀࡉ AA◊㸪⌰⌫Ꮫࡢ㐃ᦠ༠ᐃ⥾⤖ࡾࡼ㸪ࢫࣟࢡ

࠸࡚ࢀࡉᒎ㛤ࡀඹྠ᥎㐍ࡢ✲◊ὶື㸪◊✲ᴗጤク㸪ࡢேᮦࡿࡼ⏝άࡢไᗘࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥ

 ࠋࡿ

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂࡣ㸪᫂☜࡞᪉㔪࡛ࡶࡢ㸪ከᒱࡓࡗࡓࢃ⫱ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ(1)ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㠀ᖖ

◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧2ྡ㸪㠀ᖖ◊✲ဨ 3ྡ㸪ࡧࡼ࠾≉௵ຓᩍ ඹࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㞠⏝㸪(2)ࢆ1ྡ

ྠ◊✲ဨ࡚ࡋ㸪Ꮫ㝔⏕ 5 ྡ㸪Ꮫ PD6 㸪ඹྠㄪࡘࡘ࠸⾜ࢆᣦᑟࡢゝㄒᏛࢻ࣮ࣝࣇ㸪࠼ຍࢆྡ

ᰝࢆᐇ㸪(3)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥㄪᰝࡢཧຍࢆࡅࡧ㸪ᅜබເࡿࡅ࠾᭩㢮ᑂᰝ࡛ Ꮫ㝔ࡢ3ྡ

⏕㸦ྡྂᒇ㸪ᚨᓥ㸪ᕞ㸧ࢆຍ࡚࠼ᐇ㸪(4)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥㄪᰝࡢᐇࡾࡓ࠶㸪ᆅඖࡢᓥ

᰿ᏛࡢᏛ⏕ㄪᰝࡢཧຍࢆࡅࡧ㸪3㸪4 ᖺ⏕ ࠼࠺ࡓࡗ⾜ࢆ㸪๓ᣦᑟ࡚ࡋᑐ⪅ᕼᮃࡢྡ 8

࡛ㄪᰝຍ࡚࠼ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ♫ேࡢᏛࡣࡋ┤ࡧ㸪ᐇ⦼ࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࡋ࡞㸪ᆅᇦ㈉⊩

⪅᮶ሙࡢࢺࢵ࣑ࢧࡢ࡛┴㮵ඣᓥࡓࢀࢃ⾜࡚ࡋ 289 ேࡸ㸪ᓥ᰿┴࡛ࠕࡢ࠸࡞ࢀࡋࡶࡿ࠼㞃ᒱᘚㅮ

ᗙࠖࡢ᮶ሙ⪅ 44ேࡣ㸪ࡃࢁࡦ♫ேࡢᏛࡢࡋ┤ࡧᶵᥦ౪ࡓࡗ⾜ࢆᤊࠋ࠸ࡼࡶ࡚࠼ᾘ⁛༴ᶵ᪉

ゝࡢ⥅ᢎࢆ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗࡘࡦࡢᥖࡤࢀࡍࡽࡇࡿ࠸࡚ࡆ㸪᪉ゝࡢ⥅ᢎ㛵ᚰࡀ㧗࠸

ᆅඖࡢ♫ேᑐࡣ࣮ࢼ࣑ࢭ࠺⾜࡚ࡋ᭷ព⩏࡛ࠋࡿ࠶ 

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

⏘ᴗ⏺ࡢ㐃ᦠࡣ࡚࠸ࡘ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᛶ᱁ୖ㸪≉ẁ⪃៖ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᆅᇦ♫ࡢ㐃ᦠ

ࡅ࠾㸦1㸧ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࠋࡓࢀࡉᒎ㛤⢭ຊⓗࡘ㸪ከᵝࡣ࡚࠸ࡘ

ࡿ 5 ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ᳝ࠗⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢసᡂᇶ࡙᳝ࡓ࠸ⴥ᪉ゝㄪᰝࠖࡢᐇ㸪

㸦2㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹྠ࡛ࡓࡗ࡞ࡇ࠾㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࡢᐇ㸪㸦3㸧㟷ᱵᕷ

❧ᅗ᭩㤋ࡢ㐃ᦠ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋ࡢ༠ຊࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢽࣗࢪࡿࡼ㛤ദ㸪㸦4㸧㮵ඣᓥ┴㸪ᓥ

᰿┴➼⮬యࡢඹദࢺࢵ࣑ࢧࡿࡼ㸪ࡢ࣮ࢼ࣑ࢭ㛤ദࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

⌫⌰㸪㸦1㸧ᩥᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪ࡣ࡚࠸ࡘ➼ㅮ⩏࣭ㅮ₇ࡅྥ⯡୍

Ꮫࡢඹദ࡛ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣࡿ࠶ゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ㸦⨾㸧in ㄽࠖࢆ㛤ദࡋ㸪289 ே
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㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

ᮏࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐇࡵࡓࡢୗᅗࠋࡿࡍ⧊⤌ࢆࣉ࣮ࣝࢢ࣭⌜✲◊ࡢ 

 

ࠊ௦࣭୰ྂୖࠋࡿࡍᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࡿࡍ࣮ࣂ࢝ࢆ࡛ࡲ࣭᫂ṇ௦ࡽ㸴ᖺ㛫࡛ዉⰋ௦ࡣࠖ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࠕ

୰ୡࠊ㏆ୡࠊ㏆௦ࡢ௦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࡈ㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㓄⨨ࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋ㛤Ⓨࠊࡓࡲࠋࡿࡓ࠶

㐃ᦠࢫࣃ࣮ࢥࠊࡣࠖ⌜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅࠕࠋ࠺⾜ࢆ✲◊࡚࠸ࡘሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ

ࢹ࡚ࡗ࡞୰ᚰࡀᑓ௵ᩍဨࠎྛࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࡢゝㄒᆅᅗࠊゝㄒグࠊ㎡᭩ྂࡵࡓࡿࡍ㛤Ⓨࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅࡓࡋ

࣏ㄒㄅሗࡓࡋྜ⤫ࢆሗࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅࢫࣃ࣮ࢥࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࡢᵓ⠏ࣝࢱ࣮࣏ࡓࡲࠋࡿࡍ㛤Ⓨࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮

ࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢ㏆ୡ࣭㏆௦ࠊ୰࣭ྂ୰ୡ௦ูࠊࡣࠖ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࠕࠋࡿࡓ࠶タィ࣭ᵓ⠏ࡢࢺࢧࣝࢱ࣮

ྛࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢㄒᙡ࣭ពࠊἲᩥࠊศ㔝ูࡓࡲࠋࡿࡓ࠶✲◊ࡢ᪥ᮏㄒࡢ௦ྛࡘࡘࡋ㐃ᦠ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ

ศ㔝ᩥࠊࡿࡓ࠶✲◊ࡢయ࣭㈨ᩱᛶࢫࣃ࣮ࢥࢀࡒࢀࡑࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࡢ㏣ຍࡿࡍ㈨ᩱ㛵ࡢࡇࠋ࠺⾜ࢆ✲◊ࡿࡍ

グሗ⾲ࠕࡢ୰ࡢᵓ⠏ࠖࡢ᭩≀Ꮫྜ⥲ࡿࡼྜ⼥ศ㔝␗ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺᇶᖿࡢே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓࠊ

ࢥࡣ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࠋ࠺⾜ࢆ✲◊ࡢグ⾲࡚ࡋ㐃ᦠ⧊⤌✲◊ࡢ⢭⦓ࠖࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ࠼ຍࢆ᭩ㄅᙧែሗ

 ࠋࡿࡏࡉཧຍࢆ⪅✲◊ⱝᡭࡴྵࢆ⏕PD࣭Ꮫ㝔ࠊ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮

 

�⏬ᖺḟィڦ

ͤྛᖺࠊ◊✲Ⓨ⾲㸦ࡴྵࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸧࣭ㅮ⩦ࢆ 1ᅇ௨ୖ㛤ദࡣ⛠ྡࡢࢫࣃ࣮ࢥࣈࢧࠋࡿࡍ௬⛠ࠋ 

�� ᖹᡂ 28ᖺᗘ䠄䠍ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆ㸧ࢱ࣮ࢹࢥ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖ㸦ኴ㝧࣭ዪᛶ㞧ㄅ㠀ࠕࠊࠖ⾜㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖ࠕ࣭

࣭᪥ᮏㄒᏛ࡛࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㛤ദࠋ 

�� ᖹᡂ 29ᖺᗘ䠄䠎ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆỤᡞ௦⦅Ϩὗⴠᮏࠖࠕࠊ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠖࠕ࣭

࣭᭩ࡁゝⴥࢫࣃ࣮ࢥධ㛛᭩ࢆᇳ➹ࠋ 

�� ᖹᡂ 30ᖺᗘ䠄䠏ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆ࣭᫂ṇ⦅ϩᩍ⛉᭩ࠖࠕࠊỤᡞ௦⦅ϩேᮏࠖࠕ࣭

࣭ྂ㎡᭩ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹヨస∧ࢆබ㛤ࠋ 

Ɣ㸱ᖺ┠ࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀�

 ࠋࡿࡍබ㛤ࢆࢫࣃ࣮ࢥࣈࢧࡢୗグࡋᣑᙇࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࡣ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ

㏻䝁䞊䝟䝇䛾ᵓ⠏䛸᪥ᮏㄒྐ◊✲䛾᪂ᒎ㛤 䝥䝻䝆䜵䜽䝖 

䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏⌜ 

㏆௦ 

㏆ୡ 

୰ୡ 

ୖ௦䞉୰ྂ 

䜰䝜䝔䞊䝅䝵䞁 

ㄒㄅ䝕䞊䝍䝧䞊䝇⌜ 

ྂ㎡᭩䠣 

ゝㄒグ䠣 

ゝㄒᆅᅗ䠣 

䝫䞊䝍䝹ᵓ⠏䠣 

䝁䞊䝟䝇ά⏝⌜ 

䠄௦ู◊✲䠅 

ୖ௦G䚸୰ྂ䞉୰ୡ
䠣䚸㏆ୡ䞉㏆௦䠣 

䠄䝔䞊䝬ู◊✲䠅 

ᩥἲ䠣䚸ㄒᙡ䞉ព
䠣䚸ᩥయ䞉㈨ᩱᛶ䠣 
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㏻ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢ᪂ᒎ㛤 

 㸸ᑠᮌ᭮ ᬛಙ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

  

ᮏୖࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ௦㸦ዉⰋ௦㸧ࡽ㏆௦ࡢ࡛ࡲ᪥ᮏㄒ㈨ᩱࢫࣃ࣮ࢥࢆࠊࡋ᪥ᮏㄒࡢṔྐ◊✲࡞⬟ྍࡀ㏻࣮ࢥ

᪥ᮏㄒྐࡽほⅬ࡞ࡓ᪂࡛ࡇࡿࡍ⏝άࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭ࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍᵓ⠏ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢㄒㄅࢫࣃ

㈨ᩱࡢᐃ≉ࡀ✲◊ࠊࡽᚲせ࠺ᢅࡾྲྀࢆ⫣ᩥ࡞ࡲࡊࡲࡉࡿࡍᚲせࢆᑓ㛛▱㆑ࠊࡣ✲◊᪥ᮏㄒྐࡢᚑ᮶ࠋࡿࡍᒎ㛤ࢆ✲◊

᪥ᮏㄒྐయࡃ࡞࡛ࡅࡔ㈨ᩱࡢಶู࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ⏝άࡋᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠋࡓࡗ࠶࡛ࡕࡀࡾ࡞ࡢࡶࡓࡗ೫ᙧᘧࡸ

ᑟධࢆᡭἲ✲◊࠸ࡋ᪂ࡓࡁ࡚ࢀࢃゝㄒᏛ࡛ᇵࢫࣃ࣮ࢥࡽࡉࠋࡿࡍ⬟ྍࢆࡇࡿࡍᒎ㛤ࢆ✲◊ࡓぢࡽどⅬ࡞ࣟࢡ࣐ࢆ

 ࠋࡿࡍᒎ㛤ࢆ✲◊ࡢࡽどⅬࡓࡗ࡞࠼⾜ᚑ᮶ࠊࡋ

᪤ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛ࠗࡣ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᮏࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㏻ࣃ࣮ࢥ

➨ࠋࡿࡍᣑᙇᖜࡵࡓࡿࡍ⬟ྍ⏝࡚ࡋࢫ 2ᮇ୰ᮇィ⏬࡛ᵓ⠏῭ࠕࡢࡳᖹᏳ௦⦅ 㸦ࠖᖹᏳ௬ྡᩥᏛసရ㸧ࠕࠊᐊ

⏫௦⦅ࠖ㸦≬ゝ㸧➼ຍୖࠊ࠼௦ࡢⴥ㞟࣭ᐉࠊ୰ྂ௨㝆ࡢḷ㞟ࠊ୰ୡࣥࢱࢩࣜ࢟ࡢ㈨ᩱ࣭㌷グ≀࣭ᢒ≀ࠊ㏆ୡࡢ

ὗⴠᮏ࣭ேᮏࠊ㏆௦ࡢ㞧ㄅ࣭ᩍ⛉᭩࣭ᩥᏛసရ➼࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥࣈࢧࢆ㏣ຍࠊࡶࡢࡇࠋࡿࡍ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ࡍ

ࢥࠊࡓࡲࠋࡿࡏࡉᡂ࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࡄ⧄ᮏ୍ࢆ᪥ᮏㄒࡢ࡛ࡲ㏆௦ࡽ௦ୖࠊࡋ㏣ຍࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋ㑅ᐃࢆ㈨ᩱࡿ

Ṕྐࡢ᪥ᮏㄒࡎࡽ࡞ࡳࡢ⪅✲◊ࠊࡋබ㛤ࢆࢪ࣮࣌ࣝࢱ࣮࣏ࡢㄒㄅሗࠊࡋᵓ⠏ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅࡓࡅ㛵㐃ࢫࣃ࣮

⯆ࢆᣢࡘேࠎᙺ❧ࡘሗࢆᥦ౪ࢆࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿࡍά⏝ୖࠊࡣ⌜✲◊ࡿࡍ௦ࠊ୰࣭ྂ୰ୡࠊ㏆ୡ࣭㏆௦ྛࡢ௦ูࡢ

࣮ࣂ࣓ࣥࡿࢃᦠᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡅタࢆࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢウ᳨ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㈨ᩱᛶ࣭ࠊἲ࣭ㄒᙡᩥࠊࡢࣉ࣮ࣝࢢ✲◊

 ࠋࡿࡍᒎ㛤ࢆάື✲◊࡚ࡋཧຍࡀဨࡶ

ே㛫ᩥ◊✲ᶵࡧࡼ࠾ࠊ࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᏛᮾὒᏛ㒊᪥ᮏㄒࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶ᐇࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࠾࡞

ᵓࡢᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺᇶᖿ◊✲ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ␗ศ㔝⼥ྜࡿࡼ⥲ྜ᭩≀Ꮫࡢᵓ⠏ࠖࡢ୰ࠕࡢ⾲グሗ᭩ㄅᙧែሗࢆຍ࠼

ࣝࢱࢪࢹࡁᇶ࡙ᥦᦠࡢᐇ㊶ዪᏊᏛࠊࡓࡲࠋ࠺⾜࡚ࡋ㐃ᦠ⢭⦓ࠖ㸦௦⾲⪅࣭㧗⏣ᬛ㸧ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ

ࡓࢀࡉᡤⶶ㈨ᩱࡢά⏝ࢆᅗࠋࡿ 
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㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

ᮏࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐇࡵࡓࡢୗᅗࠋࡿࡍ⧊⤌ࢆࣉ࣮ࣝࢢ࣭⌜✲◊ࡢ 

 

ࠊ௦࣭୰ྂୖࠋࡿࡍᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࡿࡍ࣮ࣂ࢝ࢆ࡛ࡲ࣭᫂ṇ௦ࡽ㸴ᖺ㛫࡛ዉⰋ௦ࡣࠖ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࠕ

୰ୡࠊ㏆ୡࠊ㏆௦ࡢ௦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࡈ㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㓄⨨ࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋ㛤Ⓨࠊࡓࡲࠋࡿࡓ࠶

㐃ᦠࢫࣃ࣮ࢥࠊࡣࠖ⌜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅࠕࠋ࠺⾜ࢆ✲◊࡚࠸ࡘሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ

ࢹ࡚ࡗ࡞୰ᚰࡀᑓ௵ᩍဨࠎྛࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࡢゝㄒᆅᅗࠊゝㄒグࠊ㎡᭩ྂࡵࡓࡿࡍ㛤Ⓨࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅࡓࡋ

࣏ㄒㄅሗࡓࡋྜ⤫ࢆሗࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅࢫࣃ࣮ࢥࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࡢᵓ⠏ࣝࢱ࣮࣏ࡓࡲࠋࡿࡍ㛤Ⓨࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮

ࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢ㏆ୡ࣭㏆௦ࠊ୰࣭ྂ୰ୡ௦ูࠊࡣࠖ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࠕࠋࡿࡓ࠶タィ࣭ᵓ⠏ࡢࢺࢧࣝࢱ࣮

ྛࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢㄒᙡ࣭ពࠊἲᩥࠊศ㔝ูࡓࡲࠋࡿࡓ࠶✲◊ࡢ᪥ᮏㄒࡢ௦ྛࡘࡘࡋ㐃ᦠ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ

ศ㔝ᩥࠊࡿࡓ࠶✲◊ࡢయ࣭㈨ᩱᛶࢫࣃ࣮ࢥࢀࡒࢀࡑࠊࡁ⨨ࢆࣉ࣮ࣝࢢࡢ㏣ຍࡿࡍ㈨ᩱ㛵ࡢࡇࠋ࠺⾜ࢆ✲◊ࡿࡍ

グሗ⾲ࠕࡢ୰ࡢᵓ⠏ࠖࡢ᭩≀Ꮫྜ⥲ࡿࡼྜ⼥ศ㔝␗ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺᇶᖿࡢே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓࠊ

ࢥࡣ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࠋ࠺⾜ࢆ✲◊ࡢグ⾲࡚ࡋ㐃ᦠ⧊⤌✲◊ࡢ⢭⦓ࠖࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ࠼ຍࢆ᭩ㄅᙧែሗ

 ࠋࡿࡏࡉཧຍࢆ⪅✲◊ⱝᡭࡴྵࢆ⏕PD࣭Ꮫ㝔ࠊ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮

 

�⏬ᖺḟィڦ

ͤྛᖺࠊ◊✲Ⓨ⾲㸦ࡴྵࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸧࣭ㅮ⩦ࢆ 1ᅇ௨ୖ㛤ദࡣ⛠ྡࡢࢫࣃ࣮ࢥࣈࢧࠋࡿࡍ௬⛠ࠋ 

�� ᖹᡂ 28ᖺᗘ䠄䠍ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆ㸧ࢱ࣮ࢹࢥ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖ㸦ኴ㝧࣭ዪᛶ㞧ㄅ㠀ࠕࠊࠖ⾜㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖ࠕ࣭

࣭᪥ᮏㄒᏛ࡛࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㛤ദࠋ 

�� ᖹᡂ 29ᖺᗘ䠄䠎ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆỤᡞ௦⦅Ϩὗⴠᮏࠖࠕࠊ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠖࠕ࣭

࣭᭩ࡁゝⴥࢫࣃ࣮ࢥධ㛛᭩ࢆᇳ➹ࠋ 

�� ᖹᡂ 30ᖺᗘ䠄䠏ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆ࣭᫂ṇ⦅ϩᩍ⛉᭩ࠖࠕࠊỤᡞ௦⦅ϩேᮏࠖࠕ࣭

࣭ྂ㎡᭩ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹヨస∧ࢆබ㛤ࠋ 

Ɣ㸱ᖺ┠ࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀�

 ࠋࡿࡍබ㛤ࢆࢫࣃ࣮ࢥࣈࢧࡢୗグࡋᣑᙇࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࡣ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ

㏻䝁䞊䝟䝇䛾ᵓ⠏䛸᪥ᮏㄒྐ◊✲䛾᪂ᒎ㛤 䝥䝻䝆䜵䜽䝖 

䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏⌜ 

㏆௦ 

㏆ୡ 

୰ୡ 

ୖ௦䞉୰ྂ 

䜰䝜䝔䞊䝅䝵䞁 

ㄒㄅ䝕䞊䝍䝧䞊䝇⌜ 

ྂ㎡᭩䠣 

ゝㄒグ䠣 

ゝㄒᆅᅗ䠣 

䝫䞊䝍䝹ᵓ⠏䠣 

䝁䞊䝟䝇ά⏝⌜ 

䠄௦ู◊✲䠅 

ୖ௦G䚸୰ྂ䞉୰ୡ
䠣䚸㏆ୡ䞉㏆௦䠣 

䠄䝔䞊䝬ู◊✲䠅 

ᩥἲ䠣䚸ㄒᙡ䞉ព
䠣䚸ᩥయ䞉㈨ᩱᛶ䠣 
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㏻ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢ᪂ᒎ㛤 

 㸸ᑠᮌ᭮ ᬛಙ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

  

ᮏୖࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ௦㸦ዉⰋ௦㸧ࡽ㏆௦ࡢ࡛ࡲ᪥ᮏㄒ㈨ᩱࢫࣃ࣮ࢥࢆࠊࡋ᪥ᮏㄒࡢṔྐ◊✲࡞⬟ྍࡀ㏻࣮ࢥ

᪥ᮏㄒྐࡽほⅬ࡞ࡓ᪂࡛ࡇࡿࡍ⏝άࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭ࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍᵓ⠏ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢㄒㄅࢫࣃ

㈨ᩱࡢᐃ≉ࡀ✲◊ࠊࡽᚲせ࠺ᢅࡾྲྀࢆ⫣ᩥ࡞ࡲࡊࡲࡉࡿࡍᚲせࢆᑓ㛛▱㆑ࠊࡣ✲◊᪥ᮏㄒྐࡢᚑ᮶ࠋࡿࡍᒎ㛤ࢆ✲◊

᪥ᮏㄒྐయࡃ࡞࡛ࡅࡔ㈨ᩱࡢಶู࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ⏝άࡋᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠋࡓࡗ࠶࡛ࡕࡀࡾ࡞ࡢࡶࡓࡗ೫ᙧᘧࡸ

ᑟධࢆᡭἲ✲◊࠸ࡋ᪂ࡓࡁ࡚ࢀࢃゝㄒᏛ࡛ᇵࢫࣃ࣮ࢥࡽࡉࠋࡿࡍ⬟ྍࢆࡇࡿࡍᒎ㛤ࢆ✲◊ࡓぢࡽどⅬ࡞ࣟࢡ࣐ࢆ

 ࠋࡿࡍᒎ㛤ࢆ✲◊ࡢࡽどⅬࡓࡗ࡞࠼⾜ᚑ᮶ࠊࡋ

᪤ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛ࠗࡣ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᮏࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㏻ࣃ࣮ࢥ

➨ࠋࡿࡍᣑᙇᖜࡵࡓࡿࡍ⬟ྍ⏝࡚ࡋࢫ 2ᮇ୰ᮇィ⏬࡛ᵓ⠏῭ࠕࡢࡳᖹᏳ௦⦅ 㸦ࠖᖹᏳ௬ྡᩥᏛసရ㸧ࠕࠊᐊ

⏫௦⦅ࠖ㸦≬ゝ㸧➼ຍୖࠊ࠼௦ࡢⴥ㞟࣭ᐉࠊ୰ྂ௨㝆ࡢḷ㞟ࠊ୰ୡࣥࢱࢩࣜ࢟ࡢ㈨ᩱ࣭㌷グ≀࣭ᢒ≀ࠊ㏆ୡࡢ

ὗⴠᮏ࣭ேᮏࠊ㏆௦ࡢ㞧ㄅ࣭ᩍ⛉᭩࣭ᩥᏛసရ➼࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥࣈࢧࢆ㏣ຍࠊࡶࡢࡇࠋࡿࡍ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ࡍ

ࢥࠊࡓࡲࠋࡿࡏࡉᡂ࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࡄ⧄ᮏ୍ࢆ᪥ᮏㄒࡢ࡛ࡲ㏆௦ࡽ௦ୖࠊࡋ㏣ຍࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋ㑅ᐃࢆ㈨ᩱࡿ

Ṕྐࡢ᪥ᮏㄒࡎࡽ࡞ࡳࡢ⪅✲◊ࠊࡋබ㛤ࢆࢪ࣮࣌ࣝࢱ࣮࣏ࡢㄒㄅሗࠊࡋᵓ⠏ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅࡓࡅ㛵㐃ࢫࣃ࣮

⯆ࢆᣢࡘேࠎᙺ❧ࡘሗࢆᥦ౪ࢆࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿࡍά⏝ୖࠊࡣ⌜✲◊ࡿࡍ௦ࠊ୰࣭ྂ୰ୡࠊ㏆ୡ࣭㏆௦ྛࡢ௦ูࡢ

࣮ࣂ࣓ࣥࡿࢃᦠᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡅタࢆࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢウ᳨ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㈨ᩱᛶ࣭ࠊἲ࣭ㄒᙡᩥࠊࡢࣉ࣮ࣝࢢ✲◊

 ࠋࡿࡍᒎ㛤ࢆάື✲◊࡚ࡋཧຍࡀဨࡶ

ே㛫ᩥ◊✲ᶵࡧࡼ࠾ࠊ࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᏛᮾὒᏛ㒊᪥ᮏㄒࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶ᐇࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࠾࡞

ᵓࡢᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺᇶᖿ◊✲ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ␗ศ㔝⼥ྜࡿࡼ⥲ྜ᭩≀Ꮫࡢᵓ⠏ࠖࡢ୰ࠕࡢ⾲グሗ᭩ㄅᙧែሗࢆຍ࠼

ࣝࢱࢪࢹࡁᇶ࡙ᥦᦠࡢᐇ㊶ዪᏊᏛࠊࡓࡲࠋ࠺⾜࡚ࡋ㐃ᦠ⢭⦓ࠖ㸦௦⾲⪅࣭㧗⏣ᬛ㸧ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ

ࡓࢀࡉᡤⶶ㈨ᩱࡢά⏝ࢆᅗࠋࡿ 

Ⅵ 外部評価報告書 215



45 

 

7. ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢࡑ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛵㐃◊✲ࠊ࡚ࠗ࠸ࡘ ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘Ꮫ⏺ᒎᮃ㸦➨ 12ᕳ 3ྕ p.32㸧࡚࠸࠾ⓑⓒྜዪ

ᏊᏛ୰㔛⌮Ꮚᩍᤵ2014ࠕࡾࡼᖺ 3᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡾࡼ᪥ᮏㄒṔྐࠕࢫࣃ࣮ࢥᖹᏳ௦⦅ᡂ∧ ࠊࢀࡉබ㛤ࡀࠖ

⌧ᅾࠕࡣᐊ⏫௦⦅ I≬ゝ ࠊࠗࡣ࡚࠸ࡘࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉබ㛤ࡶ➼ࠖ⦆Ụᡞ௦ࠕ∧ヨసࠊࠖ ᪥ᮏㄒᏛ࠘(33-14, 

2014.11㸧 ࡢ≉㞟ࠕ᪥ᮏㄒྐ◊✲Ṕྐࠊࡸ ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙ⦅ࠗࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊

✲ 㸦࠘ࡌࡘࡦ᭩ᡣ. 2015.10)ࡢࡑࠊ࡚ࡗࡼព⩏ά⏝ἲࢆලయⓗࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡀࢫࣃ࣮ࢥ㔜

せ࡞⨨ࢆ༨ࢆࡇࡿࡵᨵ࡚ࡵឤࡿࡌ㸦ୗ␎ࠊୗⅬ⥺ᘬ⏝⪅㸧ࠖ ࡿࡼ㜰Ꮫ⏣㔝ᮧᛅ ᩍᤵࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡉホ౯

᭩ホࠕ㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙ⦅ࠗࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘ࠖ㸦ࠗ ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘➨ 12ᕳ 4ྕ 2016ᖺ 10᭶㸧

ฟࡿࡍ⏬ࢆ௦ࡢྐ✲◊᪥ᮏㄒࡣᡂࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࡓࢀࡉ♧ࡢᛂ⏝ࠊࢀࡽ㏙ࡀ␎ᮏ᭩࡛ᴫࠕࠊࡶ࡛

᮶ࠋࠖ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞㸦p.158㸧ホ౯ࠋࡓࢀࡉ 

 Japanࠕ࡚࠸࠾⛉✲◊ᮾிእᅜㄒᏛᅜ㝿᪥ᮏᏛࡿ࠶㐃ᦠᏛ㝔࡛ࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ.8

Studies I ᪥ᮏㄒᏛධ㛛ࢫࣃ࣮ࢥ Japan Studies IIࠕࠖ ᪥ᮏㄒࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇࠋࡓࡋ 

ࡵࡓࡢᬑཬࡢ✲◊ࢫࣃ࣮ࢥ.9 NINJALࠕࠗࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝ᳨ࠖࡿࡼ⣴㞟ィ

ࢆࠖ̿ 9᭶㸦㜰㸧2ࠊ᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

10.ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛࡣ 4ᶵ㛵㸧࡛ࠋࡿ࠶ 

ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡵࡓࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ .11 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ5ྡ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ 1ྡ㞠⏝ࠋࡓࡋ 

ࡢ⢭⦓ࠖࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ࠼ຍࢆ᭩ㄅᙧែሗグሗ⾲ࠕࡢ୰ࡢᵓ⠏ࠖࡢ᭩≀Ꮫྜ⥲ࡿࡼྜ⼥ศ㔝␗ࠕ.12

 ࠋࡓࡋᐇࢆ✲◊࡚ࡋ㐃ᦠ⧊⤌✲◊

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ࠕ.1 1,400ㄒ 㸧ࢆ 2016ᖺ 10᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

⾜㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖ࠕ.2 㸦ࠖ5సရࠊ⣙ 11ㄒ㸧ࢆ 2017ᖺ 3᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

ᖹᡂࠊࡋഛᩚࢆ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࡧࡼ࠾ዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠖࠕ.3 29ᖺᗘබ㛤ࡢࡵࡓࡿࡍ‽ഛࢆணᐃ

㏻ࠋࡓࡗ⾜ࡾ 

4.᪥ᮏㄒᏛᏘ㸦2016 ᖺ 5᭶ࠊᏛ⩦㝔Ꮫ㸧ࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊ࡚࠸࠾ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ

㢟̿ࠕ㏻ࢆ࡚ࠖ̿ࡋࡊࡵࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ㛤ദࡋ⣙  ࠋࡓࡋཧຍࡀ80ྡ

5. ࠗ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ࡢㅮ⩦࡚ࡋ NINJALࠕࠗࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ㛛ࠖࢆ 9

᭶㜰࡛⾜࠸ 2017ᖺࠊཧຍࡀ18ྡ 2᭶ᮾி࡛㛤ദࡋ  ࠋࡓࡋཧຍࡀ32ྡ

6.ᚋ 3᭶ 11᪥ࠕ㏻࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠖࢫࣃ࣮ࢥ 2017 ⪅㸦ཧຍࡓࡋබ㛤࡛㛤ദࢆ 78ྡ㸧ࠋ 

7.ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᬑཬάືࢫࣃ࣮ࢥࠊࡶ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋ୰⣡ゝࢨ࣮ࣘࡢⓏ㘓࡛ࣈ࢙࢘ࢆ

2016ࠊ࡛ࡇࡓࡋഛᩚࢆ࣒ࢸࢫࢩⓏ㘓࠸ࡍࡸࡋ⏝ࠊࡋᑟධࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿࡅࡅཷ ᖺ 4᭶㹼12᭶࡛ࡅࡔ 2,050 ྡ௨ୖ

ィ⣙ࠊࡾ࠶ࡀ࣮ࢨ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࡢ 㸦2016ᖺࡓࡗ࡞2,700ྡ 12᭶⌧ᅾ㸧ࠋ 

8.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡣ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡚࠸࠾ᗈࡃཧ↷ࢆࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ┤᥋⏝ࡓࡋ◊✲ㄽᩥ㸦Ꮫண✏

㞟ࡴྵࢆ㸧ࡀ 2016ᖺ 4᭶ࡽ 10᭶༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫࡛ 33௳Ⓨ⾲ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝࣜࠕࢺࢫCHJࡓ࠸⏝ࢆ◊✲ᴗ⦼

୍ぴࠖࢆసᡂࠊࡋWebࡢ࡛ୖࢪ࣮࣌බ㛤ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࠊࠗࡵࡓࡿࡍᣑࢆ㇟ᑐࡢ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ .1 ᪥ᮏㄒṔྐࢫࣃ࣮ࢥ ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠕࡢ࠘ vࠖer. 1.0

㸦⣙ 1,400ㄒ 㸧ࠕࡧࡼ࠾ࠊ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖࠕ༑භኪ᪥グ ⾜ᮾ㛵⣖ࠕࠖ ᾏ㐨グࠕࠖ ᘓ♩㛛㝔ྑிኵ㞟ࠕࠖ ࠕࠖ

ࡢࠖࡾࡓࡀࡎࡣ 5సရࠊィ⣙ 11ㄒ㸧ࡢᵓ⠏ࢆࠋࡓࡋ 

2.᮶ᖺᗘ௨㝆ࡢ◊✲ά⏝ࡢ‽ഛࠕࠊࡵࡓࡢዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟 ࡢᮏᩥ࣭ᙧែㄽሗࡢ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊࠖ

ᩚഛࢆணᐃ㏻ࡾᐇࠋࡓࡋ 

3㸬ࢫࣃ࣮ࢥά⏝⌜ࡢ◊✲ࣉ࣮ࣝࢢྛࢆศྜ࡚ࢀィ 12ᅇ⾜ࡢࡇࠊ࠸୰࡛ձ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ࡿࡍ㈨ᩱ㑅ᐃ㈨ᩱᛶ

᳨ウࠊղ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ࠊ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍճࢆࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡓࡋ᪥ᮏㄒྐࠋࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ࡢ 

4㸬ࢫࣃ࣮ࢥά⏝⌜ࢆ୰ᚰࡿࡍయࡢ◊✲ᡂᯝࡢⓎ⾲ࠕ࡚ࡋ㏻࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠖࢫࣃ࣮ࢥ ࢆ2017 3᭶ 11᪥㛤ദ

⾲Ⓨ⾲㸦ཱྀ㢌Ⓨ✲◊ࡢ௳18ࠊࡋ ⾲Ⓨ࣮ࢱࢫ࣏ࠊ௳8 10௳㸧ࡓࡗ⾜ࢆ㸦ཧຍ⪅ᩘ 78ྡ㸧ࠋ 

࠺⾜ࢆᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢ⫱᪉ゝ࣭᪥ᖖヰ࣭᪥ᮏㄒᩍࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆウ᳨ࡢࡽど㔝࠸ᗈ࡚࠸ࡘ⏝άᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ.5

ࢆ࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥࠕ࡛ྠྜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 3᭶ 9᪥㛤ദࡓࡋ㸦ཧຍ⪅ ⏕Ꮫࡕ࠺ࠊ112ྡ 13ྡ㸧ࠋ 

ㄽᩥ࡛࡚ࡵྵࢆ✲◊ࡿࡍ㛵㐃࠸࡞ࡲྵࢆㅰ㎡ࠊࡣᡂᯝࡢάື✲◊ࡿࡍ㛵㐃ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ.6 ࡛⾲Ⓨ✲◊ࠊ௳56 ཬ௳79

 ࠋࡓࡗᅇୖࡃࡁࢆ⏬ィࠊࡧ

᫂ࠕ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖࠕዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠖࠕ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠖ⾜㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖ࠕ

࣭ṇ⦅ϩᩍ⛉᭩ࠖࠕࠊỤᡞ௦⦅ϨὗⴠᮏࠖࠕỤᡞ௦⦅ϩேᮏࠖ 

ㄒㄅࠊࡣ⌜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅ୍ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㒊࡚ྂࡋ㎡᭩ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹヨ⾜∧ࢆබ㛤ࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿࡍά⏝⌜࣡ࠊࡣ

ࢆබ㛤◊✲࣭ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮ 2 ᅇ௨ୖࠊᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1 ᅇ㛤ദࠊࡋ᭩⡠ 1 ࢆห⾜ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡓࡲࠋࡿࡍయ

ࡢࡅྥ⯡୍࡚ࡋ NINJALࢆ࣒࣮࢛ࣛࣇ 1ᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

�� ᖹᡂ 31ᖺᗘ䠄䠐ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆዉⰋ௦⦅ϩᐉࠖࠕࠊḷ㞟⦅㸦ඵ௦㞟㸧ࠖࠕ࣭

�� ᖹᡂ 32ᖺᗘ䠄䠑ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆỤᡞ௦⦅Ϫ㏆ᯇࠖࠕࠊ㙊௦⦅Ϫ㌷グࠖࠕࠊ࣭᫂ṇ⦅ϪᩥᏛసရࠖࠕ࣭

࣭ㄒㄅሗࡢࢺࢧࣝࢱ࣮࣏බ㛤ࠋ 

࣭◊✲ㄽᩥ㞟ࡢฟ∧ࠋ 

Ɣ㸳ᖺ┠ࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀�

ࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐ࡚ࠗࡋࢫࣃ࣮ࢥࡿࡁ࡛ࡀ✲◊࡞㏻ⓗࡢ࡛ࡲ࣭᫂ṇ௦ࡽዉⰋ௦ࠊࡣ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ

ᣑᙇࡋබ㛤ࠋࡿࡍㄒㄅྛࠊࡣ⌜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ㄒㄅࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᵓ⠏ࠊࡋㄒㄅሗࢆࢺࢧࣝࢱ࣮࣏ࡢබ㛤࣮ࢥࠋࡿࡍ

ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࠊࡣ⌜⏝άࢫࣃ 1ᅇ㛤ദࠊࡋ◊✲ㄽᩥ㞟ࢆ 1௨ୖฟ∧ࠋࡿࡍ 

�� ᖹᡂ 33ᖺᗘ䠄䠒ᖺ┠䠅 

࣭ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢫࣃ࣮ࢥ 㸦࠘ዉⰋ௦㹼࣭᫂ṇ௦㸧ࡢᣑᙇࠋ 

࣭ㄒㄅሗࡢࢺࢧࣝࢱ࣮࣏ᡂࠋ 
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7. ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢࡑ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛵㐃◊✲ࠊ࡚ࠗ࠸ࡘ ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘Ꮫ⏺ᒎᮃ㸦➨ 12ᕳ 3ྕ p.32㸧࡚࠸࠾ⓑⓒྜዪ

ᏊᏛ୰㔛⌮Ꮚᩍᤵ2014ࠕࡾࡼᖺ 3᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡾࡼ᪥ᮏㄒṔྐࠕࢫࣃ࣮ࢥᖹᏳ௦⦅ᡂ∧ ࠊࢀࡉබ㛤ࡀࠖ

⌧ᅾࠕࡣᐊ⏫௦⦅ I≬ゝ ࠊࠗࡣ࡚࠸ࡘࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉබ㛤ࡶ➼ࠖ⦆Ụᡞ௦ࠕ∧ヨసࠊࠖ ᪥ᮏㄒᏛ࠘(33-14, 

2014.11㸧 ࡢ≉㞟ࠕ᪥ᮏㄒྐ◊✲Ṕྐࠊࡸ ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙ⦅ࠗࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊

✲ 㸦࠘ࡌࡘࡦ᭩ᡣ. 2015.10)ࡢࡑࠊ࡚ࡗࡼព⩏ά⏝ἲࢆලయⓗࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡀࢫࣃ࣮ࢥ㔜

せ࡞⨨ࢆ༨ࢆࡇࡿࡵᨵ࡚ࡵឤࡿࡌ㸦ୗ␎ࠊୗⅬ⥺ᘬ⏝⪅㸧ࠖ ࡿࡼ㜰Ꮫ⏣㔝ᮧᛅ ᩍᤵࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡉホ౯

᭩ホࠕ㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙ⦅ࠗࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘ࠖ㸦ࠗ ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘➨ 12ᕳ 4ྕ 2016ᖺ 10᭶㸧

ฟࡿࡍ⏬ࢆ௦ࡢྐ✲◊᪥ᮏㄒࡣᡂࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࡓࢀࡉ♧ࡢᛂ⏝ࠊࢀࡽ㏙ࡀ␎ᮏ᭩࡛ᴫࠕࠊࡶ࡛

᮶ࠋࠖ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞㸦p.158㸧ホ౯ࠋࡓࢀࡉ 

 Japanࠕ࡚࠸࠾⛉✲◊ᮾிእᅜㄒᏛᅜ㝿᪥ᮏᏛࡿ࠶㐃ᦠᏛ㝔࡛ࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ.8

Studies Iࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 Japan Studies IIࠕࠖ ᪥ᮏㄒࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇࠋࡓࡋ 

ࡵࡓࡢᬑཬࡢ✲◊ࢫࣃ࣮ࢥ.9 NINJALࠕࠗࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝ᳨ࠖࡿࡼ⣴㞟ィ

ࢆࠖ̿ 9᭶㸦㜰㸧2ࠊ᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

10.ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛࡣ 4ᶵ㛵㸧࡛ࠋࡿ࠶ 

ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡵࡓࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ .11 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ5ྡ PDࢆ࣮࢙ࣟࣇ 1ྡ㞠⏝ࠋࡓࡋ 

ࡢ⢭⦓ࠖࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ࠼ຍࢆ᭩ㄅᙧែሗグሗ⾲ࠕࡢ୰ࡢᵓ⠏ࠖࡢ᭩≀Ꮫྜ⥲ࡿࡼྜ⼥ศ㔝␗ࠕ.12

 ࠋࡓࡋᐇࢆ✲◊࡚ࡋ㐃ᦠ⧊⤌✲◊

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ࠕ.1 1,400ㄒ 㸧ࢆ 2016ᖺ 10᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

⾜㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖ࠕ.2 㸦ࠖ5సရࠊ⣙ 11ㄒ㸧ࢆ 2017ᖺ 3᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

ᖹᡂࠊࡋഛᩚࢆ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࡧࡼ࠾ዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠖࠕ.3 29ᖺᗘබ㛤ࡢࡵࡓࡿࡍ‽ഛࢆணᐃ

㏻ࠋࡓࡗ⾜ࡾ 

4.᪥ᮏㄒᏛᏘ㸦2016 ᖺ 5᭶ࠊᏛ⩦㝔Ꮫ㸧ࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊ࡚࠸࠾ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ

㢟̿ࠕ㏻ࢆ࡚ࠖ̿ࡋࡊࡵࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ㛤ദࡋ⣙  ࠋࡓࡋཧຍࡀ80ྡ

5. ࠗ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ࡢㅮ⩦࡚ࡋ NINJALࠕࠗࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ㛛ࠖࢆ 9

᭶㜰࡛⾜࠸ 2017ᖺࠊཧຍࡀ18ྡ 2᭶ᮾி࡛㛤ദࡋ  ࠋࡓࡋཧຍࡀ32ྡ

6.ᚋ 3᭶ 11᪥ࠕ㏻࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠖࢫࣃ࣮ࢥ 2017 ⪅㸦ཧຍࡓࡋබ㛤࡛㛤ദࢆ 78ྡ㸧ࠋ 

7.ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᬑཬάືࢫࣃ࣮ࢥࠊࡶ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋ୰⣡ゝࢨ࣮ࣘࡢⓏ㘓࡛ࣈ࢙࢘ࢆ

2016ࠊ࡛ࡇࡓࡋഛᩚࢆ࣒ࢸࢫࢩⓏ㘓࠸ࡍࡸࡋ⏝ࠊࡋᑟධࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿࡅࡅཷ ᖺ 4᭶㹼12᭶࡛ࡅࡔ 2,050 ྡ௨ୖ

ィ⣙ࠊࡾ࠶ࡀ࣮ࢨ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࡢ 㸦2016ᖺࡓࡗ࡞2,700ྡ 12᭶⌧ᅾ㸧ࠋ 

8.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡣ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡚࠸࠾ᗈࡃཧ↷ࢆࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ┤᥋⏝ࡓࡋ◊✲ㄽᩥ㸦Ꮫண✏

㞟ࡴྵࢆ㸧ࡀ 2016ᖺ 4᭶ࡽ 10᭶༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫࡛ 33௳Ⓨ⾲ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝࣜࠕࢺࢫCHJࡓ࠸⏝ࢆ◊✲ᴗ⦼

୍ぴࠖࢆసᡂࠊࡋWebࡢ࡛ୖࢪ࣮࣌බ㛤ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࠊࠗࡵࡓࡿࡍᣑࢆ㇟ᑐࡢ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ .1 ᪥ᮏㄒṔྐࢫࣃ࣮ࢥ ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠕࡢ࠘ vࠖer. 1.0

㸦⣙ 1,400ㄒ 㸧ࠕࡧࡼ࠾ࠊ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖࠕ༑භኪ᪥グ ⾜ᮾ㛵⣖ࠕࠖ ᾏ㐨グࠕࠖ ᘓ♩㛛㝔ྑிኵ㞟ࠕࠖ ࠕࠖ

ࡢࠖࡾࡓࡀࡎࡣ 5సရࠊィ⣙ 11ㄒ㸧ࡢᵓ⠏ࢆࠋࡓࡋ 

2.᮶ᖺᗘ௨㝆ࡢ◊✲ά⏝ࡢ‽ഛࠕࠊࡵࡓࡢዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟 ࡢᮏᩥ࣭ᙧែㄽሗࡢ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊࠖ

ᩚഛࢆணᐃ㏻ࡾᐇࠋࡓࡋ 

3㸬ࢫࣃ࣮ࢥά⏝⌜ࡢ◊✲ࣉ࣮ࣝࢢྛࢆศྜ࡚ࢀィ 12ᅇ⾜ࡢࡇࠊ࠸୰࡛ձ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ࡿࡍ㈨ᩱ㑅ᐃ㈨ᩱᛶ

᳨ウࠊղ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ࠊ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍճࢆࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡓࡋ᪥ᮏㄒྐࠋࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ࡢ 

4㸬ࢫࣃ࣮ࢥά⏝⌜ࢆ୰ᚰࡿࡍయࡢ◊✲ᡂᯝࡢⓎ⾲ࠕ࡚ࡋ㏻࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠖࢫࣃ࣮ࢥ ࢆ2017 3᭶ 11᪥㛤ദ

⾲Ⓨ⾲㸦ཱྀ㢌Ⓨ✲◊ࡢ௳18ࠊࡋ ⾲Ⓨ࣮ࢱࢫ࣏ࠊ௳8 10௳㸧ࡓࡗ⾜ࢆ㸦ཧຍ⪅ᩘ 78ྡ㸧ࠋ 

࠺⾜ࢆᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢ⫱᪉ゝ࣭᪥ᖖヰ࣭᪥ᮏㄒᩍࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆウ᳨ࡢࡽど㔝࠸ᗈ࡚࠸ࡘ⏝άᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ.5

ࢆ࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ࣮ࢥࠕ࡛ྠྜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 3᭶ 9᪥㛤ദࡓࡋ㸦ཧຍ⪅ ⏕Ꮫࡕ࠺ࠊ112ྡ 13ྡ㸧ࠋ 

ㄽᩥ࡛࡚ࡵྵࢆ✲◊ࡿࡍ㛵㐃࠸࡞ࡲྵࢆㅰ㎡ࠊࡣᡂᯝࡢάື✲◊ࡿࡍ㛵㐃ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ.6 ࡛⾲Ⓨ✲◊ࠊ௳56 ཬ௳79

 ࠋࡓࡗᅇୖࡃࡁࢆ⏬ィࠊࡧ

᫂ࠕ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖࠕዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠖࠕ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠖ⾜㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖ࠕ

࣭ṇ⦅ϩᩍ⛉᭩ࠖࠕࠊỤᡞ௦⦅ϨὗⴠᮏࠖࠕỤᡞ௦⦅ϩேᮏࠖ 

ㄒㄅࠊࡣ⌜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㄒㄅ୍ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㒊࡚ྂࡋ㎡᭩ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹヨ⾜∧ࢆබ㛤ࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿࡍά⏝⌜࣡ࠊࡣ

ࢆබ㛤◊✲࣭ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮ 2 ᅇ௨ୖࠊᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1 ᅇ㛤ദࠊࡋ᭩⡠ 1 ࢆห⾜ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡓࡲࠋࡿࡍయ

ࡢࡅྥ⯡୍࡚ࡋ NINJALࢆ࣒࣮࢛ࣛࣇ 1ᅇ㛤ദࠋࡿࡍ 

�� ᖹᡂ 31ᖺᗘ䠄䠐ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆዉⰋ௦⦅ϩᐉࠖࠕࠊḷ㞟⦅㸦ඵ௦㞟㸧ࠖࠕ࣭

�� ᖹᡂ 32ᖺᗘ䠄䠑ᖺ┠䠅 

 ࠋබ㛤ࢆỤᡞ௦⦅Ϫ㏆ᯇࠖࠕࠊ㙊௦⦅Ϫ㌷グࠖࠕࠊ࣭᫂ṇ⦅ϪᩥᏛసရࠖࠕ࣭

࣭ㄒㄅሗࡢࢺࢧࣝࢱ࣮࣏බ㛤ࠋ 

࣭◊✲ㄽᩥ㞟ࡢฟ∧ࠋ 

Ɣ㸳ᖺ┠ࡢ࡛ࡲᡂᯝ≀�

ࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐ࡚ࠗࡋࢫࣃ࣮ࢥࡿࡁ࡛ࡀ✲◊࡞㏻ⓗࡢ࡛ࡲ࣭᫂ṇ௦ࡽዉⰋ௦ࠊࡣ⌜ᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ

ᣑᙇࡋබ㛤ࠋࡿࡍㄒㄅྛࠊࡣ⌜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ㄒㄅࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᵓ⠏ࠊࡋㄒㄅሗࢆࢺࢧࣝࢱ࣮࣏ࡢබ㛤࣮ࢥࠋࡿࡍ

ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࠊࡣ⌜⏝άࢫࣃ 1ᅇ㛤ദࠊࡋ◊✲ㄽᩥ㞟ࢆ 1௨ୖฟ∧ࠋࡿࡍ 

�� ᖹᡂ 33ᖺᗘ䠄䠒ᖺ┠䠅 

࣭ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢫࣃ࣮ࢥ 㸦࠘ዉⰋ௦㹼࣭᫂ṇ௦㸧ࡢᣑᙇࠋ 

࣭ㄒㄅሗࡢࢺࢧࣝࢱ࣮࣏ᡂࠋ 
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5㸬ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥⱥᩥࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍సᡂࡋ 10᭶ࡾࡼᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

6.ᅜ㝿㆟࡛ィ  ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⾲Ⓨ✲◊ࡢ௳5

 

 㸴㸬ࡢࡑ 

ሗ࣭࣒ࢸࢫࢩ◊✲ᶵᵓேᩥᏛࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ඹྠ⏝࣮ࢱࣥࢭ‽ഛᐊ㸦ᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࠊ⤫ィᩘ⌮◊✲ᡤ㸧࣮ࢥࠊ

ࡢ⫣㏆௦ᩥࠊඹྠ࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ OCRᢏ⾡㛤Ⓨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢ‽ഛࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

᪥ᮏㄒࡢṔྐࢆ㏻ⓗࠗࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿࡍ✲◊᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࢆࢀࡇࠊࡋά⏝ࡓࡋ᪂࠸ࡋ᪥ᮏㄒྐ◊✲

⌧ᐇࢆࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢⓗ┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᮏࠊࡀࡇࡿࡍᬑཬࡃᗈࢆ⏝άࡢࢫࣃ࣮ࢥࡣࡽࡉࠊࡇࡿࡍᐇࢆ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢḟࡵࡓࡿࡍ

࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0ࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࠊࡵࡓࡿࡍᣑࢆ㇟ᑐࡢ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ

㸦⣙ 1,400 ㄒ 㸧ࠕࡧࡼ࠾ࠊ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ㸦ࠕ༑භኪ᪥グࠖࠕᮾ㛵⣖⾜ࠖࠕᾏ㐨グࠖࠕᘓ♩㛛㝔ྑிኵ

㞟ࠖࡢࠖࡾࡓࡀࡎࡣࠕ 5సရࠊィ⣙ 11ㄒ㸧ࡢᵓ⠏ࢆࠊࡓࡲࠋࡓࡋ᮶ᖺᗘ௨㝆ࡢ◊✲ά⏝ࡢ‽ഛࠕࠊࡵࡓࡢዉⰋ

௦⦅Ϩⴥ㞟  ࠋࡓࡋᐇࡾணᐃ㏻ࢆഛᩚࡢᮏᩥ࣭ᙧែㄽሗࡢ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊࠖ

ୖグ㈨ᩱࢆά⏝ࡓࡋ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࢆᒎ㛤ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡵࡓࡿࡍά⏝⌜ࡢ◊✲ࣉ࣮ࣝࢢྛࢆศྜ࡚ࢀィ 12ᅇ⾜ࡇࠊ࠸

άࢆࢫࣃ࣮ࢥճࠊ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍ㈨✲◊ղ᪥ᮏㄒྐࠊ㈨ᩱᛶ᳨ウ㈨ᩱ㑅ᐃࡿࡍ㈨✲◊୰࡛ձ᪥ᮏㄒྐࡢ

ࡋⓎ⾲ࡢᡂᯝ✲◊ࡢయࡿࡍ୰ᚰࢆ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ࡢ᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝ ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕ࡚

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ ࢆ2017 3᭶ 11 ᪥㛤ദࡢ௳18ࠊࡋ◊✲Ⓨ⾲㸦ཱྀ㢌Ⓨ⾲ ⾲Ⓨ࣮ࢱࢫ࣏ࠊ௳8 10௳㸧ࡓࡗ⾜ࢆ㸦ཧຍ⪅ᩘ 78

ྡ㸧ࠋ 

ඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㛵㐃ࡿࡍ◊✲άືࡢᡂᯝࠊࡣㅰ㎡࠸࡞ࡲྵࢆ㛵㐃࡚ࡵྵࢆ✲◊ࡿࡍㄽᩥ࡛ ⾲Ⓨ✲◊ࠊ௳56

࡛  ࠋࡓࡗᅇୖࡃࡁࢆ⏬ィࠊࡧཬ௳79

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢࡑ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛵㐃◊✲ࠗࠊ࡚࠸ࡘ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘Ꮫ⏺ᒎᮃ㸦➨ 12 ᕳ 3ྕ p.32㸧࡚࠸࠾ⓑⓒྜዪᏊ

Ꮫ୰㔛⌮Ꮚᩍᤵ2014ࠕࡾࡼ ᖺ 3 ᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡾࡼ᪥ᮏㄒṔྐࠕࢫࣃ࣮ࢥᖹᏳ௦⦅ᡂ∧ࠖࡀබ㛤ࠊࢀࡉ

⌧ᅾࠕࡣᐊ⏫௦⦅ I≬ゝ ⦆Ụᡞ௦ࠕ∧ヨసࠊࠖ ᪥ᮏㄒᏛࠊࠗࡣ࡚࠸ࡘࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉබ㛤ࡶࠖ➼ (࠘33-14, 2014.11㸧 

ࡌࡘࡦ᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘㸦ࢫࣃ࣮ࢥࠗ⦆㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙࠊࡸ ࠖࢫࣃ࣮ࢥṔྐ✲◊᪥ᮏㄒྐࠕ㞟≉ࡢ

᭩ᡣ. 2015.10)ࡢࡑࠊ࡚ࡗࡼព⩏ά⏝ἲࢆලయⓗࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡀࢫࣃ࣮ࢥ㔜せ࡞⨨ࢆ༨ࡵ

 ࠋࡓࢀࡉホ౯ୗⅬ⥺ᘬ⏝⪅㸧ࠖࠊ␎㸦ୗࡿࡌឤ࡚ࡵᨵࢆࡇࡿ

᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘ࠖ㸦ࠗࢫࣃ࣮ࢥࠗ⦆㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙࠕ᭩ホࡿࡼ㜰Ꮫ⏣㔝ᮧᛅ ᩍᤵࠊࡓࡲ ᪥ᮏㄒ

➨࠘✲◊ࡢ 12ᕳ 4ྕ 2016 ᖺ 10᭶㸧࡛ࠕࠊࡶᮏ᭩࡛ᴫ␎ࡀ㏙ࠊࢀࡽᛂ⏝ࠗࡓࢀࡉ♧ࡢ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ

ᡂࡣ᪥ᮏㄒ◊✲ྐࡢ௦ࡿࡍ⏬ࢆฟ᮶ࠋࠖ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞㸦p.158㸧ホ౯ࠋࡓࢀࡉ 

࠸࠾⛉✲◊ᮾிእᅜㄒᏛᅜ㝿᪥ᮏᏛࡿ࠶㐃ᦠᏛ㝔࡛ࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ  Japan Studiesࠕ࡚

Iࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 Japan Studies IIࠕࠖ ᪥ᮏㄒࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇࠋࡓࡋ 

ࡵࡓࡢᬑཬࡢ✲◊ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡲ NINJALࠕࠗࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝ᳨ࠖࡿࡼ⣴

㞟ィ̿ࠖࢆ 9᭶㸦㜰㸧2ࠊ᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࠋࡓࡋ 
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ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊୗࡢὶ༠ᐃᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜.9 PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇ

Ꮫὴ㐵ࡋⴥ㞟ࡢࢫࣃ࣮ࢥ⤫ㄒሗࠊ࡞࠺⾜ࢆ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀඹྠ◊✲ࢆ᥎㐍ࠋࡓࡋ 

10.ᐇ㊶ዪᏊᏛࡢὶ༠ᐃᇶ࡙ྠࠊࡁᏛᅗ᭩㤋ࡀᡤⶶࠗࡿࡍ᫇≀ㄒ㞟࠘ࡢ⏬ീබ㛤ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆබ㛤ணᐃ

 ࠋࡓᚓࢆ༠ຊࡢ㧗ᒸᕷⴥṔྐ㤋ࠊ࡚࠸ࡘࢱ࣮ࢹⴥ㞟ࡢ

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

1.Ꮫ㝔⏕ 5 ྡ㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡕ࠺㠀ᖖ◊✲ဨ 3 ྡ㸧ࠊPD 1࣮࢙ࣟࣇ ࡍ㛵➼㏆௦ㄒࠊࡏࡉཧຍ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࢆྡ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᣦᑟຓࡢ✲◊ࡿ

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

2㸬PD࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࣮࢙ࣟࣇ㞠⏝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ㠀ᖖ◊✲ဨᑐࡢࢫࣃ࣮ࢥࡋᵓ⠏࣭ά⏝ἲࢆᣦᑟࡼࡇࡿࡍ

᥇Ꮫ࡚ࡋ⫋⫱ᩍࡾࡼ᮶ᖺᗘࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡵດᡂ⫱ࡢேᮦࡿࡁᒎ㛤࡛ࢆ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥࠊࡾ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡳぢ㎸ࡿฟᩘ「ࡀ⪅ࡿࢀࡉ⏝

3.ே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉ PDࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇ㐃ᦠ༠ᐃඛ࡛ࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࡿ࠶Ꮫ

ὴ㐵ࠋࡓࡋ 

4.Ꮫ㝔⏕ࡽⱝᡭ◊✲⪅ᑐࠊ࡚ࡋ㏻ࢆࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡓࡋ◊✲Ⓨ⾲ࡢࡵࡓࡢ㈝⏝㸦ฟᙇ㈝ࠊཧຍ㈝㸧ࢆຓࠋࡓࡋ 

5.NINJAL୍࡚ࡋࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ⯡♫ேࡶᑐ㇟࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡢㅮ⩦ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1.(ᰴ)ᑠᏛ㤋ࡧࡼ࠾(ᰴ)ࢫࣥࣂࢻࢺࢵࢿ㐃ᦠ࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ᳨࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⣴ࠕࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ୰⣡ゝࠖࣃࣕࢪ

᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠕࢪࢵࣞࢼࣥ ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠕࠊࡓࡲࠋ㸦11᭶㸧ࡓࡋ⌧ᐇࢆࢡࣥࣜࢺࢡࣞࢲࡢࠖ ࠖ JKBooks

 ࠋ㸦10᭶㸧ࡓࡗ⾜ࢆࢡࣥࣜࡢኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീࠕ

2.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑ࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡋ↓ൾ୍࡚⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

㟁Ꮚ㎡᭩ࡢ⏝ᙧែ⣲ゎᯒ࡚ࡋ༠ຊ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ.3 UniDic Webࠕ࣮ࣝࢶ⏝ゎᯒࡿࡼࢀࡇࠊࡋᣑࢆ Ⲕࠖࡵࡲ

 ࠋࡓࡋබ㛤⯡୍࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࢆ

4.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ࡢㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆᐇࠋࡓࡋ 

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

௦ㄒୖࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀㄒሗ⤫ࠊᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢඹྠ࡛ⴥ㞟࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᏛᮾὒᏛ㒊᪥ᮏㄒࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜.1

ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ඹྠ࡛ࢆ✲◊ࡿࡍ㛵 PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇᏛ

 ࠋࡓࡋ᥎㐍ࢆ✲◊ඹྠࡋὴ㐵

2.ᾏእࡢᏛࡢ◊✲⪅  ࠋࡓࡋཧຍ࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࡀ4ྡ

ࢆ⏕Ꮫ㝔ࡢᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ .3 1ྡ≉ูඹྠ⏝◊✲ဨࡅཷ࡚ࡋධࢀᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࡚࠸࠾ᅜ❧ྎ‴Ꮫࡢ‴ྎ.4 NINJAL ⩦ㅮࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐ࡚ࠗࡋࠖ✲◊᪥ᮏㄒࡿࡍᑟࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ

ࡓࡗ⾜ࢆ㸦9᭶ 15᪥㸧ࠋཧຍ⪅ᩘࡣ 35ே㸦ࡕ࠺Ꮫ⏕ 32ே㸧ࠋ 

218 Ⅵ 外部評価報告書
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5㸬ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥⱥᩥࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍సᡂࡋ 10᭶ࡾࡼᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

6.ᅜ㝿㆟࡛ィ  ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⾲Ⓨ✲◊ࡢ௳5

 

 㸴㸬ࡢࡑ 

ሗ࣭࣒ࢸࢫࢩ◊✲ᶵᵓேᩥᏛࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ඹྠ⏝࣮ࢱࣥࢭ‽ഛᐊ㸦ᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࠊ⤫ィᩘ⌮◊✲ᡤ㸧࣮ࢥࠊ

ࡢ⫣㏆௦ᩥࠊඹྠ࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ OCRᢏ⾡㛤Ⓨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢ‽ഛࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

᪥ᮏㄒࡢṔྐࢆ㏻ⓗࠗࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿࡍ✲◊᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࢆࢀࡇࠊࡋά⏝ࡓࡋ᪂࠸ࡋ᪥ᮏㄒྐ◊✲

⌧ᐇࢆࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢⓗ┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᮏࠊࡀࡇࡿࡍᬑཬࡃᗈࢆ⏝άࡢࢫࣃ࣮ࢥࡣࡽࡉࠊࡇࡿࡍᐇࢆ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢḟࡵࡓࡿࡍ

࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0ࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࠊࡵࡓࡿࡍᣑࢆ㇟ᑐࡢ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ

㸦⣙ 1,400 ㄒ 㸧ࠕࡧࡼ࠾ࠊ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ㸦ࠕ༑භኪ᪥グࠖࠕᮾ㛵⣖⾜ࠖࠕᾏ㐨グࠖࠕᘓ♩㛛㝔ྑிኵ

㞟ࠖࡢࠖࡾࡓࡀࡎࡣࠕ 5సရࠊィ⣙ 11ㄒ㸧ࡢᵓ⠏ࢆࠊࡓࡲࠋࡓࡋ᮶ᖺᗘ௨㝆ࡢ◊✲ά⏝ࡢ‽ഛࠕࠊࡵࡓࡢዉⰋ

௦⦅Ϩⴥ㞟  ࠋࡓࡋᐇࡾணᐃ㏻ࢆഛᩚࡢᮏᩥ࣭ᙧែㄽሗࡢ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊࠖ

ୖグ㈨ᩱࢆά⏝ࡓࡋ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࢆᒎ㛤ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡵࡓࡿࡍά⏝⌜ࡢ◊✲ࣉ࣮ࣝࢢྛࢆศྜ࡚ࢀィ 12ᅇ⾜ࡇࠊ࠸

άࢆࢫࣃ࣮ࢥճࠊ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍ㈨✲◊ղ᪥ᮏㄒྐࠊ㈨ᩱᛶ᳨ウ㈨ᩱ㑅ᐃࡿࡍ㈨✲◊୰࡛ձ᪥ᮏㄒྐࡢ

ࡋⓎ⾲ࡢᡂᯝ✲◊ࡢయࡿࡍ୰ᚰࢆ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ࡢ᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝ ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕ࡚

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ ࢆ2017 3᭶ 11᪥㛤ദࡢ௳18ࠊࡋ◊✲Ⓨ⾲㸦ཱྀ㢌Ⓨ⾲ ⾲Ⓨ࣮ࢱࢫ࣏ࠊ௳8 10௳㸧ࡓࡗ⾜ࢆ㸦ཧຍ⪅ᩘ 78

ྡ㸧ࠋ 

ඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㛵㐃ࡿࡍ◊✲άືࡢᡂᯝࠊࡣㅰ㎡࠸࡞ࡲྵࢆ㛵㐃࡚ࡵྵࢆ✲◊ࡿࡍㄽᩥ࡛ ⾲Ⓨ✲◊ࠊ௳56

࡛  ࠋࡓࡗᅇୖࡃࡁࢆ⏬ィࠊࡧཬ௳79

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢࡑ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛵㐃◊✲ࠗࠊ࡚࠸ࡘ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘Ꮫ⏺ᒎᮃ㸦➨ 12ᕳ 3ྕ p.32㸧࡚࠸࠾ⓑⓒྜዪᏊ

Ꮫ୰㔛⌮Ꮚᩍᤵ2014ࠕࡾࡼ ᖺ 3 ᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡾࡼ᪥ᮏㄒṔྐࠕࢫࣃ࣮ࢥᖹᏳ௦⦅ᡂ∧ࠖࡀබ㛤ࠊࢀࡉ

⌧ᅾࠕࡣᐊ⏫௦⦅ I≬ゝ ⦆Ụᡞ௦ࠕ∧ヨసࠊࠖ ᪥ᮏㄒᏛࠊࠗࡣ࡚࠸ࡘࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉබ㛤ࡶࠖ➼ (࠘33-14, 2014.11㸧 

ࡌࡘࡦ᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘㸦ࢫࣃ࣮ࢥࠗ⦆㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙࠊࡸ ࠖࢫࣃ࣮ࢥṔྐ✲◊᪥ᮏㄒྐࠕ㞟≉ࡢ

᭩ᡣ. 2015.10)ࡢࡑࠊ࡚ࡗࡼព⩏ά⏝ἲࢆලయⓗࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡀࢫࣃ࣮ࢥ㔜せ࡞⨨ࢆ༨ࡵ

 ࠋࡓࢀࡉホ౯ୗⅬ⥺ᘬ⏝⪅㸧ࠖࠊ␎㸦ୗࡿࡌឤ࡚ࡵᨵࢆࡇࡿ

᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘ࠖ㸦ࠗࢫࣃ࣮ࢥࠗ⦆㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙࠕ᭩ホࡿࡼ㜰Ꮫ⏣㔝ᮧᛅ ᩍᤵࠊࡓࡲ ᪥ᮏㄒ

➨࠘✲◊ࡢ 12ᕳ 4ྕ 2016 ᖺ 10᭶㸧࡛ࠕࠊࡶᮏ᭩࡛ᴫ␎ࡀ㏙ࠊࢀࡽᛂ⏝ࠗࡓࢀࡉ♧ࡢ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ

ᡂࡣ᪥ᮏㄒ◊✲ྐࡢ௦ࡿࡍ⏬ࢆฟ᮶ࠋࠖ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞㸦p.158㸧ホ౯ࠋࡓࢀࡉ 

࠸࠾⛉✲◊ᮾிእᅜㄒᏛᅜ㝿᪥ᮏᏛࡿ࠶㐃ᦠᏛ㝔࡛ࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ  Japan Studiesࠕ࡚

Iࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 Japan Studies IIࠕࠖ ᪥ᮏㄒࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇࠋࡓࡋ 

ࡵࡓࡢᬑཬࡢ✲◊ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡲ NINJALࠕࠗࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝ᳨ࠖࡿࡼ⣴

㞟ィ̿ࠖࢆ 9᭶㸦㜰㸧2ࠊ᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࠋࡓࡋ 
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ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊୗࡢὶ༠ᐃᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜.9 PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇ

Ꮫὴ㐵ࡋⴥ㞟ࡢࢫࣃ࣮ࢥ⤫ㄒሗࠊ࡞࠺⾜ࢆ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀඹྠ◊✲ࢆ᥎㐍ࠋࡓࡋ 

10.ᐇ㊶ዪᏊᏛࡢὶ༠ᐃᇶ࡙ྠࠊࡁᏛᅗ᭩㤋ࡀᡤⶶࠗࡿࡍ᫇≀ㄒ㞟࠘ࡢ⏬ീබ㛤ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆබ㛤ணᐃ

 ࠋࡓᚓࢆ༠ຊࡢ㧗ᒸᕷⴥṔྐ㤋ࠊ࡚࠸ࡘࢱ࣮ࢹⴥ㞟ࡢ

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

1.Ꮫ㝔⏕ 5 ྡ㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡕ࠺㠀ᖖ◊✲ဨ 3 ྡ㸧ࠊPD 1࣮࢙ࣟࣇ ࡍ㛵➼㏆௦ㄒࠊࡏࡉཧຍ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࢆྡ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᣦᑟຓࡢ✲◊ࡿ

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

2㸬PD࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࣮࢙ࣟࣇ㞠⏝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ㠀ᖖ◊✲ဨᑐࡢࢫࣃ࣮ࢥࡋᵓ⠏࣭ά⏝ἲࢆᣦᑟࡼࡇࡿࡍ

᥇Ꮫ࡚ࡋ⫋⫱ᩍࡾࡼ᮶ᖺᗘࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡵດᡂ⫱ࡢேᮦࡿࡁᒎ㛤࡛ࢆ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥࠊࡾ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡳぢ㎸ࡿฟᩘ「ࡀ⪅ࡿࢀࡉ⏝

3.ே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉ PDࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇ㐃ᦠ༠ᐃඛ࡛ࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࡿ࠶Ꮫ

ὴ㐵ࠋࡓࡋ 

4.Ꮫ㝔⏕ࡽⱝᡭ◊✲⪅ᑐࠊ࡚ࡋ㏻ࢆࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡓࡋ◊✲Ⓨ⾲ࡢࡵࡓࡢ㈝⏝㸦ฟᙇ㈝ࠊཧຍ㈝㸧ࢆຓࠋࡓࡋ 

5.NINJAL୍࡚ࡋࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ⯡♫ேࡶᑐ㇟࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡢㅮ⩦ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1.(ᰴ)ᑠᏛ㤋ࡧࡼ࠾(ᰴ)ࢫࣥࣂࢻࢺࢵࢿ㐃ᦠ࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ᳨࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⣴ࠕࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ୰⣡ゝࠖࣃࣕࢪ

᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠕࢪࢵࣞࢼࣥ ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠕࠊࡓࡲࠋ㸦11᭶㸧ࡓࡋ⌧ᐇࢆࢡࣥࣜࢺࢡࣞࢲࡢࠖ ࠖ JKBooks

 ࠋ㸦10᭶㸧ࡓࡗ⾜ࢆࢡࣥࣜࡢኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീࠕ

2.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑ࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡋ↓ൾ୍࡚⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

㟁Ꮚ㎡᭩ࡢ⏝ᙧែ⣲ゎᯒ࡚ࡋ༠ຊ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ.3 UniDic Webࠕ࣮ࣝࢶ⏝ゎᯒࡿࡼࢀࡇࠊࡋᣑࢆ Ⲕࠖࡵࡲ

 ࠋࡓࡋබ㛤⯡୍࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࢆ

4.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ࡢㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆᐇࠋࡓࡋ 

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

௦ㄒୖࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀㄒሗ⤫ࠊᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢඹྠ࡛ⴥ㞟࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᏛᮾὒᏛ㒊᪥ᮏㄒࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜.1

ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ඹྠ࡛ࢆ✲◊ࡿࡍ㛵 PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇᏛ

 ࠋࡓࡋ᥎㐍ࢆ✲◊ඹྠࡋὴ㐵

2.ᾏእࡢᏛࡢ◊✲⪅  ࠋࡓࡋཧຍ࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࡀ4ྡ

ࢆ⏕Ꮫ㝔ࡢᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ .3 1ྡ≉ูඹྠ⏝◊✲ဨࡅཷ࡚ࡋධࢀᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࡚࠸࠾ᅜ❧ྎ‴Ꮫࡢ‴ྎ.4 NINJAL ⩦ㅮࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐ࡚ࠗࡋࠖ✲◊᪥ᮏㄒࡿࡍᑟࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ

ࡓࡗ⾜ࢆ㸦9᭶ 15᪥㸧ࠋཧຍ⪅ᩘࡣ 35ே㸦ࡕ࠺Ꮫ⏕ 32ே㸧ࠋ 
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

 

 ㇏ᐩ࡞ேᮦࡓࡋ᧦ࢆ◊✲యไࠊࡶࡢ◊✲ࢆ⢭ຊⓗ㔜ࠊࠗࡡ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࢆ╔

ᐇ᥎㐍ࡢࡽࢀࡑࠊࡓࡲࠊࡋᡂᯝࡢୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠊࢆ↓ൾ୍ࡢ⯡බ㛤ࠊࡾࡼᗈࡸ㏿ࡃᑐ

እⓎಙࠊࡋ♫ⓗᬑཬດࠊࡵᏛ⾡㠃࡛ࡢඹྠ⏝ࡶࡃࡁ㈉⊩ࡣࡇࡓࡋ㧗ࡃホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

ᖹᡂ 28 ᖺᗘࠕࠊࡣ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖࠕࡧࡽ࡞㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖࡢᵓ⠏ࢆࠊࡋ

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

(ᰴ)ᑠᏛ㤋ࡧࡼ࠾(ᰴ)ࢫࣥࣂࢻࢺࢵࢿ㐃ᦠ࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ᳨࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⣴ࠕࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ୰⣡ゝࠖࣃࣕࢪ

᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠕࢪࢵࣞࢼࣥ ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠕࠊࡓࡲࠋ㸦11᭶㸧ࡓࡋ⌧ᐇࢆࢡࣥࣜࢺࢡࣞࢲࡢࠖ ࠖ JKBooks

 ࠋ㸦10᭶㸧ࡓࡗ⾜ࢆࢡࣥࣜࡢኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീࠕ

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑ࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡋ↓ൾ୍࡚⯡බ㛤ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡋ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋᙧែ

⣲ゎᯒ⏝ࡢ㟁Ꮚ㎡᭩ UniDic ࣮ࢶ⏝ゎᯒࡿࡼࢀࡇࠊࡋᣑࢆ ࡵࡲWebⲔࠕࣝ ࠊࡓࡲࠋࡓࡋබ㛤⯡୍࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠖࢆ

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ࡢㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆᐇࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋ⏝ࡢ♫ࡢᬑཬࢆᅗࠋࡓࡗ 

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⪅✲◊ࡢᏛࡢᾏእ࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ  ࠋࡓࡋཧຍࡀ4ྡ

ୖࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀㄒሗ⤫ࠊᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢඹྠ࡛ⴥ㞟࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᏛᮾὒᏛ㒊᪥ᮏㄒࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࠊࡓࡲ

௦ㄒ㛵ࢆ✲◊ࡿࡍඹྠ࡛⾜ࠊࡓࡲࠋࡓࡗே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉ PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇ

Ꮫὴ㐵ࡋඹྠ◊✲ࢆ᥎㐍ࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࠊࡓࡋᏛࡢᏛ㝔⏕ࢆ 1ྡ≉ูඹྠ⏝◊✲ဨࡅཷ࡚ࡋධࢀᣦᑟࢆ

 ࠋࡓࡗ⾜

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥⱥᩥࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍సᡂࡋ 10᭶ࡾࡼᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

࡚࠸࠾ᅜ❧ྎ‴Ꮫࡢ‴ྎ NINJAL ㅮ⩦ࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐ࡚ࠗࡋࠖ✲◊᪥ᮏㄒࡿࡍᑟࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ

㸦9᭶ࡓࡗ⾜ࢆ 15᪥㸧ࠊࡓࡲࠋᅜ㝿㆟࡛ィ 5ᮏࡢ◊✲Ⓨ⾲ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

ሗ࣭࣒ࢸࢫࢩ◊✲ᶵᵓேᩥᏛࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ඹྠ⏝࣮ࢱࣥࢭ‽ഛᐊ㸦ᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࠊ⤫ィᩘ⌮◊✲ᡤ㸧ࣃ࣮ࢥࠊ

ࡢ⫣㏆௦ᩥࠊඹྠ࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫ OCRᢏ⾡㛤Ⓨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢ‽ഛࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡣ╔ᐇ㐍ࠊࡾ࠾࡛ࢇ᮶ᖺᗘ௨㝆ࡶᑐ㇟ࡿࡍ㈨ᩱࡢ௦ᖜࢆᗈࠊࡽࡀ࡞ࡆ㏻࣮ࢥ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ࠸࡚ࡅ㏆࡙ᡂࡢ࡚ࡋࢫࣃ

ᡭ✲◊࠸ࡋ᪂ࠊࡋ✲᥈ࢆ᪉ἲ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥࡾࡼࡣᚋࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋᐇࡶ✲◊᪥ᮏㄒྐࡢ㛵㐃ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭

ἲࠋ࠸ࡓ࠸⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

࣭ᚋࠊࡶᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡽⱝᡭ◊✲⪅ࡅཷࢆධࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࢀάືࢆ㏻࡚ࡌඃ⚽࡞ேᮦࢆ⫱ᡂࠊࡋᙜヱ

ศ㔝ඃ⚽࡞ேᮦࢆ㏦ࡾฟ࡛ࡇࡍᏛࡢᶵ⬟ᙉ㈉⊩ࡃ࠸࡚ࡋணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
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ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛࡣ 4ᶵ㛵㸧࡛࣮ࢥࠊࡓࡲࠋࡿ࠶

ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡵࡓࡢᵓ⠏ࢫࣃ 5 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊྡ PD ࢆ࣮࢙ࣟࣇ 1 ྡ㞠⏝ࠕࡽࡉࠋࡓࡋ␗ศ㔝⼥ྜ

࡚ࡋ㐃ᦠ⧊⤌✲◊ࡢ⢭⦓ࠖࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ࠼ຍࢆ᭩ㄅᙧែሗグሗ⾲ࠕࡢ୰ࡢᵓ⠏ࠖࡢ᭩≀Ꮫྜ⥲ࡿࡼ

 ࠋࡓࡋᐇࢆ✲◊

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

Ꮫࡢ◊✲࣭ᩍ⫱άື࡛⏝ྍ⬟ࠗ࡞᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㏻࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࠊࡋබ㛤ࡀࡢࡿࡍᮏࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢୗグࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢ⫣㈉࡞㔜せࡢࢺ

࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ࠕ 1,400ㄒ 㸧ࢆ 2016ᖺ 10᭶୍⯡බ㛤ࠕࠊࡽࡉࠋࡓࡋ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ

㸦5సရࠊ⣙ 11ㄒ㸧ࢆ 2017 ᖺ 3᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

᪥ᮏㄒᏛᏘ㸦2016 ᖺ 5᭶ࠊᏛ⩦㝔Ꮫ㸧ࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊ࡚࠸࠾ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ㢟

 ࠋࡓࡋ㛤ദࢆ࡚ࠖ̿ࡋࡊࡵࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕ̿

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᬑཬάືࢫࣃ࣮ࢥࠊࡶ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋ⏝࠸ࡍࡸࡋⓏ㘓ᩚࢆ࣒ࢸࢫࢩഛ

2016ᖺࠊ࡛ࡇࡓࡋ 4᭶㹼12᭶࡛ࡅࡔ 2,050ྡ௨ୖࡢ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࠊࡾ࠶ࡀ࣮ࢨィ⣙ 㸦2016ᖺࡓࡗ࡞2,700ྡ 12᭶⌧

ᅾ㸧ࠋ 

᪥ᮏㄒᏛ࡛ࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ㢟̿ࠕ㏻ࡣ࡚ࠖ̿ࡋࡊࡵࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ⣙ 80

 ࠋࡓᚓࢆ㛵ᚰ࠸㧗ࡋཧຍࡀ⾗⫈ࡢྡ

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡣ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡚࠸࠾ᗈࡃཧ↷ࢆࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ┤᥋⏝ࡓࡋ◊✲ㄽᩥ㸦Ꮫண✏㞟

ࡀ㸧ࡴྵࢆ 2016ᖺ 4᭶ࡽ 10᭶༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫࡛ 33௳Ⓨ⾲ࡓࡋ࠺ࡇࠊ࠾࡞ࠋࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝࠕࢺࢫࣜࡢCHJࡓ࠸⏝ࢆ◊✲

ᴗ⦼୍ぴࠖࢆసᡂࠊࡋWebࡢ࡛ୖࢪ࣮࣌බ㛤ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊୗࡢ㐃ᦠ༠ᐃᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇᏛ

 ࠋࡓࡋ᥎㐍ࢆ✲◊ඹྠࠊ࡞࠺⾜ࢆ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀㄒሗ⤫ࡢࢫࣃ࣮ࢥⴥ㞟ࡋὴ㐵

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

 Japanࠕ࡚࠸࠾⛉✲◊ᮾிእᅜㄒᏛᅜ㝿᪥ᮏᏛࡿ࠶㐃ᦠᏛ㝔࡛ࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ

Studies Iࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 Japan Studies IIࠕࠖ ᪥ᮏㄒࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇࠋࡓࡋ 

ࡵࡓࡢᬑཬࡢ✲◊ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡲ NINJALࠕࠗࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝ᳨ࠖࡿࡼ⣴

㞟ィ̿ࠖࢆ 9᭶㸦㜰㸧2ࠊ᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

Ꮫ㝔⏕ 5 ྡ㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡕ࠺㠀ᖖ◊✲ဨ 3 ྡ㸧ࠊPD 1࣮࢙ࣟࣇ ᪥ࠊࡏࡉཧຍ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆྡ

ᮏㄒࡢṔྐ◊✲ࡢࡵࡓࡢᣦᑟຓࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

PD࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࣮࢙ࣟࣇ㞠⏝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ㠀ᖖ◊✲ဨᑐࡢࢫࣃ࣮ࢥࡋᵓ⠏࣭ά⏝ἲࢆᣦᑟࠊࡾࡼࡇࡿࡍ

 ࠋࡓࡵດᡂ⫱ࡢேᮦࡿࡁᒎ㛤࡛ࢆ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ

ே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉ PD 1࣮࢙ࣟࣇ ὴᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࡿ࠶㐃ᦠ༠ᐃඛ࡛ࢆྡ

㐵ࠊࡓࡲࠋࡓࡋᏛ㝔⏕ࡽⱝᡭ◊✲⪅ᑐࠊ࡚ࡋ㏻ࢆࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡓࡋ◊✲Ⓨ⾲ࡢࡵࡓࡢ㈝⏝㸦ฟᙇ㈝ࠊཧຍ㈝㸧

 ࠋࡓࡋຓࢆ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡳぢ㎸ࡿฟᩘ「ࡀ⪅ࡿࢀࡉ⏝᥇Ꮫ࡚ࡋ⫋⫱ᩍࡾࡼ᮶ᖺᗘࠊ࡚ࡋᡂᯝࡢⱝᡭ◊✲⪅⫱ᡂࡓࡋ࠺ࡇ

NINJAL୍࡚ࡋࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ⯡♫ேࡶᑐ㇟࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡢㅮ⩦ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

 

 ㇏ᐩ࡞ேᮦࡓࡋ᧦ࢆ◊✲యไࠊࡶࡢ◊✲ࢆ⢭ຊⓗ㔜ࠊࠗࡡ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࢆ╔

ᐇ᥎㐍ࡢࡽࢀࡑࠊࡓࡲࠊࡋᡂᯝࡢୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠊࢆ↓ൾ୍ࡢ⯡බ㛤ࠊࡾࡼᗈࡸ㏿ࡃᑐ

እⓎಙࠊࡋ♫ⓗᬑཬດࠊࡵᏛ⾡㠃࡛ࡢඹྠ⏝ࡶࡃࡁ㈉⊩ࡣࡇࡓࡋ㧗ࡃホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

ᖹᡂ 28 ᖺᗘࠕࠊࡣ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖࠕࡧࡽ࡞㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖࡢᵓ⠏ࢆࠊࡋ

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

(ᰴ)ᑠᏛ㤋ࡧࡼ࠾(ᰴ)ࢫࣥࣂࢻࢺࢵࢿ㐃ᦠ࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ᳨࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⣴ࠕࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ୰⣡ゝࠖࣃࣕࢪ

᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠕࢪࢵࣞࢼࣥ ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠕࠊࡓࡲࠋ㸦11᭶㸧ࡓࡋ⌧ᐇࢆࢡࣥࣜࢺࢡࣞࢲࡢࠖ ࠖ JKBooks

 ࠋ㸦10᭶㸧ࡓࡗ⾜ࢆࢡࣥࣜࡢኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീࠕ

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑ࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡋ↓ൾ୍࡚⯡බ㛤ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡋ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋᙧែ

⣲ゎᯒ⏝ࡢ㟁Ꮚ㎡᭩ UniDic ࣮ࢶ⏝ゎᯒࡿࡼࢀࡇࠊࡋᣑࢆ ࡵࡲWebⲔࠕࣝ ࠊࡓࡲࠋࡓࡋබ㛤⯡୍࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠖࢆ

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ࡢㅮ⩦㸦ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ㸧ࢆᐇࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡋ⏝ࡢ♫ࡢᬑཬࢆᅗࠋࡓࡗ 

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⪅✲◊ࡢᏛࡢᾏእ࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ  ࠋࡓࡋཧຍࡀ4ྡ

ୖࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀㄒሗ⤫ࠊᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢඹྠ࡛ⴥ㞟࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᏛᮾὒᏛ㒊᪥ᮏㄒࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࠊࡓࡲ

௦ㄒ㛵ࢆ✲◊ࡿࡍඹྠ࡛⾜ࠊࡓࡲࠋࡓࡗே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉ PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇ

Ꮫὴ㐵ࡋඹྠ◊✲ࢆ᥎㐍ࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࠊࡓࡋᏛࡢᏛ㝔⏕ࢆ 1ྡ≉ูඹྠ⏝◊✲ဨࡅཷ࡚ࡋධࢀᣦᑟࢆ

 ࠋࡓࡗ⾜

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥⱥᩥࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍సᡂࡋ 10᭶ࡾࡼᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

࡚࠸࠾ᅜ❧ྎ‴Ꮫࡢ‴ྎ NINJAL ㅮ⩦ࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐ࡚ࠗࡋࠖ✲◊᪥ᮏㄒࡿࡍᑟࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ

㸦9᭶ࡓࡗ⾜ࢆ 15᪥㸧ࠊࡓࡲࠋᅜ㝿㆟࡛ィ 5ᮏࡢ◊✲Ⓨ⾲ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

ሗ࣭࣒ࢸࢫࢩ◊✲ᶵᵓேᩥᏛࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ඹྠ⏝࣮ࢱࣥࢭ‽ഛᐊ㸦ᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࠊ⤫ィᩘ⌮◊✲ᡤ㸧ࣃ࣮ࢥࠊ

ࡢ⫣㏆௦ᩥࠊඹྠ࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫ OCRᢏ⾡㛤Ⓨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢ‽ഛࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡣ╔ᐇ㐍ࠊࡾ࠾࡛ࢇ᮶ᖺᗘ௨㝆ࡶᑐ㇟ࡿࡍ㈨ᩱࡢ௦ᖜࢆᗈࠊࡽࡀ࡞ࡆ㏻࣮ࢥ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ࠸࡚ࡅ㏆࡙ᡂࡢ࡚ࡋࢫࣃ

ᡭ✲◊࠸ࡋ᪂ࠊࡋ✲᥈ࢆ᪉ἲ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥࡾࡼࡣᚋࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋᐇࡶ✲◊᪥ᮏㄒྐࡢ㛵㐃ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭

ἲࠋ࠸ࡓ࠸⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

࣭ᚋࠊࡶᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡽⱝᡭ◊✲⪅ࡅཷࢆධࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࢀάືࢆ㏻࡚ࡌඃ⚽࡞ேᮦࢆ⫱ᡂࠊࡋᙜヱ

ศ㔝ඃ⚽࡞ேᮦࢆ㏦ࡾฟ࡛ࡇࡍᏛࡢᶵ⬟ᙉ㈉⊩ࡃ࠸࡚ࡋணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
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ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛࡣ 4ᶵ㛵㸧࡛࣮ࢥࠊࡓࡲࠋࡿ࠶

ࢆ㠀ᖖ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡵࡓࡢᵓ⠏ࢫࣃ 5 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊྡ PD ࢆ࣮࢙ࣟࣇ 1 ྡ㞠⏝ࠕࡽࡉࠋࡓࡋ␗ศ㔝⼥ྜ

࡚ࡋ㐃ᦠ⧊⤌✲◊ࡢ⢭⦓ࠖࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ࠼ຍࢆ᭩ㄅᙧែሗグሗ⾲ࠕࡢ୰ࡢᵓ⠏ࠖࡢ᭩≀Ꮫྜ⥲ࡿࡼ

 ࠋࡓࡋᐇࢆ✲◊

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

Ꮫࡢ◊✲࣭ᩍ⫱άື࡛⏝ྍ⬟ࠗ࡞᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㏻࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࠊࡋබ㛤ࡀࡢࡿࡍᮏࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢୗグࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢ⫣㈉࡞㔜せࡢࢺ

࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ࠕ 1,400ㄒ 㸧ࢆ 2016 ᖺ 10᭶୍⯡බ㛤ࠕࠊࡽࡉࠋࡓࡋ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ

㸦5సရࠊ⣙ 11ㄒ㸧ࢆ 2017 ᖺ 3᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

᪥ᮏㄒᏛᏘ㸦2016 ᖺ 5᭶ࠊᏛ⩦㝔Ꮫ㸧ࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊ࡚࠸࠾ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ㢟

 ࠋࡓࡋ㛤ദࢆ࡚ࠖ̿ࡋࡊࡵࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕ̿

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᬑཬάືࢫࣃ࣮ࢥࠊࡶ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋ⏝࠸ࡍࡸࡋⓏ㘓ᩚࢆ࣒ࢸࢫࢩഛ

2016ᖺࠊ࡛ࡇࡓࡋ 4᭶㹼12᭶࡛ࡅࡔ 2,050ྡ௨ୖࡢ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࠊࡾ࠶ࡀ࣮ࢨィ⣙ 㸦2016ᖺࡓࡗ࡞2,700ྡ 12᭶⌧

ᅾ㸧ࠋ 

᪥ᮏㄒᏛ࡛ࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ㢟̿ࠕ㏻ࡣ࡚ࠖ̿ࡋࡊࡵࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ⣙ 80

 ࠋࡓᚓࢆ㛵ᚰ࠸㧗ࡋཧຍࡀ⾗⫈ࡢྡ

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡣ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡚࠸࠾ᗈࡃཧ↷ࢆࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ┤᥋⏝ࡓࡋ◊✲ㄽᩥ㸦Ꮫண✏㞟

ࡀ㸧ࡴྵࢆ 2016ᖺ 4᭶ࡽ 10᭶༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫࡛ 33௳Ⓨ⾲ࡓࡋ࠺ࡇࠊ࠾࡞ࠋࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝࠕࢺࢫࣜࡢCHJࡓ࠸⏝ࢆ◊✲

ᴗ⦼୍ぴࠖࢆసᡂࠊࡋWebࡢ࡛ୖࢪ࣮࣌බ㛤ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 

ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊୗࡢ㐃ᦠ༠ᐃᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇᏛ

 ࠋࡓࡋ᥎㐍ࢆ✲◊ඹྠࠊ࡞࠺⾜ࢆ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀㄒሗ⤫ࡢࢫࣃ࣮ࢥⴥ㞟ࡋὴ㐵

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

 Japanࠕ࡚࠸࠾⛉✲◊ᮾிእᅜㄒᏛᅜ㝿᪥ᮏᏛࡿ࠶㐃ᦠᏛ㝔࡛ࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࡿࡍ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ

Studies I ᪥ᮏㄒᏛධ㛛ࢫࣃ࣮ࢥ Japan Studies IIࠕࠖ ᪥ᮏㄒࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇࠋࡓࡋ 

ࡵࡓࡢᬑཬࡢ✲◊ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡲ NINJALࠕࠗࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝ᳨ࠖࡿࡼ⣴

㞟ィ̿ࠖࢆ 9᭶㸦㜰㸧2ࠊ᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

Ꮫ㝔⏕ 5 ྡ㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡕ࠺㠀ᖖ◊✲ဨ 3 ྡ㸧ࠊPD 1࣮࢙ࣟࣇ ᪥ࠊࡏࡉཧຍ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆྡ

ᮏㄒࡢṔྐ◊✲ࡢࡵࡓࡢᣦᑟຓࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

PD࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࣮࢙ࣟࣇ㞠⏝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ㠀ᖖ◊✲ဨᑐࡢࢫࣃ࣮ࢥࡋᵓ⠏࣭ά⏝ἲࢆᣦᑟࠊࡾࡼࡇࡿࡍ

 ࠋࡓࡵດᡂ⫱ࡢேᮦࡿࡁᒎ㛤࡛ࢆ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ

ே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉ PD 1࣮࢙ࣟࣇ ὴᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࡿ࠶㐃ᦠ༠ᐃඛ࡛ࢆྡ

㐵ࠊࡓࡲࠋࡓࡋᏛ㝔⏕ࡽⱝᡭ◊✲⪅ᑐࠊ࡚ࡋ㏻ࢆࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡓࡋ◊✲Ⓨ⾲ࡢࡵࡓࡢ㈝⏝㸦ฟᙇ㈝ࠊཧຍ㈝㸧

 ࠋࡓࡋຓࢆ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡳぢ㎸ࡿฟᩘ「ࡀ⪅ࡿࢀࡉ⏝᥇Ꮫ࡚ࡋ⫋⫱ᩍࡾࡼ᮶ᖺᗘࠊ࡚ࡋᡂᯝࡢⱝᡭ◊✲⪅⫱ᡂࡓࡋ࠺ࡇ

NINJAL୍࡚ࡋࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ⯡♫ேࡶᑐ㇟࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡢㅮ⩦ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
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2014ᖺࠕࡾࡼ 3᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡾࡼ᪥ᮏㄒṔྐࠕࢫࣃ࣮ࢥᖹᏳ௦⦅ᡂ∧ ࠊࢀࡉබ㛤ࡀࠖ

⌧ᅾࠕࡣᐊ⏫௦⦅ I ≬ゝࠖࠊヨస∧ࠕỤᡞ௦⦅ࠖ➼ࡶබ㛤ࠊࡣ࡚࠸ࡘࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࠗ᪥ᮏㄒᏛ (࠘33-14, 2014.11㸧 ࡢ≉㞟ࠕ᪥ᮏㄒྐ◊✲Ṕྐࢫࣃ࣮ࢥ ㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ࠊࡸࠖ 

ᑠᮌ᭮ᬛಙ⦅ࠗࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘㸦ࡌࡘࡦ᭩ᡣ. 2015.10)ࡢࡑࠊ࡚ࡗࡼព⩏ά⏝ἲࢆ

ලయⓗࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡀࢫࣃ࣮ࢥ㔜せ࡞⨨ࢆ༨ࢆࡇࡿࡵᨵ࡚ࡵឤࠖࡿࡌ

ࢥࠗ⦆㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙࠕ᭩ホࡢ㜰Ꮫ࣭⏣㔝ᮧᛅ ᩍᤵࠊࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉホ౯

➨࠘✲◊ࡢ᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘ࠖ㸦ࠗ᪥ᮏㄒࢫࣃ࣮ 12 ᕳ 4 ྕ 2016 ᖺ 10 ᭶㸧ࠕࠊࡶ࡚࠸࠾ᮏ᭩࡛ᴫ␎

ฟ᮶ࡿࡍ⏬ࢆ௦ࡢྐ✲◊᪥ᮏㄒࡣᡂࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࡓࢀࡉ♧ࡢᛂ⏝ࠊࢀࡽ㏙ࡀ

㧗࡚ࡵᴟࡀᮇᚅホ౯ࡿࡅ࠾⏺Ꮫࡢࢫࣃ࣮ࢥᮏࠊࡣࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉホ౯࡞ࠖࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞

㏆௦ࠊࡢࡢࡶ࠸࡞ࡣᡂᯝ࡛ࡢᮏᖺᗘ≉᭷ࠊ≉ࠋࡍ♧ࢆࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ┠ὀ࠸ࡀྥື✲◊ࠊࡃ

⏝㸧ᙧែ⣲ゎᯒࡿ࠸࡚࠸⪺ࡿࡍᑐᛂࡶ௦ࡢࠊ㸦㡰ḟࡿ࠸࡚ࢀࡉᵓ⠏࣭ᩚഛ࡚࠸ࡘ୰ྂ

㎡᭩ UniDicࠊࡣㄽᩥ➼ࡢ≀✲◊ࡢయࠊࡢࡢࡶ࠸࡞࠸࡚ࡗࡣ௦ࡈኚࡿࡃ࡚ࡗࢃᙧែ⣲ゎᯒ

ࡇ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡋᚓ⋓ࢆಙ㢗ᛶ࠸㧗ࡀࢀࡑࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡏࡉᫎ☜ⓗࢆሗࡢ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ࠶ࡾవ࡚ࡋ♧ዴᐇࢆࡉ㧗ࡢ‽Ỉ✲◊ࠊࡣ

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᬑཬάືࢫࣃ࣮ࢥࠊࡶ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋ୰⣡ゝࡢ

ࠊ࡛ࡇࡓࡋഛᩚࢆ࣒ࢸࢫࢩⓏ㘓࠸ࡍࡸࡋ⏝ࠊࡋᑟධࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿࡅࡅཷ࡛ࣈ࢙࢘ࢆⓏ㘓ࢨ࣮ࣘ

ࡀࢨ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࡢࢫࣃ࣮ࢥྠ 28 ᖺ㸲᭶ࡽ 12 ᭶ࡢ㛫࡛ 2,700 ࣃ࣮ࢥᮏࠊࡓࡲࠊࡇࡓ࠼㉺ࢆྡ

ࡀㄽᩥ✲◊ࡓࢀࡉ➹ᇳ࡚ࡋ⏝᥋┤ࢆࢫ 28ᖺ㸲᭶ࡽ 10᭶༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫࡛ 33௳Ⓨ⾲ࡣࡇࡓࢀࡉ

࡛ࡀࡇࡿ▱࠸❚ࢆࡉ㧗ࡢಙ㢗ᛶࡢ‽Ꮫ⾡ⓗỈࡢࢫࣃ࣮ࢥᮏࠊࡾ࠶ᡂᯝ࡛ࡿࡍ್➹≉ࡶࢀࡎ࠸

࡚ࡋᴗ⦼୍ぴࠖ✲◊ࡓ࠸⏝ࢆCHJࠕࠊࡣࢺࢫࣜࡢᡂᯝ✲◊࡞࠺ࡼࡢࡇࠊ࠾࡞ࠋࡿࡁ Web࡛ୖࢪ࣮࣌

ࡢ✲◊ࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥᮏࠊ࡛ࡇࡿ࡞㇟ᑐࡢ⏝ඹྠࡓࡲࡶࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㛤ጞࡀබ㛤ࡢ

Ỉ‽ࡽࡉࡀ㧗ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡗࡲᮇᚅ࠾࡞ࠋࡿࢀࡉḧࢆゝࠊࡤ࠼Web⏬㠃ୖ࡛ࠊᇳ➹⪅ࠊㄽᩥྡࠊᥖ

㍕ㄅྡ➼ࠋ࠸ࡓࡀࡾ࠶ࡿࡁ࡛ࢺ࣮ࢯࡀ 

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛࡣ 4ᶵ

㛵㸧࡛ࡿ࠶Ⅼࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡲࠊᵓ⠏ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡵࡓࡢ㠀ᖖ◊✲ဨ ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ5ྡ PD ࣇ

᭩ㄅᙧグሗ⾲ࠕࡢ୰ࡢᵓ⠏ࠖࡢ᭩≀Ꮫྜ⥲ࡿࡼྜ⼥ศ㔝␗ࠕࡽࡉࠊⅬࡓࡋ⏝㞠ࢆ1ྡ࣮࢙ࣟ

ែሗࢆຍࡓ࠼᪥ᮏㄒṔྐࡢࢫࣃ࣮ࢥ⢭⦓ࠖ⧊⤌✲◊ࡢ㐃ᦠࢆ✲◊࡚ࡋᐇࡿ࠸࡚ࡋⅬࠊ࡞

㔞࣭㉁ඹ◊✲యไࡣ࡚ࡋᐇࡢࡶࡓࡋホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

ᐇ㊶ዪᏊᏛὶ༠ᐃྠࠊࡧ⤖ࢆᏛᅗ᭩㤋ࡀᡤⶶࠗࡿࡍ᫇≀ㄒ㞟࠘ࡢ⏬ീබ㛤ࡇࡓࡗ⾜ࢆ

ࢡࢵ࢜ࡢ㐃ᦠඛࠊࡓࡲࠊࡇࡓࡋ⬟ྍࢆබ㛤ࡢࢱ࣮ࢹᚓ࡚ⴥ㞟ࢆ༠ຊࡢ㧗ᒸᕷⴥṔྐ㤋ࠊ

ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫ PDࢆ1ྡ ࣮࢙ࣟࣇὴ㐵

࣒ࢸࢫࢩሗ࣭ࠊࡣࡽࡉࠊࡇࡓࡋᨭࢆ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀㄒሗ⤫ࡢࢫࣃ࣮ࢥⴥ㞟ࠊࡋ

◊✲ᶵᵓேᩥᏛࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ඹྠ⏝࣮ࢱࣥࢭ‽ഛᐊ㸦ᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࠊ⤫ィᩘ⌮◊✲ᡤ㸧࠾

ࡢ⫣㏆௦ᩥࠊඹྠ࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ◊ᅜㄒࡧࡼ OCR ᢏ⾡㛤Ⓨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢࡵࡓࡢ

‽ഛ╔ᡭࠊ࡞ࡇࡓࡋከᵝ࡞ほⅬࡽᅜෆእࡢ◊✲ᶵ㛵ᗈࡃ⥭ᐦ㐃ᦠࠊࡋ◊✲㈨ᩱ࣮ࢹࡸ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡀⅬࡓࡗᅗࢆయไᙉࡢࡵࡓࡢ⏝ඹྠࡢࢱ
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ዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠕࡽࡉ ணᐃࢆഛᩚࡢᮏᩥ࣭ᙧែㄽሗࡢ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊࠖ

㏻ࡾᐇࡿ࠸࡚ࡋⅬࠊࡉࡲࠊ㏻ྡࡢࢫࣃ࣮ࢥࡠࡌᒎ㛤ࠊࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞⾜ࢆ⤫ㄒሗ

ࠊࡋ㐃ᦠᐦ⥭ᶵ㛵✲◊ࡢᅜෆእࡽほⅬ࡞ከᵝࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ࡞ᨭ✲◊ࡿࢃ㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ

◊✲㈨ᩱࡢࢱ࣮ࢹࡸඹྠ⏝ࡢࡵࡓࡢయไᙉࡶ✚ᴟⓗࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀⅬࡶホ౯ࠋࡿࡍ࠸ࡓ࠶

ᙧែ⣲ゎᯒ⏝㎡᭩ࠊ࡚ࡋࡢࡶࡿࡍ㈨࠸⏝ඹྠࠊ࠾࡞ UniDicࡢᏑᅾࢆᣲࡇࠋ࠸ࡓࡁ࠾࡚ࡆ

ⓗ⥆⥅ࡀᣑࡢࡇࠊࡤࢀ࠼⪄ࢆࡇࡿࡍᥦ౪ࢆࢱ࣮ࢹ࡞㐺ṇࡀࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠊࡾࡼᏑᅾࡢ㎡᭩ࡢ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋࡕຊᣢࡢୗࡢ⦖ࡤࢃゝࠊࡣࡇࡿ࠸࡚ࢀࢃ࡞⾜

ࡢᾏእࠊ࠾࡞ 4ᶵ㛵ᒓࡵྵࢆ⪅✲◊ࡿࡍ ࠊࡤࢀࡍࡽつᶍ⧊⤌࠺࠸ࡿࡍ᧦ࢆඹྠ◊✲ဨࡢ56ྡ

ᅜ㝿㆟࡛ࡢ◊✲Ⓨ⾲ࡀ 5 ᮏᩘ࠺࠸Ꮠࡸࡸࡣ≀㊊ࡶ࠸࡞ࡾゝࠊ࠼ᚋࡣᾏእࡢᏛ⾡ㄅ࡛ࡢㄽᩥ

Ⓨ⾲ࡸᾏእࡢⴭྡ࡞ฟ∧♫ࡢࡽᡂᯝබหࢆ࡞┠ᣦࡾࡼࠊ࡞ࡍ✚ᴟⓗ࡞ᅜ㝿Ⓨಙࢀࡲ⤌ࡾྲྀ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡿ

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

ࠊࠗࡵࡓࡿࡍᣑࢆ㇟ᑐࡢ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ ᪥ᮏㄒṔྐࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ࣭᫂

ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400 ㄒ 㸧ࠕࡧࡽ࡞ࠊ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖࠕ༑භኪ᪥グ ᮾࠕࠖ

㛵⣖⾜ ᾏ㐨グࠕࠖ ᘓ♩㛛㝔ྑிኵ㞟ࠕࠖ ࡢࠖࡾࡓࡀࡎࡣࠕࠖ 5 సရࠊィ⣙ 11 ㄒ㸧ࡢᵓ⠏බ㛤

ዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠕࠊࡵࡓࡢഛ‽ࡢ⏝ά✲◊ࡢ᮶ᖺᗘ௨㝆ࠊࡇࡓࡋࢆ ࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊࠖ

ࣉ࣮ࣝࢢྛࢆ✲◊ࡢ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࠊࡋᐇࡾணᐃ㏻ࢆഛᩚࡢᮏᩥ࣭ᙧែㄽሗࡢ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩ

ィྜ࡚ࢀศ 12ᅇ⾜ࡢࡇࠊ࠸୰࡛ձ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ࡿࡍ㈨ᩱ㑅ᐃ㈨ᩱᛶ᳨ウࠊղ᪥ᮏㄒྐ◊

ᡂᯝ✲◊ࠊࡇࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ࡢ᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥճࠊ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍ㈨✲

Ⓨ⾲ࡢሙࡀ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ࡚ࡋ㸰ᅇ㛤ദࢀࡉከࡢࡃཧຍ⪅ࠊࡇࡓࡗ࠶ࡀᙜึィ⏬࡛ࡣ 35 ࡗࡔྡ

ࡀඹྠ◊✲ဨࡓ ㄽᩥ࡛ࡀᡂᯝࠊࡋ㐩56ྡ ࡛⾲Ⓨ✲◊ࠊ௳56 ࡚᪲ࡵᴟࠊࡣࡇࡿ࠸࡛ࢇཬ௳79

 ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡓࡗ࠶ᡂᯝ࡛ࡢࡑάື✲◊࡞┒

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400 ㄒ㸧ࠕࡧࡽ࡞㙊

௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ㸦ࠕ༑භኪ᪥グࠖࠕᮾ㛵⣖⾜ࠖࠕᾏ㐨グࠖࠕᘓ♩㛛㝔ྑிኵ㞟ࠖࡀࡎࡣࠕ

ィ⣙ࠊ㸳సရࡢࠖࡾࡓ 11ㄒ㸧୍ࢆ⯡බ㛤ࠊ࡞ࡿࡍ◊✲ᡂᯝࡢඹྠ⏝ࢆ╔ᐇᐇ⌧ࡿ࠸࡚ࡏࡉ

Ⅼࡀホ౯࡞ࢇ┒ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡉᬑཬάືࢫࣃ࣮ࢥࠊࡶ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋ⏝ࡋ

4ࠊ࡛ࡇࡓࡋഛᩚࢆ࣒ࢸࢫࢩⓏ㘓࠸ࡍࡸ ᭶㹼12 ᭶ࡢ㛫࡛ 2,700 ࠊࡣࡇࡓᚓࢆࢨ࣮ࣘࡿࡓ࠸ྡ

ඹྠ⏝ࡢᐇ⦼࡚ࡋホ౯࡛ࠊࡽࡉࠋࡿࡁᮏࡣࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡚࠸࠾ᗈࡃཧ↷ࡉ

ࡀㄽᩥ✲◊ࡓࡋ⏝᥋┤ࢆࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀ 2016ᖺ 4᭶ࡽ 10᭶༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫࡛ 33௳Ⓨ⾲࠸࡚ࢀࡉ

࡚࠸࠾ᅜ❧ྎ‴Ꮫࡢ‴ྎࠊࡣࡽࡉࠋࡿ࠶࡛≀㈷ࡢ᥎㐍ࡢ⏝ඹྠࠊࡶࡇࡿ NINJAL࣮ࢼ࣑ࢭ

Ⓨಙࡓࢀධ⛬ᑕࢆᾏእࠊ࡞࠺⾜ࢆㅮ⩦ࡢࢫࣃ࣮ࢥྠ࡚ࡋࠖ✲◊᪥ᮏㄒࡿࡍᑟࡀࢱ࣮ࢹࠕ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡃ㧗࡚ࡋ㊶ᐇࡢ⏝ඹྠࠊࡀⅬࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀពḧⓗᬑཬ

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢࡑ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛵㐃◊✲ࠊ࡚࠸ࡘ᪥ᮏㄒᏛᶵ㛵ㄅࠗ᪥ᮏㄒࡿࡅ࠾࠘✲◊ࡢ

➨ㄒᙡ㸦ྐⓗ◊✲㸧ࠖ㸦ࠒᏛ⏺ᒎᮃࠑࠕ 12 ᕳ 3 ⓑⓒྜዪᏊᏛ࣭୰㔛⌮Ꮚᩍᤵᇳ➹㸧ࠊ2016.7ࠊྕ

222 Ⅵ 外部評価報告書
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2014ᖺࠕࡾࡼ 3᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡾࡼ᪥ᮏㄒṔྐࠕࢫࣃ࣮ࢥᖹᏳ௦⦅ᡂ∧ ࠊࢀࡉබ㛤ࡀࠖ

⌧ᅾࠕࡣᐊ⏫௦⦅ I ≬ゝࠖࠊヨస∧ࠕỤᡞ௦⦅ࠖ➼ࡶබ㛤ࠊࡣ࡚࠸ࡘࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࠗ᪥ᮏㄒᏛ (࠘33-14, 2014.11㸧 ࡢ≉㞟ࠕ᪥ᮏㄒྐ◊✲Ṕྐࢫࣃ࣮ࢥ ㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ࠊࡸࠖ 

ᑠᮌ᭮ᬛಙ⦅ࠗࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘㸦ࡌࡘࡦ᭩ᡣ. 2015.10)ࡢࡑࠊ࡚ࡗࡼព⩏ά⏝ἲࢆ

ලయⓗࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡀࢫࣃ࣮ࢥ㔜せ࡞⨨ࢆ༨ࢆࡇࡿࡵᨵ࡚ࡵឤࠖࡿࡌ

ࢥࠗ⦆㏆⸨Ὀᘯ࣭⏣୰∾㑻࣭ᑠᮌ᭮ᬛಙࠕ᭩ホࡢ㜰Ꮫ࣭⏣㔝ᮧᛅ ᩍᤵࠊࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉホ౯

➨࠘✲◊ࡢ᪥ᮏㄒྐ◊✲࠘ࠖ㸦ࠗ᪥ᮏㄒࢫࣃ࣮ 12 ᕳ 4 ྕ 2016 ᖺ 10 ᭶㸧ࠕࠊࡶ࡚࠸࠾ᮏ᭩࡛ᴫ␎

ฟ᮶ࡿࡍ⏬ࢆ௦ࡢྐ✲◊᪥ᮏㄒࡣᡂࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࡓࢀࡉ♧ࡢᛂ⏝ࠊࢀࡽ㏙ࡀ

㧗࡚ࡵᴟࡀᮇᚅホ౯ࡿࡅ࠾⏺Ꮫࡢࢫࣃ࣮ࢥᮏࠊࡣࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉホ౯࡞ࠖࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞

㏆௦ࠊࡢࡢࡶ࠸࡞ࡣᡂᯝ࡛ࡢᮏᖺᗘ≉᭷ࠊ≉ࠋࡍ♧ࢆࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ┠ὀ࠸ࡀྥື✲◊ࠊࡃ

⏝㸧ᙧែ⣲ゎᯒࡿ࠸࡚࠸⪺ࡿࡍᑐᛂࡶ௦ࡢࠊ㸦㡰ḟࡿ࠸࡚ࢀࡉᵓ⠏࣭ᩚഛ࡚࠸ࡘ୰ྂ

㎡᭩ UniDicࠊࡣㄽᩥ➼ࡢ≀✲◊ࡢయࠊࡢࡢࡶ࠸࡞࠸࡚ࡗࡣ௦ࡈኚࡿࡃ࡚ࡗࢃᙧែ⣲ゎᯒ

ࡇ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡋᚓ⋓ࢆಙ㢗ᛶ࠸㧗ࡀࢀࡑࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡏࡉᫎ☜ⓗࢆሗࡢ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ࠶ࡾవ࡚ࡋ♧ዴᐇࢆࡉ㧗ࡢ‽Ỉ✲◊ࠊࡣ

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᬑཬάືࢫࣃ࣮ࢥࠊࡶ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋ୰⣡ゝࡢ

ࠊ࡛ࡇࡓࡋഛᩚࢆ࣒ࢸࢫࢩⓏ㘓࠸ࡍࡸࡋ⏝ࠊࡋᑟධࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿࡅࡅཷ࡛ࣈ࢙࢘ࢆⓏ㘓ࢨ࣮ࣘ

ࡀࢨ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࡢࢫࣃ࣮ࢥྠ 28 ᖺ㸲᭶ࡽ 12 ᭶ࡢ㛫࡛ 2,700 ࣃ࣮ࢥᮏࠊࡓࡲࠊࡇࡓ࠼㉺ࢆྡ

ࡀㄽᩥ✲◊ࡓࢀࡉ➹ᇳ࡚ࡋ⏝᥋┤ࢆࢫ 28ᖺ㸲᭶ࡽ 10᭶༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫࡛ 33௳Ⓨ⾲ࡣࡇࡓࢀࡉ

࡛ࡀࡇࡿ▱࠸❚ࢆࡉ㧗ࡢಙ㢗ᛶࡢ‽Ꮫ⾡ⓗỈࡢࢫࣃ࣮ࢥᮏࠊࡾ࠶ᡂᯝ࡛ࡿࡍ್➹≉ࡶࢀࡎ࠸

࡚ࡋᴗ⦼୍ぴࠖ✲◊ࡓ࠸⏝ࢆCHJࠕࠊࡣࢺࢫࣜࡢᡂᯝ✲◊࡞࠺ࡼࡢࡇࠊ࠾࡞ࠋࡿࡁ Web࡛ୖࢪ࣮࣌

ࡢ✲◊ࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥᮏࠊ࡛ࡇࡿ࡞㇟ᑐࡢ⏝ඹྠࡓࡲࡶࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㛤ጞࡀබ㛤ࡢ

Ỉ‽ࡽࡉࡀ㧗ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡗࡲᮇᚅ࠾࡞ࠋࡿࢀࡉḧࢆゝࠊࡤ࠼Web⏬㠃ୖ࡛ࠊᇳ➹⪅ࠊㄽᩥྡࠊᥖ

㍕ㄅྡ➼ࠋ࠸ࡓࡀࡾ࠶ࡿࡁ࡛ࢺ࣮ࢯࡀ 

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛࡣ 4ᶵ

㛵㸧࡛ࡿ࠶Ⅼࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡲࠊᵓ⠏ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡵࡓࡢ㠀ᖖ◊✲ဨ ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ5ྡ PD ࣇ

᭩ㄅᙧグሗ⾲ࠕࡢ୰ࡢᵓ⠏ࠖࡢ᭩≀Ꮫྜ⥲ࡿࡼྜ⼥ศ㔝␗ࠕࡽࡉࠊⅬࡓࡋ⏝㞠ࢆ1ྡ࣮࢙ࣟ

ែሗࢆຍࡓ࠼᪥ᮏㄒṔྐࡢࢫࣃ࣮ࢥ⢭⦓ࠖ⧊⤌✲◊ࡢ㐃ᦠࢆ✲◊࡚ࡋᐇࡿ࠸࡚ࡋⅬࠊ࡞

㔞࣭㉁ඹ◊✲యไࡣ࡚ࡋᐇࡢࡶࡓࡋホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

ᐇ㊶ዪᏊᏛὶ༠ᐃྠࠊࡧ⤖ࢆᏛᅗ᭩㤋ࡀᡤⶶࠗࡿࡍ᫇≀ㄒ㞟࠘ࡢ⏬ീබ㛤ࡇࡓࡗ⾜ࢆ

ࢡࢵ࢜ࡢ㐃ᦠඛࠊࡓࡲࠊࡇࡓࡋ⬟ྍࢆබ㛤ࡢࢱ࣮ࢹᚓ࡚ⴥ㞟ࢆ༠ຊࡢ㧗ᒸᕷⴥṔྐ㤋ࠊ

ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊᏛࢻ࣮࢛ࣇࢫ PDࢆ1ྡ ࣮࢙ࣟࣇὴ㐵

࣒ࢸࢫࢩሗ࣭ࠊࡣࡽࡉࠊࡇࡓࡋᨭࢆ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀㄒሗ⤫ࡢࢫࣃ࣮ࢥⴥ㞟ࠊࡋ

◊✲ᶵᵓேᩥᏛࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ඹྠ⏝࣮ࢱࣥࢭ‽ഛᐊ㸦ᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࠊ⤫ィᩘ⌮◊✲ᡤ㸧࠾

ࡢ⫣㏆௦ᩥࠊඹྠ࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ◊ᅜㄒࡧࡼ OCR ᢏ⾡㛤Ⓨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢࡵࡓࡢ

‽ഛ╔ᡭࠊ࡞ࡇࡓࡋከᵝ࡞ほⅬࡽᅜෆእࡢ◊✲ᶵ㛵ᗈࡃ⥭ᐦ㐃ᦠࠊࡋ◊✲㈨ᩱ࣮ࢹࡸ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡀⅬࡓࡗᅗࢆయไᙉࡢࡵࡓࡢ⏝ඹྠࡢࢱ
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ዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠕࡽࡉ ணᐃࢆഛᩚࡢᮏᩥ࣭ᙧែㄽሗࡢ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊࠖ

㏻ࡾᐇࡿ࠸࡚ࡋⅬࠊࡉࡲࠊ㏻ྡࡢࢫࣃ࣮ࢥࡠࡌᒎ㛤ࠊࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞⾜ࢆ⤫ㄒሗ

ࠊࡋ㐃ᦠᐦ⥭ᶵ㛵✲◊ࡢᅜෆእࡽほⅬ࡞ከᵝࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ࡞ᨭ✲◊ࡿࢃ㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ

◊✲㈨ᩱࡢࢱ࣮ࢹࡸඹྠ⏝ࡢࡵࡓࡢయไᙉࡶ✚ᴟⓗࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀⅬࡶホ౯ࠋࡿࡍ࠸ࡓ࠶

ᙧែ⣲ゎᯒ⏝㎡᭩ࠊ࡚ࡋࡢࡶࡿࡍ㈨࠸⏝ඹྠࠊ࠾࡞ UniDicࡢᏑᅾࢆᣲࡇࠋ࠸ࡓࡁ࠾࡚ࡆ

ⓗ⥆⥅ࡀᣑࡢࡇࠊࡤࢀ࠼⪄ࢆࡇࡿࡍᥦ౪ࢆࢱ࣮ࢹ࡞㐺ṇࡀࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠊࡾࡼᏑᅾࡢ㎡᭩ࡢ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋࡕຊᣢࡢୗࡢ⦖ࡤࢃゝࠊࡣࡇࡿ࠸࡚ࢀࢃ࡞⾜

ࡢᾏእࠊ࠾࡞ 4ᶵ㛵ᒓࡵྵࢆ⪅✲◊ࡿࡍ ࠊࡤࢀࡍࡽつᶍ⧊⤌࠺࠸ࡿࡍ᧦ࢆඹྠ◊✲ဨࡢ56ྡ

ᅜ㝿㆟࡛ࡢ◊✲Ⓨ⾲ࡀ 5 ᮏᩘ࠺࠸Ꮠࡸࡸࡣ≀㊊ࡶ࠸࡞ࡾゝࠊ࠼ᚋࡣᾏእࡢᏛ⾡ㄅ࡛ࡢㄽᩥ

Ⓨ⾲ࡸᾏእࡢⴭྡ࡞ฟ∧♫ࡢࡽᡂᯝබหࢆ࡞┠ᣦࡾࡼࠊ࡞ࡍ✚ᴟⓗ࡞ᅜ㝿Ⓨಙࢀࡲ⤌ࡾྲྀ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡿ

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

ࠊࠗࡵࡓࡿࡍᣑࢆ㇟ᑐࡢ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ ᪥ᮏㄒṔྐࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ࣭᫂

ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400 ㄒ 㸧ࠕࡧࡽ࡞ࠊ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖࠕ༑භኪ᪥グ ᮾࠕࠖ

㛵⣖⾜ ᾏ㐨グࠕࠖ ᘓ♩㛛㝔ྑிኵ㞟ࠕࠖ ࡢࠖࡾࡓࡀࡎࡣࠕࠖ 5 సရࠊィ⣙ 11 ㄒ㸧ࡢᵓ⠏බ㛤

ዉⰋ௦⦅Ϩⴥ㞟ࠕࠊࡵࡓࡢഛ‽ࡢ⏝ά✲◊ࡢ᮶ᖺᗘ௨㝆ࠊࡇࡓࡋࢆ ࣜ࢟ᐊ⏫௦⦅ϩࠕࠊࠖ

ࣉ࣮ࣝࢢྛࢆ✲◊ࡢ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥࠊࡋᐇࡾணᐃ㏻ࢆഛᩚࡢᮏᩥ࣭ᙧែㄽሗࡢ㈨ᩱࠖࣥࢱࢩ

ィྜ࡚ࢀศ 12ᅇ⾜ࡢࡇࠊ࠸୰࡛ձ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ࡿࡍ㈨ᩱ㑅ᐃ㈨ᩱᛶ᳨ウࠊղ᪥ᮏㄒྐ◊

ᡂᯝ✲◊ࠊࡇࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ࡢ᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥճࠊ✲◊ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍ㈨✲

Ⓨ⾲ࡢሙࡀ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ࡚ࡋ㸰ᅇ㛤ദࢀࡉከࡢࡃཧຍ⪅ࠊࡇࡓࡗ࠶ࡀᙜึィ⏬࡛ࡣ 35 ࡗࡔྡ

ࡀඹྠ◊✲ဨࡓ ㄽᩥ࡛ࡀᡂᯝࠊࡋ㐩56ྡ ࡛⾲Ⓨ✲◊ࠊ௳56 ࡚᪲ࡵᴟࠊࡣࡇࡿ࠸࡛ࢇཬ௳79

 ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡓࡗ࠶ᡂᯝ࡛ࡢࡑάື✲◊࡞┒

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400 ㄒ㸧ࠕࡧࡽ࡞㙊

௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ㸦ࠕ༑භኪ᪥グࠖࠕᮾ㛵⣖⾜ࠖࠕᾏ㐨グࠖࠕᘓ♩㛛㝔ྑிኵ㞟ࠖࡀࡎࡣࠕ

ィ⣙ࠊ㸳సရࡢࠖࡾࡓ 11ㄒ㸧୍ࢆ⯡බ㛤ࠊ࡞ࡿࡍ◊✲ᡂᯝࡢඹྠ⏝ࢆ╔ᐇᐇ⌧ࡿ࠸࡚ࡏࡉ

Ⅼࡀホ౯࡞ࢇ┒ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡉᬑཬάືࢫࣃ࣮ࢥࠊࡶ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋ⏝ࡋ

4ࠊ࡛ࡇࡓࡋഛᩚࢆ࣒ࢸࢫࢩⓏ㘓࠸ࡍࡸ ᭶㹼12 ᭶ࡢ㛫࡛ 2,700 ࠊࡣࡇࡓᚓࢆࢨ࣮ࣘࡿࡓ࠸ྡ

ඹྠ⏝ࡢᐇ⦼࡚ࡋホ౯࡛ࠊࡽࡉࠋࡿࡁᮏࡣࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡚࠸࠾ᗈࡃཧ↷ࡉ

ࡀㄽᩥ✲◊ࡓࡋ⏝᥋┤ࢆࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀ 2016ᖺ 4᭶ࡽ 10᭶༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫࡛ 33௳Ⓨ⾲࠸࡚ࢀࡉ

࡚࠸࠾ᅜ❧ྎ‴Ꮫࡢ‴ྎࠊࡣࡽࡉࠋࡿ࠶࡛≀㈷ࡢ᥎㐍ࡢ⏝ඹྠࠊࡶࡇࡿ NINJAL࣮ࢼ࣑ࢭ

Ⓨಙࡓࢀධ⛬ᑕࢆᾏእࠊ࡞࠺⾜ࢆㅮ⩦ࡢࢫࣃ࣮ࢥྠ࡚ࡋࠖ✲◊᪥ᮏㄒࡿࡍᑟࡀࢱ࣮ࢹࠕ

 ࠋࡿࢀࡉホ౯ࡃ㧗࡚ࡋ㊶ᐇࡢ⏝ඹྠࠊࡀⅬࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀពḧⓗᬑཬ

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢࡑ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛵㐃◊✲ࠊ࡚࠸ࡘ᪥ᮏㄒᏛᶵ㛵ㄅࠗ᪥ᮏㄒࡿࡅ࠾࠘✲◊ࡢ

➨ㄒᙡ㸦ྐⓗ◊✲㸧ࠖ㸦ࠒᏛ⏺ᒎᮃࠑࠕ 12 ᕳ 3 ⓑⓒྜዪᏊᏛ࣭୰㔛⌮Ꮚᩍᤵᇳ➹㸧ࠊ2016.7ࠊྕ
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ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ㸦ࠕ༑භኪ᪥グࠖࠕᮾ㛵⣖⾜ࠖࠕᾏ㐨グࠖࠕᘓ♩㛛㝔ྑிኵ㞟ࠖࠖࡾࡓࡀࡎࡣࠕ

ィ⣙ࠊ㸳సရࡢ 11ㄒ㸧୍ࢆ⯡බ㛤ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡲࠊࡇࡓࡋ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋᙧែ⣲ゎᯒ

㟁Ꮚ㎡᭩ࡢ⏝ UniDicࢆᣑࡿࡼࢀࡇࠊࡋゎᯒ⏝ࠕ࣮ࣝࢶWebⲔ୍࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࢆࠖࡵࡲ⯡

බ㛤ࡓࡋⅬࠗࠊ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ࡢㅮ⩦ࢆ NINJAL୍࡚ࡋࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ⯡♫ேࡶࢆ

ᑐ㇟ᐇࢫࣃ࣮ࢥࠊࡋ⏝ࡢᬑཬຮࡿ࠸࡚ࡵⅬࠊࡣ♫ᑐࡿࡍ㈉⊩࡚ࡋホ౯࡛ࠊ≉ࠋࡿࡁ

UniDic ࡋᑐᛂࡶṔྐⓗኚ࡚ࡗ࠶ࡀࣥࣙࢪ࣮ࣂࡢ୰ྂ㏆௦ࠊࡀ࠸࡞ࡣᡂᯝ࡛ࡢᮏᖺᗘ≉᭷ࠊࡣ

࡚ࡋᥦ౪ൾ࡛♫↓ࢆᙧែ⣲ゎᯒ⏝㎡᭩ࡿࡍ᭷ࢆ⢭ᗘࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡄࡍࡀⅬࡿ࠸࡚

࣮ࣝࢺࢫࣥ㆑㸦▱ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࡞ู≉ࠊࡶࠖࡵࡲWebⲔࠕࠊࡓࡲࠋࡿࡍ౯➹≉ࡣࡇࡿ࠸

⩦ㅮࡓࡋ㇟ᑐࡶࢆே♫⯡୍≉ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛⏝᭷ࡀⅬ࠺࠸⬟ྍ⏝ࡶ࡚ࡃ࡞ࡓᣢࢆ㸧ࡢ➼

ࡢ㛤ദࠊࡣ♫ேᏛࡢࡋ┤ࡧᶵࢆᥦ౪ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ᭷┈࡞♫㈉⊩࡚ࡋホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠘ࢫࣃ࣮ࢥඹྠ◊✲ဨ࡚ࡋᾏእࡢᏛࡢ◊✲⪅ ࡇࡓࡋཧຍࡀ4ྡ

⤫ࠊᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢඹྠ࡛ⴥ㞟࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᏛᮾὒᏛ㒊᪥ᮏㄒࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࠊࡓࡲࠊ

ㄒሗୖࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ௦ㄒ㛵ࢆ✲◊ࡿࡍඹྠ࡛⾜ࠊࡓࡲࠊࡇࡓࡗே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊

✲⪅ᾏእὴ㐵ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉ PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇᏛὴ㐵ࡋඹྠ◊✲ࢆ᥎㐍ࠊࡓࡋ≉ูඹ

ྠ⏝◊✲ဨࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࡚࢜ࡋᏛࡢᏛ㝔⏕ࢆ ᅜࠊ࡞ࡇࡓࡗ⾜ࢆᣦᑟࠊࢀධࡅ1ྡཷ

㝿ⓗࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢ✲◊࡞ᵓ⠏ពࢆᑾࡣࡇࡿ࠸࡚ࡋホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥそ࠺௦ࡣ⫣ᩥᴟ࡚ࡵᗈࠊࡽࡉࠊ࡛ࡢ࠸ᚋࠊࡣ≉ᐃࡢᆅᇦ

௦ࠊࡎࡽࡲ␃௦⫣ᩥࡸ㛵ࡿࡍィ⏬ᛶ୍ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ✲◊ࠊ࡚ࡗࡶࢆᒙࡢᗈᇦከᵝࢆ

┠ᣦࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡋᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥⱥᩥࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍సᡂࡋ 10 ᭶ࡾࡼᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࢆ㛤ጞྎࠊࡋ‴

࡚࠸࠾ᅜ❧ྎ‴Ꮫࡢ NINJALࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭᑟࡿࡍ᪥ᮏㄒ◊✲࡚ࠖࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ࣮ࢥ

㸦9᭶࠸⾜ࢆㅮ⩦ࡢ࠘ࢫࣃ 15᪥㸧ࠊࡓࡲࠊᅜ㝿㆟࡛ィ 5ᮏࡢ◊✲Ⓨ⾲ࡓࡗ⾜ࢆⅬࠊࡣᅜ㝿Ⓨಙ

ࠖࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ⱥᩥࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࠊ≉ࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ᴟⓗ✚ࡢ

ࡿ㊴ࢪ࣮࣌ⱥᩥࡤࢀࡍࢡࢵࣜࢡࢆୗࡢㄝ᫂ࡢ᪥ᮏㄒࠊ࡛ࡕࡓࡿࡍඹᏑࢪ࣮࣌ࡢ᪥ᮏᩥࠊࡣ

ࡿ࠸࡚ࡋᵓᡂࢆࢪ࣮࣒࣮࡛࣌࣍ࡅࡔⱥᩥࠊࡋࡔࡓࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࠸ࡼࡀᡭ࠸ࡃࡍࡸぢࠊ࡛ࡢࡶ

ࡢᾏእࠊࡓࡲࠋ࠸ࡼࡶ࡚ࡋᕤኵࡋᑡ࠺ࡶࢆࡓࡾᙇࡢࢡࣥࣜࠊ࡛ࡢ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ 4 ᶵ㛵ᒓࡿࡍ◊

ࡵྵࢆ⪅✲ ⾲Ⓨ✲◊ࡢᅜ㝿㆟࡛ࠊࡤࢀࡳ㚷つᶍ⧊⤌࠺࠸ࡿࡍ᧦ࢆඹྠ◊✲ဨࡢ56ྡ 5ᮏ࠸

 ࠋࡿࢀࡲᮃࡀࡇࡿࡍࡃࡁࡽࡉࢆᏐᩘ࠺

 

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

ሗ࣭࣒ࢸࢫࢩ◊✲ᶵᵓேᩥᏛࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ඹྠ⏝࣮ࢱࣥࢭ‽ഛᐊ㸦ᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࠊ⤫

ィᩘ⌮◊✲ᡤ㸧ࢫࣃ࣮ࢥࠊ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛ࠊ㏆௦ᩥ⊩ࡢ OCR ᢏ⾡㛤Ⓨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢ

‽ഛࢆ㛤ጞྠࠊࡀࡓࡋ‽ഛᐊ࡛ࠊࡣ⌧ᅾࠊᅜᩥᏛ◊✲㈨ᩱ㤋ࡀᡤⶶྂࡿࡍ⡠ࠊࢆࢱ࣮ࢹࡢ⏬ീ࣭

᭩ㄅ࣭ᮏᩥ࡚ࡋࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹࡢ➼ࢺࢫ࢟ࢸᥦ౪ࢆࡇࡿࡍィ⏬ࠊࡇࡇࠊࡾ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ㏆௦
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4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡿࡍᩍ⫱ࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ㐃ᦠᏛ㝔࡛ࡿ࠶ᮾிእᅜㄒᏛ

㸦TUFS㸧ᅜ㝿᪥ᮏᏛ◊✲⛉ࠕ࡚࠸࠾Japan Studies Iࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᏛධ㛛ࠖࠕJapan Studies II

᪥ᮏㄒࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇࡢ✲◊ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡇࡓࡋᬑཬࡵࡓࡢ NINJALࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ

ࡋᮾி࡛㸰ᅇ㛤ദ㜰ࢆ㞟ィ̿ࠖ⣴᳨ࡿࡼ୰⣡ゝࠖࠕ̿ ά⏝ධ㛛࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࠕ

⏕Ꮫ㝔ࠊࡇࡓ 5ྡ㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡕ࠺㠀ᖖ◊✲ဨ 3ྡ㸧ࠊPDࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇ

࣭⏕Ꮫ㝔ࠊࡣ࡞ࡇࡓࡗ⾜ࢆຓᣦᑟࡢࡵࡓࡢ✲◊Ṕྐࡢ᪥ᮏㄒࠊࡏࡉཧຍ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥ

୍⯡♫ேᑐࡿࡍᩍ⫱άື࡚ࡋホ౯࡛ࠊ≉ࠋࡿࡁTUFSࡢ㐃ᦠࠊࡣᩍ⫱◊✲ᶵ㛵ࡢࡶࡢࡑ

࠺ࡽࡶ࡚ࡋゎ⌮ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠊࠎே࠺ᢸࢆ✲◊ࡢḟ௦ࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀຠᯝࠊ࡚ࡗ࠶㐃ᦠ࡛ࡢ

ேࡢࠎᩍ⫱άືࠊࡣḟᖺᗘ௨㝆ࡶィ⏬ⓗ᥎㐍ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋᮃࠋࡿࢀࡲ 

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

PD ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࡋᑐ㠀ᖖ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ⏝㞠࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࣮࢙ࣟࣇ

ᡂ⫱ࡢேᮦࡿࡁᒎ㛤࡛ࢆ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥࠊࡾࡼࡇࡿࡍᣦᑟࢆᵓ⠏࣭ά⏝ἲࡢ

ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊࡇࡓࡵດ PD1࣮࢙ࣟࣇ 㐃ᦠ༠ᐃࢆྡ

ඛ࡛ࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࡿ࠶Ꮫὴ㐵ࠊࡓࡲࠊࡇࡓࡋᏛ㝔⏕ࡽⱝᡭ◊✲⪅ᑐࠊ࡚ࡋ㏻࣮ࢥ

᪥ᮏㄒṔྐࠗࠊ࡞ࡇࡓࡋຓࢆཧຍ㈝㸧ࠊ㈝㸦ฟᙇ⏝㈝ࡢࡵࡓࡢ⾲Ⓨ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ

ࡿ࠸࡚ࡋᑾຊᡂ⫱ࡢேᮦࡿࡁ᥎㐍࡛ࢆ✲◊᪥ᮏㄒྐ࡛ࡇࡢࡑࠊࡁ࡛ࡀ⏝άゎ⌮ࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ

ࡿࢀࡉ⏝᥇ᶵ㛵✲◊࡚ࡋ⫋⫱ᩍࡽ୰ࡢ⪅✲◊ⱝᡭࡓࡋ࠺ࡇࠊ࠾࡞ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㧗ࠊࡣࡇ

ࡅࢃࡿࡍ༶᩿ᡂᯝࡿࡼࡅࡔࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢࡇࠊࡣࢀࡑࠊࡀࡿ࠶࡛ࡇࡢࡓࡋ㍮ฟᩘ「ࡀ⪅

ᑐ⪅✲◊ⱝᡭࡽ⏕Ꮫ㝔ࠊ࠾࡞ࠋ࠺ࡼࢀࡽࡵㄆࡣࡇࡿ࠶ࡀᐤࡢࡃࡤᗄࠊࡢࡢࡶ࠸࡞࠸ࡣ

᫂ࡀேᩘࡢ⪅㇟ᑐࠊࡀࡿ࠶ࠖࡓࡋຓࢆ⏝㈝ࡢࡵࡓࡢ⾲Ⓨ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕࠊ࡚ࡋ

グࡀࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉᮃࠋ࠸ࡋࡲ 

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

㸦ᰴ)ᑠᏛ㤋ࡧࡼ࠾(ᰴ)ࢫࣥࣂࢻࢺࢵࢿ㐃ᦠ࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ᳨࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⣴ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ

୰⣡ゝࠕࣥ ᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠕࢪࢵࣞࢼࣥࣃࣕࢪࠖ ࠊࡇࡓࡋ⌧ᐇࢆࢡࣥࣜࢺࢡࣞࢲࡢࠖ

࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖࠕࠊࡓࡲ JKBooksࠕኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീࠊࡣࡇࡓࡗ⾜ࢆࢡࣥࣜࡢ♫ࡢ㐃

ᦠ࡚ࡋホ౯࡛ࠕࠋࡿࡁ୰⣡ゝࠖࠕ᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠖ࠺࠸ࡿࡁ࡛ࢡࣥࣜࢺࢡࣞࢲࡀ

࠸ࡿࡁ࡛↷ཧྠࡶ➼ὀ㔘࣭⌧௦ㄒヂࠊࡽࡉࠊࡋ⬟ྍࢆ↷ᮏᩥཧࡢࡽ⣴⏬㠃᳨ࠊࡣࡇ

ࡢ⏺ᴗ⏘ࠊࡣࡇࡓࡏࡉᡂຌࢆ⌧ᐇࡢ㐃ᦠ࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡓࡗࡲ㧗᱁ẁࡀ౽ᛶࠊࡾ࠶࡛ࡇ࠺

༠ᴗ≉ࠊࡶ࡚ࡋホ౯ࡇࡁࡍᛮࠊ࠾࡞ࠋࡿࢀࢃᮯ៧㐣ࡢࡇࠊࡀࡿ࠶ࡣ࡛ࡇ࠸ࡼࡤࢀࡂ

ࠊ࠺ࡼ࠸࡞ࢃࡲࡋ࡚ࡋᶒጾࡀࡅࡔᮏᩥࡢ᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠖࠕࡿࡼᴗ୍ࠊ࡚ࡗࡼࡇ

Ꮫ⏺࣭♫ࡿ࡞ࡽࡉ࡚ࡅྥὀពႏ㉳ࡃ࠸࡚ࡅ⥆ࢆᚲせࡿ࠶ࡀᛮࠋࡿࢀࢃ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑ࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡋ↓ൾ୍࡚⯡බ㛤ࠕࠊࡓࡋ㙊௦⦅
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ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ㸦ࠕ༑භኪ᪥グࠖࠕᮾ㛵⣖⾜ࠖࠕᾏ㐨グࠖࠕᘓ♩㛛㝔ྑிኵ㞟ࠖࠖࡾࡓࡀࡎࡣࠕ

ィ⣙ࠊ㸳సရࡢ 11ㄒ㸧୍ࢆ⯡බ㛤ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡓࡲࠊࡇࡓࡋ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࡚ࡋᙧែ⣲ゎᯒ

㟁Ꮚ㎡᭩ࡢ⏝ UniDicࢆᣑࡿࡼࢀࡇࠊࡋゎᯒ⏝ࠕ࣮ࣝࢶWeb Ⲕ୍࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࢆࠖࡵࡲ⯡

බ㛤ࡓࡋⅬࠗࠊ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⏝ࡢㅮ⩦ࢆ NINJAL୍࡚ࡋࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ⯡♫ேࡶࢆ

ᑐ㇟ᐇࢫࣃ࣮ࢥࠊࡋ⏝ࡢᬑཬຮࡿ࠸࡚ࡵⅬࠊࡣ♫ᑐࡿࡍ㈉⊩࡚ࡋホ౯࡛ࠊ≉ࠋࡿࡁ

UniDic ࡋᑐᛂࡶṔྐⓗኚ࡚ࡗ࠶ࡀࣥࣙࢪ࣮ࣂࡢ୰ྂ㏆௦ࠊࡀ࠸࡞ࡣᡂᯝ࡛ࡢᮏᖺᗘ≉᭷ࠊࡣ

࡚ࡋᥦ౪ൾ࡛♫↓ࢆᙧែ⣲ゎᯒ⏝㎡᭩ࡿࡍ᭷ࢆ⢭ᗘࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡄࡍࡀⅬࡿ࠸࡚

࣮ࣝࢺࢫࣥ㆑㸦▱ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࡞ู≉ࠊࡶࠖࡵࡲWebⲔࠕࠊࡓࡲࠋࡿࡍ౯➹≉ࡣࡇࡿ࠸

⩦ㅮࡓࡋ㇟ᑐࡶࢆே♫⯡୍≉ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛⏝᭷ࡀⅬ࠺࠸⬟ྍ⏝ࡶ࡚ࡃ࡞ࡓᣢࢆ㸧ࡢ➼

ࡢ㛤ദࠊࡣ♫ேᏛࡢࡋ┤ࡧᶵࢆᥦ౪ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ᭷┈࡞♫㈉⊩࡚ࡋホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠘ࢫࣃ࣮ࢥඹྠ◊✲ဨ࡚ࡋᾏእࡢᏛࡢ◊✲⪅ ࡇࡓࡋཧຍࡀ4ྡ

⤫ࠊᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡢඹྠ࡛ⴥ㞟࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᏛᮾὒᏛ㒊᪥ᮏㄒࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࠊࡓࡲࠊ

ㄒሗୖࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ௦ㄒ㛵ࢆ✲◊ࡿࡍඹྠ࡛⾜ࠊࡓࡲࠊࡇࡓࡗே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊

✲⪅ᾏእὴ㐵ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉ PDྠࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇᏛὴ㐵ࡋඹྠ◊✲ࢆ᥎㐍ࠊࡓࡋ≉ูඹ

ྠ⏝◊✲ဨࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࡚࢜ࡋᏛࡢᏛ㝔⏕ࢆ ᅜࠊ࡞ࡇࡓࡗ⾜ࢆᣦᑟࠊࢀධࡅ1ྡཷ

㝿ⓗࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢ✲◊࡞ᵓ⠏ពࢆᑾࡣࡇࡿ࠸࡚ࡋホ౯ࠋࡿࢀࡉ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥそ࠺௦ࡣ⫣ᩥᴟ࡚ࡵᗈࠊࡽࡉࠊ࡛ࡢ࠸ᚋࠊࡣ≉ᐃࡢᆅᇦ

௦ࠊࡎࡽࡲ␃௦⫣ᩥࡸ㛵ࡿࡍィ⏬ᛶ୍ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ✲◊ࠊ࡚ࡗࡶࢆᒙࡢᗈᇦከᵝࢆ

┠ᣦࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡋᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥⱥᩥࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍సᡂࡋ 10 ᭶ࡾࡼᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࢆ㛤ጞྎࠊࡋ‴

࡚࠸࠾ᅜ❧ྎ‴Ꮫࡢ NINJALࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭᑟࡿࡍ᪥ᮏㄒ◊✲࡚ࠖࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ࣮ࢥ

㸦9᭶࠸⾜ࢆㅮ⩦ࡢ࠘ࢫࣃ 15᪥㸧ࠊࡓࡲࠊᅜ㝿㆟࡛ィ 5ᮏࡢ◊✲Ⓨ⾲ࡓࡗ⾜ࢆⅬࠊࡣᅜ㝿Ⓨಙ

ࠖࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ⱥᩥࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࠊ≉ࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ᴟⓗ✚ࡢ

ࡿ㊴ࢪ࣮࣌ⱥᩥࡤࢀࡍࢡࢵࣜࢡࢆୗࡢㄝ᫂ࡢ᪥ᮏㄒࠊ࡛ࡕࡓࡿࡍඹᏑࢪ࣮࣌ࡢ᪥ᮏᩥࠊࡣ

ࡿ࠸࡚ࡋᵓᡂࢆࢪ࣮࣒࣮࡛࣌࣍ࡅࡔⱥᩥࠊࡋࡔࡓࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࠸ࡼࡀᡭ࠸ࡃࡍࡸぢࠊ࡛ࡢࡶ

ࡢᾏእࠊࡓࡲࠋ࠸ࡼࡶ࡚ࡋᕤኵࡋᑡ࠺ࡶࢆࡓࡾᙇࡢࢡࣥࣜࠊ࡛ࡢ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ 4 ᶵ㛵ᒓࡿࡍ◊

ࡵྵࢆ⪅✲ ⾲Ⓨ✲◊ࡢᅜ㝿㆟࡛ࠊࡤࢀࡳ㚷つᶍ⧊⤌࠺࠸ࡿࡍ᧦ࢆඹྠ◊✲ဨࡢ56ྡ 5ᮏ࠸

 ࠋࡿࢀࡲᮃࡀࡇࡿࡍࡃࡁࡽࡉࢆᏐᩘ࠺

 

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

ሗ࣭࣒ࢸࢫࢩ◊✲ᶵᵓேᩥᏛࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ඹྠ⏝࣮ࢱࣥࢭ‽ഛᐊ㸦ᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࠊ⤫

ィᩘ⌮◊✲ᡤ㸧ࢫࣃ࣮ࢥࠊ㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛ࠊ㏆௦ᩥ⊩ࡢ OCR ᢏ⾡㛤Ⓨࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢ

‽ഛࢆ㛤ጞྠࠊࡀࡓࡋ‽ഛᐊ࡛ࠊࡣ⌧ᅾࠊᅜᩥᏛ◊✲㈨ᩱ㤋ࡀᡤⶶྂࡿࡍ⡠ࠊࢆࢱ࣮ࢹࡢ⏬ീ࣭

᭩ㄅ࣭ᮏᩥ࡚ࡋࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹࡢ➼ࢺࢫ࢟ࢸᥦ౪ࢆࡇࡿࡍィ⏬ࠊࡇࡇࠊࡾ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ㏆௦
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4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࡿࡍᩍ⫱ࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ㐃ᦠᏛ㝔࡛ࡿ࠶ᮾிእᅜㄒᏛ

㸦TUFS㸧ᅜ㝿᪥ᮏᏛ◊✲⛉ࠕ࡚࠸࠾Japan Studies Iࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒᏛධ㛛ࠖࠕJapan Studies II

᪥ᮏㄒࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇࡢ✲◊ࢫࣃ࣮ࢥࠊࡇࡓࡋᬑཬࡵࡓࡢ NINJALࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ

ࡋᮾி࡛㸰ᅇ㛤ദ㜰ࢆ㞟ィ̿ࠖ⣴᳨ࡿࡼ୰⣡ゝࠖࠕ̿ ά⏝ධ㛛࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࠕ

⏕Ꮫ㝔ࠊࡇࡓ 5ྡ㸦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡕ࠺㠀ᖖ◊✲ဨ 3ྡ㸧ࠊPDࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ1ྡ࣮࢙ࣟࣇ

࣭⏕Ꮫ㝔ࠊࡣ࡞ࡇࡓࡗ⾜ࢆຓᣦᑟࡢࡵࡓࡢ✲◊Ṕྐࡢ᪥ᮏㄒࠊࡏࡉཧຍ⌜⏝άࢫࣃ࣮ࢥ

୍⯡♫ேᑐࡿࡍᩍ⫱άື࡚ࡋホ౯࡛ࠊ≉ࠋࡿࡁTUFSࡢ㐃ᦠࠊࡣᩍ⫱◊✲ᶵ㛵ࡢࡶࡢࡑ

࠺ࡽࡶ࡚ࡋゎ⌮ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠊࠎே࠺ᢸࢆ✲◊ࡢḟ௦ࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀຠᯝࠊ࡚ࡗ࠶㐃ᦠ࡛ࡢ

ேࡢࠎᩍ⫱άືࠊࡣḟᖺᗘ௨㝆ࡶィ⏬ⓗ᥎㐍ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋᮃࠋࡿࢀࡲ 

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

PD ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࠗࡋᑐ㠀ᖖ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ⏝㞠࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࣮࢙ࣟࣇ

ᡂ⫱ࡢேᮦࡿࡁᒎ㛤࡛ࢆ✲◊᪥ᮏㄒྐࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥࠊࡾࡼࡇࡿࡍᣦᑟࢆᵓ⠏࣭ά⏝ἲࡢ

ࡾࡼ࣒ࣛࢢࣟࣉே㛫ᩥ◊✲ᶵᵓⱝᡭ◊✲⪅ᾏእὴ㐵ࠊࡇࡓࡵດ PD 1࣮࢙ࣟࣇ 㐃ᦠ༠ᐃࢆྡ

ඛ࡛ࢻ࣮࢛ࣇࢫࢡࢵ࢜ࡿ࠶Ꮫὴ㐵ࠊࡓࡲࠊࡇࡓࡋᏛ㝔⏕ࡽⱝᡭ◊✲⪅ᑐࠊ࡚ࡋ㏻࣮ࢥ

᪥ᮏㄒṔྐࠗࠊ࡞ࡇࡓࡋຓࢆཧຍ㈝㸧ࠊ㈝㸦ฟᙇ⏝㈝ࡢࡵࡓࡢ⾲Ⓨ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ

ࡿ࠸࡚ࡋᑾຊᡂ⫱ࡢேᮦࡿࡁ᥎㐍࡛ࢆ✲◊᪥ᮏㄒྐ࡛ࡇࡢࡑࠊࡁ࡛ࡀ⏝άゎ⌮ࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ

ࡿࢀࡉ⏝᥇ᶵ㛵✲◊࡚ࡋ⫋⫱ᩍࡽ୰ࡢ⪅✲◊ⱝᡭࡓࡋ࠺ࡇࠊ࠾࡞ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㧗ࠊࡣࡇ

ࡅࢃࡿࡍ༶᩿ᡂᯝࡿࡼࡅࡔࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢࡇࠊࡣࢀࡑࠊࡀࡿ࠶࡛ࡇࡢࡓࡋ㍮ฟᩘ「ࡀ⪅

ᑐ⪅✲◊ⱝᡭࡽ⏕Ꮫ㝔ࠊ࠾࡞ࠋ࠺ࡼࢀࡽࡵㄆࡣࡇࡿ࠶ࡀᐤࡢࡃࡤᗄࠊࡢࡢࡶ࠸࡞࠸ࡣ

᫂ࡀேᩘࡢ⪅㇟ᑐࠊࡀࡿ࠶ࠖࡓࡋຓࢆ⏝㈝ࡢࡵࡓࡢ⾲Ⓨ✲◊ࡓࡋ⏝άࢆࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕࠊ࡚ࡋ

グࡀࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉᮃࠋ࠸ࡋࡲ 

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

㸦ᰴ)ᑠᏛ㤋ࡧࡼ࠾(ᰴ)ࢫࣥࣂࢻࢺࢵࢿ㐃ᦠ࡚ࠗࡋ᪥ᮏㄒṔྐ᳨࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⣴ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ

୰⣡ゝࠕࣥ ᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠕࢪࢵࣞࢼࣥࣃࣕࢪࠖ ࠊࡇࡓࡋ⌧ᐇࢆࢡࣥࣜࢺࢡࣞࢲࡢࠖ

࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖࠕࠊࡓࡲ JKBooksࠕኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീࠊࡣࡇࡓࡗ⾜ࢆࢡࣥࣜࡢ♫ࡢ㐃

ᦠ࡚ࡋホ౯࡛ࠕࠋࡿࡁ୰⣡ゝࠖࠕ᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠖ࠺࠸ࡿࡁ࡛ࢡࣥࣜࢺࢡࣞࢲࡀ

࠸ࡿࡁ࡛↷ཧྠࡶ➼ὀ㔘࣭⌧௦ㄒヂࠊࡽࡉࠊࡋ⬟ྍࢆ↷ᮏᩥཧࡢࡽ⣴⏬㠃᳨ࠊࡣࡇ

ࡢ⏺ᴗ⏘ࠊࡣࡇࡓࡏࡉᡂຌࢆ⌧ᐇࡢ㐃ᦠ࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡓࡗࡲ㧗᱁ẁࡀ౽ᛶࠊࡾ࠶࡛ࡇ࠺

༠ᴗ≉ࠊࡶ࡚ࡋホ౯ࡇࡁࡍᛮࠊ࠾࡞ࠋࡿࢀࢃᮯ៧㐣ࡢࡇࠊࡀࡿ࠶ࡣ࡛ࡇ࠸ࡼࡤࢀࡂ

ࠊ࠺ࡼ࠸࡞ࢃࡲࡋ࡚ࡋᶒጾࡀࡅࡔᮏᩥࡢ᪂⦅᪥ᮏྂᩥᏛ㞟ࠖࠕࡿࡼᴗ୍ࠊ࡚ࡗࡼࡇ

Ꮫ⏺࣭♫ࡿ࡞ࡽࡉ࡚ࡅྥὀពႏ㉳ࡃ࠸࡚ࡅ⥆ࢆᚲせࡿ࠶ࡀᛮࠋࡿࢀࢃ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢆ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑ࡛ୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡋ↓ൾ୍࡚⯡බ㛤ࠕࠊࡓࡋ㙊௦⦅
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つᶍ᪥ᖖヰࢫࣃ࣮ࢥᇶ࡙ࡃヰࡋゝⴥࡢከゅⓗ◊✲ 

 ⤮㸸ᑠ☾ ⰼ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

28ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

 ഛᩚࢱ࣮ࢹࡢࡢࡑ

 

 

 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ㛤ጞ 

 ഛᩚ࣒ࢸࢫࢩᵝ⟇ᐃ࣭⮬ືࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ

[ヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹ] ㌿グࢺࢫ࢟ࢸసᡂ㛤ጞ 

[ᅜ㆟㘓᳨⣴࣒ࢸࢫࢩ] ᵓ⠏㛤ጞ 

[BCCWJⓎヰ⪅ሗ] ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀᵝ⟇ᐃ࣭㛤ጞ 

[ྡヰࢫࣃ࣮ࢥ] ᙧែㄽሗ 

 ጞືࢆ✲◊ࡕᣢࢆྜ✲◊ࡈ⌜

 Ⓨ⾲㸯ᅇ㛤ദ✲◊ྠྜ⌜ࠊ㸯ᅇ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

⏝ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗࠊࡣᆒ⾮ᛶࢆ⪃៖ࡓࡋつᶍ࡞᪥ᮏㄒ᪥ᖖヰࢆࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࢀࡑࠊࡋᇶ࡙ࡃศᯒࢆ㏻ࠊ࡚ࡋ

᪥ᖖヰࡴྵࢆヰࡋゝⴥࡢ≉ᛶࠊࣞࢆ ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿࡍゎ᫂ከゅⓗࡽほⅬࡢ㺃┦⾜Ⅽ㺃⤒ᖺኚ࣮ࢱࢫࢪ

㸦㸯㸧ከᵝ࡞᪥ᖖሙ㠃ࡢヰ 200㛫ࢆ⣡ࡓࡵつᶍࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࢆ┠ᣦࡍヰࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏⌜ࠊཬࠊࡧᵓ⠏࣮ࢥࡓࡋ

㸦㸱㸧ࠊ⌜࣮ࢱࢫࢪࣞࡿࡍ✲◊ࢆࡳ⤌ࡸⓗከᵝᛶ࣮ࢱࢫࢪ࡚ࣞࡋ┠╔࡞㸦㸰㸧ㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌࠊ࡚࠸⏝ࢆࢫࣃ

ヰ┦⾜Ⅽࡢ୰࡛ᩥἲࡀᯝࡍࡓᙺࡸᵓ㐀ࡿࡍ✲◊ࢆ┦⾜Ⅽ⌜ࠊ㸦㸲㸧ㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌ࡚ࡋ┠╔࡞ヰࡋゝⴥࡢ⤒

ᖺኚࡿࡍ✲◊ࢆ⤒ᖺኚ⌜ࡢᅄࢆ✲◊࡚ࡋ⧊⤌ࢆ⌜ࡢࡘ㐍ࠋࡿࡵ 

ヰࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏⌜࡛ࠊࡣ᪥ᖖࡢヰ⾜ື㛵ࡿࡍㄪᰝࠊࡁ࡙ࡶ⮬Ꮿ࣭⫋ሙ࣭ᗑ⯒࣭ᒇእ࡛ࡢᐙ᪘࣭ே࣭ྠ࣭

ᗑဨࡢヰࠊ࡞ከᵝ࡞᪥ᖖሙ㠃࡛ࡢヰࢆࢫࣃ࣮ࢥ࠺ࡼࡿࡍ⨶⥙ࢆタィࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍୡ⏺ⓗぢ࡚ࡶ᪂࠸ࡋヨࡳ

ࡌ⏕୰࡛ࡢά⏕ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺ࡽࡶ࡚ࡋヰ࡚ࡵ㞟ࢆேࡵࡓࡢ㘓࠺ࡼࡢࢫࣃ࣮ࢥヰࡢࡃከࡢᚑ᮶ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛

㡢ኌ࣭ᫎࡢヰࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉ࡶⅬࡿࡍᙧ࡛グ㘓࡞↛⮬ࢆヰࡢ᪥ᖖࠊࡾࡼࡇ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ㘓ヰ⪅⮬㌟ࢆヰࡿ

ീࢆ㘓ᩥࠊࡋᏐࠊ࡛ୖࡓࡋᙧែㄽሗࡸ⤫ㄒሗࠊㄯヰሗࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢ࡞⯡୍ࠊࡋබ㛤ࢀࡇࠋࡿࡍ

ື⾜ヰࡸゝⴥࡋヰࠊࡣࢫࣃ࣮ࢥࡓࡋ࠺ࡇࠋࡍᣦ┠ࢆ❧☜ࡢ┙ᇶ✲◊ࡢࢫ࣮࣋ࢫࣃ࣮ࢥ࡞㧗ᗘࡿࡍ㛵ゝⴥࡋヰࠊࡾࡼ

㛵ࡿࡍᇶ♏◊✲ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡸ㎡᭩⦅⧩ࠊ㡢ኌሗฎ⌮ࣟࠊ ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ㈨ࡶ✲◊⏝ᛂࡢ࡞ᕤᏛࢺࢵ࣎

ࡀࠎேࡢᚋୡࠊࡓࡲ 21ୡ⣖ึ㢌ࡢ᪥ᮏேࡢ⏕άᩥࡸࡢࡵࡓࡿ▱ࢆ㈗㔜࡞グ㘓ࠋࡿ࡞ 

ࢼࢩࡓࢀࡉゝⴥ࡛グࡁ᭩๓ᥦࢆⓎヰࡸヰ⊃ࡢ࡞ㅮ₇ࠊ࠼ຍ᪥ᖖヰࡢ௦⌧ࠊࡣ࡛✲◊ゝⴥࡋヰࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ

ᐦ⦔ࡸィⓗศᯒ⤫࡞㧗ᗘࠊ㇟ᑐࢆࢱ࣮ࢹ࡞ከᵝࠊ࡞ゝⴥࡋヰࡢ50ᖺ๓ࠊヰᩥࡢ࡞ᑠㄝ࠸࡞ࡋ๓ᥦࢆⓎヰࠊ࢜ࣜ

ゎᐇドⓗࠊࢆᐇែࡢᖺኚ⤒ࡢࡑࠊࡳ⤌ࡸᛶ≉ࡢㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌ࣭┦⾜Ⅽୖࡢゝⴥࡋヰࠊ࡚ࡋ㏻ࢆᚤどⓗศᯒ࡞

᫂ࢆ✲◊ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿࡍᨭࠊ࡚ࡋࡢࡶࡿ࠼᫇ࡢヰࡋゝⴥࡸࢱ࣮ࢹࡢ BCCWJࡢᑠㄝࡢ࡞ヰᩥࠊᅜ㆟㘓ࢆ࡞ᑐ㇟

 ࠋࡿࡍබ㛤⯡୍ࡋഛᩚࢆࢱ࣮ࢹ

ࡿࡍබ㛤⯡୍ࡋഛ࣭ᵓ⠏ᩚࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥ࡞ࠎᵝࡴྵࢆつᶍ᪥ᖖヰࠊࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏ࠺ࡼࡢࡇ

 ࠋࡿࡣࢆᇶ┙ᙉࡢ✲◊ඹྠ⏝࣭ඹྠࠊ࡚ࡗࡼࡇ

54 

 

㏆ࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࢀࡉᙧᡂࡀࢫࣃ࣮ࢥṔྐⓗ࡞ᙉຊࡾ࡞࡚ࡋయࠊࡤࢀࢃຍࡶ⫣ᩥ

௦ᩥ⊩࡚ࡗࡼ➹⫗ࠊࡣ᭩ࡋࡎࡃࠊࡾࡓࢀࡉᏐ࣭㐃⥥➼࡛༳Ꮠྂࡿࡍࡾࡓࢀࡉ⡠ࠊࡾ࡞␗ࡣ

άᏐࡿࡼ∧㠃ࡀ OCR ฎࡢ௬ྡࡾࠊḞᦆࡢ༳Ꮠ㠃ࠊ㠃ࠊࡀࡿ࠶᭷࡛ࡣ㝿ࡢࡾྲྀࡳㄞࡿࡼ

࠸࡚ࡋゎỴࢆᅔ㞴࡚ࡗࡼࡇ࠺ྜࡋᥦ౪ࢆ⾡ᢏሗࡀ㛵ಀᶵ㛵ࠊᚋࠊࡾ࠶ࡶၥ㢟ࡓࡗ࠸⌮

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡃ
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つᶍ᪥ᖖヰࢫࣃ࣮ࢥᇶ࡙ࡃヰࡋゝⴥࡢከゅⓗ◊✲ 

 ⤮㸸ᑠ☾ ⰼ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

28ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

 ഛᩚࢱ࣮ࢹࡢࡢࡑ

 

 

 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ㛤ጞ 

 ഛᩚ࣒ࢸࢫࢩᵝ⟇ᐃ࣭⮬ືࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ

[ヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹ] ㌿グࢺࢫ࢟ࢸసᡂ㛤ጞ 

[ᅜ㆟㘓᳨⣴࣒ࢸࢫࢩ] ᵓ⠏㛤ጞ 

[BCCWJⓎヰ⪅ሗ] ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀᵝ⟇ᐃ࣭㛤ጞ 

[ྡヰࢫࣃ࣮ࢥ] ᙧែㄽሗ 

 ጞືࢆ✲◊ࡕᣢࢆྜ✲◊ࡈ⌜

 Ⓨ⾲㸯ᅇ㛤ദ✲◊ྠྜ⌜ࠊ㸯ᅇ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

⏝ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗࠊࡣᆒ⾮ᛶࢆ⪃៖ࡓࡋつᶍ࡞᪥ᮏㄒ᪥ᖖヰࢆࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࢀࡑࠊࡋᇶ࡙ࡃศᯒࢆ㏻ࠊ࡚ࡋ

᪥ᖖヰࡴྵࢆヰࡋゝⴥࡢ≉ᛶࠊࣞࢆ ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿࡍゎ᫂ከゅⓗࡽほⅬࡢ㺃┦⾜Ⅽ㺃⤒ᖺኚ࣮ࢱࢫࢪ

㸦㸯㸧ከᵝ࡞᪥ᖖሙ㠃ࡢヰ 200㛫ࢆ⣡ࡓࡵつᶍࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࢆ┠ᣦࡍヰࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏⌜ࠊཬࠊࡧᵓ⠏࣮ࢥࡓࡋ

㸦㸱㸧ࠊ⌜࣮ࢱࢫࢪࣞࡿࡍ✲◊ࢆࡳ⤌ࡸⓗከᵝᛶ࣮ࢱࢫࢪ࡚ࣞࡋ┠╔࡞㸦㸰㸧ㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌࠊ࡚࠸⏝ࢆࢫࣃ

ヰ┦⾜Ⅽࡢ୰࡛ᩥἲࡀᯝࡍࡓᙺࡸᵓ㐀ࡿࡍ✲◊ࢆ┦⾜Ⅽ⌜ࠊ㸦㸲㸧ㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌ࡚ࡋ┠╔࡞ヰࡋゝⴥࡢ⤒

ᖺኚࡿࡍ✲◊ࢆ⤒ᖺኚ⌜ࡢᅄࢆ✲◊࡚ࡋ⧊⤌ࢆ⌜ࡢࡘ㐍ࠋࡿࡵ 

ヰࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏⌜࡛ࠊࡣ᪥ᖖࡢヰ⾜ື㛵ࡿࡍㄪᰝࠊࡁ࡙ࡶ⮬Ꮿ࣭⫋ሙ࣭ᗑ⯒࣭ᒇእ࡛ࡢᐙ᪘࣭ே࣭ྠ࣭

ᗑဨࡢヰࠊ࡞ከᵝ࡞᪥ᖖሙ㠃࡛ࡢヰࢆࢫࣃ࣮ࢥ࠺ࡼࡿࡍ⨶⥙ࢆタィࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍୡ⏺ⓗぢ࡚ࡶ᪂࠸ࡋヨࡳ

ࡌ⏕୰࡛ࡢά⏕ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺ࡽࡶ࡚ࡋヰ࡚ࡵ㞟ࢆேࡵࡓࡢ㘓࠺ࡼࡢࢫࣃ࣮ࢥヰࡢࡃከࡢᚑ᮶ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛

㡢ኌ࣭ᫎࡢヰࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉ࡶⅬࡿࡍᙧ࡛グ㘓࡞↛⮬ࢆヰࡢ᪥ᖖࠊࡾࡼࡇ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ㘓ヰ⪅⮬㌟ࢆヰࡿ

ീࢆ㘓ᩥࠊࡋᏐࠊ࡛ୖࡓࡋᙧែㄽሗࡸ⤫ㄒሗࠊㄯヰሗࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢ࡞⯡୍ࠊࡋබ㛤ࢀࡇࠋࡿࡍ

ື⾜ヰࡸゝⴥࡋヰࠊࡣࢫࣃ࣮ࢥࡓࡋ࠺ࡇࠋࡍᣦ┠ࢆ❧☜ࡢ┙ᇶ✲◊ࡢࢫ࣮࣋ࢫࣃ࣮ࢥ࡞㧗ᗘࡿࡍ㛵ゝⴥࡋヰࠊࡾࡼ

㛵ࡿࡍᇶ♏◊✲ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡸ㎡᭩⦅⧩ࠊ㡢ኌሗฎ⌮ࣟࠊ ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ㈨ࡶ✲◊⏝ᛂࡢ࡞ᕤᏛࢺࢵ࣎

ࡀࠎேࡢᚋୡࠊࡓࡲ 21ୡ⣖ึ㢌ࡢ᪥ᮏேࡢ⏕άᩥࡸࡢࡵࡓࡿ▱ࢆ㈗㔜࡞グ㘓ࠋࡿ࡞ 

ࢼࢩࡓࢀࡉゝⴥ࡛グࡁ᭩๓ᥦࢆⓎヰࡸヰ⊃ࡢ࡞ㅮ₇ࠊ࠼ຍ᪥ᖖヰࡢ௦⌧ࠊࡣ࡛✲◊ゝⴥࡋヰࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ

ᐦ⦔ࡸィⓗศᯒ⤫࡞㧗ᗘࠊ㇟ᑐࢆࢱ࣮ࢹ࡞ከᵝࠊ࡞ゝⴥࡋヰࡢ50ᖺ๓ࠊヰᩥࡢ࡞ᑠㄝ࠸࡞ࡋ๓ᥦࢆⓎヰࠊ࢜ࣜ

ゎᐇドⓗࠊࢆᐇែࡢᖺኚ⤒ࡢࡑࠊࡳ⤌ࡸᛶ≉ࡢㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌ࣭┦⾜Ⅽୖࡢゝⴥࡋヰࠊ࡚ࡋ㏻ࢆᚤどⓗศᯒ࡞

᫂ࢆ✲◊ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿࡍᨭࠊ࡚ࡋࡢࡶࡿ࠼᫇ࡢヰࡋゝⴥࡸࢱ࣮ࢹࡢ BCCWJࡢᑠㄝࡢ࡞ヰᩥࠊᅜ㆟㘓ࢆ࡞ᑐ㇟

 ࠋࡿࡍබ㛤⯡୍ࡋഛᩚࢆࢱ࣮ࢹ

ࡿࡍබ㛤⯡୍ࡋഛ࣭ᵓ⠏ᩚࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥ࡞ࠎᵝࡴྵࢆつᶍ᪥ᖖヰࠊࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏ࠺ࡼࡢࡇ

 ࠋࡿࡣࢆᇶ┙ᙉࡢ✲◊ඹྠ⏝࣭ඹྠࠊ࡚ࡗࡼࡇ

54 

 

㏆ࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࢀࡉᙧᡂࡀࢫࣃ࣮ࢥṔྐⓗ࡞ᙉຊࡾ࡞࡚ࡋయࠊࡤࢀࢃຍࡶ⫣ᩥ

௦ᩥ⊩࡚ࡗࡼ➹⫗ࠊࡣ᭩ࡋࡎࡃࠊࡾࡓࢀࡉᏐ࣭㐃⥥➼࡛༳Ꮠྂࡿࡍࡾࡓࢀࡉ⡠ࠊࡾ࡞␗ࡣ

άᏐࡿࡼ∧㠃ࡀ OCR ฎࡢ௬ྡࡾࠊḞᦆࡢ༳Ꮠ㠃ࠊ㠃ࠊࡀࡿ࠶᭷࡛ࡣ㝿ࡢࡾྲྀࡳㄞࡿࡼ

࠸࡚ࡋゎỴࢆᅔ㞴࡚ࡗࡼࡇ࠺ྜࡋᥦ౪ࢆ⾡ᢏሗࡀ㛵ಀᶵ㛵ࠊᚋࠊࡾ࠶ࡶၥ㢟ࡓࡗ࠸⌮

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡃ
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

1.�䝁䞊䝟䝇䛻ᇶ䛵䛟ᐇドⓗ䛺ヰ䛧ゝⴥ◊✲䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑䛻䚸ḟ䛾䛣䛸䜢ᐇ䛧䛯䚹 

x�䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾䝕䞊䝍䛸䛧䛶 190㛫䠄ᘏ䜉ヰ⪅ᩘ 793ྡ䠅䜢㘓䛧䚸බ㛤䝕䞊䝍䜢㑅ู䛧䛯ୖ䛷䚸34㛫ศ䛾ᩥᏐ

సᴗ䜢⾜䛔䚸ᖹᡂ 33ᖺᗘ䛾ᮏබ㛤 200㛫䠄30ᖺᗘ䛾䝰䝙䝍䞊බ㛤 50㛫䠅䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹䜎䛯䚸䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖⌮

ⓗ䛺ၥ㢟➼䛻䛴䛔䛶䚸⚟⟇ᘚㆤኈ䠄ⴭసᶒἲᚊ䚸ⱁ⾡䞉ᩥἲ䜢ᑓ㛛䠅䛻㠃䛧䛶┦ㄯ䛧䚸බ㛤䛾䛯䜑䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹 

x�䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅14ㄒ䛻ᙧែㄽሗ䜢䛧䚸䝯䝍ሗ䠄ᛶู䞉ᖺ㱋䞉ฟ⏕ᆅ䛺䛹 9✀䠅䜢ᩚ⌮䛧䛯ୖ䛷䚸2016ᖺ 12᭶ 14

᪥䛻䜸䞁䝷䜲䞁᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛄୰⣡ゝ䛅䛚䜘䜃ᩥ᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛄䜂䜎䜟䜚䛅䛻䛶බ㛤䛧䛯䚹䛄୰⣡ゝ䛅䛾ᐇ䛿䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁

䝍䞊䛸ඹྠ䛷㐍䜑䛯䚹 

x�䛄ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅50㛫䠄⊂ヰ䞉ᑐヰྛ 25㛫䠅䛾ᩥᏐ䜢䛥䛫䛯ୖ䛷䚸㡢ኌ䜈䛾䜰䝷䜲䝯䞁䝖సᴗ䛻╔ᡭ䛧䛯䚹 

x�䛄ᅜ㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛸䛧䛶䚸1947ࠥ2012ᖺ䛾䝕䞊䝍䠄11106㆟䚸4.5൨Ꮠ䠅䜢ᩚഛ䛧䚸㛤Ⓨ∧䜢 2016ᖺ 5᭶

24᪥䛻䚸Ⓨゝ⪅䛾⏕ᖺሗ䜢䛧䛯ᣑᙇ∧䜢 2016ᖺ 12᭶ 8᪥䛻බ㛤䛧䛯䚹 

x�䛄BCCWJ䛅ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅ሗ䠄ヰ⪅ྡ䞉ᛶู䞉ᖺ௦䠅సᴗ䜢㐍䜑䚸1930䝃䞁䝥䝹䠄ᑠㄝ䛾 39%䠅䛜⤊䛧䛯䚹 

x�䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䠄䜂䛴䛨᭩ᡣ䠅䛾㌿グ䝔䜻䝇䝖䜢䚸ฟ∧♫䛾チㅙ䜢ᚓ䛶ᙧែ⣲ゎᯒ䛧䛯ୖ䛷䚸ᩥ᳨⣴

䝅䝇䝔䝮䛂䜂䜎䜟䜚䛃䛷◊✲⏝䛷䛝䜛䜘䛖ᩚഛ䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝯䞁䝞䞊䛻㝈ᐃ䛧䛶ෆ㒊බ㛤䛧䛯䚹 

x�䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䜢䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷ᵓ⠏䛧䚸2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻ヨ㦂බ㛤䜢䚸2017ᖺ 3᭶䛻

୍⯡බ㛤䜢⾜䛳䛯䚹 

2.�᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䜢ྵ䜐ྛ✀䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾タィ᪉㔪䛺䛹䛻䛴䛔䛶◊✲⪅䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞊䛾ពぢ䜢㞟䛧䛶᪉㔪䜢ᐃ䜑䜛䛯䜑

䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅I䜢 2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄ཧຍ⪅ 133ே䚸䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸Ꮫ㝔⏕ 15

ே䚸Ꮫ⏕ 4ே䠅䚹䜎䛯䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖⌮ⓗၥ㢟䛻㛵䛩䜛ពぢ䜢㞟⣙䛩䜛䛯䜑䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䜢 2017

ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄ཧຍ⪅ 111ே䚸䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸Ꮫ㝔⏕ 10ே䚸Ꮫ⏕ 2ே䠅䚹᭦䛻䚸᪉ゝ䞉Ṕྐ䞉Ꮫ⩦⪅䝁䞊

䝟䝇䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸㐃ᦠ䛧䛶䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂䝁䞊䝟䝇䛻ぢ䜛᪥ᮏㄒ䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁-ຓモ䛾䛩䛜䛯-䛃䜢 2017ᖺ 3

᭶ 9᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸Ꮫ⏕ 13ே䠅䚹 

3.�䝁䞊䝟䝇ゝㄒᏛศ㔝䛾ேᮦ䜢⫱ᡂ䛩䜛䛯䜑䛻䚸➨ 1ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䠄䜂䜎䜟䜚ㅮ⩦䞉୰⣡ゝㅮ⩦䛾䠎䝁䞊䝇䠅䜢 2016ᖺ 9᭶

䠍᪥䛻䚸➨ 2ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䠄ྠ 2䝁䞊䝇䠅䜢 2017ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䚸䛭䜜䛮䜜 27ே䚸22ே䛜ཧຍ䛧䛯䚹 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

5.�つᶍ᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛾ᵓ⠏䜢ᑟ䛩䜛(1)ヰ䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏⌜䛸䚸ᵓ⠏䛧䛯䝁䞊䝟䝇䜢◊✲䛻⏝䛧ホ౯䛩䜛◊✲⌜䛸䛧䛶

(2)䝺䝆䝇䝍䞊⌜䚸(3)┦⾜Ⅽ⌜䚸(4)⤒ᖺኚ⌜䛾ᅄ䛴䛾⌜䜢⤌⧊䛧䚸┦䛻㐃ᦠ䛥䛫䛶◊✲䜢㐍䜑䛯䚹 

6.�ඹྠ◊✲ဨ䛿 32ே䠄䛖䛱Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸ᏛPD1ே䠅䚸ඹྠ◊✲ဨ䛾ᡤᒓᶵ㛵ᩘ䛿 16䠄䛖䛱እᅜ䛾Ꮫ䞉◊✲ᡤ䛿 11䠅䛷䛒䜛䚹 

7.�䝥䝻䝆䜵䜽䝖㠀ᖖ◊✲ဨ䠄PD 䝣䜵䝻䞊䠅䜢 1ே䚸㠀ᖖ◊✲ဨ䜢 6ே㞠⏝䛧䛯䚹 
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ᡂᯝ≀බ㛤 ࠗྡヰ୍࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⯡බ㛤㸦ᙧែㄽሗ᳨ࢺࢫ࢟ࢸࡁ⣴∧㸧 

29ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

 

 ഛᩚࢱ࣮ࢹࡢࡢࡑ

 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ⥅⥆ 

 ேᡭಟṇ㛤ጞࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭ࢱ࣮ࢹࢥ

 බ㛤ࢱ࣮ࢹࡢෆ㒊ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

[ヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹ] ㌿グࢺࢫ࢟ࢸసᡂ⥅⥆ 

[BCCWJⓎヰ⪅ሗ]  ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ⥅⥆ 

᪤Ꮡࢆࢱ࣮ࢹ୰ᚰࡿࡍணഛ◊✲ࢆ᥎㐍 

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1ᅇࠊ⌜ྜྠබ㛤◊✲Ⓨ⾲ 1ᅇ㛤ദ 

ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ࠗᅜ㆟㘓᳨⣴୍࣒࠘ࢸࢫࢩ⯡බ㛤 

30ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

 ഛᩚࢱ࣮ࢹࡢࡢࡑ

 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ⥅⥆ 

 ⥆⥅ேᡭಟṇࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭ࢱ࣮ࢹࢥ

[ヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹ] ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㛤ጞࢱࢽࣔࠊබ㛤‽ഛ 

[BCCWJⓎヰ⪅ሗ]  ᳨⣴ᩚ࣒ࢸࢫࢩഛ㛤ጞ 

᪤Ꮡᩚࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢱ࣮ࢹഛࢆࢱ࣮ࢹຍࢆ✲◊࡚࠼ᒎ㛤 

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1ᅇࠊ⌜ྜྠබ㛤◊✲Ⓨ⾲ 1ᅇ 

 ᖺኚ㸧1ᅇ㛤ദ⤒ࡢゝⴥࡋ㸦ヰ࣒࣮࢛ࣛࣇ

ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ࠗ᪥ᖖヰ50࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛫ࣔࢱࢽබ㛤㸦ᙧែㄽሗࢺࢫ࢟ࢸࡁ∧㸧 

ࠗヰࡋゝⴥ20࠘ࢱ࣮ࢹ㛫ࣔࢱࢽබ㛤㸦ᙧែㄽሗࢺࢫ࢟ࢸࡁ∧㸧 

31ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

 ഛᩚࢱ࣮ࢹࡢࡢࡑ

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ⥅⥆ 

 ⥆⥅ேᡭಟṇࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭ࢱ࣮ࢹࢥ

[ヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹ] ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ⥅⥆ 

᪤Ꮡࢱࢽࣔࢱ࣮ࢹබ㛤ࢆࢱ࣮ࢹຍ࡚࠼ᮏ◊✲ࢆ㛤ጞ࣭ࢫࣃ࣮ࢥホ౯ 

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1ᅇࠊ⌜ྜྠබ㛤◊✲Ⓨ⾲ 1ᅇ㛤ദ 

ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ࠗ᪥ᖖヰ50࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛫ࣔࢱࢽබ㛤㸦㡢ኌ࣭ࢺࢫ࢟ࢸ∧㸧 

ࠗBCCWJⓎヰ⪅ሗ୍࠘⯡බ㛤㸦୰⣡ゝ∧㸧 

32ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ⥅⥆ 

 ⥆⥅ேᡭಟṇࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭ࢱ࣮ࢹࢥ

᪤Ꮡࢱࢽࣔࢱ࣮ࢹබ㛤ࢆࢱ࣮ࢹຍ࡚࠼ᮏ◊✲ࢆ᥎㐍࣭ࢫࣃ࣮ࢥホ౯ 

 බ㛤◊✲Ⓨ⾲㸯ᅇ㛤ദྠྜ⌜ࠊ㸯ᅇ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ࠗヰࡋゝⴥ࠘ࢱ࣮ࢹᮏබ㛤 

33ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

බ㛤‽ഛ㸦ࢱ࣮ࢹ⤫ྜ᳨࣭ドࠊಶேሗฎ⌮࡞㸧 

◊✲ᡂᯝࡵࡲࡾࡢ 

 㸯ᅇ㛤ദ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ࠗ᪥ᖖヰ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᮏබ㛤 

228 Ⅵ 外部評価報告書
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

1.�䝁䞊䝟䝇䛻ᇶ䛵䛟ᐇドⓗ䛺ヰ䛧ゝⴥ◊✲䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑䛻䚸ḟ䛾䛣䛸䜢ᐇ䛧䛯䚹 

x�䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾䝕䞊䝍䛸䛧䛶 190㛫䠄ᘏ䜉ヰ⪅ᩘ 793ྡ䠅䜢㘓䛧䚸බ㛤䝕䞊䝍䜢㑅ู䛧䛯ୖ䛷䚸34㛫ศ䛾ᩥᏐ

సᴗ䜢⾜䛔䚸ᖹᡂ 33ᖺᗘ䛾ᮏබ㛤 200㛫䠄30ᖺᗘ䛾䝰䝙䝍䞊බ㛤 50㛫䠅䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹䜎䛯䚸䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖⌮

ⓗ䛺ၥ㢟➼䛻䛴䛔䛶䚸⚟⟇ᘚㆤኈ䠄ⴭసᶒἲᚊ䚸ⱁ⾡䞉ᩥἲ䜢ᑓ㛛䠅䛻㠃䛧䛶┦ㄯ䛧䚸බ㛤䛾䛯䜑䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹 

x�䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅14ㄒ䛻ᙧែㄽሗ䜢䛧䚸䝯䝍ሗ䠄ᛶู䞉ᖺ㱋䞉ฟ⏕ᆅ䛺䛹 9✀䠅䜢ᩚ⌮䛧䛯ୖ䛷䚸2016ᖺ 12᭶ 14

᪥䛻䜸䞁䝷䜲䞁᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛄୰⣡ゝ䛅䛚䜘䜃ᩥ᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛄䜂䜎䜟䜚䛅䛻䛶බ㛤䛧䛯䚹䛄୰⣡ゝ䛅䛾ᐇ䛿䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁

䝍䞊䛸ඹྠ䛷㐍䜑䛯䚹 

x�䛄ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅50㛫䠄⊂ヰ䞉ᑐヰྛ 25㛫䠅䛾ᩥᏐ䜢䛥䛫䛯ୖ䛷䚸㡢ኌ䜈䛾䜰䝷䜲䝯䞁䝖సᴗ䛻╔ᡭ䛧䛯䚹 

x�䛄ᅜ㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛸䛧䛶䚸1947ࠥ2012ᖺ䛾䝕䞊䝍䠄11106㆟䚸4.5൨Ꮠ䠅䜢ᩚഛ䛧䚸㛤Ⓨ∧䜢 2016ᖺ 5᭶

24᪥䛻䚸Ⓨゝ⪅䛾⏕ᖺሗ䜢䛧䛯ᣑᙇ∧䜢 2016ᖺ 12᭶ 8᪥䛻බ㛤䛧䛯䚹 

x�䛄BCCWJ䛅ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅ሗ䠄ヰ⪅ྡ䞉ᛶู䞉ᖺ௦䠅సᴗ䜢㐍䜑䚸1930䝃䞁䝥䝹䠄ᑠㄝ䛾 39%䠅䛜⤊䛧䛯䚹 

x�䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䠄䜂䛴䛨᭩ᡣ䠅䛾㌿グ䝔䜻䝇䝖䜢䚸ฟ∧♫䛾チㅙ䜢ᚓ䛶ᙧែ⣲ゎᯒ䛧䛯ୖ䛷䚸ᩥ᳨⣴

䝅䝇䝔䝮䛂䜂䜎䜟䜚䛃䛷◊✲⏝䛷䛝䜛䜘䛖ᩚഛ䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝯䞁䝞䞊䛻㝈ᐃ䛧䛶ෆ㒊බ㛤䛧䛯䚹 

x�䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䜢䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷ᵓ⠏䛧䚸2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻ヨ㦂බ㛤䜢䚸2017ᖺ 3᭶䛻

୍⯡බ㛤䜢⾜䛳䛯䚹 

2.�᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䜢ྵ䜐ྛ✀䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾タィ᪉㔪䛺䛹䛻䛴䛔䛶◊✲⪅䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞊䛾ពぢ䜢㞟䛧䛶᪉㔪䜢ᐃ䜑䜛䛯䜑

䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅I䜢 2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄ཧຍ⪅ 133ே䚸䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸Ꮫ㝔⏕ 15

ே䚸Ꮫ⏕ 4ே䠅䚹䜎䛯䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖⌮ⓗၥ㢟䛻㛵䛩䜛ពぢ䜢㞟⣙䛩䜛䛯䜑䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䜢 2017

ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄ཧຍ⪅ 111ே䚸䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸Ꮫ㝔⏕ 10ே䚸Ꮫ⏕ 2ே䠅䚹᭦䛻䚸᪉ゝ䞉Ṕྐ䞉Ꮫ⩦⪅䝁䞊

䝟䝇䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸㐃ᦠ䛧䛶䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂䝁䞊䝟䝇䛻ぢ䜛᪥ᮏㄒ䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁-ຓモ䛾䛩䛜䛯-䛃䜢 2017ᖺ 3

᭶ 9᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸Ꮫ⏕ 13ே䠅䚹 

3.�䝁䞊䝟䝇ゝㄒᏛศ㔝䛾ேᮦ䜢⫱ᡂ䛩䜛䛯䜑䛻䚸➨ 1ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䠄䜂䜎䜟䜚ㅮ⩦䞉୰⣡ゝㅮ⩦䛾䠎䝁䞊䝇䠅䜢 2016ᖺ 9᭶

䠍᪥䛻䚸➨ 2ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䠄ྠ 2䝁䞊䝇䠅䜢 2017ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䚸䛭䜜䛮䜜 27ே䚸22ே䛜ཧຍ䛧䛯䚹 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

5.�つᶍ᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛾ᵓ⠏䜢ᑟ䛩䜛(1)ヰ䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏⌜䛸䚸ᵓ⠏䛧䛯䝁䞊䝟䝇䜢◊✲䛻⏝䛧ホ౯䛩䜛◊✲⌜䛸䛧䛶

(2)䝺䝆䝇䝍䞊⌜䚸(3)┦⾜Ⅽ⌜䚸(4)⤒ᖺኚ⌜䛾ᅄ䛴䛾⌜䜢⤌⧊䛧䚸┦䛻㐃ᦠ䛥䛫䛶◊✲䜢㐍䜑䛯䚹 

6.�ඹྠ◊✲ဨ䛿 32ே䠄䛖䛱Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸ᏛPD1ே䠅䚸ඹྠ◊✲ဨ䛾ᡤᒓᶵ㛵ᩘ䛿 16䠄䛖䛱እᅜ䛾Ꮫ䞉◊✲ᡤ䛿 11䠅䛷䛒䜛䚹 

7.�䝥䝻䝆䜵䜽䝖㠀ᖖ◊✲ဨ䠄PD 䝣䜵䝻䞊䠅䜢 1ே䚸㠀ᖖ◊✲ဨ䜢 6ே㞠⏝䛧䛯䚹 
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ᡂᯝ≀බ㛤 ࠗྡヰ୍࠘ࢫࣃ࣮ࢥ⯡බ㛤㸦ᙧែㄽሗ᳨ࢺࢫ࢟ࢸࡁ⣴∧㸧 

29ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

 

 ഛᩚࢱ࣮ࢹࡢࡢࡑ

 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ⥅⥆ 

 ேᡭಟṇ㛤ጞࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭ࢱ࣮ࢹࢥ

 බ㛤ࢱ࣮ࢹࡢෆ㒊ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

[ヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹ] ㌿グࢺࢫ࢟ࢸసᡂ⥅⥆ 

[BCCWJⓎヰ⪅ሗ]  ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ⥅⥆ 

᪤Ꮡࢆࢱ࣮ࢹ୰ᚰࡿࡍணഛ◊✲ࢆ᥎㐍 

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1ᅇࠊ⌜ྜྠබ㛤◊✲Ⓨ⾲ 1ᅇ㛤ദ 

ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ࠗᅜ㆟㘓᳨⣴୍࣒࠘ࢸࢫࢩ⯡බ㛤 

30ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

 ഛᩚࢱ࣮ࢹࡢࡢࡑ

 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ⥅⥆ 

 ⥆⥅ேᡭಟṇࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭ࢱ࣮ࢹࢥ

[ヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹ] ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㛤ጞࢱࢽࣔࠊබ㛤‽ഛ 

[BCCWJⓎヰ⪅ሗ]  ᳨⣴ᩚ࣒ࢸࢫࢩഛ㛤ጞ 

᪤Ꮡᩚࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢱ࣮ࢹഛࢆࢱ࣮ࢹຍࢆ✲◊࡚࠼ᒎ㛤 

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1ᅇࠊ⌜ྜྠබ㛤◊✲Ⓨ⾲ 1ᅇ 

 ᖺኚ㸧1ᅇ㛤ദ⤒ࡢゝⴥࡋ㸦ヰ࣒࣮࢛ࣛࣇ

ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ࠗ᪥ᖖヰ50࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛫ࣔࢱࢽබ㛤㸦ᙧែㄽሗࢺࢫ࢟ࢸࡁ∧㸧 

ࠗヰࡋゝⴥ20࠘ࢱ࣮ࢹ㛫ࣔࢱࢽබ㛤㸦ᙧែㄽሗࢺࢫ࢟ࢸࡁ∧㸧 

31ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

 ഛᩚࢱ࣮ࢹࡢࡢࡑ

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ⥅⥆ 

 ⥆⥅ேᡭಟṇࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭ࢱ࣮ࢹࢥ

[ヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹ] ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ⥅⥆ 

᪤Ꮡࢱࢽࣔࢱ࣮ࢹබ㛤ࢆࢱ࣮ࢹຍ࡚࠼ᮏ◊✲ࢆ㛤ጞ࣭ࢫࣃ࣮ࢥホ౯ 

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1ᅇࠊ⌜ྜྠබ㛤◊✲Ⓨ⾲ 1ᅇ㛤ദ 

ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ࠗ᪥ᖖヰ50࠘ࢫࣃ࣮ࢥ㛫ࣔࢱࢽබ㛤㸦㡢ኌ࣭ࢺࢫ࢟ࢸ∧㸧 

ࠗBCCWJⓎヰ⪅ሗ୍࠘⯡බ㛤㸦୰⣡ゝ∧㸧 

32ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ⱝᡭ⫱ᡂ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

ヰ㘓࣭ᩚࢱ࣮ࢹഛࡢ⥅⥆ 

 ⥆⥅ேᡭಟṇࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࣭ࢱ࣮ࢹࢥ

᪤Ꮡࢱࢽࣔࢱ࣮ࢹබ㛤ࢆࢱ࣮ࢹຍ࡚࠼ᮏ◊✲ࢆ᥎㐍࣭ࢫࣃ࣮ࢥホ౯ 

 බ㛤◊✲Ⓨ⾲㸯ᅇ㛤ദྠྜ⌜ࠊ㸯ᅇ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 2ᅇ㛤ദ 

ࠗヰࡋゝⴥ࠘ࢱ࣮ࢹᮏබ㛤 

33ᖺᗘ ヰᩚࢫࣃ࣮ࢥഛ 

◊✲ 

ᡂᯝⓎ⾲ 

ᡂᯝ≀බ㛤 

බ㛤‽ഛ㸦ࢱ࣮ࢹ⤫ྜ᳨࣭ドࠊಶேሗฎ⌮࡞㸧 

◊✲ᡂᯝࡵࡲࡾࡢ 

 㸯ᅇ㛤ദ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ࠗ᪥ᖖヰ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᮏබ㛤 
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㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

ḟ䛾䝁䞊䝟䝇䜢䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛷බ㛤䛧䛯䚹 

x� 䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧ 

x� 䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧ 

x� 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧�

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

x�ᾏእ䛾◊✲⪅ 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛻ຍ䛘䚸᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛾タィ䞉ᵓ⠏䛻㛵䛩䜛ඹྠ◊✲䜢⾜䛳䛯䚹 

x�ඹྠ◊✲ဨ䛾㕥ᮌுᏊẶ䛜௦⾲䜢䛴䛸䜑䜛ᅜ㝿䝥䝻䝆䜵䜽䝖(᪥ᮏᏛ⾡⯆䛸 Academy of Finland: ᅜ㛫ඹྠᴗ)䛂ヰ䛻

䛚䛡䜛ゝㄒ䛸┦⾜Ⅽ䛾䛂༢䛃䠖」ᩘゝㄒ䛛䜙䛾Ⓨⓗ䜰䝥䝻䞊䝏䛃䛸㐃ᦠ䛧䚸Ⓨヰ༢䛺䛹䜰䝜䝔䞊䝅䝵䞁䛾ᵝ䛻䛴䛔䛶༠㆟

䛧䛯䚹 

x�䝻䝬䞁䝇ㄒ䛾䝁䞊䝟䝇䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛂C-ORAL-ROM䛃䜢ᐓ䛩䜛䝣䜱䝺䞁䝒䜵Ꮫ䛾 Emanuela Cresti Ặ䚸Massimo Moneglia Ặ䛸

ヰ⾜ືㄪᰝ䛻䜒䛸䛵䛟᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛾タィ䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䛧䛯䚹 

ḟ䛾䝁䞊䝟䝇䜢䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛻䜘䜚ᾏእ䛻ྥ䛡䛶Ⓨಙ䛧䛯䚹 

x� 䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧ 

x� 䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧ 

x� 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

≉䛻↓䛧 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

䝁䞊䝟䝇䛻ᇶ䛵䛟ᐇドⓗ䛺ヰ䛧ゝⴥ◊✲䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑䛻䚸ḟ䛾䛣䛸䜢ᐇ䛧䛯䚹 

䈄䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᩚഛ䠄ணᐃ䜢ᑡ䛧ୖᅇ䜛䝨䞊䝇䛷㐍⾜䠅 

䈄䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧䛾බ㛤䠄ணᐃ㏻䜚බ㛤䠅 

䈄䛄ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅䛾ᩚഛ䠄ணᐃ㏻䜚ᩚഛ୰䠅 

䈄䛄ᅜ㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛾බ㛤䠄29ᖺᗘබ㛤䛰䛳䛯䜒䛾䜢๓ಽ䛧䛷බ㛤䠅 

䈄䛄BCCWJ䛅ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅ሗ䛾䠄ணᐃ㏻䜚ᩚഛ୰䠅 

䈄䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䛾බ㛤䠄ணᐃ㏻䜚බ㛤䠅 

䈄䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䜂䜎䜟䜚∧䛾ෆ㒊බ㛤䠄ணᐃእ䛾䝕䞊䝍ᩚഛ䠅 

බ㛤䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 

䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅I 䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸133ྡཧຍ䠅 
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㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

1.� 䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾䝕䞊䝍䛸䛧䛶 190㛫䠄ᘏ䜉ヰ⪅ᩘ 793ྡ䠅䜢㘓䛧䚸ᖹᡂ 33ᖺᗘ䛾ᮏබ㛤 200㛫䠄30ᖺᗘ䛾䝰䝙䝍

䞊බ㛤 50㛫䠅䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹 

2.� 䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅14ㄒ䛻ᙧែㄽሗ䜢䛧䚸2016ᖺ 12᭶ 14᪥䛻䜸䞁䝷䜲䞁᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛄୰⣡ゝ䛅䛚䜘䜃ᩥ᳨⣴䝅

䝇䝔䝮䛄䜂䜎䜟䜚䛅䛻䛶බ㛤䛧䛯䚹䛄୰⣡ゝ䛅䛾ᐇ䛿䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷㐍䜑䛯䚹 

3.� 䛄ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅50㛫䠄⊂ヰ䞉ᑐヰྛ 25㛫䠅䛾ᩥᏐ䜢䛥䛫䛯ୖ䛷䚸㡢ኌ䜈䛾䜰䝷䜲䝯䞁䝖సᴗ䛻╔ᡭ䛧䛯䚹 

4.� 䛄ᅜ㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛸䛧䛶䚸䠄11106㆟䚸4.5൨Ꮠ䠅䜢ᩚഛ䛧䚸㛤Ⓨ∧䜢 2016ᖺ 5᭶ 24᪥䛻䚸Ⓨゝ⪅䛾⏕ᖺ

ሗ䜢䛧䛯ᣑᙇ∧䜢 2016ᖺ 12᭶ 8᪥䛻බ㛤䛧䛯䚹 

5.� 䛄BCCWJ䛅ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅ሗసᴗ䜢㐍䜑䚸1930䝃䞁䝥䝹䠄ᑠㄝ䛾 39%䠅䛜⤊䛧䛯䚹 

6.� 䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䠄䜂䛴䛨᭩ᡣ䠅䛾㌿グ䝔䜻䝇䝖䜢䚸ฟ∧♫䛾チㅙ䜢ᚓ䛶ᙧែ⣲ゎᯒ䛧䛯ୖ䛷䚸ᩥ᳨⣴

䝅䝇䝔䝮䛂䜂䜎䜟䜚䛃䛷◊✲⏝䛷䛝䜛䜘䛖ᩚഛ䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝯䞁䝞䞊䛻㝈ᐃ䛧䛶ෆ㒊බ㛤䛧䛯䚹 

7.� 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䜢䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷ᵓ⠏䛧䚸2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻ヨ㦂බ㛤䜢䚸2017ᖺ 3᭶䛻

୍⯡බ㛤䜢⾜䛳䛯䚹 

8.�䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅I䜢 2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖⌮ⓗၥ㢟䛻㛵䛩䜛ពぢ䜢㞟⣙䛩䜛䛯䜑

䛻䚸බ㛤◊✲Ⓨ⾲䛻ኚ䛘䛶䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅II 䜢 2017ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹䜎䛯䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴

䝮䛂䝁䞊䝟䝇䛻ぢ䜛᪥ᮏㄒ䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁-ຓモ䛾䛩䛜䛯-䛃䜢 2017ᖺ 3᭶ 9᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹 

9.�➨ 1ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䠄䜂䜎䜟䜚ㅮ⩦䞉୰⣡ゝㅮ⩦䛾䠎䝁䞊䝇䠅䜢 2016ᖺ 9᭶䠍᪥䛻䚸➨ 2ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䜢 2017ᖺ 3᭶

1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹 

10.� ୖグ䛻ᇶ䛵䛝䚸ㄽᩥ 17௳䚸ሗ࿌᭩ 1䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇 3✀ 4௳䜢බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯 100௳䛾◊✲Ⓨ⾲䞉ㅮ₇䜢⾜䛳䛯䚹 

䛄ᅜ㆟㘓䛅䛿⤒ᖺኚ䞉䝺䝆䝇䝍䞊◊✲䛻䛚䛔䛶䚸䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛿ヰ◊✲䞉᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲䛻䛚䛔䛶ᗈ䛟⏝䛥䜜䛶

䛚䜚䚸䜂䜎䜟䜚䝟䝑䜿䞊䝆∧䛻䛴䛔䛶䚸๓⪅䛿 302௳䚸ᚋ⪅䛿 100௳䛾⏝䛜䛒䛳䛯䚹 

䛺䛚䚸䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䛿䛶䛾୰⣡ゝ䝴䞊䝄䛻↓ൾᥦ౪䛥䜜䛶䛚䜚䚸ᖜᗈ䛔⏝䛜ᮇᚅ䛥䜜䜛䚹 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ヱᙜ䛩䜛άື䛺䛧 

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

x�Ꮫ⏕ 4ྡ䚸Ꮫ㝔⏕ 2ྡ䜢䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䜔䛭䜜䛻ᇶ䛵䛟ヰ䛧ゝⴥ◊✲䛻ཧຍ䛥䛫䛯䚹 

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

x�Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸Ꮫ PD 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛸䛧䛶䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅䜢㠀ᖖ◊✲ဨ䛸䛧䛶 6ே㞠⏝䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅ 2ྡ䛻ᑐ䛧◊✲Ⓨ⾲䛾⤒㈝䜢ຓ䛧䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅ 4ྡ䛻ᑐ䛧䚸3᭶ 1᪥㛤ദ䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛷Ⓨ⾲䛾ᶵ䜢ᥦ౪䛧䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅䜔Ꮫ㝔⏕䜢ᑐ㇟䛻䚸䝁䞊䝟䝇⏝䛻㛵䛩䜛ㅮ⩦䜢 2ᅇ㛤ദ䛧䛯䚹 
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㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

ḟ䛾䝁䞊䝟䝇䜢䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛷බ㛤䛧䛯䚹 

x� 䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧ 

x� 䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧ 

x� 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧�

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

x�ᾏእ䛾◊✲⪅ 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛻ຍ䛘䚸᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛾タィ䞉ᵓ⠏䛻㛵䛩䜛ඹྠ◊✲䜢⾜䛳䛯䚹 

x�ඹྠ◊✲ဨ䛾㕥ᮌுᏊẶ䛜௦⾲䜢䛴䛸䜑䜛ᅜ㝿䝥䝻䝆䜵䜽䝖(᪥ᮏᏛ⾡⯆䛸 Academy of Finland: ᅜ㛫ඹྠᴗ)䛂ヰ䛻

䛚䛡䜛ゝㄒ䛸┦⾜Ⅽ䛾䛂༢䛃䠖」ᩘゝㄒ䛛䜙䛾Ⓨⓗ䜰䝥䝻䞊䝏䛃䛸㐃ᦠ䛧䚸Ⓨヰ༢䛺䛹䜰䝜䝔䞊䝅䝵䞁䛾ᵝ䛻䛴䛔䛶༠㆟

䛧䛯䚹 

x�䝻䝬䞁䝇ㄒ䛾䝁䞊䝟䝇䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛂C-ORAL-ROM䛃䜢ᐓ䛩䜛䝣䜱䝺䞁䝒䜵Ꮫ䛾 Emanuela Cresti Ặ䚸Massimo Moneglia Ặ䛸

ヰ⾜ືㄪᰝ䛻䜒䛸䛵䛟᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛾タィ䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䛧䛯䚹 

ḟ䛾䝁䞊䝟䝇䜢䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛻䜘䜚ᾏእ䛻ྥ䛡䛶Ⓨಙ䛧䛯䚹 

x� 䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧ 

x� 䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧ 

x� 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧ 

 

㸴㸬ࡢࡑ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

≉䛻↓䛧 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

䝁䞊䝟䝇䛻ᇶ䛵䛟ᐇドⓗ䛺ヰ䛧ゝⴥ◊✲䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑䛻䚸ḟ䛾䛣䛸䜢ᐇ䛧䛯䚹 

䈄䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᩚഛ䠄ணᐃ䜢ᑡ䛧ୖᅇ䜛䝨䞊䝇䛷㐍⾜䠅 

䈄䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧䛾බ㛤䠄ணᐃ㏻䜚බ㛤䠅 

䈄䛄ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅䛾ᩚഛ䠄ணᐃ㏻䜚ᩚഛ୰䠅 

䈄䛄ᅜ㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛾බ㛤䠄29ᖺᗘබ㛤䛰䛳䛯䜒䛾䜢๓ಽ䛧䛷බ㛤䠅 

䈄䛄BCCWJ䛅ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅ሗ䛾䠄ணᐃ㏻䜚ᩚഛ୰䠅 

䈄䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䛾බ㛤䠄ணᐃ㏻䜚බ㛤䠅 

䈄䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䜂䜎䜟䜚∧䛾ෆ㒊බ㛤䠄ணᐃእ䛾䝕䞊䝍ᩚഛ䠅 

බ㛤䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 

䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅I 䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸133ྡཧຍ䠅 
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㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

1.� 䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾䝕䞊䝍䛸䛧䛶 190㛫䠄ᘏ䜉ヰ⪅ᩘ 793ྡ䠅䜢㘓䛧䚸ᖹᡂ 33ᖺᗘ䛾ᮏබ㛤 200㛫䠄30ᖺᗘ䛾䝰䝙䝍

䞊බ㛤 50㛫䠅䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹 

2.� 䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅14ㄒ䛻ᙧែㄽሗ䜢䛧䚸2016ᖺ 12᭶ 14᪥䛻䜸䞁䝷䜲䞁᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛄୰⣡ゝ䛅䛚䜘䜃ᩥ᳨⣴䝅

䝇䝔䝮䛄䜂䜎䜟䜚䛅䛻䛶බ㛤䛧䛯䚹䛄୰⣡ゝ䛅䛾ᐇ䛿䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷㐍䜑䛯䚹 

3.� 䛄ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅50㛫䠄⊂ヰ䞉ᑐヰྛ 25㛫䠅䛾ᩥᏐ䜢䛥䛫䛯ୖ䛷䚸㡢ኌ䜈䛾䜰䝷䜲䝯䞁䝖సᴗ䛻╔ᡭ䛧䛯䚹 

4.� 䛄ᅜ㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛸䛧䛶䚸䠄11106㆟䚸4.5൨Ꮠ䠅䜢ᩚഛ䛧䚸㛤Ⓨ∧䜢 2016ᖺ 5᭶ 24᪥䛻䚸Ⓨゝ⪅䛾⏕ᖺ

ሗ䜢䛧䛯ᣑᙇ∧䜢 2016ᖺ 12᭶ 8᪥䛻බ㛤䛧䛯䚹 

5.� 䛄BCCWJ䛅ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅ሗసᴗ䜢㐍䜑䚸1930䝃䞁䝥䝹䠄ᑠㄝ䛾 39%䠅䛜⤊䛧䛯䚹 

6.� 䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䠄䜂䛴䛨᭩ᡣ䠅䛾㌿グ䝔䜻䝇䝖䜢䚸ฟ∧♫䛾チㅙ䜢ᚓ䛶ᙧែ⣲ゎᯒ䛧䛯ୖ䛷䚸ᩥ᳨⣴

䝅䝇䝔䝮䛂䜂䜎䜟䜚䛃䛷◊✲⏝䛷䛝䜛䜘䛖ᩚഛ䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝯䞁䝞䞊䛻㝈ᐃ䛧䛶ෆ㒊බ㛤䛧䛯䚹 

7.� 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䜢䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷ᵓ⠏䛧䚸2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻ヨ㦂බ㛤䜢䚸2017ᖺ 3᭶䛻

୍⯡බ㛤䜢⾜䛳䛯䚹 

8.�䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅I䜢 2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖⌮ⓗၥ㢟䛻㛵䛩䜛ពぢ䜢㞟⣙䛩䜛䛯䜑

䛻䚸බ㛤◊✲Ⓨ⾲䛻ኚ䛘䛶䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅II 䜢 2017ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹䜎䛯䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴

䝮䛂䝁䞊䝟䝇䛻ぢ䜛᪥ᮏㄒ䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁-ຓモ䛾䛩䛜䛯-䛃䜢 2017ᖺ 3᭶ 9᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹 

9.�➨ 1ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䠄䜂䜎䜟䜚ㅮ⩦䞉୰⣡ゝㅮ⩦䛾䠎䝁䞊䝇䠅䜢 2016ᖺ 9᭶䠍᪥䛻䚸➨ 2ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䜢 2017ᖺ 3᭶

1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹 

10.� ୖグ䛻ᇶ䛵䛝䚸ㄽᩥ 17௳䚸ሗ࿌᭩ 1䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇 3✀ 4௳䜢බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯 100௳䛾◊✲Ⓨ⾲䞉ㅮ₇䜢⾜䛳䛯䚹 

䛄ᅜ㆟㘓䛅䛿⤒ᖺኚ䞉䝺䝆䝇䝍䞊◊✲䛻䛚䛔䛶䚸䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛿ヰ◊✲䞉᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲䛻䛚䛔䛶ᗈ䛟⏝䛥䜜䛶

䛚䜚䚸䜂䜎䜟䜚䝟䝑䜿䞊䝆∧䛻䛴䛔䛶䚸๓⪅䛿 302௳䚸ᚋ⪅䛿 100௳䛾⏝䛜䛒䛳䛯䚹 

䛺䛚䚸䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䛿䛶䛾୰⣡ゝ䝴䞊䝄䛻↓ൾᥦ౪䛥䜜䛶䛚䜚䚸ᖜᗈ䛔⏝䛜ᮇᚅ䛥䜜䜛䚹 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ヱᙜ䛩䜛άື䛺䛧 

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

x�Ꮫ⏕ 4ྡ䚸Ꮫ㝔⏕ 2ྡ䜢䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䜔䛭䜜䛻ᇶ䛵䛟ヰ䛧ゝⴥ◊✲䛻ཧຍ䛥䛫䛯䚹 

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

x�Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸Ꮫ PD 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛸䛧䛶䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅䜢㠀ᖖ◊✲ဨ䛸䛧䛶 6ே㞠⏝䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅ 2ྡ䛻ᑐ䛧◊✲Ⓨ⾲䛾⤒㈝䜢ຓ䛧䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅ 4ྡ䛻ᑐ䛧䚸3᭶ 1᪥㛤ദ䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛷Ⓨ⾲䛾ᶵ䜢ᥦ౪䛧䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅䜔Ꮫ㝔⏕䜢ᑐ㇟䛻䚸䝁䞊䝟䝇⏝䛻㛵䛩䜛ㅮ⩦䜢 2ᅇ㛤ദ䛧䛯䚹 
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ᮏࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉつᶍ࡞᪥ᮏㄒࠕࡢ᪥ᖖヰࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࠊ࡚ࡋ᪥ᖖヰࡿࡅ࠾ヰ

ࠊࣞࢆᛶ≉ࡢゝⴥࡋ ࠋࡿࡍⓗ┠ࢆࡇࡿࡍゎ᫂ከゅⓗࡽほⅬࡢ⾜Ⅽ࣭⤒ᖺኚ┦࣭࣮ࢱࢫࢪ

(1)᪥ᖖヰ 200 㛫ࢆ⣡ࡓࡵつᶍヰࢫࣃ࣮ࢥࡢᵓ⠏⌜(2)ࠊ࡚࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡑࠊㄒᙡ࣭ᩥ

ἲ࣭㡢ኌ➼ࡢከᵝᛶ⤌(3)ࠊ⌜࣮ࢱࢫࢪࣞࡿࡍ✲◊ࢆࡳᩥἲࡢᯝࡍࡓᙺࡸᵓ㐀ࡿࡍ✲◊ࢆ┦

⾜Ⅽ⌜(4)ࠊㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌ➼ࡢヰࡋゝⴥࡢ⤒ᖺኚ⌜ࡢ㸲⌜ࠋࡿ࡞ࡽ᪥ᖖヰࡢࠊࡶㅮ₇

50ࠊヰᩥࡢ࡞ᑠㄝ࠸࡞ࡋ๓ᥦࢆⓎヰࠊ࢜ࣜࢼࢩࡢ࡞ ᖺ๓ࡢヰࡋゝⴥࠊ࡞ከᵝࢆࢱ࣮ࢹ࡞

ᩚഛࠊࡾࡼࡇࡿࡍヰࡋゝⴥࡢㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌ࣭┦⾜Ⅽ➼ࡢ≉ᛶࡸ⤌ࡢࡑࠊࡳ⤒ᖺኚࡢ

ᐇែࢆゎ᫂ࠋࡿࡍ௨ୖ୍ࢆ➼ࢫࣃ࣮ࢥࡢ⯡බ㛤ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᇶ┙ᙉ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍᣦ┠ࡶ

 ึᖺᗘࡿࡼ(1)ࠊࡣ᪥ᖖヰࡢ㘓ᩚࢱ࣮ࢹഛࢆ㛤ጞ(2)ࠊࡋ㹼(4)ࡢࡑࡿࡼᩚࡢࢱ࣮ࢹࡢ

ഛࢆ࡞┠ⓗࡢู⌜ࡓࡋ◊✲ྜྠྜ◊✲Ⓨ⾲ࢫࣃ࣮ࢥࠊ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠊㅮ⩦ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ

ලࡍ♧ࢆ᭷ຠᛶࡢࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿࢀࡽ࠼⪄᮶ᖺᗘ௨㝆ࡣࡢࡿࡀᣲࡀᡂᯝ✲◊ࡓ࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡑ

యⓗࡢ✲◊࡞ෆᐜᡂᯝ㛵ࡿࡍሗ࿌ࡀᚅࠋࡿࢀࡓ 

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡔᚲせࡀウ᳨࡞࠺ࡼࡢ௨ୗࠊࡣ࡚ࡋ㛵᪉ࡵ㐍ࡸෆᐜࡢయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ 

z�ࣞࡸ࣮ࢱࢫࢪ┦⾜Ⅽࠊࡣࡿࡍ✲◊࡚࠸ࡘㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᑐヰ⾜Ⅽࠊㄯヰ㛵

ಀࠊ↷ᛂ࣭ඹཧ↷➼ࡿࡍ┠╔ࡶᚲせࢆࡽࢀࡑࠊࡾ࠶ࡀ᫂♧ࡀࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍᚲせࡢࡿ࡞

᪥ᖖࠊࡀࡿ࠶ࡘࡃ࠸࡛ࡍࡣࢫࣃ࣮ࢥࡓࡋ♧᫂ࢆሗࡓࡋ࠺ࡇ࡚ࡋ㛵ゝⴥࡁ᭩ࠋ࠸࡞ࡣ࡛

ヰࡔࡲࡣࢫࣃ࣮ࢥ࡞࠺ࡼࡢࡑࡣ࡚࠸ࡘᑡࠊࡃ࡞㛵㐃◊✲ࡢ㈉⊩ࡀࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࠸ࡁISO

 ࠋ࠺ࡼ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࡋ⇍ࡣᶵࠊࡾ࠾࡛ࢇ㐍ࡶᅜ㝿ᶆ‽ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࡚࠸࠾➼

z�᪥ᮏㄒࡢ᪥ᖖヰ㛵ࡿࡍつᶍࢆࢫࣃ࣮ࢥ࡞ᵓᡂࠊ࡚ࡋࢱ࣮ࢹࡿࡍ⣙ 200 㛫ࡢㄯヰ㈨ᩱࡢ

ሙ㠃ࡸཧຍ⪅ࠊ┠ⓗࠊヰ㢟➼ࡢ✀㢮⠊ᅖࠊࡣ㉁㔞ࡶ㐺ษࡘ༑ศࢆྰ᫂☜ࡁࡍ

ࠊ࡚ࡏేࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠊࡶ࡚ࡋ㝿ࡿࡍഛᩚࡽࡉࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡢ᪤Ꮡࠋࡿ࠶࡛

᪥ᮏㄒࡢ᪥ᖖヰࡢ࡚ࡋࢱ࣮ࢹࡢᆒ⾮ᛶ࠺ࡼࡢࢆᢸಖࢆࡢࡿࡍ᫂ࡀࡇࡿࡍࡽᮃࡲ

 ࠋࡿࢀ

䞉ḟ䛾䝁䞊䝟䝇䜢䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛷බ㛤䛧䛯䠖䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧䠈䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧䠈䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ

䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧ 

㸴㸬ࡢࡑ 

࣭ヱᙜࡿࡍάືࡋ࡞ 

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ᖺᗘࠊࡣ➨୕ᮇィ⏬⤊ࡢබ㛤ࢆ┠ᣦࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡍᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢ⎔ቃᩚࢆഛࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ḟᖺᗘࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࠊࡣసᡂ୍ࡢࡑࠊࡋ⥆⥅ࢆ㒊ࢆヨ㦂බ㛤࡚ࡋᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒ

ᩍ⫱◊✲⪅ࡢ࿘▱ດࠊࡵᐇドⓗࡿࡼࢱ࣮ࢹ࡞᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲ࡢ㉁ⓗྥୖࠊࡆ࡞ࡘᏛࡢᶵ⬟ᙉ㈉⊩࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ
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䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

䞉䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䠄2017ᖺ 3᭶ 9᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

ㅮ⩦䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 

䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦ I䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸27ྡཧຍ䠅 

䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦ II䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

䝁䞊䝟䝇䛻ᇶ䛵䛟ᐇドⓗ䛺ヰ䛧ゝⴥ◊✲䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑䛻䚸ḟ䛾䛣䛸䜢ᐇ䛧䛯䚹 

䈄䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᩚഛ䠄ணᐃ䜢ᑡ䛧ୖᅇ䜛䝨䞊䝇䛷㐍⾜䠅 

䈄䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧䛾බ㛤䠄ணᐃ㏻䜚බ㛤䠅 

䈄䛄ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅䛾ᩚഛ䠄ணᐃ㏻䜚ᩚഛ୰䠅 

䈄䛄ᅜ㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛾බ㛤䠄29ᖺᗘබ㛤䛰䛳䛯䜒䛾䜢๓ಽ䛧䛷බ㛤䠅 

䈄䛄BCCWJ䛅ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅ሗ䛾䠄ணᐃ㏻䜚ᩚഛ୰䠅 

䈄䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䛾බ㛤䠄ணᐃ㏻䜚බ㛤䠅 

䈄䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䜂䜎䜟䜚∧䛾ෆ㒊බ㛤䠄ணᐃእ䛾䝕䞊䝍ᩚഛ䠅 

බ㛤䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 

䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅I 䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸133ྡཧຍ䠅 

䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

䞉䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䠄2017ᖺ 3᭶ 9᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

ㅮ⩦䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 

䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦ I䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸27ྡཧຍ䠅 

䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦ II䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

ㄽᩥ 14௳䚸ሗ࿌᭩ 1䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇 3௳䜢බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯 44௳䛾◊✲Ⓨ⾲䞉ㅮ₇䜢⾜䛳䛯䚹 

䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧䛿 209௳䚸䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅䜂䜎䜟䜚∧䛿 64௳䛾⏝䛜䛒䛳䛯䚹 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

x�Ꮫ⏕ 4ྡ䚸Ꮫ㝔⏕ 2ྡ䜢䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䞉ヰ䛧ゝⴥ◊✲䛻ཧຍ䛥䛫䛯䚹 

x�Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸Ꮫ PD 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛸䛧䛶䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅䜢㠀ᖖ◊✲ဨ䛸䛧䛶 6ே㞠⏝䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅ 2ྡ䛻ᑐ䛧◊✲Ⓨ⾲䛾⤒㈝䜢ຓ䛧䛯*1䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅䜔Ꮫ㝔⏕䜢ᑐ㇟䛻䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䜢 2ᅇ㛤ദ䛧䛯䚹 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

䞉ḟ䛾䝁䞊䝟䝇䜢䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛷බ㛤䛧䛯䠖䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧䠈䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧䠈䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ

䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧ 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

x�ᾏእ䛾◊✲⪅ 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛻ຍ䛘䛶ඹྠ◊✲䜢⾜䛳䛯䚹 

x�ඹྠ◊✲ဨ䛾㕥ᮌுᏊẶ䛜௦⾲䜢䛴䛸䜑䜛ᅜ㝿䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛂ヰ䛻䛚䛡䜛ゝㄒ䛸┦⾜Ⅽ䛾䛂༢䛃䛃䛸㐃ᦠ䛧䚸Ⓨヰ༢䛺䛹䜰

䝜䝔䞊䝅䝵䞁䛾ᵝ䛻䛴䛔䛶༠㆟䛧䛯䚹 

x�䝻䝬䞁䝇ㄒ䛾䝁䞊䝟䝇䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛂C-ORAL-ROM䛃䜢ᐓ䛩䜛 Emanuela Cresti Ặ䚸Massimo Moneglia Ặ䛸᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇

䛾タィ䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䛧䛯䚹 

232 Ⅵ 外部評価報告書
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ᮏࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉつᶍ࡞᪥ᮏㄒࠕࡢ᪥ᖖヰࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࠊ࡚ࡋ᪥ᖖヰࡿࡅ࠾ヰ

ࠊࣞࢆᛶ≉ࡢゝⴥࡋ ࠋࡿࡍⓗ┠ࢆࡇࡿࡍゎ᫂ከゅⓗࡽほⅬࡢ⾜Ⅽ࣭⤒ᖺኚ┦࣭࣮ࢱࢫࢪ

(1)᪥ᖖヰ 200 㛫ࢆ⣡ࡓࡵつᶍヰࢫࣃ࣮ࢥࡢᵓ⠏⌜(2)ࠊ࡚࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡑࠊㄒᙡ࣭ᩥ

ἲ࣭㡢ኌ➼ࡢከᵝᛶ⤌(3)ࠊ⌜࣮ࢱࢫࢪࣞࡿࡍ✲◊ࢆࡳᩥἲࡢᯝࡍࡓᙺࡸᵓ㐀ࡿࡍ✲◊ࢆ┦

⾜Ⅽ⌜(4)ࠊㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌ➼ࡢヰࡋゝⴥࡢ⤒ᖺኚ⌜ࡢ㸲⌜ࠋࡿ࡞ࡽ᪥ᖖヰࡢࠊࡶㅮ₇

50ࠊヰᩥࡢ࡞ᑠㄝ࠸࡞ࡋ๓ᥦࢆⓎヰࠊ࢜ࣜࢼࢩࡢ࡞ ᖺ๓ࡢヰࡋゝⴥࠊ࡞ከᵝࢆࢱ࣮ࢹ࡞

ᩚഛࠊࡾࡼࡇࡿࡍヰࡋゝⴥࡢㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌ࣭┦⾜Ⅽ➼ࡢ≉ᛶࡸ⤌ࡢࡑࠊࡳ⤒ᖺኚࡢ

ᐇែࢆゎ᫂ࠋࡿࡍ௨ୖ୍ࢆ➼ࢫࣃ࣮ࢥࡢ⯡බ㛤ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᇶ┙ᙉ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍᣦ┠ࡶ

 ึᖺᗘࡿࡼ(1)ࠊࡣ᪥ᖖヰࡢ㘓ᩚࢱ࣮ࢹഛࢆ㛤ጞ(2)ࠊࡋ㹼(4)ࡢࡑࡿࡼᩚࡢࢱ࣮ࢹࡢ

ഛࢆ࡞┠ⓗࡢู⌜ࡓࡋ◊✲ྜྠྜ◊✲Ⓨ⾲ࢫࣃ࣮ࢥࠊ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠊㅮ⩦ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ

ලࡍ♧ࢆ᭷ຠᛶࡢࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿࢀࡽ࠼⪄᮶ᖺᗘ௨㝆ࡣࡢࡿࡀᣲࡀᡂᯝ✲◊ࡓ࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡑ

యⓗࡢ✲◊࡞ෆᐜᡂᯝ㛵ࡿࡍሗ࿌ࡀᚅࠋࡿࢀࡓ 

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡔᚲせࡀウ᳨࡞࠺ࡼࡢ௨ୗࠊࡣ࡚ࡋ㛵᪉ࡵ㐍ࡸෆᐜࡢయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ 

z�ࣞࡸ࣮ࢱࢫࢪ┦⾜Ⅽࠊࡣࡿࡍ✲◊࡚࠸ࡘㄒᙡ࣭ᩥἲ࣭㡢ኌࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᑐヰ⾜Ⅽࠊㄯヰ㛵

ಀࠊ↷ᛂ࣭ඹཧ↷➼ࡿࡍ┠╔ࡶᚲせࢆࡽࢀࡑࠊࡾ࠶ࡀ᫂♧ࡀࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍᚲせࡢࡿ࡞

᪥ᖖࠊࡀࡿ࠶ࡘࡃ࠸࡛ࡍࡣࢫࣃ࣮ࢥࡓࡋ♧᫂ࢆሗࡓࡋ࠺ࡇ࡚ࡋ㛵ゝⴥࡁ᭩ࠋ࠸࡞ࡣ࡛

ヰࡔࡲࡣࢫࣃ࣮ࢥ࡞࠺ࡼࡢࡑࡣ࡚࠸ࡘᑡࠊࡃ࡞㛵㐃◊✲ࡢ㈉⊩ࡀࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࠸ࡁISO

 ࠋ࠺ࡼ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࡋ⇍ࡣᶵࠊࡾ࠾࡛ࢇ㐍ࡶᅜ㝿ᶆ‽ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ࡚࠸࠾➼

z�᪥ᮏㄒࡢ᪥ᖖヰ㛵ࡿࡍつᶍࢆࢫࣃ࣮ࢥ࡞ᵓᡂࠊ࡚ࡋࢱ࣮ࢹࡿࡍ⣙ 200 㛫ࡢㄯヰ㈨ᩱࡢ

ሙ㠃ࡸཧຍ⪅ࠊ┠ⓗࠊヰ㢟➼ࡢ✀㢮⠊ᅖࠊࡣ㉁㔞ࡶ㐺ษࡘ༑ศࢆྰ᫂☜ࡁࡍ

ࠊ࡚ࡏేࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠊࡶ࡚ࡋ㝿ࡿࡍഛᩚࡽࡉࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡢ᪤Ꮡࠋࡿ࠶࡛

᪥ᮏㄒࡢ᪥ᖖヰࡢ࡚ࡋࢱ࣮ࢹࡢᆒ⾮ᛶ࠺ࡼࡢࢆᢸಖࢆࡢࡿࡍ᫂ࡀࡇࡿࡍࡽᮃࡲ

 ࠋࡿࢀ

䞉ḟ䛾䝁䞊䝟䝇䜢䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛷බ㛤䛧䛯䠖䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧䠈䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧䠈䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ

䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧ 

㸴㸬ࡢࡑ 

࣭ヱᙜࡿࡍάືࡋ࡞ 

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ᖺᗘࠊࡣ➨୕ᮇィ⏬⤊ࡢබ㛤ࢆ┠ᣦࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡍᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢ⎔ቃᩚࢆഛࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ḟᖺᗘࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࠊࡣసᡂ୍ࡢࡑࠊࡋ⥆⥅ࢆ㒊ࢆヨ㦂බ㛤࡚ࡋᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒ

ᩍ⫱◊✲⪅ࡢ࿘▱ດࠊࡵᐇドⓗࡿࡼࢱ࣮ࢹ࡞᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲ࡢ㉁ⓗྥୖࠊࡆ࡞ࡘᏛࡢᶵ⬟ᙉ㈉⊩࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ

60 

 

䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

䞉䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䠄2017ᖺ 3᭶ 9᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

ㅮ⩦䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 

䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦ I䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸27ྡཧຍ䠅 

䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦ II䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

䝁䞊䝟䝇䛻ᇶ䛵䛟ᐇドⓗ䛺ヰ䛧ゝⴥ◊✲䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑䛻䚸ḟ䛾䛣䛸䜢ᐇ䛧䛯䚹 

䈄䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᩚഛ䠄ணᐃ䜢ᑡ䛧ୖᅇ䜛䝨䞊䝇䛷㐍⾜䠅 

䈄䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧䛾බ㛤䠄ணᐃ㏻䜚බ㛤䠅 

䈄䛄ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅䛾ᩚഛ䠄ணᐃ㏻䜚ᩚഛ୰䠅 

䈄䛄ᅜ㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛾බ㛤䠄29ᖺᗘබ㛤䛰䛳䛯䜒䛾䜢๓ಽ䛧䛷බ㛤䠅 

䈄䛄BCCWJ䛅ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅ሗ䛾䠄ணᐃ㏻䜚ᩚഛ୰䠅 

䈄䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䛾බ㛤䠄ணᐃ㏻䜚බ㛤䠅 

䈄䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䜂䜎䜟䜚∧䛾ෆ㒊බ㛤䠄ணᐃእ䛾䝕䞊䝍ᩚഛ䠅 

බ㛤䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 

䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅I 䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸133ྡཧຍ䠅 

䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

䞉䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䠄2017ᖺ 3᭶ 9᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

ㅮ⩦䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 

䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦ I䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸27ྡཧຍ䠅 

䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦ II䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 

ㄽᩥ 14௳䚸ሗ࿌᭩ 1䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇 3௳䜢බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯 44௳䛾◊✲Ⓨ⾲䞉ㅮ₇䜢⾜䛳䛯䚹 

䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧䛿 209௳䚸䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅䜂䜎䜟䜚∧䛿 64௳䛾⏝䛜䛒䛳䛯䚹 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

x�Ꮫ⏕ 4ྡ䚸Ꮫ㝔⏕ 2ྡ䜢䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䞉ヰ䛧ゝⴥ◊✲䛻ཧຍ䛥䛫䛯䚹 

x�Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸Ꮫ PD 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛸䛧䛶䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅䜢㠀ᖖ◊✲ဨ䛸䛧䛶 6ே㞠⏝䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅ 2ྡ䛻ᑐ䛧◊✲Ⓨ⾲䛾⤒㈝䜢ຓ䛧䛯*1䚹 

x�ⱝᡭ◊✲⪅䜔Ꮫ㝔⏕䜢ᑐ㇟䛻䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦䜢 2ᅇ㛤ദ䛧䛯䚹 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

䞉ḟ䛾䝁䞊䝟䝇䜢䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛷බ㛤䛧䛯䠖䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䞉䜂䜎䜟䜚∧䠈䛄ᅜ㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧䠈䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ

䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧ 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

x�ᾏእ䛾◊✲⪅ 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛻ຍ䛘䛶ඹྠ◊✲䜢⾜䛳䛯䚹 

x�ඹྠ◊✲ဨ䛾㕥ᮌுᏊẶ䛜௦⾲䜢䛴䛸䜑䜛ᅜ㝿䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛂ヰ䛻䛚䛡䜛ゝㄒ䛸┦⾜Ⅽ䛾䛂༢䛃䛃䛸㐃ᦠ䛧䚸Ⓨヰ༢䛺䛹䜰

䝜䝔䞊䝅䝵䞁䛾ᵝ䛻䛴䛔䛶༠㆟䛧䛯䚹 

x�䝻䝬䞁䝇ㄒ䛾䝁䞊䝟䝇䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛂C-ORAL-ROM䛃䜢ᐓ䛩䜛 Emanuela Cresti Ặ䚸Massimo Moneglia Ặ䛸᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇

䛾タィ䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䛧䛯䚹 
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✲◊࣮ 209 ✲◊⫱ヰ◊✲࣭᪥ᮏㄒᩍࡣࠖࢫࣃ࣮ࢥヰྡࠕࠊ௳ 64 ࠸࡚ࢀࡉ⏝ࡃᗈࠊ௳

ࠊࡾ࠶࡛ࡁࡍ➹≉ࡣࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝ά✲◊ࡢࡃከ࠺ࡼࡢࡇࡀᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠋࡿ

ᚋࡿ࡞ࡽࡉࡢඹྠ⏝ࡢᣑࡀᮇᚅࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡉయࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥࡢά

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㛤ദ࡚࠸࠾◊ᅜㄒࢆⓎ⾲✲◊ྠྜࠊࡵࡓࡿᅗࢆ㐍ಁࡢ⏝

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

ㅮ₇ࠊ࢜ࣜࢼࢩࡢ࡞Ⓨヰࢆ๓ᥦ࠸࡞ࡋᑠㄝࡢ࡞ヰᩥ50ࠊ ᖺ๓ࡢヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹࡢ࡞

ᑐࡢ➼ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍసᴗࢫࣃ࣮ࢥࠊࡣᵓ⠏⌜ࡀᢸᙜࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹࡢࡑࠊࡋ᪥ᖖヰࡢ◊✲

᫂グሗ࿌᭩ࡀ᪨ࡢࡑࠊࡀࡿࢀࡉணࡢࡶࡿࡍᢸᙜࡀ⌜ᖺኚ⤒ࠊ⌜⾜Ⅽ┦ࠊ⌜࣮ࢱࢫࢪࣞࢆ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

ඹྠ◊✲ဨ 32 ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ࠊᏛ PD ྛ࣮࢙ࣟࣇ 1 ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 16 ᶵ㛵

㸦ࡕ࠺ᾏእࡢᏛ࣭◊✲ᡤ 11 ᶵ㛵㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD 㸧1࣮࢙ࣟࣇ ✲◊㠀ᖖࠊྡ

ဨ 6 㡢㡩࣭㡢ࡢศ㔝ࡢ⫱᪥ᮏㄒᩍ⫱࣭ᅜㄒᩍࡸ᪥ᮏㄒᏛࠊࡾ࠶ࡀࡾ೫ࡸࡸ࣮ࣂ࣓ࣥࠋࡿ࡞ࡽྡ

ኌㄽࠊㄒᙡㄽᩥࠊἲㄽᩥࠊ❶࣭ㄯヰㄽ➼ࢆᑓᨷࡢ⪅✲◊ࡿࡍ㛵ࡀᑡ࠺ࡼ࠸࡞ぢཷࠋࡿࢀࡽࡅ 

4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

 ◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛ⏕ 4 ⏕Ꮫ㝔ྡ 2 ヰࡃᇶ࡙ࢀࡑࡸᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࢆྡ

ࢆㅮ⩦ࡿࡍ㛵⏝ࢫࣃ࣮ࢥࠊ㇟ᑐࢆ⏕Ꮫ㝔ࡸ⪅✲◊ⱝᡭࠊࡏࡉཧຍ✲◊ࡢゝⴥࡋ 2 ᅇᐇ

ࡓࡋⅬࡀホ౯࡛ࡇࡑࠊࡔࡓࠋࡿࢀࡉཧຍ⪅࡞࠺ࡼࡢࡽホ౯ࡸᛂࡀࡢࡓࡗ࠶ࡀሗ࿌᭩グ

యไࡿࡅ⥆ࡋᨵၿ࡚࠸ᇶ࡙ホ౯ࡢࡑࢆ➼ㅮ⩦ࠋࡿ࠶࡛᫂ࡀᩍ⫱ຠᯝࡢࡑࠊ࡛ࡢ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀᵓ⠏ࡢ

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ(1)ࠊࡣ࡚࠸ࡘඹྠ◊✲ဨ㸦Ꮫ㝔⏕࣭ Ꮫ PDྛ࣮࢙ࣟࣇ 1ྡ㸧ࠊ

㠀ᖖ◊✲ဨ 6 ࡕ࠺(2)ࠋࡓࡋཧຍࡀྡ 2 ⪅✲◊ⱝᡭ(3)ࠋࡓࡋຓࢆ㈝⤒ࡢ⾲Ⓨ✲◊ࠊࡋᑐྡ

ᑐ2017ࠊࡋᖺ 3᭶㛤ദ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ◊✲Ⓨ⾲ࡢᶵࢆᥦ౪ࡢ࡞ࡿࡍᡂᯝࡀㄆࠋࡿࢀࡽࡵ 

Ꮫ㝔⏕➼ࢆඹྠ◊✲ཧຍࡣࡇࡓࡏࡉホ౯࡛ࠊࡋࡋࠋࡿࡁලయⓗ࡞࠺ࡼࡢෆᐜࡢᣦᑟຓ

ゝࡀࡢࡓࡗ࡞⾜ࢆሗ࿌᭩グࠊ࡛ࡢ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᨵၿࢆᮃࠋࡴ 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

♫ࡢ༠ാ㛵ࡣ࡚ࡋヱᙜࡿࡍάືࡀグࠊࡀ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉேᕤ▱⬟ࡢ◊✲㛤Ⓨࡢࡑᴗࡀ

ᗈࡃᒎ㛤ྍ࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡣ࡚ࡗ࠶≦⌧ࡿ࠶ࡘࡘࢀࡉ⬟ᛶࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ◊✲ᡂᯝࡢ♫

ࢫࣃ࣮ࢥヰྡࠕࠊࡣ࡚ࡋᡂᯝࡿࡍ㛵ᬑཬࡢ ᅜ㆟㘓ࠕࠊࠖ ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥゝⴥࡋ᪥ᮏㄒヰࠕࠊࠖ

බ㛤ࡀᣲࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆேᕤ▱⬟ࡢព⌮ゎࡢ⬟ຊࡔࡲࡀே㛫ཬࠊࡣ࡚࠸࠾≦⌧࠸࡞ࡤព

⌮ゎࢆᨭࡀࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍࠊࡓࢀࡉᮏ◊✲ࡀࢱ࣮ࢹ✀ྛࡿࡼࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉேᕤ▱⬟ࡢ◊

✲㛤Ⓨࠊࡶᐇ♫ࡿࡅ࠾ά⏝ࡶᚲ㡲࡛ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡽࢀࡇࠊࡽࡇࡿ࠶⏘ᴗࡸᩍ⫱࠸࠾

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡁࡍウ᳨ࢆά⏝ྍ⬟ᛶࡿࡼ᪉࡞ከᵝࡶࡾࡼᐃࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡚

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 
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ࡿࡍ㛵ᵓ⠏᪉ἲࡸᵓ㐀ࡢࢫࣃ࣮ࢥࠊࡽほⅬࡢ⏝᪉ἲࡢᐇ㝿ࡢࡑࠊࡣᵓ⠏࣭ᩚഛࡢࢫࣃ࣮ࢥ

᳨ウࢆຍࠊ࠼㝶ᨵⰋࡘࡘࡋ᥎㐍ࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀබ㛤ᚋࠕࡢ᪥ᖖヰࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥ⏝ಁ㐍ಖ

Ᏺ࣭ᨵⰋ࣭ᣑᙇࢆᣢ⥆ྍ⬟ࠊࡵࡓࡿࡍヰࡋゝⴥࡸヰ⾜ື㛵ࡿࡍᇶ♏◊✲ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ᪥

ᮏㄒᩍ⫱ࡸ㎡᭩ࠊ⧩⦆ࡢ㡢ኌሗฎ⌮ࢺࢵ࣎ࣟࠊᕤᏛࡢ࡞ᛂ⏝ࢣࢫ࣮ࣘ࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ࡚ࡵྵࡶ

࡞ࡣ࡛ࡢ࡞㔜せࡀᵓ⠏ࡢయไࡿࡏࡉᫎࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࡸᵝࡢࢫࣃ࣮ࢥࢆぢ▱ࡿࢀࡽᚓࡽࢫ࣮

 ࠋ࠸

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

ᮏ◊✲ึࡢᖺᗘ࡛ࠊࡵࡓࡿ࠶᪂ࠕ࡞ࡓ᪥ᖖヰࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡓࡅྥ‽ഛࠊ᪤Ꮡࢥ✀ྛࡢ

ᩘ⪅ヰ190㛫㸦ᘏࠊࡣ࡚࠸ࡘࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍୰ᚰࢆഛᩚࡢ➼ࢫࣃ࣮ 793

ྡ㸧ࢆ㘓ࡓࡋ㡢ኌࡽࢱ࣮ࢹබ㛤ࡁࡍ㒊ศࢆ㑅ู࡛ୖࡓࡋ 34㛫ศᩥࡢᏐసᴗ࠾࡚ࡗ࡞⾜ࢆ

ᖹᡂࠊࡾ 33 ᖺᗘ 200㛫ࢆࢱ࣮ࢹࡢᮏබ㛤ࡢࡵࡓࡿࡍ‽ഛࡀணᐃࡃ㏿ࡾࡼ㐍ᤖࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 ࡽࡉࡀウ᳨ࡿࡍ㛵➼ศᯒ᪉ἲࡢࡵࡓࡿࡍᐇࢆ✲◊ከゅⓗࡢ᪥ᖖヰ࡚࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇ

࣮ࢥࠕࡧࡼ࠾Ϩϩࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩබ㛤ࡓࡋᐇᖺᗘึࠊ≉ࠋࡿࢀࡉᮇᚅ

᪥ᖖࡸタィ᪉㔪ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡴྵࢆࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠊ࡚࠸࠾࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ

ヰ◊✲ࡢ᪉ྥᛶ㛵ࡢ࣮ࢸࢽ࣑ࣗࢥ⪅✲◊ࡿࡍពぢ㞟ࡢ▱ぢࡀඹ᭷ࠊࡾࡼࡇࡿࢀࡉᮏࣟࣉ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅ࠸ࡁࡀࢁࡇࡿࡍ㈨᥎㐍ࡢᚋࡢࢺࢡ࢙ࢪ

௨ୗᩚࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡢഛ࣭ බ㛤ࡢࠎ✀ࠊࡶ࡚࠸࠾ᡂᯝࡀᚓྡࠕ(1)ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ

ヰࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᙧែㄽሗࡢ࣭࣓ࢱሗᩚࡢ⌮ཬࠕࡧ୰⣡ゝ (2)ࠋබ㛤ࡢ∧ࠖࡾࢃࡲࡦࠕࠖ

ࢸࢫࢩᅜ㆟㘓᳨⣴ࠕ(3)ࠋᡭ╔ࡢసᴗࢺ࣓ࣥࣛࡢ㡢ኌᏐᩥࡢࠖࢱ࣮ࢹゝⴥࡋヰࠕ

࣭ࡤࡇࡢዪᛶࠕ(5)ࠋᐇࡢヰ⪅ሗసᴗࡢBCCJࠖヰᩥࠕ(4)ࠋഛ࣭බ㛤ᩚࡢ∧ࡾࢃࡲࡦ࣒ࠖ

⏨ᛶ̿ࡤࡇࡢ⫋ሙ⦅̿ ࠖࢫࣃ࣮ࢥゝⴥࡋ᪥ᮏㄒヰࠕ(6)ࠋෆ㒊බ㛤ࡢ∧ࡾࢃࡲࡦࡢࢺࢫ࢟ࢸ㌿グࡢࠖ

୰⣡ゝࡢᵓ⠏୍⯡බ㛤ࠋ 

◊✲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ⾲➼ࠊࡣ࡚࠸ࡘㄽᩥ 14 Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ࠊሗ࿌᭩㸯ࠊ௳ 44 ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ௳

Ⓨ⾲➼ ➼ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊ௳6 ࡢࡑࠊ௳5  ࠋࡓࢀࡉබหࡀ➼᭩ホࡢ௳9

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

ᮏ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㛤Ⓨࠕࡿࡍ᪥ᖖヰࠊࡣࠖࢫࣃ࣮ࢥୡ⏺ⓗ᭱ࡶඛ➃⨨ࠊࢀࡽࡅ᪥ᮏㄒ

Ἴཬࡶ✲◊㛵㐃ࡿࡅ࠾ゝㄒࡢࡣぢ▱ࡢࡑࠊࡾࡤࡿ࠶࡛⩏᭷ព࡚࠸࠾✲◊ࡢ᪥ᖖヰࡢ

 ࠋࡿࢀࡽࡵㄆࡢࡶࡿᚓࡋ

ࡢࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸࡞࠼࠸ࡣࡿ࠶༑ศ࡛ࡶࡋࡎᚲࡶ㉁࣭㔞ࠊ࠾࡞ࠊࡽࡀ࡞ࡋࡋ

᳨࡚࠸ࡘࡢࡿࢀࡽᚓࡀᡂᯝ࡞ព࡛ከゅⓗ࡞࠺ࡼࡢࡽࢱ࣮ࢹヰࡢ㔞㢮✀⠊ᅖ࡞࠺ࡼ

ウࠊ࡚ࡗࡼࢀࡑࠋࡿ࠶࡛ࡁࡿࡵ῝ࢆከゅⓗࡿࡼࢳ࣮ࣟࣉつᶍ࡞᪥ᖖヰࢆࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏

ࢀࢃᛮࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᣑࢆᛶ⬟ྍࡢ✲◊ࡢ᪥ᖖヰࡢ᪥ᮏㄒࠊࡋ᫂☜ࡽࡉࢆᚲせᛶࡿࡍ

ࡗ࡞ࡇࡿࢀࡉ࡞࡚ࠖࡋ┠╔࡞㡢㡩࣭ㄒᙡ࣭ᩥἲࠕࡣศᯒࡃᇶ࡙ࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠋࡿ

ࠊㄯヰ㛵ಀࠊᑐヰ⾜Ⅽࠊ࠺ࡼࡢ๓㏙ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀࡽ㝈ࡣ⠊ᅖࡢ✲◊ࡿࡼࢀࡑࠊࡀࡿ࠸࡚

↷ᛂ࣭ඹཧ↷➼ࡾྲྀࢫࣃ࣮ࢥࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢධ᳨ࢆࡇࡿࢀウࡀࡇࡿࡍᮃࠋ࠸ࡋࡲ 

ࢱࢫࢪᖺኚ࣭ࣞ⤒ࡀ∧ࢪ࣮ࢣࢵࣃࡾࢃࡲࡦࡢᅜ㆟㘓ࠖࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ⏝≧ἣࡢ➼ࢫࣃ࣮ࢥ
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✲◊࣮ 209 ✲◊⫱ヰ◊✲࣭᪥ᮏㄒᩍࡣࠖࢫࣃ࣮ࢥヰྡࠕࠊ௳ 64 ࠸࡚ࢀࡉ⏝ࡃᗈࠊ௳

ࠊࡾ࠶࡛ࡁࡍ➹≉ࡣࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝ά✲◊ࡢࡃከ࠺ࡼࡢࡇࡀᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠋࡿ

ᚋࡿ࡞ࡽࡉࡢඹྠ⏝ࡢᣑࡀᮇᚅࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡉయࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥࡢά

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㛤ദ࡚࠸࠾◊ᅜㄒࢆⓎ⾲✲◊ྠྜࠊࡵࡓࡿᅗࢆ㐍ಁࡢ⏝

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

ㅮ₇ࠊ࢜ࣜࢼࢩࡢ࡞Ⓨヰࢆ๓ᥦ࠸࡞ࡋᑠㄝࡢ࡞ヰᩥ50ࠊ ᖺ๓ࡢヰࡋゝⴥࢱ࣮ࢹࡢ࡞

ᑐࡢ➼ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍసᴗࢫࣃ࣮ࢥࠊࡣᵓ⠏⌜ࡀᢸᙜࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹࡢࡑࠊࡋ᪥ᖖヰࡢ◊✲

᫂グሗ࿌᭩ࡀ᪨ࡢࡑࠊࡀࡿࢀࡉணࡢࡶࡿࡍᢸᙜࡀ⌜ᖺኚ⤒ࠊ⌜⾜Ⅽ┦ࠊ⌜࣮ࢱࢫࢪࣞࢆ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

ඹྠ◊✲ဨ 32 ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕ࠊᏛ PD ྛ࣮࢙ࣟࣇ 1 ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 16 ᶵ㛵

㸦ࡕ࠺ᾏእࡢᏛ࣭◊✲ᡤ 11 ᶵ㛵㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD 㸧1࣮࢙ࣟࣇ ✲◊㠀ᖖࠊྡ

ဨ 6 㡢㡩࣭㡢ࡢศ㔝ࡢ⫱᪥ᮏㄒᩍ⫱࣭ᅜㄒᩍࡸ᪥ᮏㄒᏛࠊࡾ࠶ࡀࡾ೫ࡸࡸ࣮ࣂ࣓ࣥࠋࡿ࡞ࡽྡ

ኌㄽࠊㄒᙡㄽᩥࠊἲㄽᩥࠊ❶࣭ㄯヰㄽ➼ࢆᑓᨷࡢ⪅✲◊ࡿࡍ㛵ࡀᑡ࠺ࡼ࠸࡞ぢཷࠋࡿࢀࡽࡅ 

4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

 ◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛ⏕ 4 ⏕Ꮫ㝔ྡ 2 ヰࡃᇶ࡙ࢀࡑࡸᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࢆྡ

ࢆㅮ⩦ࡿࡍ㛵⏝ࢫࣃ࣮ࢥࠊ㇟ᑐࢆ⏕Ꮫ㝔ࡸ⪅✲◊ⱝᡭࠊࡏࡉཧຍ✲◊ࡢゝⴥࡋ 2 ᅇᐇ

ࡓࡋⅬࡀホ౯࡛ࡇࡑࠊࡔࡓࠋࡿࢀࡉཧຍ⪅࡞࠺ࡼࡢࡽホ౯ࡸᛂࡀࡢࡓࡗ࠶ࡀሗ࿌᭩グ

యไࡿࡅ⥆ࡋᨵၿ࡚࠸ᇶ࡙ホ౯ࡢࡑࢆ➼ㅮ⩦ࠋࡿ࠶࡛᫂ࡀᩍ⫱ຠᯝࡢࡑࠊ࡛ࡢ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀᵓ⠏ࡢ

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ(1)ࠊࡣ࡚࠸ࡘඹྠ◊✲ဨ㸦Ꮫ㝔⏕࣭ Ꮫ PDྛ࣮࢙ࣟࣇ 1ྡ㸧ࠊ

㠀ᖖ◊✲ဨ 6 ࡕ࠺(2)ࠋࡓࡋཧຍࡀྡ 2 ⪅✲◊ⱝᡭ(3)ࠋࡓࡋຓࢆ㈝⤒ࡢ⾲Ⓨ✲◊ࠊࡋᑐྡ

ᑐ2017ࠊࡋᖺ 3᭶㛤ദ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ◊✲Ⓨ⾲ࡢᶵࢆᥦ౪ࡢ࡞ࡿࡍᡂᯝࡀㄆࠋࡿࢀࡽࡵ 

Ꮫ㝔⏕➼ࢆඹྠ◊✲ཧຍࡣࡇࡓࡏࡉホ౯࡛ࠊࡋࡋࠋࡿࡁලయⓗ࡞࠺ࡼࡢෆᐜࡢᣦᑟຓ

ゝࡀࡢࡓࡗ࡞⾜ࢆሗ࿌᭩グࠊ࡛ࡢ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᨵၿࢆᮃࠋࡴ 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

♫ࡢ༠ാ㛵ࡣ࡚ࡋヱᙜࡿࡍάືࡀグࠊࡀ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉேᕤ▱⬟ࡢ◊✲㛤Ⓨࡢࡑᴗࡀ

ᗈࡃᒎ㛤ྍ࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡣ࡚ࡗ࠶≦⌧ࡿ࠶ࡘࡘࢀࡉ⬟ᛶࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ◊✲ᡂᯝࡢ♫

ࢫࣃ࣮ࢥヰྡࠕࠊࡣ࡚ࡋᡂᯝࡿࡍ㛵ᬑཬࡢ ᅜ㆟㘓ࠕࠊࠖ ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥゝⴥࡋ᪥ᮏㄒヰࠕࠊࠖ

බ㛤ࡀᣲࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆேᕤ▱⬟ࡢព⌮ゎࡢ⬟ຊࡔࡲࡀே㛫ཬࠊࡣ࡚࠸࠾≦⌧࠸࡞ࡤព

⌮ゎࢆᨭࡀࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡿࡍࠊࡓࢀࡉᮏ◊✲ࡀࢱ࣮ࢹ✀ྛࡿࡼࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉேᕤ▱⬟ࡢ◊

✲㛤Ⓨࠊࡶᐇ♫ࡿࡅ࠾ά⏝ࡶᚲ㡲࡛ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡽࢀࡇࠊࡽࡇࡿ࠶⏘ᴗࡸᩍ⫱࠸࠾

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡁࡍウ᳨ࢆά⏝ྍ⬟ᛶࡿࡼ᪉࡞ከᵝࡶࡾࡼᐃࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡚

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 
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ࡿࡍ㛵ᵓ⠏᪉ἲࡸᵓ㐀ࡢࢫࣃ࣮ࢥࠊࡽほⅬࡢ⏝᪉ἲࡢᐇ㝿ࡢࡑࠊࡣᵓ⠏࣭ᩚഛࡢࢫࣃ࣮ࢥ

᳨ウࢆຍࠊ࠼㝶ᨵⰋࡘࡘࡋ᥎㐍ࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀබ㛤ᚋࠕࡢ᪥ᖖヰࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥ⏝ಁ㐍ಖ

Ᏺ࣭ᨵⰋ࣭ᣑᙇࢆᣢ⥆ྍ⬟ࠊࡵࡓࡿࡍヰࡋゝⴥࡸヰ⾜ື㛵ࡿࡍᇶ♏◊✲ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ᪥

ᮏㄒᩍ⫱ࡸ㎡᭩ࠊ⧩⦆ࡢ㡢ኌሗฎ⌮ࢺࢵ࣎ࣟࠊᕤᏛࡢ࡞ᛂ⏝ࢣࢫ࣮ࣘ࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ࡚ࡵྵࡶ

࡞ࡣ࡛ࡢ࡞㔜せࡀᵓ⠏ࡢయไࡿࡏࡉᫎࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࡸᵝࡢࢫࣃ࣮ࢥࢆぢ▱ࡿࢀࡽᚓࡽࢫ࣮

 ࠋ࠸

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

ᮏ◊✲ึࡢᖺᗘ࡛ࠊࡵࡓࡿ࠶᪂ࠕ࡞ࡓ᪥ᖖヰࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡓࡅྥ‽ഛࠊ᪤Ꮡࢥ✀ྛࡢ

190ࠊࡣ࡚࠸ࡘࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍୰ᚰࢆഛᩚࡢ➼ࢫࣃ࣮ 㛫㸦ᘏヰ⪅ᩘ 793

ྡ㸧ࢆ㘓ࡓࡋ㡢ኌࡽࢱ࣮ࢹබ㛤ࡁࡍ㒊ศࢆ㑅ู࡛ୖࡓࡋ 34㛫ศᩥࡢᏐసᴗ࠾࡚ࡗ࡞⾜ࢆ

ᖹᡂࠊࡾ 33 ᖺᗘ 200㛫ࢆࢱ࣮ࢹࡢᮏබ㛤ࡢࡵࡓࡿࡍ‽ഛࡀணᐃࡃ㏿ࡾࡼ㐍ᤖࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 ࡽࡉࡀウ᳨ࡿࡍ㛵➼ศᯒ᪉ἲࡢࡵࡓࡿࡍᐇࢆ✲◊ከゅⓗࡢ᪥ᖖヰ࡚࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢࡇ

࣮ࢥࠕࡧࡼ࠾Ϩϩࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩබ㛤ࡓࡋᐇᖺᗘึࠊ≉ࠋࡿࢀࡉᮇᚅ

᪥ᖖࡸタィ᪉㔪ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡴྵࢆࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠊ࡚࠸࠾࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩྠྜࢫࣃ

ヰ◊✲ࡢ᪉ྥᛶ㛵ࡢ࣮ࢸࢽ࣑ࣗࢥ⪅✲◊ࡿࡍពぢ㞟ࡢ▱ぢࡀඹ᭷ࠊࡾࡼࡇࡿࢀࡉᮏࣟࣉ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅ࠸ࡁࡀࢁࡇࡿࡍ㈨᥎㐍ࡢᚋࡢࢺࢡ࢙ࢪ

௨ୗᩚࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡢഛ࣭ බ㛤ࡢࠎ✀ࠊࡶ࡚࠸࠾ᡂᯝࡀᚓྡࠕ(1)ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ

ヰࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᙧែㄽሗࡢ࣭࣓ࢱሗᩚࡢ⌮ཬࠕࡧ୰⣡ゝ (2)ࠋබ㛤ࡢ∧ࠖࡾࢃࡲࡦࠕࠖ

ࢸࢫࢩᅜ㆟㘓᳨⣴ࠕ(3)ࠋᡭ╔ࡢసᴗࢺ࣓ࣥࣛࡢ㡢ኌᏐᩥࡢࠖࢱ࣮ࢹゝⴥࡋヰࠕ

࣭ࡤࡇࡢዪᛶࠕ(5)ࠋᐇࡢヰ⪅ሗసᴗࡢBCCJࠖヰᩥࠕ(4)ࠋഛ࣭බ㛤ᩚࡢ∧ࡾࢃࡲࡦ࣒ࠖ

⏨ᛶ̿ࡤࡇࡢ⫋ሙ⦅̿ ࠖࢫࣃ࣮ࢥゝⴥࡋ᪥ᮏㄒヰࠕ(6)ࠋෆ㒊බ㛤ࡢ∧ࡾࢃࡲࡦࡢࢺࢫ࢟ࢸ㌿グࡢࠖ

୰⣡ゝࡢᵓ⠏୍⯡බ㛤ࠋ 

◊✲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ⾲➼ࠊࡣ࡚࠸ࡘㄽᩥ 14 Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ࠊሗ࿌᭩㸯ࠊ௳ 44 ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ௳

Ⓨ⾲➼ ➼ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊ௳6 ࡢࡑࠊ௳5  ࠋࡓࢀࡉබหࡀ➼᭩ホࡢ௳9

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

ᮏ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㛤Ⓨࠕࡿࡍ᪥ᖖヰࠊࡣࠖࢫࣃ࣮ࢥୡ⏺ⓗ᭱ࡶඛ➃⨨ࠊࢀࡽࡅ᪥ᮏㄒ

Ἴཬࡶ✲◊㛵㐃ࡿࡅ࠾ゝㄒࡢࡣぢ▱ࡢࡑࠊࡾࡤࡿ࠶࡛⩏᭷ព࡚࠸࠾✲◊ࡢ᪥ᖖヰࡢ

 ࠋࡿࢀࡽࡵㄆࡢࡶࡿᚓࡋ

ࡢࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸࡞࠼࠸ࡣࡿ࠶༑ศ࡛ࡶࡋࡎᚲࡶ㉁࣭㔞ࠊ࠾࡞ࠊࡽࡀ࡞ࡋࡋ

᳨࡚࠸ࡘࡢࡿࢀࡽᚓࡀᡂᯝ࡞ព࡛ከゅⓗ࡞࠺ࡼࡢࡽࢱ࣮ࢹヰࡢ㔞㢮✀⠊ᅖ࡞࠺ࡼ

ウࠊ࡚ࡗࡼࢀࡑࠋࡿ࠶࡛ࡁࡿࡵ῝ࢆከゅⓗࡿࡼࢳ࣮ࣟࣉつᶍ࡞᪥ᖖヰࢆࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏

ࢀࢃᛮࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᣑࢆᛶ⬟ྍࡢ✲◊ࡢ᪥ᖖヰࡢ᪥ᮏㄒࠊࡋ᫂☜ࡽࡉࢆᚲせᛶࡿࡍ

ࡗ࡞ࡇࡿࢀࡉ࡞࡚ࠖࡋ┠╔࡞㡢㡩࣭ㄒᙡ࣭ᩥἲࠕࡣศᯒࡃᇶ࡙ࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠋࡿ

ࠊㄯヰ㛵ಀࠊᑐヰ⾜Ⅽࠊ࠺ࡼࡢ๓㏙ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀࡽ㝈ࡣ⠊ᅖࡢ✲◊ࡿࡼࢀࡑࠊࡀࡿ࠸࡚

↷ᛂ࣭ඹཧ↷➼ࡾྲྀࢫࣃ࣮ࢥࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢධ᳨ࢆࡇࡿࢀウࡀࡇࡿࡍᮃࠋ࠸ࡋࡲ 

ࢱࢫࢪᖺኚ࣭ࣞ⤒ࡀ∧ࢪ࣮ࢣࢵࣃࡾࢃࡲࡦࡢᅜ㆟㘓ࠖࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ⏝≧ἣࡢ➼ࢫࣃ࣮ࢥ
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᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅⓗゎ᫂ 

 㸸▼㯮 ᆂ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅⓗゎ᫂ࡶࡿࡍ㸪ࡢࡑᡂᯝࢆ᪥ᮏㄒᩍ⫱

ᛂ⏝ࡿࡍ᪉ἲࢆ᫂ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿࡍࡽලయⓗࡣ㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢࡑࡸ㛵㐃㡿ᇦࡸ⪅✲◊ࡢᩍ⫱⪅㸪࡚ࡋࡑ᪥ᮏㄒᏛ⩦

 ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿࡍ㛤ദࢆಟ◊ࡸ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ࡇࡿࡍ⾜หࢆᩍᖌᣦᑟ᭩ࡸ㸪ㄽᩥ㞟ࡇࡿࡍᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥ࡞┈᭷⪅

ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅⓗゎ᫂ࡵࡓࡿࡍ㸪㸱ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧࡢࡘタࡅ

㛤Ⓨࠖࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ⩦᪥ᮏㄒᏛࠕゎ᫂ࠖ㸪ࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕゎ᫂ࠖ㸪ࡢ⏝᪥ᮏㄒࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࠋࡿ

 ࠋࡿ࠶࡛

᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣ࡢ⪅⩦Ꮫࠕゎ᫂ࠖࡢヰ⬟ຊࡢ⪅⩦Ꮫࠕ㸪ࡣゎ࡛᫂ࠖࡢ⏝᪥ᮏㄒࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ

ࡶࢆࢀࡑ㸪ࡋᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥヰ↛⮬ࡢ⪅⩦Ꮫ⪅㸪ẕㄒヰࡣ࡚ࡋゎ᫂ࠖࡢヰ⬟ຊࡢ⪅⩦Ꮫࠕࠋ࠺⾜ࢆゎ᫂ࠖࡢ⛬

⩦Ꮫࠕࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉ࡇࡿ࠶࡛✲◊ࡓࡋࢱ࣮ࢹࢆ᪥ᖖヰ࡞↛⮬㸪ࡣ✲◊ࡢࡇࠋࡿࡍゎ᫂ࢆヰ⬟ຊࡢ⪅⩦Ꮫ࡚ࡋ

ࡶࢆࢀࡑ㸪ࡋᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢసᩥࡸᑐヰࡢ⪅⩦Ꮫࡿࡍẕㄒࢆゝㄒ࡞ࡲࡊࡲࡉ㸪ࡣ࡚ࡋゎ᫂ࠖࡢ⛬᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣ࡢ⪅

ࡲࡊࡲࡉࡢ⏺ୡࡴྵࢆ㸪᪥ᮏࡣ✲◊ࡢࡇࠋࡿࡍゎ᫂ࢆ⛬ᚓ㐣⩦ࡢ᪥ᮏㄒࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡿࡍẕㄒࢆゝㄒࡿ࡞␗࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉ࡇࡿࡍ㔜どࢆ࠸㐪ࡿࡼ㸪ẕㄒࡾࡼࡇࡿ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹࡓࡋ᮲௳࡛㞟ࡓࢀࡉไ⤫࡚࠸࠾ᆅᇦ࡞

ゎࡢ⛬ゎ㐣⫈ࡢ⪅⩦Ꮫࠕゎ᫂ࠖࡢ⛬ㄞゎ㐣ࡢ⪅⩦Ꮫࠕ㸪ࡣゎ࡛᫂ࠖࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ

᫂ࠖࡣ✲◊ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠋ࠺⾜ࢆᏛ⩦⪅ࡢゝㄒ⏘ฟάື࡛ࡿ࠶Ⓨヰࡸసᩥ↔Ⅼࢆᙜ࡚ࡀࡢࡶࡓ୰ᚰ࡛ࡀࡓࡗ࠶㸪ࡢࡇ◊✲

ࢹࡓࡗࡽࡶ࡚ࡗẕㄒ࡛ㄒࢆෆᐜࡓࡋゎ⌮⪅⩦Ꮫࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓᙜ࡚ࢆⅬ↔ゎ⫈ࡸㄞゎࡿ࠶ゝㄒ⌮ゎάື࡛ࡢ⪅⩦Ꮫࡣ

 ࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉Ⅼࡿ࠶࡛✲◊ࡿࡍどྍࢆ⛬㐣ࡢゎ⫈ࡸㄞゎ࠸࡞࠼ぢࡣࡽ㸪እ࡚ࡋ㏻ࢆㄯヰࡢ⪅⩦Ꮫࡢᩍᐊ࡛ࡸࢱ࣮

㛤Ⓨ࡛ࠖࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ సᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࣥࣛࣥ࢜ࠕ㸪ࡣ ㄞゎᩍᮦ࣭ࠕࠖ

⫈ゎᩍᮦࡢ㛤Ⓨࠖࣥࣛࣥ࢜ࠕࠋ࠺⾜ࢆ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࡢసᡂࠖࡣ࡚ࡋ㸪᪥ᮏㄒࡢᇶᮏືモࡀᣢ࡞ࡲࡊࡲࡉࡘព

㸪ࡣࢀࡇࠋࡿࡍᥦ౪⪅⩦Ꮫࡸ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࡋసᡂࢆ㎡ࣥࣛࣥ࢜㡢ኌࡿࡍゎㄝࡃࡍࡸࡾࢃ࡚࠸⏝ࡶ࡞ᅗゎࢆ

つᶍࢆࢫࣃ࣮ࢥά⏝࡚ࡋసᡂࡓࡋ㎡࡛ࡿ࠶Ⅼ≉Ⰽࠕࠋࡿ࠶ࡀㄞゎᩍᮦ࣭⫈ゎᩍᮦࡢ㛤Ⓨ࡛ࠖࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞ

ゎᩍᮦ࣭⫈ゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲࡛ୖࡓࡗ⾜ࢆ㸪ࣈ࢙࢘∧ᩍᮦࢆࣝࣉࣥࢧసᡂࡋ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࡸᏛ⩦⪅ᥦ౪

Ⅼࡿࡍసᡂࢆᩍᮦ࡚࠸ᇶ࡙ㄪᰝ⤖ᯝࡓࢀࡽゎ࡛᫂ࠖᚓࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ㸪ࡣࢀࡇࠋࡿࡍ

 ࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉

࠙ᖹᡂ 28㸦2016㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᡭ╔సᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍᡭ╔㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࠙ᖹᡂ 29㸦2017㸧ᖺᗘࠚ 
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つᶍ࡞᪥ᖖヰࢆࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࠊࡵࡓࡿࡍ┦ᙜከᩘࡢヰཧຍ⪅ࡢヰࢆࢱ࣮ࢹ㘓ࡿࡍ

ࡼࡢࢆ➼㑏ඖࡢᡂᯝࡸ⩏ពࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࡿࡍᑐ⪅ヰཧຍࡿ࠶࡛⪅ㄪᰝ༠ຊࠊࡀࡔࡇࡢ

࢛ࣟࣇࡢ⪅ㄪᰝ༠ຊ㞟ᚋࠊࡣㄯヰ㈨ᩱࡢ᪥ᖖヰࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉグሗ࿌᭩ࡀࡢࡿᅗ࠺

࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋゎ࡚᫂࠸ࡘᐇែࡢ⏝స┦ࡸⓎヰពᅗࠊ࡚ࡋᐇࢆ➼࣮ࣗࣅࢱ࣭ࣥࣉࢵ࣮

 ࠋࡿ࠶࡛᫂ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ᗘ⛬ࡢࡀ㓄៖ࡢࡵࡓࡢࡑࠊࡀࡿ

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

(1)ᾏእࡢ◊✲⪅ ⾜ࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ㛵タィ࣭ᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠊ࠼ຍඹྠ◊✲ဨࢆ1ྡ

⯆᪥ᮏᏛ⾡)ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᅜ㝿ࡢ⾲௦ࡀ㕥ᮌுᏊẶࡢඹྠ◊✲ဨࠊࡣ࡚࠸ࡘᾏእ㐃ᦠ(2)ࠋࡓࡗ

 Academy of Finland:ᅜ㛫ඹྠᴗ)ࠕࡢヰࡿࡅ࠾ゝㄒ┦⾜Ⅽࠕࡢ༢ࠖ㐃ᦠࠊࡋ

Ⓨヰ༢➼ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢᵝ࡚࠸ࡘ༠㆟࢙ࢶࣥࣞࣇ(3)ࠋࡓࡋᏛࡢඹྠ◊✲⪅ 2ྡ

ヰ⾜ືㄪᰝᇶ࡙ࡃ᪥ᖖヰࡢࢫࣃ࣮ࢥタィ࡚࠸ࡘ㆟ㄽࠋࡓࡋᾏእ㐃ᦠࡣ࡚࠸ࡘ೫ࡶࡿ࠶ࡀࡾ

ࡋࡢࡶࡍࡽࡓࡶࢆほⅬ࡞㔜せࡢࡵࡓࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠊࡣウ᳨ࡢศᯒ༢ࡢ(2)≉ࠊࡢࡢ

࡚ホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

 ḟ3ࡢ✀㢮ࡽࢺࢧࣈ࢙࢘ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢᅜෆ࣭ᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࠋࡓࡋ 

zྡࠕ�ヰࠖࢫࣃ࣮ࢥ୰⣡ゝ∧࣭ࡾࢃࡲࡦ∧ 

zࠕ�ᅜ㆟㘓᳨⣴ࡾࢃࡲࡦ࣒ࠖࢸࢫࢩ∧ 

zࠕ�᪥ᮏㄒヰࡋゝⴥࠖࢫࣃ࣮ࢥ୰⣡ゝ∧ 

ࡼ࠸࡞ࡋࢶࣥࢸࣥࢥࡢ᪥ᮏㄒࡣࠖࡾࢃࡲࡦࠕࢺࢧࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥヰྡࠕࠊࡕ࠺ࡢࡽࢀࡇ

ࢃᛮࡿ࠸ࡣ⪅✲◊࠺ᛮ࠸ࡓࡋࢆィⓗศᯒ⤫ࡢࢱ࣮ࢹࡢ᪥ᮏㄒࠊࡶ࡚ࡃ࡞ࡵㄞࡀ᪥ᮏㄒࠊࡀࡔ࠺

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡿࡍព⏝ࡶ∧ⱥㄒ࡚ࡅྥ⪅✲◊࡞࠺ࡼࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿࢀ

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

�ࠋࡋ࡞≉   �

236 Ⅵ 外部評価報告書
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᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅⓗゎ᫂ 

 㸸▼㯮 ᆂ࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 

Ϩ㸬ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

㸯㸬┠ⓗཬࡧ≉Ⰽ 

 

㸰㸬ᖺḟィ⏬㸦࣮ࣟࣉࢵ࣐ࢻ㸧 

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅⓗゎ᫂ࡶࡿࡍ㸪ࡢࡑᡂᯝࢆ᪥ᮏㄒᩍ⫱

ᛂ⏝ࡿࡍ᪉ἲࢆ᫂ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿࡍࡽලయⓗࡣ㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢࡑࡸ㛵㐃㡿ᇦࡸ⪅✲◊ࡢᩍ⫱⪅㸪࡚ࡋࡑ᪥ᮏㄒᏛ⩦

 ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿࡍ㛤ദࢆಟ◊ࡸ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ࡇࡿࡍ⾜หࢆᩍᖌᣦᑟ᭩ࡸ㸪ㄽᩥ㞟ࡇࡿࡍᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥ࡞┈᭷⪅

ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅⓗゎ᫂ࡵࡓࡿࡍ㸪㸱ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧࡢࡘタࡅ

㛤Ⓨࠖࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ⩦᪥ᮏㄒᏛࠕゎ᫂ࠖ㸪ࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕゎ᫂ࠖ㸪ࡢ⏝᪥ᮏㄒࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࠋࡿ

 ࠋࡿ࠶࡛

᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣ࡢ⪅⩦Ꮫࠕゎ᫂ࠖࡢヰ⬟ຊࡢ⪅⩦Ꮫࠕ㸪ࡣゎ࡛᫂ࠖࡢ⏝᪥ᮏㄒࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ

ࡶࢆࢀࡑ㸪ࡋᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥヰ↛⮬ࡢ⪅⩦Ꮫ⪅㸪ẕㄒヰࡣ࡚ࡋゎ᫂ࠖࡢヰ⬟ຊࡢ⪅⩦Ꮫࠕࠋ࠺⾜ࢆゎ᫂ࠖࡢ⛬

⩦Ꮫࠕࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉ࡇࡿ࠶࡛✲◊ࡓࡋࢱ࣮ࢹࢆ᪥ᖖヰ࡞↛⮬㸪ࡣ✲◊ࡢࡇࠋࡿࡍゎ᫂ࢆヰ⬟ຊࡢ⪅⩦Ꮫ࡚ࡋ

ࡶࢆࢀࡑ㸪ࡋᵓ⠏ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢసᩥࡸᑐヰࡢ⪅⩦Ꮫࡿࡍẕㄒࢆゝㄒ࡞ࡲࡊࡲࡉ㸪ࡣ࡚ࡋゎ᫂ࠖࡢ⛬᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣ࡢ⪅

ࡲࡊࡲࡉࡢ⏺ୡࡴྵࢆ㸪᪥ᮏࡣ✲◊ࡢࡇࠋࡿࡍゎ᫂ࢆ⛬ᚓ㐣⩦ࡢ᪥ᮏㄒࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡿࡍẕㄒࢆゝㄒࡿ࡞␗࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉ࡇࡿࡍ㔜どࢆ࠸㐪ࡿࡼ㸪ẕㄒࡾࡼࡇࡿ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹࡓࡋ᮲௳࡛㞟ࡓࢀࡉไ⤫࡚࠸࠾ᆅᇦ࡞

ゎࡢ⛬ゎ㐣⫈ࡢ⪅⩦Ꮫࠕゎ᫂ࠖࡢ⛬ㄞゎ㐣ࡢ⪅⩦Ꮫࠕ㸪ࡣゎ࡛᫂ࠖࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ

᫂ࠖࡣ✲◊ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠋ࠺⾜ࢆᏛ⩦⪅ࡢゝㄒ⏘ฟάື࡛ࡿ࠶Ⓨヰࡸసᩥ↔Ⅼࢆᙜ࡚ࡀࡢࡶࡓ୰ᚰ࡛ࡀࡓࡗ࠶㸪ࡢࡇ◊✲

ࢹࡓࡗࡽࡶ࡚ࡗẕㄒ࡛ㄒࢆෆᐜࡓࡋゎ⌮⪅⩦Ꮫࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓᙜ࡚ࢆⅬ↔ゎ⫈ࡸㄞゎࡿ࠶ゝㄒ⌮ゎάື࡛ࡢ⪅⩦Ꮫࡣ

 ࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉Ⅼࡿ࠶࡛✲◊ࡿࡍどྍࢆ⛬㐣ࡢゎ⫈ࡸㄞゎ࠸࡞࠼ぢࡣࡽ㸪እ࡚ࡋ㏻ࢆㄯヰࡢ⪅⩦Ꮫࡢᩍᐊ࡛ࡸࢱ࣮

㛤Ⓨ࡛ࠖࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ సᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࣥࣛࣥ࢜ࠕ㸪ࡣ ㄞゎᩍᮦ࣭ࠕࠖ

⫈ゎᩍᮦࡢ㛤Ⓨࠖࣥࣛࣥ࢜ࠕࠋ࠺⾜ࢆ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࡢసᡂࠖࡣ࡚ࡋ㸪᪥ᮏㄒࡢᇶᮏືモࡀᣢ࡞ࡲࡊࡲࡉࡘព

㸪ࡣࢀࡇࠋࡿࡍᥦ౪⪅⩦Ꮫࡸ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࡋసᡂࢆ㎡ࣥࣛࣥ࢜㡢ኌࡿࡍゎㄝࡃࡍࡸࡾࢃ࡚࠸⏝ࡶ࡞ᅗゎࢆ

つᶍࢆࢫࣃ࣮ࢥά⏝࡚ࡋసᡂࡓࡋ㎡࡛ࡿ࠶Ⅼ≉Ⰽࠕࠋࡿ࠶ࡀㄞゎᩍᮦ࣭⫈ゎᩍᮦࡢ㛤Ⓨ࡛ࠖࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞ

ゎᩍᮦ࣭⫈ゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲࡛ୖࡓࡗ⾜ࢆ㸪ࣈ࢙࢘∧ᩍᮦࢆࣝࣉࣥࢧసᡂࡋ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࡸᏛ⩦⪅ᥦ౪

Ⅼࡿࡍసᡂࢆᩍᮦ࡚࠸ᇶ࡙ㄪᰝ⤖ᯝࡓࢀࡽゎ࡛᫂ࠖᚓࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ㸪ࡣࢀࡇࠋࡿࡍ

 ࠋࡿ࠶ࡀⰍ≉

࠙ᖹᡂ 28㸦2016㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᡭ╔సᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍᡭ╔㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࠙ᖹᡂ 29㸦2017㸧ᖺᗘࠚ 
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つᶍ࡞᪥ᖖヰࢆࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࠊࡵࡓࡿࡍ┦ᙜከᩘࡢヰཧຍ⪅ࡢヰࢆࢱ࣮ࢹ㘓ࡿࡍ

ࡼࡢࢆ➼㑏ඖࡢᡂᯝࡸ⩏ពࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࡿࡍᑐ⪅ヰཧຍࡿ࠶࡛⪅ㄪᰝ༠ຊࠊࡀࡔࡇࡢ

࢛ࣟࣇࡢ⪅ㄪᰝ༠ຊ㞟ᚋࠊࡣㄯヰ㈨ᩱࡢ᪥ᖖヰࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉグሗ࿌᭩ࡀࡢࡿᅗ࠺

࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋゎ࡚᫂࠸ࡘᐇែࡢ⏝స┦ࡸⓎヰពᅗࠊ࡚ࡋᐇࢆ➼࣮ࣗࣅࢱ࣭ࣥࣉࢵ࣮

 ࠋࡿ࠶࡛᫂ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ᗘ⛬ࡢࡀ㓄៖ࡢࡵࡓࡢࡑࠊࡀࡿ

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

(1)ᾏእࡢ◊✲⪅ ⾜ࢆ✲◊ඹྠࡿࡍ㛵タィ࣭ᵓ⠏ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠊ࠼ຍඹྠ◊✲ဨࢆ1ྡ

⯆᪥ᮏᏛ⾡)ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᅜ㝿ࡢ⾲௦ࡀ㕥ᮌுᏊẶࡢඹྠ◊✲ဨࠊࡣ࡚࠸ࡘᾏእ㐃ᦠ(2)ࠋࡓࡗ

 Academy of Finland:ᅜ㛫ඹྠᴗ)ࠕࡢヰࡿࡅ࠾ゝㄒ┦⾜Ⅽࠕࡢ༢ࠖ㐃ᦠࠊࡋ

Ⓨヰ༢➼ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࡢᵝ࡚࠸ࡘ༠㆟࢙ࢶࣥࣞࣇ(3)ࠋࡓࡋᏛࡢඹྠ◊✲⪅ 2ྡ

ヰ⾜ືㄪᰝᇶ࡙ࡃ᪥ᖖヰࡢࢫࣃ࣮ࢥタィ࡚࠸ࡘ㆟ㄽࠋࡓࡋᾏእ㐃ᦠࡣ࡚࠸ࡘ೫ࡶࡿ࠶ࡀࡾ

ࡋࡢࡶࡍࡽࡓࡶࢆほⅬ࡞㔜せࡢࡵࡓࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠊࡣウ᳨ࡢศᯒ༢ࡢ(2)≉ࠊࡢࡢ

࡚ホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

 ḟ3ࡢ✀㢮ࡽࢺࢧࣈ࢙࢘ࢆࢫࣃ࣮ࢥࡢᅜෆ࣭ᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࠋࡓࡋ 

zྡࠕ�ヰࠖࢫࣃ࣮ࢥ୰⣡ゝ∧࣭ࡾࢃࡲࡦ∧ 

zࠕ�ᅜ㆟㘓᳨⣴ࡾࢃࡲࡦ࣒ࠖࢸࢫࢩ∧ 

zࠕ�᪥ᮏㄒヰࡋゝⴥࠖࢫࣃ࣮ࢥ୰⣡ゝ∧ 

ࡼ࠸࡞ࡋࢶࣥࢸࣥࢥࡢ᪥ᮏㄒࡣࠖࡾࢃࡲࡦࠕࢺࢧࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥヰྡࠕࠊࡕ࠺ࡢࡽࢀࡇ

ࢃᛮࡿ࠸ࡣ⪅✲◊࠺ᛮ࠸ࡓࡋࢆィⓗศᯒ⤫ࡢࢱ࣮ࢹࡢ᪥ᮏㄒࠊࡶ࡚ࡃ࡞ࡵㄞࡀ᪥ᮏㄒࠊࡀࡔ࠺

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡿࡍព⏝ࡶ∧ⱥㄒ࡚ࡅྥ⪅✲◊࡞࠺ࡼࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿࢀ

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

�ࠋࡋ࡞≉   �
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ゝㄒ⏝ࡢᐇែࢆヰ⬟ຊࡢほⅬࡽゎ᫂࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࢫࣃ࣮ࢥ

 ࠋࡓࡋᡭ╔ᵓ⠏ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥBTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧᪥ᮏㄒヰࠕࡿ࠶࡛

2. ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬ࢆゎ᫂࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥

ᮏㄒᏛ⩦⪅ࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥI-JAS㸦International Corpus of Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒ

Ꮫ⩦⪅ᶓ᩿ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭ2016ࠋࡓࡋᖺ 5᭶ 9᪥㸪᳨⣴ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩ I-JAS୰⣡ゝࡶ㸪➨୍ḟබ㛤

࡚ࡋ 225ྡศࡢⓎヰࢱ࣮ࢹ㸪ࡧࡼ࠾ 145ྡศࡢసᩥࢆࢱ࣮ࢹබ㛤ࠋࡓࡋ 

3. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᩥࡢ❶⌮ゎ㐣⛬ࡢᐇែࢆゎ᫂ࡵࡓࡿࡍ㸪ᩥ⬦ሗᩥࡓ࠸⏝ࢆ❶⌮ゎ㐣⛬ㄪᰝࢆ୰ᅜ࡛࣒ࢼࢺ࣋ィ 3

ᅇᐇࠋࡓࡋㄪᰝᑐ㇟⪅ࡣ㸪୰ᅜအ∞ㄪᰝ㸦2016ᖺ 6᭶ 1᪥㹼5᪥㸧࡛ࡣ㯮❳ỤᏛ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 37ྡ㸪࣋

ㄪᰝ㸦2016ࣀࣁ࣒ࢼࢺ ᖺ 8᭶ 23㹼25᪥ࡧࡼ࠾ 2016 ᖺ 8᭶ 29᪥㹼9᭶ 14᪥㸧࡛ࣀࣁࡣᅜᐙᏛ᪥ᮏㄒゝㄒᩥᏛ

㒊ࡢᏛ㒊⏕ 60ྡ㸪୰ᅜ㟷ᓥㄪᰝ㸦2016ᖺ 11᭶ 13᪥㹼16᪥㸪୰ᅜ㟷ᓥᏛ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 㸪ࡓࡲࠋࡿ࠶26ྡ࡛

ᅜෆ࣭ᾏእ㸦୰ᅜ࣭Ḣᕞ➼㸧ࡢㄪᰝ༠ຊ⪅౫㢗ࡋ㸪ࡢࢀࡒࢀࡑᡤᒓᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋㄪᰝࡶ╔ᡭࡋ

 ࠋࡓ

᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡㸦ࠗࣥࣛࣥ࢜ .4 ᇶᮏືモࢡࢵࣈࢻࣥࣁ 㸧࠘ࢆᣑࡋ㸪ࡇࡑ 15 ぢฟࢆࡋ᪂ࡓ㏣ຍࡓࡋ㸦⣼ィ 80

ぢฟࡋ㸧ࡓࡲࠋ㸪ᩥ㡢ኌࢆ 1173ᩥ㏣ຍ㸦⣼ィ 3563ᩥ㸧㸪ࢆ࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼ㏣ຍࡓࡋ㸦⣼ィ 70Ⅼ㸧ࠋ 

5. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ‽ഛࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

6. ◊✲ᡂᯝࡣ࡚࠸ࡘ㸪ㄽᩥ 47௳㸪ᅗ᭩ 4㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟 1㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 89௳㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉⓎ⾲➼ 10௳㸪

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  ࠋࡓࡋබ㛤ࢆ௳2

7.ḟᖺᗘ࡚ࡅྥ㸪BTSJ᪥ᮏㄒヰࢫࣃ࣮ࢥ㸪I-JASከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎ࣮ࢥ

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛ‽ࡢࡵࡓࡢබ㛤࣭ᣑࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࢘᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡㸪ࣥࣛࣥ࢜㸪ࢫࣃ

8.ࠗᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᑐ࡚ࡋ㸪ᕞᏛࡢෆ⏣ㅍᩍᤵࢫࣃ࣮ࢥࠕࡽᇶ࡙ࡓ࠸ඛ㐍ⓗ୍࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ぢ

 ࠋࡓࢀࡉホ౯ࠖࡿ࠶ࡀ౯್ࡢ

9. ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ಁ㐍ࢆᅗ࠺࠸ࡿ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪BTSJά⏝᪉ἲㅮ⩦ࢆ 3ᅇᅜ

ㄒ◊࡛ᐇࠋࡓࡋㅮ⩦ࡢཧຍ⪅ࡣ㸪➨ 1ᅇ㸦2016ᖺ 5᭶ 28᪥㸧ࡀ 47ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ࡀ 4ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ࡀ 26

ྡ㸧㸪➨ 2ᅇ㸦2016ᖺ 11 ᭶ 19᪥㸧ࡀ 26ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 1ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 14ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧㸪➨ 3ᅇ㸦2016 ᖺ 12

᭶ 12᪥㸧ࡀ 26ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 1ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 20ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧࡛ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶㸪2017ᖺ 1᭶ 28᪥㛤ദࡓࡋ᪥

ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᅜෆ࣭ᅜㄒ◊㸧࡚࠸࠾㸪BTSJ᪥ᮏㄒヰࡢࢫࣃ࣮ࢥከᵝ࡞ά⏝᪉ἲࢆ⤂ࡋ㸪ࡽࡉ㸪2017ᖺ 3

᭶ 4᪥㸦ᅜㄒ◊㸧ࠕࡢ➨ 1ᅇ BTSJ᪥ᮏㄒヰࢫࣃ࣮ࢥά⏝࡚࠸࠾࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ࡾࡼᑓ㛛ⓗ࡞ほⅬࡽ BTSJ ᪥ᮏ

ㄒヰࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝᪉ἲࢆㄽࠋࡓࡌ 

10. ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ಁ㐍ࢆᅗ࠺࠸ࡿ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᾏ

እ㸧ࢆ 1ᅇ㸪Ꮫ⩦⪅ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣭࣡ࢫࣃ࣮ࢥ㸦ᅜㄒ◊㸧ࢆ 2ᅇ㛤ദࠋࡓࡋ᪥ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᾏእ㸧ࡣ 2016 ᖺ 10

᭶ 21᪥୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪60ྡࡀཧຍࡓࡋ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧ࠋᏛ⩦

66 

 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪୍ࡢࡑ㒊ࢆヨ㦂බ㛤ࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪୍ࡢࡑ㒊ࢆヨ㦂බ㛤ࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪୍ࡢࡑ㒊ࢆヨ㦂බ㛤ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍヨ㦂බ㛤ࢆ㒊୍ࡢࡑ㸪ࡋ⥆⥅ࢆసᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍᡭ╔㛤Ⓨࡢゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ࠋࡿࡍ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭NINJALᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦ICPLJ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

࠙ᖹᡂ 30㸦2018㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆసᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ࠋࡿࡍヨ㦂බ㛤ࢆࣝࣉࣥࢧ㸪ࡋ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢヰ⬟ຊ㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢㄞゎ㐣⛬㛵ࡿࡍᩍᖌᣦᑟ᭩ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࠙ᖹᡂ 31㸦2019㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆసᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍヨ㦂බ㛤ࢆࣝࣉࣥࢧࡢゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢㄞゎ㐣⛬㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࠙ᖹᡂ 32㸦2020㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆసᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢㄞゎ㐣⛬㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭ㄞゎᩍᮦ㛤Ⓨ㛵ࡿࡍ◊✲᭩ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࠋࡿࡍ 

࠙ᖹᡂ 33㸦2021㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࢆࢫࣃ࣮ࢥᮏ᱁බ㛤ࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆࢫࣃ࣮ࢥᮏ᱁බ㛤ࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࢆࢫࣃ࣮ࢥᮏ᱁බ㛤ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᮏ᱁බ㛤ࢆ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍᮏ᱁බ㛤ࢆゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ⫈ゎ㐣⛬㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 
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ϩ㸬㡯┠ࡢࡈ≧ἣ 

 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ゝㄒ⏝ࡢᐇែࢆヰ⬟ຊࡢほⅬࡽゎ᫂࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࢫࣃ࣮ࢥ

 ࠋࡓࡋᡭ╔ᵓ⠏ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥBTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧᪥ᮏㄒヰࠕࡿ࠶࡛

2. ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬ࢆゎ᫂࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥

ᮏㄒᏛ⩦⪅ࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥI-JAS㸦International Corpus of Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒ

Ꮫ⩦⪅ᶓ᩿ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭ2016ࠋࡓࡋᖺ 5᭶ 9᪥㸪᳨⣴ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩ I-JAS୰⣡ゝࡶ㸪➨୍ḟබ㛤

࡚ࡋ 225ྡศࡢⓎヰࢱ࣮ࢹ㸪ࡧࡼ࠾ 145ྡศࡢసᩥࢆࢱ࣮ࢹබ㛤ࠋࡓࡋ 

3. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᩥࡢ❶⌮ゎ㐣⛬ࡢᐇែࢆゎ᫂ࡵࡓࡿࡍ㸪ᩥ⬦ሗᩥࡓ࠸⏝ࢆ❶⌮ゎ㐣⛬ㄪᰝࢆ୰ᅜ࡛࣒ࢼࢺ࣋ィ 3

ᅇᐇࠋࡓࡋㄪᰝᑐ㇟⪅ࡣ㸪୰ᅜအ∞ㄪᰝ㸦2016ᖺ 6᭶ 1᪥㹼5᪥㸧࡛ࡣ㯮❳ỤᏛ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 37ྡ㸪࣋

ㄪᰝ㸦2016ࣀࣁ࣒ࢼࢺ ᖺ 8᭶ 23㹼25᪥ࡧࡼ࠾ 2016ᖺ 8᭶ 29᪥㹼9᭶ 14᪥㸧࡛ࣀࣁࡣᅜᐙᏛ᪥ᮏㄒゝㄒᩥᏛ

㒊ࡢᏛ㒊⏕ 60ྡ㸪୰ᅜ㟷ᓥㄪᰝ㸦2016ᖺ 11᭶ 13᪥㹼16᪥㸪୰ᅜ㟷ᓥᏛ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 㸪ࡓࡲࠋࡿ࠶26ྡ࡛

ᅜෆ࣭ᾏእ㸦୰ᅜ࣭Ḣᕞ➼㸧ࡢㄪᰝ༠ຊ⪅౫㢗ࡋ㸪ࡢࢀࡒࢀࡑᡤᒓᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋㄪᰝࡶ╔ᡭࡋ

 ࠋࡓ

᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡㸦ࠗࣥࣛࣥ࢜ .4 ᇶᮏືモࢡࢵࣈࢻࣥࣁ 㸧࠘ࢆᣑࡋ㸪ࡇࡑ 15ぢฟࢆࡋ᪂ࡓ㏣ຍࡓࡋ㸦⣼ィ 80

ぢฟࡋ㸧ࡓࡲࠋ㸪ᩥ㡢ኌࢆ 1173ᩥ㏣ຍ㸦⣼ィ 3563ᩥ㸧㸪ࢆ࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼ㏣ຍࡓࡋ㸦⣼ィ 70Ⅼ㸧ࠋ 

5. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ‽ഛࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

6. ◊✲ᡂᯝࡣ࡚࠸ࡘ㸪ㄽᩥ 47௳㸪ᅗ᭩ 4㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟 1㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 89௳㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉⓎ⾲➼ 10௳㸪

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  ࠋࡓࡋබ㛤ࢆ௳2

7.ḟᖺᗘ࡚ࡅྥ㸪BTSJ᪥ᮏㄒヰࢫࣃ࣮ࢥ㸪I-JASከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎ࣮ࢥ

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛ‽ࡢࡵࡓࡢබ㛤࣭ᣑࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࢘᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡㸪ࣥࣛࣥ࢜㸪ࢫࣃ

8.ࠗᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᑐ࡚ࡋ㸪ᕞᏛࡢෆ⏣ㅍᩍᤵࢫࣃ࣮ࢥࠕࡽᇶ࡙ࡓ࠸ඛ㐍ⓗ୍࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ぢ

 ࠋࡓࢀࡉホ౯ࠖࡿ࠶ࡀ౯್ࡢ

9. ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ಁ㐍ࢆᅗ࠺࠸ࡿ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪BTSJά⏝᪉ἲㅮ⩦ࢆ 3ᅇᅜ

ㄒ◊࡛ᐇࠋࡓࡋㅮ⩦ࡢཧຍ⪅ࡣ㸪➨ 1ᅇ㸦2016ᖺ 5᭶ 28᪥㸧ࡀ 47ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ࡀ 4ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ࡀ 26

ྡ㸧㸪➨ 2ᅇ㸦2016ᖺ 11᭶ 19᪥㸧ࡀ 26ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 1ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 14 ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧㸪➨ 3ᅇ㸦2016ᖺ 12

᭶ 12᪥㸧ࡀ 26ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 1ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 20ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧࡛ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶㸪2017ᖺ 1᭶ 28᪥㛤ദࡓࡋ᪥

ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᅜෆ࣭ᅜㄒ◊㸧࡚࠸࠾㸪BTSJ᪥ᮏㄒヰࡢࢫࣃ࣮ࢥከᵝ࡞ά⏝᪉ἲࢆ⤂ࡋ㸪ࡽࡉ㸪2017ᖺ 3

᭶ 4᪥㸦ᅜㄒ◊㸧ࠕࡢ➨ 1ᅇ BTSJ᪥ᮏㄒヰࢫࣃ࣮ࢥά⏝࡚࠸࠾࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ࡾࡼᑓ㛛ⓗ࡞ほⅬࡽ BTSJ᪥ᮏ

ㄒヰࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝᪉ἲࢆㄽࠋࡓࡌ 

10. ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ಁ㐍ࢆᅗ࠺࠸ࡿ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᾏ

እ㸧ࢆ 1ᅇ㸪Ꮫ⩦⪅ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣭࣡ࢫࣃ࣮ࢥ㸦ᅜㄒ◊㸧ࢆ 2ᅇ㛤ദࠋࡓࡋ᪥ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᾏእ㸧ࡣ 2016 ᖺ 10

᭶ 21᪥୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪60ྡࡀཧຍࡓࡋ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧ࠋᏛ⩦
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࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪୍ࡢࡑ㒊ࢆヨ㦂බ㛤ࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪୍ࡢࡑ㒊ࢆヨ㦂බ㛤ࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪୍ࡢࡑ㒊ࢆヨ㦂බ㛤ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍヨ㦂බ㛤ࢆ㒊୍ࡢࡑ㸪ࡋ⥆⥅ࢆసᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍᡭ╔㛤Ⓨࡢゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ࠋࡿࡍ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭NINJALᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦ICPLJ㸧ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ 

࠙ᖹᡂ 30㸦2018㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆసᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ࠋࡿࡍヨ㦂බ㛤ࢆࣝࣉࣥࢧ㸪ࡋ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢヰ⬟ຊ㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢㄞゎ㐣⛬㛵ࡿࡍᩍᖌᣦᑟ᭩ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࠙ᖹᡂ 31㸦2019㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆసᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍヨ㦂බ㛤ࢆࣝࣉࣥࢧࡢゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢㄞゎ㐣⛬㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࠙ᖹᡂ 32㸦2020㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡋ⥆⥅ࢆ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ⠊ᅖࢆᣑࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆసᡂࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍᣑࢆ⠊ᅖࡢ㸪ヨ㦂බ㛤ࡋ⥆⥅ࢆ㛤Ⓨࡢゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢㄞゎ㐣⛬㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭ㄞゎᩍᮦ㛤Ⓨ㛵ࡿࡍ◊✲᭩ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㛵ࡿࡍᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࠋࡿࡍ 

࠙ᖹᡂ 33㸦2021㸧ᖺᗘࠚ 

࣭ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࢆࢫࣃ࣮ࢥᮏ᱁බ㛤ࠋࡿࡍ 

࣭ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆࢫࣃ࣮ࢥᮏ᱁බ㛤ࠋࡿࡍ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࢆࢫࣃ࣮ࢥᮏ᱁බ㛤ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᮏ᱁බ㛤ࢆ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜

 ࠋࡿࡍᮏ᱁බ㛤ࢆゎᩍᮦ⫈∧ࣈ࢙࢘ㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࣭࢘

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ⫈ゎ㐣⛬㛵ࡿࡍㄽᩥ㞟ࢆห⾜ࠋࡿࡍ 
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㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

8. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ 4 ᖺ㛫ࡢኚᐜᡂ㛗ࢱ࣮ࢹࡢ㞟ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᩿⦪ࡧࡼ࠾ᵓ⠏࠺࠸┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ி᪥ᮏ

ㄒᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛㸪୰ᅜ࣭ிᖌ⠊Ꮫ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 㸪2016ࡣᐇᮇ㛫ࠋࡓࡋᐇࢆㄪᰝ㇟ᑐࢆ18ྡ

ᖺ 5᭶ 14᪥㹼15᪥ 10 ᭶ 22᪥㹼23᪥ࡢ 2ᅇ࡛࠾࡞ࠋࡓࡗ࠶㸪ୗグㄪᰝ᪉ἲࡣ I-JASࡢㄪᰝ㡯┠ࡗ࡞ࡢࡶࡓࡌ‽

㸪2019ࡵྵࡶḟᖺᗘࠋࡿ࠸࡚ ᖺ 7 ᭶ㄪᰝᑐ㇟⪅ࡀᏛࢆ༞ᴗ࡛ࡲࡿࡍᚋࡶ⥅⥆ⓗᖺ 2 ᅇㄪᰝ࠺⾜ࢆணᐃ࡛࠶

 ࠋࡿ

9㸬2016ᖺ 4᭶ࡔࢇ⤖㐃ᦠ༠ᐃᇶ࡙࡚࠸㸪ᅜ㝿ὶᇶ㔠᪥ᮏㄒᅜ㝿࣮ࢱࣥࢭ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ

 ࠋࡓࡋඹྠ࡛᥎㐍ࢆ㒊୍ࡢ✲◊ࡿࡍ㛵

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ᩥ⬦ሗᩥࡓ࠸⏝ࢆ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࢫࣃ࣮ࢥࡿࡍᵓ⠏సᴗ 2 㸪సᩥࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸪ᣦᑟࡋཧຍࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢྡ

ศᯒࡢᩍᐊㄯヰࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡿࢃ㛵ㄞゎࡸ 4 㸪ࡽࡉࠋࡓࡗ⾜ࢆ⾲㸪ᅜ㝿Ꮫ࡛Ⓨࡋཧຍࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢྡ

⏕Ꮫ㝔ࡢᅾఫࢻࣥ  ࠋࡓࡵ῝ࢆ㐃ᦠࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱⌧ሙࡢࢻࣥ㸪ࡾࢃᦠ㛤Ⓨసᴗࢶࣥࢸࣥࢥど⫈ぬࡀ1ྡ

⛬ಟኈㄢ࡚ࡋ㐃ᦠᩍᤵࡢᶫᏛ୍ࡀࣇࢵࢱࢫࡢ1ྡ .2 3ྡ㸪༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ᢸࢆᣦᑟࡢㄽᩥ✲◊࡚ࡋᣦᑟᩍဨࡢ10ྡ

ᙜࡓࡲࠋࡓࡋ㸪㠀ᖖㅮᖌ࡚ࡋ㸪3 ⫱㤳㒔Ꮫᮾி㸪㜰ᗓ❧Ꮫ㸪༡ᒣᏛ㸪ᮾᾏᏛ࡛Ꮫ㝔ᩍࡀࣇࢵࢱࢫࡢྡ

 ࠋࡓࡋ༠ຊ

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PDࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .3 ࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ 3 ྡ㞠⏝ࡕ࠺ࠋࡓࡋ 1 ࢆⴭసࡓࡋᇶࢆ༤ኈㄽᩥࡀྡ 2017 ᖺ 2 ᭶ห

ࡿṧࠋࡓࡋ⾜ ࡶ2ྡ NINJAL  ࠋࡓ࠼ᩚࢆែໃࡿࡁᮏ᱁࡛ࡀ✲◊㸪ḟᖺᗘ௨㝆㸪ࡋ⾲Ⓨࢆᡂᯝ✲◊ࡢ㌟⮬࡛ࣥࣟࢧ

4. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᅜෆእ࡛㛤ദࠋࡓࡋᾏእࡣ࡚࠸ࡘ㸪2016ᖺ 10᭶ 21᪥୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ

ࡣ⪅ 60ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ᅜෆࡣ࡚࠸ࡘ 2016ᖺ 1᭶ 28᪥ᅜ❧ᅜ

ㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ ⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡓࡗ࠶163ྡ࡛ 6ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 30ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧ࠋ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1. እᅜே࠸ࡍࡸࡾࢃ࡚ࡗ᪥ᮏㄒ࠺࠸どⅬࡾྲྀࢆධࢫࢿࢪࣅࡓࢀ᪥ᮏㄒࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㸪ᴗ㛵ಀ⪅ࢆ୰ᚰ

Ꮫࢡ࣮࣡ࣞࢸ᪥ᮏࡓࡋ Job Casting㒊ࡢ༠ຊࡶࡢ㛤ጞࠋࡓࡋ 

2. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᅜෆᅜእ࡛㸯ᅇࡘࡎ㛤ദࡋ㸪◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢᬑཬດࠋࡓࡵᾏእࡣ࡚࠸ࡘ㸪2016 ᖺ 10

᭶ 21᪥୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ 60ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧࡛ࡗ࠶

ࡣ࡚࠸ࡘᅜෆࠋࡓ 2016 ᖺ 1᭶ 28᪥ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ ⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡓࡗ࠶163ྡ࡛ 6ྡ㸪

Ꮫ㝔⏕ 30ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧ࠋ 

3. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࡞ᑐ㇟ࡿࡍ◊ಟࢆ㸪ᾏ㐨Ꮫ㸦2016 ᖺ 7 ᭶ 2 ᪥㸧㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠㸦2016 ᖺ 7 ᭶ 28 ᪥㸧㸪

㸦2016ᖺࣥࣃࣕࢪ࣭࣭࣮ࣥࣝࢡࢫ࣭࣓ࣥ࢝ࣜ 10᭶ 22᪥㸧㸪⚟ᒸ YWCA㸦2016ᖺ 10᭶ 22᪥㸧࡛⾜ࡓࡲࠋࡓࡗ㸪᪥ᮏ

ㄒࢆࢸࣥࣛ࣎ᑐ㇟ࡿࡍㅮᗙࢆ⚟ᒸ┴ᅜ㝿ὶ࣮ࢱࣥࢭ㸦2016ᖺ 11᭶ 19㹼21 ᪥㸧࡛⾜ࠋࡓࡗ 

4. 2016ᖺ 10᭶ 24᪥㸪୰ᅜࡢᏛࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢゼ᪥ᅋࢆ๓㸪୰ᅜேࡢ᪥ᮏㄒࡢヰࡋ᪉࡚࠸ࡘㅮ₇ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪
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㸪2016ᖺࡣࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣭࣡ࢫࣃ࣮ࢥ⪅ 12᭶ 3᪥ࡢ㛤ദࡢ➨୍ᅇࡣ ⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡋཧຍࡀ87ྡ 22ྡ㸪Ꮫ㝔

⏕ 23ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧㸪2017 ᖺ 3᭶ 10᪥㛤ദࡢ➨ᅇࡣ㸪100ྡࡀཧຍࡓࡋ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 7ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 18ྡ㸪

Ꮫ⏕ 1ྡ㸧ࠋ 

11. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᩥࡢ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࡓࡋㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ಁ㐍ࢆᅗ࠺࠸ࡿ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪NINJAL ࣮ࣗࢳ

ࢆࣝࣜࢺ 2ᅇ㛤ദࡋ㸪2017 ᖺ 2᭶ 17᪥㸦㜰Ꮫ㸧ࡣ ⏕Ꮫ㝔ࡕ࠺㸦ࡋཧຍࡀ27ྡ 12ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧㸪24᪥㸦ᅜ

ㄒ◊㸧ࡣ ⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡓࡋཧຍࡀ21ྡ 3ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 10ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧ࠋ 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡵࡓࡢ⾜㐙✲◊ࡢゎ᫂ࠖࡢ⏝᪥ᮏㄒࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ .12 32ྡ⤌⧊

 ࠋࡓࡋ

ࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡵࡓࡢ⾜㐙✲◊ࡢゎ᫂ࠖࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ .13 47ྡ⤌⧊

 ࠋࡓࡋ

ࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡵࡓࡢ⾜㐙✲◊ࡢ㛤Ⓨࠖࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ .14 22ྡ⤌⧊

 ࠋࡓࡋ

15. ඹྠ◊✲ဨࡣ 101ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧㸪ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 73ᶵ㛵㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛ࣭◊✲ᡤࡣ 28ᶵ㛵㸧

 ࠋࡿ࠶࡛

ࢆ㸱ྡ㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PDࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .16 11ྡ㸪ᢏ⾡⿵బဨࢆ㸲ྡ㞠⏝ࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ゝㄒ⏝ࡢᐇែࢆヰ⬟ຊࡢほⅬࡽゎ᫂࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࢫࣃ࣮ࢥ

㸪ඹྠ⏝࣭ඹྠࡋᡭ╔ᵓ⠏ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥBTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧᪥ᮏㄒヰࠕࡿ࠶࡛

 ࠋࡓ࠼ᩚࢆഛ‽ࡿࡍ౪✲◊

2. ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬ࢆゎ᫂࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥

ᮏㄒᏛ⩦⪅ࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥI-JAS㸦International Corpus of Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒ

Ꮫ⩦⪅ᶓ᩿ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭ2016ࠋࡓࡋᖺ 5᭶ 9᪥㸪᳨⣴ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩ I-JAS୰⣡ゝࡶ㸪➨୍ḟබ㛤

࡚ࡋ 225ྡศࡢⓎヰࢱ࣮ࢹ㸪ࡧࡼ࠾ 145ྡศࡢసᩥࢆࢱ࣮ࢹබ㛤ࠋࡓࡋ 

3. 㞟ࡓࢀࡉㄪᰝࡋ⌮ᩚࢆࢱ࣮ࢹ㸪බ㛤ࡢࡵࡓࡢᯟ⤌ࢆࡳᅛࡵ㸪ᩥᏐࡸ⩻ヂࡢసᴗ╔ᡭࠋࡓࡋḟᖺᗘࡣヨ㦂බ㛤

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋணᐃࢆ

᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡㸦ࠗࣥࣛࣥ࢜ .4 ᇶᮏືモࢡࢵࣈࢻࣥࣁ 㸧࠘ࢆᣑࡋ㸪ࡇࡑ 15ぢฟࢆࡋ᪂ࡓ㏣ຍࡓࡋ㸦⣼ィ 80

ぢฟࡋ㸧ࡓࡲࠋ㸪ᩥ㡢ኌࢆ 1173ᩥ㏣ຍ㸦⣼ィ 3563ᩥ㸧㸪ࢆ࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼ㏣ຍࡓࡋ㸦⣼ィ 70Ⅼ㸧ࠋ 

5. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࣈ࢙࢘ࠋࡓࡋ∧ㄞゎᩍᮦࢆࣝࣉࣥࢧࡢᖹᡂ 29㸦2017㸧ᖺ

ᗘヨ㦂බ㛤ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

㸪ྜࡵࡓࡿࡍ㐩ᡂࢆⓗ┠࠺࠸ࡿᅗࢆά⏝ಁ㐍ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .6 ྠ◊✲Ⓨ⾲ࢆ 2017ᖺ 2᭶ 4᪥

⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡓࡋཧຍࡀ㸪120ྡࡋᅜㄒ◊࡛㛤ദ 9ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 19ྡ㸪Ꮫ⏕ 4ྡ㸧ࠋ 

ࡿ࠶ᡂᯝ࡛✲◊ࡿࢃ㛵᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࣥࣛࣥ࢜ .7 BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB)ࡀ㸪

ࠗࡿ࠶ᅜㄒ㎡࡛ࡢ᪥ᮏึࡓࢀࡉ⧩⦆࡚࠸ᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ ⌧௦ᅜㄒゎ㎡࠘ࠝ ➨㸳∧ 㸦ࠞᑠᏛ㤋㸧⧩⦆ࡢ⏝ࠋࡓࢀࡉ 
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㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

8. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ 4 ᖺ㛫ࡢኚᐜᡂ㛗ࢱ࣮ࢹࡢ㞟ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᩿⦪ࡧࡼ࠾ᵓ⠏࠺࠸┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ி᪥ᮏ

ㄒᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛㸪୰ᅜ࣭ிᖌ⠊Ꮫ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 㸪2016ࡣᐇᮇ㛫ࠋࡓࡋᐇࢆㄪᰝ㇟ᑐࢆ18ྡ

ᖺ 5᭶ 14᪥㹼15᪥ 10 ᭶ 22᪥㹼23᪥ࡢ 2ᅇ࡛࠾࡞ࠋࡓࡗ࠶㸪ୗグㄪᰝ᪉ἲࡣ I-JASࡢㄪᰝ㡯┠ࡗ࡞ࡢࡶࡓࡌ‽

㸪2019ࡵྵࡶḟᖺᗘࠋࡿ࠸࡚ ᖺ 7 ᭶ㄪᰝᑐ㇟⪅ࡀᏛࢆ༞ᴗ࡛ࡲࡿࡍᚋࡶ⥅⥆ⓗᖺ 2 ᅇㄪᰝ࠺⾜ࢆணᐃ࡛࠶

 ࠋࡿ

9㸬2016ᖺ 4᭶ࡔࢇ⤖㐃ᦠ༠ᐃᇶ࡙࡚࠸㸪ᅜ㝿ὶᇶ㔠᪥ᮏㄒᅜ㝿࣮ࢱࣥࢭ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ

 ࠋࡓࡋඹྠ࡛᥎㐍ࢆ㒊୍ࡢ✲◊ࡿࡍ㛵

 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ᩥ⬦ሗᩥࡓ࠸⏝ࢆ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࢫࣃ࣮ࢥࡿࡍᵓ⠏సᴗ 2 㸪సᩥࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸪ᣦᑟࡋཧຍࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢྡ

ศᯒࡢᩍᐊㄯヰࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡿࢃ㛵ㄞゎࡸ 4 㸪ࡽࡉࠋࡓࡗ⾜ࢆ⾲㸪ᅜ㝿Ꮫ࡛Ⓨࡋཧຍࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢྡ

⏕Ꮫ㝔ࡢᅾఫࢻࣥ  ࠋࡓࡵ῝ࢆ㐃ᦠࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱⌧ሙࡢࢻࣥ㸪ࡾࢃᦠ㛤Ⓨసᴗࢶࣥࢸࣥࢥど⫈ぬࡀ1ྡ

⛬ಟኈㄢ࡚ࡋ㐃ᦠᩍᤵࡢᶫᏛ୍ࡀࣇࢵࢱࢫࡢ1ྡ .2 3ྡ㸪༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ᢸࢆᣦᑟࡢㄽᩥ✲◊࡚ࡋᣦᑟᩍဨࡢ10ྡ

ᙜࡓࡲࠋࡓࡋ㸪㠀ᖖㅮᖌ࡚ࡋ㸪3 ⫱㤳㒔Ꮫᮾி㸪㜰ᗓ❧Ꮫ㸪༡ᒣᏛ㸪ᮾᾏᏛ࡛Ꮫ㝔ᩍࡀࣇࢵࢱࢫࡢྡ

 ࠋࡓࡋ༠ຊ

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍィ⏬ 

㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PDࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .3 ࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ 3 ྡ㞠⏝ࡕ࠺ࠋࡓࡋ 1 ࢆⴭసࡓࡋᇶࢆ༤ኈㄽᩥࡀྡ 2017 ᖺ 2 ᭶ห

ࡿṧࠋࡓࡋ⾜ ࡶ2ྡ NINJAL  ࠋࡓ࠼ᩚࢆែໃࡿࡁᮏ᱁࡛ࡀ✲◊㸪ḟᖺᗘ௨㝆㸪ࡋ⾲Ⓨࢆᡂᯝ✲◊ࡢ㌟⮬࡛ࣥࣟࢧ

4. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᅜෆእ࡛㛤ദࠋࡓࡋᾏእࡣ࡚࠸ࡘ㸪2016ᖺ 10᭶ 21᪥୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ

ࡣ⪅ 60ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ᅜෆࡣ࡚࠸ࡘ 2016ᖺ 1᭶ 28᪥ᅜ❧ᅜ

ㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ ⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡓࡗ࠶163ྡ࡛ 6ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 30 ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧ࠋ 

 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1. እᅜே࠸ࡍࡸࡾࢃ࡚ࡗ᪥ᮏㄒ࠺࠸どⅬࡾྲྀࢆධࢫࢿࢪࣅࡓࢀ᪥ᮏㄒࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㸪ᴗ㛵ಀ⪅ࢆ୰ᚰ

Ꮫࢡ࣮࣡ࣞࢸ᪥ᮏࡓࡋ Job Casting 㒊ࡢ༠ຊࡶࡢ㛤ጞࠋࡓࡋ 

2. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᅜෆᅜእ࡛㸯ᅇࡘࡎ㛤ദࡋ㸪◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢᬑཬດࠋࡓࡵᾏእࡣ࡚࠸ࡘ㸪2016ᖺ 10

᭶ 21᪥୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ 60ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧࡛ࡗ࠶

ࡣ࡚࠸ࡘᅜෆࠋࡓ 2016 ᖺ 1᭶ 28᪥ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ ⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡓࡗ࠶163ྡ࡛ 6ྡ㸪

Ꮫ㝔⏕ 30ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧ࠋ 

3. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࡞ᑐ㇟ࡿࡍ◊ಟࢆ㸪ᾏ㐨Ꮫ㸦2016 ᖺ 7 ᭶ 2 ᪥㸧㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠㸦2016 ᖺ 7 ᭶ 28 ᪥㸧㸪

㸦2016ᖺࣥࣃࣕࢪ࣭࣭࣮ࣥࣝࢡࢫ࣭࣓ࣥ࢝ࣜ 10᭶ 22᪥㸧㸪⚟ᒸ YWCA㸦2016ᖺ 10᭶ 22᪥㸧࡛⾜ࡓࡲࠋࡓࡗ㸪᪥ᮏ

ㄒࢆࢸࣥࣛ࣎ᑐ㇟ࡿࡍㅮᗙࢆ⚟ᒸ┴ᅜ㝿ὶ࣮ࢱࣥࢭ㸦2016ᖺ 11᭶ 19㹼21᪥㸧࡛⾜ࠋࡓࡗ 

4. 2016ᖺ 10᭶ 24᪥㸪୰ᅜࡢᏛࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢゼ᪥ᅋࢆ๓㸪୰ᅜேࡢ᪥ᮏㄒࡢヰࡋ᪉࡚࠸ࡘㅮ₇ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪
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㸪2016ᖺࡣࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣭࣡ࢫࣃ࣮ࢥ⪅ 12᭶ 3᪥ࡢ㛤ദࡢ➨୍ᅇࡣ ⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡋཧຍࡀ87ྡ 22ྡ㸪Ꮫ㝔

⏕ 23ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧㸪2017 ᖺ 3᭶ 10᪥㛤ദࡢ➨ᅇࡣ㸪100ྡࡀཧຍࡓࡋ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 7ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 18ྡ㸪

Ꮫ⏕ 1ྡ㸧ࠋ 

11. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᩥࡢ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࡓࡋㄞゎࡢࢫࣃ࣮ࢥά⏝ಁ㐍ࢆᅗ࠺࠸ࡿ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪NINJAL ࣮ࣗࢳ

ࢆࣝࣜࢺ 2ᅇ㛤ദࡋ㸪2017 ᖺ 2᭶ 17᪥㸦㜰Ꮫ㸧ࡣ ⏕Ꮫ㝔ࡕ࠺㸦ࡋཧຍࡀ27ྡ 12ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧㸪24᪥㸦ᅜ

ㄒ◊㸧ࡣ ⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡓࡋཧຍࡀ21ྡ 3ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 10ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧ࠋ 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ➼㛵ࡿࡍィ⏬ 

ࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡵࡓࡢ⾜㐙✲◊ࡢゎ᫂ࠖࡢ⏝᪥ᮏㄒࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ .12 32ྡ⤌⧊

 ࠋࡓࡋ

ࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡵࡓࡢ⾜㐙✲◊ࡢゎ᫂ࠖࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ .13 47ྡ⤌⧊

 ࠋࡓࡋ

ࢆඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡵࡓࡢ⾜㐙✲◊ࡢ㛤Ⓨࠖࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ⩦᪥ᮏㄒᏛࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧ .14 22ྡ⤌⧊

 ࠋࡓࡋ

15. ඹྠ◊✲ဨࡣ 101ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧㸪ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 73ᶵ㛵㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛ࣭◊✲ᡤࡣ 28ᶵ㛵㸧

 ࠋࡿ࠶࡛

ࢆ㸱ྡ㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PDࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .16 11ྡ㸪ᢏ⾡⿵బဨࢆ㸲ྡ㞠⏝ࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

1. ゝㄒ⏝ࡢᐇែࢆヰ⬟ຊࡢほⅬࡽゎ᫂࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࢫࣃ࣮ࢥ

㸪ඹྠ⏝࣭ඹྠࡋᡭ╔ᵓ⠏ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥBTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧᪥ᮏㄒヰࠕࡿ࠶࡛

 ࠋࡓ࠼ᩚࢆഛ‽ࡿࡍ౪✲◊

2. ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬ࢆゎ᫂࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ከゝㄒࢆẕㄒࡿࡍ᪥

ᮏㄒᏛ⩦⪅ࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥI-JAS㸦International Corpus of Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒ

Ꮫ⩦⪅ᶓ᩿ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏╔ᡭ2016ࠋࡓࡋᖺ 5᭶ 9᪥㸪᳨⣴ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩ I-JAS୰⣡ゝࡶ㸪➨୍ḟබ㛤

࡚ࡋ 225ྡศࡢⓎヰࢱ࣮ࢹ㸪ࡧࡼ࠾ 145ྡศࡢసᩥࢆࢱ࣮ࢹබ㛤ࠋࡓࡋ 

3. 㞟ࡓࢀࡉㄪᰝࡋ⌮ᩚࢆࢱ࣮ࢹ㸪බ㛤ࡢࡵࡓࡢᯟ⤌ࢆࡳᅛࡵ㸪ᩥᏐࡸ⩻ヂࡢసᴗ╔ᡭࠋࡓࡋḟᖺᗘࡣヨ㦂බ㛤

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋணᐃࢆ

᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡㸦ࠗࣥࣛࣥ࢜ .4 ᇶᮏືモࢡࢵࣈࢻࣥࣁ 㸧࠘ࢆᣑࡋ㸪ࡇࡑ 15 ぢฟࢆࡋ᪂ࡓ㏣ຍࡓࡋ㸦⣼ィ 80

ぢฟࡋ㸧ࡓࡲࠋ㸪ᩥ㡢ኌࢆ 1173ᩥ㏣ຍ㸦⣼ィ 3563ᩥ㸧㸪ࢆ࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼ㏣ຍࡓࡋ㸦⣼ィ 70Ⅼ㸧ࠋ 

5. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࣈ࢙࢘ࠋࡓࡋ∧ㄞゎᩍᮦࢆࣝࣉࣥࢧࡢᖹᡂ 29㸦2017㸧ᖺ

ᗘヨ㦂බ㛤ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

㸪ྜࡵࡓࡿࡍ㐩ᡂࢆⓗ┠࠺࠸ࡿᅗࢆά⏝ಁ㐍ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .6 ྠ◊✲Ⓨ⾲ࢆ 2017ᖺ 2᭶ 4᪥

⪅✲◊እᅜேࡕ࠺㸦ࡓࡋཧຍࡀ㸪120ྡࡋᅜㄒ◊࡛㛤ദ 9ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 19ྡ㸪Ꮫ⏕ 4ྡ㸧ࠋ 

ࡿ࠶ᡂᯝ࡛✲◊ࡿࢃ㛵᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࣥࣛࣥ࢜ .7 BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB)ࡀ㸪

ࠗࡿ࠶ᅜㄒ㎡࡛ࡢ᪥ᮏึࡓࢀࡉ⧩⦆࡚࠸ᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ ⌧௦ᅜㄒゎ㎡࠘ࠝ ➨㸳∧ 㸦ࠞᑠᏛ㤋㸧⧩⦆ࡢ⏝ࠋࡓࢀࡉ 
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ᚋ⪅ࡀ 15ぢฟࡋ㸪ᩥ㡢ኌ 1173ᩥ㸪ࢆ࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼࢀࡒࢀࡑ᪂ࡓ㏣ຍࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

࣭ࠗ ᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᑐ࡚ࡋ㸪ᕞᏛࡢෆ⏣ㅍᩍᤵࢫࣃ࣮ࢥࠕࡽᇶ࡙ࡓ࠸ඛ㐍ⓗ୍࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ぢ

 ࠋࡓࢀࡉホ౯ࠖࡿ࠶ࡀ౯್ࡢ

ࢆ➼ㅮ⩦ࡿࢃ㛵BTSJࠖࠕ࣭ 5 ᅇ㸪ࠕI-JASࠖ㛵ࢆ➼ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࢃ 3 ᅇ㸪ㄞゎࢫࣃ࣮ࢥ㛵ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡿࢃ

ࢆ 2ᅇ㛤ദࡋ㸪Ꮫ㝔⏕ࡴྵࢆ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲⪅㸪ࡧࡼ࠾⌧ሙࡢ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟㸪◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬດࠋࡓࡵ 

ࡣᏛ࣭◊✲ᡤࡢእᅜࡕ࠺㸪73ᶵ㛵㸦࡚ࡋయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ 28ᶵ㛵㸧㸪101ྡࡢඹྠ◊✲ဨ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧ࢆ

⣙ࡣ࡛⏬ィࡢ㸦ᙜึࡋ⧊⤌ 90ྡ㸧㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧ࢆ㸱ྡ㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ 11ྡ㸪ᢏ⾡⿵

బဨࢆ㸲ྡ㞠⏝ࡓࡋ㸦ᙜึࡢィ⏬࡛ࡣ㡰㸱ྡ㸪⣙㸵ྡ㸪⣙㸱ྡ㸧ࠋ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⏝㠃࡛ࡣ㸪ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥBTSJ㸦Basic Transcription System for 

Japanese㸧᪥ᮏㄒヰࢫࣃ࣮ࢥ  I-JAS㸦International Corpus ofࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡿࡍẕㄒࢆከゝㄒࠖ

Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏㸪ᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ࡢ╔ᡭࡋ

ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩ㸪᳨⣴࠼㉺ࢆഛẁ㝵‽ࡣ⪅㸪ᚋࡃࠋࡓ I-JAS୰⣡ゝࡶ㸪➨୍ḟබ㛤࡚ࡋ 225ྡศࡢⓎヰ࣮ࢹ

ࡧࡼ࠾㸪ࢱ 145ྡศࡢసᩥࡢࢱ࣮ࢹබ㛤ࠋࡓࡗ⮳ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎ㠃࡛ࡣ㸪୰ᅜ࣭࡛࣒ࢼࢺ࣋ 3ᅇ㸪ィ 㸪ᅜෆ࣭ྠ࠺⾜ࢆゎ㐣⛬ㄪᰝ⌮❶ᩥࡢ⪅⩦Ꮫࡢ123ྡ

ᾏእ㸦୰ᅜ࣭Ḣᕞ➼㸧ࡢ⌧ᆅࡢㄪᰝ༠ຊ⪅ࡿࡼᡤᒓᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋㄞゎㄪᰝࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬࠾ࡢ

 ࠋࡓࡋ᥎㐍ࡾ

࣭Ꮫ⩦⪅ࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ㛤Ⓨ㠃࡛ࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲ࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ࡢ

㛤ጞ୍ࡿࡍ᪉㸪ࣥࣛࣥ࢜᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࡛ࠗࡿ࠶ᇶᮏືモࡢ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᣑࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬ࢆ㉸࡚࠼㐍ࡵ㸪

ᚋ⪅ࡀ 15ぢฟࡋ㸪ᩥ㡢ኌ 1173ᩥ㸪ࢆ࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼࢀࡒࢀࡑ᪂ࡓ㏣ຍࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

ࡍ㛤ദࢆ㸪ྜྠ◊✲Ⓨ⾲ࡵࡓࡿࡍ㐩ᡂࢆⓗ┠࠺࠸ࡿᅗࢆά⏝ಁ㐍ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᯝ㸪⤖ࡢࡑ࣭

 ࠋࡓࡗᩚࡀቃ⎔ࡿࡁ࡛✲◊ඹྠ⏝࣭ඹྠࢆᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡾ࡞⬟ྍࡀࡇࡿ

ࡿ࠶ᡂᯝ࡛✲◊ࡿࢃ㛵᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜ BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB)ࡀ㸪

ࠗࡿ࠶ᅜㄒ㎡࡛ࡢ᪥ᮏึࡓࢀࡉ⧩⦆࡚࠸ᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ ⌧௦ᅜㄒゎ㎡࠘ࠝ ➨㸳∧ 㸦ࠞᑠᏛ㤋㸧⧩⦆ࡢ⏝ࠋࡓࢀࡉ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ 4ᖺ㛫ࡢኚᐜᡂ㛗ࢱ࣮ࢹࡢ㞟ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᩿⦪ࡧࡼ࠾ᵓ⠏ࡵࡓࡢ㸪㐃ᦠ༠ᐃࡿ࠸࡛ࢇ⤖ࢆி᪥ᮏ

ㄒᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛ᖺ 2ᅇࡢ⌧ᆅㄪᰝࢆィ⏬୍ࡿࡍ⥆⥅ࡾ࠾᪉㸪2016ᖺ 4᭶᪂ࡓ㐃ᦠ༠ᐃࡔࢇ⤖ࢆᅜ㝿

ὶᇶ㔠᪥ᮏㄒᅜ㝿ࡶ࣮ࢱࣥࢭ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㛵୍ࡢ✲◊ࡿࡍ㒊ࢆඹྠ࡛᥎㐍ࠋࡓࡋ 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

ᵓ⠏సᴗࢫࣃ࣮ࢥ࣭ ศᯒࡢ᪉㸪ᩍᐊㄯヰ୍࠺⾜ࢆ㸪ᣦᑟࡋཧຍࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢ2ྡ 㸪ᅜ㝿Ꮫࡋཧຍࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢ4ྡ

࡛Ⓨ⾲ࡽࡉࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸪ࢻࣥᅾఫࡢᏛ㝔⏕ ᪥ᮏㄒᩍ⫱⌧ሙࡢࢻࣥ㸪ࡾࢃᦠ㛤Ⓨసᴗࢶࣥࢸࣥࢥど⫈ぬ1ྡ

 ࠋࡓࡵ῝ࢆ㐃ᦠࡢ

୍࣭ᶫᏛࡢ㐃ᦠㅮᗙཧ⏬ࡋ㸪ಟኈ 3 ྡ㸪༤ኈ 10 ᪉㸪㠀ᖖㅮᖌ୍ࡿࡓᙜᣦᑟࡢㄽᩥ✲◊࡚ࡋᣦᑟᩍဨࡢྡ

 ࠋࡓࡋ༠ຊ⫱㤳㒔Ꮫᮾி㸪㜰ᗓ❧Ꮫ㸪༡ᒣᏛ㸪ᮾᾏᏛ࡛Ꮫ㝔ᩍ࡚ࡋ

࣭㞠⏝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧3ྡࡕ࠺ࡢ㸪1ྡࡣ༤ኈㄽᩥࢆᇶࡓࡋⴭసࢆ 2017ᖺ 2᭶ห⾜ࡋ㸪

ṧࡿ ࡶ2ྡ NINJAL࡛ࣥࣟࢧ⮬㌟ࡢ◊✲ᡂᯝࢆⓎ⾲ࡋ㸪ḟᖺᗘ௨㝆㸪◊✲ࡀᮏ᱁࡛ࡿࡁែໃࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

࣭᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ᅜෆ࣭ᾏእ࡛㸯ᅇࡘࡎ㛤ദࡋ㸪♫ே᪥ᮏㄒᩍᖌࡢ◊ಟດࠋࡓࡵ 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
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2016ᖺ 11᭶ 27᪥ࡢᏛඹྠ⏝ᶵ㛵࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 2016 �ࠋࡓࡋ⤂ࢆ㨩ຊࡢ⫱᪥ᮏㄒᩍ㇟ᑐࢆࡽ⏕㸪㧗ᰯ࡚࠸࠾

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1. ᾏእᅾఫࡢ◊✲⪅ ᐇࢆ✲◊ࡿࡍ㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⪅⩦㸪᪥ᮏㄒᏛ࠼ຍ࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ28ྡ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

2㸬㐃ᦠ༠ᐃࡿ࠸࡛ࢇ⤖ࢆி᪥ᮏㄒᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬㛵ࢱ࣮ࢹࡿࡍ㞟༙ࢆ

ᖺࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡈ 

3. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࢫࣃ࣮ࢥᥖ㍕ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ㞟ࡢࡵࡓࡿࡍㄪᰝࢆ㸪୰ᅜ㸪࣒ࢼࢺ࣋㸪࣮ࣚࣟࣃࢵ➼࡛⌧ᆅࡢ◊

 ࠋࡓࡗ⾜ᚓ࡚ࢆ༠ຊࡢ⪅✲

 ࠋࡓࡗ⾜⪅✲◊ࡢ➼㸪୰ᅜ㸪ྎ‴㸪⡿ᅜࢆ㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࢘ .4

5.ࠗᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁ㛵࡚ࡋ㸪ゝㄒ㢮ᆺㄽࡢ࡚࠸ࡘㅮ₇࣮ࣝࢿࡢ࣮ࣜࢹࢆᏛ࡛ 2017ᖺ 3᭶ 22᪥࠸⾜㸪70

ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 10ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 60ྡ㸧ࡀཧຍࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ࠗ ᇶᮏືモࡢ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁ⤂࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ

᪥ᮏㄒᏛᰯ࡛ࣥࢱ࣮ࣈ㸪ࢆࣥࣙࢩ 2017ᖺ 3᭶ 24᪥࠸⾜㸪22ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ⏕ 20ྡ㸧ࡀཧຍࠋࡓࡋ 

6㸬᪥ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᾏእ㸧ࢆ㸪2016ᖺ 10᭶ 21᪥୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

7.NCRBࡢ㛤Ⓨࡢ㊃᪨ά⏝᪉ἲࡢ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࢆ㸪ிእᅜㄒᏛࡧࡼ࠾ோᕝᏛࡢ≉ูㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫࡢ

ᣍᚅㅮ₇㸪2016ᖺ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜࡚ࡋ㸪BTSJࡸ NCRBࡓࡋ⏕ࢆㄯヰࡢ⌮ㄽ◊✲ࡸ

➨㸪ࢆ✲◊ࢫࢿࢺ࣏ࣛ 31ᅇᅜ㝿ᚰ⌮Ꮫ㸦ᶓ㸧ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲㸪2016ᖺ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲㸪➨ 8ᅇ

୰᪥ᑐ↷ゝㄒᏛࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᣍᚅ࡚ࣝࢿࣃⓎ⾲ࠋࡓࡋ 

8.᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢసᩥࡸㄞゎ㛵ࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡿࢃᩍᐊㄯヰ㸦BTSJࡓ࠸⏝ࢆศᯒ㸧ࡢⓎ⾲ࢆ㸪2016ᖺᗘ୰ᅜ᪥ᮏㄒ

ᩍ⫱◊✲ᖺḟ࡛㸪Ꮫ㝔⏕ࡸ⌧ᆅࡢඹྠ◊✲ဨࠋࡓࡗ⾜ࡶ 

9. ᪥ᮏㄒㄞゎᩍᮦࡢసᡂ㛵ࣝࢿࣃࡿࡍⓎ⾲ࢆ㸪➨ 20ᅇ࣮ࣚࣟࣃࢵ᪥ᮏㄒᩍ⫱࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪࣮ࣚࣟࡢࣃࢵඹྠ◊✲

ဨࠋࡓࡗ⾜ࡶ 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⏝㠃࡛ࡣ㸪ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥBTSJ㸦Basic Transcription System for 

Japanese㸧᪥ᮏㄒヰࢫࣃ࣮ࢥ  I-JAS㸦International Corpus ofࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡿࡍẕㄒࢆከゝㄒࠖ

Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏㸪ᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ࡢ╔ᡭࡋ

ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩ㸪᳨⣴࠼㉺ࢆഛẁ㝵‽ࡣ⪅㸪ᚋࡃࠋࡓ I-JAS୰⣡ゝࡶ㸪➨୍ḟබ㛤࡚ࡋ 225ྡศࡢⓎヰ࣮ࢹ

ࡧࡼ࠾㸪ࢱ 145ྡศࡢసᩥࡢࢱ࣮ࢹබ㛤ࠋࡓࡗ⮳ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎ㠃࡛ࡣ㸪୰ᅜ࣭࡛࣒ࢼࢺ࣋ 3ᅇ㸪ィ 㸪ᅜෆ࣭ྠ࠺⾜ࢆゎ㐣⛬ㄪᰝ⌮❶ᩥࡢ⪅⩦Ꮫࡢ123ྡ

ᾏእ㸦୰ᅜ࣭Ḣᕞ➼㸧ࡢ⌧ᆅࡢㄪᰝ༠ຊ⪅ࡿࡼᡤᒓᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋㄞゎㄪᰝࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬࠾ࡢ

 ࠋࡓࡋ᥎㐍ࡾ

࣭Ꮫ⩦⪅ࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ㛤Ⓨ㠃࡛ࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲ࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ࡢ

㛤ጞ୍ࡿࡍ᪉㸪ࣥࣛࣥ࢜᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࡛ࠗࡿ࠶ᇶᮏືモࡢ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᣑࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬ࢆ㉸࡚࠼㐍ࡵ㸪
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ᚋ⪅ࡀ 15ぢฟࡋ㸪ᩥ㡢ኌ 1173ᩥ㸪ࢆ࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼࢀࡒࢀࡑ᪂ࡓ㏣ຍࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

࣭ࠗ ᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᑐ࡚ࡋ㸪ᕞᏛࡢෆ⏣ㅍᩍᤵࢫࣃ࣮ࢥࠕࡽᇶ࡙ࡓ࠸ඛ㐍ⓗ୍࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ぢ

 ࠋࡓࢀࡉホ౯ࠖࡿ࠶ࡀ౯್ࡢ

ࢆ➼ㅮ⩦ࡿࢃ㛵BTSJࠖࠕ࣭ 5 ᅇ㸪ࠕI-JASࠖ㛵ࢆ➼ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࢃ 3 ᅇ㸪ㄞゎࢫࣃ࣮ࢥ㛵ࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳࡿࢃ

ࢆ 2ᅇ㛤ദࡋ㸪Ꮫ㝔⏕ࡴྵࢆ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲⪅㸪ࡧࡼ࠾⌧ሙࡢ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟㸪◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬດࠋࡓࡵ 

ࡣᏛ࣭◊✲ᡤࡢእᅜࡕ࠺㸪73ᶵ㛵㸦࡚ࡋయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ 28ᶵ㛵㸧㸪101ྡࡢඹྠ◊✲ဨ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧ࢆ

⣙ࡣ࡛⏬ィࡢ㸦ᙜึࡋ⧊⤌ 90ྡ㸧㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧ࢆ㸱ྡ㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ 11ྡ㸪ᢏ⾡⿵

బဨࢆ㸲ྡ㞠⏝ࡓࡋ㸦ᙜึࡢィ⏬࡛ࡣ㡰㸱ྡ㸪⣙㸵ྡ㸪⣙㸱ྡ㸧ࠋ 

 

㸰㸬ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⏝㠃࡛ࡣ㸪ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥBTSJ㸦Basic Transcription System for 

Japanese㸧᪥ᮏㄒヰࢫࣃ࣮ࢥ  I-JAS㸦International Corpus ofࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡿࡍẕㄒࢆከゝㄒࠖ

Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏㸪ᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ࡢ╔ᡭࡋ

ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩ㸪᳨⣴࠼㉺ࢆഛẁ㝵‽ࡣ⪅㸪ᚋࡃࠋࡓ I-JAS୰⣡ゝࡶ㸪➨୍ḟබ㛤࡚ࡋ 225ྡศࡢⓎヰ࣮ࢹ

ࡧࡼ࠾㸪ࢱ 145ྡศࡢసᩥࡢࢱ࣮ࢹබ㛤ࠋࡓࡗ⮳ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎ㠃࡛ࡣ㸪୰ᅜ࣭࡛࣒ࢼࢺ࣋ 3ᅇ㸪ィ 㸪ᅜෆ࣭ྠ࠺⾜ࢆゎ㐣⛬ㄪᰝ⌮❶ᩥࡢ⪅⩦Ꮫࡢ123ྡ

ᾏእ㸦୰ᅜ࣭Ḣᕞ➼㸧ࡢ⌧ᆅࡢㄪᰝ༠ຊ⪅ࡿࡼᡤᒓᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋㄞゎㄪᰝࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬࠾ࡢ

 ࠋࡓࡋ᥎㐍ࡾ

࣭Ꮫ⩦⪅ࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ㛤Ⓨ㠃࡛ࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲ࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ࡢ

㛤ጞ୍ࡿࡍ᪉㸪ࣥࣛࣥ࢜᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࡛ࠗࡿ࠶ᇶᮏືモࡢ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᣑࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬ࢆ㉸࡚࠼㐍ࡵ㸪

ᚋ⪅ࡀ 15ぢฟࡋ㸪ᩥ㡢ኌ 1173ᩥ㸪ࢆ࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼࢀࡒࢀࡑ᪂ࡓ㏣ຍࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

ࡍ㛤ദࢆ㸪ྜྠ◊✲Ⓨ⾲ࡵࡓࡿࡍ㐩ᡂࢆⓗ┠࠺࠸ࡿᅗࢆά⏝ಁ㐍ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᯝ㸪⤖ࡢࡑ࣭

 ࠋࡓࡗᩚࡀቃ⎔ࡿࡁ࡛✲◊ඹྠ⏝࣭ඹྠࢆᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡾ࡞⬟ྍࡀࡇࡿ

ࡿ࠶ᡂᯝ࡛✲◊ࡿࢃ㛵᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࣭ࣥࣛࣥ࢜ BCCWJ᳨ࢫࣃ࣮ࢥ⣴࣮ࣝࢶ NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB)ࡀ㸪

ࠗࡿ࠶ᅜㄒ㎡࡛ࡢ᪥ᮏึࡓࢀࡉ⧩⦆࡚࠸ᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ ⌧௦ᅜㄒゎ㎡࠘ࠝ ➨㸳∧ 㸦ࠞᑠᏛ㤋㸧⧩⦆ࡢ⏝ࠋࡓࢀࡉ 

࣭᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ 4ᖺ㛫ࡢኚᐜᡂ㛗ࢱ࣮ࢹࡢ㞟ࡢࢫࣃ࣮ࢥ᩿⦪ࡧࡼ࠾ᵓ⠏ࡵࡓࡢ㸪㐃ᦠ༠ᐃࡿ࠸࡛ࢇ⤖ࢆி᪥ᮏ

ㄒᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛ᖺ 2ᅇࡢ⌧ᆅㄪᰝࢆィ⏬୍ࡿࡍ⥆⥅ࡾ࠾᪉㸪2016ᖺ 4᭶᪂ࡓ㐃ᦠ༠ᐃࡔࢇ⤖ࢆᅜ㝿

ὶᇶ㔠᪥ᮏㄒᅜ㝿ࡶ࣮ࢱࣥࢭ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㛵୍ࡢ✲◊ࡿࡍ㒊ࢆඹྠ࡛᥎㐍ࠋࡓࡋ 

㸱㸬ᩍ⫱㛵ࡿࡍィ⏬ 

ᵓ⠏సᴗࢫࣃ࣮ࢥ࣭ ศᯒࡢ᪉㸪ᩍᐊㄯヰ୍࠺⾜ࢆ㸪ᣦᑟࡋཧຍࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢ2ྡ 㸪ᅜ㝿Ꮫࡋཧຍࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢ4ྡ

࡛Ⓨ⾲ࡽࡉࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸪ࢻࣥᅾఫࡢᏛ㝔⏕ ᪥ᮏㄒᩍ⫱⌧ሙࡢࢻࣥ㸪ࡾࢃᦠ㛤Ⓨసᴗࢶࣥࢸࣥࢥど⫈ぬ1ྡ

 ࠋࡓࡵ῝ࢆ㐃ᦠࡢ

୍࣭ᶫᏛࡢ㐃ᦠㅮᗙཧ⏬ࡋ㸪ಟኈ 3 ྡ㸪༤ኈ 10 ᪉㸪㠀ᖖㅮᖌ୍ࡿࡓᙜᣦᑟࡢㄽᩥ✲◊࡚ࡋᣦᑟᩍဨࡢྡ

 ࠋࡓࡋ༠ຊ⫱㤳㒔Ꮫᮾி㸪㜰ᗓ❧Ꮫ㸪༡ᒣᏛ㸪ᮾᾏᏛ࡛Ꮫ㝔ᩍ࡚ࡋ

࣭㞠⏝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡓࡋ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧3ྡࡕ࠺ࡢ㸪1ྡࡣ༤ኈㄽᩥࢆᇶࡓࡋⴭసࢆ 2017ᖺ 2᭶ห⾜ࡋ㸪

ṧࡿ ࡶ2ྡ NINJAL࡛ࣥࣟࢧ⮬㌟ࡢ◊✲ᡂᯝࢆⓎ⾲ࡋ㸪ḟᖺᗘ௨㝆㸪◊✲ࡀᮏ᱁࡛ࡿࡁែໃࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

࣭᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ᅜෆ࣭ᾏእ࡛㸯ᅇࡘࡎ㛤ദࡋ㸪♫ே᪥ᮏㄒᩍᖌࡢ◊ಟດࠋࡓࡵ 

㸲㸬♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
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2016ᖺ 11᭶ 27᪥ࡢᏛඹྠ⏝ᶵ㛵࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 2016 �ࠋࡓࡋ⤂ࢆ㨩ຊࡢ⫱᪥ᮏㄒᩍ㇟ᑐࢆࡽ⏕㸪㧗ᰯ࡚࠸࠾

 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

1. ᾏእᅾఫࡢ◊✲⪅ ᐇࢆ✲◊ࡿࡍ㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⪅⩦㸪᪥ᮏㄒᏛ࠼ຍ࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ28ྡ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

2㸬㐃ᦠ༠ᐃࡿ࠸࡛ࢇ⤖ࢆி᪥ᮏㄒᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬㛵ࢱ࣮ࢹࡿࡍ㞟༙ࢆ

ᖺࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡈ 

3. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄞゎࢫࣃ࣮ࢥᥖ㍕ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ㞟ࡢࡵࡓࡿࡍㄪᰝࢆ㸪୰ᅜ㸪࣒ࢼࢺ࣋㸪࣮ࣚࣟࣃࢵ➼࡛⌧ᆅࡢ◊

 ࠋࡓࡗ⾜ᚓ࡚ࢆ༠ຊࡢ⪅✲

 ࠋࡓࡗ⾜⪅✲◊ࡢ➼㸪୰ᅜ㸪ྎ‴㸪⡿ᅜࢆ㛤Ⓨࡢㄞゎᩍᮦ∧ࣈ࢙࢘ .4

5.ࠗᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁ㛵࡚ࡋ㸪ゝㄒ㢮ᆺㄽࡢ࡚࠸ࡘㅮ₇࣮ࣝࢿࡢ࣮ࣜࢹࢆᏛ࡛ 2017ᖺ 3᭶ 22᪥࠸⾜㸪70

ྡ㸦ࡕ࠺እᅜே◊✲⪅ 10ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 60ྡ㸧ࡀཧຍࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ࠗ ᇶᮏືモࡢ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁ⤂࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ

᪥ᮏㄒᏛᰯ࡛ࣥࢱ࣮ࣈ㸪ࢆࣥࣙࢩ 2017ᖺ 3᭶ 24᪥࠸⾜㸪22ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ⏕ 20ྡ㸧ࡀཧຍࠋࡓࡋ 

6㸬᪥ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᾏእ㸧ࢆ㸪2016ᖺ 10᭶ 21᪥୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

7.NCRBࡢ㛤Ⓨࡢ㊃᪨ά⏝᪉ἲࡢ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࢆ㸪ிእᅜㄒᏛࡧࡼ࠾ோᕝᏛࡢ≉ูㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫࡢ

ᣍᚅㅮ₇㸪2016ᖺ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜࡚ࡋ㸪BTSJࡸ NCRBࡓࡋ⏕ࢆㄯヰࡢ⌮ㄽ◊✲ࡸ

➨㸪ࢆ✲◊ࢫࢿࢺ࣏ࣛ 31ᅇᅜ㝿ᚰ⌮Ꮫ㸦ᶓ㸧ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲㸪2016ᖺ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲㸪➨ 8ᅇ

୰᪥ᑐ↷ゝㄒᏛࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᣍᚅ࡚ࣝࢿࣃⓎ⾲ࠋࡓࡋ 

8.᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢసᩥࡸㄞゎ㛵ࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡿࢃᩍᐊㄯヰ㸦BTSJࡓ࠸⏝ࢆศᯒ㸧ࡢⓎ⾲ࢆ㸪2016ᖺᗘ୰ᅜ᪥ᮏㄒ

ᩍ⫱◊✲ᖺḟ࡛㸪Ꮫ㝔⏕ࡸ⌧ᆅࡢඹྠ◊✲ဨࠋࡓࡗ⾜ࡶ 

9. ᪥ᮏㄒㄞゎᩍᮦࡢసᡂ㛵ࣝࢿࣃࡿࡍⓎ⾲ࢆ㸪➨ 20ᅇ࣮ࣚࣟࣃࢵ᪥ᮏㄒᩍ⫱࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪࣮ࣚࣟࡢࣃࢵඹྠ◊✲

ဨࠋࡓࡗ⾜ࡶ 

 

 

Ϫ㸬యࡢ≧ἣ㸦⥲ᣓ㸧 

࠙ᡂᯝࡢᴫせࠚ 

㸯㸬◊✲㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⏝㠃࡛ࡣ㸪ẕㄒヰ⪅Ꮫ⩦⪅ࡢ⮬↛ヰࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥBTSJ㸦Basic Transcription System for 

Japanese㸧᪥ᮏㄒヰࢫࣃ࣮ࢥ  I-JAS㸦International Corpus ofࠕࡿ࠶࡛ࢫࣃ࣮ࢥ⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡿࡍẕㄒࢆከゝㄒࠖ

Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࡢࠖࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏㸪ᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ࡢ╔ᡭࡋ

ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩ㸪᳨⣴࠼㉺ࢆഛẁ㝵‽ࡣ⪅㸪ᚋࡃࠋࡓ I-JAS୰⣡ゝࡶ㸪➨୍ḟබ㛤࡚ࡋ 225ྡศࡢⓎヰ࣮ࢹ

ࡧࡼ࠾㸪ࢱ 145ྡศࡢసᩥࡢࢱ࣮ࢹබ㛤ࠋࡓࡗ⮳ 

࣭Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎ㠃࡛ࡣ㸪୰ᅜ࣭࡛࣒ࢼࢺ࣋ 3ᅇ㸪ィ 㸪ᅜෆ࣭ྠ࠺⾜ࢆゎ㐣⛬ㄪᰝ⌮❶ᩥࡢ⪅⩦Ꮫࡢ123ྡ

ᾏእ㸦୰ᅜ࣭Ḣᕞ➼㸧ࡢ⌧ᆅࡢㄪᰝ༠ຊ⪅ࡿࡼᡤᒓᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋㄞゎㄪᰝࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬࠾ࡢ

 ࠋࡓࡋ᥎㐍ࡾ

࣭Ꮫ⩦⪅ࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ㛤Ⓨ㠃࡛ࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡢࡵࡓࡿࡍඹྠ◊✲ࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬ࡾ࠾ࡢ

㛤ጞ୍ࡿࡍ᪉㸪ࣥࣛࣥ࢜᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡࡛ࠗࡿ࠶ᇶᮏືモࡢ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᣑࢆ㸪ᙜึࡢィ⏬ࢆ㉸࡚࠼㐍ࡵ㸪
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ࡋ㸪୍ᒙከᵝ࡚ࡋ♧ᥦලయⓗࡘ㸪ᗈ⠊ࢆᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡽᚓࡽ㐃ᦠ┦࡞᭷ᶵⓗࡢ㛫ࢺࢡ࢙

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅ࠸ࡀ⫣㈉ࡢ⫱᪥ᮏㄒᩍࡿ࠶ࡘࡘ

 ࠋ࠺ᛮ࠺ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉㄢࡀㄢ㢟ࡢせ᳨ウ࡞࠺ࡼࡢ㸪ḟࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏ࡛ࡇࡑ 

(1)ୖグࡢ 3 㒊㛛ࡕ࠺ࡢ㸪ձࠕࡣᏛ⩦⪅ࡢヰ⬟ຊࡢゎ᫂ࠖࠕᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓㄢ⛬ࡢゎ᫂ 㸪ࠖ

ղࠕࡣᏛ⩦⪅ࡢㄞゎ㐣⛬ࡢゎ᫂ࠖࠕᏛ⩦⪅ࡢ⫈ゎ㐣⛬ࡢゎ᫂ 㸪ࠖճࣥࣛࣥ࢜ࠕࡣ᪥ᮏㄒᇶᮏື

モ㎡ࡢసᡂࠖࠕㄞゎᩍᮦ࣭⫈ゎᩍᮦࡢ㛤Ⓨࠖ࠺࠸ලయⓗ࡞┠ᶆࢆᥖ࡚ࡆ㸪ྛ✀ࡢࢫࣃ࣮ࢥ

ᵓ⠏ࣈ࢙࢘ࡸ∧ᩍᮦࡢసᡂබ㛤㸪ྛ✀ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄪᰝࡸඹྠ◊✲ࡢィ⏬ࡀ㐍⾜࠶ࡘࡘࡋ

㸪3ࡀࡿ 㒊㛛㛫ࡢ✀ྛࡢㄪᰝ⤖ᯝ◊✲ᡂᯝࡢᮏ᱁ⓗࢆྜ⤫࡞ᅗࡶࡿ㸪ຠ⋡ࡃࡼᒎ㛤࡚ࡋ

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸

(2)᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟ࡢ➼࣮ࢼ࣑ࢭࡿࡍᅜෆእ࡛ࡢ㛤ദࡣ㸪༑ศ࡞ព⩏ࡀࡿ࠶ࡣ㸪ࡣࢀࡑ㸪ᮏࣟࣉ

✲◊ࡢබ㛤┠ⓗࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡣ࠸ࡿ࠶㸪ࡢ࡞ࡵࡓࡿࡍㄝ᫂ࢆ➼⏝᪉ἲࡢᡂᯝ✲◊ࡢࢺࢡ࢙ࢪ

㸪ࡽࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢᛶ㉁ࡿࡍ⥆㐃ࡣᮏ᮶ࠋࡿ࠶ࡀࡢࡶ࠸ࡃࡾࢃ㸪ࡀࡢ࡞ࡵࡓࡢ᥎㐍ࡢ

୧⪅ࡢ┦㐪㛵㐃ࢆ᫂☜࡛ୖࡓࡋ㸪ᅜ㝿ࡴྵࢆ➼࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᚋࡢᐇィ⏬ࢆ㐍࡛ࡁࡿࡵ

 ࠋ࠸࡞ࡣ

㸪ɔࡽࡀ࡞࠼ຍࢆウ᳨ࡿࡍ㛵⏝᪉ἲࡢࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛ(3) ⠏ᩚഛࢆ㐍ࡿࡵᚲせ࠺ࡼࡿ࠶ࡀᛮࠋ࠺

ึᖺᗘࡢ⏝≧ἣၥ㢟ࡀ࠸࡞ࡣ㸪ྛ✀ࡓ࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥᚋࡢ✲◊ࡢᒎ㛤ࡸᮏ᱁ⓗ࡞බ㛤ᚋࡢ

⏝ಁ㐍࡚ࡅྥ㸪ఱࡵࡓࡢ㸪ఱ࡛ࡲࡇࢆ㸪࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡾࡼࢆࡢࡿࡍ᫂☜ࡘࡋ

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡵ㐍ࢆ✲◊㸪ᮏࡘ

(4)◊✲యไ࡚ࡋ㸪ᾏእᅾఫࡢ◊✲⪅ಶேࡢ㐃ᦠࡢ࡞㸪Ꮫ➼ࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᶵ㛵ࡢ㐃ᦠࡢ࡞

ࡢ㸪య࡚ࡋㄢ㢟✲◊ࡿࡍ᧦ከᩘࢆඹྠ◊✲ဨ࡞ከ✀ከᵝࡢෆእࠋࡿ࠶ࡀࡢࡶ࡞░㸪᫂ࡀ

᭷ᶵⓗ࡞㐃ᦠ◊✲ᡂᯝࡢຠᯝⓗࢆྜ⤫࡞ᅗࡀࡇࡿ⫢せࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࡞ 

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

බ㛤◊✲Ⓨ⾲࣭ㅮ₇➼㸸ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢά⏝ಁ㐍ࢆᅗ࠺࠸ࡿ┠ⓗ࡛㸪

ྜྠ◊✲Ⓨ⾲ࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢゎ᫂ࢆ࡚ࠖࡅྥ 2017 ᖺ 2᭶ 4᪥ᅜㄒ◊

࡛㛤ദࡋ㸪120ྡ(ࡕ࠺㸪እᅜே◊✲⪅ 9ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 19ྡ㸪Ꮫ⏕  ࠋࡓࡋཧຍࡀ(4ྡ

ிࡢ㸪୰ᅜࡿࡍ㛵ά⏝᪉ἲ㊃᪨ࡢ㛤ⓎࡢNCRB(1)ࠋࡓࡗ⾜ࢆ➼ㅮ₇ࡸ⾲Ⓨ✲◊ࡢ㸪௨ୗࡓࡲ

እᅜㄒᏛ㸪㡑ᅜࡢோᕝᏛࡢ≉ูㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫࡢᣍᚅㅮ₇㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲

ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲(2)ࠋBTSJ  NCRBᇶ࡙ࡃㄯヰ⌮ㄽ✲◊ࡢࢫࢿࢺ࣏ࣛࡸ㛵ࡿࡍ㸪ᅜ㝿ᚰ⌮Ꮫ㸪

᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲㸪୰᪥ᑐ↷ゝㄒᏛࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᣍᚅࡢࣝࢿࣃ◊✲Ⓨ⾲(3)ࠋ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢ

సᩥㄞゎࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡢᩍᐊㄯヰࡢ BTSJࡿࡼศᯒ㛵ࡿࡍ㸪୰ᅜ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㸦

ୖᾏᏛ㸧࡛ඹྠ◊✲ဨࡓࡗ⾜ࡶⓎ⾲(4)ࠋ᪥ᮏㄒࡢㄞゎᩍᮦ㛵ࡿࡍ㸪࣮ࣚࣟࣃࢵ᪥ᮏㄒᩍ

 ࠋࣝࢿࣃࡓࡗ⾜ࡶඹྠ◊✲ဨ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⫱

ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸸ึᖺᗘࡣᐇࡀ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢ㛤ദࡀணᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

◊✲ᡂᯝ㸸ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ I-JAS(International Corpus of Japanese as 

a Second Language㸧ࢱ࣮ࢹࡢ㸦᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ 225ྡศࡢⓎヰ 145ྡศࡢసᩥ㸧ࡢ➨୍ḟබ㛤㸪࠾

࣒ࢸࢫࢩ㸪᳨⣴ࡧࡼ I-JAS୰⣡ゝࡢබ㛤ࠋ 
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅⓗゎ᫂ࡶࡿࡍ㸪ࡑ

ࡋࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧࡢࡵࡓࡢࡑ㸪ࡾ࠶ࡇࡿࡍࡽ᫂ࢆ᪉ἲࡿࡍ⏝ᛂ⫱᪥ᮏㄒᩍࢆᡂᯝࡢ

࡚㸪ձࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⏝ࡢゎ᫂ 㸪ࠖղࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢゎ᫂ 㸪ࠖճࠕ᪥ᮏㄒ

Ꮫ⩦ࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ㛤Ⓨࠖࡢ㸱㒊㛛ࢆタࠋࡿ࠸࡚ࡅ 

 ึᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝࡣ࡚ࡋ㸪ୖ グձղճࡢࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡢ㛤Ⓨ╔ᡭࡢࢱ࣮ࢹ࡚ࡋ㞟ࢀࡉ࡞ࡀ㸪

ḟᖺᗘ௨㝆ࡢヨ㦂බ㛤ࡢ࡚ࡅྥ‽ഛࡀࡿ࠶ࡘࡘ࠸ᩚࡀ㸪ձࡢ I-JAS ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ

㒊୍ࡢ㸪◊✲ᡂᯝࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㐍ᒎணᐃ௨ୖࡀ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࣥࣛࣥ࢜ࡢճࢫࣃ࣮ࢥ᩿

᪩ࡾࡼணᐃࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡸㅮ⩦ࡿࡍ㛵⏝᪉ἲࡢࢫࣃ࣮ࢥࡓᯝ㸪᪂⤖ࡓࡋබ㛤࣭㏣ຍࢆ

ᮇ」ᩘᅇ㛤ദࡢ➼ࡿࡍᡂᯝࠋࡓࡆୖࢆᚋࡣ㸪ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲┠ⓗ༶࡚ࡋ㸪ࢪࣟࣉࣈࢧ

࣭እᅜே࠸ࡍࡸࡾࢃ࡚ࡗ᪥ᮏㄒ࠺࠸どⅬࡾྲྀࢆධࢫࢿࢪࣅࡓࢀ᪥ᮏㄒࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㸪ᴗ㛵ಀ⪅ࢆ୰ᚰࡋ

Ꮫࢡ࣮࣡ࣞࢸ᪥ᮏࡓ Job Casting 㒊ࡢ༠ຊࡶࡢ㛤ጞࠋࡓࡋ 

࣭᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᅜෆᅜእ࡛㸯ᅇࡘࡎ㛤ദࡋ㸪◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢᬑཬດࡓࡵ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢸࣥࣛ࣎ࡸ

ࢆಟ◊ࡿࡍ㇟ᑐ࡞ࢆ 5ᅇ㸪ࡢࡑ㸪Ꮫ⩦⪅㸪㧗ᰯ⏕ࢆࡽᑐ㇟ࡿࡍㅮ₇ྛࢆᆅ࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭ᾏእᅾఫࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢඹྠ◊✲ဨ ࡿ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆ✲◊ࡿࡍ㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⪅⩦㸪᪥ᮏㄒᏛ㍈ࢆ28ྡ

ࡋ⥆⥅ࢆ㞟ࢱ࣮ࢹࡿࡍ㛵⛬᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣ࡢ⪅⩦ඹྠ࡛㸪Ꮫ࣮ࢱࣥࢭ✲◊ி᪥ᮏㄒᏛࡿ࠸࡛ࢇ⤖ࢆ㸪㐃ᦠ༠ᐃ

㸪ࠗࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ ᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁ㛵ࡿࡍⓎ⾲ࡢࢻࣥࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ 2Ꮫ࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

࣭᪥ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᾏእ㸧ࢆ୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛ィ⏬ࡾ࠾ᐇࠋࡓࡋ 

࣭NCRBࡢ㛤Ⓨࡢ㊃᪨ά⏝᪉ἲࡢ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࢆ㸪ிእᅜㄒᏛࡧࡼ࠾ோᕝᏛࡢ≉ูㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫࡢᣍ

ᚅㅮ₇㸪2016ᖺ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜࡚ࡋ㸪BTSJࡸ NCRBࡓࡋ⏕ࢆㄯヰࡢ⌮ㄽ◊✲࣏ࡸ

➨㸪ࢆ✲◊ࢫࢿࢺࣛ 31ᅇᅜ㝿ᚰ⌮Ꮫ㸦ᶓ㸧ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲㸪2016ᖺ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲㸪➨ 8ᅇ୰

᪥ᑐ↷ゝㄒᏛࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᣍᚅ࡚ࣝࢿࣃⓎ⾲ࠋࡓࡋ 

࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢᩍᐊㄯヰ㸦⏝࣭⌮ゎ㸧ࡢ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࢆ㸪2016ᖺᗘ୰ᅜ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲ᖺḟ࡛㸪Ꮫ㝔⏕ࡸ⌧ᆅ

 ࠋࡓࡗ⾜ࡶඹྠ◊✲ဨࡢ

࣭᪥ᮏㄒㄞゎᩍᮦࡢసᡂ㛵ࣝࢿࣃࡿࡍⓎ⾲ࢆ㸪➨ 20ᅇ࣮ࣚࣟࣃࢵ᪥ᮏㄒᩍ⫱࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪࣮ࣚࣟࡢࣃࢵඹྠ◊✲

ဨࠋࡓࡗ⾜ࡶ 

㸴㸬ࡢࡑ 

࣭ヱᙜࡿࡍάືࡋ࡞ 

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ᖺᗘࡣ㸪➨୕ᮇィ⏬⤊ࡢබ㛤ࢆ┠ᣦࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡍᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢ⎔ቃᩚࢆഛࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ḟᖺᗘࡣ㸪ྛ✀ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥసᡂࡋ⥆⥅ࢆ㸪୍ࡢࡑ㒊ࢆヨ㦂බ㛤࡚ࡋᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒ

ᩍ⫱◊✲⪅ࡢ࿘▱ດࡵ㸪ᐇドⓗࡿࡼࢱ࣮ࢹ࡞᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲ࡢ㉁ⓗྥୖࡆ࡞ࡘ㸪Ꮫࡢᶵ⬟ᙉ㈉⊩࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ
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ࡋ㸪୍ᒙከᵝ࡚ࡋ♧ᥦලయⓗࡘ㸪ᗈ⠊ࢆᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡽᚓࡽ㐃ᦠ┦࡞᭷ᶵⓗࡢ㛫ࢺࢡ࢙

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅ࠸ࡀ⫣㈉ࡢ⫱᪥ᮏㄒᩍࡿ࠶ࡘࡘ

 ࠋ࠺ᛮ࠺ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉㄢࡀㄢ㢟ࡢせ᳨ウ࡞࠺ࡼࡢ㸪ḟࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ᮏ࡛ࡇࡑ 

(1)ୖグࡢ 3 㒊㛛ࡕ࠺ࡢ㸪ձࠕࡣᏛ⩦⪅ࡢヰ⬟ຊࡢゎ᫂ࠖࠕᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓㄢ⛬ࡢゎ᫂ 㸪ࠖ

ղࠕࡣᏛ⩦⪅ࡢㄞゎ㐣⛬ࡢゎ᫂ࠖࠕᏛ⩦⪅ࡢ⫈ゎ㐣⛬ࡢゎ᫂ 㸪ࠖճࣥࣛࣥ࢜ࠕࡣ᪥ᮏㄒᇶᮏື

モ㎡ࡢసᡂࠖࠕㄞゎᩍᮦ࣭⫈ゎᩍᮦࡢ㛤Ⓨࠖ࠺࠸ලయⓗ࡞┠ᶆࢆᥖ࡚ࡆ㸪ྛ✀ࡢࢫࣃ࣮ࢥ

ᵓ⠏ࣈ࢙࢘ࡸ∧ᩍᮦࡢసᡂබ㛤㸪ྛ✀ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢㄪᰝࡸඹྠ◊✲ࡢィ⏬ࡀ㐍⾜࠶ࡘࡘࡋ

㸪3ࡀࡿ 㒊㛛㛫ࡢ✀ྛࡢㄪᰝ⤖ᯝ◊✲ᡂᯝࡢᮏ᱁ⓗࢆྜ⤫࡞ᅗࡶࡿ㸪ຠ⋡ࡃࡼᒎ㛤࡚ࡋ

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸

(2)᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟ࡢ➼࣮ࢼ࣑ࢭࡿࡍᅜෆእ࡛ࡢ㛤ദࡣ㸪༑ศ࡞ព⩏ࡀࡿ࠶ࡣ㸪ࡣࢀࡑ㸪ᮏࣟࣉ

✲◊ࡢබ㛤┠ⓗࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡣ࠸ࡿ࠶㸪ࡢ࡞ࡵࡓࡿࡍㄝ᫂ࢆ➼⏝᪉ἲࡢᡂᯝ✲◊ࡢࢺࢡ࢙ࢪ

㸪ࡽࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢᛶ㉁ࡿࡍ⥆㐃ࡣᮏ᮶ࠋࡿ࠶ࡀࡢࡶ࠸ࡃࡾࢃ㸪ࡀࡢ࡞ࡵࡓࡢ᥎㐍ࡢ

୧⪅ࡢ┦㐪㛵㐃ࢆ᫂☜࡛ୖࡓࡋ㸪ᅜ㝿ࡴྵࢆ➼࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᚋࡢᐇィ⏬ࢆ㐍࡛ࡁࡿࡵ

 ࠋ࠸࡞ࡣ

㸪ɔࡽࡀ࡞࠼ຍࢆウ᳨ࡿࡍ㛵⏝᪉ἲࡢࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛ(3) ⠏ᩚഛࢆ㐍ࡿࡵᚲせ࠺ࡼࡿ࠶ࡀᛮࠋ࠺

ึᖺᗘࡢ⏝≧ἣၥ㢟ࡀ࠸࡞ࡣ㸪ྛ✀ࡓ࠸⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥᚋࡢ✲◊ࡢᒎ㛤ࡸᮏ᱁ⓗ࡞බ㛤ᚋࡢ

⏝ಁ㐍࡚ࡅྥ㸪ఱࡵࡓࡢ㸪ఱ࡛ࡲࡇࢆ㸪࡚ࡋࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏ࡾࡼࢆࡢࡿࡍ᫂☜ࡘࡋ

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡵ㐍ࢆ✲◊㸪ᮏࡘ

(4)◊✲యไ࡚ࡋ㸪ᾏእᅾఫࡢ◊✲⪅ಶேࡢ㐃ᦠࡢ࡞㸪Ꮫ➼ࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᶵ㛵ࡢ㐃ᦠࡢ࡞

ࡢ㸪య࡚ࡋㄢ㢟✲◊ࡿࡍ᧦ከᩘࢆඹྠ◊✲ဨ࡞ከ✀ከᵝࡢෆእࠋࡿ࠶ࡀࡢࡶ࡞░㸪᫂ࡀ

᭷ᶵⓗ࡞㐃ᦠ◊✲ᡂᯝࡢຠᯝⓗࢆྜ⤫࡞ᅗࡀࡇࡿ⫢せࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࡞ 

 

 ࠔ┠ホ౯㡯ࠓ

1. ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ 

බ㛤◊✲Ⓨ⾲࣭ㅮ₇➼㸸ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢά⏝ಁ㐍ࢆᅗ࠺࠸ࡿ┠ⓗ࡛㸪

ྜྠ◊✲Ⓨ⾲ࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢゎ᫂ࢆ࡚ࠖࡅྥ 2017 ᖺ 2᭶ 4᪥ᅜㄒ◊

࡛㛤ദࡋ㸪120ྡ(ࡕ࠺㸪እᅜே◊✲⪅ 9ྡ㸪Ꮫ㝔⏕ 19 ྡ㸪Ꮫ⏕  ࠋࡓࡋཧຍࡀ(4ྡ

ிࡢ㸪୰ᅜࡿࡍ㛵ά⏝᪉ἲ㊃᪨ࡢ㛤ⓎࡢNCRB(1)ࠋࡓࡗ⾜ࢆ➼ㅮ₇ࡸ⾲Ⓨ✲◊ࡢ㸪௨ୗࡓࡲ

እᅜㄒᏛ㸪㡑ᅜࡢோᕝᏛࡢ≉ูㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫࡢᣍᚅㅮ₇㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲

ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲(2)ࠋBTSJ  NCRB 㸪ᅜ㝿ᚰ⌮Ꮫ㸪ࡿࡍ㛵✲◊ࡢࢫࢿࢺ࣏ࣛࡸㄯヰ⌮ㄽࡃᇶ࡙

᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲㸪୰᪥ᑐ↷ゝㄒᏛࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᣍᚅࡢࣝࢿࣃ◊✲Ⓨ⾲(3)ࠋ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢ

సᩥㄞゎࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡢᩍᐊㄯヰࡢ BTSJࡿࡼศᯒ㛵ࡿࡍ㸪୰ᅜ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㸦

ୖᾏᏛ㸧࡛ඹྠ◊✲ဨࡓࡗ⾜ࡶⓎ⾲(4)ࠋ᪥ᮏㄒࡢㄞゎᩍᮦ㛵ࡿࡍ㸪࣮ࣚࣟࣃࢵ᪥ᮏㄒᩍ

 ࠋࣝࢿࣃࡓࡗ⾜ࡶඹྠ◊✲ဨ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⫱

ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸸ึᖺᗘࡣᐇࡀ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢ㛤ദࡀணᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

◊✲ᡂᯝ㸸ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ I-JAS(International Corpus of Japanese as 

a Second Language㸧ࢱ࣮ࢹࡢ㸦᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ 225ྡศࡢⓎヰ 145ྡศࡢసᩥ㸧ࡢ➨୍ḟබ㛤㸪࠾

࣒ࢸࢫࢩ㸪᳨⣴ࡧࡼ I-JAS୰⣡ゝࡢබ㛤ࠋ 
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗࡣ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅⓗゎ᫂ࡶࡿࡍ㸪ࡑ

ࡋࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧࡢࡵࡓࡢࡑ㸪ࡾ࠶ࡇࡿࡍࡽ᫂ࢆ᪉ἲࡿࡍ⏝ᛂ⫱᪥ᮏㄒᩍࢆᡂᯝࡢ

࡚㸪ձࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⏝ࡢゎ᫂ 㸪ࠖղࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎࡢゎ᫂ 㸪ࠖճࠕ᪥ᮏㄒ

Ꮫ⩦ࢫ࣮ࢯࣜࡢࡵࡓࡢ㛤Ⓨࠖࡢ㸱㒊㛛ࢆタࠋࡿ࠸࡚ࡅ 

 ึᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝࡣ࡚ࡋ㸪ୖ グձղճࡢࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡢ㛤Ⓨ╔ᡭࡢࢱ࣮ࢹ࡚ࡋ㞟ࢀࡉ࡞ࡀ㸪

ḟᖺᗘ௨㝆ࡢヨ㦂බ㛤ࡢ࡚ࡅྥ‽ഛࡀࡿ࠶ࡘࡘ࠸ᩚࡀ㸪ձࡢ I-JAS ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ

㒊୍ࡢ㸪◊✲ᡂᯝࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㐍ᒎணᐃ௨ୖࡀ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࣥࣛࣥ࢜ࡢճࢫࣃ࣮ࢥ᩿

᪩ࡾࡼணᐃࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡸㅮ⩦ࡿࡍ㛵⏝᪉ἲࡢࢫࣃ࣮ࢥࡓᯝ㸪᪂⤖ࡓࡋබ㛤࣭㏣ຍࢆ

ᮇ」ᩘᅇ㛤ദࡢ➼ࡿࡍᡂᯝࠋࡓࡆୖࢆᚋࡣ㸪ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲┠ⓗ༶࡚ࡋ㸪ࢪࣟࣉࣈࢧ

࣭እᅜே࠸ࡍࡸࡾࢃ࡚ࡗ᪥ᮏㄒ࠺࠸どⅬࡾྲྀࢆධࢫࢿࢪࣅࡓࢀ᪥ᮏㄒࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㸪ᴗ㛵ಀ⪅ࢆ୰ᚰࡋ

Ꮫࢡ࣮࣡ࣞࢸ᪥ᮏࡓ Job Casting㒊ࡢ༠ຊࡶࡢ㛤ጞࠋࡓࡋ 

࣭᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᅜෆᅜእ࡛㸯ᅇࡘࡎ㛤ദࡋ㸪◊✲ᡂᯝࡢ♫ࡢᬑཬດࡓࡵ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢸࣥࣛ࣎ࡸ

ࢆಟ◊ࡿࡍ㇟ᑐ࡞ࢆ 5ᅇ㸪ࡢࡑ㸪Ꮫ⩦⪅㸪㧗ᰯ⏕ࢆࡽᑐ㇟ࡿࡍㅮ₇ྛࢆᆅ࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

㸳㸬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍィ⏬ 

࣭ᾏእᅾఫࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢඹྠ◊✲ဨ ࡿ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆ✲◊ࡿࡍ㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⪅⩦㸪᪥ᮏㄒᏛ㍈ࢆ28ྡ

ࡋ⥆⥅ࢆ㞟ࢱ࣮ࢹࡿࡍ㛵⛬᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣ࡢ⪅⩦ඹྠ࡛㸪Ꮫ࣮ࢱࣥࢭ✲◊ி᪥ᮏㄒᏛࡿ࠸࡛ࢇ⤖ࢆ㸪㐃ᦠ༠ᐃ

㸪ࠗࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ ᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁ㛵ࡿࡍⓎ⾲ࡢࢻࣥࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ 2Ꮫ࡛㛤ദࠋࡓࡋ 

࣭᪥ᮏㄒᩍᖌ࣮ࢼ࣑ࢭ㸦ᾏእ㸧ࢆ୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ࡛ィ⏬ࡾ࠾ᐇࠋࡓࡋ 

࣭NCRBࡢ㛤Ⓨࡢ㊃᪨ά⏝᪉ἲࡢ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࢆ㸪ிእᅜㄒᏛࡧࡼ࠾ோᕝᏛࡢ≉ูㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫࡢᣍ

ᚅㅮ₇㸪2016ᖺ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜࡚ࡋ㸪BTSJࡸ NCRBࡓࡋ⏕ࢆㄯヰࡢ⌮ㄽ◊✲࣏ࡸ

➨㸪ࢆ✲◊ࢫࢿࢺࣛ 31ᅇᅜ㝿ᚰ⌮Ꮫ㸦ᶓ㸧ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲㸪2016ᖺ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲㸪➨ 8ᅇ୰

᪥ᑐ↷ゝㄒᏛࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᣍᚅ࡚ࣝࢿࣃⓎ⾲ࠋࡓࡋ 

࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢᩍᐊㄯヰ㸦⏝࣭⌮ゎ㸧ࡢ࡚࠸ࡘⓎ⾲ࢆ㸪2016ᖺᗘ୰ᅜ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲ᖺḟ࡛㸪Ꮫ㝔⏕ࡸ⌧ᆅ

 ࠋࡓࡗ⾜ࡶඹྠ◊✲ဨࡢ

࣭᪥ᮏㄒㄞゎᩍᮦࡢసᡂ㛵ࣝࢿࣃࡿࡍⓎ⾲ࢆ㸪➨ 20ᅇ࣮ࣚࣟࣃࢵ᪥ᮏㄒᩍ⫱࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪࣮ࣚࣟࡢࣃࢵඹྠ◊✲

ဨࠋࡓࡗ⾜ࡶ 

㸴㸬ࡢࡑ 

࣭ヱᙜࡿࡍάືࡋ࡞ 

࠙ᚋࡢㄢ㢟ࠚ 

࣭ᖺᗘࡣ㸪➨୕ᮇィ⏬⤊ࡢබ㛤ࢆ┠ᣦࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡍᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢ⎔ቃᩚࢆഛࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ḟᖺᗘࡣ㸪ྛ✀ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡸࢫࣃ࣮ࢥసᡂࡋ⥆⥅ࢆ㸪୍ࡢࡑ㒊ࢆヨ㦂බ㛤࡚ࡋᅜෆእࡢᏛ➼◊✲ᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒ

ᩍ⫱◊✲⪅ࡢ࿘▱ດࡵ㸪ᐇドⓗࡿࡼࢱ࣮ࢹ࡞᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲ࡢ㉁ⓗྥୖࡆ࡞ࡘ㸪Ꮫࡢᶵ⬟ᙉ㈉⊩࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ
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4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

◊✲㐣⛬ࡧࡼ࠾◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬ㸸ඹྠ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ࡀᅜෆእ࡛⢭ຊⓗᒎ㛤ࠋࡓࢀࡉᩍ

ᮦ㛤Ⓨ㸸᪥ᮏㄒࡢㄞゎᩍᮦࡢసᡂࡢࡵࡓࡢඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ヨ㦂ⓗබ㛤ࡢ‽ഛࠋࡓ࠼ᩚࢆᏛࡢ

ᶵ⬟ᙉ㸸(1)୰ᅜࡢி᪥ᮏㄒᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ◊✲ࣇࢵࢱࢫ(2)ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸯ྡࡀ㸪୍ᶫ

Ꮫࡢ㐃ᦠᩍᤵ࡚ࡋ㸪ಟኈㄢ⛬㸱ྡ༤ኈㄢ⛬ 10 㸪㤳㒔ࡀ㸱ྡࣇࢵࢱࢫ(3)ࠋࡓࡋࢆᣦᑟ✲◊ࡢྡ

Ꮫᮾி㸪㜰ᗓ❧Ꮫ㸪༡ᒣᏛ㸪ᮾᾏᏛ࡛Ꮫ㝔ᩍ⫱༠ຊࠋࡓࡋ 

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ㸸(1)ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧㸱ྡࢆ㞠⏝ࡋ㸪ࡕ࠺㸯ྡࡀ༤ኈ

ㄽᩥࡢⴭసࢆห⾜(2)ࠋࡓࡋᩥ⬦ሗᩥࡓ࠸⏝ࢆ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࢫࣃ࣮ࢥࡿࡍᵓ⠏సᴗᏛ㝔⏕

㸰ྡࡀཧຍࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆ(3)ࠋࡓࡋᩍᐊㄯヰࡢศᯒᏛ㝔⏕㸲ྡࡀཧຍࢻࣥ(4)ࠋࡓࡋᅾ

ఫࡢᏛ㝔⏕㸯ྡࡀど⫈ぬࡢࢶࣥࢸࣥࢥ㛤Ⓨసᴗᦠࠋࡓࡗࢃ♫ேࡢᏛࡋ┤ࡧ㸸᪥ᮏㄒᩍᖌ࣑ࢭ

⪅ிᖌ⠊Ꮫ࡛㸯ᅇ㸦ཧຍࡣᅜㄒ◊࡛㸯ᅇ㸪ᅜእ࡛ࡣ㸪ᅜෆ࡛ࢆ࣮ࢼ 60ྡ㸧㛤ദࠋࡓࡋ 

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

⏘ᴗ⏺ࡢ㐃ᦠ㸸ࢫࢿࢪࣅ᪥ᮏㄒࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㸪ᴗ㛵ಀ⪅୰ᚰࡢ᪥ᮏࢡ࣮࣡ࣞࢸᏛ Job 

Casting㒊ࡢ༠ຊ࡛㛤ጞࠋࡓࡋᆅᇦ♫ࡢ㐃ᦠ㸸ᅜ㝿ὶᇶ㔠᪥ᮏㄒᅜ㝿ࡢ࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛㸪

᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㛵ࢆ✲◊ࡿࡍ᥎㐍ࠋࡓࡋ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

ᬑࡢ♫ࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡋෆእ࡛ྛ㸯ᅇ㛤ദࢆ࣮ࢼ࣑ࢭㅮ⩏࣭ㅮ₇➼㸸(1)᪥ᮏㄒᩍᖌࡅྥ⯡୍

ཬ(2)ࠋࡓࡗ⾜ࢆ᪥ᮏㄒᩍᖌᑐ㇟ࡢ◊ಟࢆ㸪ᾏ㐨Ꮫ㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠㸪ࢡࢫ࣭࣓ࣥ࢝ࣜ

㸪⚟ᒸࣥࣃࣕࢪ࣭࣭࣮ࣥࣝ YWCA࡛⾜(3)ࠋࡓࡗ᪥ᮏㄒࢸࣥࣛ࣎ᑐ㇟ࡢㅮᗙࢆ⚟ᒸ┴࡛⾜ࠋࡓࡗ

(4)୰ᅜࡢᏛࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢゼ᪥ᅋ㸪୰ᅜேࡢ᪥ᮏㄒࡢヰࡋ᪉࡚࠸ࡘㅮ₇(5)ࠋࡓࡋᏛඹ

ྠ⏝ᶵ㛵࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 2016࡛㸪㧗ᰯ⏕ᑐࡋ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢ㨩ຊࢆ⤂ࠋࡓࡋ௨ୖࡣ㸪◊✲ᡂᯝࡢ

♫ࡢⓎಙࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡶ 

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ᾏእཷࡢ⪅✲◊ࡢධ㸸ᾏእᅾఫࡢ◊✲⪅ ᾏእࠋࡓࢀධ࠼㏄࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ28ྡ

ࡶᚋࠋࡓࡋᐇࢆ㸪ඹྠ࡛ㄪᰝࡧ⤖ࢆ㐃ᦠ༠ᐃ࣮ࢱࣥࢭ✲◊㐃ᦠ㸸(1)ி᪥ᮏㄒᏛࡢᏛࡢ

ྠ୍ᑐ㇟⪅ᑐࡿࡍ⥅⥆ㄪᰝ࠺⾜ࢆணᐃ࡛(2)ࠋࡿ࠶ࠗᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁ㛵ࡿࡍ◊✲Ⓨ⾲

 ࠋࡓࡗ⾜Ꮫ㸧࡛࣮ࣝࢿᏛ㸪࣮ࣜࢹ㸰Ꮫ㸦ࡢࢻࣥࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ

 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദ㸸ึᖺᗘࡣᐇ࠾࡞ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭ୰ᅜࡢி

ᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࠋࡓࡋⱥㄒࡿࡼ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ㸸≉ࡋࡔࡓࠋ࠸࡞㸪ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪᪥ᮏㄒ

Ꮫ⩦ࡸ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᙺ❧ࡵࡓࡿ࠶ࡶ࡛✲◊ࡘ㸪᪥ᮏㄒࡿࡼ◊✲ᡂᯝࡢᅜ㝿Ⓨಙࡣ㸪௨ୗࡢ㏻ࡾ

ู≉ࡢ㸪୰ᅜ࣭ிእᅜㄒᏛ㸪㡑ᅜ࣭ோᕝᏛ࡚ࡋ㛵ά⏝᪉ἲ㛤Ⓨ㊃᪨ࡢNCRB(1)ࠋࡓࢀࡉ࡞
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ࢆᅜᐙᏛ㸧࡛㸪ᩥ⬦ሗࣀࣁ㸦࣒ࢼࢺ࣋ㄪᰝ㸸୰ᅜ㸦㯮❳ỤᏛ㸪㟷ᓥᏛ㸧ࢻ࣮ࣝࣇ

㸪ྛᡤᒓᶵࡋ౫㢗⪅ㄪᰝ༠ຊࡢ➼㸪୰ᅜ㸪Ḣᕞࡓࡲࠋࡓࡋィ㸱ᅇᐇࢆゎ㐣⛬ㄪᰝ⌮❶ᩥࡓ࠸⏝

㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᑐ㇟ࡢㄪᰝ╔ᡭࠋࡓࡋ 

↛⮬ࡢ⪅⩦Ꮫ⪅㸦1㸧ẕㄒヰࠋࡓࡗ࠶ࡀᡂᯝࡢ⏝ඹྠࡢබ㛤㸸௨ୗࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ࢫࣃ࣮ࢥ

ヰࢫࣃ࣮ࢥ BTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧ᵓ⠏ࡢ╔ᡭ㸪㸦2㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥

ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ I-JAS㸦International Corpus of Japanese as  a Second Language㸧ᵓ⠏

࣒ࢸࢫࢩ㸪᳨⣴බ㛤ࡢࢱ࣮ࢹᡭ╔ࡢ I-JAS ୰⣡ゝࡢබ㛤ࠋ㸦3㸧ࣥࣛࣥ࢜᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡

㸦ࠗ ᇶᮏືモࢡࢵࣈࢻࣥࣁ 㸧࠘ࡢࢱ࣮ࢹࡢᣑ㸪BCCWJ ࣮ࣝࢶ⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥ NINJAL-LWP for 

BCCWJ(NLB)ࠗࡢ⌧௦ゎᅜㄒ㎡࠘[➨ 5∧](ᑠᏛ㤋)ࡢ⧩⦆ࡢ⏝ࠋ 

◊✲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ⾲➼ࢺࢵࣉࢺ࢘ࡢ㸸ㄽᩥ 47௳㸪ᅗ᭩㸲㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟㸯㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 89

௳㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉⓎ⾲➼ 10 ௳㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸰௳ࢆබ㛤ࠋࡓࡋ 

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

 ᪥ࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱ศ㔝ࡿࡅ࠾ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗㄢ㢟ࡣ㸪ෆእࡢ㟂せᛂࡓࡌᐅࢆᚓࡓ 

 ࡽࡆୖࠎᚎࡀᡂᯝ✲◊࡞᭷ຠࡘ㸪ᗈ⠊ࡾ࠶࡛ࡢࡶ࡞㧗ᗘࡣ‽Ỉ✲◊࡞㸪㔞ⓗ࣭㉁ⓗ࡚ࡋࡢࡶ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ

᭩ホ࣭᪂⪺➼㸸ࠗ ᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᑐ࡚ࡋ㸪ࢫࣃ࣮ࢥࠕᇶ࡙ࡓ࠸ඛ㐍ⓗࡋࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

୍࡚ぢࡢ౯್ࠖࡿ࠶ࡀホ౯ࡓࢀࡉ㸦ෆ⏣ㅍࠕ᭩ホ ᪥ᮏㄒࢫࣃ࣮ࢥධ㛛ࠖࠗ ⱥㄒᩍ⫱࠘2016ᖺ 10᭶

ྕ䠈93㡫㸧ࠋ 

ࠗࣥࣛࣥ࢜⏝≧ἣ㸸ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ ࣮ࣝࢶ⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥࡢ࠘ NINJAL̺LWP 

for BCCWJ(NLB)ࡀ㸪ࢫࣃ࣮ࢥᇶ࡙ࡃ᪥ᮏึࡢᅜㄒ㎡ࠗࡢ⌧௦ᅜㄒゎ㎡ 㹙࠘➨㸳∧㹛㸦ᑠᏛ㤋㸧

✲◊ⓗ࡛㸪ྜྠ┠ࡿᅗࢆά⏝ಁ㐍ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡓࡲࠋࡓࢀࡉ⏝⧩⦆ࡢ

Ⓨ⾲ࢆᅜㄒ◊࡛㛤ദࡋ㸪ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ಁࡀ㐍ࠋࡓࢀࡉ 

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

◊✲యไ㸸ඹྠ◊✲ဨ 101 ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧㸪ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘ 73 ᶵ㛵㸦ࡕ࠺እᅜ

Ꮫ࣭◊✲ᡤࡢ 28ᶵ㛵㸧㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧㸱ྡ㸪㠀ᖖ◊✲ဨ 11ྡ㸪ᢏ

⾡⿵బဨ㸲ྡ࡛ࠋࡿ࠶㸱✀ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧࡢձ32ྡ㸪ղ47ྡ㸪ճ22ྡࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⧊⤌ࡽ

Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵ࡢ㐃ᦠ㸸ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡀ 73 ᶵ㛵㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛ࣭◊✲ᡤ 28 ᶵ㛵㸧

 ࠋࡿࡰࡢ

Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵ࡢ㐃ᦠ㸸(1)ி᪥ᮏㄒᏛ◊✲ࡢ࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛㸪୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ᪥ᮏㄒ

Ꮫ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 18 ྡᑐ㇟㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬㛵ࡿࡍ⦪᩿ㄪᰝ(2019 ᖺ 7 ᭶࡛ࡲᖺ 2

ᅇ⥅⥆ࡿࡍணᐃ)ࢆᐇࡢࢻࣥ(2)ࠋࡓࡋ㸰Ꮫ㸦࣮ࣜࢹᏛ㸪࣮ࣝࢿᏛ㸧࡛㸪ࠗ ᇶᮏືモࢻࣥࣁ

ࢡࢵࣈ 2016ᖺ(3)ࠋࡓࡗ⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ⾲Ⓨࡿࡍ㛵࠘ 4᭶ࡢ㐃ᦠ༠ᐃࡾࡼ㸪ᅜ㝿

ὶᇶ㔠᪥ᮏㄒᅜ㝿࣮ࢱࣥࢭ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㛵୍ࡢ✲◊ࡿࡍ㒊ࢆඹྠ࡛᥎

㐍ࠋࡓࡋ 

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ⨨㸪タࡣ㸸⌧ᅾࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ
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4. ᩍ⫱࡚࠸ࡘ 

◊✲㐣⛬ࡧࡼ࠾◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬ㸸ඹྠ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ࡀᅜෆእ࡛⢭ຊⓗᒎ㛤ࠋࡓࢀࡉᩍ

ᮦ㛤Ⓨ㸸᪥ᮏㄒࡢㄞゎᩍᮦࡢసᡂࡢࡵࡓࡢඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ヨ㦂ⓗබ㛤ࡢ‽ഛࠋࡓ࠼ᩚࢆᏛࡢ

ᶵ⬟ᙉ㸸(1)୰ᅜࡢி᪥ᮏㄒᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ◊✲ࣇࢵࢱࢫ(2)ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㸯ྡࡀ㸪୍ᶫ

Ꮫࡢ㐃ᦠᩍᤵ࡚ࡋ㸪ಟኈㄢ⛬㸱ྡ༤ኈㄢ⛬ 10 㸪㤳㒔ࡀ㸱ྡࣇࢵࢱࢫ(3)ࠋࡓࡋࢆᣦᑟ✲◊ࡢྡ

Ꮫᮾி㸪㜰ᗓ❧Ꮫ㸪༡ᒣᏛ㸪ᮾᾏᏛ࡛Ꮫ㝔ᩍ⫱༠ຊࠋࡓࡋ 

 

5. ேᮦ⫱ᡂ࡚࠸ࡘ 

ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ㸸(1)ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧㸱ྡࢆ㞠⏝ࡋ㸪ࡕ࠺㸯ྡࡀ༤ኈ

ㄽᩥࡢⴭసࢆห⾜(2)ࠋࡓࡋᩥ⬦ሗᩥࡓ࠸⏝ࢆ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࢫࣃ࣮ࢥࡿࡍᵓ⠏సᴗᏛ㝔⏕

㸰ྡࡀཧຍࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆ(3)ࠋࡓࡋᩍᐊㄯヰࡢศᯒᏛ㝔⏕㸲ྡࡀཧຍࢻࣥ(4)ࠋࡓࡋᅾ

ఫࡢᏛ㝔⏕㸯ྡࡀど⫈ぬࡢࢶࣥࢸࣥࢥ㛤Ⓨసᴗᦠࠋࡓࡗࢃ♫ேࡢᏛࡋ┤ࡧ㸸᪥ᮏㄒᩍᖌ࣑ࢭ

⪅ிᖌ⠊Ꮫ࡛㸯ᅇ㸦ཧຍࡣᅜㄒ◊࡛㸯ᅇ㸪ᅜእ࡛ࡣ㸪ᅜෆ࡛ࢆ࣮ࢼ 60ྡ㸧㛤ദࠋࡓࡋ 

 

6. ♫㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

⏘ᴗ⏺ࡢ㐃ᦠ㸸ࢫࢿࢪࣅ᪥ᮏㄒࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㸪ᴗ㛵ಀ⪅୰ᚰࡢ᪥ᮏࢡ࣮࣡ࣞࢸᏛ Job 

Casting㒊ࡢ༠ຊ࡛㛤ጞࠋࡓࡋᆅᇦ♫ࡢ㐃ᦠ㸸ᅜ㝿ὶᇶ㔠᪥ᮏㄒᅜ㝿ࡢ࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛㸪

᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㛵ࢆ✲◊ࡿࡍ᥎㐍ࠋࡓࡋ 

 

7. ♫㈉⊩࡚࠸ࡘ 

ᬑࡢ♫ࡢ㸪◊✲ᡂᯝࡋෆእ࡛ྛ㸯ᅇ㛤ദࢆ࣮ࢼ࣑ࢭㅮ⩏࣭ㅮ₇➼㸸(1)᪥ᮏㄒᩍᖌࡅྥ⯡୍

ཬ(2)ࠋࡓࡗ⾜ࢆ᪥ᮏㄒᩍᖌᑐ㇟ࡢ◊ಟࢆ㸪ᾏ㐨Ꮫ㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠㸪ࢡࢫ࣭࣓ࣥ࢝ࣜ

㸪⚟ᒸࣥࣃࣕࢪ࣭࣭࣮ࣥࣝ YWCA࡛⾜(3)ࠋࡓࡗ᪥ᮏㄒࢸࣥࣛ࣎ᑐ㇟ࡢㅮᗙࢆ⚟ᒸ┴࡛⾜ࠋࡓࡗ

(4)୰ᅜࡢᏛࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢゼ᪥ᅋ㸪୰ᅜேࡢ᪥ᮏㄒࡢヰࡋ᪉࡚࠸ࡘㅮ₇(5)ࠋࡓࡋᏛඹ

ྠ⏝ᶵ㛵࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 2016࡛㸪㧗ᰯ⏕ᑐࡋ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢ㨩ຊࢆ⤂ࠋࡓࡋ௨ୖࡣ㸪◊✲ᡂᯝࡢ

♫ࡢⓎಙࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡶ 

 

8. ᅜ㝿㐃ᦠ࡚࠸ࡘ 

ᾏእཷࡢ⪅✲◊ࡢධ㸸ᾏእᅾఫࡢ◊✲⪅ ᾏእࠋࡓࢀධ࠼㏄࡚ࡋඹྠ◊✲ဨࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆ28ྡ

ࡶᚋࠋࡓࡋᐇࢆ㸪ඹྠ࡛ㄪᰝࡧ⤖ࢆ㐃ᦠ༠ᐃ࣮ࢱࣥࢭ✲◊㐃ᦠ㸸(1)ி᪥ᮏㄒᏛࡢᏛࡢ

ྠ୍ᑐ㇟⪅ᑐࡿࡍ⥅⥆ㄪᰝ࠺⾜ࢆணᐃ࡛(2)ࠋࡿ࠶ࠗᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁ㛵ࡿࡍ◊✲Ⓨ⾲

 ࠋࡓࡗ⾜Ꮫ㸧࡛࣮ࣝࢿᏛ㸪࣮ࣜࢹ㸰Ꮫ㸦ࡢࢻࣥࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ

 

9. ᅜ㝿Ⓨಙ࡚࠸ࡘ 

ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദ㸸ึᖺᗘࡣᐇ࠾࡞ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭ୰ᅜࡢி

ᖌ⠊Ꮫ࡛㛤ദࠋࡓࡋⱥㄒࡿࡼ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ㸸≉ࡋࡔࡓࠋ࠸࡞㸪ᮏࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪᪥ᮏㄒ

Ꮫ⩦ࡸ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᙺ❧ࡵࡓࡿ࠶ࡶ࡛✲◊ࡘ㸪᪥ᮏㄒࡿࡼ◊✲ᡂᯝࡢᅜ㝿Ⓨಙࡣ㸪௨ୗࡢ㏻ࡾ

ู≉ࡢ㸪୰ᅜ࣭ிእᅜㄒᏛ㸪㡑ᅜ࣭ோᕝᏛ࡚ࡋ㛵ά⏝᪉ἲ㛤Ⓨ㊃᪨ࡢNCRB(1)ࠋࡓࢀࡉ࡞

74 

 

ࢆᅜᐙᏛ㸧࡛㸪ᩥ⬦ሗࣀࣁ㸦࣒ࢼࢺ࣋ㄪᰝ㸸୰ᅜ㸦㯮❳ỤᏛ㸪㟷ᓥᏛ㸧ࢻ࣮ࣝࣇ

㸪ྛᡤᒓᶵࡋ౫㢗⪅ㄪᰝ༠ຊࡢ➼㸪୰ᅜ㸪Ḣᕞࡓࡲࠋࡓࡋィ㸱ᅇᐇࢆゎ㐣⛬ㄪᰝ⌮❶ᩥࡓ࠸⏝

㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᑐ㇟ࡢㄪᰝ╔ᡭࠋࡓࡋ 

↛⮬ࡢ⪅⩦Ꮫ⪅㸦1㸧ẕㄒヰࠋࡓࡗ࠶ࡀᡂᯝࡢ⏝ඹྠࡢබ㛤㸸௨ୗࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪ࢫࣃ࣮ࢥ

ヰࢫࣃ࣮ࢥ BTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧ᵓ⠏ࡢ╔ᡭ㸪㸦2㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥

ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢫࣃ࣮ࢥ I-JAS㸦International Corpus of Japanese as  a Second Language㸧ᵓ⠏

࣒ࢸࢫࢩ㸪᳨⣴බ㛤ࡢࢱ࣮ࢹᡭ╔ࡢ I-JAS ୰⣡ゝࡢබ㛤ࠋ㸦3㸧ࣥࣛࣥ࢜᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡

㸦ࠗ ᇶᮏືモࢡࢵࣈࢻࣥࣁ 㸧࠘ࡢࢱ࣮ࢹࡢᣑ㸪BCCWJ ࣮ࣝࢶ⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥ NINJAL-LWP for 

BCCWJ(NLB)ࠗࡢ⌧௦ゎᅜㄒ㎡࠘[➨ 5∧](ᑠᏛ㤋)ࡢ⧩⦆ࡢ⏝ࠋ 

◊✲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ⾲➼ࢺࢵࣉࢺ࢘ࡢ㸸ㄽᩥ 47௳㸪ᅗ᭩㸲㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟㸯㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 89

௳㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉⓎ⾲➼ 10 ௳㸪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸰௳ࢆබ㛤ࠋࡓࡋ 

 

2. ◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ 

 ᪥ࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱ศ㔝ࡿࡅ࠾ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ⓗㄢ㢟ࡣ㸪ෆእࡢ㟂せᛂࡓࡌᐅࢆᚓࡓ 

 ࡽࡆୖࠎᚎࡀᡂᯝ✲◊࡞᭷ຠࡘ㸪ᗈ⠊ࡾ࠶࡛ࡢࡶ࡞㧗ᗘࡣ‽Ỉ✲◊࡞㸪㔞ⓗ࣭㉁ⓗ࡚ࡋࡢࡶ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ

᭩ホ࣭᪂⪺➼㸸ࠗ ᇶᮏືモ࠘ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᑐ࡚ࡋ㸪ࢫࣃ࣮ࢥࠕᇶ࡙ࡓ࠸ඛ㐍ⓗࡋࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

୍࡚ぢࡢ౯್ࠖࡿ࠶ࡀホ౯ࡓࢀࡉ㸦ෆ⏣ㅍࠕ᭩ホ ᪥ᮏㄒࢫࣃ࣮ࢥධ㛛ࠖࠗ ⱥㄒᩍ⫱࠘2016ᖺ 10᭶

ྕ䠈93㡫㸧ࠋ 

ࠗࣥࣛࣥ࢜⏝≧ἣ㸸ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ ࣮ࣝࢶ⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥࡢ࠘ NINJAL̺LWP 

for BCCWJ(NLB)ࡀ㸪ࢫࣃ࣮ࢥᇶ࡙ࡃ᪥ᮏึࡢᅜㄒ㎡ࠗࡢ⌧௦ᅜㄒゎ㎡ 㹙࠘➨㸳∧㹛㸦ᑠᏛ㤋㸧

✲◊ⓗ࡛㸪ྜྠ┠ࡿᅗࢆά⏝ಁ㐍ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪ࡓࡲࠋࡓࢀࡉ⏝⧩⦆ࡢ

Ⓨ⾲ࢆᅜㄒ◊࡛㛤ദࡋ㸪ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ಁࡀ㐍ࠋࡓࢀࡉ 

 

3.◊✲యไ࡚࠸ࡘ 

◊✲యไ㸸ඹྠ◊✲ဨ 101 ྡ㸦ࡕ࠺Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧㸪ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘ 73 ᶵ㛵㸦ࡕ࠺እᅜ

Ꮫ࣭◊✲ᡤࡢ 28ᶵ㛵㸧㸪ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㠀ᖖ◊✲ဨ㸦PD࣮࢙ࣟࣇ㸧㸱ྡ㸪㠀ᖖ◊✲ဨ 11ྡ㸪ᢏ

⾡⿵బဨ㸲ྡ࡛ࠋࡿ࠶㸱✀ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧࡢձ32ྡ㸪ղ47ྡ㸪ճ22ྡࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⧊⤌ࡽ

Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵ࡢ㐃ᦠ㸸ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡀ 73 ᶵ㛵㸦ࡕ࠺እᅜࡢᏛ࣭◊✲ᡤ 28 ᶵ㛵㸧

 ࠋࡿࡰࡢ

Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵ࡢ㐃ᦠ㸸(1)ி᪥ᮏㄒᏛ◊✲ࡢ࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛㸪୰ᅜࡢிᖌ⠊Ꮫ᪥ᮏㄒ

Ꮫ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 18 ྡᑐ㇟㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬㛵ࡿࡍ⦪᩿ㄪᰝ(2019 ᖺ 7 ᭶࡛ࡲᖺ 2

ᅇ⥅⥆ࡿࡍணᐃ)ࢆᐇࡢࢻࣥ(2)ࠋࡓࡋ㸰Ꮫ㸦࣮ࣜࢹᏛ㸪࣮ࣝࢿᏛ㸧࡛㸪ࠗ ᇶᮏືモࢻࣥࣁ

ࢡࢵࣈ 2016ᖺ(3)ࠋࡓࡗ⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹ⾲Ⓨࡿࡍ㛵࠘ 4 ᭶ࡢ㐃ᦠ༠ᐃࡾࡼ㸪ᅜ㝿

ὶᇶ㔠᪥ᮏㄒᅜ㝿࣮ࢱࣥࢭ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㛵୍ࡢ✲◊ࡿࡍ㒊ࢆඹྠ࡛᥎

㐍ࠋࡓࡋ 

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ⨨㸪タࡣ㸸⌧ᅾࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ
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 ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ

 㛗㸸๓ᕝ ႐ஂ㞝࣮ࢱࣥࢭ

 

Ϩ㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘィ⏬ 

 

ϩ㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ 

㸦㸯㸧◊✲ᐇయไ 

1.� ≉௵ຓᩍ 2ྡ࣭㠀ᖖ◊✲ဨ  ࠋ࠺࡞ࡇ࠾ࢆேࡢ4ྡ

2.�  ࠋࡿ࠼ᩚࢆඹྠ◊✲యไࡢ࣮ࢱࣥࢭ

㸦㸰㸧ඹྠ⏝ࡢ᥎㐍 

1. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䛸᳨⣴⣔䛄Კኳ䛅䜢බ㛤䛩䜛䚹 

2. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䠈䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅䠈䛄ኴ㝧䝁䞊䝟䝇䛅䜢䛄୰⣡ゝ䛅ୖ䛷᳨⣴ྍ⬟䛸䛩䜛䚹 

3. ໟᣓⓗ᳨⣴⎔ቃ䛾ᵓ⠏䛻ྥ䛡䛶᳨ウ䜢㐍䜑䠈䛄୰⣡ゝ䛅䜈䛾㡢ኌ㓄ಙᶵ⬟䛾ᐇ䛸୍㒊䝁䞊䝟䝇䛷䛾ヨ⏝䛚䜘䜃䛄᪥ᮏㄒヰ

䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᙧែㄽሗ䛾ᵝኚ䜢ᐇ䛩䜛䚹 

4. Ꮫ⩦⪅䝁䞊䝟䝇䛚䜘䜃᪉ゝ䝁䞊䝟䝇䛾㡢ኌ䛚䜘䜃䝔䜻䝇䝖䜰䝷䜲䝯䞁䝖䛻㛵䛩䜛ᇶ♏◊✲䛚䜘䜃ඹྠ◊✲䜢ᐇ䛩䜛䚹䜎䛯䠈䛭

䛾䛯䜑䛻ᚲせ䛺ጤク◊✲䜢ᐇ䛩䜛䚹 

5. UniDic䛾ᣑᙇ䛻ྥ䛡䛶䛾సᴗయไ䜢ᵓ⠏䛩䜛䚹 

6. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅➨ 5ๅ䜢సᡂ䛩䜛䚹 

7. ᡤෆయ䛷⏝ྍ⬟䛺䝆䝱䝟䞁䝘䝺䝑䝆䠄᪥ᮏᅜㄒ㎡䜸䞁䝷䜲䞁∧ከᩘ䛾䝁䞁䝔䞁䝒䛾䝷䜲䝉䞁䝇䠅䜢ᑟධ䛩䜛䚹 

8. ゝㄒ㈨※䛾㛤Ⓨ䛸ゝㄒ◊✲䛻䛚䛡䜛ඛ➃ⓗ䛺⏝➼䜢䝔䞊䝬䛸䛧䛯䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䠄3᪥㛫䠅䜢㛤ദ䛩䜛 

㸦㸯㸧ඹྠ◊✲ࡢ᥎㐍 

2016ᖺ 10᭶ࢫࣃ࣮ࢥࡾࡼ㛤Ⓨࡢ࣮ࢱࣥࢭඹྠ◊✲ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࢫࣃ࣮ࢥࠕᣑᙇ࣭⤫ྜ࣭⮬ື㛵ࡿࡍᇶ♏◊

ࡀ㛵ಀࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㸪㡢ኌࡣ⪅✲◊㸪ᡤእඹྠࡋ࣮ࢲ࣮ࣜࢆὸཎࠋࡓࡋ㛤ጞࢆࠖ✲ 10 ྡ㸪ពࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㛵

ಀࡀ 3ྡ㸪ಀࡅཷࡾᵓ㐀ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㛵ಀࡀ ࡀ㸪▼ᮏ㸪ᒸ㸪ຍ⸨㸪すᕝ㸪㏆⸨㸪ᒣᓮ㸪๓ᕝࡣࡽᡤෆࠋࡿ࠶7ྡ࡛

ཧຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

2017 ᖺ 3 ᭶㛤ദࠕࡢゝㄒ㈨※ά⏝࣮࣡ࠕࡧࡼ࠾ࠖࣉࢵࣙࢩࢡㄒᙡ㈨※ά⏝ࡣ࡛࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ࡢࡇඹྠ◊✲㛵ಀ

࡛  ࠋ㈉⊩ࠖཧ↷㸧♫Ⓨಙࡢᡂᯝ✲◊ࠕ㸦ୗグ(5)ࡓࢀࢃ⾜ࡀ⾲Ⓨࡢ௳15

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ 

  ≉௵ຓᩍ 2ྡ㸦㡢ኌฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ࢺࢫ࢟ࢸฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸧ࢆබເ࡛᥇⏝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠋࡓࡋ㠀ᖖ◊✲ဨ 4ྡ㸦㡢

ኌฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ࢺࢫ࢟ࢸฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ពฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ࡢࡑ 1ྡ㸧ࡶබເ࡛᥇⏝ࠋࡓࡋ 

ࠗ⣡ゝ࠘ࠗ ୰⣡ゝ࠘➼ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㛤Ⓨ⥔ᣢ⟶⌮ᴗົࡵࡓࡢ㸪1࣮࣐ࣛࢢࣟࣉࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ௵ేࡀ㸪ᒣᓮ㸪ᑠᮌ᭮㸪ᑠ☾㸪᯽㔝㸪ᒣཱྀࡽ㸪◊✲⣔ࡋ⏝㞠࡚ࡋὴ㐵♫ဨࢆྡ

㸦㸱㸧ඹྠ⏝ࡢ᥎㐍 

1. ᖺᗘᮎ䛻ᵓ⠏䜢⤊䛘䛯䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䠄NWJC䠈258൨ㄒ䠅䛸䛭䛾᳨⣴⣔䛄Კኳ䛅䜢 2017ᖺ 3᭶ 6᪥䛻୍⯡බ

㛤䛧䛯䚹୍⯡බ㛤䛿ᩥᏐิ᳨⣴䛾䜏䛾⏝䛷䛒䜛䛜䠈䛄୰⣡ゝ䛅䝴䞊䝄䞊䛷ㅮ⩦䜢ཷㅮ䛧䛯䝴䞊䝄䞊䛿䛄Კኳ䛅䛾ᶵ⬟

䠄ᙧែㄽሗ᳨⣴䛚䜘䜃ᩥ⠇ಀ䜚ཷ䛡ᵓ㐀᳨⣴䠅䜢⏝䛷䛝䜛䚹ㅮ⩦䛿 2᭶䜎䛷䛻ᅜ䛷 20ᅇ㛤ദ䛧䠈ཧຍ⪅䛿ᘏ䜉 154

ྡ䛷䛒䛳䛯䚹3᭶ᮎ䛻 4ᅇ㛤ദணᐃ䛷䠈⏦㎸⪅ᩘ䛿 50ྡ䠄3᭶ 16᪥Ⅼ䠅䛷䛒䜛䚹 

2. 䛥䜙䛻◊✲⣔䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸༠ຊ䛧䛶௨ୗ䛾᪂つ䝁䞊䝟䝇䜢䛄୰⣡ゝ䛅ୖ䛷බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯䠈䛭䛾䛯䜑䛻ᚲせ䛺䛄୰⣡ゝ䛅䛾ᶵ⬟

76 

 

ㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫࡢᣍᚅㅮ₇㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲࡛⾜(2)ࠋࡓࡗBTSJ ࡸ

NCRB ↷㸪ᅜ㝿ᚰ⌮Ꮫ㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲㸪୰᪥ᑐࢆ✲◊ࢫࢿࢺ࣏ࣛࡸㄯヰ⌮ㄽࡃᇶ࡙

ゝㄒᏛࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᣍᚅ࡛ࣝࢿࣃⓎ⾲(3)ࠋࡓࡋ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢసᩥࡸㄞゎࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡢᩍ

ᐊㄯヰࡢ BTSJࡓ࠸⏝ࢆ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㸪୰ᅜ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㸦ୖᾏᏛ㸧࡛ඹྠ◊✲ဨࡶ⾜

ඹྠ◊✲ဨ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⫱᪥ᮏㄒᩍࣃࢵ㸪࣮ࣚࣟࢆࣝࢿࣃࡿࡍ㛵సᡂࡢㄞゎᩍᮦ(4)ࠋࡓࡗ

 ࠋࡓࡗ⾜ࡶ

 

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

 ࠋࡋ࡞≉ 

� �
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 ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ

 㛗㸸๓ᕝ ႐ஂ㞝࣮ࢱࣥࢭ

 

Ϩ㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘィ⏬ 

 

ϩ㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ 

㸦㸯㸧◊✲ᐇయไ 

1.� ≉௵ຓᩍ 2ྡ࣭㠀ᖖ◊✲ဨ  ࠋ࠺࡞ࡇ࠾ࢆேࡢ4ྡ

2.�  ࠋࡿ࠼ᩚࢆඹྠ◊✲యไࡢ࣮ࢱࣥࢭ

㸦㸰㸧ඹྠ⏝ࡢ᥎㐍 

1. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䛸᳨⣴⣔䛄Კኳ䛅䜢බ㛤䛩䜛䚹 

2. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䠈䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅䠈䛄ኴ㝧䝁䞊䝟䝇䛅䜢䛄୰⣡ゝ䛅ୖ䛷᳨⣴ྍ⬟䛸䛩䜛䚹 

3. ໟᣓⓗ᳨⣴⎔ቃ䛾ᵓ⠏䛻ྥ䛡䛶᳨ウ䜢㐍䜑䠈䛄୰⣡ゝ䛅䜈䛾㡢ኌ㓄ಙᶵ⬟䛾ᐇ䛸୍㒊䝁䞊䝟䝇䛷䛾ヨ⏝䛚䜘䜃䛄᪥ᮏㄒヰ

䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᙧែㄽሗ䛾ᵝኚ䜢ᐇ䛩䜛䚹 

4. Ꮫ⩦⪅䝁䞊䝟䝇䛚䜘䜃᪉ゝ䝁䞊䝟䝇䛾㡢ኌ䛚䜘䜃䝔䜻䝇䝖䜰䝷䜲䝯䞁䝖䛻㛵䛩䜛ᇶ♏◊✲䛚䜘䜃ඹྠ◊✲䜢ᐇ䛩䜛䚹䜎䛯䠈䛭

䛾䛯䜑䛻ᚲせ䛺ጤク◊✲䜢ᐇ䛩䜛䚹 

5. UniDic䛾ᣑᙇ䛻ྥ䛡䛶䛾సᴗయไ䜢ᵓ⠏䛩䜛䚹 

6. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅➨ 5ๅ䜢సᡂ䛩䜛䚹 

7. ᡤෆయ䛷⏝ྍ⬟䛺䝆䝱䝟䞁䝘䝺䝑䝆䠄᪥ᮏᅜㄒ㎡䜸䞁䝷䜲䞁∧ከᩘ䛾䝁䞁䝔䞁䝒䛾䝷䜲䝉䞁䝇䠅䜢ᑟධ䛩䜛䚹 

8. ゝㄒ㈨※䛾㛤Ⓨ䛸ゝㄒ◊✲䛻䛚䛡䜛ඛ➃ⓗ䛺⏝➼䜢䝔䞊䝬䛸䛧䛯䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䠄3᪥㛫䠅䜢㛤ദ䛩䜛 

㸦㸯㸧ඹྠ◊✲ࡢ᥎㐍 

2016ᖺ 10᭶ࢫࣃ࣮ࢥࡾࡼ㛤Ⓨࡢ࣮ࢱࣥࢭඹྠ◊✲ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࢫࣃ࣮ࢥࠕᣑᙇ࣭⤫ྜ࣭⮬ື㛵ࡿࡍᇶ♏◊

ࡀ㛵ಀࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㸪㡢ኌࡣ⪅✲◊㸪ᡤእඹྠࡋ࣮ࢲ࣮ࣜࢆὸཎࠋࡓࡋ㛤ጞࢆࠖ✲ 10 ྡ㸪ពࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㛵

ಀࡀ 3ྡ㸪ಀࡅཷࡾᵓ㐀ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀ㛵ಀࡀ ࡀ㸪▼ᮏ㸪ᒸ㸪ຍ⸨㸪すᕝ㸪㏆⸨㸪ᒣᓮ㸪๓ᕝࡣࡽᡤෆࠋࡿ࠶7ྡ࡛

ཧຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

2017 ᖺ 3 ᭶㛤ദࠕࡢゝㄒ㈨※ά⏝࣮࣡ࠕࡧࡼ࠾ࠖࣉࢵࣙࢩࢡㄒᙡ㈨※ά⏝ࡣ࡛࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ࡢࡇඹྠ◊✲㛵ಀ

࡛  ࠋ㈉⊩ࠖཧ↷㸧♫Ⓨಙࡢᡂᯝ✲◊ࠕ㸦ୗグ(5)ࡓࢀࢃ⾜ࡀ⾲Ⓨࡢ௳15

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ 

  ≉௵ຓᩍ 2ྡ㸦㡢ኌฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ࢺࢫ࢟ࢸฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸧ࢆබເ࡛᥇⏝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠋࡓࡋ㠀ᖖ◊✲ဨ 4ྡ㸦㡢

ኌฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ࢺࢫ࢟ࢸฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ពฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ࡢࡑ 1ྡ㸧ࡶබເ࡛᥇⏝ࠋࡓࡋ 

ࠗ⣡ゝ࠘ࠗ ୰⣡ゝ࠘➼ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ㛤Ⓨ⥔ᣢ⟶⌮ᴗົࡵࡓࡢ㸪1࣮࣐ࣛࢢࣟࣉࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ௵ేࡀ㸪ᒣᓮ㸪ᑠᮌ᭮㸪ᑠ☾㸪᯽㔝㸪ᒣཱྀࡽ㸪◊✲⣔ࡋ⏝㞠࡚ࡋὴ㐵♫ဨࢆྡ

㸦㸱㸧ඹྠ⏝ࡢ᥎㐍 

1. ᖺᗘᮎ䛻ᵓ⠏䜢⤊䛘䛯䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䠄NWJC䠈258൨ㄒ䠅䛸䛭䛾᳨⣴⣔䛄Კኳ䛅䜢 2017ᖺ 3᭶ 6᪥䛻୍⯡බ

㛤䛧䛯䚹୍⯡බ㛤䛿ᩥᏐิ᳨⣴䛾䜏䛾⏝䛷䛒䜛䛜䠈䛄୰⣡ゝ䛅䝴䞊䝄䞊䛷ㅮ⩦䜢ཷㅮ䛧䛯䝴䞊䝄䞊䛿䛄Კኳ䛅䛾ᶵ⬟

䠄ᙧែㄽሗ᳨⣴䛚䜘䜃ᩥ⠇ಀ䜚ཷ䛡ᵓ㐀᳨⣴䠅䜢⏝䛷䛝䜛䚹ㅮ⩦䛿 2᭶䜎䛷䛻ᅜ䛷 20ᅇ㛤ദ䛧䠈ཧຍ⪅䛿ᘏ䜉 154

ྡ䛷䛒䛳䛯䚹3᭶ᮎ䛻 4ᅇ㛤ദணᐃ䛷䠈⏦㎸⪅ᩘ䛿 50ྡ䠄3᭶ 16᪥Ⅼ䠅䛷䛒䜛䚹 

2. 䛥䜙䛻◊✲⣔䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸༠ຊ䛧䛶௨ୗ䛾᪂つ䝁䞊䝟䝇䜢䛄୰⣡ゝ䛅ୖ䛷බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯䠈䛭䛾䛯䜑䛻ᚲせ䛺䛄୰⣡ゝ䛅䛾ᶵ⬟

76 

 

ㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫࡢᣍᚅㅮ₇㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲࡛⾜(2)ࠋࡓࡗBTSJ ࡸ

NCRB ↷㸪ᅜ㝿ᚰ⌮Ꮫ㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲㸪୰᪥ᑐࢆ✲◊ࢫࢿࢺ࣏ࣛࡸㄯヰ⌮ㄽࡃᇶ࡙

ゝㄒᏛࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᣍᚅ࡛ࣝࢿࣃⓎ⾲(3)ࠋࡓࡋ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢసᩥࡸㄞゎࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡢᩍ

ᐊㄯヰࡢ BTSJࡓ࠸⏝ࢆ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㸪୰ᅜ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㸦ୖᾏᏛ㸧࡛ඹྠ◊✲ဨࡶ⾜

ඹྠ◊✲ဨ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⫱᪥ᮏㄒᩍࣃࢵ㸪࣮ࣚࣟࢆࣝࢿࣃࡿࡍ㛵సᡂࡢㄞゎᩍᮦ(4)ࠋࡓࡗ

 ࠋࡓࡗ⾜ࡶ

 

 ≉グ㡯ࡢࡑ .10

 ࠋࡋ࡞≉ 

� �
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Language Information and Resources Division 䛾 Kim Seoncheol 䝉䞁䝍䞊㛗䜋䛛 4ྡ䛜᮶ゼ䛧䠈⇕ᚰ䛻ሗ䜢㞟䛧䛶

䛔䛳䛯䚹䛣䜜䜢ᶵ䛻ᚋ䛸䜒ሗ䜢⾜䛖䛣䛸䛷ྜព䛧䛯䚹 

 2. ༤ሗ㈈ᅋ䛾䛂ᅜ㝿᪥ᮏㄒ◊✲䝣䜵䝻䞊䝅䝑䝥䛃䛾㛗ᮇᣍ⪸◊✲⪅䛸䛧䛶୰ᅜෆⵚྂᏛⵚྂㄒᏛ㝔䛾⋢ᰤᩍᤵ䜢ཷ䛡ධ䜜

䛯䚹ྠẶ䛿䠈๓ᕝ䞉すᕝ䛾༠ຊ䛾䜒䛸䠈䝰䞁䝂䝹ㄒ㡩ᚊ䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾タィ䛸ᵓ⠏䜢㐍䜑䛶䛔䜛䚹ᡂᯝ䛾୍㒊䛿䛂ゝㄒ㈨※ά

⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛃䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹 

 3. ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ಀ䜚ཷ䛡⌜䛿 Universal Dependency 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧຍ䛧䠈2016ᖺ 12᭶䛻㜰䛷㛤䛛䜜䛯ᅜ㝿

㆟ COLING-2016 䛾ᣍᚅㅮ₇⪅ Joakim Nivre 䜋䛛 3ྡ䛸᪥ᮏㄒ䛾 Universal Dependency 㐺ᛂ䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䜢⾜䛳䛯䚹

䛭䛾ᡂᯝ䛿ゝㄒฎ⌮Ꮫ➨ 23ᅇᖺḟ䛾䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䠄⫈ㅮ⪅⣙ 200ྡ䠅䛷⤂䛧䛯䜋䛛䠈CoNLL-2017 䛾Shared Task 

(ホ౯ᆺ䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥) 䛻᪥ᮏㄒ䛾ಀ䜚ཷ䛡䝕䞊䝍䜢ᥦ౪䛧䛯䚹 

 4. ྎ‴୰ኸ◊✲㝔ㄒゝᏛ◊✲ᡤ䛾 Shu-Chuan TsengẶ䛸୰ᅜㄒ䛾 filled pause䛻䛴䛔䛶ඹྠ◊✲䜢ᐇ䛧䛯䚹ᡂᯝ䛾୍㒊

䜢᪥ᮏ㡢ኌᏛ䛾➨ 334ᅇ◊✲䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂䝣䜱䝷䞊䛾㡢ኌᏛ䛸ゝㄒᏛ䠖᪥ⱥ୰䜢ᑐ㇟䛻䛃䛻䛚䛔䛶Ⓨ⾲䛧䛯䚹 

 

㸦㸳㸧 ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ♫㈉⊩ 

 1. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅බ㛤䛻䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䜢ᐇ䛧䛯䚹INTERNET WATCH 䛚䜘䜃 CERON 䛻䜘䜛ሗ㐨䛜䛒䜚䠈๓⪅䛾

グ䛿ྠ䝃䜲䝖䛾㐌㛫䜰䜽䝉䝇䝷䞁䜻䞁䜾䠍䛸䛺䛳䛯䚹䛿䛶䛺䝤䝑䜽䝬䞊䜽䛻䜒 947௳䠄3᭶ 16᪥Ⅼ䠅䛾ឤ䛜グධ䛥䜜䠈㐌㛫

䝷䞁䜻䞁䜾䛷⥲ྜ 3䠄䛂ୡ䛾୰䛃䜹䝔䝂䝸䛷䛿 1䠅䛸䛺䛳䛯䚹 

 2. 䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛃䠄2017ᖺ 3᭶ 7,8᪥䠅䛸䠈䛭䛾䝃䝔䝷䜲䝖䛷䛒䜛䛂ㄒᙡ㈨※䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛃(3᭶ 6᪥)䜢㛤ദ䛧䛯䚹

␗䛺䜚ཧຍ⪅ᩘ䛿๓⪅䛜 260 ྡ䠈ᚋ⪅䛜 100 ྡ䛷䛒䛳䛯䚹๓⪅䛷䛿 47 ௳䠄䛖䛱ᣍᚅㅮ₇ 2௳䠅䠈ᚋ⪅䛷䛿 8 ௳䛾Ⓨ⾲䛜䛒䜚䠈

୰ᮇィ⏬䛷┠ᶆ䛸䛧䛶䛔䛯 40௳䜢ୖᅇ䛳䛯䚹 

 3. ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ㄒ⩏⌜䛿䠈ゝㄒฎ⌮Ꮫ➨ 23 ᅇᖺḟ䛻䛚䛔䛶䛂ㄒ⩏䝍䜾䛸䛭䛾⏝䛃䛸㢟䛧䛯䝔䞊䝬䝉䝑䝅䝵䞁

䠄2㒊ไ䠖༗๓ 82ྡ䞉༗ᚋ 42ྡཧຍ䠅䜢⏬䛧䛯䚹Ⓨ⾲䛿 8௳䛷䛒䜚䠈䛭䛾䛖䛱 7௳䛜ㄒ⩏⌜䛛䜙䛾Ⓨ⾲䛷䛒䛳䛯䚹 

 4. 㡢ኌሗฎ⌮䞉⮬↛ゝㄒฎ⌮䞉ㄆ▱⛉Ꮫ㡿ᇦ䛾ᅜ㝿㆟䠄INTERSPEECH, COLING, Oriental COCOSDA➼䠅䛷 10௳䛾ㄽᩥ䠄ᰝ

ㄞ䛒䜚䠅䜢Ⓨ⾲䛧䛯䚹䛖䛱 1௳䛿 Oriental COCOSDA䛾 Best Paper Award 䜢ཷ㈹䛧䛯䚹 

 5. ୖグ䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䞉ᅜ㝿㆟௨እ䛾◊✲Ⓨ⾲䠄ゝㄒฎ⌮Ꮫ䛺䛹䠅 

   ᩥㄽᩥㄅ 3௳䠄๓ᕝ 1௳, ὸཎ䞉ຍ⸨ 1௳, ㏆⸨ 1௳䠅 

   䝤䝑䜽䝏䝱䝥䝍䞊2௳䠄㏆⸨ 2௳䠅 

   䝅䞁䝫䝆䜴䝮(ᣦྡ, invited)Ⓩቭ 7௳: ๓ᕝ 4௳(㡢ኌᏛᅜ䞉᪥ᮏ㡢ኌᏛ◊✲䞉IPSJ 䛨䜣䜒䜣䛣䜣䞉ᡤෆ

᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇 II)䞉ὸཎ 2 ௳(ᡤෆྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䞉ᡤෆ㏻䝁䞊䝟䝇䝅䞁䝫䝆䜴䝮)䞉ᒸ 1 ௳(䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊

ദㄒᙡ㈨※䝅䞁䝫䝆䜴䝮) 

   ᅜෆ㆟Ⓨ⾲ 26௳(ణ䛧䠈ୖ䛻㏙䜉䛯䝅䞁䝫䝆䜴䝮Ⓩቭ䜔ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢㝖䛟) 

 

㸦㸴㸧ⱝᡭ◊✲⪅⫱ᡂ 

 ᡤෆ Ruby ຮᙉ (11ྡཧຍ:52ᅇᐇ) ࣭Python ຮᙉ (5ྡཧຍ:22ᅇᐇ)ࢆᐇࠋࡓࡋ 

 2 ᭶࡛ࡲᐇࡓࡋᡤእྥࠕࡅᲙኳㅮ⩦ࠖ20 ᅇࡢཧຍ⪅ 154 ྡ୰ 73 ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶࡛⏕Ꮫࡀྡ 3 ᭶ィ⏬ࡿ࠸࡚ࡋᡤ

እྥࠕࡅᲙኳㅮ⩦ࠖ4ᅇࡢ⏦㎸⪅ 50ྡ୰  ࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫࡀ12ྡ
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ᨵၿ䜢⾜䛳䛯䚹 

A) I-JAS䠄ከゝㄒẕㄒ䛾᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿䝁䞊䝟䝇䠅(2016ᖺ 5᭶ 9᪥,178ㄒ) 

B) 䛄᪥ᮏㄒṔྐ䝁䞊䝟䝇 ᫂䞉ṇ⦅ I㞧ㄅ䛅䠄䛄ኴ㝧䝁䞊䝟䝇䛅䛸䛄ዪᛶ㞧ㄅ䝁䞊䝟䝇䛅䛻▷༢ሗ䜢䛧䛯䜒䛾䠅䠄10᭶ 

26᪥,1240ㄒ䠅 

C) 䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅䠄12᭶ 15᪥䠈100ㄒ䠅 

D) 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䠄2017ᖺ 2᭶ 15᪥,752ㄒ䠅 

3. ໟᣓⓗ᳨⣴⣔䛾タィ䛻㛵䜟䜛ㅖၥ㢟䛾᳨ウ䜢㐍䜑䠈䛭䛾ᡂᯝ䛾୍㒊䜢䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥 2016䛃䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅

䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹㡢ኌ㓄ಙᶵ⬟䛻䛴䛔䛶䛿䠈HTML5䛾 audioせ⣲䜢⏝䛩䜛᪉ἲ䛸䝇䝖䝸䞊䝭䞁䜾䝃䞊䝞䞊䜢⏝䛩䜛᪉ἲ䛾ᚓኻ

䜢ẚ㍑᳨ウ䛧䛯䚹 

4. I-JAS䠈ㅖ᪉ゝ䝁䞊䝟䝇䠈᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇➼䛻ᑐ䛩䜛㔜せ䛺ᢏ⾡ᨭ㡯┠䛷䛒䜛㡢ኌ䞉䝔䜻䝇䝖㛫⮬ື䜰䝷䜲䞁䝯䞁䝖ᢏ⾡䛻

䛴䛔䛶ᇶ♏◊✲䜢㐍䜑䛯䚹ி㒔ᏛᕤᏛ㒊Ἑཎ㐩ஓᩍᤵ䛸䛾ඹྠ◊✲䛷䛒䜛䚹ᡂᯝ䛾୍㒊䜢ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛃

䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹ᙜึἙཎ◊✲ᐊ䛻ᑐ䛩䜛ጤク◊✲䠄Ꮠᖥ⮬ື䝅䝇䝔䝮䛾䝷䜲䝉䞁䝇ᩱ➼䠅䜢ணᐃ䛧䛶䛔䛯

䛜䠈ி㒔Ꮫ䛷᳨ウ䛾⤖ᯝ䠈ᙜ㠃↓ൾᥦ౪䛧䛶䛔䛯䛰䛡䜛䛣䛸䛻䛺䛳䛯䚹 

5. UniDic 䜈䛾ศ㢮ㄒᙡ⾲␒ྕసᴗ䛻䛴䛔䛶ከ㠃ⓗ䛻᳨ウ䜢㐍䜑䛯䚹ⲈᇛᏛᕤᏛ㒊᪂⣡◊✲ᐊ䛸䛾ඹྠ◊✲䜢ྵ䜐䚹

ᡂᯝ䛿䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥 2016䛃䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅䛚䜘䜃ゝㄒฎ⌮Ꮫ➨ 23ᅇᖺḟ䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹 

6. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅➨ 5ๅ䜢సᡂ䛧䛯䚹ᅇ䛛䜙 USB 䝯䝰䝸䛷䛾ᥦ౪䛸䛧䛯䚹 

7. 䝆䝱䝟䞁䝘䝺䝑䝆䛾䝷䜲䝉䞁䝇䜢 10⤌ᑟධ䛧䛯䚹 

䛻䛄᪥ᮏㄒṔྐ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᵓ⠏సᴗ䛷⏝䛥䜜 

䛶䛔䜛䛜䠈ᡤෆ䛻䛔䜜䜀ㄡ䛷䜒⏝䛷䛝䜛䚹 

 8. 䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛻䛴䛔䛶䛿ୗグ(5)➨ 2㡯ཧ↷䚹 

 9. 2016ᖺ 5᭶௨㝆䠈䛄୰⣡ゝ䛅䛾⏝⏦䛧㎸䜏䜢㟁Ꮚ 

䛧䛯䠄ၟᴗ⏝䜢㝖䛟䠅䚹䛭䛾⤖ᯝ䠈⏝⪅ᩘ䛜 

ⓗ䛻ቑຍ䛧䛯䠄ᅗཧ↷䠅䚹 

10. 䛄ᑡ⣡ゝ䛅᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾ᖺ㛫 80௳䛛䜙 

ᖜ䛻ቑຍ䛧䛶ᖺ㛫 160௳௨ୖ䛻㐩䛧䛯䚹䛯䛰䛧䛣䜜 

䛿୍ⓗቑຍ䛷䛒䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹 

11. 䛄୰⣡ゝ䛅䛻䜘䜛 BCCWJ䛾᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾 28௳䛛䜙 33௳䛻ቑຍ䛧䛯䚹 

12. 䛄୰⣡ゝ䛅䛻䜘䜛 CHJ䛾᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾 3.5௳䛛䜙 9௳䜈䛸ᛴఙ䛧䛯䚹 

13. 䛄Კኳ䛅䠄2017 ᖺ 3 ᭶୍⯡බ㛤䠅䛻䜘䜛 NWJC 䛾᳨⣴௳ᩘ䛿୍⯡බ㛤∧ 5 ௳䠈ከᶵ⬟∧䛿 15000 ௳䛷䛒䛳䛯(3 ᭶ 28 ᪥

Ⅼ)䚹 

14. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䠄DVD∧䞉USB∧䠅䛾᪂つዎ⣙䛿 53௳䠈䛖䛱ၟᴗ⏝ 3௳䚹 

15. 䛄⌧௦᪥ᮏㄒ᭩䛝ゝⴥᆒ⾮䝁䞊䝟䝇䛅䠄DVD∧䠅䛾᪂つዎ⣙䛿 48௳䠈䛖䛱ၟᴗ⏝ 11௳䚹 

16. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䛾ศᩓ⾲⌧䝕䞊䝍䜢 47 ௳䛾⤌⧊䛸ಶே䛻↓ൾ㓄ᕸ (Creative Commons BY 4.0 䝷䜲䝉䞁

䝇)䚹 

17. ୖグ 14-15䛻䜘䜛ᖺᗘ䛾ධ䛿⣙ 1000䚹 

 

㸦㸲㸧ᅜ㝿 

 1.㡑ᅜᅜ❧ᅜㄒ㝔䛛䜙㡑ᅜㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䛾䛯䜑䛾ሗ㞟䜢┠ⓗ䛸䛧䛯どᐹ䛾⏦䛧㎸䜏䛜䛒䛳䛯䚹12 ᭶ 15 ᪥䛻

ʲݶʳཤ༽ਅ੧਼݇ਬҢ 
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Language Information and Resources Division 䛾 Kim Seoncheol 䝉䞁䝍䞊㛗䜋䛛 4ྡ䛜᮶ゼ䛧䠈⇕ᚰ䛻ሗ䜢㞟䛧䛶

䛔䛳䛯䚹䛣䜜䜢ᶵ䛻ᚋ䛸䜒ሗ䜢⾜䛖䛣䛸䛷ྜព䛧䛯䚹 

 2. ༤ሗ㈈ᅋ䛾䛂ᅜ㝿᪥ᮏㄒ◊✲䝣䜵䝻䞊䝅䝑䝥䛃䛾㛗ᮇᣍ⪸◊✲⪅䛸䛧䛶୰ᅜෆⵚྂᏛⵚྂㄒᏛ㝔䛾⋢ᰤᩍᤵ䜢ཷ䛡ධ䜜

䛯䚹ྠẶ䛿䠈๓ᕝ䞉すᕝ䛾༠ຊ䛾䜒䛸䠈䝰䞁䝂䝹ㄒ㡩ᚊ䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾タィ䛸ᵓ⠏䜢㐍䜑䛶䛔䜛䚹ᡂᯝ䛾୍㒊䛿䛂ゝㄒ㈨※ά

⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛃䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹 

 3. ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ಀ䜚ཷ䛡⌜䛿 Universal Dependency 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧຍ䛧䠈2016ᖺ 12᭶䛻㜰䛷㛤䛛䜜䛯ᅜ㝿

㆟ COLING-2016 䛾ᣍᚅㅮ₇⪅ Joakim Nivre 䜋䛛 3ྡ䛸᪥ᮏㄒ䛾 Universal Dependency 㐺ᛂ䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䜢⾜䛳䛯䚹

䛭䛾ᡂᯝ䛿ゝㄒฎ⌮Ꮫ➨ 23ᅇᖺḟ䛾䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䠄⫈ㅮ⪅⣙ 200ྡ䠅䛷⤂䛧䛯䜋䛛䠈CoNLL-2017 䛾Shared Task 

(ホ౯ᆺ䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥) 䛻᪥ᮏㄒ䛾ಀ䜚ཷ䛡䝕䞊䝍䜢ᥦ౪䛧䛯䚹 

 4. ྎ‴୰ኸ◊✲㝔ㄒゝᏛ◊✲ᡤ䛾 Shu-Chuan TsengẶ䛸୰ᅜㄒ䛾 filled pause䛻䛴䛔䛶ඹྠ◊✲䜢ᐇ䛧䛯䚹ᡂᯝ䛾୍㒊

䜢᪥ᮏ㡢ኌᏛ䛾➨ 334ᅇ◊✲䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂䝣䜱䝷䞊䛾㡢ኌᏛ䛸ゝㄒᏛ䠖᪥ⱥ୰䜢ᑐ㇟䛻䛃䛻䛚䛔䛶Ⓨ⾲䛧䛯䚹 

 

㸦㸳㸧 ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ♫㈉⊩ 

 1. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅බ㛤䛻䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䜢ᐇ䛧䛯䚹INTERNET WATCH 䛚䜘䜃 CERON 䛻䜘䜛ሗ㐨䛜䛒䜚䠈๓⪅䛾

グ䛿ྠ䝃䜲䝖䛾㐌㛫䜰䜽䝉䝇䝷䞁䜻䞁䜾䠍䛸䛺䛳䛯䚹䛿䛶䛺䝤䝑䜽䝬䞊䜽䛻䜒 947௳䠄3᭶ 16᪥Ⅼ䠅䛾ឤ䛜グධ䛥䜜䠈㐌㛫

䝷䞁䜻䞁䜾䛷⥲ྜ 3䠄䛂ୡ䛾୰䛃䜹䝔䝂䝸䛷䛿 1䠅䛸䛺䛳䛯䚹 

 2. 䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛃䠄2017ᖺ 3᭶ 7,8᪥䠅䛸䠈䛭䛾䝃䝔䝷䜲䝖䛷䛒䜛䛂ㄒᙡ㈨※䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛃(3᭶ 6᪥)䜢㛤ദ䛧䛯䚹

␗䛺䜚ཧຍ⪅ᩘ䛿๓⪅䛜 260 ྡ䠈ᚋ⪅䛜 100 ྡ䛷䛒䛳䛯䚹๓⪅䛷䛿 47௳䠄䛖䛱ᣍᚅㅮ₇ 2௳䠅䠈ᚋ⪅䛷䛿 8௳䛾Ⓨ⾲䛜䛒䜚䠈

୰ᮇィ⏬䛷┠ᶆ䛸䛧䛶䛔䛯 40௳䜢ୖᅇ䛳䛯䚹 

 3. ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ㄒ⩏⌜䛿䠈ゝㄒฎ⌮Ꮫ➨ 23 ᅇᖺḟ䛻䛚䛔䛶䛂ㄒ⩏䝍䜾䛸䛭䛾⏝䛃䛸㢟䛧䛯䝔䞊䝬䝉䝑䝅䝵䞁

䠄2㒊ไ䠖༗๓ 82ྡ䞉༗ᚋ 42ྡཧຍ䠅䜢⏬䛧䛯䚹Ⓨ⾲䛿 8௳䛷䛒䜚䠈䛭䛾䛖䛱 7௳䛜ㄒ⩏⌜䛛䜙䛾Ⓨ⾲䛷䛒䛳䛯䚹 

 4. 㡢ኌሗฎ⌮䞉⮬↛ゝㄒฎ⌮䞉ㄆ▱⛉Ꮫ㡿ᇦ䛾ᅜ㝿㆟䠄INTERSPEECH, COLING, Oriental COCOSDA➼䠅䛷 10௳䛾ㄽᩥ䠄ᰝ

ㄞ䛒䜚䠅䜢Ⓨ⾲䛧䛯䚹䛖䛱 1௳䛿 Oriental COCOSDA䛾 Best Paper Award 䜢ཷ㈹䛧䛯䚹 

 5. ୖグ䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䞉ᅜ㝿㆟௨እ䛾◊✲Ⓨ⾲䠄ゝㄒฎ⌮Ꮫ䛺䛹䠅 

   ᩥㄽᩥㄅ 3௳䠄๓ᕝ 1௳, ὸཎ䞉ຍ⸨ 1௳, ㏆⸨ 1௳䠅 

   䝤䝑䜽䝏䝱䝥䝍䞊2௳䠄㏆⸨ 2௳䠅 

   䝅䞁䝫䝆䜴䝮(ᣦྡ, invited)Ⓩቭ 7௳: ๓ᕝ 4௳(㡢ኌᏛᅜ䞉᪥ᮏ㡢ኌᏛ◊✲䞉IPSJ 䛨䜣䜒䜣䛣䜣䞉ᡤෆ

᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇 II)䞉ὸཎ 2 ௳(ᡤෆྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䞉ᡤෆ㏻䝁䞊䝟䝇䝅䞁䝫䝆䜴䝮)䞉ᒸ 1 ௳(䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊

ദㄒᙡ㈨※䝅䞁䝫䝆䜴䝮) 

   ᅜෆ㆟Ⓨ⾲ 26௳(ణ䛧䠈ୖ䛻㏙䜉䛯䝅䞁䝫䝆䜴䝮Ⓩቭ䜔ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢㝖䛟) 

 

㸦㸴㸧ⱝᡭ◊✲⪅⫱ᡂ 

 ᡤෆ Ruby ຮᙉ (11ྡཧຍ:52ᅇᐇ) ࣭Python ຮᙉ (5ྡཧຍ:22ᅇᐇ)ࢆᐇࠋࡓࡋ 

 2 ᭶࡛ࡲᐇࡓࡋᡤእྥࠕࡅᲙኳㅮ⩦ࠖ20 ᅇࡢཧຍ⪅ 154 ྡ୰ 73 ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶࡛⏕Ꮫࡀྡ 3 ᭶ィ⏬ࡿ࠸࡚ࡋᡤ

እྥࠕࡅᲙኳㅮ⩦ࠖ4ᅇࡢ⏦㎸⪅ 50ྡ୰  ࠋࡿ࠶࡛⏕Ꮫࡀ12ྡ

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 
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ᨵၿ䜢⾜䛳䛯䚹 

A) I-JAS䠄ከゝㄒẕㄒ䛾᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿䝁䞊䝟䝇䠅(2016ᖺ 5᭶ 9᪥,178ㄒ) 

B) 䛄᪥ᮏㄒṔྐ䝁䞊䝟䝇 ᫂䞉ṇ⦅ I㞧ㄅ䛅䠄䛄ኴ㝧䝁䞊䝟䝇䛅䛸䛄ዪᛶ㞧ㄅ䝁䞊䝟䝇䛅䛻▷༢ሗ䜢䛧䛯䜒䛾䠅䠄10᭶ 

26᪥,1240ㄒ䠅 

C) 䛄ྡヰ䝁䞊䝟䝇䛅䠄12᭶ 15᪥䠈100ㄒ䠅 

D) 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䠄2017ᖺ 2᭶ 15᪥,752ㄒ䠅 

3. ໟᣓⓗ᳨⣴⣔䛾タィ䛻㛵䜟䜛ㅖၥ㢟䛾᳨ウ䜢㐍䜑䠈䛭䛾ᡂᯝ䛾୍㒊䜢䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥 2016䛃䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅

䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹㡢ኌ㓄ಙᶵ⬟䛻䛴䛔䛶䛿䠈HTML5䛾 audioせ⣲䜢⏝䛩䜛᪉ἲ䛸䝇䝖䝸䞊䝭䞁䜾䝃䞊䝞䞊䜢⏝䛩䜛᪉ἲ䛾ᚓኻ

䜢ẚ㍑᳨ウ䛧䛯䚹 

4. I-JAS䠈ㅖ᪉ゝ䝁䞊䝟䝇䠈᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇➼䛻ᑐ䛩䜛㔜せ䛺ᢏ⾡ᨭ㡯┠䛷䛒䜛㡢ኌ䞉䝔䜻䝇䝖㛫⮬ື䜰䝷䜲䞁䝯䞁䝖ᢏ⾡䛻

䛴䛔䛶ᇶ♏◊✲䜢㐍䜑䛯䚹ி㒔ᏛᕤᏛ㒊Ἑཎ㐩ஓᩍᤵ䛸䛾ඹྠ◊✲䛷䛒䜛䚹ᡂᯝ䛾୍㒊䜢ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛃

䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹ᙜึἙཎ◊✲ᐊ䛻ᑐ䛩䜛ጤク◊✲䠄Ꮠᖥ⮬ື䝅䝇䝔䝮䛾䝷䜲䝉䞁䝇ᩱ➼䠅䜢ணᐃ䛧䛶䛔䛯

䛜䠈ி㒔Ꮫ䛷᳨ウ䛾⤖ᯝ䠈ᙜ㠃↓ൾᥦ౪䛧䛶䛔䛯䛰䛡䜛䛣䛸䛻䛺䛳䛯䚹 

5. UniDic 䜈䛾ศ㢮ㄒᙡ⾲␒ྕసᴗ䛻䛴䛔䛶ከ㠃ⓗ䛻᳨ウ䜢㐍䜑䛯䚹ⲈᇛᏛᕤᏛ㒊᪂⣡◊✲ᐊ䛸䛾ඹྠ◊✲䜢ྵ䜐䚹

ᡂᯝ䛿䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥 2016䛃䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅䛚䜘䜃ゝㄒฎ⌮Ꮫ➨ 23ᅇᖺḟ䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹 

6. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅➨ 5ๅ䜢సᡂ䛧䛯䚹ᅇ䛛䜙 USB 䝯䝰䝸䛷䛾ᥦ౪䛸䛧䛯䚹 

7. 䝆䝱䝟䞁䝘䝺䝑䝆䛾䝷䜲䝉䞁䝇䜢 10⤌ᑟධ䛧䛯䚹 

䛻䛄᪥ᮏㄒṔྐ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᵓ⠏సᴗ䛷⏝䛥䜜 

䛶䛔䜛䛜䠈ᡤෆ䛻䛔䜜䜀ㄡ䛷䜒⏝䛷䛝䜛䚹 

 8. 䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛻䛴䛔䛶䛿ୗグ(5)➨ 2㡯ཧ↷䚹 

 9. 2016ᖺ 5᭶௨㝆䠈䛄୰⣡ゝ䛅䛾⏝⏦䛧㎸䜏䜢㟁Ꮚ 

䛧䛯䠄ၟᴗ⏝䜢㝖䛟䠅䚹䛭䛾⤖ᯝ䠈⏝⪅ᩘ䛜 

ⓗ䛻ቑຍ䛧䛯䠄ᅗཧ↷䠅䚹 

10. 䛄ᑡ⣡ゝ䛅᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾ᖺ㛫 80௳䛛䜙 

ᖜ䛻ቑຍ䛧䛶ᖺ㛫 160௳௨ୖ䛻㐩䛧䛯䚹䛯䛰䛧䛣䜜 

䛿୍ⓗቑຍ䛷䛒䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹 

11. 䛄୰⣡ゝ䛅䛻䜘䜛 BCCWJ䛾᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾 28௳䛛䜙 33௳䛻ቑຍ䛧䛯䚹 

12. 䛄୰⣡ゝ䛅䛻䜘䜛 CHJ䛾᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾 3.5௳䛛䜙 9௳䜈䛸ᛴఙ䛧䛯䚹 

13. 䛄Კኳ䛅䠄2017 ᖺ 3 ᭶୍⯡බ㛤䠅䛻䜘䜛 NWJC 䛾᳨⣴௳ᩘ䛿୍⯡බ㛤∧ 5 ௳䠈ከᶵ⬟∧䛿 15000 ௳䛷䛒䛳䛯(3 ᭶ 28 ᪥

Ⅼ)䚹 

14. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䠄DVD∧䞉USB∧䠅䛾᪂つዎ⣙䛿 53௳䠈䛖䛱ၟᴗ⏝ 3௳䚹 

15. 䛄⌧௦᪥ᮏㄒ᭩䛝ゝⴥᆒ⾮䝁䞊䝟䝇䛅䠄DVD∧䠅䛾᪂つዎ⣙䛿 48௳䠈䛖䛱ၟᴗ⏝ 11௳䚹 

16. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䛾ศᩓ⾲⌧䝕䞊䝍䜢 47 ௳䛾⤌⧊䛸ಶே䛻↓ൾ㓄ᕸ (Creative Commons BY 4.0 䝷䜲䝉䞁

䝇)䚹 

17. ୖグ 14-15䛻䜘䜛ᖺᗘ䛾ධ䛿⣙ 1000䚹 

 

㸦㸲㸧ᅜ㝿 

 1.㡑ᅜᅜ❧ᅜㄒ㝔䛛䜙㡑ᅜㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䛾䛯䜑䛾ሗ㞟䜢┠ⓗ䛸䛧䛯どᐹ䛾⏦䛧㎸䜏䛜䛒䛳䛯䚹12 ᭶ 15 ᪥䛻

ʲݶʳཤ༽ਅ੧਼݇ਬҢ 
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◊✲ሗⓎಙ࣮ࢱࣥࢭ 

 ࢩࢹࣝࣃ࣭ࢺࣥࣕࢩࣛࣉ㛗㸸࣮ࢱࣥࢭ

 

Ϩ㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢィ⏬ 

 

ϩ㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢᐇ⦼ 

◊✲ሗⓎಙࡣ࡛࣮ࢱࣥࢭ㸪᪥ᮏㄒ◊✲ࡢᅜ㝿ᣐⅬ࡛ࡿ࠶ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ୍ࡢ㒊࡚ࡋ㸪ሗⓎಙ㛵ࡿࢃ◊✲㛤Ⓨࡸ㸪

◊✲㈨ᩱࡢ㞟࣭⟶⌮ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ➨㸱ᮇึᖺᗘࡿ࡞ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡣ㸪ྛ✀ゝㄒ㈨※ཬࡧ◊✲ሗࡢⓎಙࢆຠ⋡ࡍ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏬ィࢆ⤌ྲྀࡢ㸪௨ୗࡋࡇ࠺⾜ඖⓗ୍ࢆⓎಙࡢ㸪◊✲ሗ࣭㈨ᩱ࣭ᡂᯝࡵࡓࡿ

㸦㸯㸧◊✲ሗⓎಙࡢ࣮ࢱࣥࢭ⤌⧊ᨵ⦅㸪యไᩚഛ 

㸦㸰㸧ᩚࡢࢺࢧࣈ࢙࢘ഛ 

㸦㸱㸧◊✲㈨ᩱᐊ࡚㸪㐣ཤࡢ◊✲࡛✚ࡸࢱ࣮ࢹ✀ྛࡓࡁ࡚ࢀࡉ㈨ᩱࡢಖ⟶ 

㸦㸲㸧᪥ᮏㄒᏛ࣭ゝㄒᏛ࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱㛵ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡿࢃබ㛤 

㸦㸳㸧ᶵ㛵ࣜᩚࡢࣜࢺࢪ࣏ഛ 

㸦㸴㸧ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤㄽ㞟ࡢห⾜ 

㸦㸵㸧ࡤࡇ㛵ࡿࡍ㉁ၥࡸ┦ㄯࡢᑐᛂ 

㸦㸶㸧ሗᩚࡢ࣒ࢸࢫࢩഛ 

㸦㸯㸧యไᩚഛ 

ᖹᡂ 28 ᖺ㸲᭶ࡾࡼᚑ᮶ࠕࡢ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࠖࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵࡵ㸪ึ௦࣮ࢱࣥࢭ㛗㸪ࣛࣉ

◊ࠕ㸪ࡿࡍỴᐃࢆ㡯ࡿࡍ㛵㐠Ⴀࡢ࣮ࢱࣥࢭ㸪ࡢᨵṇࡢㅖつᐃ࠺క⦆ᨵࠋࡓࡋ௵ᑵࡀᩍᤵࢩࢹࣝࣃ࣭ࢺࣥࣕࢩ

✲ሗⓎಙ࣮ࢱࣥࢭ㐠Ⴀጤဨࠖྠࢆ᭶タ⨨ࡋ㸪᭶㸯ᅇࡢ㢖ᗘ࡛㛤ദࠋࡓࡋ㸦28 ᖺᗘࡣ㸶ᅇ㛤ദ㸧 

 

㸦㸰㸧ᩚࡢࢺࢧࣈ࢙࢘ഛ 

  ࣭ ᅜㄒ◊⯡୍ࢆࢺࢧࣈ࢙࢘ࡢぢ࠺ࡼ࠸ࡍࡸᨵၿࢆᅗࡵࡓࡿ㸪ࢫࢭࢡࡢࢺࢧㄪᰝ࣭ศᯒ࠸⾜ࢆ㸪㢖ᗘࡢ㧗ࢥࠕ࠸

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭ࢫࣃ࣮ 㸪ࠖࠕห⾜≀ሗࠖࢪ࣮࣮࣌ࣜࢦࢸ࢝ࡢ㸪ཬࢺࢧࡀ࣮ࢨ࣮ࣘࡧᵓᡂࢆ⌮ゎ࠺ࡼ࠸ࡍࡸࡋ㸪ࣅࢼ

ᖹᡂࠋࡓࡋసᡂࢆࣉࢱࢺࣟࣉᨵⰋࡢࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺࡿᅗࢆୖྥࡢ⬟ᶵࣥࣙࢩ࣮ࢤ 29 ᖺᗘୖ༙ᮇࢺࢧࣈ࢙࡛࢘ࡲ

 ࠋࡿᅗࢆ㸪ά⏝ಁ㐍ࡋᫎ

 ࠋࡓࡋⱥᩥࢆሗࡢ࡛ࡲ㸱ᒙ➨ࡢࡽࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺ㸪ࡵ㐍ࢆⱥᩥࡢࢺࢧࣈ࢙࢘ ࣭ 

 

㸦㸱㸧◊✲㈨ᩱᐊࡢ⎔ቃᩚഛ 

㸦ᖹᡂࠋࡓࡋබ㛤⯡୍ࢆ㸪ⶶ㈨ᩱ⩌ᴫせࡋ㛤タࢆࢺࢧᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ◊✲㈨ᩱᐊⶶ㈨ᩱࠖࠕ ࣭  29ᖺ㸱᭶ 24᪥㸧 

 ࠋࡓࡵດቃᩚഛ⎔ࡢ⏝ಁ㐍ࡢ㸪㈨ᩱᐊࡋసᡂ࣭බ㛤ࢆࠖࡁᡭᘬࡢ⏝㈨ᩱࡢ㈨ᩱᐊ✲◊ࠕ ࣭

࣭ ᅜㄒ◊ࡢ㐣ཤࡢ◊✲࡛㞟ࠕࡓࡋⶶ㡢※㈨ᩱࠖࡢᡤෆ㓄ಙࢫࣅ࣮ࢧࡢ࣒ࢸࢫࢩ㛤ጞࡢ࣒ࢸࢫࢩࡓࡅྥㄪᩚࢆᐇ

ࡋ㸪ࠕⶶ㡢※࡚ࡋࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪488Ⅼࡢ㡢※㈨ᩱࢆᡤෆබ㛤ࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶ 24᪥㸧ࠋᡤእබ㛤ࡓ࠶

 ࠋࡿ࡞ᚲせࡀࡇࡿࡍウ᳨ࢆ⌮ฎࡢ➼㸪ⴭసᶒࡣ࡚ࡗ

࣭ ㈨ᩱᐊࠕࡢ୰ኸ㈨ᩱᗜⶶ㈨ᩱࠖࢆ㈨ᩱ⩌㹇㹂㡰㓄ᯫ᭰࠸⾜ࢆ࠼㸪⏝࠸ࡍࡸࡋ⎔ቃࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

࣭ ㈨ᩱᐊࡀಖ᭷ࢹ࣓✀ྛࡿࡍ┠㘓㸦ࣉ࣮ࢸࢱ࣮࣋㸪㹁㹂㸪ࣉ࣮ࢸࢺࢵࢭ࢝㸪㹂㸿㹒㸪㹂㹔㹂㸪ࢫࢹ࣮ࣆࢵࣟࣇ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚࡢ㸧㸪㞧ㄅ┠㘓࣒ࣝࣇ㸪㸶ੈࢡࢵࢳ࣐㸪࣮࣮ࣘࣝࣜࣥࣉ࣮࢜㸪㹋㹍࣭㹋㹂㸪ࢡ
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

 

ࣀ㞟࣭ࢫࣃ࣮ࢥ✀㸪ྛࡋᣑࢆඹྠ◊✲యไࡢ㸪ᅜㄒ◊✲ᡤෆእࡣ࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ 

ࢆ⏝ඹྠࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡌ㏻ࢆ࡞㛤ദࣉࢵࣙࢩࢡබ㛤㸪࣮࣡ࡢ⣴⣔᳨ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࣥࣙࢩ࣮ࢸ

᥎㐍ࡀࡇࡿࡍィ⏬ࡢࡑࠋࡓࢀࡉィ⏬ἢ࡚ࡗ㸪᪥ᮏㄒ࣭ࢫࣃ࣮ࢥࣈ࢙࢘᪥ᮏㄒṔྐ࣭ࢫࣃ࣮ࢥ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥᩚࡢࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡿࡍࡵࡌࡣࢆࢫࣃ࣮ࢥഛබ㛤ࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ⏝⏦ࡋ㎸ࡳ㟁Ꮚ

⌧ᐇࢆ࡞⤖⥾⏝ዎ⣙ࢫࣃ࣮ࢥࡴྵࢆ⏝ቑ㸪ၟᴗࡢ⪅⏝⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡗࡼ⟇ࡢ࡞

ㄒᙡ࣭ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡⏝ゝㄒ㈨※άࡣ3᭶ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㐍ᒎ㡰ㄪࡣ㛤Ⓨ࣭බ㛤ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡾ࠾࡚ࡋ

㈨※ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡋከᩘࡢཧຍ⪅ࢆ㞟ࡽࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡵຍ࡚࠼㸪ྲཱྀ ㈹ࡴྵࢆᅜ㝿㆟Ⓨ⾲㸪

ㄽᩥⓎ⾲࡞◊✲ᡂᯝࡶከᩘᚓࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽᅜ㝿㆟ホ౯ᆺ࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡᶆ‽ࢆࢱ࣮ࢹᥦ౪ࡍ

ࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࡋࡓᯝࢆᑟⓗᙺᥦ౪ࢱ࣮ࢹ♏ᇶࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡓࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥ㸪࡞ࡿ

ᵓ⠏࡚࠸ࡘ㡑ᅜᅜ❧ᅜㄒ㝔ࡢሗྍࡢ⬟ᛶࡀ㛤ࡓࢀⅬࡶホ౯࡛ࠋࡿࡁゝㄒ㈨※ࡣᶵᲔᏛ

ゝㄒฎ⌮ศ↛⮬࡚࠼ຍ✲◊㸪᪥ᮏㄒᏛࡾ࠾࡚ࡵ༨ࢆ⨨࡞㔜せࡶゝㄒฎ⌮ศ㔝࡛↛⮬ࡓ࠸⏝ࢆ⩦

㔝୍࡛ࡶᒙࡢ㈉⊩ࢆᮇᚅࡓࡲࠋࡿࡍ㸬ࡢᩘ௳ࢫࢭࢡࡢࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉከࡸࡉ㸪ࠗ ୰⣡ゝ࠘⏝⏦

ㄳ⪅⃭ࡢቑࡣ㸪ᅜㄒ◊ࢫࣃ࣮ࢥࡢᵓ⠏ࡢᮇᚅ࡚ࡋࢀ⾲ࡢホ౯࡛ࠋࠗࡿࡁ Კኳ࣮࣮࠘ࣘࢨㅮ⩦ࢆ

20ᩘᅇ㛤ദࡿࡍ➼㸪⏝ᬑཬࡢດຊࡶᆅ㐨ࡳ✚㔜ࡀࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡡ㸪ࡢ࡛ࣈ࢙࢘ㅮ⩦බ㛤ࣃ࣮ࢥࡸ

 ࠋࡿࡍᮇᚅࢆࡇࡍᣦ┠ࢆᬑཬ࡞ᗈ⠊ࡾࡼ㸪࡚ࡗࡼ➼ᑐᛂ࡞ᖖ㥔ⓗࡢ㉁ၥࡿࡍ㛵⏝ࢫ
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◊✲ሗⓎಙ࣮ࢱࣥࢭ 

 ࢩࢹࣝࣃ࣭ࢺࣥࣕࢩࣛࣉ㛗㸸࣮ࢱࣥࢭ

 

Ϩ㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢィ⏬ 

 

ϩ㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢᐇ⦼ 

◊✲ሗⓎಙࡣ࡛࣮ࢱࣥࢭ㸪᪥ᮏㄒ◊✲ࡢᅜ㝿ᣐⅬ࡛ࡿ࠶ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ୍ࡢ㒊࡚ࡋ㸪ሗⓎಙ㛵ࡿࢃ◊✲㛤Ⓨࡸ㸪

◊✲㈨ᩱࡢ㞟࣭⟶⌮ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ➨㸱ᮇึᖺᗘࡿ࡞ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡣ㸪ྛ✀ゝㄒ㈨※ཬࡧ◊✲ሗࡢⓎಙࢆຠ⋡ࡍ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏬ィࢆ⤌ྲྀࡢ㸪௨ୗࡋࡇ࠺⾜ඖⓗ୍ࢆⓎಙࡢ㸪◊✲ሗ࣭㈨ᩱ࣭ᡂᯝࡵࡓࡿ

㸦㸯㸧◊✲ሗⓎಙࡢ࣮ࢱࣥࢭ⤌⧊ᨵ⦅㸪యไᩚഛ 

㸦㸰㸧ᩚࡢࢺࢧࣈ࢙࢘ഛ 

㸦㸱㸧◊✲㈨ᩱᐊ࡚㸪㐣ཤࡢ◊✲࡛✚ࡸࢱ࣮ࢹ✀ྛࡓࡁ࡚ࢀࡉ㈨ᩱࡢಖ⟶ 

㸦㸲㸧᪥ᮏㄒᏛ࣭ゝㄒᏛ࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱㛵ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡿࢃබ㛤 

㸦㸳㸧ᶵ㛵ࣜᩚࡢࣜࢺࢪ࣏ഛ 

㸦㸴㸧ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤㄽ㞟ࡢห⾜ 

㸦㸵㸧ࡤࡇ㛵ࡿࡍ㉁ၥࡸ┦ㄯࡢᑐᛂ 

㸦㸶㸧ሗᩚࡢ࣒ࢸࢫࢩഛ 

㸦㸯㸧యไᩚഛ 

ᖹᡂ 28 ᖺ㸲᭶ࡾࡼᚑ᮶ࠕࡢ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࠖࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵࡵ㸪ึ௦࣮ࢱࣥࢭ㛗㸪ࣛࣉ

◊ࠕ㸪ࡿࡍỴᐃࢆ㡯ࡿࡍ㛵㐠Ⴀࡢ࣮ࢱࣥࢭ㸪ࡢᨵṇࡢㅖつᐃ࠺క⦆ᨵࠋࡓࡋ௵ᑵࡀᩍᤵࢩࢹࣝࣃ࣭ࢺࣥࣕࢩ

✲ሗⓎಙ࣮ࢱࣥࢭ㐠Ⴀጤဨࠖྠࢆ᭶タ⨨ࡋ㸪᭶㸯ᅇࡢ㢖ᗘ࡛㛤ദࠋࡓࡋ㸦28ᖺᗘࡣ㸶ᅇ㛤ദ㸧 

 

㸦㸰㸧ᩚࡢࢺࢧࣈ࢙࢘ഛ 

  ࣭ ᅜㄒ◊⯡୍ࢆࢺࢧࣈ࢙࢘ࡢぢ࠺ࡼ࠸ࡍࡸᨵၿࢆᅗࡵࡓࡿ㸪ࢫࢭࢡࡢࢺࢧㄪᰝ࣭ศᯒ࠸⾜ࢆ㸪㢖ᗘࡢ㧗ࢥࠕ࠸

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭ࢫࣃ࣮ 㸪ࠖࠕห⾜≀ሗࠖࢪ࣮࣮࣌ࣜࢦࢸ࢝ࡢ㸪ཬࢺࢧࡀ࣮ࢨ࣮ࣘࡧᵓᡂࢆ⌮ゎ࠺ࡼ࠸ࡍࡸࡋ㸪ࣅࢼ

ᖹᡂࠋࡓࡋసᡂࢆࣉࢱࢺࣟࣉᨵⰋࡢࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺࡿᅗࢆୖྥࡢ⬟ᶵࣥࣙࢩ࣮ࢤ 29 ᖺᗘୖ༙ᮇࢺࢧࣈ࢙࡛࢘ࡲ

 ࠋࡿᅗࢆ㸪ά⏝ಁ㐍ࡋᫎ

 ࠋࡓࡋⱥᩥࢆሗࡢ࡛ࡲ㸱ᒙ➨ࡢࡽࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺ㸪ࡵ㐍ࢆⱥᩥࡢࢺࢧࣈ࢙࢘ ࣭ 

 

㸦㸱㸧◊✲㈨ᩱᐊࡢ⎔ቃᩚഛ 

㸦ᖹᡂࠋࡓࡋබ㛤⯡୍ࢆ㸪ⶶ㈨ᩱ⩌ᴫせࡋ㛤タࢆࢺࢧᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ◊✲㈨ᩱᐊⶶ㈨ᩱࠖࠕ ࣭  29ᖺ㸱᭶ 24᪥㸧 

 ࠋࡓࡵດቃᩚഛ⎔ࡢ⏝ಁ㐍ࡢ㸪㈨ᩱᐊࡋసᡂ࣭බ㛤ࢆࠖࡁᡭᘬࡢ⏝㈨ᩱࡢ㈨ᩱᐊ✲◊ࠕ ࣭

࣭ ᅜㄒ◊ࡢ㐣ཤࡢ◊✲࡛㞟ࠕࡓࡋⶶ㡢※㈨ᩱࠖࡢᡤෆ㓄ಙࢫࣅ࣮ࢧࡢ࣒ࢸࢫࢩ㛤ጞࡢ࣒ࢸࢫࢩࡓࡅྥㄪᩚࢆᐇ

ࡋ㸪ࠕⶶ㡢※࡚ࡋࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪488Ⅼࡢ㡢※㈨ᩱࢆᡤෆබ㛤ࡓࡋ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶ 24᪥㸧ࠋᡤእබ㛤ࡓ࠶

 ࠋࡿ࡞ᚲせࡀࡇࡿࡍウ᳨ࢆ⌮ฎࡢ➼㸪ⴭసᶒࡣ࡚ࡗ

࣭ ㈨ᩱᐊࠕࡢ୰ኸ㈨ᩱᗜⶶ㈨ᩱࠖࢆ㈨ᩱ⩌㹇㹂㡰㓄ᯫ᭰࠸⾜ࢆ࠼㸪⏝࠸ࡍࡸࡋ⎔ቃࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

࣭ ㈨ᩱᐊࡀಖ᭷ࢹ࣓✀ྛࡿࡍ┠㘓㸦ࣉ࣮ࢸࢱ࣮࣋㸪㹁㹂㸪ࣉ࣮ࢸࢺࢵࢭ࢝㸪㹂㸿㹒㸪㹂㹔㹂㸪ࢫࢹ࣮ࣆࢵࣟࣇ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚࡢ㸧㸪㞧ㄅ┠㘓࣒ࣝࣇ㸪㸶ੈࢡࢵࢳ࣐㸪࣮࣮ࣘࣝࣜࣥࣉ࣮࢜㸪㹋㹍࣭㹋㹂㸪ࢡ
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

 

ࣀ㞟࣭ࢫࣃ࣮ࢥ✀㸪ྛࡋᣑࢆඹྠ◊✲యไࡢ㸪ᅜㄒ◊✲ᡤෆእࡣ࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ 

ࢆ⏝ඹྠࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡌ㏻ࢆ࡞㛤ദࣉࢵࣙࢩࢡබ㛤㸪࣮࣡ࡢ⣴⣔᳨ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࣥࣙࢩ࣮ࢸ

᥎㐍ࡀࡇࡿࡍィ⏬ࡢࡑࠋࡓࢀࡉィ⏬ἢ࡚ࡗ㸪᪥ᮏㄒ࣭ࢫࣃ࣮ࢥࣈ࢙࢘᪥ᮏㄒṔྐ࣭ࢫࣃ࣮ࢥ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥᩚࡢࢫࣃ࣮ࢥ✀ྛࡿࡍࡵࡌࡣࢆࢫࣃ࣮ࢥഛබ㛤ࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ⏝⏦ࡋ㎸ࡳ㟁Ꮚ

⌧ᐇࢆ࡞⤖⥾⏝ዎ⣙ࢫࣃ࣮ࢥࡴྵࢆ⏝ቑ㸪ၟᴗࡢ⪅⏝⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥ࡚ࡗࡼ⟇ࡢ࡞

ㄒᙡ࣭ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡⏝ゝㄒ㈨※άࡣ3᭶ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㐍ᒎ㡰ㄪࡣ㛤Ⓨ࣭බ㛤ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡾ࠾࡚ࡋ

㈨※ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡋከᩘࡢཧຍ⪅ࢆ㞟ࡽࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡵຍ࡚࠼㸪ྲཱྀ ㈹ࡴྵࢆᅜ㝿㆟Ⓨ⾲㸪

ㄽᩥⓎ⾲࡞◊✲ᡂᯝࡶከᩘᚓࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽᅜ㝿㆟ホ౯ᆺ࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡᶆ‽ࢆࢱ࣮ࢹᥦ౪ࡍ

ࢫࣃ࣮ࢥࠋࡿ࠸࡚ࡋࡓᯝࢆᑟⓗᙺᥦ౪ࢱ࣮ࢹ♏ᇶࡢ✲◊᪥ᮏㄒࡓࡋ⏝ࢆࢫࣃ࣮ࢥ㸪࡞ࡿ

ᵓ⠏࡚࠸ࡘ㡑ᅜᅜ❧ᅜㄒ㝔ࡢሗྍࡢ⬟ᛶࡀ㛤ࡓࢀⅬࡶホ౯࡛ࠋࡿࡁゝㄒ㈨※ࡣᶵᲔᏛ

ゝㄒฎ⌮ศ↛⮬࡚࠼ຍ✲◊㸪᪥ᮏㄒᏛࡾ࠾࡚ࡵ༨ࢆ⨨࡞㔜せࡶゝㄒฎ⌮ศ㔝࡛↛⮬ࡓ࠸⏝ࢆ⩦

㔝୍࡛ࡶᒙࡢ㈉⊩ࢆᮇᚅࡓࡲࠋࡿࡍ㸬ࡢᩘ௳ࢫࢭࢡࡢࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉከࡸࡉ㸪ࠗ ୰⣡ゝ࠘⏝⏦

ㄳ⪅⃭ࡢቑࡣ㸪ᅜㄒ◊ࢫࣃ࣮ࢥࡢᵓ⠏ࡢᮇᚅ࡚ࡋࢀ⾲ࡢホ౯࡛ࠋࠗࡿࡁ Კኳ࣮࣮࠘ࣘࢨㅮ⩦ࢆ

20ᩘᅇ㛤ദࡿࡍ➼㸪⏝ᬑཬࡢດຊࡶᆅ㐨ࡳ✚㔜ࡀࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡡ㸪ࡢ࡛ࣈ࢙࢘ㅮ⩦බ㛤ࣃ࣮ࢥࡸ

 ࠋࡿࡍᮇᚅࢆࡇࡍᣦ┠ࢆᬑཬ࡞ᗈ⠊ࡾࡼ㸪࡚ࡗࡼ➼ᑐᛂ࡞ᖖ㥔ⓗࡢ㉁ၥࡿࡍ㛵⏝ࢫ
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ◊✲ሗⓎಙࡣ࣮ࢱࣥࢭᖹᡂ 28ᖺᗘ◊✲㈨ᩱࢆ࣮ࢱࣥࢭᨵ⦅࡚ࡋⓎ㊊ࡢ⛠ྡ࣮ࢱࣥࢭࠋࡓࡋ♧

࡛⏬ᖺᗘィ࡚ࡗకࢀࡑࠋࡓࢀࡉኚ᭦ࡀ㔜ⅬሗⓎಙࡽ✚㈨ᩱࡣ⬟ᶵ࣮ࢱࣥࢭ㸪ࡾ࠾ࡍ

㸪web site࡚࠼ຍ⟶ಖࡢ㈨ᩱ࣭ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡢ㸪◊✲㈨ᩱᐊ࡛ࡣ ᩚഛ㸪᪥ᮏㄒ◊✲࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱

㛵ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡿࢃබ㛤㸪ᶵ㛵ࣜᩚࣜࢺࢪ࣏ഛ㸪ㄽ㞟ห⾜㸪እ㒊ࡢࡽ㉁ၥ࣭┦ㄯᑐᛂ࡞

ᵝ࡞ࠎሗⓎಙࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡢィ⏬ࡢࡑࠋࡓࢀࡉィ⏬ἢ࡚ࡗ㸪Web site ࡸぢࡢࡵࡓࡢά⏝ಁ㐍ࡢ

࣭✲◊ഛ㸪᪥ᮏㄒᩚࡓࡅྥබ㛤ࡢⶶ㈨ᩱ㸪㡢※㈨ᩱ㸪ᫎീ㈨ᩱࡢᨵၿ࣭ⱥㄒ㸪◊✲㈨ᩱᐊࡉࡍ

᪥ᮏㄒᩍ⫱ᩥ⊩ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ᭦᪂㸪ࣜᩚࢱ࣮ࢹࡢࣜࢺࢪ࣏ഛ࣭බ㛤࣭ⱥㄒᣑ㸪ㄽ㞟ห⾜ࡀ࡞

㐍ࠋࡓࢀࡽࡵ 

බ㛤᪉࡚ࡗ⾜ࢆせᮃ㞟⣙ࡢ⪅✲◊࡚࠸࠾᪥ᮏㄒᏛࡣ࡚ࡋ㛵බ㛤ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⫣ᩥ✲◊ 

㔪ᫎࡇࡿ࠸࡚ࡋ㸪ࡓࡲ web site㸪ࣜࣜࢺࢪ࣏㸪ㄽ㞟ห⾜࡚࠸࠾ⱥㄒࢆ✚ᴟⓗ㐍࠸࡚ࡵ

ᐃᮇⓗࡢࢫ࣮ࢱ࣮ࢹ⫣බ㛤㸪ᩥࡢᅜㄒ◊ⶶ㈨ᩱᴫせࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋάືࡓࢀඃࡣࡇࡿ

ሗ᭦᪂㐳ཬࡢດຊ㸪ࡤࡇࠕ㉁ၥ࣭┦ㄯࠖࡢᖖ㥔ᑐᛂࡶホ౯୍ࠋࡿࡍ್᪉㸪Web site࡚࠸ࡘ

࠸ࠋࡿࢀࡉ༴ࡀ౽ࡢࢫࢭࢡ㸪ሗࡎ࠼ゝࡣ༑ศࡔᮍࡀ⌮ሗᩚࡢࡈ⪅⏝㸪ᐃࡣ

 ࠋࡿࡍᮇᚅࢆᨵၿࡢⅬ୍࡛ᒙࡢࡉࡍࡸ
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࣭ 㡢※㈨ᩱ㸦ࣉ࣮ࢸࢺࢵࢭ࢝㸪ࢡࢫࢹࢽ࣑㸧ࢹ࣓ࡢኚ㸦2,216ᮏ㸧ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࣭ ᫎീ㈨ᩱ㸦㸶ੈ࣒ࣝࣇ㸪ࣉ࣮ࢸࢱ࣮࣋㸧ࢹ࣓ࡢኚ㸦136ᮏ㸧ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࣭ ◊✲㈨ᩱ୍ࡢඖⓗ⟶⌮ࢆ㐍ࡵࡓࡿࡵ㸪ࠕ◊✲㈨ᩱ⛣⟶ࡢᡭᘬࢆࠖࡁసᡂ࣭බ㛤ࠋࡓࡋ 

࣭ ◊✲㈨ᩱᐊࡢᏛ➼ࡢᏛ⾡⏝ࢆ㐍ࡵࡓࡿࡵ㸪ࠕ◊✲㈨ᩱᐊࡢ㈨ᩱࡢ⏝㛵ࢆࠖࡏࢃྜࡋ⏦ࡿࡍᨵゞࠋࡓࡋ 

 

㸦㸲㸧ྛ✀ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹබ㛤 

࣭ ᪥ᮏㄒ◊✲࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱ᩥ⊩ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸦Ꮫ⾡㞧ㄅ㸪ㄽᩥ㞟➼ᥖ㍕ࡓࢀࡉ᪥ᮏㄒ㛵ಀࡢㄽᩥ㸪ཬࡧᅗ᭩࣮ࢹࡢ

㸪⣙࠸⾜ࢆሗ᭦᪂࡞ᐃᮇⓗࡢ㸧ࢫ࣮࣋ࢱ 22  2 ༓௳ࢆࢱ࣮ࢹࡢබ㛤ࡿ࠸࡚ࡋ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ 3 ᭶ᮎ㸧28ࠋ ᖺᗘࡣ 5 ᅇ

㸪ㄽᩥ⣙࠸⾜ࢆ᭦᪂సᴗࡢ 4,000௳㸪ᅗ᭩⣙ 23,000 ௳㸦ࠗ ᅜㄒᖺ㚷 1994࠘௨㝆ศ㸧ࢆ㏣ຍබ㛤ࠋࡓࡋ 

 ࣭ ᪥ᮏㄒᏛ⛅Ꮨ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶㸧࡛ 㸪ࢁࡇࡓࡋࢆពぢ㞟⣙ࡢ⪅⏝ࡽ⪅✲◊㸪᪥ᮏㄒ㛵ಀ࠸⾜ࢆ⾲Ⓨࢫ࣮ࣈ

1993 ᖺ௨๓ࡢᅗ᭩ࡢࢱ࣮ࢹ㐳ཬⓏ㘓ࡢ㔜せᛶࡀᣦ࡚ࡅཷࢆࢀࡇࠋࡓࢀࡉ㸪ࠗ ᅜㄒᖺ㚷 1954-1993 ᖺ࠘ᥖ㍕ศࡢᅗ᭩

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆసᡂࡢࢱ࣮ࢹ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆసᡂࡢ♧⾲ⱥᩥࡢ⣴⏬㠃᳨ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⫣ᩥ ࣭

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᐃ⟇ࡢ᥇㘓ᡭ㡰ࣝࢼ࣮ࣕࢪ࣭ࣥࣛࣥ࢜ ࣭

 

㸦㸳㸧ᶵ㛵ࣜᩚࡢࣜࢺࢪ࣏ഛ 

 ࣭ ᖹᡂ 27ᖺᗘࣜࢺࢪ࣏ࣜⓏ㘓࣭බ㛤ࠕࡓࡋᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤㄽ㞟 ࢘㸪࡚࠸ࡘ࣮ࠖࣗࣅࣞࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊ᅜㄒࠕࠖ

 ࠋࡓ࠼᭰ࡾษࢡࣥࣜࡢ㸦DOIⓏ㘓㸧ࣜࢺࢪ࣏ࣜࡋ⌮ᩚࢆࢪ࣮࣌ࣈ࢙

ᮏᩥ࡚࠸ࡘ⾜⛣ࢱ࣮ࢹࣜࢺࢪ࣏ࣜࡽࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ≀⾜หࠕࡢࢺࢧࣈ࢙࢘ ࣭ PDF࣭࣓ᩚࡢࢱ࣮ࢹࢱഛࢆ㐍ࡵ㸪

ࢬ࣮ࣜࢩ࣒࣮࢛ࣛࣇNINJALࠕ 㸦ࠖ68௳㸧㸪ࠕᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤሗ࿌ 㸦ࠖ177௳㸧࡛ࣜࢺࢪ࣏ࣜࢆබ㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ࠕᅜ㝿ࢩ

࣒࢘ࢪ࣏ࣥ ᆅ᪉ㄪᰝဨሗ࿌ࠖ➼㸦⣙ࠕࠖ 200௳㸧ᩚࢱ࣮ࢹࡢഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

ࢱ࣮ࢹⱥㄒࡢᡂᯝ⤂ࠖ✲◊ࡢⱥᩥࠕ㸪ࡅྥⱥㄒᣑࡢࢱ࣮ࢹⓏ㘓ࣜࢺࢪ࣏ࣜ ࣭ 100 ヲࠋࡓࡋᐇࢆᇶ♏Ⅼ᳨ࡢ௳

⣽Ⅼ᳨ᩚഛࡣ 29ᖺᗘࢆணᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㸦㸴㸧ㄽ㞟ࡢห⾜ 

 ࣭ ㄽ㞟ࡢ⦅㞟ᰯṇࢆ㐍ࡵ㸪11ྕ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 7᭶㸧㸪12ྕ㸦29ᖺ 1᭶㸧ࢆห⾜ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪13ྕࡢ⦅㞟ࢆ㐍ࡿࡵ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆㄽᩥເ㞟࣭ᢞ✏⏦㎸ᑐᛂࡢ㸪14ྕࡶ

࣭ ⱥㄒ࡛ࡢᢞ✏⪅ッồࡋ౽ᛶࢆ㧗ࡵࡓࡿࡵ㸪ⱥᩥࢺࢧሗࢆᣑࡶࡿࡍ㸪ㄽ㞟ࡢせ㡯㸪ᵝᘧ➼ࡢⱥㄒ∧

 ࠋࡓࡋබ㛤ࡋసᡂࢆ

 

㸦㸵㸧ࡤࡇ㉁ၥ࣭┦ㄯࡢᑐᛂ 

ࡣ㸪28ᖺᗘࡾ࠾࡚ࡋᖖ㥔ࡀࣇࢵࢱࢫࡿࡍᑐᛂᑓ㛛ⓗㄯ┦ࡸ㉁ၥࡤࡇ ࣭  512  ࠋࡓࡋᑐᛂㄯ┦ࡸ㉁ၥࡢ௳

 

㸦㸶㸧ሗᩚࡢ࣒ࢸࢫࢩഛ 

 ࣭ ᡤෆࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿṇࢫࢭࢡ➃ᮎ᳨▱࣭㐽᩿࣒ࢸࢫࢩཬࢢࣟࢫࢭࢡࡧ㞟✚ࢆ࣮ࣂ࣮ࢧᑟධࡿࡍ➼㸪ࢺࢵࢿ

 ࠋࡓࡋᐇ㐺ษ࡚ࡌ㏻ࢆᖺ㛫ࢆ㐠⏝ಖᏲࡢ࣮ࣂ࣮ࢧ࣭ࢡ࣮࣡

࣭ ᅜㄒ◊ࢆࢬ࢘࣎ࢧᶵᵓࢆ⾜⛣ࡢࢬ࢘࣎ࢧᐇ㸪ࡽࡉ㸪ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥᐊࡢ㟁ຊ㔞ࡢィ ✚࠸⾜ࢆ㸪ᚋ

㸦ᖹᡂࡓࡋᐇࢆタ⨨ᕤࡢ┙㸪ศ㟁ࡵࡓࡿࡍ ணࢆ㟁※ᐜ㔞ࡿ࡞᭦ࡢ 29ᖺ㸱᭶㸧 
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ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡢホ౯ 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ◊✲ሗⓎಙࡣ࣮ࢱࣥࢭᖹᡂ 28ᖺᗘ◊✲㈨ᩱࢆ࣮ࢱࣥࢭᨵ⦅࡚ࡋⓎ㊊ࡢ⛠ྡ࣮ࢱࣥࢭࠋࡓࡋ♧

࡛⏬ᖺᗘィ࡚ࡗకࢀࡑࠋࡓࢀࡉኚ᭦ࡀ㔜ⅬሗⓎಙࡽ✚㈨ᩱࡣ⬟ᶵ࣮ࢱࣥࢭ㸪ࡾ࠾ࡍ

㸪web site࡚࠼ຍ⟶ಖࡢ㈨ᩱ࣭ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡢ㸪◊✲㈨ᩱᐊ࡛ࡣ ᩚഛ㸪᪥ᮏㄒ◊✲࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱

㛵ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ✀ྛࡿࢃබ㛤㸪ᶵ㛵ࣜᩚࣜࢺࢪ࣏ഛ㸪ㄽ㞟ห⾜㸪እ㒊ࡢࡽ㉁ၥ࣭┦ㄯᑐᛂ࡞

ᵝ࡞ࠎሗⓎಙࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡢィ⏬ࡢࡑࠋࡓࢀࡉィ⏬ἢ࡚ࡗ㸪Web site ࡸぢࡢࡵࡓࡢά⏝ಁ㐍ࡢ

࣭✲◊ഛ㸪᪥ᮏㄒᩚࡓࡅྥබ㛤ࡢⶶ㈨ᩱ㸪㡢※㈨ᩱ㸪ᫎീ㈨ᩱࡢᨵၿ࣭ⱥㄒ㸪◊✲㈨ᩱᐊࡉࡍ

᪥ᮏㄒᩍ⫱ᩥ⊩ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ᭦᪂㸪ࣜᩚࢱ࣮ࢹࡢࣜࢺࢪ࣏ഛ࣭බ㛤࣭ⱥㄒᣑ㸪ㄽ㞟ห⾜ࡀ࡞

㐍ࠋࡓࢀࡽࡵ 

බ㛤᪉࡚ࡗ⾜ࢆせᮃ㞟⣙ࡢ⪅✲◊࡚࠸࠾᪥ᮏㄒᏛࡣ࡚ࡋ㛵බ㛤ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⫣ᩥ✲◊ 

㔪ᫎࡇࡿ࠸࡚ࡋ㸪ࡓࡲ web site㸪ࣜࣜࢺࢪ࣏㸪ㄽ㞟ห⾜࡚࠸࠾ⱥㄒࢆ✚ᴟⓗ㐍࠸࡚ࡵ

ᐃᮇⓗࡢࢫ࣮ࢱ࣮ࢹ⫣බ㛤㸪ᩥࡢᅜㄒ◊ⶶ㈨ᩱᴫせࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋάືࡓࢀඃࡣࡇࡿ

ሗ᭦᪂㐳ཬࡢດຊ㸪ࡤࡇࠕ㉁ၥ࣭┦ㄯࠖࡢᖖ㥔ᑐᛂࡶホ౯୍ࠋࡿࡍ್᪉㸪Web site࡚࠸ࡘ

࠸ࠋࡿࢀࡉ༴ࡀ౽ࡢࢫࢭࢡ㸪ሗࡎ࠼ゝࡣ༑ศࡔᮍࡀ⌮ሗᩚࡢࡈ⪅⏝㸪ᐃࡣ

 ࠋࡿࡍᮇᚅࢆᨵၿࡢⅬ୍࡛ᒙࡢࡉࡍࡸ
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࣭ 㡢※㈨ᩱ㸦ࣉ࣮ࢸࢺࢵࢭ࢝㸪ࢡࢫࢹࢽ࣑㸧ࢹ࣓ࡢኚ㸦2,216ᮏ㸧ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࣭ ᫎീ㈨ᩱ㸦㸶ੈ࣒ࣝࣇ㸪ࣉ࣮ࢸࢱ࣮࣋㸧ࢹ࣓ࡢኚ㸦136ᮏ㸧ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

࣭ ◊✲㈨ᩱ୍ࡢඖⓗ⟶⌮ࢆ㐍ࡵࡓࡿࡵ㸪ࠕ◊✲㈨ᩱ⛣⟶ࡢᡭᘬࢆࠖࡁసᡂ࣭බ㛤ࠋࡓࡋ 

࣭ ◊✲㈨ᩱᐊࡢᏛ➼ࡢᏛ⾡⏝ࢆ㐍ࡵࡓࡿࡵ㸪ࠕ◊✲㈨ᩱᐊࡢ㈨ᩱࡢ⏝㛵ࢆࠖࡏࢃྜࡋ⏦ࡿࡍᨵゞࠋࡓࡋ 

 

㸦㸲㸧ྛ✀ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹබ㛤 

࣭ ᪥ᮏㄒ◊✲࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱ᩥ⊩ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸦Ꮫ⾡㞧ㄅ㸪ㄽᩥ㞟➼ᥖ㍕ࡓࢀࡉ᪥ᮏㄒ㛵ಀࡢㄽᩥ㸪ཬࡧᅗ᭩࣮ࢹࡢ

㸪⣙࠸⾜ࢆሗ᭦᪂࡞ᐃᮇⓗࡢ㸧ࢫ࣮࣋ࢱ 22  2 ༓௳ࢆࢱ࣮ࢹࡢබ㛤ࡿ࠸࡚ࡋ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ 3 ᭶ᮎ㸧28ࠋ ᖺᗘࡣ 5 ᅇ

㸪ㄽᩥ⣙࠸⾜ࢆ᭦᪂సᴗࡢ 4,000௳㸪ᅗ᭩⣙ 23,000 ௳㸦ࠗ ᅜㄒᖺ㚷 1994࠘௨㝆ศ㸧ࢆ㏣ຍබ㛤ࠋࡓࡋ 

 ࣭ ᪥ᮏㄒᏛ⛅Ꮨ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶㸧࡛ 㸪ࢁࡇࡓࡋࢆពぢ㞟⣙ࡢ⪅⏝ࡽ⪅✲◊㸪᪥ᮏㄒ㛵ಀ࠸⾜ࢆ⾲Ⓨࢫ࣮ࣈ

1993 ᖺ௨๓ࡢᅗ᭩ࡢࢱ࣮ࢹ㐳ཬⓏ㘓ࡢ㔜せᛶࡀᣦ࡚ࡅཷࢆࢀࡇࠋࡓࢀࡉ㸪ࠗ ᅜㄒᖺ㚷 1954-1993 ᖺ࠘ᥖ㍕ศࡢᅗ᭩

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆసᡂࡢࢱ࣮ࢹ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆసᡂࡢ♧⾲ⱥᩥࡢ⣴⏬㠃᳨ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⫣ᩥ ࣭

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᐃ⟇ࡢ᥇㘓ᡭ㡰ࣝࢼ࣮ࣕࢪ࣭ࣥࣛࣥ࢜ ࣭

 

㸦㸳㸧ᶵ㛵ࣜᩚࡢࣜࢺࢪ࣏ഛ 

 ࣭ ᖹᡂ 27ᖺᗘࣜࢺࢪ࣏ࣜⓏ㘓࣭බ㛤ࠕࡓࡋᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤㄽ㞟 ࢘㸪࡚࠸ࡘ࣮ࠖࣗࣅࣞࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊ᅜㄒࠕࠖ

 ࠋࡓ࠼᭰ࡾษࢡࣥࣜࡢ㸦DOIⓏ㘓㸧ࣜࢺࢪ࣏ࣜࡋ⌮ᩚࢆࢪ࣮࣌ࣈ࢙

ᮏᩥ࡚࠸ࡘ⾜⛣ࢱ࣮ࢹࣜࢺࢪ࣏ࣜࡽࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ≀⾜หࠕࡢࢺࢧࣈ࢙࢘ ࣭ PDF࣭࣓ᩚࡢࢱ࣮ࢹࢱഛࢆ㐍ࡵ㸪

ࢬ࣮ࣜࢩ࣒࣮࢛ࣛࣇNINJALࠕ 㸦ࠖ68௳㸧㸪ࠕᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤሗ࿌ 㸦ࠖ177௳㸧࡛ࣜࢺࢪ࣏ࣜࢆබ㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ࠕᅜ㝿ࢩ

࣒࢘ࢪ࣏ࣥ ᆅ᪉ㄪᰝဨሗ࿌ࠖ➼㸦⣙ࠕࠖ 200௳㸧ᩚࢱ࣮ࢹࡢഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

ࢱ࣮ࢹⱥㄒࡢᡂᯝ⤂ࠖ✲◊ࡢⱥᩥࠕ㸪ࡅྥⱥㄒᣑࡢࢱ࣮ࢹⓏ㘓ࣜࢺࢪ࣏ࣜ ࣭ 100 ヲࠋࡓࡋᐇࢆᇶ♏Ⅼ᳨ࡢ௳

⣽Ⅼ᳨ᩚഛࡣ 29ᖺᗘࢆணᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㸦㸴㸧ㄽ㞟ࡢห⾜ 

 ࣭ ㄽ㞟ࡢ⦅㞟ᰯṇࢆ㐍ࡵ㸪11ྕ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 7᭶㸧㸪12ྕ㸦29ᖺ 1᭶㸧ࢆห⾜ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪13ྕࡢ⦅㞟ࢆ㐍ࡿࡵ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆㄽᩥເ㞟࣭ᢞ✏⏦㎸ᑐᛂࡢ㸪14ྕࡶ

࣭ ⱥㄒ࡛ࡢᢞ✏⪅ッồࡋ౽ᛶࢆ㧗ࡵࡓࡿࡵ㸪ⱥᩥࢺࢧሗࢆᣑࡶࡿࡍ㸪ㄽ㞟ࡢせ㡯㸪ᵝᘧ➼ࡢⱥㄒ∧

 ࠋࡓࡋබ㛤ࡋసᡂࢆ

 

㸦㸵㸧ࡤࡇ㉁ၥ࣭┦ㄯࡢᑐᛂ 

ࡣ㸪28ᖺᗘࡾ࠾࡚ࡋᖖ㥔ࡀࣇࢵࢱࢫࡿࡍᑐᛂᑓ㛛ⓗㄯ┦ࡸ㉁ၥࡤࡇ ࣭  512  ࠋࡓࡋᑐᛂㄯ┦ࡸ㉁ၥࡢ௳

 

㸦㸶㸧ሗᩚࡢ࣒ࢸࢫࢩഛ 

 ࣭ ᡤෆࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿṇࢫࢭࢡ➃ᮎ᳨▱࣭㐽᩿࣒ࢸࢫࢩཬࢢࣟࢫࢭࢡࡧ㞟✚ࢆ࣮ࣂ࣮ࢧᑟධࡿࡍ➼㸪ࢺࢵࢿ

 ࠋࡓࡋᐇ㐺ษ࡚ࡌ㏻ࢆᖺ㛫ࢆ㐠⏝ಖᏲࡢ࣮ࣂ࣮ࢧ࣭ࢡ࣮࣡

࣭ ᅜㄒ◊ࢆࢬ࢘࣎ࢧᶵᵓࢆ⾜⛣ࡢࢬ࢘࣎ࢧᐇ㸪ࡽࡉ㸪ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥᐊࡢ㟁ຊ㔞ࡢィ ✚࠸⾜ࢆ㸪ᚋ

㸦ᖹᡂࡓࡋᐇࢆタ⨨ᕤࡢ┙㸪ศ㟁ࡵࡓࡿࡍ ணࢆ㟁※ᐜ㔞ࡿ࡞᭦ࡢ 29ᖺ㸱᭶㸧 
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᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ 112ே㸧ࠋ 

 ୖグࡢάືࢆ㏻࡚ࡋ㸪බ㛤◊✲㞟 25௳㸪ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸰௳㸪୍⯡ྥࡅㅮ₇㸱௳ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 

᪉ࡢ✲◊ࡢ㸪ᑗ᮶ࡢ㡿ᇦᣦᐃᆺࡿࡍ⿵ࢆ✲◊ࡢ⌜㸪⌧⾜㸴࡚ࡋ✲◊ඹྠࡢබເᆺࡿࡍ࣮ࢲ࣮ࣜࢆ⪅✲◊እ㒊ۑ

ྥᛶࢆ᥈ࡿ᪂㡿ᇦฟᆺࢆ᪂ࡓタࡅ㸪㐠Ⴀ㆟ࡢ㆟ࢆ⤒࡚㡿ᇦᣦᐃᆺ㸳௳㸪᪂㡿ᇦฟᆺ㸱௳ࢆ 28ᖺ 10᭶ࡽ㛤ጞ

㸦ඹྠ◊✲ဨྜィࡓࡋ 71ྡ㸧ࠋ 

⎔୍ࡢࡑࠋࡓࡋ㛤ጞࢆウ᳨ࡢࡵࡓ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࢆᡂᯝࡢ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲࡚࠸࠾᥎㐍㆟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ඹྠۑ

ࣥࢫࢵࣞࡿࡍศᯒࢆᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛࡓࡋᑐᛂࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡ㸪࡚ࡋ 㸦࠘ಟ㤋᭩ᗑ㸧ࢆ 29ᖺ㸱᭶

ㄞゎᩍࡢ⏝⪅⩦ᩍᮦ㸪᪥ᮏㄒᏛࡿࡍ㛵ㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇᩍᮦ㸪ࡢ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡶࡿࡍ⾜ห

ᮦࡢసᡂࡢ‽ഛࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

 ࠔᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺࠓ

ࢽᵓ⠏ࠖࣘࡢᆅᇦᩥࡿࡼᢎ⥅グ㘓ࡢ᪉ゝࠕᵓ⠏㸦ࡢᆅᇦᩥࡢࡽᆅᇦ♫ኚㇺ࣭⅏ᐖࡿࡅ࠾᪥ᮏิᓥࠕۑ

㸧ࠖࢺࢵ  ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㛤ദࡢࢺࢵ࣑ࢧㄪᰝ㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢻ࣮ࣝࣇඹྠ࡛⌜༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ㸪ࡋ㛤ጞࢆ✲◊ࡢ

ࢵࢽ⢭⦓ࠖࣘࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ࠼ຍࢆ᭩ㄅᙧែሗグሗ⾲ࠕᵓ⠏㸦ࡢ᭩≀Ꮫࠖྜ⥲ࠕࡿࡼྜ⼥ศ㔝␗ࠕۑ

㸧ࠖࢺ ✲◊ㄽᩥ㞟ࠗ₎ᏐᏐయྐࡿࡍ㛵⌮㸪₎Ꮠฎࡓࡲࠋࡓࡋᡭ╔సᡂࢺࢫ࢟ࢸᙳ㸪⩻Ꮠࡢ㸪∧ᮏࡋ㛤ጞࢆ✲◊ࡢ

2̿Ꮠయ₎Ꮠ 

ሗ̿ 㸦࠘ຮㄔฟ∧㸧ࢆ 28ᖺ 11᭶ห⾜ࠋࡓࡋ 

 

 ࠔᆺ㸦᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ◊✲࣭ά⏝ᴗ㸧ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠓ

㛤ࢆ✲◊ࡢᵓ⠏㸫ࠖࡢᅾእ㈨ᩱㄽࡢ㏆⌧௦ࡓ࠸ᇶ࡙✲◊᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ◊✲࣭ά⏝㸫ゝㄒ⏕άྐࡿࡅ࠾⡿ࠕ

ጞࡋ㸪 ࡢ࡛ࣥ࢞ࢩ࣑࣭࣡ࣁ㈨ᩱㄪᰝຍ࠼㸪ᅾእ㈨ᩱㄽᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢ◊✲ࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᐇ

㸪⏬ᒎ♧ࡢࡵࡓࡢ‽ഛ╔ᡭࠋࡓࡋ 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

㸯㸧ᚑ᮶ࡢ㸲◊✲⣔᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲࣭ሗࢆ࣮ࢱࣥࢭᨵ⤌ࡋ㸪ࠕ⌮ㄽ࣭ᑐ↷◊✲㡿ᇦ ゝㄒኚ␗◊✲㡿ᇦࠕࠖ ゝㄒኚࠕࠖ

◊✲㡿ᇦ 㡢ኌゝㄒ◊✲㡿ᇦࠕࠖ  ࠋࡿࡍ⦆⣔✲◊ࡿࢀࡉ㸳◊✲㡿ᇦ࡛ᵓᡂࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㡿ᇦࠖࠕࠖ

㸰㸧ᚑ᮶ࡢ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵࡵ㸪◊✲ሗ࣭㈨ᩱ࣭ᡂᯝࡢⓎಙ୍ࢆඖⓗ࠺⾜

 ࠋࡿࡍഛᩚࢆ⬟ᴗົ࣭ᶵࡢ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡶ

㸱㸧ᡤ㛗┤ᒓ࡚ࡋ⧊⤌ࡢᅜ㝿ὶᐊࢆタ⨨ࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧◊✲ຊཬࡧ㐃ᦠయไࡢᙉࡵࡓࡢ㸪⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡽᢎ⥅ࡓࡋ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲࣭ሗ࣮ࢱࣥࢭཬࡧ➨

㸰ᮇࡢ㸲◊✲⣔ࢆᨵ⤌ࡋ㸪ࠕ⌮ㄽ࣭ᑐ↷ࠖ㸪ࠕゝㄒኚ␗ࠖ㸪ࠕゝㄒኚࠖ㸪ࠕ㡢ኌゝㄒࠖ㸪ࠕ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࠖࡢ㸳ࡢࡘ◊✲

㡿ᇦ࡛ᵓᡂࡿࢀࡉ᪂◊✲⣔ࢆタ⨨ࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡋ◊✲㡿ᇦ࡚࠸࠾ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᥎㐍ࡢࡵࡓࡿࡍ

◊✲⌜㸦ྜィ㸴⌜㸧ࢆタࡅ㸪┦㐃ᦠࡽࡀ࡞ࡋᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢆ᥎㐍ࠋࡓࡋ 

 

㸰㸧ࠕ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࠖࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵࡵ㸪ሗⓎಙ୍ࡢඖࡢࢺࢧࣈ࢙࢘౽ᛶྥୖࡓࡢ

㸪◊✲㈨ᩱᐊࡵࡓࡢᙉࡢ⬟㸪ඹྠ⏝ᶵࡓࡲࠋࡔࢇ⤌ࡾྲྀᨵၿࡢࢪ࣮࣌㸪ⱥㄒࡶࡿࡍๅ᪂ࢆࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺ㸪ࡵ
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ᖹᡂ 28ᖺᗘࠕ⤌⧊࣭㐠Ⴀ 㸪ࠖࠕ⟶⌮ᴗົࠖ㛵ࡿࡍホ౯ࢺ࣮ࢩ 

࠙⤌⧊࣭㐠Ⴀࠚ 

Ϩ㸬ᩍ⫱◊✲➼ࡢ㉁ࡢୖྥࡢ≧ἣ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡁࡿࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

 

㸯㸬 ◊✲㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

ᶵ㛵ᣐⅬᆺࠕ 㸪ࠖࠕᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺ 㸪ࠖࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠕᆺ㸦᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ ◊✲࣭ά⏝ᴗ㸧ࠖ ࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᇶᖿࡢ

 ࠋࡿࡍᐇࢆࢺ

࠙ᐇ⦼ࠚ 

ᶵ㛵ᣐⅬᆺࠕ 㸪ࠖࠕᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺ 㸪ࠖࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠕᆺ㸦᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ◊✲࣭ά⏝ᴗ㸧ࠖ ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᇶᖿࡢ

ᐇࠋࡓࡋ 

 ࠔᶵ㛵ᣐⅬᆺࠓ

㸯㸧ࠕከᵝ࡞ゝㄒ㈨※ᇶ࡙ࡃ⥲ྜⓗ᪥ᮏㄒ◊✲ࡢ㛤ᣅࠖࢆ㸴ࡢ⌜ࡢࡘᆺඹྠ◊✲ࡾࡼጞືࠋࡓࡏࡉཧຍᶵ㛵 165㸪

ඹྠ◊✲ဨ  ࠋ356ྡ

 ձࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖ⌜࡛ࡣ㸪The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference ඹྠ᠕⩏ሿᏛゝㄒᩥ◊✲ᡤࢆ

࡛ㄏ⮴ඹദ㸦28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 98௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 193ே㸧㸪ࠕ⤫ㄒ⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

Mimetics in Japanese and Other Languages of the World 㸦28ࡓࡋ㛤ദࢆ ᖺ 12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 30 ௳㸪ཧຍ

⪅ᩘ 127ே㸧ࠋ 

 ղࠕ⤫ㄒࢫࣃ࣮ࢥ  㸦Unshared Task on Theory and System Analysis with FraCaS, MultiFraCaSࣉࢵࣙࢩࢡ㸪ᅜ㝿࣮࣡ࡣ࡛ࠖ⌜

and JSeM Test Suites㸧ࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ᩘ 29ே㸧ࠋ 

 ճࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖ⌜࡛ࡣ㸪ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ㸦28ᖺ㸷᭶㸲㹼㸶᪥㸪ヰ⪅ 25ே㸧㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ㸦28

ᖺ 11᭶㸱᪥㹼㸴᪥㸪ヰ⪅ 18ே㸧㸪▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉ゝㄪᰝ㸦29ᖺ㸯᭶ 20㹼23᪥㸪ヰ⪅㸷ே㸧ࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ᩥᗇ㸪

㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪⌰⌫Ꮫඹദ࡛㸪ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣࡿ࠶ゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ㸦⨾㸧in

ㄽࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪㮵ඣᓥ┴ᓥ㒆ㄽ⏫◁⨾ᆅ᮶㤋㸪᮶ሙ⪅ 289ே㸧ࠋ 

 մࠕ㏻ࡣ࡛⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ṕྐᩚࢱ࣮ࢹࡢࢫࣃ࣮ࢥഛ╔ᡭࡋ㸪᪥ᮏㄒᏛᏘࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࡚࣡࠸࠾ ᪥ᮏ

ㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ㢟̿ࠕ㏻ࢆ࡚ࠖ̿ࡋࡊࡵࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ㸳᭶ 15᪥㸪Ꮫ⩦㝔Ꮫ㸪ཧ

ຍ⪅⣙ 80ே㸧ࠋ 

 յࠕ᪥ᖖヰࡣ࡛⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪ヰࢱ࣮ࢹ㸦190㛫㸪ᘏヰ⪅ᩘ 793ྡ㸧ࡢ㘓ࡶ࠺⾜ࢆ㸪࣒ࠗ࢘ࢪ࣏ࣥࢩ᪥

ᖖヰ࠘ࢫࣃ࣮ࢥI㸦28ᖺ㸷᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 133ே㸧㸪ࠗ ᪥ᖖヰ࠘ࢫࣃ࣮ࢥII㸦29ᖺ㸱᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 111ே㸧ࢆ㛤ദ

 ࠋࡓࡋ

 նࠕᏛ⩦⪅ࡣ࡛⌜ࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㸪ி᪥ᮏᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ㸲ᖺ㛫ࡢኚᐜᡂ㛗ࢹࡢ

㸦28ࡓࡗ⾜ࢆ㞟ࢱ࣮ ᖺ㸳᭶ 14 ᪥㹼15 ᪥㸪10 ᭶ 22 ᪥㹼23 ᪥㸧ࡓࡲࠋ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᩥࡢ❶⌮ゎ㐣⛬ࡢㄪᰝࢆ㸪୰ᅜ

အ∞㸦28 ᖺ㸴᭶㸯᪥㹼㸳᪥㸧㸪ࣀࣁ࣒ࢼࢺ࣋㸦28 ᖺ㸶᭶ 23㹼25 ᪥㸪㸶᭶ 29 ᪥㹼㸷᭶ 14 ᪥㸧㸪୰ᅜ㟷ᓥ㸦28 ᖺ 11

᭶ 13᪥㹼16᪥㸧࡛ᐇࠋࡓࡋ 

㸪ճմյࡶࡿࡍウ᳨ࢆ᪉ἲࡿᅗࢆ᭷ᶵⓗ㐃ᦠࡢ㸪⌜┦ࡋ⨨タࢆ᥎㐍㆟㸦᭶㸯ᅇ㛤ദ㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ඹྠۑ

նࡢ㸲⌜ྜྠ࡛ࢫࣃ࣮ࢥࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩぢࡿ᪥ᮏㄒࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂࡢ㸫ຓモࡓࡀࡍࡢ㸫ࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦29 ᖺ㸱᭶㸷
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᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ 112ே㸧ࠋ 

 ୖグࡢάືࢆ㏻࡚ࡋ㸪බ㛤◊✲㞟 25௳㸪ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸰௳㸪୍⯡ྥࡅㅮ₇㸱௳ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 

᪉ࡢ✲◊ࡢ㸪ᑗ᮶ࡢ㡿ᇦᣦᐃᆺࡿࡍ⿵ࢆ✲◊ࡢ⌜㸪⌧⾜㸴࡚ࡋ✲◊ඹྠࡢබເᆺࡿࡍ࣮ࢲ࣮ࣜࢆ⪅✲◊እ㒊ۑ

ྥᛶࢆ᥈ࡿ᪂㡿ᇦฟᆺࢆ᪂ࡓタࡅ㸪㐠Ⴀ㆟ࡢ㆟ࢆ⤒࡚㡿ᇦᣦᐃᆺ㸳௳㸪᪂㡿ᇦฟᆺ㸱௳ࢆ 28ᖺ 10᭶ࡽ㛤ጞ

㸦ඹྠ◊✲ဨྜィࡓࡋ 71ྡ㸧ࠋ 

⎔୍ࡢࡑࠋࡓࡋ㛤ጞࢆウ᳨ࡢࡵࡓ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍࢆᡂᯝࡢ✲◊ⓗ᪥ᮏㄒྜ⥲࡚࠸࠾᥎㐍㆟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ඹྠۑ

ࣥࢫࢵࣞࡿࡍศᯒࢆᩍᮦࠗ᪥ᮏㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛࡓࡋᑐᛂࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡ㸪࡚ࡋ 㸦࠘ಟ㤋᭩ᗑ㸧ࢆ 29ᖺ㸱᭶

ㄞゎᩍࡢ⏝⪅⩦ᩍᮦ㸪᪥ᮏㄒᏛࡿࡍ㛵ㄪᰝࢻ࣮ࣝࣇᩍᮦ㸪ࡢ᪥ᮏㄒ⤫ㄒㄽࡃᇶ࡙ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡶࡿࡍ⾜ห

ᮦࡢసᡂࡢ‽ഛࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

 ࠔᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺࠓ

ࢽᵓ⠏ࠖࣘࡢᆅᇦᩥࡿࡼᢎ⥅グ㘓ࡢ᪉ゝࠕᵓ⠏㸦ࡢᆅᇦᩥࡢࡽᆅᇦ♫ኚㇺ࣭⅏ᐖࡿࡅ࠾᪥ᮏิᓥࠕۑ

㸧ࠖࢺࢵ  ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㛤ദࡢࢺࢵ࣑ࢧㄪᰝ㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢻ࣮ࣝࣇඹྠ࡛⌜༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖࠕ㸪ࡋ㛤ጞࢆ✲◊ࡢ

ࢵࢽ⢭⦓ࠖࣘࡢࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒṔྐࡓ࠼ຍࢆ᭩ㄅᙧែሗグሗ⾲ࠕᵓ⠏㸦ࡢ᭩≀Ꮫࠖྜ⥲ࠕࡿࡼྜ⼥ศ㔝␗ࠕۑ

㸧ࠖࢺ ✲◊ㄽᩥ㞟ࠗ₎ᏐᏐయྐࡿࡍ㛵⌮㸪₎Ꮠฎࡓࡲࠋࡓࡋᡭ╔సᡂࢺࢫ࢟ࢸᙳ㸪⩻Ꮠࡢ㸪∧ᮏࡋ㛤ጞࢆ✲◊ࡢ

2̿Ꮠయ₎Ꮠ 

ሗ̿ 㸦࠘ຮㄔฟ∧㸧ࢆ 28ᖺ 11᭶ห⾜ࠋࡓࡋ 

 

 ࠔᆺ㸦᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ◊✲࣭ά⏝ᴗ㸧ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠓ

㛤ࢆ✲◊ࡢᵓ⠏㸫ࠖࡢᅾእ㈨ᩱㄽࡢ㏆⌧௦ࡓ࠸ᇶ࡙✲◊᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ◊✲࣭ά⏝㸫ゝㄒ⏕άྐࡿࡅ࠾⡿ࠕ

ጞࡋ㸪 ࡢ࡛ࣥ࢞ࢩ࣑࣭࣡ࣁ㈨ᩱㄪᰝຍ࠼㸪ᅾእ㈨ᩱㄽᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢ◊✲ࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᐇ

㸪⏬ᒎ♧ࡢࡵࡓࡢ‽ഛ╔ᡭࠋࡓࡋ 

 

㸦㸰㸧◊✲ᐇయไ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

㸯㸧ᚑ᮶ࡢ㸲◊✲⣔᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲࣭ሗࢆ࣮ࢱࣥࢭᨵ⤌ࡋ㸪ࠕ⌮ㄽ࣭ᑐ↷◊✲㡿ᇦ ゝㄒኚ␗◊✲㡿ᇦࠕࠖ ゝㄒኚࠕࠖ

◊✲㡿ᇦ 㡢ኌゝㄒ◊✲㡿ᇦࠕࠖ  ࠋࡿࡍ⦆⣔✲◊ࡿࢀࡉ㸳◊✲㡿ᇦ࡛ᵓᡂࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㡿ᇦࠖࠕࠖ

㸰㸧ᚑ᮶ࡢ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵࡵ㸪◊✲ሗ࣭㈨ᩱ࣭ᡂᯝࡢⓎಙ୍ࢆඖⓗ࠺⾜

 ࠋࡿࡍഛᩚࢆ⬟ᴗົ࣭ᶵࡢ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡶ

㸱㸧ᡤ㛗┤ᒓ࡚ࡋ⧊⤌ࡢᅜ㝿ὶᐊࢆタ⨨ࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧◊✲ຊཬࡧ㐃ᦠయไࡢᙉࡵࡓࡢ㸪⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࡽᢎ⥅ࡓࡋ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲࣭ሗ࣮ࢱࣥࢭཬࡧ➨

㸰ᮇࡢ㸲◊✲⣔ࢆᨵ⤌ࡋ㸪ࠕ⌮ㄽ࣭ᑐ↷ࠖ㸪ࠕゝㄒኚ␗ࠖ㸪ࠕゝㄒኚࠖ㸪ࠕ㡢ኌゝㄒࠖ㸪ࠕ᪥ᮏㄒᩍ⫱ࠖࡢ㸳ࡢࡘ◊✲

㡿ᇦ࡛ᵓᡂࡿࢀࡉ᪂◊✲⣔ࢆタ⨨ࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡋ◊✲㡿ᇦ࡚࠸࠾ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᥎㐍ࡢࡵࡓࡿࡍ

◊✲⌜㸦ྜィ㸴⌜㸧ࢆタࡅ㸪┦㐃ᦠࡽࡀ࡞ࡋᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢆ᥎㐍ࠋࡓࡋ 

 

㸰㸧ࠕ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࠖࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵࡵ㸪ሗⓎಙ୍ࡢඖࡢࢺࢧࣈ࢙࢘౽ᛶྥୖࡓࡢ

㸪◊✲㈨ᩱᐊࡵࡓࡢᙉࡢ⬟㸪ඹྠ⏝ᶵࡓࡲࠋࡔࢇ⤌ࡾྲྀᨵၿࡢࢪ࣮࣌㸪ⱥㄒࡶࡿࡍๅ᪂ࢆࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺ㸪ࡵ
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ᖹᡂ 28ᖺᗘࠕ⤌⧊࣭㐠Ⴀ 㸪ࠖࠕ⟶⌮ᴗົࠖ㛵ࡿࡍホ౯ࢺ࣮ࢩ 

࠙⤌⧊࣭㐠Ⴀࠚ 

Ϩ㸬ᩍ⫱◊✲➼ࡢ㉁ࡢୖྥࡢ≧ἣ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡁࡿࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

 

㸯㸬 ◊✲㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

㸦㸯㸧◊✲Ỉ‽ཬࡢ✲◊ࡧᡂᯝ➼㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

ᶵ㛵ᣐⅬᆺࠕ 㸪ࠖࠕᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺ 㸪ࠖࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠕᆺ㸦᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ ◊✲࣭ά⏝ᴗ㸧ࠖ ࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᇶᖿࡢ

 ࠋࡿࡍᐇࢆࢺ

࠙ᐇ⦼ࠚ 

ᶵ㛵ᣐⅬᆺࠕ 㸪ࠖࠕᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺ 㸪ࠖࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠕᆺ㸦᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ◊✲࣭ά⏝ᴗ㸧ࠖ ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ᇶᖿࡢ

ᐇࠋࡓࡋ 

 ࠔᶵ㛵ᣐⅬᆺࠓ

㸯㸧ࠕከᵝ࡞ゝㄒ㈨※ᇶ࡙ࡃ⥲ྜⓗ᪥ᮏㄒ◊✲ࡢ㛤ᣅࠖࢆ㸴ࡢ⌜ࡢࡘᆺඹྠ◊✲ࡾࡼጞືࠋࡓࡏࡉཧຍᶵ㛵 165㸪

ඹྠ◊✲ဨ  ࠋ356ྡ

 ձࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖ⌜࡛ࡣ㸪The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference ඹྠ᠕⩏ሿᏛゝㄒᩥ◊✲ᡤࢆ

࡛ㄏ⮴ඹദ㸦28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 98௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 193ே㸧㸪ࠕ⤫ㄒ⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥඹྠ࡛ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

Mimetics in Japanese and Other Languages of the World 㸦28ࡓࡋ㛤ദࢆ ᖺ 12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 30 ௳㸪ཧຍ

⪅ᩘ 127ே㸧ࠋ 

 ղࠕ⤫ㄒࢫࣃ࣮ࢥ  㸦Unshared Task on Theory and System Analysis with FraCaS, MultiFraCaSࣉࢵࣙࢩࢡ㸪ᅜ㝿࣮࣡ࡣ࡛ࠖ⌜

and JSeM Test Suites㸧ࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ᩘ 29ே㸧ࠋ 

 ճࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖ⌜࡛ࡣ㸪ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ㸦28ᖺ㸷᭶㸲㹼㸶᪥㸪ヰ⪅ 25 ே㸧㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ㸦28

ᖺ 11᭶㸱᪥㹼㸴᪥㸪ヰ⪅ 18ே㸧㸪▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉ゝㄪᰝ㸦29ᖺ㸯᭶ 20㹼23᪥㸪ヰ⪅㸷ே㸧ࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ᩥᗇ㸪

㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪⌰⌫Ꮫඹദ࡛㸪ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣࡿ࠶ゝㄒ࣭᪉ゝࢺࢵ࣑ࢧ㸦⨾㸧in

ㄽࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪㮵ඣᓥ┴ᓥ㒆ㄽ⏫◁⨾ᆅ᮶㤋㸪᮶ሙ⪅ 289ே㸧ࠋ 

 մࠕ㏻ࡣ࡛⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪Ṕྐᩚࢱ࣮ࢹࡢࢫࣃ࣮ࢥഛ╔ᡭࡋ㸪᪥ᮏㄒᏛᏘࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࡚࣡࠸࠾ ᪥ᮏ

ㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ㢟̿ࠕ㏻ࢆ࡚ࠖ̿ࡋࡊࡵࢆࠖࢫࣃ࣮ࢥ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ㸳᭶ 15᪥㸪Ꮫ⩦㝔Ꮫ㸪ཧ

ຍ⪅⣙ 80ே㸧ࠋ 

 յࠕ᪥ᖖヰࡣ࡛⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥ㸪ヰࢱ࣮ࢹ㸦190㛫㸪ᘏヰ⪅ᩘ 793ྡ㸧ࡢ㘓ࡶ࠺⾜ࢆ㸪࣒ࠗ࢘ࢪ࣏ࣥࢩ᪥

ᖖヰ࠘ࢫࣃ࣮ࢥI㸦28ᖺ㸷᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 133ே㸧㸪ࠗ ᪥ᖖヰ࠘ࢫࣃ࣮ࢥII㸦29 ᖺ㸱᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 111ே㸧ࢆ㛤ദ

 ࠋࡓࡋ

 նࠕᏛ⩦⪅ࡣ࡛⌜ࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ㸪ி᪥ᮏᏛ◊✲࣮ࢱࣥࢭඹྠ࡛᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ㸲ᖺ㛫ࡢኚᐜᡂ㛗ࢹࡢ

㸦28ࡓࡗ⾜ࢆ㞟ࢱ࣮ ᖺ㸳᭶ 14 ᪥㹼15 ᪥㸪10 ᭶ 22 ᪥㹼23 ᪥㸧ࡓࡲࠋ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᩥࡢ❶⌮ゎ㐣⛬ࡢㄪᰝࢆ㸪୰ᅜ

အ∞㸦28 ᖺ㸴᭶㸯᪥㹼㸳᪥㸧㸪ࣀࣁ࣒ࢼࢺ࣋㸦28 ᖺ㸶᭶ 23㹼25 ᪥㸪㸶᭶ 29 ᪥㹼㸷᭶ 14 ᪥㸧㸪୰ᅜ㟷ᓥ㸦28 ᖺ 11

᭶ 13᪥㹼16᪥㸧࡛ᐇࠋࡓࡋ 

㸪ճմյࡶࡿࡍウ᳨ࢆ᪉ἲࡿᅗࢆ᭷ᶵⓗ㐃ᦠࡢ㸪⌜┦ࡋ⨨タࢆ᥎㐍㆟㸦᭶㸯ᅇ㛤ദ㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ඹྠۑ

նࡢ㸲⌜ྜྠ࡛ࢫࣃ࣮ࢥࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩぢࡿ᪥ᮏㄒࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂࡢ㸫ຓモࡓࡀࡍࡢ㸫ࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦29 ᖺ㸱᭶㸷
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ࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࣥࣛ 20ぢฟࡋ㸪ᩥ㡢ኌ 1173 ᩥ㸪࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼࢆ㏣ຍᩥࠋࡓࡋἲ࣭ពᵓ㐀ࢱ࣮ࢹࡢ

㸪28ᖺࡋ㏣ຍࢆ⬟⣴ᶵ᳨࣌ࢺ࣐ࣀ࣮࢜ࣝࢶ⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥ㸪BCCWJࡣ࡚ࡋ㛵 12᭶ 12᪥୍⯡බ㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪1ᩥ

㸪᳨⣴ࡋᵓ⠏ࢆࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ Keyaki࣭ࢫࣃ࣮ࢥ㸪 NPCMJࢫࣃ࣮ࢥࡁㄒ࣭ពゎᯒሗ⤫࡚ࡋᑐࢺࢫ࢟ࢸࡢ᪥ᮏㄒࡢ

ࡶࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥ⏝ 28ᖺ 12᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

㸰㸧ࢫࣃ࣮ࢥ㛤Ⓨࡢࢫࣃ࣮ࢥᩘ「࡚࠸࠾࣮ࢱࣥࢭໟᣓⓗ᳨࡞⣴ࢆᐇ⌧ࡢࡵࡓࡿࡍᇶ♏◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉ

ࢫࣃ࣮ࢥゝⴥࡋ᪥ᮏㄒヰࠗࡾࡼ㐃ᦠࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟ 㸪࠘ࠗ ྡヰࢫࣃ࣮ࢥ 㸪࠘ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢫࣃ࣮ࢥ 㸦࣭࠘᫂ṇ⦅ࡢ

୍㒊㸧ࡢᙧែㄽሗࠕࢆ୰⣡ゝ࡛ࠖබ㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪➨㸰ᮇ㛤Ⓨࢆ㐍ࠗࡓࡵᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ253)࠘ࢫࣃ࣮ࢥࣈ࢙࢘ ൨ㄒ㸧

㸦29ᖺࡓࡋබ㛤⯡୍ࡶᲙኳࠖࠕ⣴⣔᳨࠸ࡋ᪂ࢆ 3᭶ணᐃ㸧ࠋໟᣓⓗ᳨⣴⎔ቃࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᵝࢫࣃ࣮ࢥࡿ࡞␗ࡢ⩌

㡢ኌ㓄ಙࠋࡓࡏࡉⓎ㊊ࢆ✲◊ඹྠࡓࡵྵࢆ⪅✲◊ࡢ㸪ᡤእࡅࡴゎỴࡢࡑ㸪࠸࡞ࡇ࠾ࢆࡋฟ࠸Ὑࡢၥ㢟Ⅼࡢ㝿ࡿࡍ⣴᳨ࢆ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㓄ಙᐇ㦂ࡿࡼ㓄ಙ᪉ᘧࡓࡋ⏝ࢆ㸪HTMLࡣ࡚࠸ࡘ

㸱㸧እ㒊◊✲⪅ࡿࡍ࣮ࢲ࣮ࣜࢆබເᆺඹྠ◊✲ࡢ㸯࡚ࡋࣉࢱ㸪᪂࡞ࡓ◊✲㡿ᇦࡢ㛤ᣅࡍࡊࡵࢆ᪂㡿ᇦฟᆺඹྠ◊

 ࠋࡓࡏࡉࢺ࣮ࢱࢫࡋ᥇ᢥࢆ௳㸱࡚⤒ࢆ㆟ࡢ㸪㐠Ⴀ㆟࠸⾜ࢆබເࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲

 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

㸯㸧ྛ✀ゝㄒ㈨※ཬࡧ◊✲ሗࡢⓎಙࢆຠ⋡ࡵࡓࡿࡍ㸪ᚑ᮶ࡢ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵ

 ࠋ࠺⾜ඖⓗ୍ࢆⓎಙࡢ㸪◊✲ሗ࣭㈨ᩱ࣭ᡂᯝࡵ

㸰㸧ゝㄒᑐ↷㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㸪᪥ᖖヰ㸪᪥ᮏㄒྐࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊✀ྛࡢ┦ࡢ㐃ᦠࢆ㧗ࣉࡵࡓࡿࡵ

 ࠋࡿࡍᡭ╔⏬ࡢ㞟✲◊ࡢྠྜࢺࢡ࢙ࢪࣟ

㸱㸧ᶵᵓࠕࡢ⥲ྜே㛫ᩥ◊✲᥎㐍࣮ࠖࢱࣥࢭ㐃ᦠࡘࡘࡋ㸪ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࣭እ㒊ホ

౯ࢆᐇࠋࡿࡍ 

㸲㸧ඹྠ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ≉ᚩᛂ࡚ࡌᾏእ◊✲⪅ࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆタ⨨ࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ᚑ᮶ࡢ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵࡵ㸪◊✲ሗ࣭㈨ᩱ࣭ᡂᯝࢆᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣈ࢙࢘ࡢ

࠺⾜ࢆๅ᪂ࡢࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺࡵࡓࡿࡵ㧗ࢆ౽ᛶࡢ㸪ྛ✀ሗ࣭㈨ᩱࡓࡲࠋࡓ࠼ᩚࢆቃ⎔ࡿࡍⓎಙඖⓗ୍࡛ࢺࢧ

ࣝࢱࢪࢹࡢ㈨ᩱ✲◊ࡢ㐣ཤࡿ࠸࡚ࢀࡉ⟶㸪◊✲㈨ᩱᐊ࡛ಖࡵࡓࡢᙉࡢ⬟ඹྠ⏝ᶵࠋࡓࡵ㐍ࢆᨵၿࡢࢪ࣮࣌㸪ⱥㄒࡶ

࣭ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪◊✲ᅗ᭩ᐊᡤⶶࠕࡢ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ᩱࠖࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ࡢࢆ㐍ࡶࡿࡵ㸪ࠕ᪥ᮏㄒ◊✲࣭᪥

ᮏㄒᩍ⫱◊✲ᩥ⊩ࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹཬࡢࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⫣ᩥ✲◊ࠕࡧᣑ࣭᭦᪂➼ࢆᐇࡽࡉࠋࡓࡋ㸪ྛ✀ࡢࢱ࣮ࢹᬑཬ

ࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ㸪࣮࣡ࡵࡓࡿࡍ㐍ಁࢆ⏝ά ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ㢟 㸦ࠖ28ᖺ㸳᭶ 15᪥㸪᪥ᮏㄒᏛ㸪

Ꮫ⩦㝔Ꮫ㸪ཧຍ⪅⣙ 80 ྡ㸧㸪NINJAL ✲◊᪥ᮏㄒࡿࡍᑟࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ 㸦ࠖ㸷᭶ 15 ᪥㸪ᅜ❧ྎ‴Ꮫ㸪ཧຍ⪅ᩘ

35 ே㸧㸪ࢫࣃ࣮ࢥㅮ⩦㸦ࡾࢃࡲࡦㅮ⩦࣭୰⣡ゝㅮ⩦ࡢ㸰ࢫ࣮ࢥ㸧㸦28 ᖺ㸷᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 27 ே㸪29 ᖺ㸱᭶㸯᪥㸪

ཧຍ⪅ 22ே㸧㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢసᩥࡸㄞゎ㛵ࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡿࢃᩍᐊㄯヰ㸦BTSJ㸧ά⏝᪉ἲㅮ⩦㸦28ᖺ㸳᭶ 28᪥

ཧຍ⪅ 47ே㸪11᭶ 19᪥ཧຍ⪅ 26ே㸪12᭶ 12᪥ཧຍ⪅ 26ே㸪ࡶࢀࡎ࠸ᅜㄒ◊㸧ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 

㸰㸧ᶵ㛵ᣐⅬᆺඹྠ◊✲ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᵓᡂࡢ⌜ࡿࡍ┦㐃ᦠಁࢆ㐍ࡵࡓࡿࡍ㸪ྜྠࡢ◊✲㞟ࡢ⏬╔ᡭ28ࠋࡓࡋ

ᖺᗘࠕࡣ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ ࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕࠖ ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠖ ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸲ࡢࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⪅⩦Ꮫࠕࠖ

㸦29ࡓࡋ㛤ദࢆ㸫ࠖࡓࡀࡍࡢ㸫ຓモࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂࡢ᪥ᮏㄒࡿぢࢫࣃ࣮ࢥࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ࡛ྠྜ ᖺ㸱᭶㸷᪥㸪ᅜ❧

ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ 112 ே㸧ࠋ 

㸱㸧ᡤෆ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ጤဨ㸦ጤဨ㸴ே㸧ࢆタ⨨ࡋ㸪ጤဨ࡛ PDCA 㸪እ㒊ホ౯ጤဨ㸶ࡶࡿࡍ⌮⟶ࢆࣝࢡࢧ
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࡛ಖ⟶ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㐣ཤࡢ◊✲㈨ᩱࣝࢱࢪࢹࡢ࣭ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪◊✲ᅗ᭩ᐊᡤⶶࠕࡢ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ᩱࠖࢹࣥࣉ࣮࢜ࡢ

ᢏࡿࡍᑐゝㄒ㈨※㛤Ⓨࡿࡍᐇ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊㸪ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿࡣ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥࡽࡉࠋࡓࡵ㐍ࢆࢱ࣮

⾡ᨭ᪤Ꮡࡢ⩌ࢫࣃ࣮ࢥ㐠Ⴀ⟶⌮࡚ࡋ⧊⤌࠺⾜ࢆᴗົෆᐜᩚࢆഛࡋ㸪᪂ࢺࢫ࢟ࢸࡓฎ⌮ࡧࡼ࠾㡢ኌฎ⌮ࡢ◊✲㛤Ⓨ

యไࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

 

㸱㸧ᡤ㛗ᐊ┤ᒓ࡚ࡋ⧊⤌ࡢ㸪ᡤ㛗ࢆᐊ㛗ࠕࡿࡍᅜ㝿㐃ᦠᐊࠖࠕ㹇㹐᥎㐍ᐊࠖࢆタ⨨ࡋ㸪ᅜ㝿㐃ᦠᐊ࡚࠸࠾ᅜ㝿

ຓᩍ௵≉ࡿࡼ㈝⤒ᶵᵓ㛗㔞ࡣ㸪㹇㹐᥎㐍ᐊࡶࡿࡵ㐍ࢆ⤖⥾ࡢᾏእᏛ⾡ὶ༠ᐃ࡞ࡓ᪂ࡸ⏬ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㞟ࡢ⦼㸪ᖹᡂ28ᖺᗘᐇࡋ⏝᥇ࢆ

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯  ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

 ᇶᖿ◊✲ࠕࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⥲ྜⓗ᪥ᮏㄒᏛ ᭷ᶵⓗ㐃ᦠࠖࠕࡢ⌜✲◊ࡢࡘ㸪㸴ࡣࡵࡓࡿࡍ㛤ᣅࠖࢆ

✲◊ࢫࣃ࣮ࢥࡿ࠼ゝࡶせࡢࡘ୍ࡢ᪉ἲ✲◊※㈨✲◊ࡢ◊Ⅼ࡛㸪ᅜㄒࡢࡑࠋࡿ࠶㔜せ࡛࡚ࡵᴟࡀ

ࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪࡚ࡋࡵࡌࡣࢆࡇࡓࢀࡉᐇ࡚ࡗࡄࡵࢆຓモࡀ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢྠྜ⌜㸲࡚ࡋ㍈ࢆ

ࢆ᥎㐍㆟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉඹྠࡶᚋࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㧗ࡣⅬࡿ࠸࡚ࡋ㐍ᒎࡀ༠ാࡢ㛫㸪◊✲㡿ᇦ㛫ࢺ

୰ᚰࡢ⌜✲◊࡚ࡋ㛫࡛ࡢ༠ാࢆᐇࡿ࠶ࡾᙧ࡛᥎㐍ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

 ◊✲యไ⦅ࠕ࡚࠸࠾᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㡿ᇦࠖࡀタ⨨ࡓࢀࡉⅬࡶ㐺ษ࡞⦅࡚ࡋホ౯ࡇࠋࡿࡍ

 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆࡇࡿ࡞ዎᶵࡃ࠸࡚ࡋᘬ≌ࡀ◊ᅜㄒࢆ✲◊⫱᪥ᮏㄒᩍࡢ㸪ᅜෆእ࡚ࡗࡼࢀ

 ◊✲ሗⓎಙ࣮ࢱࣥࢭᑐࡣ࡚ࡋ㸪᪉ゝࡢ㛗ᮇ⦪᩿ㄪᰝࡢ࡞ᅜㄒ◊ࡢ㈗㔜࡞✚㈨ᩱࢭࢡࢆ

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋᣦ┠ࡶࡇࡃ࠸࡚ࡋࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ᙧ࡛࠸ࡍࡸࡋࢫ

 

 
 

㸰㸬 ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢෆᐜ࣭Ỉ‽㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

㸯㸧᪥ᖖヰ㸪࣭ྂ㏆௦ㄒ㸪᪉ゝ㸪Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ㸪ᩥἲ࣭ពᵓ㐀㛵ࡿࡍ᪂࡞ࡓゝㄒ㈨※ᩚࡢഛ╔ᡭࠋࡿࡍ 

㸰㸧」ᩘࡢࢫࣃ࣮ࢥໟᣓⓗ᳨࡞⣴ࢆᐇ⌧ࡢࡵࡓࡿࡍᇶ♏◊✲╔ᡭ᳨ࣥࣛࣥ࢜ࠋࡿࡍ⣴⎔ቃ࡛ࡢ㡢ኌ㓄ಙᶵ⬟ࢆᐇࡋ㸪

㓄ಙヨ㦂ࢆᐇࠋࡿࡍ 

㸱㸧᪂࡞ࡓ◊✲㡿ᇦࡢฟ㈨ࡵࡓࡿࡍ㸪እ㒊◊✲⪅ࡿࡍ࣮ࢲ࣮ࣜࢆ㡿ᇦᣦᐃᆺඹྠ◊✲ࢆබເࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ヰࢱ࣮ࢹ㛵࡚ࡋ㸪ࠗ ྡヰࢫࣃ࣮ࢥ 㸦࠘14ㄒ㸧ࢆ 28ᖺ 12᭶ 14᪥㸪ࠗ ᪥ᮏㄒヰࡋゝⴥ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ୰⣡ゝ∧

ࢆ 29ᖺ㸱᭶୍⯡බ㛤ྂࠋࡓࡋ࣭㏆௦ㄒ㛵ࡣ࡚ࡋ㸪ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙

1,400ㄒ㸧ࢆ 28ᖺ 10᭶㸪ࠕ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖ⣙ 11ㄒ㸧ࢆ 29ᖺ㸱᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ᪉ゝࢱ࣮ࢹ㛵ࡋ

ᇶ♏ㄒᙡࡢἈ⦖┴㑣ᅜ᪉ゝࠕ㸪ࡣ࡚ 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰ 㸪ࠖࠕἈ⦖࢜ࢪࣛࡢᨺ㏦ࢆࠖࡽ 29ᖺ㸱᭶බ㛤ࡿࡍ

⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡢ㸪බ㛤୰ࡣ࡚ࡋ㛵ࢱ࣮ࢹ⪅⩦Ꮫࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚࡢࢱ࣮ࢹ㡢ኌࡢ47ᆅⅬࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࠕ㸪ࡶ

㸪225㸦I-JAS㸧ࢫࣃ࣮ࢥ ྡศࡢⓎヰࢱ࣮ࢹ 145ྡศࡢసᩥࢆࢱ࣮ࢹ㏣ຍ࡚ࡋ 28ᖺ㸳᭶㸷᪥බ㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ࣥ࢜
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ࡢ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡ࣥࣛ 20ぢฟࡋ㸪ᩥ㡢ኌ 1173 ᩥ㸪࣓ࢽࢺ࣮ࣙࢩ 31Ⅼࢆ㏣ຍᩥࠋࡓࡋἲ࣭ពᵓ㐀ࢱ࣮ࢹࡢ

㸪28ᖺࡋ㏣ຍࢆ⬟⣴ᶵ᳨࣌ࢺ࣐ࣀ࣮࢜ࣝࢶ⣴᳨ࢫࣃ࣮ࢥ㸪BCCWJࡣ࡚ࡋ㛵 12᭶ 12᪥୍⯡බ㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪1ᩥ

㸪᳨⣴ࡋᵓ⠏ࢆࢡࣥࣂ࣮ࣜࢶ Keyaki࣭ࢫࣃ࣮ࢥ㸪 NPCMJࢫࣃ࣮ࢥࡁㄒ࣭ពゎᯒሗ⤫࡚ࡋᑐࢺࢫ࢟ࢸࡢ᪥ᮏㄒࡢ

ࡶࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥ⏝ 28ᖺ 12᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ 

㸰㸧ࢫࣃ࣮ࢥ㛤Ⓨࡢࢫࣃ࣮ࢥᩘ「࡚࠸࠾࣮ࢱࣥࢭໟᣓⓗ᳨࡞⣴ࢆᐇ⌧ࡢࡵࡓࡿࡍᇶ♏◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉ

ࢫࣃ࣮ࢥゝⴥࡋ᪥ᮏㄒヰࠗࡾࡼ㐃ᦠࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟ 㸪࠘ࠗ ྡヰࢫࣃ࣮ࢥ 㸪࠘ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢫࣃ࣮ࢥ 㸦࣭࠘᫂ṇ⦅ࡢ

୍㒊㸧ࡢᙧែㄽሗࠕࢆ୰⣡ゝ࡛ࠖබ㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪➨㸰ᮇ㛤Ⓨࢆ㐍ࠗࡓࡵᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ253)࠘ࢫࣃ࣮ࢥࣈ࢙࢘ ൨ㄒ㸧

㸦29ᖺࡓࡋබ㛤⯡୍ࡶᲙኳࠖࠕ⣴⣔᳨࠸ࡋ᪂ࢆ 3᭶ணᐃ㸧ࠋໟᣓⓗ᳨⣴⎔ቃࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᵝࢫࣃ࣮ࢥࡿ࡞␗ࡢ⩌

㡢ኌ㓄ಙࠋࡓࡏࡉⓎ㊊ࢆ✲◊ඹྠࡓࡵྵࢆ⪅✲◊ࡢ㸪ᡤእࡅࡴゎỴࡢࡑ㸪࠸࡞ࡇ࠾ࢆࡋฟ࠸Ὑࡢၥ㢟Ⅼࡢ㝿ࡿࡍ⣴᳨ࢆ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㓄ಙᐇ㦂ࡿࡼ㓄ಙ᪉ᘧࡓࡋ⏝ࢆ㸪HTMLࡣ࡚࠸ࡘ

㸱㸧እ㒊◊✲⪅ࡿࡍ࣮ࢲ࣮ࣜࢆබເᆺඹྠ◊✲ࡢ㸯࡚ࡋࣉࢱ㸪᪂࡞ࡓ◊✲㡿ᇦࡢ㛤ᣅࡍࡊࡵࢆ᪂㡿ᇦฟᆺඹྠ◊

 ࠋࡓࡏࡉࢺ࣮ࢱࢫࡋ᥇ᢥࢆ௳㸱࡚⤒ࢆ㆟ࡢ㸪㐠Ⴀ㆟࠸⾜ࢆබເࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲

 

㸦㸰㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢᐇయไ➼㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

㸯㸧ྛ✀ゝㄒ㈨※ཬࡧ◊✲ሗࡢⓎಙࢆຠ⋡ࡵࡓࡿࡍ㸪ᚑ᮶ࡢ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵ

 ࠋ࠺⾜ඖⓗ୍ࢆⓎಙࡢ㸪◊✲ሗ࣭㈨ᩱ࣭ᡂᯝࡵ

㸰㸧ゝㄒᑐ↷㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㸪᪥ᖖヰ㸪᪥ᮏㄒྐࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊✀ྛࡢ┦ࡢ㐃ᦠࢆ㧗ࣉࡵࡓࡿࡵ

 ࠋࡿࡍᡭ╔⏬ࡢ㞟✲◊ࡢྠྜࢺࢡ࢙ࢪࣟ

㸱㸧ᶵᵓࠕࡢ⥲ྜே㛫ᩥ◊✲᥎㐍࣮ࠖࢱࣥࢭ㐃ᦠࡘࡘࡋ㸪ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࣭እ㒊ホ

౯ࢆᐇࠋࡿࡍ 

㸲㸧ඹྠ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ≉ᚩᛂ࡚ࡌᾏእ◊✲⪅ࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵࢆタ⨨ࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ᚑ᮶ࡢ◊✲ሗ㈨ᩱࠕࢆ࣮ࢱࣥࢭ◊✲ሗⓎಙ࣮ࠖࢱࣥࢭᨵࡵ㸪◊✲ሗ࣭㈨ᩱ࣭ᡂᯝࢆᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣈ࢙࢘ࡢ

࠺⾜ࢆๅ᪂ࡢࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺࡵࡓࡿࡵ㧗ࢆ౽ᛶࡢ㸪ྛ✀ሗ࣭㈨ᩱࡓࡲࠋࡓ࠼ᩚࢆቃ⎔ࡿࡍⓎಙඖⓗ୍࡛ࢺࢧ

ࣝࢱࢪࢹࡢ㈨ᩱ✲◊ࡢ㐣ཤࡿ࠸࡚ࢀࡉ⟶㸪◊✲㈨ᩱᐊ࡛ಖࡵࡓࡢᙉࡢ⬟ඹྠ⏝ᶵࠋࡓࡵ㐍ࢆᨵၿࡢࢪ࣮࣌㸪ⱥㄒࡶ

࣭ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪◊✲ᅗ᭩ᐊᡤⶶࠕࡢ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ᩱࠖࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ࡢࢆ㐍ࡶࡿࡵ㸪ࠕ᪥ᮏㄒ◊✲࣭᪥

ᮏㄒᩍ⫱◊✲ᩥ⊩ࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹཬࡢࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ⫣ᩥ✲◊ࠕࡧᣑ࣭᭦᪂➼ࢆᐇࡽࡉࠋࡓࡋ㸪ྛ✀ࡢࢱ࣮ࢹᬑཬ

ࠕࠗࣉࢵࣙࢩࢡ㸪࣮࣡ࡵࡓࡿࡍ㐍ಁࢆ⏝ά ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥᣑᙇࡢࡑㄢ㢟 㸦ࠖ28ᖺ㸳᭶ 15᪥㸪᪥ᮏㄒᏛ㸪

Ꮫ⩦㝔Ꮫ㸪ཧຍ⪅⣙ 80 ྡ㸧㸪NINJAL ✲◊᪥ᮏㄒࡿࡍᑟࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ 㸦ࠖ㸷᭶ 15 ᪥㸪ᅜ❧ྎ‴Ꮫ㸪ཧຍ⪅ᩘ

35 ே㸧㸪ࢫࣃ࣮ࢥㅮ⩦㸦ࡾࢃࡲࡦㅮ⩦࣭୰⣡ゝㅮ⩦ࡢ㸰ࢫ࣮ࢥ㸧㸦28 ᖺ㸷᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 27 ே㸪29 ᖺ㸱᭶㸯᪥㸪

ཧຍ⪅ 22ே㸧㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢసᩥࡸㄞゎ㛵ࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡿࢃᩍᐊㄯヰ㸦BTSJ㸧ά⏝᪉ἲㅮ⩦㸦28ᖺ㸳᭶ 28᪥

ཧຍ⪅ 47ே㸪11᭶ 19᪥ཧຍ⪅ 26ே㸪12᭶ 12᪥ཧຍ⪅ 26ே㸪ࡶࢀࡎ࠸ᅜㄒ◊㸧ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 

㸰㸧ᶵ㛵ᣐⅬᆺඹྠ◊✲ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᵓᡂࡢ⌜ࡿࡍ┦㐃ᦠಁࢆ㐍ࡵࡓࡿࡍ㸪ྜྠࡢ◊✲㞟ࡢ⏬╔ᡭ28ࠋࡓࡋ

ᖺᗘࠕࡣ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ ࢫࣃ࣮ࢥ㏻ࠕࠖ ࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᖖヰࠕࠖ ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸲ࡢࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⪅⩦Ꮫࠕࠖ

㸦29ࡓࡋ㛤ദࢆ㸫ࠖࡓࡀࡍࡢ㸫ຓモࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂࡢ᪥ᮏㄒࡿぢࢫࣃ࣮ࢥࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ࡛ྠྜ ᖺ㸱᭶㸷᪥㸪ᅜ❧

ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ 112 ே㸧ࠋ 

㸱㸧ᡤෆ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ጤဨ㸦ጤဨ㸴ே㸧ࢆタ⨨ࡋ㸪ጤဨ࡛ PDCA 㸪እ㒊ホ౯ጤဨ㸶ࡶࡿࡍ⌮⟶ࢆࣝࢡࢧ
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࡛ಖ⟶ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㐣ཤࡢ◊✲㈨ᩱࣝࢱࢪࢹࡢ࣭ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸪◊✲ᅗ᭩ᐊᡤⶶࠕࡢ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ᩱࠖࢹࣥࣉ࣮࢜ࡢ

ᢏࡿࡍᑐゝㄒ㈨※㛤Ⓨࡿࡍᐇ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊㸪ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿࡣ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮ࢥࡽࡉࠋࡓࡵ㐍ࢆࢱ࣮

⾡ᨭ᪤Ꮡࡢ⩌ࢫࣃ࣮ࢥ㐠Ⴀ⟶⌮࡚ࡋ⧊⤌࠺⾜ࢆᴗົෆᐜᩚࢆഛࡋ㸪᪂ࢺࢫ࢟ࢸࡓฎ⌮ࡧࡼ࠾㡢ኌฎ⌮ࡢ◊✲㛤Ⓨ

యไࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

 

㸱㸧ᡤ㛗ᐊ┤ᒓ࡚ࡋ⧊⤌ࡢ㸪ᡤ㛗ࢆᐊ㛗ࠕࡿࡍᅜ㝿㐃ᦠᐊࠖࠕ㹇㹐᥎㐍ᐊࠖࢆタ⨨ࡋ㸪ᅜ㝿㐃ᦠᐊ࡚࠸࠾ᅜ㝿

ຓᩍ௵≉ࡿࡼ㈝⤒ᶵᵓ㛗㔞ࡣ㸪㹇㹐᥎㐍ᐊࡶࡿࡵ㐍ࢆ⤖⥾ࡢᾏእᏛ⾡ὶ༠ᐃ࡞ࡓ᪂ࡸ⏬ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㞟ࡢ⦼㸪ᖹᡂ28ᖺᗘᐇࡋ⏝᥇ࢆ

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯  ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

 ᇶᖿ◊✲ࠕࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⥲ྜⓗ᪥ᮏㄒᏛ ᭷ᶵⓗ㐃ᦠࠖࠕࡢ⌜✲◊ࡢࡘ㸪㸴ࡣࡵࡓࡿࡍ㛤ᣅࠖࢆ

✲◊ࢫࣃ࣮ࢥࡿ࠼ゝࡶせࡢࡘ୍ࡢ᪉ἲ✲◊※㈨✲◊ࡢ◊Ⅼ࡛㸪ᅜㄒࡢࡑࠋࡿ࠶㔜せ࡛࡚ࡵᴟࡀ

ࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸪࡚ࡋࡵࡌࡣࢆࡇࡓࢀࡉᐇ࡚ࡗࡄࡵࢆຓモࡀ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢྠྜ⌜㸲࡚ࡋ㍈ࢆ

ࢆ᥎㐍㆟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉඹྠࡶᚋࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㧗ࡣⅬࡿ࠸࡚ࡋ㐍ᒎࡀ༠ാࡢ㛫㸪◊✲㡿ᇦ㛫ࢺ

୰ᚰࡢ⌜✲◊࡚ࡋ㛫࡛ࡢ༠ാࢆᐇࡿ࠶ࡾᙧ࡛᥎㐍ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

 ◊✲యไ⦅ࠕ࡚࠸࠾᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㡿ᇦࠖࡀタ⨨ࡓࢀࡉⅬࡶ㐺ษ࡞⦅࡚ࡋホ౯ࡇࠋࡿࡍ

 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆࡇࡿ࡞ዎᶵࡃ࠸࡚ࡋᘬ≌ࡀ◊ᅜㄒࢆ✲◊⫱᪥ᮏㄒᩍࡢ㸪ᅜෆእ࡚ࡗࡼࢀ

 ◊✲ሗⓎಙ࣮ࢱࣥࢭᑐࡣ࡚ࡋ㸪᪉ゝࡢ㛗ᮇ⦪᩿ㄪᰝࡢ࡞ᅜㄒ◊ࡢ㈗㔜࡞✚㈨ᩱࢭࢡࢆ

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋᣦ┠ࡶࡇࡃ࠸࡚ࡋࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ᙧ࡛࠸ࡍࡸࡋࢫ

 

 
 

㸰㸬 ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

㸦㸯㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࡢෆᐜ࣭Ỉ‽㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

㸯㸧᪥ᖖヰ㸪࣭ྂ㏆௦ㄒ㸪᪉ゝ㸪Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ㸪ᩥἲ࣭ពᵓ㐀㛵ࡿࡍ᪂࡞ࡓゝㄒ㈨※ᩚࡢഛ╔ᡭࠋࡿࡍ 

㸰㸧」ᩘࡢࢫࣃ࣮ࢥໟᣓⓗ᳨࡞⣴ࢆᐇ⌧ࡢࡵࡓࡿࡍᇶ♏◊✲╔ᡭ᳨ࣥࣛࣥ࢜ࠋࡿࡍ⣴⎔ቃ࡛ࡢ㡢ኌ㓄ಙᶵ⬟ࢆᐇࡋ㸪

㓄ಙヨ㦂ࢆᐇࠋࡿࡍ 

㸱㸧᪂࡞ࡓ◊✲㡿ᇦࡢฟ㈨ࡵࡓࡿࡍ㸪እ㒊◊✲⪅ࡿࡍ࣮ࢲ࣮ࣜࢆ㡿ᇦᣦᐃᆺඹྠ◊✲ࢆබເࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ヰࢱ࣮ࢹ㛵࡚ࡋ㸪ࠗ ྡヰࢫࣃ࣮ࢥ 㸦࠘14ㄒ㸧ࢆ 28ᖺ 12᭶ 14᪥㸪ࠗ ᪥ᮏㄒヰࡋゝⴥ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ୰⣡ゝ∧

ࢆ 29ᖺ㸱᭶୍⯡බ㛤ྂࠋࡓࡋ࣭㏆௦ㄒ㛵ࡣ࡚ࡋ㸪ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࠕࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥ࣭᫂ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙

1,400ㄒ㸧ࢆ 28ᖺ 10᭶㸪ࠕ㙊௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖ⣙ 11ㄒ㸧ࢆ 29ᖺ㸱᭶୍⯡බ㛤ࠋࡓࡋ᪉ゝࢱ࣮ࢹ㛵ࡋ

ᇶ♏ㄒᙡࡢἈ⦖┴㑣ᅜ᪉ゝࠕ㸪ࡣ࡚ 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰ 㸪ࠖࠕἈ⦖࢜ࢪࣛࡢᨺ㏦ࢆࠖࡽ 29ᖺ㸱᭶බ㛤ࡿࡍ

⪅⩦᪥ᮏㄒᏛࡢ㸪බ㛤୰ࡣ࡚ࡋ㛵ࢱ࣮ࢹ⪅⩦Ꮫࠋࡓࡗ⾜ࢆഛᩚࡢࢱ࣮ࢹ㡢ኌࡢ47ᆅⅬࠖࢫࣃ࣮ࢥ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࠕ㸪ࡶ

㸪225㸦I-JAS㸧ࢫࣃ࣮ࢥ ྡศࡢⓎヰࢱ࣮ࢹ 145ྡศࡢసᩥࢆࢱ࣮ࢹ㏣ຍ࡚ࡋ 28ᖺ㸳᭶㸷᪥බ㛤ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪ࣥ࢜
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㸰㸧ⱝᡭ◊✲⪅㸦Ꮫ㝔⏕㸪JSPS ≉ู◊✲ဨ㸧29 ேࢆඹྠ◊✲ဨ࡚ࡋඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉཧ⏬ࡶࡿࡏࡉ㸪

Ꮫ㝔⏕ࡶ◊✲Ⓨ⾲ࡢᶵࢆᥦ౪ࡋ㸪◊✲ᨭࡓࡗ⾜ࢆ㸦ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖ⌜࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡣദࡢᅜ㝿࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

࡛࣒ 41ேࡢᏛ㝔⏕Ⓨ⾲ࡢᶵࢆᥦ౪ࠕࠋࡓࡋ⤫ㄒࡣ࡛⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥసᩥࡸㄞゎ㛵ࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡿࢃᩍᐊㄯ

ヰࡢศᯒ㸲ேࡢᏛ㝔⏕ࡀཧຍࡋᅜ㝿Ꮫ࡛Ⓨ⾲ࠕࠋࡓࡗ⾜ࢆ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖ⌜࡛ࡣᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝබ

ເࡿࡼᏛ㝔⏕㸱ேᓥ᰿ᏛᏛ⏕㸶ேࢆཧຍࡏࡉ㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝࡢ᪉ἲࢆᣦᑟࡓࡋ㸧ࠋ 

㸱㸧Ꮫ㝔⏕ࢆ࡞ᑐ㇟ࡿࡍ NINJAL ࠕࠗࠋࡓࡋ㛵す࡛ィ㸲ᅇ㛤ദ㛵ᮾࢆࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ

㛛 㸦ࠖ㜰ሙ㸪28ᖺ㸷᭶㸪ཷㅮ⏕ 17ேࠋᮾிሙ㸪29ᖺ㸰᭶㸪ཷㅮ⏕ 25ே㸧㸪ࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᩥࡢ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙

⏝άࡢࢫࣃ࣮ࢥㄞゎࡓࡋ 㸦ࠖ㜰ሙ㸪29ᖺ㸰᭶ 17᪥㸪ཷㅮ⏕ 27ேࠋᅜㄒ◊㸪29 ᖺ 2᭶ 24᪥㸪ཷㅮ⏕ 21ே㸧ࠋ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࠋࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

ࡇࡿࡍᚑᣦᑟࡢ⪅✲◊ⱝᡭࡸ⫱Ꮫ㝔ᩍࡀ㸪◊✲ᡤဨࡿࡍ៖⪄ࢆ᭷ᶵⓗ㐃㛵ࡢ⫱ᩍ✲◊ 

࠸࡚ࡋ⏬ཧᴟⓗ✚ไᗘࡢࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ㐃ᦠᩍဨ㸪ࡀ㸪ᅜㄒ◊ᡤဨࡾ࠶࡛⩏᭷ពࡣ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡣࡇࡿ

 ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪ඹྠ࡚ࡋ࣮ࣂ࣓ࣥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊㛑ࡇࡿࡏࡉ㸪≉࣮ࣇ

◊ᅜㄒࡣࡇࡍಁࢆ⾲Ⓨ✲◊ࡢ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡸࡇࡿࡏࡲ✚ࢆ㦂⤒ࡢሙ࡛⌧࡞ࢡ࣮࣡ࢻࣝ

 ࠋࡿࡍ್ホ౯࡚ࡋᡂ⫱ࡓࡋ⏕ࢆᚩ≉ࡢ

 

 
 

㸲㸬 ♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅◊✲ᡂᯝ䜢ᗈ䛟୍⯡䛻Ⓨಙ䛩䜛 NINJAL 䝣䜷䞊䝷䝮䛸ᑠ䞉୰Ꮫ⏕䜢ᑐ㇟䛸䛩䜛䛂䝙䝩䞁䝂᥈᳨䛃䜢㛤ദ䛩䜛䚹 

䠎䠅᭱᪂䛾◊✲ሗ䜢Ⓨಙ䛩䜛䛄ᅜㄒ◊䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝺䝡䝳䞊䛅䜢ห⾜䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧୍⯡ྥࡅㅮ₇ NINJAL ࢆᛮ㆟ࠖ㨩ຊࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕ࣒࣮࢛ࣛࣇ 29ᖺ㸯᭶ 21 ᪥㛤ദࡓࡋ㸦୍ᶫᏛ୍ᶫㅮᇽ㸪

ධሙ⪅ 372ே㸧ࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇࠋᡂᯝࠖ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕࡣ㛵ࡿࡍၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ (௬㢟) 㸦࠘ᒾἼ⛉Ꮫ࣮ࣛࣜࣛࣈ㸧

࡚ࡋ 29ᖺฟ∧ࡿࡍணᐃࡓࡲࠋ㸪ᑠ࣭୰Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟ࢦࣥ࣍ࢽࠕࡓࡋ᥈᳨ࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ㸵᭶ 16 ᪥㸪ཧຍ⪅ 340

ே㸧ࠋ 

㸰㸧◊✲ྍࡢࢫࢭࣟࣉど◊✲ᡂᯝࡢᬑཬࡵࡓࡢ㸪◊✲⪅ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㝈ࡓ࠸࡚ࢀࡽᚑ᮶ࡢᶵ㛵ㄅࠗᅜㄒ◊࢙ࢪࣟࣉ

ࢆ㸪หྕ㸦pdf∧㸧ࡋๅ᪂࡚ࡋἼṆሙ࠘ࡢࡤࡇ ◊ሗㄅࠗᅜㄒ✲◊ࡢࡅྥ⯡㸪୍ࢆ࣮࠘ࣗࣅࣞࢺࢡ 3᭶බ㛤ࡋ

 ࠋࡓ

 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅ᆅ᪉⮬య䛸༠ຊ䛧䛶ᆅᇦ䛾ゝㄒ䞉᪉ゝ䛾ㄪᰝ䛸グ㘓䜢ᐇ䛩䜛䚹 

䠎䠅᪉ゝ䛻㛵䛩䜛ㅮ₇䞉䝉䝭䝘䞊䜢ᆅ᪉⮬య䛸ඹྠ䛷㛤ദ䛩䜛䚹 

䠏䠅༴ᶵゝㄒ䞉᪉ゝ䛾グ㘓䛸⥅ᢎ䜢┠ⓗ䛸䛩䜛䛂᪥ᮏ䛾༴ᶵゝㄒ䞉᪉ゝ䝃䝭䝑䝖䛃䜢ᆅ᪉⮬య䜔ᩥᗇ䛸ඹྠ䛷㛤ദ䛩䜛䚹 
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ேࡿࡼእ㒊ホ౯యไᩚࢆഛࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡋ㸪29 ᖺ㸯ࠥ㸰᭶ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࣭

እ㒊ホ౯ࢆᐇࠋࡓࡋ 

㸲㸧ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖ⌜࡛ࡣ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㐠ႠᡂᯝⓎಙ࡚࠸ࡘຓゝࢆồࡵࡓࡿࡵ㸪ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ 10ேࢆ

㸪ᾏእࡣ࡛⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕ㸪ࡓࡲࠋࡓࡵ㐍ࢆ✲◊ࡽࡀ࡞ᚓࢆࢫࣂࢻ㸪㝶ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵ

ᅾఫࡢ◊✲⪅㸴ே࡚ࡋ࣮ࢨࣂࢻࢆຍ࠼㸪⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁᵓ⠏㛵ࡿࡍពぢࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 ᪥ᖖヰ㸪ྂ㸪᪉ゝ㸪Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒࡢ࡞᪂࡞ࡓゝㄒ㈨※ᩚࡢഛ㸪」ᩘࡢࢫࣃ࣮ࢥໟᣓⓗ

ඹ࡞ᗈ⠊ࡢᚋࡢ※ゝㄒ㈨ࡢ➼ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡣࡢࡓࡋ㐍ᒎᐇ╔ࡀ✲◊♏ᇶࡢࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆ⣴᳨࡞

ྠ⏝ࡢᅵྎ࡙࡚ࡋࡾࡃホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

㸪ࡣᚋࠋࡿࡍ್ホ౯ࡶⅬࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇᆅ㐨ࡀά⏝᪉ἲㅮ⩦ࡢ※ゝㄒ㈨ࡸㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 

ෆࡢ㸪ㅮ⩦ࡵࡓࡢᬑཬ࡞ຠ⋡ⓗࡘᗈ⠊ࡾࡼࡢ㆑▱࡞☜ṇࡿࡍ㛵࣮ࣝࢶ㛵㐃ࡧࡼ࠾ࢫࣃ࣮ࢥ

ᐜࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡢබ㛤᳨ࡢ࡚࠸ࡘ࡞ウࡀᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

࡞ࡀᕫⅬ᳨࣭ホ౯⮬࡚࠸ࡘຠᯝࡸ㸪㐠Ⴀ᪉ἲࡾ࠶࡛ࡳヨ࠸ࡋ᪂ࡣ⨨タࡢࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ 

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡿࢀࡉඹ᭷ࡀ㸪ᡤෆ࡛ሗ࡚ࢀࡉ

 

 
 

㸱㸬 ᩍ⫱㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

୍ᶫᏛࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪㐃ᦠᏛ㝔ࡶࡿࡍ⥆⥅ࢆ㸪᪂ࡓᮾிእᅜㄒᏛࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪㐃ᦠᏛ㝔ࢆ

㛤ጞࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

➨㸰ᮇ୍ࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡽᶫᏛࡢ㐃ᦠᏛ㝔࡚࠸࠾㸪㸰ྡࡀ㐃ᦠᩍᤵ㸪㸯ྡࡀ㐃ᦠᩍᤵ࡚ࡋᤵᴗࢆᢸᙜࡿࡍ

⛬㸪༤ኈ๓ᮇㄢ⛬㸳ྡ㸪༤ኈᚋᮇㄢࡶ ᮾிࡣࡽ㸪28ᖺ㸲᭶ࡾࡼ༠ᐃ࡞ࡓ㸪᪂ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆㄽᩥᣦᑟࡢ13ྡ

እᅜㄒᏛࡢ㐃ᦠᏛ㝔㸦ᅜ㝿᪥ᮏᏛ◊✲⛉㸧ࢆ㛤ጞࡋ㸪ࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡไᗘࡿࡼᩍᤵ㸯ྡ㸪ᩍᤵ㸯ྡࡀ

Japan Studies I, II  ࠋࡓࡋᢸᙜࢆᤵᴗࡢ

 

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅ᅜෆእ䛾Ꮫ㝔䛷༤ኈᏛ䜢ྲྀᚓ䛧䛯ⱝᡭ◊✲⪅䜢䝥䝻䝆䜵䜽䝖◊✲ဨ䠄PD 䝣䜵䝻䞊䠅䛸䛧䛶㞠⏝䛧䠈ᑓ㛛ⓗ◊✲ᣦᑟ䜢⾜䛖䚹 

䠎䠅ⱝᡭ◊✲⪅䜔Ꮫ㝔⏕➼䜢ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻✚ᴟⓗ䛻ཧ⏬䛥䛫䠈◊✲ᡂᯝⓎ⾲䛻䛚䛔䛶Ⓨ⾲䛾ᶵ䜢ᥦ౪䛩䜛䚹 

䠏䠅ⱝᡭ◊✲⪅ྥ䛡䛾ㅮ⩦䠄䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䠅䜢」ᩘᅇ㛤ദ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡵࡓࡢ◊✲ဨ㸦PD ࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ 10 ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ 43 ே㞠⏝ࡋ㸪ࡀࢀࡒࢀࡑ

ᡤᒓࡿࡍඹྠ◊✲࡚࠸࠾ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊㛑ࠋࡓࡏࡲ✚ࢆPDࡕ࠺ࡢ࣮࢙ࣟࣇ㸱ྡࡣእ㒊ࢆࢺࢫ࣏⋓ᚓࠋࡓࡋ 

260 Ⅵ 外部評価報告書
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㸰㸧ⱝᡭ◊✲⪅㸦Ꮫ㝔⏕㸪JSPS ≉ู◊✲ဨ㸧29 ேࢆඹྠ◊✲ဨ࡚ࡋඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉཧ⏬ࡶࡿࡏࡉ㸪

Ꮫ㝔⏕ࡶ◊✲Ⓨ⾲ࡢᶵࢆᥦ౪ࡋ㸪◊✲ᨭࡓࡗ⾜ࢆ㸦ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖ⌜࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡣദࡢᅜ㝿࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

࡛࣒ 41ேࡢᏛ㝔⏕Ⓨ⾲ࡢᶵࢆᥦ౪ࠕࠋࡓࡋ⤫ㄒࡣ࡛⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥసᩥࡸㄞゎ㛵ࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣆࡿࢃᩍᐊㄯ

ヰࡢศᯒ㸲ேࡢᏛ㝔⏕ࡀཧຍࡋᅜ㝿Ꮫ࡛Ⓨ⾲ࠕࠋࡓࡗ⾜ࢆ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖ⌜࡛ࡣᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝබ

ເࡿࡼᏛ㝔⏕㸱ேᓥ᰿ᏛᏛ⏕㸶ேࢆཧຍࡏࡉ㸪ࢻ࣮ࣝࣇㄪᰝࡢ᪉ἲࢆᣦᑟࡓࡋ㸧ࠋ 

㸱㸧Ꮫ㝔⏕ࢆ࡞ᑐ㇟ࡿࡍ NINJAL ࠕࠗࠋࡓࡋ㛵す࡛ィ㸲ᅇ㛤ദ㛵ᮾࢆࣝࣜࢺ࣮ࣗࢳ ᪥ᮏㄒṔྐ࠘ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ධ

㛛 㸦ࠖ㜰ሙ㸪28ᖺ㸷᭶㸪ཷㅮ⏕ 17ேࠋᮾிሙ㸪29ᖺ㸰᭶㸪ཷㅮ⏕ 25ே㸧㸪ࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᩥࡢ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙

⏝άࡢࢫࣃ࣮ࢥㄞゎࡓࡋ 㸦ࠖ㜰ሙ㸪29ᖺ㸰᭶ 17᪥㸪ཷㅮ⏕ 27ேࠋᅜㄒ◊㸪29ᖺ 2᭶ 24᪥㸪ཷㅮ⏕ 21ே㸧ࠋ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࠋࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

ࡇࡿࡍᚑᣦᑟࡢ⪅✲◊ⱝᡭࡸ⫱Ꮫ㝔ᩍࡀ㸪◊✲ᡤဨࡿࡍ៖⪄ࢆ᭷ᶵⓗ㐃㛵ࡢ⫱ᩍ✲◊ 

࠸࡚ࡋ⏬ཧᴟⓗ✚ไᗘࡢࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡ㐃ᦠᩍဨ㸪ࡀ㸪ᅜㄒ◊ᡤဨࡾ࠶࡛⩏᭷ពࡣ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡣࡇࡿ

 ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪ඹྠ࡚ࡋ࣮ࣂ࣓ࣥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊㛑ࡇࡿࡏࡉ㸪≉࣮ࣇ

◊ᅜㄒࡣࡇࡍಁࢆ⾲Ⓨ✲◊ࡢ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᅜ㝿ࡸࡇࡿࡏࡲ✚ࢆ㦂⤒ࡢሙ࡛⌧࡞ࢡ࣮࣡ࢻࣝ

 ࠋࡿࡍ್ホ౯࡚ࡋᡂ⫱ࡓࡋ⏕ࢆᚩ≉ࡢ

 

 
 

㸲㸬 ♫ࡢ㐃ᦠཬࡧ♫㈉⊩㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅◊✲ᡂᯝ䜢ᗈ䛟୍⯡䛻Ⓨಙ䛩䜛 NINJAL 䝣䜷䞊䝷䝮䛸ᑠ䞉୰Ꮫ⏕䜢ᑐ㇟䛸䛩䜛䛂䝙䝩䞁䝂᥈᳨䛃䜢㛤ദ䛩䜛䚹 

䠎䠅᭱᪂䛾◊✲ሗ䜢Ⓨಙ䛩䜛䛄ᅜㄒ◊䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝺䝡䝳䞊䛅䜢ห⾜䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧୍⯡ྥࡅㅮ₇ NINJAL ࢆᛮ㆟ࠖ㨩ຊࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕ࣒࣮࢛ࣛࣇ 29ᖺ㸯᭶ 21᪥㛤ദࡓࡋ㸦୍ᶫᏛ୍ᶫㅮᇽ㸪

ධሙ⪅ 372ே㸧ࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇࠋᡂᯝࠖ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕࡣ㛵ࡿࡍၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ (௬㢟) 㸦࠘ᒾἼ⛉Ꮫ࣮ࣛࣜࣛࣈ㸧

࡚ࡋ 29ᖺฟ∧ࡿࡍணᐃࡓࡲࠋ㸪ᑠ࣭୰Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟ࢦࣥ࣍ࢽࠕࡓࡋ᥈᳨ࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ㸵᭶ 16 ᪥㸪ཧຍ⪅ 340

ே㸧ࠋ 

㸰㸧◊✲ྍࡢࢫࢭࣟࣉど◊✲ᡂᯝࡢᬑཬࡵࡓࡢ㸪◊✲⪅ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㝈ࡓ࠸࡚ࢀࡽᚑ᮶ࡢᶵ㛵ㄅࠗᅜㄒ◊࢙ࢪࣟࣉ

ࢆ㸪หྕ㸦pdf∧㸧ࡋๅ᪂࡚ࡋἼṆሙ࠘ࡢࡤࡇ ◊ሗㄅࠗᅜㄒ✲◊ࡢࡅྥ⯡㸪୍ࢆ࣮࠘ࣗࣅࣞࢺࢡ 3᭶බ㛤ࡋ

 ࠋࡓ

 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅ᆅ᪉⮬య䛸༠ຊ䛧䛶ᆅᇦ䛾ゝㄒ䞉᪉ゝ䛾ㄪᰝ䛸グ㘓䜢ᐇ䛩䜛䚹 

䠎䠅᪉ゝ䛻㛵䛩䜛ㅮ₇䞉䝉䝭䝘䞊䜢ᆅ᪉⮬య䛸ඹྠ䛷㛤ദ䛩䜛䚹 

䠏䠅༴ᶵゝㄒ䞉᪉ゝ䛾グ㘓䛸⥅ᢎ䜢┠ⓗ䛸䛩䜛䛂᪥ᮏ䛾༴ᶵゝㄒ䞉᪉ゝ䝃䝭䝑䝖䛃䜢ᆅ᪉⮬య䜔ᩥᗇ䛸ඹྠ䛷㛤ദ䛩䜛䚹 
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ேࡿࡼእ㒊ホ౯యไᩚࢆഛࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡋ㸪29 ᖺ㸯ࠥ㸰᭶ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࣭

እ㒊ホ౯ࢆᐇࠋࡓࡋ 

㸲㸧ࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖ⌜࡛ࡣ㸪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㐠ႠᡂᯝⓎಙ࡚࠸ࡘຓゝࢆồࡵࡓࡿࡵ㸪ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡢ◊✲⪅ 10ேࢆ

㸪ᾏእࡣ࡛⌜ࠖࢫࣃ࣮ࢥㄒ⤫ࠕ㸪ࡓࡲࠋࡓࡵ㐍ࢆ✲◊ࡽࡀ࡞ᚓࢆࢫࣂࢻ㸪㝶ࡋ⨨タࢆࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡴྵ

ᅾఫࡢ◊✲⪅㸴ே࡚ࡋ࣮ࢨࣂࢻࢆຍ࠼㸪⤫ㄒゎᯒሗࡢࢫࣃ࣮ࢥࡁᵓ⠏㛵ࡿࡍពぢࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 ᪥ᖖヰ㸪ྂ㸪᪉ゝ㸪Ꮫ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒࡢ࡞᪂࡞ࡓゝㄒ㈨※ᩚࡢഛ㸪」ᩘࡢࢫࣃ࣮ࢥໟᣓⓗ

ඹ࡞ᗈ⠊ࡢᚋࡢ※ゝㄒ㈨ࡢ➼ࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡣࡢࡓࡋ㐍ᒎᐇ╔ࡀ✲◊♏ᇶࡢࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆ⣴᳨࡞

ྠ⏝ࡢᅵྎ࡙࡚ࡋࡾࡃホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

㸪ࡣᚋࠋࡿࡍ್ホ౯ࡶⅬࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇᆅ㐨ࡀά⏝᪉ἲㅮ⩦ࡢ※ゝㄒ㈨ࡸㅮ⩦ࢫࣃ࣮ࢥ 

ෆࡢ㸪ㅮ⩦ࡵࡓࡢᬑཬ࡞ຠ⋡ⓗࡘᗈ⠊ࡾࡼࡢ㆑▱࡞☜ṇࡿࡍ㛵࣮ࣝࢶ㛵㐃ࡧࡼ࠾ࢫࣃ࣮ࢥ

ᐜࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡢබ㛤᳨ࡢ࡚࠸ࡘ࡞ウࡀᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

࡞ࡀᕫⅬ᳨࣭ホ౯⮬࡚࠸ࡘຠᯝࡸ㸪㐠Ⴀ᪉ἲࡾ࠶࡛ࡳヨ࠸ࡋ᪂ࡣ⨨タࡢࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻ 

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡿࢀࡉඹ᭷ࡀ㸪ᡤෆ࡛ሗ࡚ࢀࡉ

 

 
 

㸱㸬 ᩍ⫱㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

㸦㸯㸧Ꮫ㝔➼ࡢᩍ⫱༠ຊ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

୍ᶫᏛࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪㐃ᦠᏛ㝔ࡶࡿࡍ⥆⥅ࢆ㸪᪂ࡓᮾிእᅜㄒᏛࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪㐃ᦠᏛ㝔ࢆ

㛤ጞࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

➨㸰ᮇ୍ࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡽᶫᏛࡢ㐃ᦠᏛ㝔࡚࠸࠾㸪㸰ྡࡀ㐃ᦠᩍᤵ㸪㸯ྡࡀ㐃ᦠᩍᤵ࡚ࡋᤵᴗࢆᢸᙜࡿࡍ

⛬㸪༤ኈ๓ᮇㄢ⛬㸳ྡ㸪༤ኈᚋᮇㄢࡶ ᮾிࡣࡽ㸪28ᖺ㸲᭶ࡾࡼ༠ᐃ࡞ࡓ㸪᪂ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆㄽᩥᣦᑟࡢ13ྡ

እᅜㄒᏛࡢ㐃ᦠᏛ㝔㸦ᅜ㝿᪥ᮏᏛ◊✲⛉㸧ࢆ㛤ጞࡋ㸪ࢺ࣓ࣥࢺ࣏ࣥࢫࣟࢡไᗘࡿࡼᩍᤵ㸯ྡ㸪ᩍᤵ㸯ྡࡀ

Japan Studies I, II  ࠋࡓࡋᢸᙜࢆᤵᴗࡢ

 

㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅ᅜෆእ䛾Ꮫ㝔䛷༤ኈᏛ䜢ྲྀᚓ䛧䛯ⱝᡭ◊✲⪅䜢䝥䝻䝆䜵䜽䝖◊✲ဨ䠄PD 䝣䜵䝻䞊䠅䛸䛧䛶㞠⏝䛧䠈ᑓ㛛ⓗ◊✲ᣦᑟ䜢⾜䛖䚹 

䠎䠅ⱝᡭ◊✲⪅䜔Ꮫ㝔⏕➼䜢ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻✚ᴟⓗ䛻ཧ⏬䛥䛫䠈◊✲ᡂᯝⓎ⾲䛻䛚䛔䛶Ⓨ⾲䛾ᶵ䜢ᥦ౪䛩䜛䚹 

䠏䠅ⱝᡭ◊✲⪅ྥ䛡䛾ㅮ⩦䠄䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䠅䜢」ᩘᅇ㛤ദ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡵࡓࡢ◊✲ဨ㸦PD ࢆ㸧࣮࢙ࣟࣇ 10 ே㸪㠀ᖖ◊✲ဨࢆ 43 ே㞠⏝ࡋ㸪ࡀࢀࡒࢀࡑ

ᡤᒓࡿࡍඹྠ◊✲࡚࠸࠾ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊㛑ࠋࡓࡏࡲ✚ࢆPDࡕ࠺ࡢ࣮࢙ࣟࣇ㸱ྡࡣእ㒊ࢆࢺࢫ࣏⋓ᚓࠋࡓࡋ 
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㸳㸬 ࡢࡑࡢ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

㸦㸯㸧ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅ᾏእ䛾◊✲⪅䜢✚ᴟⓗ䛻ཷ䛡ධ䜜ඹྠ◊✲䜢⾜䛖䚹 

䠎䠅ᅜ㝿㆟䜢ㄏ⮴䞉㛤ദ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䠈◊✲ᡂᯝⓎಙ䛾䛯䜑䛾ᅜ㝿䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢㛤ദ䛩䜛䚹 

䠏䠅᪥ᮏㄒ◊✲䛻㛵䛩䜛◊✲ᡂᯝ䜢ᅜ㝿ฟ∧䛩䜛䚹 

䠐䠅ⱥᩥ䜴䜵䝤䝃䜲䝖䜢ᣑ䛧䠈᪥ᮏㄒ䝁䞊䝟䝇䞉䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢ᅜෆእ䛻ྥ䛡䛶බ㛤䛩䜛䛯䜑䛾‽ഛ䜢㛤ጞ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡿࡍ◊✲⪅ 49ே㸦ᡤᒓᶵ㛵ᩘ 48㸧ᑐ࡚ࡋᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉඹྠ◊✲ဨࢆጤკࡍ

⾜ࢆ✲◊ඹྠ࡚ࢀධࡅ㸯ேཷ࡚ࡋ㸶ே㸪≉ูඹྠ⏝◊✲ဨ࡚ࡋእ᮶◊✲ဨࢆ⪅✲◊ࡢ㸪ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡶࡿ

 ࠋࡓࡗ

 

㸰㸧◊✲ᡂᯝࢆᾏእⓎಙࡿࡍᅜ㝿ⓗ◊✲㞟࡚ࡋ㸪NINJALᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ Mimetics in Japanese and Other 

Languages of the World㸦28 ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 127ே㸧㸪ᅜ㝿࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ Unshared Task 

on Theory and System Analysis with FraCaS, MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪

ཧຍ⪅ᩘ 29ே㸧㸪NINJALࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭᑟࡿࡍ᪥ᮏㄒ◊✲ 㸦ࠖ9᭶ 15᪥㸪ᅜ❧ྎ‴Ꮫ㸪ཧຍ⪅ᩘ 35ே㸧ࢆ㛤ദ

ᅜ㝿㆟ The 24th Japanese/Korean Linguistics ConferenceࡘᣢࢆᣐⅬ㸪ᾏእࡓࡲࠋࡓࡋ ᠕⩏ሿᏛゝㄒᩥࢆ

◊✲ᡤඹྠ࡛ㄏ⮴ࡋ㸪ᅜㄒ◊࡛㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 98௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 193ே㸧ࠋ 

 

㸱㸧ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟࡚ࡋ㸪Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project ࢜ࢆ

JohnBenjamins࣭ࢲࣥࣛ ♫㸦28ᖺ㸴᭶㸧㸪Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond

De Gruyter Mouton࣭ࢶࢻࢆ ♫㸦28ᖺ 7᭶㸧ࡽฟ∧ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants 

(Oxford University Press) ࡢཎ✏ࢆ 28ᖺ㸴᭶ධ✏ࡓࡋ㸦29ᖺ㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ➨㸰ᮇห⾜ࢆ㛤ጞࡓࡋ᪥ᮏㄒ◊✲

ⱥᩥࢡࢵࣈࢻࣥࣁ㸦De Gruyter Mouton㸧 ࡣ࡚࠸ࡘ㸪Handbook of Contrastive Linguistics, Handbook of Japanese 

Dialects, Handbook of the Ainu Language, Handbook of Japanese Sociolinguistics ࡢᇳ➹࣭⦅㞟ࢆ㐍ࡢࡑࠋࡓࡵ㸪

ㄽᩥ㞟 Tonal Change and Neutralization㸦De Gruyter Mouton㸧㸪28ᖺ 10᭶㛤ദࡢᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th 

Japanese/Korean Linguistics Conference ᡂᯝㄽ㞟㸪 28ᖺࡢ 12᭶㛤ദ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡢᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝㄽ㞟ࢆห

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛ‽ࡢࡵࡓࡿࡍ⾜

 

㸲㸧ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥⱥᩥࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍సᡂࡋ㸪10᭶ࡾࡼᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࢆ㛤ጞࡓࡲࠋࡓࡋ㸪NINJAL Parsed 

Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)࣐࣮ࣟࡢᏐ∧ᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢ‽ഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 ᾏእࡅཷ⪅✲◊ࡢධࢀ㸪ᅜ㝿㆟㸪ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡣ࡚࠸ࡘ㸪┦ᛂࡢつᶍᅇᩘࡗ⾜ࢆ

㸪ࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡅྥࢆ┠ࡅࡔ㸪Ḣ⡿ࡶ࡚ࡗ࠸Ⓨಙࡢⱥㄒ࡛ࡸࣝࣂ࣮ࣟࢢࠋࡿࡍホ౯ࡿ࠸࡚
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࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 సᡂࡢ࠘ (ࠖH26

㹼H30)ඹྠ࡛㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡓࡋ㸦28 ᖺ㸷᭶㸲㹼㸶᪥㸪ㄪᰝ⪅㸷ே㸪ヰ⪅ 25 ே㸧ࡓࡲࠋ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱ

㸦28ᖺࡓࡋᐇࢆᓥ᪉ゝㄪᰝࡢඹྠ࡛㞃ᒱᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨࡢ 11᭶㸱㹼㸴᪥㸪ཧຍ⪅ 28ே㸪ヰ⪅ 18ே㸧ࠋ 

 

㸰㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹྠ࡛㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࢆࠖ࠸ࡘࡢ㛤ദࡓࡋ㸦28

ᖺ 12᭶ 10᪥㸪㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ㤋㸪᮶ሙ⪅ 44ே㸧ࡓࡲࠋ㸪❧ᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋ᅜㄒ◊ࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪᪥ᮏㄒ

㛵ࡿࡍㅮ₇ࠕ❧ᕝ̿ࠖࢃ࡚ࡓࠕࠖࢃࡕࡓࠕࡣ᪥ᮏㄒࡢⓎ㡢ࢆࠖ̿ࢺࣥࢭࢡ㛤ദ㸦28 ᖺ 12 ᭶ 11 ᪥㸪ཧຍ

⪅ 50 ே㸧㸪ᮾி㒔㟷ᱵᕷࡧࡼ࠾㟷ᱵᕷ❧ᅗ᭩㤋㐃ᦠࡋ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚㸪NINJAL ࣛࢢࣟࣉࢽࣗࢪ

㸦28ᖺࡓࡋ㛤ദࢆࠖࡤࡇࡢ㟷ᱵࡤࡇࡢ㸟ከᦶ࠺ࡼࡳ࡛ࢇᏛࠕㅮ₇ࡢ࣒ 12᭶㸯᪥㸪㟷ᱵᕷ❧ⱝⲡᑠᏛᰯ㸪⫈ㅮ⪅ 232

ே㸦ඣ❺ 215ே㸪ᩍဨ 13ே㸪ࡢࡑ 4ே㸧㸧ࠋ 

 

㸱㸧ᩥᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪⌰⌫Ꮫඹദ࡛㸪᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓⥅ᢎࢆ┠ⓗࡍ

㸦⨾㸧inࢺࢵ࣑ࢧゝㄒ࣭᪉ゝࡿ࠶ἣ≦࡞༴ᶵⓗࠕࡿ ㄽࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28 ᖺ 11 ᭶ 13 ᪥㸪㮵ඣᓥ┴ᓥ㒆

ㄽ⏫ࡢ◁⨾ᆅ᮶㤋㸪᮶ሙ⪅ 289ே㸧ࠋ 

 

࠙ィ⏬ࠚ 

᪥ᮏㄒᩍ⫱Ỉ‽䛾ྥୖ䛾䛯䜑䠈᪥ᮏㄒᩍᖌ䜢ᑐ㇟䛸䛩䜛䝉䝭䝘䞊䜢ᅜෆ䛸ᾏእ䛷䠍ᅇ䛪䛴ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟࡚ࡋ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᾏእ㸦28ᖺ 10᭶ 21᪥㸪୰ᅜ࣭ிᖌ⠊Ꮫ㸪ཧຍ⪅ 60ྡ㸧ᅜෆ

㸦29ᖺ㸯᭶ 28᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ 163ྡ㸧࡛㛤ദࡓࡲࠋࡓࡋ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࡞ᑐ㇟ࡿࡍ◊ಟࢆ㸪ᾏ㐨

Ꮫ㸦28ᖺ㸵᭶㸰᪥㸪ཧຍ⪅ 52ே㸧㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠㸦28ᖺ㸵᭶ 28᪥㸪ཧຍ⪅ 60 ே㸧㸪࣭࣭࣮ࣥࣝࢡࢫ࣭࣓ࣥ࢝ࣜ

㸦28ࣥࣃࣕࢪ ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥㸪ཧຍ⪅ 25 ே㸧㸪⚟ᒸ YWCA㸦28 ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥㸪ཧຍ⪅ 38 ே㸧࡛㛤ദ㸪᪥ᮏㄒࢸࣥࣛ࣎

ྜ⥲⩦ඵᖭす⏕ᾭᏛ࣭࣮ࢱࣥࢭ⩦⡿⏕ᾭᏛ␃ஂࣆࡿ࣮࠼࣭ࡤࢁࡦ࠸ࡉࡃࡇ࣮ࢱࣥࢭᒸ┴ᅜ㝿ὶ⚟ࢆಟ◊ࡿࡍ㇟ᑐࢆ

㸦28ᖺ࣮ࢱࣥࢭ 11᭶ 19㹼21᪥㸪ཧຍ⪅ 93ே㸧࡛⾜ࠋࡓࡗ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬䛹䛚䜚䛻ᐇ䛧䛯䚹 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

 ᑠ୰Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟ࢦࣥ࣍ࢽࠕࡿࡍ᥈᳨ 㸪ࠖࡣ࣒࣮࢛ࣛࣇࡿࡍ࣐࣮ࢸࢆ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ゝㄒࠕࡢ㨩ຊ

ᛮ㆟ࠖࢆ♫ⓗⓎಙࡿ࠸࡚ࡋホ౯ࡓࡲࠋࡿࡍ㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢㄪᰝ◊✲⌜ࡿࡼ㸪ᆅඖࡢ

⮬య㸪ᩍ⫱ጤဨ༠ാࡓࡋ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ⥅ᢎࡢࡵࡓࡢ⥅⥆ⓗດຊ㸦≉㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢧ

ࡓࡗ࠸ࠖࡤࡇࡢ㸪㟷ᱵࡤࡇࡢከᦶࠕࡸ᪉ࠖࡳㄞࡢᕝ❧ࠕࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㧗ࡣ㈉⊩㸧ࡢࢺࢵ࣑

ᆅඖᐦ╔ࡓࡋⓎಙࡣዲឤࠋࠗࡿ࡚ࡶࡀ ᅜㄒ◊ ࡢࡤࡇἼṆሙ࠘ࡀẼ㍍ㄞࡿࡵ㞧ㄅ࡛ࢪ࣮࣓ࡢ

Ⓨ⾜ࡶࡢࡓࢀࡉ㸪♫ࡢⓎಙ࡚ࡋ᭷ຠ࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 
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㸳㸬 ࡢࡑࡢ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

㸦㸯㸧ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅ᾏእ䛾◊✲⪅䜢✚ᴟⓗ䛻ཷ䛡ධ䜜ඹྠ◊✲䜢⾜䛖䚹 

䠎䠅ᅜ㝿㆟䜢ㄏ⮴䞉㛤ദ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䠈◊✲ᡂᯝⓎಙ䛾䛯䜑䛾ᅜ㝿䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢㛤ദ䛩䜛䚹 

䠏䠅᪥ᮏㄒ◊✲䛻㛵䛩䜛◊✲ᡂᯝ䜢ᅜ㝿ฟ∧䛩䜛䚹 

䠐䠅ⱥᩥ䜴䜵䝤䝃䜲䝖䜢ᣑ䛧䠈᪥ᮏㄒ䝁䞊䝟䝇䞉䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢ᅜෆእ䛻ྥ䛡䛶බ㛤䛩䜛䛯䜑䛾‽ഛ䜢㛤ጞ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡿࡍ◊✲⪅ 49ே㸦ᡤᒓᶵ㛵ᩘ 48㸧ᑐ࡚ࡋᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉඹྠ◊✲ဨࢆጤკࡍ

⾜ࢆ✲◊ඹྠ࡚ࢀධࡅ㸯ேཷ࡚ࡋ㸶ே㸪≉ูඹྠ⏝◊✲ဨ࡚ࡋእ᮶◊✲ဨࢆ⪅✲◊ࡢ㸪ᾏእᶵ㛵ᡤᒓࡶࡿ

 ࠋࡓࡗ

 

㸰㸧◊✲ᡂᯝࢆᾏእⓎಙࡿࡍᅜ㝿ⓗ◊✲㞟࡚ࡋ㸪NINJALᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ Mimetics in Japanese and Other 

Languages of the World㸦28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 127ே㸧㸪ᅜ㝿࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ Unshared Task 

on Theory and System Analysis with FraCaS, MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪

ཧຍ⪅ᩘ 29ே㸧㸪NINJALࡀࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢼ࣑ࢭᑟࡿࡍ᪥ᮏㄒ◊✲ 㸦ࠖ9᭶ 15᪥㸪ᅜ❧ྎ‴Ꮫ㸪ཧຍ⪅ᩘ 35ே㸧ࢆ㛤ദ

ᅜ㝿㆟ The 24th Japanese/Korean Linguistics ConferenceࡘᣢࢆᣐⅬ㸪ᾏእࡓࡲࠋࡓࡋ ᠕⩏ሿᏛゝㄒᩥࢆ

◊✲ᡤඹྠ࡛ㄏ⮴ࡋ㸪ᅜㄒ◊࡛㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 98௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 193ே㸧ࠋ 

 

㸱㸧ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟࡚ࡋ㸪Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project ࢜ࢆ

JohnBenjamins࣭ࢲࣥࣛ ♫㸦28ᖺ㸴᭶㸧㸪Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond

De Gruyter Mouton࣭ࢶࢻࢆ ♫㸦28ᖺ 7᭶㸧ࡽฟ∧ࡓࡲࠋࡓࡋ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants 

(Oxford University Press) ࡢཎ✏ࢆ 28ᖺ㸴᭶ධ✏ࡓࡋ㸦29ᖺ㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ➨㸰ᮇห⾜ࢆ㛤ጞࡓࡋ᪥ᮏㄒ◊✲

ⱥᩥࢡࢵࣈࢻࣥࣁ㸦De Gruyter Mouton㸧 ࡣ࡚࠸ࡘ㸪Handbook of Contrastive Linguistics, Handbook of Japanese 

Dialects, Handbook of the Ainu Language, Handbook of Japanese Sociolinguistics ࡢᇳ➹࣭⦅㞟ࢆ㐍ࡢࡑࠋࡓࡵ㸪

ㄽᩥ㞟 Tonal Change and Neutralization㸦De Gruyter Mouton㸧㸪28ᖺ 10᭶㛤ദࡢᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ The 24th 

Japanese/Korean Linguistics Conference ᡂᯝㄽ㞟㸪 28ᖺࡢ 12᭶㛤ദ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡢᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᡂᯝㄽ㞟ࢆห

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆഛ‽ࡢࡵࡓࡿࡍ⾜

 

㸲㸧ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࡢ࠘ࢫࣃ࣮ࢥⱥᩥࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍సᡂࡋ㸪10᭶ࡾࡼᾏእ࡚ࡅྥⓎಙࢆ㛤ጞࡓࡲࠋࡓࡋ㸪NINJAL Parsed 

Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)࣐࣮ࣟࡢᏐ∧ᵓ⠏ࡢࡵࡓࡢ‽ഛࢆ㐍ࠋࡓࡵ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 ᾏእࡅཷ⪅✲◊ࡢධࢀ㸪ᅜ㝿㆟㸪ᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࡣ࡚࠸ࡘ㸪┦ᛂࡢつᶍᅇᩘࡗ⾜ࢆ

㸪ࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡅྥࢆ┠ࡅࡔ㸪Ḣ⡿ࡶ࡚ࡗ࠸Ⓨಙࡢⱥㄒ࡛ࡸࣝࣂ࣮ࣟࢢࠋࡿࡍホ౯ࡿ࠸࡚
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࠙ᐇ⦼ࠚ 

㸯㸧ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸⱁ⬟༤≀㤋◊✲ᴗࡿࡅ࠾㸳ࣨᖺィ⏬᳝ࠕⴥᮧ᪉ゝㄪᰝࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 సᡂࡢ࠘ (ࠖH26

㹼H30)ඹྠ࡛㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇࡓࡋ㸦28 ᖺ㸷᭶㸲㹼㸶᪥㸪ㄪᰝ⪅㸷ே㸪ヰ⪅ 25 ே㸧ࡓࡲࠋ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱ

㸦28ᖺࡓࡋᐇࢆᓥ᪉ゝㄪᰝࡢඹྠ࡛㞃ᒱᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨࡢ 11᭶㸱㹼㸴᪥㸪ཧຍ⪅ 28ே㸪ヰ⪅ 18ே㸧ࠋ 

 

㸰㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨඹྠ࡛㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࢆࠖ࠸ࡘࡢ㛤ദࡓࡋ㸦28

ᖺ 12᭶ 10᪥㸪㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ㤋㸪᮶ሙ⪅ 44ே㸧ࡓࡲࠋ㸪❧ᕝᕷṔྐẸ㈨ᩱ㤋ᅜㄒ◊ࡢ༠ᐃᇶ࡙ࡁ㸪᪥ᮏㄒ

㛵ࡿࡍㅮ₇ࠕ❧ᕝ̿ࠖࢃ࡚ࡓࠕࠖࢃࡕࡓࠕࡣ᪥ᮏㄒࡢⓎ㡢ࢆࠖ̿ࢺࣥࢭࢡ㛤ദ㸦28 ᖺ 12 ᭶ 11 ᪥㸪ཧຍ

⪅ 50 ே㸧㸪ᮾி㒔㟷ᱵᕷࡧࡼ࠾㟷ᱵᕷ❧ᅗ᭩㤋㐃ᦠࡋ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚㸪NINJAL ࣛࢢࣟࣉࢽࣗࢪ

㸦28ᖺࡓࡋ㛤ദࢆࠖࡤࡇࡢ㟷ᱵࡤࡇࡢ㸟ከᦶ࠺ࡼࡳ࡛ࢇᏛࠕㅮ₇ࡢ࣒ 12᭶㸯᪥㸪㟷ᱵᕷ❧ⱝⲡᑠᏛᰯ㸪⫈ㅮ⪅ 232

ே㸦ඣ❺ 215ே㸪ᩍဨ 13ே㸪ࡢࡑ 4ே㸧㸧ࠋ 

 

㸱㸧ᩥᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪ㄽ⏫㸪ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ㸪⌰⌫Ꮫඹദ࡛㸪᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓⥅ᢎࢆ┠ⓗࡍ

㸦⨾㸧inࢺࢵ࣑ࢧゝㄒ࣭᪉ゝࡿ࠶ἣ≦࡞༴ᶵⓗࠕࡿ ㄽࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28 ᖺ 11 ᭶ 13 ᪥㸪㮵ඣᓥ┴ᓥ㒆

ㄽ⏫ࡢ◁⨾ᆅ᮶㤋㸪᮶ሙ⪅ 289ே㸧ࠋ 

 

࠙ィ⏬ࠚ 

᪥ᮏㄒᩍ⫱Ỉ‽䛾ྥୖ䛾䛯䜑䠈᪥ᮏㄒᩍᖌ䜢ᑐ㇟䛸䛩䜛䝉䝭䝘䞊䜢ᅜෆ䛸ᾏእ䛷䠍ᅇ䛪䛴ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟࡚ࡋ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᾏእ㸦28ᖺ 10᭶ 21᪥㸪୰ᅜ࣭ிᖌ⠊Ꮫ㸪ཧຍ⪅ 60ྡ㸧ᅜෆ

㸦29ᖺ㸯᭶ 28᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ 163ྡ㸧࡛㛤ദࡓࡲࠋࡓࡋ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ࡞ᑐ㇟ࡿࡍ◊ಟࢆ㸪ᾏ㐨

Ꮫ㸦28ᖺ㸵᭶㸰᪥㸪ཧຍ⪅ 52ே㸧㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠㸦28ᖺ㸵᭶ 28᪥㸪ཧຍ⪅ 60ே㸧㸪࣭࣭࣮ࣥࣝࢡࢫ࣭࣓ࣥ࢝ࣜ

㸦28ࣥࣃࣕࢪ ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥㸪ཧຍ⪅ 25 ே㸧㸪⚟ᒸ YWCA㸦28 ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥㸪ཧຍ⪅ 38 ே㸧࡛㛤ദ㸪᪥ᮏㄒࢸࣥࣛ࣎

ྜ⥲⩦ඵᖭす⏕ᾭᏛ࣭࣮ࢱࣥࢭ⩦⡿⏕ᾭᏛ␃ஂࣆࡿ࣮࠼࣭ࡤࢁࡦ࠸ࡉࡃࡇ࣮ࢱࣥࢭᒸ┴ᅜ㝿ὶ⚟ࢆಟ◊ࡿࡍ㇟ᑐࢆ

㸦28ᖺ࣮ࢱࣥࢭ 11᭶ 19㹼21᪥㸪ཧຍ⪅ 93ே㸧࡛⾜ࠋࡓࡗ 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬䛹䛚䜚䛻ᐇ䛧䛯䚹 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ୖࢆᅇ࡚ࡗᐇࡓࡋ 

 ᑠ୰Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟ࢦࣥ࣍ࢽࠕࡿࡍ᥈᳨ 㸪ࠖࡣ࣒࣮࢛ࣛࣇࡿࡍ࣐࣮ࢸࢆ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ゝㄒࠕࡢ㨩ຊ

ᛮ㆟ࠖࢆ♫ⓗⓎಙࡿ࠸࡚ࡋホ౯ࡓࡲࠋࡿࡍ㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢㄪᰝ◊✲⌜ࡿࡼ㸪ᆅඖࡢ

⮬య㸪ᩍ⫱ጤဨ༠ാࡓࡋ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ⥅ᢎࡢࡵࡓࡢ⥅⥆ⓗດຊ㸦≉㸪༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢧ

ࡓࡗ࠸ࠖࡤࡇࡢ㸪㟷ᱵࡤࡇࡢከᦶࠕࡸ᪉ࠖࡳㄞࡢᕝ❧ࠕࠋࡿࡁホ౯࡛ࡃ㧗ࡣ㈉⊩㸧ࡢࢺࢵ࣑

ᆅඖᐦ╔ࡓࡋⓎಙࡣዲឤࠋࠗࡿ࡚ࡶࡀ ᅜㄒ◊ ࡢࡤࡇἼṆሙ࠘ࡀẼ㍍ㄞࡿࡵ㞧ㄅ࡛ࢪ࣮࣓ࡢ

Ⓨ⾜ࡶࡢࡓࢀࡉ㸪♫ࡢⓎಙ࡚ࡋ᭷ຠ࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 
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࠙⟶⌮ᴗົࠚ 

ϩ㸬ᴗົ㐠Ⴀࡢᨵၿཬࡧຠ⋡㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡁࡿྲྀࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 
 

㸯㸬⤌⧊㐠Ⴀࡢᨵၿ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
�

࠙ィ⏬ࠚ 

እ㒊᭷㆑⪅䛾ཧຍ䜢ᚓ䛶䠈㐠Ⴀ㆟ཬ䜃ྛ✀ጤဨ䜢㛤ദ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䠈ᶵ㛵䛾⤌⧊㐠Ⴀ䛻◊✲⪅䝁䝭䝳䝙䝔䜱➼䛾ពぢ䜢✚

ᴟⓗ䛻ྲྀ䜚ධ䜜䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㐠Ⴀ㆟࡚࠸࠾㸪እ㒊ጤဨࡽᩍဨே㸪ྡ ᩍᤵಀࡿᡭ⥆࡚࠸ࡘࡁពぢ➼ࡁࡔࡓ࠸ࢆ㸪ぢ┤ࢆࡋᅗࡓࡲࠋࡓࡗ㸪

◊✲ᩍ⫱⫋ဨࡢ㑅⪃࡚࠸ࡘᑂ㆟ࡢࡑࠋࡓࡋ㸪ᡤෆ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ጤဨ㸦ጤဨ㸴ே㸧ࢆタ⨨ࡋ㸪ጤဨ࡛ PDCA

㸪28ᖺࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡋഛᩚࢆእ㒊ホ౯యไࡿࡼ㸪እ㒊ホ౯ጤဨ㸶ேࡶࡿࡍ⌮⟶ࢆࣝࢡࢧ 11ࠥ29ᖺ㸱᭶ᶵ

㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࣭እ㒊ホ౯ࢆᐇࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬ᩍ⫱◊✲⤌⧊ࡢぢ┤ࡋ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

ᡤ㛗┤ᒓ࡚ࡋ⧊⤌ࡢIR᥎㐍ᐊᅜ㝿㐃ᦠᐊࢆタ⨨ࡓࡲࠋࡿࡍ㸪ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉຠᯝⓗ࡞᥎㐍ࡓࡢ

㡿ᇦ㸦⌮ㄽ࣭ᑐ↷◊✲㡿ᇦ㸪ゝㄒኚ␗◊✲㡿✲◊ࡢࡘ㸪㸳ࡋ⤌ᨵࢆ࣮ࢱࣥࢭ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲࣭ሗ㸲◊✲⣔ࡢ㸪ᚑ᮶ࡵ

ᇦ㸪ゝㄒኚ◊✲㡿ᇦ㸪㡢ኌゝㄒ◊✲㡿ᇦ㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㡿ᇦ㸧⦅ࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

ᡤ㛗ᐊ┤ᒓ࡚ࡋ⧊⤌ࡢᅜ㝿㐃ᦠᐊ㹇㹐᥎㐍ᐊࢆタ⨨ࡋ㸪ᅜ㝿㐃ᦠᐊࢆ୰ᚰᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏬ࡸ᪂࡞ࡓᾏእ

Ꮫ⾡ὶ༠ᐃࢆ⤖⥾ࡢ㐍ࡵ㸪㹇㹐᥎㐍ᐊࢆ୰ᚰᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ࡢ㞟ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

28ᖺ㸲᭶᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡴྵࢆ㸳ࡢࡘ◊✲㡿ᇦ࡛ᵓᡂࡿࢀࡉ᪂◊✲⣔ࢆタ⨨ࡋ㸪ᅜㄒ◊ࢆᣐⅬࡿࡍ㸴ࡢࡘඹྠ◊✲ࣟࣉ

 ࠋࡓࡋጞືࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᶵ㛵ᣐⅬᆺࡿࢀࡉᵓᡂࡽࢺࢡ࢙ࢪ

ࡿᅗࢆᨵၿ࠺ࡼ࠸ࡍࡸぢ⯡୍ࢆࢺࢧࣈ࢙࢘ࡢ◊㸪ᅜㄒࡵᨵ࣮ࠖࢱࣥࢭሗⓎಙ✲◊ࠕࢆ࣮ࠖࢱࣥࢭሗ㈨ᩱ✲◊ࠕ

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭ࣝࢱࢪࢹࡢ㈨ᩱ✲◊ࡢ㐣ཤࡿ࠸࡚ࢀࡉ⟶㸪◊✲㈨ᩱᐊ࡛ಖࡽࡉࠋࡓࡵ㐍ࢆⱥᩥࡢࢺࢧ㸪ࡶ

㸪◊✲ᅗ᭩ᐊࠕࡢ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ᩱࠖࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ࡢࢆ㐍ࡵ㸪Ꮫࡢඹྠ⏝ࡢᶵ⬟ᙉດࡢࡑࠋࡓࡵ㸪ࢥ

ࡢ⌮⟶㐠Ⴀࡢ⩌ࢫࣃ࣮ࢥ᪤Ꮡᢏ⾡ᨭࡿࡍᑐゝㄒ㈨※㛤Ⓨࡿࡅ࠾ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᶵ㛵ᣐⅬᆺࢆ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮

ᡤⓗ⤌⧊࡚ࡋⓎ㊊ࡏࡉ㸪᪂ࢺࢫ࢟ࢸࡓฎ⌮ࡧࡼ࠾㡢ኌฎ⌮㡿ᇦ࡛ࡢ◊✲㛤Ⓨయไࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

 

㸱㸬ົ➼ࡢຠ⋡࣭ྜ⌮㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

ᶵᵓෆᶵ㛵ཬ䜃ᶵᵓእᶵ㛵䛸䛾ᴗົ䛾ඹྠᐇ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

➨7ᅇすᮾிᆅ༊ᅜ❧Ꮫἲே➼ඹྠ㛤ദ䛾⫋ဨ◊ಟ䠄䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁◊ಟ䠅䜢ᐇ䛧䛯䛆ᖹᡂ28ᖺ11᭶25,28᪥䛇䚹ලయⓗ

䛻䛿䠈䛂ⓗ☜䛻ఏ䛘䜛䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠈䝝䝷䝇䝯䞁䝖䛻䛺䜙䛺䛔䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛾ྲྀ䜚᪉䛻䛴䛔䛶䛃䜢䝔䞊䝬䛸䛧䛯䜘䜚Ⰻ䛔⫋ሙ

⎔ቃ䞉ே㛫㛵ಀ䛾ᵓ⠏䜢ᅗ䜛䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁◊ಟ䛻䠏ྡ䛾⫋ဨ䜢ཧຍ䛥䛫䛯䚹䜎䛯䠈䝯䞁䝍䝹䝦䝹䝇䛾ព⩏䛸ᙺ⫋⪅䛸䛧䛶䛾ᙺ

䜢ㄆ㆑䛥䛫䠈㒊ୗ䛾䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁䛾ྥୖ➼䛾䛯䜑䛾䝷䜲䞁䜿䜰䜔䠈⫋ሙ䛾ே⟶⌮䛻㛵䛩䜛䝸䝇䜽䝬䝛䝆䝯䞁䝖➼䛻㛵䛩䜛▱㆑

䜢⩦ᚓ䛧䠈⫋ሙ⎔ቃ䛾ᨵၿ䜢ᅗ䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䛯䝷䜲䞁◊ಟ䛻䠏ྡ䛾⫋ဨ䜢ཧຍ䛥䛫䛯䚹 

92 

 

ྎ‴㸪㡑ᅜ࡞ᮾࡢࢪ㐃ᦠࡀ➃୍ࡢぢࡿࢀࡽⅬࡣホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢห⾜ࡣᐇࡾ࠾࡚ࡋ㸪㧗ࡃホ౯ࠋࡿࡍ 

 ᅜㄒ◊ࡢࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢⱥㄒ∧ࡗࡶࡣᣑࡿࡍᚲせ࠺ࡼࡿ࠶ࡀᛮࡢࡑࠋࡿ࠼㝿㸪ⱥㄒ∧ࡣㄡ

 ࠋ࠸ࡓࡁ࠾࡚࠼ࡲ㋃ࢆⅬ࠺࠸ࡢࡿࡍⓗ࡛タᐃ┠ࡢ㸪ఱ࡚ࡋᑐ

 

࠙⥲ྜホ౯ࠚ 

 つᶍࡢࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡞ᵓ⠏ࡣᅜㄒ◊ࡢ◊✲ㄪᰝάືࡢࡘ୍ࡢᰕࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞㸪

ᖺᗘ 

ࡢ※ゝㄒ㈨࡞ࡓ㸪᪂࡞᪥ᮏㄒ㸪ᩥἲ࣭ពᵓ㐀ࡢ⪅⩦᪥ᖖヰ㸪࣭ྂ㏆௦ㄒ㸪᪉ゝ㸪Ꮫࡽ

 ✚

ᩚഛࡀ㡰ㄪጞືࡣࡇࡿ࠸࡚ࡋ㧗ࡃホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

୍ࡾࡼࡢᬑཬάືࡸಟ◊ࡿࡍ㛵ά⏝ἲࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡅࡔ࠸㧗ࡀ౯್ࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡓࡋ࠺ࡇ

ᒙࡢ 

ᐇࡀᮃࡢ࡛ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠋࡿࢀࡲᏛ⩦ࡀ㐍ࡿ࠸࡛ࢇ⌧ᅾ㸪ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ἲ࣮ࢱࣥࡶ࡚࠸ࡘ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀቃᩚഛ⎔࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛⩦Ꮫ࡛ࢺࢵࢿ
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࠙⟶⌮ᴗົࠚ 

ϩ㸬ᴗົ㐠Ⴀࡢᨵၿཬࡧຠ⋡㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡁࡿྲྀࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 
 

㸯㸬⤌⧊㐠Ⴀࡢᨵၿ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
�

࠙ィ⏬ࠚ 

እ㒊᭷㆑⪅䛾ཧຍ䜢ᚓ䛶䠈㐠Ⴀ㆟ཬ䜃ྛ✀ጤဨ䜢㛤ദ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䠈ᶵ㛵䛾⤌⧊㐠Ⴀ䛻◊✲⪅䝁䝭䝳䝙䝔䜱➼䛾ពぢ䜢✚

ᴟⓗ䛻ྲྀ䜚ධ䜜䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

㐠Ⴀ㆟࡚࠸࠾㸪እ㒊ጤဨࡽᩍဨே㸪ྡ ᩍᤵಀࡿᡭ⥆࡚࠸ࡘࡁពぢ➼ࡁࡔࡓ࠸ࢆ㸪ぢ┤ࢆࡋᅗࡓࡲࠋࡓࡗ㸪

◊✲ᩍ⫱⫋ဨࡢ㑅⪃࡚࠸ࡘᑂ㆟ࡢࡑࠋࡓࡋ㸪ᡤෆ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ጤဨ㸦ጤဨ㸴ே㸧ࢆタ⨨ࡋ㸪ጤဨ࡛ PDCA

㸪28ᖺࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡋഛᩚࢆእ㒊ホ౯యไࡿࡼ㸪እ㒊ホ౯ጤဨ㸶ேࡶࡿࡍ⌮⟶ࢆࣝࢡࢧ 11ࠥ29ᖺ㸱᭶ᶵ

㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࣭እ㒊ホ౯ࢆᐇࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬ᩍ⫱◊✲⤌⧊ࡢぢ┤ࡋ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

ᡤ㛗┤ᒓ࡚ࡋ⧊⤌ࡢIR᥎㐍ᐊᅜ㝿㐃ᦠᐊࢆタ⨨ࡓࡲࠋࡿࡍ㸪ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉຠᯝⓗ࡞᥎㐍ࡓࡢ

㡿ᇦ㸦⌮ㄽ࣭ᑐ↷◊✲㡿ᇦ㸪ゝㄒኚ␗◊✲㡿✲◊ࡢࡘ㸪㸳ࡋ⤌ᨵࢆ࣮ࢱࣥࢭ᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲࣭ሗ㸲◊✲⣔ࡢ㸪ᚑ᮶ࡵ

ᇦ㸪ゝㄒኚ◊✲㡿ᇦ㸪㡢ኌゝㄒ◊✲㡿ᇦ㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㡿ᇦ㸧⦅ࠋࡿࡍ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

ᡤ㛗ᐊ┤ᒓ࡚ࡋ⧊⤌ࡢᅜ㝿㐃ᦠᐊ㹇㹐᥎㐍ᐊࢆタ⨨ࡋ㸪ᅜ㝿㐃ᦠᐊࢆ୰ᚰᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏬ࡸ᪂࡞ࡓᾏእ

Ꮫ⾡ὶ༠ᐃࢆ⤖⥾ࡢ㐍ࡵ㸪㹇㹐᥎㐍ᐊࢆ୰ᚰᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ࡢ㞟ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

28ᖺ㸲᭶᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡴྵࢆ㸳ࡢࡘ◊✲㡿ᇦ࡛ᵓᡂࡿࢀࡉ᪂◊✲⣔ࢆタ⨨ࡋ㸪ᅜㄒ◊ࢆᣐⅬࡿࡍ㸴ࡢࡘඹྠ◊✲ࣟࣉ

 ࠋࡓࡋጞືࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᶵ㛵ᣐⅬᆺࡿࢀࡉᵓᡂࡽࢺࢡ࢙ࢪ

ࡿᅗࢆᨵၿ࠺ࡼ࠸ࡍࡸぢ⯡୍ࢆࢺࢧࣈ࢙࢘ࡢ◊㸪ᅜㄒࡵᨵ࣮ࠖࢱࣥࢭሗⓎಙ✲◊ࠕࢆ࣮ࠖࢱࣥࢭሗ㈨ᩱ✲◊ࠕ

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭ࣝࢱࢪࢹࡢ㈨ᩱ✲◊ࡢ㐣ཤࡿ࠸࡚ࢀࡉ⟶㸪◊✲㈨ᩱᐊ࡛ಖࡽࡉࠋࡓࡵ㐍ࢆⱥᩥࡢࢺࢧ㸪ࡶ

㸪◊✲ᅗ᭩ᐊࠕࡢ᪥ᮏㄒྐ◊✲㈨ᩱࠖࢱ࣮ࢹࣥࣉ࣮࢜ࡢࢆ㐍ࡵ㸪Ꮫࡢඹྠ⏝ࡢᶵ⬟ᙉດࡢࡑࠋࡓࡵ㸪ࢥ

ࡢ⌮⟶㐠Ⴀࡢ⩌ࢫࣃ࣮ࢥ᪤Ꮡᢏ⾡ᨭࡿࡍᑐゝㄒ㈨※㛤Ⓨࡿࡅ࠾ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᶵ㛵ᣐⅬᆺࢆ࣮ࢱࣥࢭ㛤Ⓨࢫࣃ࣮

ᡤⓗ⤌⧊࡚ࡋⓎ㊊ࡏࡉ㸪᪂ࢺࢫ࢟ࢸࡓฎ⌮ࡧࡼ࠾㡢ኌฎ⌮㡿ᇦ࡛ࡢ◊✲㛤Ⓨయไࠋࡓ࠼ᩚࢆ 

 

㸱㸬ົ➼ࡢຠ⋡࣭ྜ⌮㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

ᶵᵓෆᶵ㛵ཬ䜃ᶵᵓእᶵ㛵䛸䛾ᴗົ䛾ඹྠᐇ 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

➨7ᅇすᮾிᆅ༊ᅜ❧Ꮫἲே➼ඹྠ㛤ദ䛾⫋ဨ◊ಟ䠄䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁◊ಟ䠅䜢ᐇ䛧䛯䛆ᖹᡂ28ᖺ11᭶25,28᪥䛇䚹ලయⓗ

䛻䛿䠈䛂ⓗ☜䛻ఏ䛘䜛䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠈䝝䝷䝇䝯䞁䝖䛻䛺䜙䛺䛔䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛾ྲྀ䜚᪉䛻䛴䛔䛶䛃䜢䝔䞊䝬䛸䛧䛯䜘䜚Ⰻ䛔⫋ሙ

⎔ቃ䞉ே㛫㛵ಀ䛾ᵓ⠏䜢ᅗ䜛䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁◊ಟ䛻䠏ྡ䛾⫋ဨ䜢ཧຍ䛥䛫䛯䚹䜎䛯䠈䝯䞁䝍䝹䝦䝹䝇䛾ព⩏䛸ᙺ⫋⪅䛸䛧䛶䛾ᙺ

䜢ㄆ㆑䛥䛫䠈㒊ୗ䛾䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁䛾ྥୖ➼䛾䛯䜑䛾䝷䜲䞁䜿䜰䜔䠈⫋ሙ䛾ே⟶⌮䛻㛵䛩䜛䝸䝇䜽䝬䝛䝆䝯䞁䝖➼䛻㛵䛩䜛▱㆑

䜢⩦ᚓ䛧䠈⫋ሙ⎔ቃ䛾ᨵၿ䜢ᅗ䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䛯䝷䜲䞁◊ಟ䛻䠏ྡ䛾⫋ဨ䜢ཧຍ䛥䛫䛯䚹 

92 

 

ྎ‴㸪㡑ᅜ࡞ᮾࡢࢪ㐃ᦠࡀ➃୍ࡢぢࡿࢀࡽⅬࡣホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ⱥㄒࡿࡼ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢห⾜ࡣᐇࡾ࠾࡚ࡋ㸪㧗ࡃホ౯ࠋࡿࡍ 

 ᅜㄒ◊ࡢࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢⱥㄒ∧ࡗࡶࡣᣑࡿࡍᚲせ࠺ࡼࡿ࠶ࡀᛮࡢࡑࠋࡿ࠼㝿㸪ⱥㄒ∧ࡣㄡ

 ࠋ࠸ࡓࡁ࠾࡚࠼ࡲ㋃ࢆⅬ࠺࠸ࡢࡿࡍⓗ࡛タᐃ┠ࡢ㸪ఱ࡚ࡋᑐ

 

࠙⥲ྜホ౯ࠚ 

 つᶍࡢࢫࣃ࣮ࢥࡸࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡞ᵓ⠏ࡣᅜㄒ◊ࡢ◊✲ㄪᰝάືࡢࡘ୍ࡢᰕࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞㸪

ᖺᗘ 

ࡢ※ゝㄒ㈨࡞ࡓ㸪᪂࡞᪥ᮏㄒ㸪ᩥἲ࣭ពᵓ㐀ࡢ⪅⩦᪥ᖖヰ㸪࣭ྂ㏆௦ㄒ㸪᪉ゝ㸪Ꮫࡽ

 ✚

ᩚഛࡀ㡰ㄪጞືࡣࡇࡿ࠸࡚ࡋ㧗ࡃホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

୍ࡾࡼࡢᬑཬάືࡸಟ◊ࡿࡍ㛵ά⏝ἲࡢࢫࣃ࣮ࢥ㸪ࡅࡔ࠸㧗ࡀ౯್ࡢᵓ⠏ࢫࣃ࣮ࢥࡓࡋ࠺ࡇ

ᒙࡢ 

ᐇࡀᮃࡢ࡛ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠋࡿࢀࡲᏛ⩦ࡀ㐍ࡿ࠸࡛ࢇ⌧ᅾ㸪ࢫࣃ࣮ࢥά⏝ἲ࣮ࢱࣥࡶ࡚࠸ࡘ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀቃᩚഛ⎔࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛⩦Ꮫ࡛ࢺࢵࢿ
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䠄䠎䠅ᴗົ䛾እ㒊ጤク➼䜢ಁ㐍䛥䛫䜛䛸䛸䜒䛻䠈⫋ဨ䛾ே௳㈝䜔እ㒊ጤク䛾≧ἣ䜢ศᯒ䛧䠈⤒㈝䛾ᢚไ⟇䜢᳨ウ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

䞉タ⟶⌮ᴗົཬ䜃䝛䝑䝖䝽䞊䜽⟶⌮ᴗົ䛻䛴䛔䛶䠈ᑓ㛛ᴗ⪅䛻እ㒊ጤク䜢⾜䛔䠈ᘬ⥆䛝⟶⌮ᴗົ䛾ຠ⋡䜢ᅗ䛳䛯䚹 

䞉◊✲ᅗ᭩ᐊ䛷䠈ᖺᗘ䛻ᘬ䛝⥆䛝䝕䞊䝍䛾እὀ䜢ጤク䛧䛯䚹䛣䜜䛻䜘䜚䠈ẚ㍑ⓗ༢⣧䛺䝕䞊䝍సᡂ䞉ಟṇ䛾㔞ฎ⌮䛿䠈䛾

ᴗົ䜢වົ䛧䛺䛜䜙 1Ⅼ 1Ⅼ㐍䜑䛶䛔䛟䜘䜚䜒䠈ᑓ㛛䛸䛧䛶䛔䜛ᴗ⪅䛻ጤク䛩䜛᪉䛜䠈▷ᮇ㛫䛷ຠ⋡䜘䛟㐍䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䠈ᴗົ䛾ຠ

⋡䛻⧅䛜䜛䛸ඹ䛻㉸㐣ົ䛾ᢚไ䛻ᐤ䛧䛯䚹 

䞉8᭶䛾 1 䞄᭶㛫䠈⟶⌮㒊⫋ဨ䜢ᑐ㇟䛻䛂䜖䛖ά䠄ኟ䛾⏕ά䝇䝍䜲䝹ኚ㠉䠅䛃䜢ᐇ䚹ᐇ⪅䛻ᑐ䛧䛶ᐃ้䛷ᖐᏯ䛩䜛䜘䛖ಁ䛩

䠈㆟䛾タᐃ㛫䜔୍ᐃ䛾㛫௨㝆䛻䛾Ⓨὀ䜢⾜䜟䛺䛔䜘䛖⫋ဨ䜈ാ䛝䛛䛡䜛䛺䛹䛧䛶㉸㐣ົ䛾ᢚไ䜢ᅗ䜚䠈⫋ဨ䛾

䝽䞊䜽䝷䜲䝣䝞䝷䞁䝇䛻ດ䜑䛯䚹 

䞉ẖ㐌䠈Ỉ᭙᪥䛻ᐃ㏥᪥䛾ᡤෆᨺ㏦ཬ䜃䝯䞊䝹䛷䛾࿘▱䛷ព㆑ၨⓎ䜢ಁ䛧䠈㉸㐣ົ䛾๐ῶ䜢ᅗ䛳䛯䚹 

䞉◊✲ሗⓎಙ䡺䢙䡼䡬ᡤᒓᩍဨ䛾ே␗ື䠄12/31㎡⫋䠅䛻క䛔ᴗົෆᐜ䛾ぢ┤䛧䜢⾜䛔䠈ຠ⋡䞉ྜ⌮䛩䜛䛣䛸䛷ᚋ௵⿵䜢

⾜䜟䛺䛔䛸䛧䛯䚹 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

࡞ࡶࡣ⋠ཧຍ⋡㸪⛉◊㈝⏦ㄳࡢ࡚ࡋ⪅ศᢸ✲◊ࡧࡼ࠾⪅⾲௦✲◊ࡢ✲◊ࡿࡼ㈝◊⛉ 

࡚ࢀࡉ㞟࠺ࡼࡢࡀሗࡢእ㒊㈨㔠ࡢ௨እ㈝◊⛉ࠋࡿࢀࡽࡅぢཷࡀጼໃ✲◊࡞㸪✚ᴟⓗࡃ㧗ࡾ

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀయไࡿࡍ㞟ពḧⓗࢆሗࡢ㸪እ㒊㈨㔠࡛࡞㸪㹇㹐᥎㐍ᐊࡀࡔ᫂ࡀࡢࡿ࠸

ࡣⅬࡿ࠸࡚ࡋ⌧ᐇࢆ⠇ῶ㈝⤒࡚ࡗࡼእὀࡢࢱ࣮ࢹ㸪ࡋ┤ぢࡢዎ⣙ࢫࣅ࣮ࢧ㸪ᵝ㸪ࡸࢿ࢚┬ 

ホ౯࡛ࠋࡿࡁᚋ௵⿵ࡿࡼࡇ࠸࡞ࢃ⾜ࢆே௳㈝๐ῶࡣ㸪㏆ᖺࡢᏛࡿࡅ࠾ᐃဨ๐ῶᥐ⨨ࡢ

ᑐᛂࡃࡼ࡞ぢࡿࢀࡽែࡀࡔ㸪ᚋ㸪ᚲせ࡞ேဨ࡛ࡲ๐ῶ࠺ࡼ࠸࡞ࡢࡇࡿࡍὀពࠋ࠸ࡓࢀࡉ 

 

 

ϫ㸬⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ཬࡧᙜヱ≧ἣಀࡿሗࡢᥦ౪㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡿࡵࡓࡿࡍ

 ⨨ᥐࡁ
 
 

㸯㸬ホ౯ࡢᐇ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
�

࠙ィ⏬ࠚ 

⮬ᕫⅬ᳨䞉ホ౯➼䜢ᐇ䛧䠈⤌⧊㐠Ⴀ䛾ᨵၿ䛻ά⏝䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

ᡤෆ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ࡢᐇ㸪ホ౯⤖ᯝࡢබ⾲ཬࡧά⏝㛵ࢆࡇࡿࡍ┠ⓗࡓࡋ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ጤဨ㸦ጤဨ㸴ே㸧

እ㒊ࡿࡼእ㒊ホ౯ጤဨ㸶ேࡵࡓ࠺⾜ࢆド᳨ࡢホ౯ࡧ㸪⮬ᕫⅬ᳨ཬࡶࡿࡍ⌮⟶ࢆࣝࢡࢧ㸪ጤဨ࡛PDCAࡋ⨨タࢆ

ホ౯యไᩚࢆഛࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡋ㸪28ᖺ11ࠥ29ᖺ㸱᭶ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࣭እ㒊ホ౯ࢆᐇ

ࠋࡓࡋ 

 

 

㸰㸬ሗබ㛤ࡸሗⓎಙ➼ࡢ᥎㐍㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
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⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 㐠Ⴀ㆟࡛ࡣእ㒊ጤဨࡢᣦࡾ࠶ࡢ⧊⤌ࡀ᪉ࡢぢ┤ࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘࡋែࡀぢཷࡿࢀࡽࡅⅬࡣ

ホ౯࡛ࠋࡿࡁእ㒊ホ౯ጤဨࡿࡼእ㒊ホ౯ࢆẖᖺᗘ⾜࠸㸪ࡢࡑ㒔ᗘࡢእ㒊ホ౯ᑐ࡚ࡋⓗ☜࡞ᑐ

ᛂࠋࡿ࠸࡚ࡋุ᩿ࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋࢆ 

 2016 ᖺᗘࡽタ⨨ࡓࢀࡉᅜ㝿㐃ᦠᐊ㹇㹐᥎㐍ᐊࡣ㸪ᚲせ࡞ᴗົࢆᑓ㛛ⓗ୍࣭ඖⓗᢸࡇ࠺

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⫣㈉ຠ⋡ࡢ㐠Ⴀ⧊⤌࡚ࡗࡼ

 

 

Ϫ㸬㈈ົෆᐜࡢᨵၿ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡁࡿࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 �
㸯㸬እ㒊◊✲㈨㔠㸪ᐤ㔠ࡢࡑࡢ⮬ᕫධࡢቑຍ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

࠙ィ⏬ࠚ 

ᖖ◊✲⪅䛾⛉◊㈝䜈䛾◊✲௦⾲⪅䜒䛧䛟䛿◊✲ศᢸ⪅䛸䛧䛶䛾ཧຍ⋡䜢ẖᖺᗘ 80䠂௨ୖ䛻䛩䜛䛯䜑䠈➇தⓗ㈨㔠䛾⏦ㄳ䛻

ྥ䛡䛯ㄝ᫂䜔◊✲ィ⏬᭩䛾సᡂᨭ➼䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

࣭ᖹᡂ 28ᖺᗘ㈝◊⛉ࡢ◊✲௦⾲⪅ࡣࡃࡋࡶศᢸ⪅࡚ࡋཧຍࡿ࠸࡚ࡋᖖ◊✲⪅ࡣ 㸪ཧຍࡾ࠶㸧࡛ࡕ࠺ࡢ30ྡ)28ྡ

ࡣ⋠ 93㸣࡛ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶㸪ᖹᡂ 29ᖺᗘࡢ㈝◊⛉ࡢ⏦ㄳࡣ࡚࠸࠾㸪ᖖ࣭㠀ᖖࢆၥࡎࢃ◊✲⪅ࡀཧຍࡿࡍ⛉◊㈝

⏦ㄳ‽ഛ㆟ࢆ H28ᖺ 10᭶ 19㹼20᪥ࡢ 2᪥㛫ᐇࡋ㸪◊✲௦⾲⪅ࡣࡃࡋࡶศᢸ⪅࡚ࡋ⛉◊㈝㸦᪂つཬྵࢆ⥆⥅ࡧ

ࡣ⪅✲◊ᖖࡓࡋㄳ㸦ཧ⏬㸧⏦㸧ࡴ 30ྡ㸦31ྡࡕ࠺ࡢ㸧࡛ࡾ࠶㸪⏦ㄳ⋡ࡣ 97㸣࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸪ⱝᡭࡣ㈝◊⛉㸪≉ࠋࡓࡋ▱࿘ࡶ㸪㟁Ꮚ࣓࣮࡛ࣝࡋᥖ㍕࢚࢘ࣉ࣮ࣝࢢᡤෆࢆබເሗࡣ࡚࠸ࡘ㸪እ㒊㈨㔠ࡓࡲ࣭

⏦㈝◊⛉࠺⾜ࢆពぢ࡚࠸ࡘィ⏬࣭᪉ἲ✲◊⪅✲◊ࡴྵࢆศ㔝✲◊ࡢࡀ⪅㸪⏦ㄳࡘࡘࡋ㓄៖ࡶᡂ⫱ࡢ⪅✲◊

ㄳ‽ഛ㆟㸦10᭶ 19㸪20᪥㸧ࢆᐇࡾࡼ⏦ㄳࢆዡບ㸪ᨭࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬⤒㈝ࡢᢚไ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠄䠍䠅୍⯡⟶⌮㈝䛾ศᯒ䜢⾜䛔䠈ศᯒ⤖ᯝ䜢ᇶ䛻ᩍ⫋ဨ䛻ᑐ䛧䝁䝇䝖ព㆑䛾ၨⓎ䜢ᅗ䜛䛸䛸䜒䛻䠈ዎ⣙᪉ἲ䛾ぢ┤䛧➼䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

䞉◊✲ᡤෆ䛾ົᐊෆ䠈ᗯୗ䜔䜶䝺䝧䞊䝍๓䠈䝖䜲䝺䛻䠈㟁ຊ⠇ῶ䠈ኟᮇ䛾㍍ບ⾜䛾䝫䝇䝍䞊䜢ᥖ♧䛧䠈⫋ဨ䛻ᑐ䛩䜛䝁䝇䝖ព

㆑䞉┬䜶䝛ព㆑䛾ၨⓎ䜢ᅗ䛳䛯䠈䠐㝵䝔䝷䝇䛻㐽ගཬ䜃䜾䝸䞊䞁䜹䞊䝔䞁䜢タ⨨䛧䠈┬䜶䝛䜢ᅗ䛳䛯䚹 

䞉」ᩘᖺዎ⣙䜢ᐇ䛧䛶䛔䜛ዎ⣙䛻㛵䛧䛶䠈ᵝ䛾ぢ┤䛧䛻䜘䜚䠈䛂タᖖ㥔⟶⌮䞉✵ㄪタഛಖᏲⅬ᳨䞉ᾘ㜵タഛ➼Ⅼ᳨䞉Ύᤲ

⎔ቃ⾨⏕䛃䛾ྛᴗົጤクዎ⣙䛻䛴䛔䛶䛿䠈ᑐ๓ᖺᗘ 870༓๐ῶ䛧䛯䚹 

䞉」ᶵ䛻㛵䛧䛶䛿䠈ᚑ᮶䛾㈤㈚ዎ⣙䛸ಖᏲዎ⣙䜢୍ᮏ䛧䠈୍⯡➇தධᮐ䛻䛶」ᩘᖺ䛾」ྜᶵ」䝃䞊䝡䝇ዎ⣙䜢⥾⤖

䛧䠈ᑐ๓ᖺᗘẚ 1,294༓๐ῶ䛧䛯䚹 

 

࠙ィ⏬ࠚ 
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䠄䠎䠅ᴗົ䛾እ㒊ጤク➼䜢ಁ㐍䛥䛫䜛䛸䛸䜒䛻䠈⫋ဨ䛾ே௳㈝䜔እ㒊ጤク䛾≧ἣ䜢ศᯒ䛧䠈⤒㈝䛾ᢚไ⟇䜢᳨ウ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

䞉タ⟶⌮ᴗົཬ䜃䝛䝑䝖䝽䞊䜽⟶⌮ᴗົ䛻䛴䛔䛶䠈ᑓ㛛ᴗ⪅䛻እ㒊ጤク䜢⾜䛔䠈ᘬ⥆䛝⟶⌮ᴗົ䛾ຠ⋡䜢ᅗ䛳䛯䚹 

䞉◊✲ᅗ᭩ᐊ䛷䠈ᖺᗘ䛻ᘬ䛝⥆䛝䝕䞊䝍䛾እὀ䜢ጤク䛧䛯䚹䛣䜜䛻䜘䜚䠈ẚ㍑ⓗ༢⣧䛺䝕䞊䝍సᡂ䞉ಟṇ䛾㔞ฎ⌮䛿䠈䛾

ᴗົ䜢වົ䛧䛺䛜䜙 1Ⅼ 1Ⅼ㐍䜑䛶䛔䛟䜘䜚䜒䠈ᑓ㛛䛸䛧䛶䛔䜛ᴗ⪅䛻ጤク䛩䜛᪉䛜䠈▷ᮇ㛫䛷ຠ⋡䜘䛟㐍䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䠈ᴗົ䛾ຠ

⋡䛻⧅䛜䜛䛸ඹ䛻㉸㐣ົ䛾ᢚไ䛻ᐤ䛧䛯䚹 

䞉8᭶䛾 1 䞄᭶㛫䠈⟶⌮㒊⫋ဨ䜢ᑐ㇟䛻䛂䜖䛖ά䠄ኟ䛾⏕ά䝇䝍䜲䝹ኚ㠉䠅䛃䜢ᐇ䚹ᐇ⪅䛻ᑐ䛧䛶ᐃ้䛷ᖐᏯ䛩䜛䜘䛖ಁ䛩

䠈㆟䛾タᐃ㛫䜔୍ᐃ䛾㛫௨㝆䛻䛾Ⓨὀ䜢⾜䜟䛺䛔䜘䛖⫋ဨ䜈ാ䛝䛛䛡䜛䛺䛹䛧䛶㉸㐣ົ䛾ᢚไ䜢ᅗ䜚䠈⫋ဨ䛾

䝽䞊䜽䝷䜲䝣䝞䝷䞁䝇䛻ດ䜑䛯䚹 

䞉ẖ㐌䠈Ỉ᭙᪥䛻ᐃ㏥᪥䛾ᡤෆᨺ㏦ཬ䜃䝯䞊䝹䛷䛾࿘▱䛷ព㆑ၨⓎ䜢ಁ䛧䠈㉸㐣ົ䛾๐ῶ䜢ᅗ䛳䛯䚹 

䞉◊✲ሗⓎಙ䡺䢙䡼䡬ᡤᒓᩍဨ䛾ே␗ື䠄12/31㎡⫋䠅䛻క䛔ᴗົෆᐜ䛾ぢ┤䛧䜢⾜䛔䠈ຠ⋡䞉ྜ⌮䛩䜛䛣䛸䛷ᚋ௵⿵䜢

⾜䜟䛺䛔䛸䛧䛯䚹 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

࡞ࡶࡣ⋠ཧຍ⋡㸪⛉◊㈝⏦ㄳࡢ࡚ࡋ⪅ศᢸ✲◊ࡧࡼ࠾⪅⾲௦✲◊ࡢ✲◊ࡿࡼ㈝◊⛉ 

࡚ࢀࡉ㞟࠺ࡼࡢࡀሗࡢእ㒊㈨㔠ࡢ௨እ㈝◊⛉ࠋࡿࢀࡽࡅぢཷࡀጼໃ✲◊࡞㸪✚ᴟⓗࡃ㧗ࡾ

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀయไࡿࡍ㞟ពḧⓗࢆሗࡢ㸪እ㒊㈨㔠࡛࡞㸪㹇㹐᥎㐍ᐊࡀࡔ᫂ࡀࡢࡿ࠸

ࡣⅬࡿ࠸࡚ࡋ⌧ᐇࢆ⠇ῶ㈝⤒࡚ࡗࡼእὀࡢࢱ࣮ࢹ㸪ࡋ┤ぢࡢዎ⣙ࢫࣅ࣮ࢧ㸪ᵝ㸪ࡸࢿ࢚┬ 

ホ౯࡛ࠋࡿࡁᚋ௵⿵ࡿࡼࡇ࠸࡞ࢃ⾜ࢆே௳㈝๐ῶࡣ㸪㏆ᖺࡢᏛࡿࡅ࠾ᐃဨ๐ῶᥐ⨨ࡢ

ᑐᛂࡃࡼ࡞ぢࡿࢀࡽែࡀࡔ㸪ᚋ㸪ᚲせ࡞ேဨ࡛ࡲ๐ῶ࠺ࡼ࠸࡞ࡢࡇࡿࡍὀពࠋ࠸ࡓࢀࡉ 

 

 

ϫ㸬⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ཬࡧᙜヱ≧ἣಀࡿሗࡢᥦ౪㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡿࡵࡓࡿࡍ

 ⨨ᥐࡁ
 
 

㸯㸬ホ౯ࡢᐇ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
�

࠙ィ⏬ࠚ 

⮬ᕫⅬ᳨䞉ホ౯➼䜢ᐇ䛧䠈⤌⧊㐠Ⴀ䛾ᨵၿ䛻ά⏝䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

ᡤෆ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ࡢᐇ㸪ホ౯⤖ᯝࡢබ⾲ཬࡧά⏝㛵ࢆࡇࡿࡍ┠ⓗࡓࡋ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ጤဨ㸦ጤဨ㸴ே㸧

እ㒊ࡿࡼእ㒊ホ౯ጤဨ㸶ேࡵࡓ࠺⾜ࢆド᳨ࡢホ౯ࡧ㸪⮬ᕫⅬ᳨ཬࡶࡿࡍ⌮⟶ࢆࣝࢡࢧ㸪ጤဨ࡛PDCAࡋ⨨タࢆ

ホ౯యไᩚࢆഛࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡋ㸪28ᖺ11ࠥ29ᖺ㸱᭶ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࣭እ㒊ホ౯ࢆᐇ

ࠋࡓࡋ 

 

 

㸰㸬ሗබ㛤ࡸሗⓎಙ➼ࡢ᥎㐍㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

94 

 

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 㐠Ⴀ㆟࡛ࡣእ㒊ጤဨࡢᣦࡾ࠶ࡢ⧊⤌ࡀ᪉ࡢぢ┤ࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘࡋែࡀぢཷࡿࢀࡽࡅⅬࡣ

ホ౯࡛ࠋࡿࡁእ㒊ホ౯ጤဨࡿࡼእ㒊ホ౯ࢆẖᖺᗘ⾜࠸㸪ࡢࡑ㒔ᗘࡢእ㒊ホ౯ᑐ࡚ࡋⓗ☜࡞ᑐ

ᛂࠋࡿ࠸࡚ࡋุ᩿ࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋࢆ 

 2016 ᖺᗘࡽタ⨨ࡓࢀࡉᅜ㝿㐃ᦠᐊ㹇㹐᥎㐍ᐊࡣ㸪ᚲせ࡞ᴗົࢆᑓ㛛ⓗ୍࣭ඖⓗᢸࡇ࠺

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⫣㈉ຠ⋡ࡢ㐠Ⴀ⧊⤌࡚ࡗࡼ

 

 

Ϫ㸬㈈ົෆᐜࡢᨵၿ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡁࡿࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 �
㸯㸬እ㒊◊✲㈨㔠㸪ᐤ㔠ࡢࡑࡢ⮬ᕫධࡢቑຍ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

࠙ィ⏬ࠚ 

ᖖ◊✲⪅䛾⛉◊㈝䜈䛾◊✲௦⾲⪅䜒䛧䛟䛿◊✲ศᢸ⪅䛸䛧䛶䛾ཧຍ⋡䜢ẖᖺᗘ 80䠂௨ୖ䛻䛩䜛䛯䜑䠈➇தⓗ㈨㔠䛾⏦ㄳ䛻

ྥ䛡䛯ㄝ᫂䜔◊✲ィ⏬᭩䛾సᡂᨭ➼䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

࣭ᖹᡂ 28ᖺᗘ㈝◊⛉ࡢ◊✲௦⾲⪅ࡣࡃࡋࡶศᢸ⪅࡚ࡋཧຍࡿ࠸࡚ࡋᖖ◊✲⪅ࡣ 㸪ཧຍࡾ࠶㸧࡛ࡕ࠺ࡢ30ྡ)28ྡ

ࡣ⋠ 93㸣࡛ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶㸪ᖹᡂ 29ᖺᗘࡢ㈝◊⛉ࡢ⏦ㄳࡣ࡚࠸࠾㸪ᖖ࣭㠀ᖖࢆၥࡎࢃ◊✲⪅ࡀཧຍࡿࡍ⛉◊㈝

⏦ㄳ‽ഛ㆟ࢆ H28ᖺ 10᭶ 19㹼20᪥ࡢ 2᪥㛫ᐇࡋ㸪◊✲௦⾲⪅ࡣࡃࡋࡶศᢸ⪅࡚ࡋ⛉◊㈝㸦᪂つཬྵࢆ⥆⥅ࡧ

ࡣ⪅✲◊ᖖࡓࡋㄳ㸦ཧ⏬㸧⏦㸧ࡴ 30ྡ㸦31ྡࡕ࠺ࡢ㸧࡛ࡾ࠶㸪⏦ㄳ⋡ࡣ 97㸣࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸪ⱝᡭࡣ㈝◊⛉㸪≉ࠋࡓࡋ▱࿘ࡶ㸪㟁Ꮚ࣓࣮࡛ࣝࡋᥖ㍕࢚࢘ࣉ࣮ࣝࢢᡤෆࢆබເሗࡣ࡚࠸ࡘ㸪እ㒊㈨㔠ࡓࡲ࣭

⏦㈝◊⛉࠺⾜ࢆពぢ࡚࠸ࡘィ⏬࣭᪉ἲ✲◊⪅✲◊ࡴྵࢆศ㔝✲◊ࡢࡀ⪅㸪⏦ㄳࡘࡘࡋ㓄៖ࡶᡂ⫱ࡢ⪅✲◊

ㄳ‽ഛ㆟㸦10᭶ 19㸪20 ᪥㸧ࢆᐇࡾࡼ⏦ㄳࢆዡບ㸪ᨭࠋࡓࡋ 

 

㸰㸬⤒㈝ࡢᢚไ㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠄䠍䠅୍⯡⟶⌮㈝䛾ศᯒ䜢⾜䛔䠈ศᯒ⤖ᯝ䜢ᇶ䛻ᩍ⫋ဨ䛻ᑐ䛧䝁䝇䝖ព㆑䛾ၨⓎ䜢ᅗ䜛䛸䛸䜒䛻䠈ዎ⣙᪉ἲ䛾ぢ┤䛧➼䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

䞉◊✲ᡤෆ䛾ົᐊෆ䠈ᗯୗ䜔䜶䝺䝧䞊䝍๓䠈䝖䜲䝺䛻䠈㟁ຊ⠇ῶ䠈ኟᮇ䛾㍍ບ⾜䛾䝫䝇䝍䞊䜢ᥖ♧䛧䠈⫋ဨ䛻ᑐ䛩䜛䝁䝇䝖ព

㆑䞉┬䜶䝛ព㆑䛾ၨⓎ䜢ᅗ䛳䛯䠈䠐㝵䝔䝷䝇䛻㐽ගཬ䜃䜾䝸䞊䞁䜹䞊䝔䞁䜢タ⨨䛧䠈┬䜶䝛䜢ᅗ䛳䛯䚹 

䞉」ᩘᖺዎ⣙䜢ᐇ䛧䛶䛔䜛ዎ⣙䛻㛵䛧䛶䠈ᵝ䛾ぢ┤䛧䛻䜘䜚䠈䛂タᖖ㥔⟶⌮䞉✵ㄪタഛಖᏲⅬ᳨䞉ᾘ㜵タഛ➼Ⅼ᳨䞉Ύᤲ

⎔ቃ⾨⏕䛃䛾ྛᴗົጤクዎ⣙䛻䛴䛔䛶䛿䠈ᑐ๓ᖺᗘ 870༓๐ῶ䛧䛯䚹 

䞉」ᶵ䛻㛵䛧䛶䛿䠈ᚑ᮶䛾㈤㈚ዎ⣙䛸ಖᏲዎ⣙䜢୍ᮏ䛧䠈୍⯡➇தධᮐ䛻䛶」ᩘᖺ䛾」ྜᶵ」䝃䞊䝡䝇ዎ⣙䜢⥾⤖

䛧䠈ᑐ๓ᖺᗘẚ 1,294༓๐ῶ䛧䛯䚹 

 

࠙ィ⏬ࠚ 
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䞉◊✲ᡤෆ䛾ົᐊෆ䠈ᗯୗ䜔䜶䝺䝧䞊䝍๓䠈䝖䜲䝺䛻䠈㟁ຊ⠇ῶ䠈ኟᮇ䛾㍍ບ⾜䛾䝫䝇䝍䞊䜢ᥖ♧䛧䠈⫋ဨ䛻ᑐ䛩䜛䝁䝇䝖ព

㆑䞉┬䜶䝛ព㆑䛾ၨⓎ䜢ᅗ䛳䛯䠈䠐㝵䝔䝷䝇䛻㐽ගཬ䜃䜾䝸䞊䞁䜹䞊䝔䞁䜢タ⨨䛧䠈┬䜶䝛䜢ᅗ䛳䛯䚹 

 

㸰㸬Ᏻ⟶⌮㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

࠙ィ⏬ࠚ 

 ༴ᶵ⟶⌮䛻㛵䛩䜛䝬䝙䝳䜰䝹䛻ᇶ䛵䛟カ⦎䜔◊ಟ➼䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

䞉㜵⅏䝬䝙䝳䜰䝹䜢ᨵᐃ䠄28.9䠅䛧䠈⫋ဨ䜢ᑐ㇟䛻ᡤෆ㜵⅏タഛ䛾ྲྀᢅ䛔ㄝ᫂䜢⾜䛖䛺䛹࿘▱䜢ᅗ䛳䛯䚹䜎䛯䠈❧ᕝ㜵⅏㤋䛷ⅆ

⅏䜔ᆅ㟈Ⓨ⏕䛻ྲྀ䜛䜉䛝⾜ື䜔ேᩆຓ䛾᪉ἲ䛻䛴䛔䛶Ꮫ䜆య㦂Ꮫ⩦䛻⫋ဨ䜢䠎䠒ྡཧຍ䛥䛫㜵⅏䛾ព㆑ྥୖ䜢ᅗ䛳䛯

䠄28.12.6,7䠅䚹 

 

䞉ᶵᵓᮏ㒊䛛䜙䛂༴ᶵ⟶⌮యไ䛾ᩚഛ≧ἣ䛻䛴䛔䛶䛃䛷䛆䛂༴ᶵ⟶⌮䛾ᑐ㇟䛸䛺䜛㇟䛾⠊ᅖ䛃䛻ᥖ䛢䜙䜜䜛㇟䜢㜵Ṇ䛩䜛䛯䜑

䛾ᥐ⨨䛇䛾↷䛻䜘䜚ᅜㄒ◊ෆ䛾༴ᶵ⟶⌮యไ䜢☜ㄆ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

 

㸱㸬ἲ௧㑂Ᏺ➼㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

࠙ィ⏬ࠚ 

බⓗ◊✲㈝䛾㐺ṇ䛺⏝䛻㛵䛩䜛◊ಟ➼ཬ䜃◊✲⌮ᩍ⫱➼䜢ᐇ䛧䠈ཷㅮ⪅䛾⌮ゎᗘ䝏䜵䝑䜽ཬ䜃ཷㅮ≧ἣ䛾⟶⌮┘

╩䜢⾜䛖䚹䜎䛯䠈ሗ䝉䜻䝳䝸䝔䜱䛻㛵䛩䜛◊ಟ䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

࣭බⓗ◊✲㈝ࡢṇ⏝㜵Ṇ㛵ࢫࣥࣛࣉࣥࢥࡿࡍᩍ⫱ࢆᐇ㸦ᖹᡂ28ᖺ12᭶22᪥㸧ࠋ 

࣭◊✲⌮ᩍ⫱◊ಟࢆᐇ㸦ᖹᡂ29ᖺ3᭶17᪥㸧ࠋ 

 ࠋࡓࡋᐇ௳15ࢆ⌮ᑂᰝࠖ✲◊ࡿࡍ㛵✲◊ࡿࡍ㇟ᑐࢆேࠕ࣭

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 ᐃᮇⓗ࡞タ࣭タഛࡢⅬ᳨㸪┬ࢿ࢚㸪㜵⅏ࣝࣗࢽ࣐ᇶ࡙ࡃカ⦎➼㸪ᚲせ࡞ᴗົ㐠Ⴀᥐ⨨ࡀ

⪄ࢆࡇࡿ࠸࡚ࡋ⟶ಖࢆ᪉ゝ⦪᩿ㄪᰝ㈨ᩱ➼㸪㈗㔜㈨ᩱ࡞㸪㛗ᮇⓗࡋࡔࡓࠋࡿࡍุ᩿ࡿ࠸࡚ࢀࡽ

៖ࡿࡍ㸪ࡢࡽࢀࡑ㈗㔜㈨ᩱࢆⅆ⅏ࡸ⅏ᐖⓗ☜ಖ࡛࡞࠺ࡼࡿࡁయไタഛ࡙ࡀࡾࡃᚲせࡔ

 ࠋࡿࢀࢃᛮ

 ◊✲⌮㛵ࢫࣥࣛࣉࣥࢥࡿࡍᩍ⫱ࡸᩍ⫱◊ಟࡶ㐺ษᐇࡿ࠸࡚ࢀࡉゝࠋ ㄒ◊✲ㄪᰝ࡛ࡣ㸪

㸪15ࡾ࠶㔜せ࡛ࡣ⌮ᑂᰝ✲◊ࡿࡍ㛵✲◊ࡓࡋ࠺ࡑ㸪ࡀ࠸ከࡀࡇࠖࡿࡍ㇟ᑐࢆேࠕ ௳ᐇࡉ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡣⅬࡿ࠸࡚ࢀ

 

࠙⥲ྜホ౯ࠚ 

 ᴗົ㐠Ⴀࡢᨵၿࡧࡼ࠾ຠ⋡㸪㈈ົෆᐜࡢᨵၿ㸪⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯㛵ࡣ࡚ࡋ㸪యⓗぢ࡚㐺ษ

 ࠋࡿࡍホ౯ࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ

 ⛉◊㈝◊✲ཧຍ⋡㸪⏦ㄳ⋡ࡀ㧗ࡣࡇ࠸ホ౯࡛ࡀࡿࡁ㸪ࡢእ㒊㈨㔠⋓ᚓࡢࡵࡓࡢሗ㞟ࡸ✚
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࠙ィ⏬ࠚ 

ᅜ❧Ꮫἲேホ౯ጤဨ䛾ホ౯⤖ᯝ䜔ᴗົᐇ⦼ሗ࿌᭩䛺䛹ホ౯䛻ಀ䜛ሗ➼䜢䠈䜴䜵䝤䝃䜲䝖➼䛻ᥖ㍕䛧䠈ᗈ䛟♫䛻බ㛤

䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

࣭ᅜ❧Ꮫἲேホ౯ጤဨࡢホ౯⤖ᯝࡸᴗົᐇ⦼ሗ࿌᭩ຍ࡚࠼㸪እ㒊ホ౯ጤဨࡿࡼ◊✲⣔࣭ࡢ࣮ࢱࣥࢭᐇ⦼ཬࡧ⤌

⧊㐠Ⴀࡢホ౯ࡓࡵࡲࢆእ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ࢆ㸪ࢺࢧࣈ࢙࢘ཬࠗࡧᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᖺሗ࠘ࢆ㏻࡚ࡌබ㛤ࠋࡓࡋ 

ࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊ᶵ㛵ㄅࠗᅜㄒࡢᚑ᮶ࡓ࠸࡚ࢀࡽ㝈ࢸࢽ࣑ࣗࢥ⪅✲◊㸪ࡵࡓࡢᬑཬࡢᡂᯝ✲◊どྍࡢࢫࢭࣟࣉ✲◊࣭

ࡿࡍබ㛤3᭶ࢆ㸪หྕ㸦pdf∧㸧ࡋๅ᪂࡚ࡋἼṆሙ࠘ࡢࡤࡇ ◊ሗㄅࠗᅜㄒ✲◊ࡢࡅྥ⯡㸪୍ࢆ࣮࠘ࣗࣅࣞࢺ

㸪୍ࡶ ᛮ㆟㨩ຊࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕ࣒࣮࢛ࣛࣇㅮ₇NINJALࡅྥ⯡ 㸦୍ᶫᏛ୍ᶫㅮᇽ㸪ࡓࡋ㛤ദ29ᖺ㸯᭶21᪥ࠖࢆ

ධሙ⪅372ே㸧ࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇࠋᡂᯝࠖ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕࡣ㛵ࡿࡍၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ (௬㢟) 㸦࠘ᒾἼ⛉Ꮫ࣮ࣛࣜࣛࣈ㸧

ඹദ࡛㛤ദࡢ㤋Ꮫ❧࡚㛵すࡓ㸪᪂ࡢ㛵ᮾࡣ29ᖺᗘࡵࡓࡓࡗ࠶㸪ኚ㧗ホ࡛ࡓࡲࠋணᐃࡿࡍ∧ฟ29ᖺ࡚ࡋ

ணᐃ࡛ࡢࡑࠋࡿ࠶㸪ᑠ࣭୰Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟ࢦࣥ࣍ࢽࠕࡓࡋ᥈᳨ࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ㸵᭶16᪥㸪ཧຍ⪅340ே㸧ࡓࡲࠋ㸪ୖ

グࢦࣥ࣍ࢽࠕ᥈᳨ 2016࡛ࠖ⾜ࢽ࣑ࡓࢀࢃㅮ⩏ࢆᙳ࣭⦅㞟ࡸ⏬ືࡓࡋ㸪㰯⃮㡢ࢆ⏬ືࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆ᪂࡛ࣈ࢙࢘ࡓබ

㛤ࠋࡓࡋ  

ሗࡢ➼බ㛤ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㅮ⩦㸪ࡸ㸪ㅮ₇࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡿࡍ㛤ദࡀ◊㸪ᅜㄒࡋ㓄ಙࢆ㸦᭶㸰ᅇ㸧ࣥࢪ࣐࣮࣓࣭࢞ࣝ

  ࠋࡓࡗ⾜ࡶ㓄ಙ⏬ືࡓࡌ㏻ࢆࣝࢿࣥࣕࢳࡢᡤ✲◊ࡓࡋ㛤タ㸪YoutubeࡓࡲࠋࡓࡋⓎಙ࡚࠸ࡘ

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯እ㒊ホ౯ࡢయไࡣ㸪ᶵ㛵ẚ㍑࡚ࡋ㸪ࡃࡼࡾ࡞ᶵ⬟ࠋࡿࡍุ᩿ࡿ࠸࡚ࡋ

እ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ࠗࡧࡼ࠾ࢺࢧࣈ࢙࢘ࢆᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᖺሗ࡛࠘බ㛤ࡿ࠸࡚ࡋⅬࡶホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ᪂ࡃࡋห⾜ࡅྥ⯡୍ࡓࢀࡉ◊✲ሗㄅࠗᅜㄒ◊ ࡢࡤࡇἼṆሙ࠘ࡣ㸪グࡢෆᐜࢺ࢘ࣞࡸ

ࢁࡇࡿ࡞Ẽࡶࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ㡺ᕸ࠺ࡼࡢࠋࡿ࡚ࡶࡀ㸪ዲឤࡾ࠾࡚ࢀࡽࡃࡘࡃࡍࡸࡳㄞࡀ➼

 ࠋࡿ࠶࡛

ࢫࣃ࣮ࢥᙧែ࡛㸪ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛ࡃࡍࡸࡳࡋぶࡶ࣮ࠖࣅ࣮࣒◊ᅜㄒࠕࡿ࠶ࢺࢧࣈ࢙࢘ 

ά⏝ἲㅮ⩦ࡀබ㛤ࡀࡇࡿࢀࡉᮇᚅࠕࠋࡿࢀࡉᅜㄒ◊ࡶ࣮ࠖࣅ࣮࣒ⱥㄒࠋ࠸ࡋࡀࣝࢺࢱࣈࢧ 

 

 

Ϭ㸬ࡢࡑᴗົ㐠Ⴀ㛵ࡿࡍ㔜せ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡁࡿࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍ

ᥐ⨨ 
 
 

㸯㸬タタഛᩚࡢഛ࣭ά⏝➼㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅タᩚഛ䞉᪤Ꮡタ䛾⥔ᣢ⟶⌮ཬ䜃┬䜶䝛䝹䜼䞊ᑐ⟇䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

䞉ᐃᮇⓗ䛺タ䞉タഛ䛾Ⅼ᳨⤖ᯝཬ䜃᪥ᖖⓗ䛺◊✲ᡤෆእ䛾タⅬ᳨➼䠄ᮌ䛾ᐃ䠈㏻㊰䛾⿵ಟ➼䠅䛻䜘䜚䠈ィ⏬ⓗ䛺⥔ᣢ⟶⌮

䜢⾜䛔䠈⫋ဨཬ䜃⏝⪅䛾㐺ษ䛺ண㜵Ᏻ䛻ດ䜑䛯䚹 
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䞉◊✲ᡤෆ䛾ົᐊෆ䠈ᗯୗ䜔䜶䝺䝧䞊䝍๓䠈䝖䜲䝺䛻䠈㟁ຊ⠇ῶ䠈ኟᮇ䛾㍍ບ⾜䛾䝫䝇䝍䞊䜢ᥖ♧䛧䠈⫋ဨ䛻ᑐ䛩䜛䝁䝇䝖ព

㆑䞉┬䜶䝛ព㆑䛾ၨⓎ䜢ᅗ䛳䛯䠈䠐㝵䝔䝷䝇䛻㐽ගཬ䜃䜾䝸䞊䞁䜹䞊䝔䞁䜢タ⨨䛧䠈┬䜶䝛䜢ᅗ䛳䛯䚹 

 

㸰㸬Ᏻ⟶⌮㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

࠙ィ⏬ࠚ 

 ༴ᶵ⟶⌮䛻㛵䛩䜛䝬䝙䝳䜰䝹䛻ᇶ䛵䛟カ⦎䜔◊ಟ➼䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

䞉㜵⅏䝬䝙䝳䜰䝹䜢ᨵᐃ䠄28.9䠅䛧䠈⫋ဨ䜢ᑐ㇟䛻ᡤෆ㜵⅏タഛ䛾ྲྀᢅ䛔ㄝ᫂䜢⾜䛖䛺䛹࿘▱䜢ᅗ䛳䛯䚹䜎䛯䠈❧ᕝ㜵⅏㤋䛷ⅆ

⅏䜔ᆅ㟈Ⓨ⏕䛻ྲྀ䜛䜉䛝⾜ື䜔ேᩆຓ䛾᪉ἲ䛻䛴䛔䛶Ꮫ䜆య㦂Ꮫ⩦䛻⫋ဨ䜢䠎䠒ྡཧຍ䛥䛫㜵⅏䛾ព㆑ྥୖ䜢ᅗ䛳䛯

䠄28.12.6,7䠅䚹 

 

䞉ᶵᵓᮏ㒊䛛䜙䛂༴ᶵ⟶⌮యไ䛾ᩚഛ≧ἣ䛻䛴䛔䛶䛃䛷䛆䛂༴ᶵ⟶⌮䛾ᑐ㇟䛸䛺䜛㇟䛾⠊ᅖ䛃䛻ᥖ䛢䜙䜜䜛㇟䜢㜵Ṇ䛩䜛䛯䜑

䛾ᥐ⨨䛇䛾↷䛻䜘䜚ᅜㄒ◊ෆ䛾༴ᶵ⟶⌮యไ䜢☜ㄆ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

 

㸱㸬ἲ௧㑂Ᏺ➼㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 
 

࠙ィ⏬ࠚ 

බⓗ◊✲㈝䛾㐺ṇ䛺⏝䛻㛵䛩䜛◊ಟ➼ཬ䜃◊✲⌮ᩍ⫱➼䜢ᐇ䛧䠈ཷㅮ⪅䛾⌮ゎᗘ䝏䜵䝑䜽ཬ䜃ཷㅮ≧ἣ䛾⟶⌮┘

╩䜢⾜䛖䚹䜎䛯䠈ሗ䝉䜻䝳䝸䝔䜱䛻㛵䛩䜛◊ಟ䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

࣭බⓗ◊✲㈝ࡢṇ⏝㜵Ṇ㛵ࢫࣥࣛࣉࣥࢥࡿࡍᩍ⫱ࢆᐇ㸦ᖹᡂ28ᖺ12᭶22᪥㸧ࠋ 

࣭◊✲⌮ᩍ⫱◊ಟࢆᐇ㸦ᖹᡂ29ᖺ3᭶17᪥㸧ࠋ 

 ࠋࡓࡋᐇ௳15ࢆ⌮ᑂᰝࠖ✲◊ࡿࡍ㛵✲◊ࡿࡍ㇟ᑐࢆேࠕ࣭

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 ᐃᮇⓗ࡞タ࣭タഛࡢⅬ᳨㸪┬ࢿ࢚㸪㜵⅏ࣝࣗࢽ࣐ᇶ࡙ࡃカ⦎➼㸪ᚲせ࡞ᴗົ㐠Ⴀᥐ⨨ࡀ

⪄ࢆࡇࡿ࠸࡚ࡋ⟶ಖࢆ᪉ゝ⦪᩿ㄪᰝ㈨ᩱ➼㸪㈗㔜㈨ᩱ࡞㸪㛗ᮇⓗࡋࡔࡓࠋࡿࡍุ᩿ࡿ࠸࡚ࢀࡽ

៖ࡿࡍ㸪ࡢࡽࢀࡑ㈗㔜㈨ᩱࢆⅆ⅏ࡸ⅏ᐖⓗ☜ಖ࡛࡞࠺ࡼࡿࡁయไタഛ࡙ࡀࡾࡃᚲせࡔ

 ࠋࡿࢀࢃᛮ

 ◊✲⌮㛵ࢫࣥࣛࣉࣥࢥࡿࡍᩍ⫱ࡸᩍ⫱◊ಟࡶ㐺ษᐇࡿ࠸࡚ࢀࡉゝࠋ ㄒ◊✲ㄪᰝ࡛ࡣ㸪

㸪15ࡾ࠶㔜せ࡛ࡣ⌮ᑂᰝ✲◊ࡿࡍ㛵✲◊ࡓࡋ࠺ࡑ㸪ࡀ࠸ከࡀࡇࠖࡿࡍ㇟ᑐࢆேࠕ ௳ᐇࡉ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛ࡣⅬࡿ࠸࡚ࢀ

 

࠙⥲ྜホ౯ࠚ 

 ᴗົ㐠Ⴀࡢᨵၿࡧࡼ࠾ຠ⋡㸪㈈ົෆᐜࡢᨵၿ㸪⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯㛵ࡣ࡚ࡋ㸪యⓗぢ࡚㐺ษ

 ࠋࡿࡍホ౯ࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ

 ⛉◊㈝◊✲ཧຍ⋡㸪⏦ㄳ⋡ࡀ㧗ࡣࡇ࠸ホ౯࡛ࡀࡿࡁ㸪ࡢእ㒊㈨㔠⋓ᚓࡢࡵࡓࡢሗ㞟ࡸ✚
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࠙ィ⏬ࠚ 

ᅜ❧Ꮫἲேホ౯ጤဨ䛾ホ౯⤖ᯝ䜔ᴗົᐇ⦼ሗ࿌᭩䛺䛹ホ౯䛻ಀ䜛ሗ➼䜢䠈䜴䜵䝤䝃䜲䝖➼䛻ᥖ㍕䛧䠈ᗈ䛟♫䛻බ㛤

䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

࣭ᅜ❧Ꮫἲேホ౯ጤဨࡢホ౯⤖ᯝࡸᴗົᐇ⦼ሗ࿌᭩ຍ࡚࠼㸪እ㒊ホ౯ጤဨࡿࡼ◊✲⣔࣭ࡢ࣮ࢱࣥࢭᐇ⦼ཬࡧ⤌

⧊㐠Ⴀࡢホ౯ࡓࡵࡲࢆእ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ࢆ㸪ࢺࢧࣈ࢙࢘ཬࠗࡧᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᖺሗ࠘ࢆ㏻࡚ࡌබ㛤ࠋࡓࡋ 

ࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊ᶵ㛵ㄅࠗᅜㄒࡢᚑ᮶ࡓ࠸࡚ࢀࡽ㝈ࢸࢽ࣑ࣗࢥ⪅✲◊㸪ࡵࡓࡢᬑཬࡢᡂᯝ✲◊どྍࡢࢫࢭࣟࣉ✲◊࣭

ࡿࡍබ㛤3᭶ࢆ㸪หྕ㸦pdf∧㸧ࡋๅ᪂࡚ࡋἼṆሙ࠘ࡢࡤࡇ ◊ሗㄅࠗᅜㄒ✲◊ࡢࡅྥ⯡㸪୍ࢆ࣮࠘ࣗࣅࣞࢺ

㸪୍ࡶ ᛮ㆟㨩ຊࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕ࣒࣮࢛ࣛࣇㅮ₇NINJALࡅྥ⯡ 㸦୍ᶫᏛ୍ᶫㅮᇽ㸪ࡓࡋ㛤ദ29ᖺ㸯᭶21᪥ࠖࢆ

ධሙ⪅372ே㸧ࡢ࣒࣮࢛ࣛࣇࠋᡂᯝࠖ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࠕࡣ㛵ࡿࡍၨⵚ᭩ࠗࡢ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ㅦ (௬㢟) 㸦࠘ᒾἼ⛉Ꮫ࣮ࣛࣜࣛࣈ㸧

ඹദ࡛㛤ദࡢ㤋Ꮫ❧࡚㛵すࡓ㸪᪂ࡢ㛵ᮾࡣ29ᖺᗘࡵࡓࡓࡗ࠶㸪ኚ㧗ホ࡛ࡓࡲࠋணᐃࡿࡍ∧ฟ29ᖺ࡚ࡋ

ணᐃ࡛ࡢࡑࠋࡿ࠶㸪ᑠ࣭୰Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟ࢦࣥ࣍ࢽࠕࡓࡋ᥈᳨ࠖࢆ㛤ദࡓࡋ㸦28ᖺ㸵᭶16᪥㸪ཧຍ⪅340ே㸧ࡓࡲࠋ㸪ୖ

グࢦࣥ࣍ࢽࠕ᥈᳨ 2016࡛ࠖ⾜ࢽ࣑ࡓࢀࢃㅮ⩏ࢆᙳ࣭⦅㞟ࡸ⏬ືࡓࡋ㸪㰯⃮㡢ࢆ⏬ືࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆ᪂࡛ࣈ࢙࢘ࡓබ

㛤ࠋࡓࡋ  

ሗࡢ➼බ㛤ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹㅮ⩦㸪ࡸ㸪ㅮ₇࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡿࡍ㛤ദࡀ◊㸪ᅜㄒࡋ㓄ಙࢆ㸦᭶㸰ᅇ㸧ࣥࢪ࣐࣮࣓࣭࢞ࣝ

  ࠋࡓࡗ⾜ࡶ㓄ಙ⏬ືࡓࡌ㏻ࢆࣝࢿࣥࣕࢳࡢᡤ✲◊ࡓࡋ㛤タ㸪YoutubeࡓࡲࠋࡓࡋⓎಙ࡚࠸ࡘ

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

 

 ࠔホ౯⤖ᯝࠓ

 ィ⏬ࡾ࠾ᐇࡓࡋ 

⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯እ㒊ホ౯ࡢయไࡣ㸪ᶵ㛵ẚ㍑࡚ࡋ㸪ࡃࡼࡾ࡞ᶵ⬟ࠋࡿࡍุ᩿ࡿ࠸࡚ࡋ

እ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ࠗࡧࡼ࠾ࢺࢧࣈ࢙࢘ࢆᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᖺሗ࡛࠘බ㛤ࡿ࠸࡚ࡋⅬࡶホ౯࡛ࠋࡿࡁ 

 ᪂ࡃࡋห⾜ࡅྥ⯡୍ࡓࢀࡉ◊✲ሗㄅࠗᅜㄒ◊ ࡢࡤࡇἼṆሙ࠘ࡣ㸪グࡢෆᐜࢺ࢘ࣞࡸ

ࢁࡇࡿ࡞Ẽࡶࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ㡺ᕸ࠺ࡼࡢࠋࡿ࡚ࡶࡀ㸪ዲឤࡾ࠾࡚ࢀࡽࡃࡘࡃࡍࡸࡳㄞࡀ➼

 ࠋࡿ࠶࡛

ࢫࣃ࣮ࢥᙧែ࡛㸪ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛ࡃࡍࡸࡳࡋぶࡶ࣮ࠖࣅ࣮࣒◊ᅜㄒࠕࡿ࠶ࢺࢧࣈ࢙࢘ 

ά⏝ἲㅮ⩦ࡀබ㛤ࡀࡇࡿࢀࡉᮇᚅࠕࠋࡿࢀࡉᅜㄒ◊ࡶ࣮ࠖࣅ࣮࣒ⱥㄒࠋ࠸ࡋࡀࣝࢺࢱࣈࢧ 

 

 

Ϭ㸬ࡢࡑᴗົ㐠Ⴀ㛵ࡿࡍ㔜せ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡁࡿࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍ

ᥐ⨨ 
 
 

㸯㸬タタഛᩚࡢഛ࣭ά⏝➼㛵ࡿࡍ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍᥐ⨨ 

࠙ィ⏬ࠚ 

䠍䠅タᩚഛ䞉᪤Ꮡタ䛾⥔ᣢ⟶⌮ཬ䜃┬䜶䝛䝹䜼䞊ᑐ⟇䜢ᐇ䛩䜛䚹 

࠙ᐇ⦼ࠚ 

䞉ᐃᮇⓗ䛺タ䞉タഛ䛾Ⅼ᳨⤖ᯝཬ䜃᪥ᖖⓗ䛺◊✲ᡤෆእ䛾タⅬ᳨➼䠄ᮌ䛾ᐃ䠈㏻㊰䛾⿵ಟ➼䠅䛻䜘䜚䠈ィ⏬ⓗ䛺⥔ᣢ⟶⌮

䜢⾜䛔䠈⫋ဨཬ䜃⏝⪅䛾㐺ษ䛺ண㜵Ᏻ䛻ດ䜑䛯䚹 
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㸰㸬㈨  ᩱ 
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ᴟⓗ࡞⏦ㄳࡶᚲせᛮࠋࡿࢀࢃ 

 ࠗᅜㄒ◊ ࡢࡤࡇἼṆሙ࠘ࠕࡸᅜㄒ◊࡞࠺ࡼࡢ࣮ࠖࣅ࣮࣒ᗈሗάືࡣ㸪୍⯡ࡢேࡕࡓ㸪≉ⱝ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋ᪉㏵࡞ᚲせࡵࡓࡿࡵ㧗ࢆ㛵ᚰࡢ᪥ᮏㄒࡢୡ௦࠸
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㸰㸬㈨  ᩱ 
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ᴟⓗ࡞⏦ㄳࡶᚲせᛮࠋࡿࢀࢃ 

 ࠗᅜㄒ◊ ࡢࡤࡇἼṆሙ࠘ࠕࡸᅜㄒ◊࡞࠺ࡼࡢ࣮ࠖࣅ࣮࣒ᗈሗάືࡣ㸪୍⯡ࡢேࡕࡓ㸪≉ⱝ

 ࠋࡿࡁホ౯࡛࡚ࡋ᪉㏵࡞ᚲせࡵࡓࡿࡵ㧗ࢆ㛵ᚰࡢ᪥ᮏㄒࡢୡ௦࠸
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᖹᡂ䠎䠔ᖺᗘᴗົ䛾ᐇ⦼䛻㛵䛩䜛ホ౯䛾ᐇ䛻䛴䛔䛶 

 

䠍䠊 ホ౯䛾ᐇ䛾㊃᪨ 

   ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䛷䛿䠈ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ཬ䜃ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛚䛡䜛◊✲ィ⏬

䛾ᐇ≧ἣ䛻䛴䛔䛶䠈䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾௦⾲⪅䛜⾜䛳䛯⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ཬ䜃ᐇ⦼ሗ࿌᭩䛾ጇᙜᛶ䜢᳨ド

䛩䜛䛯䜑እ㒊ホ౯ጤဨ䛻䜘䜛ホ౯䜢ᐇ䛧䛶䛔䜛䚹 

 

䠎䠊 ホ౯䛾ᐇ᪉ἲ 

ホ౯䛿᭩㠃ᑂᰝ䛷⾜䛳䛯䚹◊✲ᡤ䛜సᡂ䛧䛯䠈ᖹᡂ 28ᖺᗘ䛾ィ⏬ཬ䜃䛭䛾ᐇ≧ἣ䛜グධ䛥䜜䛯

䛂28ᖺᗘᴗົ䛾ᐇ⦼ሗ࿌᭩䛃䠄䛂䝥䝻䝆䜵䜽䝖䞉䝉䞁䝍䞊䛾◊✲άື䛃䠈䛂⤌⧊䞉㐠Ⴀ䛃䠈䛂⟶⌮ᴗົ䛃䠅䛾ෆᐜ

䜢᳨ド䛧䛯䚹 

 

䛂䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾◊✲άື䛻㛵䛩䜛ホ౯䛃䛾Ⅼ᳨㡯┠ཬ䜃ほⅬ䛿ḟ䛾㏻䜚䛷䛒䜛䚹 
     

Ⅼ᳨㡯┠ ほ Ⅼ 

◊✲ᡂᯝ 
◊✲ᴗ⦼䛾㔞ⓗഃ㠃 

䞉䛹䜜䛰䛡ㄽᩥ➼䛾䜰䜴䝖䝥䝑䝖䛜䛒䜛䛛 

◊✲Ỉ‽ 
◊✲ᴗ⦼ࡢ㉁ⓗഃ㠃 

 ࡿ࠶ࡀ⩏ⓗព♫ࡸ⩏Ꮫ⾡ⓗពࢀ࣭

◊✲యไ 
◊✲᥎㐍ࡢ࡚ࡗࡓ࠶ไᗘⓗഃ㠃 

 ࡿ࠸࡚ࡋ⫣㈉ᶵ⬟ᙉࡢ㸪Ꮫࡋ㐃ᦠⓗ⧊⤌Ꮫࡅࡔࢀ࣭

ᩍ⫱ 
◊✲㐣⛬ཬࡧ◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬ 

 ࡿ࠸࡚ࡋ⫣㈉ᶵ⬟ᙉࡢ➼Ꮫࢀ࣭

ேᮦ⫱ᡂ 
ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ㸪ཬࡧ♫ேࡢᏛࡋ┤ࡧ 

 ࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡚ࢀධࡅཷࡅࡔࢀ࣭

♫㐃ᦠ 
⮬య࣭⏘ᴗ⏺ࡢ㐃ᦠ࡞♫ࡢ༠ᴗ 

 ࡿ࠸࡚ࡋ㐃ᦠ♫ࢀ࣭

♫㈉⊩ 
◊✲ᡂᯝ䛾♫䜈䛾ᬑཬ 

 ࡿ࠸࡚ࡋⓎಙ࡚ࡅྥ♫ࢀ࣭

ᅜ㝿㐃ᦠ 
◊✲యไࡿࡅ࠾ᅜ㝿ⓗ༠ᴗ 

 ࡿ࠸࡚ࡋ㐃ᦠ⧊⤌ࡢᾏእࡅࡔࢀ࣭

ᅜ㝿Ⓨಙ 
◊✲㐣⛬ཬࡧ◊✲ᡂᯝࡢᅜ㝿ⓗⓎಙ 

 ࡿ࠸࡚ࡋⓎಙᅜ㝿ⓗࡅࡔࢀ࣭

䛭䛾≉グ㡯 
 

 

 

100 

 

ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙䠄ᩗ⛠␎䠅 

 

 

 㛛  ṇ⨾   ᶓᅜ❧Ꮫྡᩍᤵ ۔

        ᑓ㛛䠖᪥ᮏㄒᩍ⫱ 

 

 㔝ᮧ ᛅ    㜰ᏛᏛ㝔ᩥᏛ◊✲⛉ᩍᤵ⏣ ۑ

         ᑓ㛛䠖ゝㄒᏛ䞉᪥ᮏㄒᏛ 

 

Ἀ    ⿱Ꮚ   ಙᕞᏛேᩥᏛ㒊ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖᪥ᮏㄒᏛ䠈᪥ᮏㄒᩍ⫱Ꮫ 

 

ᑠ㔝  ṇᘯ   ᫂ᏛᩥᏛ㒊ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖ᅜㄒᏛ 

 

∦᱒  ᜤᘯ   බ❧䛿䛣䛰䛶ᮍ᮶ᏛᏛ㛗 

         ᑓ㛛䠖ㄆ▱⛉Ꮫ 

 

ᮌᮧ   ⱥᶞ   ㏣ᡭ㛛Ꮫ㝔Ꮫᅜ㝿ᩍ㣴Ꮫ㒊ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖ゝㄒᏛ 

 

బஂ㛫 䜎䜖䜏  ᪩✄⏣ᏛᏛ㝔᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲⛉ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖ᅜㄒᏛ䠈᪥ᮏㄒᩍ⫱Ꮫ 

 

ᶫ⏣   ᾈ୍   ᮾிᏛᏛ㝔ሗ⌮ᕤᏛ◊✲⛉ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖⮬↛ゝㄒฎ⌮䠈ேᕤ▱⬟䠈ㄆ▱⛉Ꮫ 

 

 

                  ௵ᮇ䠖ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 1᪥䡚ᖹᡂ 30ᖺ 9᭶ 30᪥䠄2ᖺ䠅 

 

䖂ጤဨ㛗  䕿ጤဨ㛗 
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᖹᡂ䠎䠔ᖺᗘᴗົ䛾ᐇ⦼䛻㛵䛩䜛ホ౯䛾ᐇ䛻䛴䛔䛶 

 

䠍䠊 ホ౯䛾ᐇ䛾㊃᪨ 

   ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䛷䛿䠈ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ཬ䜃ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛚䛡䜛◊✲ィ⏬

䛾ᐇ≧ἣ䛻䛴䛔䛶䠈䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾௦⾲⪅䛜⾜䛳䛯⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ཬ䜃ᐇ⦼ሗ࿌᭩䛾ጇᙜᛶ䜢᳨ド

䛩䜛䛯䜑እ㒊ホ౯ጤဨ䛻䜘䜛ホ౯䜢ᐇ䛧䛶䛔䜛䚹 

 

䠎䠊 ホ౯䛾ᐇ᪉ἲ 

ホ౯䛿᭩㠃ᑂᰝ䛷⾜䛳䛯䚹◊✲ᡤ䛜సᡂ䛧䛯䠈ᖹᡂ 28ᖺᗘ䛾ィ⏬ཬ䜃䛭䛾ᐇ≧ἣ䛜グධ䛥䜜䛯

䛂28ᖺᗘᴗົ䛾ᐇ⦼ሗ࿌᭩䛃䠄䛂䝥䝻䝆䜵䜽䝖䞉䝉䞁䝍䞊䛾◊✲άື䛃䠈䛂⤌⧊䞉㐠Ⴀ䛃䠈䛂⟶⌮ᴗົ䛃䠅䛾ෆᐜ

䜢᳨ド䛧䛯䚹 

 

䛂䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾◊✲άື䛻㛵䛩䜛ホ౯䛃䛾Ⅼ᳨㡯┠ཬ䜃ほⅬ䛿ḟ䛾㏻䜚䛷䛒䜛䚹 
     

Ⅼ᳨㡯┠ ほ Ⅼ 

◊✲ᡂᯝ 
◊✲ᴗ⦼䛾㔞ⓗഃ㠃 

䞉䛹䜜䛰䛡ㄽᩥ➼䛾䜰䜴䝖䝥䝑䝖䛜䛒䜛䛛 

◊✲Ỉ‽ 
◊✲ᴗ⦼ࡢ㉁ⓗഃ㠃 

 ࡿ࠶ࡀ⩏ⓗព♫ࡸ⩏Ꮫ⾡ⓗពࢀ࣭

◊✲యไ 
◊✲᥎㐍ࡢ࡚ࡗࡓ࠶ไᗘⓗഃ㠃 

 ࡿ࠸࡚ࡋ⫣㈉ᶵ⬟ᙉࡢ㸪Ꮫࡋ㐃ᦠⓗ⧊⤌Ꮫࡅࡔࢀ࣭

ᩍ⫱ 
◊✲㐣⛬ཬࡧ◊✲ᡂᯝࡢᩍ⫱ⓗᬑཬ 

 ࡿ࠸࡚ࡋ⫣㈉ᶵ⬟ᙉࡢ➼Ꮫࢀ࣭

ேᮦ⫱ᡂ 
ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ㸪ཬࡧ♫ேࡢᏛࡋ┤ࡧ 

 ࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡚ࢀධࡅཷࡅࡔࢀ࣭

♫㐃ᦠ 
⮬య࣭⏘ᴗ⏺ࡢ㐃ᦠ࡞♫ࡢ༠ᴗ 

 ࡿ࠸࡚ࡋ㐃ᦠ♫ࢀ࣭

♫㈉⊩ 
◊✲ᡂᯝ䛾♫䜈䛾ᬑཬ 

 ࡿ࠸࡚ࡋⓎಙ࡚ࡅྥ♫ࢀ࣭

ᅜ㝿㐃ᦠ 
◊✲యไࡿࡅ࠾ᅜ㝿ⓗ༠ᴗ 

 ࡿ࠸࡚ࡋ㐃ᦠ⧊⤌ࡢᾏእࡅࡔࢀ࣭

ᅜ㝿Ⓨಙ 
◊✲㐣⛬ཬࡧ◊✲ᡂᯝࡢᅜ㝿ⓗⓎಙ 

 ࡿ࠸࡚ࡋⓎಙᅜ㝿ⓗࡅࡔࢀ࣭

䛭䛾≉グ㡯 
 

 

 

100 

 

ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙䠄ᩗ⛠␎䠅 

 

 

 㛛  ṇ⨾   ᶓᅜ❧Ꮫྡᩍᤵ ۔

        ᑓ㛛䠖᪥ᮏㄒᩍ⫱ 

 

 㔝ᮧ ᛅ    㜰ᏛᏛ㝔ᩥᏛ◊✲⛉ᩍᤵ⏣ ۑ

         ᑓ㛛䠖ゝㄒᏛ䞉᪥ᮏㄒᏛ 

 

Ἀ    ⿱Ꮚ   ಙᕞᏛேᩥᏛ㒊ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖᪥ᮏㄒᏛ䠈᪥ᮏㄒᩍ⫱Ꮫ 

 

ᑠ㔝  ṇᘯ   ᫂ᏛᩥᏛ㒊ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖ᅜㄒᏛ 

 

∦᱒  ᜤᘯ   බ❧䛿䛣䛰䛶ᮍ᮶ᏛᏛ㛗 

         ᑓ㛛䠖ㄆ▱⛉Ꮫ 

 

ᮌᮧ   ⱥᶞ   ㏣ᡭ㛛Ꮫ㝔Ꮫᅜ㝿ᩍ㣴Ꮫ㒊ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖ゝㄒᏛ 

 

బஂ㛫 䜎䜖䜏  ᪩✄⏣ᏛᏛ㝔᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲⛉ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖ᅜㄒᏛ䠈᪥ᮏㄒᩍ⫱Ꮫ 

 

ᶫ⏣   ᾈ୍   ᮾிᏛᏛ㝔ሗ⌮ᕤᏛ◊✲⛉ᩍᤵ 

         ᑓ㛛䠖⮬↛ゝㄒฎ⌮䠈ேᕤ▱⬟䠈ㄆ▱⛉Ꮫ 

 

 

                  ௵ᮇ䠖ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 1᪥䡚ᖹᡂ 30ᖺ 9᭶ 30᪥䠄2ᖺ䠅 

 

䖂ጤဨ㛗  䕿ጤဨ㛗 
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨつ⛬ 

 

ᖹ ᡂ 䠎䠍ᖺ 䠍䠌᭶  䠍᪥ 

ᅜ ㄒ ◊ つ ⛬ ➨ 䠓ྕ�
ᨵṇ ᖹ ᡂ 䠎䠔ᖺ  䠐᭶  䠍᪥ 

�
䠄㊃᪨䠅 

➨䠍᮲ 䛣䛾つ⛬䛿䠈ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ⤌⧊つ⛬䠄ᅜㄒ◊つ⛬➨䠍ྕ䠅➨䠍䠑᮲䛾つᐃ䛻ᇶ䛵䛝䠈ᅜ❧ᅜㄒ◊✲

ᡤ䠄௨ୗ䛂◊✲ᡤ䛃䛸䛔䛖䚹䠅እ㒊ホ౯ጤဨ䠄௨ୗ䛂ጤဨ䛃䛸䛔䛖䚹䠅䛾⤌⧊ཬ䜃㐠Ⴀ䛻䛴䛔䛶ᐃ䜑䜛䜒䛾䛸

䛩䜛䚹 

 

䠄௵ົ䠅 

➨䠎᮲ ጤဨ䛿䠈ḟ䛾ྛྕ䛻ᥖ䛢䜛㡯䛻䛴䛔䛶ᑂ㆟䛩䜛䚹 

䠄䠍䠅⮬ᕫⅬ᳨䞉ホ౯䛾⤖ᯝ䛻ᇶ䛵䛟ホ౯䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚹 

䠄䠎䠅◊✲ᡤ䛾୰ᮇィ⏬ཬ䜃ᖺᗘィ⏬䛾ホ౯䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚹 

䠄䠏䠅ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖➼䛾ホ౯䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚹 

䠄䠐䠅䛭䛾ホ౯䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚹 

 

䠄⤌⧊䠅 

➨䠏᮲ ጤဨ䛿䠈䠍䠌ྡ௨ෆ䛾ጤဨ䜢䜒䛳䛶⤌⧊䛩䜛䚹 

䠎 ጤဨ䛿䠈◊✲ᡤ䛾タ⨨┠ⓗ䛻䛴䛔䛶⌮ゎ䛾䛒䜛Ꮫእ䛾Ꮫ㆑⤒㦂⪅➼䛾୰䛛䜙ᡤ㛗䛜ጤკ䛩䜛䚹 

 

䠄௵ᮇ䠅 

➨䠐᮲ ጤဨ䛾௵ᮇ䛿䠎ᖺ䛸䛧䠈௵䜢ጉ䛢䛺䛔䚹䛯䛰䛧䠈ጤဨ䛻Ḟဨ䛜⏕䛨䛯ሙྜ䛾ᚋ௵⪅䛾௵ᮇ䛿䠈๓௵⪅

䛾ṧ௵ᮇ㛫䛸䛩䜛䚹 

 

䠄ጤဨ㛗䠅 

➨䠑᮲ ጤဨ䛻ጤဨ㛗䜢⨨䛝䠈ጤဨ䛾㑅䛻䜘䜚Ỵᐃ䛩䜛䚹 

䠎 ጤဨ㛗䛿䠈ጤဨ䜢ᣍ㞟䛧䠈䛭䛾㆟㛗䛸䛺䜛䚹 

䠏 ጤဨ㛗䛻ᨾ䛒䜛䛸䛝䛿䠈䛒䜙䛛䛨䜑ጤဨ㛗䛜ᣦྡ䛧䛯ጤဨ䛜䛭䛾⫋ົ䜢௦⾜䛩䜛䚹 

 

䠄㆟䠅 

➨䠒᮲ ጤဨ䛿䠈ጤဨ䛾㐣༙ᩘ䛜ฟᖍ䛧䛺䛡䜜䜀䠈㆟䜢㛤䛝䠈㆟Ỵ䜢䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔䚹 

䠎 ጤဨ䛾㆟䛿䠈ฟᖍ䛧䛯ጤဨ䛾㐣༙ᩘ䛷Ỵ䛧䠈ྍྰྠᩘ䛾䛸䛝䛿䠈㆟㛗䛾Ỵ䛩䜛䛸䛣䜝䛻䜘䜛䚹 

�
䠄ពぢ䛾⫈ྲྀ䠅 

➨䠓᮲ ጤဨ䛿䠈ᚲせ䛻ᛂ䛨䛶ጤဨ௨እ䛾⪅䛻ฟᖍ䜢ồ䜑䠈ពぢ䜢⫈ྲྀ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

 

䠄እ㒊ホ౯䛾ᐇ➼䠅 

➨䠔᮲ እ㒊ホ౯䛾ᐇ䛿䠈◊✲ᡤ䛾୰ᮇィ⏬ཬ䜃ᖺᗘィ⏬䛾ᐇ䛻㛵䛩䜛ホ౯䛾䛻⾜䛖䜒䛾䛸䛩䜛䚹 

䠎 ጤဨ䛿䠈ホ౯䛾⤖ᯝ䜢ᡤ㛗䛻ሗ࿌䛩䜛䜒䛾䛸䛩䜛䚹 

 

䠄ᗢົ䠅 

➨䠕᮲ ጤဨ䛾ᗢົ䛿䠈⟶⌮㒊⥲ົㄢ䛻䛚䛔䛶ฎ⌮䛩䜛䚹 
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ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖୍ぴ 

 

◊✲⣔ 䝥䝻䝆䜵䜽䝖ྡ 䝥䝻䝆䜵䜽䝖␎⛠ 䝸䞊䝎䞊 

⌮ㄽ䞉ᑐ↷◊✲㡿ᇦ 
ᑐ↷ゝㄒᏛࡢほⅬࡽぢࡓ᪥ᮏㄒࡢ㡢ኌ

ᩥἲ 
ᑐ↷ゝㄒᏛ ❑ⷵ ᬕኵ 

⌮ㄽ䞉ᑐ↷◊✲㡿ᇦ ⤫ㄒ࣭ពゎᯒࡢࢫࣃ࣮ࢥ㛤Ⓨゝㄒ◊✲ ⤫ㄒ䝁䞊䝟䝇 
䝥䝷䝅䝱䞁䝖䞉䝟䝹

䝕䝅 

ゝㄒኚ␗◊✲㡿ᇦ 
᪥ᮏࡢᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓ࣗ࢟ࢻ

 సᡂࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥ
༴ᶵゝㄒ䞉᪉ゝ ᮌ㒊 ᬸᏊ 

ゝㄒኚ◊✲㡿ᇦ 
㏻ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢ᪂ᒎ

㛤 
㏻䝁䞊䝟䝇 ᑠᮌ᭮ ᬛಙ 

㡢ኌゝㄒ◊✲㡿ᇦ 
つᶍ᪥ᖖヰࢫࣃ࣮ࢥᇶ࡙ࡃヰࡋゝⴥ

 ✲◊ከゅⓗࡢ
᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇 ᑠ☾ ⰼ⤮ 

᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㡿ᇦ 
᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅ

ⓗゎ᫂ 

Ꮫ⩦⪅ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ

 ࣥࣙࢩ࣮
▼㯮 ᆂ 
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨつ⛬ 

 

ᖹ ᡂ 䠎䠍ᖺ 䠍䠌᭶  䠍᪥ 

ᅜ ㄒ ◊ つ ⛬ ➨ 䠓ྕ�
ᨵṇ ᖹ ᡂ 䠎䠔ᖺ  䠐᭶  䠍᪥ 

�
䠄㊃᪨䠅 

➨䠍᮲ 䛣䛾つ⛬䛿䠈ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ⤌⧊つ⛬䠄ᅜㄒ◊つ⛬➨䠍ྕ䠅➨䠍䠑᮲䛾つᐃ䛻ᇶ䛵䛝䠈ᅜ❧ᅜㄒ◊✲

ᡤ䠄௨ୗ䛂◊✲ᡤ䛃䛸䛔䛖䚹䠅እ㒊ホ౯ጤဨ䠄௨ୗ䛂ጤဨ䛃䛸䛔䛖䚹䠅䛾⤌⧊ཬ䜃㐠Ⴀ䛻䛴䛔䛶ᐃ䜑䜛䜒䛾䛸

䛩䜛䚹 

 

䠄௵ົ䠅 

➨䠎᮲ ጤဨ䛿䠈ḟ䛾ྛྕ䛻ᥖ䛢䜛㡯䛻䛴䛔䛶ᑂ㆟䛩䜛䚹 

䠄䠍䠅⮬ᕫⅬ᳨䞉ホ౯䛾⤖ᯝ䛻ᇶ䛵䛟ホ౯䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚹 

䠄䠎䠅◊✲ᡤ䛾୰ᮇィ⏬ཬ䜃ᖺᗘィ⏬䛾ホ౯䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚹 

䠄䠏䠅ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖➼䛾ホ౯䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚹 

䠄䠐䠅䛭䛾ホ౯䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚹 

 

䠄⤌⧊䠅 

➨䠏᮲ ጤဨ䛿䠈䠍䠌ྡ௨ෆ䛾ጤဨ䜢䜒䛳䛶⤌⧊䛩䜛䚹 

䠎 ጤဨ䛿䠈◊✲ᡤ䛾タ⨨┠ⓗ䛻䛴䛔䛶⌮ゎ䛾䛒䜛Ꮫእ䛾Ꮫ㆑⤒㦂⪅➼䛾୰䛛䜙ᡤ㛗䛜ጤკ䛩䜛䚹 

 

䠄௵ᮇ䠅 

➨䠐᮲ ጤဨ䛾௵ᮇ䛿䠎ᖺ䛸䛧䠈௵䜢ጉ䛢䛺䛔䚹䛯䛰䛧䠈ጤဨ䛻Ḟဨ䛜⏕䛨䛯ሙྜ䛾ᚋ௵⪅䛾௵ᮇ䛿䠈๓௵⪅

䛾ṧ௵ᮇ㛫䛸䛩䜛䚹 

 

䠄ጤဨ㛗䠅 

➨䠑᮲ ጤဨ䛻ጤဨ㛗䜢⨨䛝䠈ጤဨ䛾㑅䛻䜘䜚Ỵᐃ䛩䜛䚹 

䠎 ጤဨ㛗䛿䠈ጤဨ䜢ᣍ㞟䛧䠈䛭䛾㆟㛗䛸䛺䜛䚹 

䠏 ጤဨ㛗䛻ᨾ䛒䜛䛸䛝䛿䠈䛒䜙䛛䛨䜑ጤဨ㛗䛜ᣦྡ䛧䛯ጤဨ䛜䛭䛾⫋ົ䜢௦⾜䛩䜛䚹 

 

䠄㆟䠅 

➨䠒᮲ ጤဨ䛿䠈ጤဨ䛾㐣༙ᩘ䛜ฟᖍ䛧䛺䛡䜜䜀䠈㆟䜢㛤䛝䠈㆟Ỵ䜢䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔䚹 

䠎 ጤဨ䛾㆟䛿䠈ฟᖍ䛧䛯ጤဨ䛾㐣༙ᩘ䛷Ỵ䛧䠈ྍྰྠᩘ䛾䛸䛝䛿䠈㆟㛗䛾Ỵ䛩䜛䛸䛣䜝䛻䜘䜛䚹 

�
䠄ពぢ䛾⫈ྲྀ䠅 

➨䠓᮲ ጤဨ䛿䠈ᚲせ䛻ᛂ䛨䛶ጤဨ௨እ䛾⪅䛻ฟᖍ䜢ồ䜑䠈ពぢ䜢⫈ྲྀ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

 

䠄እ㒊ホ౯䛾ᐇ➼䠅 

➨䠔᮲ እ㒊ホ౯䛾ᐇ䛿䠈◊✲ᡤ䛾୰ᮇィ⏬ཬ䜃ᖺᗘィ⏬䛾ᐇ䛻㛵䛩䜛ホ౯䛾䛻⾜䛖䜒䛾䛸䛩䜛䚹 

䠎 ጤဨ䛿䠈ホ౯䛾⤖ᯝ䜢ᡤ㛗䛻ሗ࿌䛩䜛䜒䛾䛸䛩䜛䚹 

 

䠄ᗢົ䠅 

➨䠕᮲ ጤဨ䛾ᗢົ䛿䠈⟶⌮㒊⥲ົㄢ䛻䛚䛔䛶ฎ⌮䛩䜛䚹 
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ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖୍ぴ 

 

◊✲⣔ 䝥䝻䝆䜵䜽䝖ྡ 䝥䝻䝆䜵䜽䝖␎⛠ 䝸䞊䝎䞊 

⌮ㄽ䞉ᑐ↷◊✲㡿ᇦ 
ᑐ↷ゝㄒᏛࡢほⅬࡽぢࡓ᪥ᮏㄒࡢ㡢ኌ

ᩥἲ 
ᑐ↷ゝㄒᏛ ❑ⷵ ᬕኵ 

⌮ㄽ䞉ᑐ↷◊✲㡿ᇦ ⤫ㄒ࣭ពゎᯒࡢࢫࣃ࣮ࢥ㛤Ⓨゝㄒ◊✲ ⤫ㄒ䝁䞊䝟䝇 
䝥䝷䝅䝱䞁䝖䞉䝟䝹

䝕䝅 

ゝㄒኚ␗◊✲㡿ᇦ 
᪥ᮏࡢᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓ࣗ࢟ࢻ

 సᡂࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣓ࣥ
༴ᶵゝㄒ䞉᪉ゝ ᮌ㒊 ᬸᏊ 

ゝㄒኚ◊✲㡿ᇦ 
㏻ࡢࢫࣃ࣮ࢥᵓ⠏᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢ᪂ᒎ

㛤 
㏻䝁䞊䝟䝇 ᑠᮌ᭮ ᬛಙ 

㡢ኌゝㄒ◊✲㡿ᇦ 
つᶍ᪥ᖖヰࢫࣃ࣮ࢥᇶ࡙ࡃヰࡋゝⴥ

 ✲◊ከゅⓗࡢ
᪥ᖖヰ䝁䞊䝟䝇 ᑠ☾ ⰼ⤮ 

᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲㡿ᇦ 
᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢከゅ

ⓗゎ᫂ 

Ꮫ⩦⪅ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ

 ࣥࣙࢩ࣮
▼㯮 ᆂ 
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ䛆ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ホ౯䛇䠄➨ 1ᅇ䠅 

 

 

᪥ 䠖ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 13᪥䠄㔠䠅15䠖00䡚17䠖00 

 

ሙ ᡤ䠖䝇䝔䞊䝅䝵䞁䝁䞁䝣䜯䝺䞁䝇ᮾி 

 

㆟ 䠖 

䠍䠊ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯䛻䛴䛔䛶 

 

䠎䠊ᚋ䛾䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛻䛴䛔䛶 

 

䠏䠊䛭䛾 

 

 

㈨ ᩱ 

㸯㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 1᪥⌧ᅾ㸧 

㸰㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨつ⛬ 

3-1㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ እ㒊ホ౯ጤဨ సᴗࡢὶࢀ 

3-2.  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤูࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28 ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 

4-1㸬ࠕඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 㸪ࠖࠕᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉⅬ᳨㡯┠ 

ཬࡧほⅬ 

4-2㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯ᐇࡢᡭᘬࡁ 

5-1㸬 ඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩㸦ᖹᡂ 28ᖺᗘ㸧 

5-2㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᬻᐃホ౯࠙ࢺ࣮ࢩ㸿ࠚ 

5-3㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28ᖺᗘ ᖺḟィ⏬ 

5-4. ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ሗ࿌᭩ 

5-5㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28ᖺᗘ Ⅼ᳨࣭ホ౯ሗ࿌᭩࠙㹀ࠚ 

㸴㸬  ᚋ࡚࠸ࡘ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢ 

  

 

ཧ⪃  

㸯㸬ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉከᵝ࡞ゝㄒ㈨※ᇶ࡙ࡃ⥲ྜⓗ 

᪥ᮏㄒ◊✲ࡢ㛤ᣅࠖᇶᮏィ⏬ 

㸰㸬➨㸱ᮇ୰ᮇ┠ᶆ㸦ィ⏬㸧࣭ ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘᖺᗘィ⏬ᑐᛂ⾲ 

㸱㸬ᖹᡂ 27ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ 

㸲㸬ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤせぴ 

 

  

104 

 

䠄䛭䛾䠅 

➨䠍䠌᮲ 䛣䛾つ⛬䛻ᐃ䜑䜛䜒䛾䛾䜋䛛䠈እ㒊ホ౯䛾ᐇ䛻㛵䛧ᚲせ䛺㡯䛿䠈ጤဨ䛜ู䛻ᐃ䜑䜛䚹 

 

㝃 ๎ 

䛣䛾つ⛬䛿䠈ᖹᡂ䠎䠍ᖺ䠍䠌᭶䠍᪥䛛䜙⾜䛩䜛䚹 

㝃 ๎ 

䛣䛾つ⛬䛿䠈ᖹᡂ䠎䠔ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙⾜䛩䜛䚹 
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ䛆ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ホ౯䛇䠄➨ 1ᅇ䠅 

 

 

᪥ 䠖ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 13᪥䠄㔠䠅15䠖00䡚17䠖00 

 

ሙ ᡤ䠖䝇䝔䞊䝅䝵䞁䝁䞁䝣䜯䝺䞁䝇ᮾி 

 

㆟ 䠖 

䠍䠊ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯䛻䛴䛔䛶 

 

䠎䠊ᚋ䛾䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛻䛴䛔䛶 

 

䠏䠊䛭䛾 

 

 

㈨ ᩱ 

㸯㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 1᪥⌧ᅾ㸧 

㸰㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨつ⛬ 

3-1㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ እ㒊ホ౯ጤဨ సᴗࡢὶࢀ 

3-2.  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤูࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28 ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 

4-1㸬ࠕඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 㸪ࠖࠕᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࡢࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉⅬ᳨㡯┠ 

ཬࡧほⅬ 

4-2㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯ᐇࡢᡭᘬࡁ 

5-1㸬 ඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩㸦ᖹᡂ 28ᖺᗘ㸧 

5-2㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᬻᐃホ౯࠙ࢺ࣮ࢩ㸿ࠚ 

5-3㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28ᖺᗘ ᖺḟィ⏬ 

5-4. ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ሗ࿌᭩ 

5-5㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28ᖺᗘ Ⅼ᳨࣭ホ౯ሗ࿌᭩࠙㹀ࠚ 

㸴㸬  ᚋ࡚࠸ࡘ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢ 

  

 

ཧ⪃  

㸯㸬ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉከᵝ࡞ゝㄒ㈨※ᇶ࡙ࡃ⥲ྜⓗ 

᪥ᮏㄒ◊✲ࡢ㛤ᣅࠖᇶᮏィ⏬ 

㸰㸬➨㸱ᮇ୰ᮇ┠ᶆ㸦ィ⏬㸧࣭ ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘᖺᗘィ⏬ᑐᛂ⾲ 

㸱㸬ᖹᡂ 27ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ 

㸲㸬ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤせぴ 

 

  

104 

 

䠄䛭䛾䠅 

➨䠍䠌᮲ 䛣䛾つ⛬䛻ᐃ䜑䜛䜒䛾䛾䜋䛛䠈እ㒊ホ౯䛾ᐇ䛻㛵䛧ᚲせ䛺㡯䛿䠈ጤဨ䛜ู䛻ᐃ䜑䜛䚹 

 

㝃 ๎ 

䛣䛾つ⛬䛿䠈ᖹᡂ䠎䠍ᖺ䠍䠌᭶䠍᪥䛛䜙⾜䛩䜛䚹 

㝃 ๎ 

䛣䛾つ⛬䛿䠈ᖹᡂ䠎䠔ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙⾜䛩䜛䚹 
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ䛆ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ホ౯䛇䠄➨䠏ᅇ䠅 

 

 

᪥ 㸸ᖹᡂ �� ᖺ㸴᭶ �� ᪥㸦ᮌ㸧13:30䡚15:30�
�
ሙ ᡤ㸸TKPᮾி㥐๓䜹䞁䝣䜯䝺䞁䝇䝉䞁䝍䞊 䜹䞁䝣䜯䝺䞁䝇䝹䞊䝮 4A�
�
㆟ �

㸯㸬๓ᅇ㆟ᴫせ㸦㸧☜ㄆ�
�

㸰㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ホ౯䛻䛴䛔䛶�
 

㸱㸬ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ホ౯䝅䞊䝖䛻䛴䛔䛶 

�
㸲㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘ䛂䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛃ཬ䜃䛂◊✲ሗⓎಙ䝉䞁䝍䞊䛃䛾ホ౯䛻䛴䛔䛶�
�
㸳㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘ䛂⤌⧊䞉㐠Ⴀ䛃䚸䛂⟶⌮ᴗົ䛃䛾ホ౯䛻䛴䛔䛶�
�
㸴㸬ࡢࡑ�

 

 

㈨ ᩱ 

㸯㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙㸦ᖹᡂ 29ᖺ 4᭶ 1᪥⌧ᅾ㸧 

㸰㸬 ๓ᅇ㆟ᴫせ㸦㸧 

㸱㸬  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤูࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28 ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 

㸲㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩ 

㸳㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯࠙ࢺ࣮ࢩ㸿vࠚ 

㸴㸬 ␗㆟⏦ࡋ❧࡚᭩ 

㸵㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯ࢺ࣮ࢩ 

㸶㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰࣮ࢱࣥࢭ㛵ࡿࡍᐇ⦼ሗ࿌᭩ 

㸷㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰࣮ࢱࣥࢭ㛵ࡿࡍホ౯⤖ᯝ 

10㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘࠕ⤌⧊࣭㐠Ⴀ �ホ౯⤖ᯝࡿࡍ㛵ᴗົࠖ⌮⟶ࠕࠊࠖ
 11㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᴗົࡢᐇ⦼㛵ࡿࡍእ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ࡢᵓᡂ࡚࠸ࡘ 

12㸬 ᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉಀࡿᖹᡂ 28ᖺࡢᐇ≧ἣ㛵ࡿࡍホ౯⤖ᯝ࡚࠸ࡘ 

13㸬 ᚋ࡚࠸ࡘ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢ㸦ࢪ࣮࣓㸧�
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ䛆ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ホ౯䛇䠄➨䠎ᅇ䠅 

 

 

᪥ 㸸ᖹᡂ �� ᖺ㸰᭶ �� ᪥㸦᭶㸧�����㹼������
�
ሙ ᡤ㸸ࢫࣥࣞࣇࣥࢥࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫᮾி ㆟ᐊ 402-C,D�
�
㆟ �

㸯㸬๓ᅇ㆟ᴫせ㸦㸧☜ㄆ�
�

㸰㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᬻᐃホ౯࡚࠸ࡘ�
 

㸱㸬ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ28ᖺᗘ Ⅼ᳨࣭ホ౯ሗ࿌᭩࡚࠸ࡘ 

�
㸲㸬ࡢࡑ�

 

 

㈨ ᩱ 

䠍䠊 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙䠄ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 1᪥⌧ᅾ䠅 

䠎䠊 ๓ᅇ㆟ᴫせ䠄䠅 

䠏䠊  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䝥䝻䝆䜵䜽䝖ู ᖹᡂ 28ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 

䠐䠊 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᬻᐃホ౯䝅䞊䝖䛆䠝䛇 

䠑䠊 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖 ᖹᡂ 28ᖺᗘ Ⅼ᳨䞉ホ౯ሗ࿌᭩䛆䠞䛇  
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ䛆ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ホ౯䛇䠄➨䠏ᅇ䠅 

 

 

᪥ 㸸ᖹᡂ �� ᖺ㸴᭶ �� ᪥㸦ᮌ㸧13:30䡚15:30�
�
ሙ ᡤ㸸TKPᮾி㥐๓䜹䞁䝣䜯䝺䞁䝇䝉䞁䝍䞊 䜹䞁䝣䜯䝺䞁䝇䝹䞊䝮 4A�
�
㆟ �

㸯㸬๓ᅇ㆟ᴫせ㸦㸧☜ㄆ�
�

㸰㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ホ౯䛻䛴䛔䛶�
 

㸱㸬ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ホ౯䝅䞊䝖䛻䛴䛔䛶 

�
㸲㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘ䛂䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛃ཬ䜃䛂◊✲ሗⓎಙ䝉䞁䝍䞊䛃䛾ホ౯䛻䛴䛔䛶�
�
㸳㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘ䛂⤌⧊䞉㐠Ⴀ䛃䚸䛂⟶⌮ᴗົ䛃䛾ホ౯䛻䛴䛔䛶�
�
㸴㸬ࡢࡑ�

 

 

㈨ ᩱ 

㸯㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙㸦ᖹᡂ 29ᖺ 4᭶ 1᪥⌧ᅾ㸧 

㸰㸬 ๓ᅇ㆟ᴫせ㸦㸧 

㸱㸬  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤูࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ 28 ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 

㸲㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⮬ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩ 

㸳㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯࠙ࢺ࣮ࢩ㸿vࠚ 

㸴㸬 ␗㆟⏦ࡋ❧࡚᭩ 

㸵㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉホ౯ࢺ࣮ࢩ 

㸶㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰࣮ࢱࣥࢭ㛵ࡿࡍᐇ⦼ሗ࿌᭩ 

㸷㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰࣮ࢱࣥࢭ㛵ࡿࡍホ౯⤖ᯝ 

10㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘࠕ⤌⧊࣭㐠Ⴀ �ホ౯⤖ᯝࡿࡍ㛵ᴗົࠖ⌮⟶ࠕࠊࠖ
 11㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᴗົࡢᐇ⦼㛵ࡿࡍእ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ࡢᵓᡂ࡚࠸ࡘ 

12㸬 ᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉಀࡿᖹᡂ 28ᖺࡢᐇ≧ἣ㛵ࡿࡍホ౯⤖ᯝ࡚࠸ࡘ 

13㸬 ᚋ࡚࠸ࡘ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢ㸦ࢪ࣮࣓㸧�
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ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ䛆ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ホ౯䛇䠄➨䠎ᅇ䠅 

 

 

᪥ 㸸ᖹᡂ �� ᖺ㸰᭶ �� ᪥㸦᭶㸧�����㹼������
�
ሙ ᡤ㸸ࢫࣥࣞࣇࣥࢥࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫᮾி ㆟ᐊ 402-C,D�
�
㆟ �

㸯㸬๓ᅇ㆟ᴫせ㸦㸧☜ㄆ�
�

㸰㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᬻᐃホ౯࡚࠸ࡘ�
 

㸱㸬ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ᖹᡂ28ᖺᗘ Ⅼ᳨࣭ホ౯ሗ࿌᭩࡚࠸ࡘ 

�
㸲㸬ࡢࡑ�

 

 

㈨ ᩱ 

䠍䠊 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙䠄ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 1᪥⌧ᅾ䠅 

䠎䠊 ๓ᅇ㆟ᴫせ䠄䠅 

䠏䠊  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䝥䝻䝆䜵䜽䝖ู ᖹᡂ 28ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 

䠐䠊 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᬻᐃホ౯䝅䞊䝖䛆䠝䛇 

䠑䠊 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖 ᖹᡂ 28ᖺᗘ Ⅼ᳨䞉ホ౯ሗ࿌᭩䛆䠞䛇  
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